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もともとは,上巻稿に,感声系の(ないし感声的な)文末詞をすべてとりあ

げていた。しかし,その印刷分量が彩多になったので,出版上,それが制限さ

れ,第四章ヤ行音文末詞の第二節までが上巻に収められることになった。

本巻は,第四章の第三節からはじまる。この巻を第七草の「カ・カイ」文末

詞までとしたのは,しかるべきくぎりかたとされる。

下巻は,転成文末詞全般をあつかうものである。
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凡　　例

1)

2)

3)

上巻凡例参照

4)本文中の実例には,通常,アクセント符号がつけてある。傍線部が,より

高く発音されるべきものであるO傍線部分に「〇百ooooo」のようなく

ざれのあるはあいは,のちの傍線部分がより高捌こ発音されることをあらわ

す。

5)実例を現代共通語で言いかえているものに" "があれば,その部分は,

土地人の説明のことばか,それに準じうるものかである。

この" "が,通常の説明本文の中に出ることもある。すべて,引用であ

ることを明らかにしたものである。

6)書中,他文献を引用し恩借するはあいに,著者名・発行所名,巻号・年月

などを,省略することが多い。この『昭和日本語方言の総合的研究』の第一巻・

第二巻の作業をおえてきたので,第三巻以降では,初二巻に依拠しつつ,本

文中の文献出所記載の作業を簡略にする。委細については, 『方言文末詞<文

末助詞>の研究』下巻末の「引用(恩借)文献一覧」を参照せられんことを乞う。

一覧は,地方別(-県別)に整理してあり,各県内では,ものが,著編者

アイウニオ順に排列されている。
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上巻末に収載されている「第四章　ヤ行音文末詞」第-節・第二節の内容

第-節　総　説

第二節「ヤ」の属

-　はじめに

二　両島地方の「ヤ」はか

三　九州地方の「ヤ」ほか

四　中国地方の「ヤ」ほか

五　四国地方の「ヤ」ほか

六　近東地方の「ヤ」ほか

七　中部地方の「ヤ」はか

八　関東地方の「ヤ」ほか

九　東北地方の「ヤ」ほか

十　北海道地方の「ヤ」ほか

十一　むすび



<上巻をうけて>

第四章　ヤ行音文末詞

第三節　「ヨ」の属

-　はじめに

ナ行音文末詞とヤ行音文末詞とは,どちらも,基本的な感声系文末詞とされ

る。ともに,歴史的に見ても由緒あるもの,あるいは・古典性をそなえている

ものと見ることができようO古来のものであって,しかも'現代諸方言上にあ

っても,その勢力のつよいのが,ナ行音文末詞・ヤ行音文末詞である。 「ヨ」

は,そういう歴史的な大勢の中に位置する,一つの有力な文末詞である。 「ヨ」

の特定の用法などが明治以降におこったとされるようなことがあったとしても,

文末詞「ヨ」そのものの発生と展開とは,かなり幽遠のこととされるのではな

いか。

「ヨ」は, 「ヤ」とともに,ヤ行音文末詞の双壁をなす。 (「ヤ」 「ヨ」の存立

ゆえに,私どもは,ヤ行音文末詞を言うことができるのでもあるo)

ナ行音文末詞では, 〔a〕母音の「ナ」が, 〔o〕母音の「ノ」よりも,しぼ
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しぼ高品位のものとされている。だのに,ヤ行音文末詞では, 〔o〕母音の「ヨ」

のはうが,かえって次上の品位のものとされがちである。どういうなりゆきで

こうなったものであろうか。もとより,古風の「ヤ」には,高品位のものもあ

り, 「ヤ」についての単純な品位論はきんもつである。しかし, 「ヨ」は,古

栄,その品位に安定的なものがあるように思われる。

ともあれ, 「ヤ」 「ヨ」の不易流行のつよさに関しては,その伝統的な強勢ゆ

えに, 〔j〕音効果ということも,考えられてくる。今は, 「ヨ」について見る

のに,私どもには,よびかけ表現の「喜一。」があるo 「ねえ,きみ.」とか,

「おい,きみO」とかいった気分のものであるO　この「言-O」を,方言によっ

ては, 「言ィ.」ともしているo　よびかけの「ヨ-」または「ヨイ」を文前に用

いて,文表現上,発文(いわゆる発語である。)とすることもあり,また,終

文とすることもある。 (終文のはあいは, 「ヤ丁ロ　ヨO喜一.」などのように

なる。)こういう事例を見あつめるにつけても, 「ヨ」での〔j〕音効果という
ノ

ものが認められるようである。問いかえしの返事に, 「ヤー。」というのがある

が,このはあいにしても,ずいぶん〔j〕音効果が顕著であろう。

いわゆる〔n〕音効果に対応するものとして, 〔j〕音効果が考えられては

どうであろう。

近来,といってもかなり前からであるが,関東っ子の若い男性たちは, 「ヨ

-」の文末表現を愛好している。(一方では,「サ」の文末表現を愛好している。)

「オ百万　言-。」といったあんばいである.都内の単車などでも,私どもが

すぐに耳にすることができる「アブ　盲-。」の頻用,高等学校生徒などに多

い「ヨ」ことばを聞くにつけても,私どもは,今日の〔j〕音効果とでも言い

たいものを実感する。ただし,このはあい,その品位がどうであるかは,別の

問題である。

ここには,かつて,柳田国男先生が私に語ってくださった,記念すべき「ヨ」

論をかかげておきたい。以下は,だーいたい,先生の口授のとおりである。 "「ワ
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シ斉　ヨ-。」「オJJ斉　ヨ-。」の「ヨ-」は,もと,小田急の特徴だった.

だんだん東京-はいった。 「ヨ-」は「ね」のかわり。 「ね」よりなれなれし

くて,いくらか気をゆるしたもの。力をいれる。 「ね」の用いかたがたしかに

へった。=先生の, 「ね」との対比が注目される。 "力をいれる。"と言われる

ところに,私は,力をいれることをゆるす〔j〕音効果を認めたい。

「ヨ」の用法のはばの広いことは, 「ヤ」のはあいと同様である。 「知らない
ノ　　　　　　　　ノ
ヨ。」「こまった　ヨ。」などの,自己の意を言う「ヨ」があり,説明の「ヨ」

ノ
があり, 「そう　ヨ.」といったような同意を表明する「ヨ」があり, 「-ヨ-

セ-　ヨ。」といったような命令表現のばあいの「ヨ」があり, 「いっしょに行
ノ

こう　ヨo」といったような勧誘表現の「ヨ」があり, 「たのむ　ヨ。」「タブ

ム　ヨ。」といったような依頼・たのみの表現の「ヨ」があり,単純よびかけ

の「ヨ」があり,といったありさまである。複合形ともなれば,たとえば「カ

ヨー」は,問いの表現に役だてられている。

命令開.係のことでは,一つ,・動詞活用での命令形, 「起きよ」などの問題が

ある。関西弁では, 「オキー」などと言うのがふつうであって,命令形に「ヨ」
ノ　　I　　　　　　　　ノ

はつかないO (「スヨ　芽キー　ヨoJ「マダ　オ亭ルナ　ヨ.」など)この点では,

活用形に「ヘノヨ」形は認めかねることになる。しかし,関東系の言いかた

では, 「早く　しろ　よ。」などの言いかたがおこなわれており,中部地方内に

ち, 「.A-　　し言　ヤ。」などの言いかたがあるので,いきおい,巨＼一ロ」

形が命令形にとりたてられることになる。これに比定して「-′ヨ」形をとれ

ば,これもまた,このままを命令形とせざるを得なくなる。 「ヨ」は,もとも

と,文末詞であるのに相違はなかろうが,巨、一ヨ」の形を,別のたちはで-

活用形とするか。

「ヨ」文末詞に異形があるo 「ヨ-」のよびかけは, 「イ」音尾をおこして,

「ヨイ」ともなっていると,私は考える。私どもが,瀬戸内海の郷里方言で,

○オ~㍍~ッァン　ヨィ。
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お父さん!

と言いならわしてきた少年時代を回想するのに, 「ヨイ」は,まったく「ヨ-」

的なものであるように思われる。

異形に, 「ヨン」もあろうか。 『方言資料抄　助詞篇』の474ぺ-ジには,

埼正県秩父地方　○アリガタウ　ガンス　三上　　　(逸見嘉一氏)

との記事が見える。　　　　　　　　　　　　　　＼

異形というのではないが,関連形に, 「ニーヨ」の「-ヨ」となったものな

どがある。また, 「デヨ」からのものかと思われる「ジョ」がある。ところで,

「ジョ」は,いわゆる音形からすれば, 「ゾ」に近い。したがって,共時論的処

置を重んじれば, 「ジョ」は, 「ゾ」の属に摂することができる。

「ヨ」に関する複合形が,全国的に見て多彩である。おおよその列挙をして

みるならば,

ナヨ　ナンヨ　ナシヨ　ノヨ　ノイヨ　ネヨ　ニーヨ

ヤヨ　イヨ

サヨ　ゾ(ド)ヨ　ゾ(ド)イヨ　ゼヨ

カヨ　カイヨ　ケヨ

ガヨ　ガイヨ　ゲヨ

ノ　ヨ　:/ヨ

トヨ　ツヨ　テヨ　デヨ

ワヨ　ワイヨ　ノペコ　ラヨ

ノ　シ'ヨ　　ヨシ'ヨ

などがあげられる。

(「ヨナ」「ヨネ」「ヨノ」「ヨヤ」「ヨサ」などの形式のものは,おのおの,

下接部分の条項でとりあつかわれる。)

以下,南島地方からはじめて,地域を順次北にたどり, 「ヨ」文末詞の存立・
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生態を記述していく。

二　両島地方の「ヨ」

南島方言の文末詞では, 「ヤ」 「ヨ」がまず注目され,ついで, 「ナ」がとり

あげられるであろうか。 「ナ」の用法には,九州のそれに通うものが見られや

すいが, 「ヨ」の用法には,南島方言独特のものが見られる。

沖縄本島の旧制女学校生徒の作文(戦前のもの。柳田国男先生からいただい

た。)によると,生徒諸氏は,

○あいな-　面白いよ-0

○あの人　すかないよ-0

などの表現をしている。感嘆の「よ」と言いうるものであろうか。共通語の言

いかたでものを書こうとしながらも,おのずから上のようなことはづかいにお

もむいている。

国頭方面の辞去のあいさつの"下品"のものは,

○マタ　クー　ヨ-0

である。

那覇市方面での「ヨ」の一例には,

○ヒジュルサ　ヨ。

つめたいIo (水に手を入れた時など)

がある。 (大橋勝男氏の聞き書き例)

高橋恵子氏教示の,沖縄本島コザ方面の「ヨ」例は,つぎのようなものであ

る。

○アヌヨ-　クネ-ダヨ-　シソシーンカイ　ア-タンドーO

あのネ。　この間ネ。　先生に　　　　会ったヨ。

○ワンニン　アトゥカラ　イチュソヨ-o

私も　　　あとから　　行くヨ。
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0ジ-ヤ　クメ-キテ　カキヨ-o

字は　　ていねいに　書けヨ。

○アメ　-ナヌ　カバサヨ-0

あの　花の　　かんばしさヨ。

なお,氏の教示に, 「ヨ-ヤー」もある。

○アカサル　エーマ　ケ-リヨ-ヤー。

明るい　　うちに　帰れヨネ(-帰りなさいヨ)0

生塩陸子氏は, 「沖縄伊江島方言の文末表現」 (『方言研究叢書』第5巻　三

弥井書店　昭和50年8月)で,

○ウチュテ丁　-ラティ　--i-ティ　チー　メ-ティ　ク二　ョ-

ふろしきを　かぶって　かぶって　きて　まわって　くる　よ

○ウす　-カ　サテ　ナイ　ゥウタスィガ　ム万　どこガマユイ　ヌ二　シ

それ　より　先　に　居たが　　　全部　死なせたり　　何　　し

ユイ　シー　ヨ。

たり　してね。

○-/ミンテピー　ディ　三一スィ　ヤ　マ了~i　ル才　ヨO

二番なべ　　　と　　いうの　　は　　豆の　類　　だよ。

などの「ヨ」例を示していられる。生塩氏は, "体言に文末助詞「ヨ(-)」

「ヤ(-)」 「ド(-)」 「デヤ(-)」が付加する時は断定の気持が強いoH

とも説いていられる。

官艮当壮氏は, 「琉球民族とその言語」 (『日本の言葉』第一巻第四号　昭和

22年9月)で,

バヌカイエ-o (私にか?) 〔八重山〕

というのを示していられる。 「-」は, 「ヨ」に該当するものか,どうか。

高橋俊三氏も,与那国島の比川方面の,

〇二㌃二　二て矛ティ　ク　言。
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ごほんを食べて来なさいよ。　(中女一一一小男)

などを教示せられた。

沖縄本島に北隣する与論島には, 「あのねo」の「ア貢　ヨ-O」などがある。

「さよなら。」も, 「パイ　ヨ-o」であるO

沖永良部島では,

○ゥモーリ　ヨO

またいらっしゃいね。

○イチャ　シソショチ　ヨ-0

どうしましたか?

などと言われている。問いの「ヨ」が,上中下の各品位につかわれるという。

徳之島の「ヨ」例には,
メ

○キステ〔9〕ペンキョ-　シ〔si〕-　ヨ-0

しっかり勉強おしなさいよ。
-　一ノ

○イクィ　ヨ一。

さよなら。 (子どものあいだでふつう一般におこなわれるもの)

などがある。

つぎには,喜界島の「ヨ」が見られる。

○アッシ　TE;ソテ　ヨ。

そんなにするな。

これは,対等間での単純な言いかけの「ヨ」である。

○ヤスマンネン　フェ-ク　ウ盲二リ　ヨ-0

やすまないで早くお行きなさいよ。

「ゥ首二リ　ヨ- 」の上等の言いかたに対する中等の言いかたは, 「イ青　ヤ
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-」である。 「ヨ」が「ヤ」に関連して存在している。

○京ト-サ7　ラ丁-カテ　ゥモーチャ天デブ　ヨ.

お父さんはどこ-いらしたのですか。

これは,問いの言いかたでの「ヨ」である。 「どうしたのでしょうか。」は,

○シャッテ㌻　シャスデ二　ョ。

○サッラ　サステラ　ヨ。

であるO問いの「ヨ」が,よくおこなわれているo岩倉一郎氏は, 『喜界島方

言集』で, 「ヨ」について,

疑問の助詞。か。但し何,如何及び人,方角,場所等の疑辞,不定称に附

いて強く問ひかける場合にのみ用ひる。

と述べていられる。なお,氏は,同書に,

シュラサー　ヌカ　イヨ　　何と美しい事よ.

などの記述を示していられる。 (「イヨ」を, 「感動詞。よ。」としていられる。)

I-I-I I

奄美大島本島では,会話のほじ馴こ, 「アン　ヨ-o」 (あのね.)の言いかた

がよくなされるという。
.Ill/I

○マタ　イモリンショリ〔i〕ヨ-0

またいらっしゃいませね。

は,人を送るあいさつでの「ヨ」である。

南島方言での「ヨ」を用いる生活の一般は,以上に明らかであろう。

三　九州地方の「ヨ」ほか

鹿児島県

かつて,瀬戸口俊治氏は,薩南の「ヨ」に関して,
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「ヨ」系の文末部は,やはり同等以下に対して使われるもので,訴えか

ける力はかなり強い。しかし, 「オ」, 「ネ」系の文末部に比べて相当に下

品に感じられるものが多いo 「ナ」 「ニ」系の文末部と共に非常に盛んに行

われる文末部である。

と記述していられる.上村孝二氏の「南九州方言文法概説-助動詞・助詞-」

(『国語国文　薩摩路』第17号)には,

強調の意には,トヨ・ヨを使うのが薩隅一般であるo五時ジャットヨ・今

度ワ俺ヨ.が,ぞんざいな言い方であるOこの助詞の代りにトオ・オを使

うと丁寧になる。

と見える。 「ヨ」におわる言いかたが日下晶に感じられるものが多い=ことや,

ぞんざいな言いかたとされるものになるのが注意される0

本県下に広くさかんにおこなわれる「ヨ」を用法別に見れば,よびかけの「ヨ」

があり,感嘆の「ヨ」があるo推量の「ヨ」も・よくおこなわれているo説明

の「ヨ」と言うべきものも,よくおこなわれているo自己の意を言おうとする

「ヨ」も見える。命令・さそい・問いの「ヨ」もおこなわれているo

トカラ列島の宝島でほ, 「さよなら。」の意で,

○サンバ　ヨ-0

と言っているという。これは, =目下に言うものだoHとのことであるoともあ

れ, 「ヨ-」が自己の意を言うものになっているo薩摩半島南部での,

○ノッヂョ。

「後よ。」

という,同等以下のものに言う別れのあいさつのことばも, 「ヨ」のと釧こな

っている。上畝勝氏の『九州方言辞典』上巻〔中南部篇〕には,

あってよ-/あしたよ-　　別れの挨拶O

というのがある。

感嘆の「ヨ」では, 『大隅肝属郡方言集』の,

アライヨ　　あらまあ,婦人の用ひる驚款の言葉。
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などがあり,また, 『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県熊毛郡上屋久官の酒」

の条の,

′アノ　ナンギサヨ

あの　つらかったことよ。

などがある。

推量の「ヨ」の例は, 『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県熊毛郡南種子町

島間中平山」の条の,

′オヨ　ジャック　　モネ-≡

ええ,そうだった　ものでしょうね。

薩南の「盲　メ亭クタ盲　ヨ。」(‖もう,ごほんはたべたでしょうねo")

などである。

説明の「ヨ」の例は,白沢龍郎氏教示の大隅東岸での例,

○ユタムンヂャッヂヨ

行ったものだからね。

("やゝ卑　ヂャッヂの下に更にヨをつけると確実な安心感を与える

説明になる。")

『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県薩摩郡上甑村中甑」の条の,

mムカシ′ノ　　カタモ　ナカーヨ　モー　--

昔の　　　形も　　ないよ,　もう。ああ。

などである.書町義雄氏の「吐塔刺諸島方言(宝島)」 (『旅と伝説』昭和15年

4月号)には,

蚊ガクッタンジヤヨ。

というのが見える。

自己の意を言う「ヨ」の例には,大隅の,
ノ

○亭ニ　ッカンカツタ　ヨ.

気がつかなかったよ。

上村孝二氏の「薩南諸島方言語法資料」 (『鹿児島大学　文科報告』第7号)に
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見える,種子島の,

イシャドンニー　-ヨ～　ミテモロ-ホ-ガ　ヨカンド-ヨo

などもある。問いの「ヨ」は, 『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県薩摩郡鹿

島村鹿島」の条の,

fオトゴン　マゴノ　ンマレデー　ウレヒカヨア-

男の　　　孫の　　生まれて　　うれしいでしょう。

などである。上例は,むしろ,推量の意になっていよう。

「-」がある。上記の「鹿児島県薩摩郡鹿島村鹿島」の条に,

f-マノ　ニシェドマ　ワル-ドユ

いまの　青年たちは　笑いますよ。

というのが見える。

「ヨン」という形も見える。 『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県熊毛郡南

種子町島間中平山」の条に,

′オーヨソ

そうですよ。

というのが見える。

※　　※　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「ナ←ヨ」 「イヨ」 「カヨ」 「カ

イヨ」「ガヨ」「トヨ」などがある。

「カヨ」のおこなわれることは多く,

○テヂ　オイ　万ヨ-.

うちにおるかね?

などの問い,

〇六ヨ　タテラ　カヨo

早く立たないか。

などの命令,

○ワイ育　テガン下手　ヵッ斉テ才　力盲O
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"おまえが手紙なぞ書けるものか."　(中男1---幼女)

などの否定,その他の用法が見られる。

「ガヨ」も,よくおこなわれている。上村孝二氏の「薩隅方言問答」 (『研究

と実践』昭和34年3月)には,

イイガヨー(いいわ)　　女性一一-

などの例が見られる。 『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県揖宿郡山川町岡児

ケ水」の条には,

fコイン　アタラシ　イオ　　チュワ　ナガッタガヨ-

こんな　新しい　　さかな　って　　なかったよ。

などとある。

「トヨ」のおこなわれることはさかんである。以下,九州地方を,北部に順

にたどって, 「トヨ」の盛行を見ることができる。本県下例は,

○ヨ万トヨ。

"いいんだ。"

○ヤッ下方㌻ト　スマセダトヨ。

"やっとのことですませたのよ。"

などである。

○ワ亨　ドテ　ィッ　トヨ。

おまえはどこへ行くのか。

は,薩摩伊集院での一例である。

○テ二ァ　-ジ丁テ　ゴザス　トヨ.

ああ,はじめてでございますよ。 (関門トンネルを通るのは-汽車

でのこと)　(老男一一藤原)

眩,種子島、の人から聞き得たものである。

「トヨ」が,南薩では, 「ドヨ」と発音されることもある。 「トヨ」につれ

あうものには, 「トナ」や「トカ」がある。
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宮崎県

本県下にも, 「ヨ」がよくおこなわれている。よびかけの「ヨ」があり,命

令の「ヨ」があり,問いの「ヨ」があり,自己の意を言う「ヨ」があり,説明

の「ヨ」があり,さそいの「ヨ」がある。

よびかけの「ヨ」の特定化したものの例は,

○ア7　喜一。ソ百万テ　首-o

あのねえ。それからねえ。

などである。上例は,日向中部西奥の米良地方のものである。土地の人は, 「ヨ

-」を, "米良では古くからつかっている。"と言っているO役場で私が聞いた

二例をそえれば,

○盲シモシo　ソ-ムカノ　ヨ-0

もしもLo総務課のねえ.　(育男　　電話)

○テラヵ　TL/方~亨　ヨ-O

なにか,それからねえo (と話しかけるo)　(村長-総務課長)

があげられる。東京中心の関東語の特定の「ヨ」の頻用に似たものが,ここに

も見られるありさまである。

命令の「ヨ」では,

○コッチヒネ　ティ　ヨ-。

こっち-来いよ。

とか, 「どうどうして　クリ(くれ)　ヨ。」とかの,命令形使用の言いかたが

ふつうにおこなわれることは言うまでもないとして,別に, 「かってに　シ
a

ヨ。」 「ここへ　釆　ヨ。」などの言いかた(連用形を「ヨ」で受けるもの)の,

県下によくおこなわれているのが注目される。

問いの「ヨ」の例は,都坊方面の,
▼-_　　　　　　　　′l

Oイケン　シタッ　ヨ-O
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○イケン　シタッ　ヨ-O

どうした? (友だちどうLでの言いかたである。 =「ヨー」と言うと,普

すます間がらがしたしくなる。")

県南域の,

○ソンタ　ナン　ヨ。

それは何か。 (目下に言う。)

などである。延岡家中弁には,

○ヤス市ン, ドコイ　イクンダ　ヨ。

安さん(人名),どこ-行くんだよ。

といったような,関東系の言いかたが兄いだされる。

自己の意を言いあらわす「ヨ」,説明の言いかたの「ヨ」などの実例は,省

略する。

本県下に, 「ヨ」に近い「ヨイ」も兄いだされる。宮崎県中部では,
ノ

○オす盲　シッテ言ル　ヂョ。

わしも知ってるんだよ。

などの言いかたとともに,

○コット　コリャ

.__.. rp

ニチョ-ッ　ヂョイO

これとこれは似てるよ。

などの言いかたがおこなわれている。

※　　　※　　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「ノヨ」 「カヨ」 「カイヨ」 「ガ

ヨ」「トヨ」(「ツヨ」も)などがある。

○ウ亭-/- オバサン　ワガ　アワザッタ　カヨ-0

うちのおばあさんにおまえは会わなかったかね。

ほ, 「カヨ」の一例である。 「カヨ」の,問いにおこなわれることは多く,こ

れに関して,人は, =目下の者にはたいていのはあい「ヨ-」をつける。"など

と言っている。 「ガヨ」の一例は,
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0ワシ斉　イテ　ミル　斉ヨ-.

わしが行ってみるわよ。 (忘れものはないかを)　(初老女一一中女)

である。

「トヨ」のさかんなことは,鹿児島県下でと同様である。日向中部西奥での

例は,

○アラで二　キ亨すす　TヨO

(この人はうちへ)あそびに釆なさったのよ。 (その人はだれかとの

問いに対する答え)

○タ玉ソトヨ。

たべないんですよ。　(老女　-藤原)

などである。 「トヨ」が,県南では, 「ドヨ」ともなる。 「トヨ」と説明して

いく言表態度は,人々にとって,なかなかに重要なものであるらしい。

「ツヨ」例は,橋口巳俊氏教示,宮崎県中部の,

○ラ~ンクヮシャ　オリガ　モ盲㌻　キクッ　ツヨ-.

その菓子は私がもらってきたんですよO　　(育男一一中女)

などである。

熊本県

白石寿文氏は,丁熊本県八代市二見町方言の文末詞について」 (『国語教育研

究』第二号)で, 「ヨ」につき, "品位は上で,尊敬と親しみがこめられてい

る。"と述べていられる。

本県下の「ヨ」の用法では,おもに,次下のものがとりたてられようか。

自己の意を言う「ヨ」があり,説明の「ヨ」がある。天草例には,
ノ

○チョコL,-ト　盲㌻キク　ヨo

チョコレート買ってきたよO
ノ

○オマイドガ　三一タ　コ-　ヨ。
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あんたたちがいま言った声よ。 (録音を聞きながら言う。)　(中

女　一子女たち)

などがある。

命令(-勧奨)の「ヨ」があるO県南辺での一例は,

○首二　ァス-デ　イキテ矛　ヨ。ヨ貢　ヨ-0

まあ,あそんでおいきよ。いいじゃないの。　　(中女間)

である。もとより,この地でも,ぞんざいな命令表現「ミテ　クV- 」(見て

くれ。)などの言いかたもよくおこなわれている。

感嘆の「ヨ」がある。

アイヨウ　驚いた場合に発する語　(八代郡)

などは, 『全国方言集』の「熊本県の部」に見られるものである。

※　　　※　　　※

本県下の,複合形の文末詞には, 「カヨ」があり, 「カヨー」と言われがちで

ある。

「トヨ」がよくおこなわれている。

○ゴスラブゴタッ　トヨ-o

"ごほんなどですよ。" (私が, 「何をおてつだいしますか。」とたずね

たのに対する返事。)

は,天草での一例である。阿蘇山方面の例は,
s

Oイカン　トヨ。

行かないよ。 (友にさそわれてのはあい)

○-ヤッサンワ　コン　トヨ。

林さんは"時刻になっても来ないよ"。　(中女一一一藤原)

である。

上村孝二氏の「天草南部方言覚書一崎津方言-」紅は,

ヒヤカタ-ヨ,来タクーヨ,ウレシカッタロ-メ-ヨ

これは相手の同意・返答を求める気持ちが強くなる次第だが,タヨと短
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くなることはない。

とあるO「タ-ヨ」が見られるo "タヨと短くなることはない"「タ-ヨ」は,

どういうものなのであろうか。もし,実質は「タヨ」とおなじものだったら,

その「タヨ」が, 「トヨ」に煩するものかとも考えられることになる。 (長崎県

での「タヨ」参照)

長崎県

本県下での「ヨ」の用法には,およそ,次下のものが見られる。自己の意を

言う「ヨ」がある。

○タ市有　ヨ.

びっくりしたよ。

は,五島での一例である。北方の生月島での例は,

○オリャ-　スル　ヒマン　ナカ　ヨ-。

わしはするひまがないよ。

などがあるO 「ヨ」の言いきりにさらに「ナ」をつけた「ワタラ言　シェン

盲ナO」 (私はしないわよ.)などの「ヨナ」ことばは,上等のものであるとい

うo 「いいよoJ「いいですよO」などの意の「ヨ万　ヨ.」は,よくおこなわれ

る言いかたである。

説明の「ヨ」が,ふつうにおこなわれている。 『全国方言資料』第6巻の

「長崎県北松浦郡中野村」の条に見える,

mサクオイジモ　タイ-テ←　ソリバッテ　ヤリヨツタヨヨ-

作じいさんも　たいてい　　それでも　　やっていたよ。

は, 「ヨヨ-」の重なりを見せている。

〇三~テ三　ア京でラ　す㌻トデス　ヨO

こんなに(毎晩人々が)あそびに来るのですよ。　(老男-藤原)

は,五島での一例であるが,このような言いかたは,一般的である。
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命令・勧奨の「ヨ」がある。県北の生月島での,

○アリス　ミ盲　ヨO　ミテ~丁ロ　ヨo

あれを見ろよ。見てみろよ。

では, 「ミロ」という, 「見る」動詞の命令形の言いかたを受けて,文末詞「ヨ」

のはたらいていることが明らかである。ていねいな,勧奨と言うべき命令の一

例,平戸ことばの,

○-盲二　ゴラ~;~ラバ　タIF+ツショ　ヨ。

早くごほんをたべなさいよ。

では, 「タビャッショ」 (たベヤッセう) という未来化表現法の特定形が見ら

れる。

よびかけの「ヨ」がおこなわれている。

感嘆の「ヨ」がおこなわれている。橋浦泰雄氏の「肥前五島方言集」 (『方

言』第-巻第二号　昭和6年10月)には,

ユズラッシャヨ　　こはい,文は愛相をつかした　　崎山村

というのが見える。

「ヨイ」がある。 『肥前千々石町方言誌』には,

ヨイ　　よ(花子ヨ.ら　花子よ)

とある。 『壱岐島方言集』にも,

よイ　　「誰々よイ」と人を呼びかくる言O対等以下に対する言O

とあり, 『続壱岐島方言集』にも,

盲二ィ,盲イ　　目下の者に呼びかける声。 「おい君」位の意0人の名に

付する場合もあり。　　虎公ヨ-ィ。

とある。

*・　　　　　　　&

本県下の, 「ヨ」に関する複合形文末詞には,まず「ネヨ」がある。長崎市方
ノ

面では, 「ネヨ」が,説明するはあいの女ことばになっているという。 (よい

ことばのようである。) 「青-ヨ」は,幼児のねだりことばであるという。
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「カヨ」がある。これの用法に特殊なものがあり,五島での,
一ノ

○ド　アッ　カヨ-0

「どうあるかよ。」 "かまわん!"

は,反語表現的な「カヨ」を見せている。 『全国方言資料』第9巻の「長崎県

南松浦郡新魚目町滞桑」の条にも,

mシソドカバッテ　ドガソ　スッカヨ

たいざだろうが　どうにもならないじゃないか。

というのが見える。同巻「長崎県福江市上大津」の条には,

f-オー　ド-≡-　　　　　　　マタ　コラ　　オーキナ　コカヨ-

やあ!どのように(えらく)　また　これは　大きな　　子ですね。

というのがある。これの「カヨ-」は,感嘆表現になっていよう。さきの「長

崎県南松浦郡新魚目町滞桑」の条には,

fスカソカナヨ-

(田を)すきなさいね。

というのも見える。

「トヨ」がよくおこなわれている。 「九十九島の唄」には,

雲が惚れたかよ　　島によせたほゝは　　紅に染まってよ　　波に惚れた

とよ

という歌詞が見える。 「あなたが歌うのよ。」というのは,
ノ

○テ二すガ　ウタウトヨ。　(中女一・一-初老男)

である。

「タヨ」がある。 (前記,天草のばあい,参照) 『長崎県方言集覧』には,

タヨ　　元来「ぞよ」と同一の言葉であろう。　　モー,ナカソチャ,≡

カタヨ。　もう泣かなくてもよいぞよ。

とある。

「バヨ」もある。

「タナヨ」もある。 『全国方言資料』第9巻の「長崎県南松浦郡新魚目町浦
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桑」の条には,

fチョ-ド　ヒャッゴジューエソ　アックナヨ

ちょうど　150円　　　　　　　ありますよ。

というのなどが見える。

佐賀県

本県下の「ヨ」の用法では,つぎのようなものがとりたてられる。

自己の意を言う「ヨ」がある。佐賀市での一例は,

○ソ斉ラ　コト　ヌ了~ギ　デケン　ヨ.

そんなことをするといけないよ。　　(青女一・一-小男)

である。唐津市神集島での一例は,

○アルドコジャ　ナカデス　ヨ。

あるどころじゃありませんよ。 (たくさんありますよ。)

である。 (岡野信子氏教示)

説明の「ヨ」がある。「-　・です　ヨ.」などの言いかたが,よくなされて

いる。

命令の「ヨ」がある。 「セ音　ヨ.」(しろよO)などとも言っているo

よびかけ的な「ヨ」がある。

○買いに　イテテ　ヨ-q

買いに行ってねえ。

は,県南,旧須古村での一例である。 (このよびかけも,自己の意を言うもの

ではある。)

「ヨ」文末詞の出現するばあいは,通常,文表現の品位がわるくはならない。

*　　　*　　　ミ

「ヨ」に関する複合形の文末詞では, 「トヨ」のおこなわれかたが目だつ。

○オすす←　シprテラト盲~二。
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わしはしてないんだぞ。

は,唐津城外ことばでの一例であるO

福岡県

本県下では,自己の意を言う「ヨ」,説明の「ヨ」,命令・勧奨の「ヨ」など

がよくおこなわれている。

○シテラ　コタ　ナ万　ヨO

知らないことはないよ。 (老女が自己の思いを言う。)

は,県下の筑後で聞かれた,自己の意を言う「ヨ」の例である。
容らi

o京ニラ　イ亭ヨイ　ヨ-O

はうら,行ってるよo　　(中女一一-子幼男)

は,福岡市域で聞かれた,説明の「ヨ」の例である。

▽マットキ　ヨ。 (女・青・子・-1一同及び下) (待っておいてね)　命令に

Rmzsi

紘,岡野信子氏の「北九州生活語の文末助詞」 (『研究紀要』第六集)に見える,

勧奨の「ヨ」の例である。

※　　　※　　　※

「ヨ」に関する複合形の文末詞では,本県下でも, 「トヨ」の頻用が目だっ

ている。

〇才二ズカノ　ホ-　テ育て　言フトヨ。

飯塚のほうは手紙が来ませんのですよ。　(初老男一一一藤原)

は,筑前糸島半島での一例である。おなじく糸島半島での例,
ノ

○イッヌイ　シ言下　テル　トヨ。

たくさんしごとがあるのよ。 (友に電話で自分のことを告げる。)

では, 「トヨ」と「タイ」との比較論を試みることもできようか。県下で, =い

らんことをするなO"と叱りつける時に, "いらんことを　セン　トヨ。"とも
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言っているのか。

大分県

本県下では,自己の意を言う「ヨ」,説明の「ヨ」,命令の「ヨ」,よびかけ

の「ヨ」,感嘆の「ヨ」などがおこなわれている。

自己の意を言う「ヨ」には,県南例の,

○キーチ　ミl)ヤ　ワカル　ヨ.

聞いてみればわかるよ。

国東半島例の,

○ジッテ~二ナ　ヨ。

(あの娘は)まじめだよ。

などがある。

説明の「ヨ」の県北例は,
ノ

○-すデ　ィックラ　7-チ-　ヨ。

畑-行ったら暑いよ。　(中女--子幼女)

などである。

命令の「ヨ」では,とくに勧奨の「ヨ」と言うべきものの,動詞連用形用法

を受ける「ヨ」がさかんである. 「ここ-おいでよ.」の意の「コキ-　キ(釆)

ヨ。」などは,県下によくおこなわれている。 「--・　しなさいよ。」の意の

「--　　シ　ヨ。」も,県下によくおこなわれている。 『豊後方言集』には,

ヨ←ミリヨ　　よく御覧

というのも見える。 「お貸しよ。」などと「お」を言うことはなく, 「貸し　盲

-。」などのように言う。
_　　ノ

○ヨカイ　ヨ。

おやすみよ。

は,国東半島での一例である。
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よびかけの「ヨイ」がおこなわれている。

○盲二ィ。ランチャン　言二ィ。

よおい。しんちゃんよおい。

など。

※　　　※　　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「ノヨ」 (「ノヨナ」「ノヨ

ノー」も) 「ンヨ」「カヨ」などがある。 「トヨ」のおこなわれていないのが注

目される。 「トヨ」は,やはり,西がわ九州的なものなのか。

九州地方の「ヨ」では,どちらかというと,中部以南方面に, 「ヨ」の用法

種別の比較的多彩なものがあり,また,複合形の,より多彩なさまが見られる。

南北にわたって, 「トヨ」複合形の盛行のさまが見られる。ひとり大分県地

方がこれの例外域になるのは,この方面が,もはや, 「連中国四国」色をよく

示すにいたっているということか。 (「トヨ」に関しては,一方で,九州の「タ

イ」文末詞を思いよそえることも,してみたい。)

四　中国地方の「ヨ」ほか

山口県

自己の意を言う「ヨ」が,さかんにおこなわれている。

○ソリャ　マ-　ソ-U　ヨ-.

それはまあそうよねえ。

は,県西部での実例であり,

○アフタガ　ユーテニ　ヨ-O

あんたが言うからよ。 (と,相手を責める。)

は,県東部島興での実例である。周防の祝島で聞きとめられたことばづかいに,
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「見せてください。」の意のものとされる,

○ミラ丁-　ヨ.
ノ

がある。 「しなさいO」も, 「ショー　ヨ.」と言われている.「どうどうするん

ではない　ヨ。」との言いかたで自己の意を言うはあい,表現の実質は,きつ

い命令になることがある。

説明の「ヨ」のおこなわれることも多い。

○ゴラ㌻ボン　ウニタラ　-すテテ　フタグ　ヨ-.

五十本植えたら,もう畑はいっぱいになるよ。

は,東部での例である。

○ヒTッキト　フツティ　ヨ.

ちょうど,ひと月と二日なのよ。

は,県西部での一例である。

命令の「ヨ」も,よくおこなわれている。県西部での例は,
G　　器ら

○アスニミ㌻ト　イケー　ヨー。

あそばないで行けよ。

○ニワトリゴヤノ　シゴー
_ l一　　　一.- .

I:・チョ蝣'蝣"　zl一一.

にわとり小屋のせわをしとけよ。

などである。県東部での例は, -ていねいなものであるが,
ノ　-　　　　　　　　　　ノ

○テ三マスナ　ヨ。シンドモ　ラマスナ　ヨ.

死になさんなよ。死になんかしなさんなよ。 (孫が言ってくれること

ばだと,老女が語ったもの。)

などであるOさきの祝島の, 「アす言-　ミ3:　ヨO」(あれを見なさい。)
N　　ノ

とか, 「ネヨ-　ヨ。」 ("ねなさいO")の言いかたは,ここに,命令表現のも
ノ

のとしてもあげることができよう。 「クリョ-　ヨ.」 ("くださいよO")が,

よくおこなわれている。

ていねいな命令,すなわち,勧奨の「ヨ」が,もとよりよくおこなわれてお

り,県東部では,
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ノ
○ア〒≡ず　オテゲ-　ヨ。

あそんであげなさいよ。

などとも言われている。

問いの「ヨ」もある。 『全国方言資料』第5巻の「山口県美祢郡秋芳町別府

江原」の条には,

mコ　ン'ヨ-

来ないのか。

というのが見え,また,

mオランヨ

いないのか。

というのが見える。後者は, 「fマダ　ベントーン　シタクガ　デキテ　オリ

マセンガノ」(まだ　べんとうの　したくが　できて　いませんけどねえ。)-

の返事である。問いとはいいながら,上例の実質は,そのことを知って言いか

ける,問いぎみの「ヨ」というものであろうか。

よびかけの「ヨ」もある。
(-)

○テヮクソ　ヨ一。

阿波君よ。

などとよびかける。目上の人々には言わないことばづかいのようである。 (よ

びかけられて,返事にも「盲-。」と言うO) 「もしもLo」とよびかけるのに,

「盲一　言-O」とも言っているo

県下の東西に, 「ヨ」に相当する「ヨイ」もある。おおかたは,東部例の

「オ貢←ツァソ　言ィ。」 (=ねえさんよOつなどのように,よびかけに用いら

れているようである。

※　　※　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞では,まず, 「ナヨ」がとりたてら

れる。西部にこれが見られ,

○ラ二ジャック　テヨ。
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そうだったねえ。

などとある。 「ナヨ」は,やや下品であるという。 "自分の意見を相手につよ

く同調を求める感じである。"などとも言われている。

○アサJ7-　ナ一言。

あれはねええ。

などともある。人は, ‖「ナ-ヨ」 「ネ-ヨ」を子どもがちかごろさかんに言

う。"などとも言っていた。 (昭和二十年代でのことである。)

「ゾヨ」がある。これは,おもに東部域内に見られるもりかO祝島例は,
ノ
7M9

(中男・-→老女)

○ミ丁言-トガ　ソローチョルのは　オすマセン

三夫婦がそろっているのはいませんよ。
ノ

○シラすすタ　ゾヨ。 (‖これが昔の純ことば。")

知らなかったよ。

などである。同島では, 「ゾヨ」が「ドヨ」とも言われている。 「ドヨ」は,

県西部にも兄いだされるようである。

「カヨ」がよくおこなわれている。

○ジュンフミラド青ニ　スル　万ヨ-0

順番をどうするかねえ。

は,県西北部のものである。

○盲二ィ。イカソ　カヨ-0

おおい。行かないか。

紘,県東辺のものである。

「ガヨ」もある。

「ノヨ」もある。思いを言うものである。 「ノヨ」の転「ンヨ」もあるo

「デヨ」が,県下の広くによくおこなわれている。やはり,かなりつよく自

己の思いを言うものである。
J

oァソト　コト←　シチャー　イケン　デヨ。

あんなことをしてはいけないよ。
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は,県東辺の一例であり,
ノ

○言ンゴト　アル　デヨO

来ないようだよ。

は,県西部での一例であるO

「コトヨ」もある。

広島県

自己の意を言う「ヨ」が,よくおこなわれている。

○ラ二デ　ガンス　ヨ。

そうでござんすよ。

○シラン　盲-0

知らないよ。

などは,安芸での例である。安芸でも備後でも, 「ヨ」のもとに,さらに「ノ」

や「ネ」の加えられることがすくなくないO 「シテラ　言-ネO」 (知らないわ

よ。)など。 『全国方言資料』第5巻の「広島県庄原市山内町」の条には,

mホン=　　イチニンイジョ-　　　　チゴ-≡-ノ-

ほんとに(働き手が)ひとり以上　違うようね。

とある。自己の意をいう「ヨ」が,反抗調になるものもある。

○イテラ　セす　ヨ。

よけいなせわだよ。

などと言われる。

説明の「ヨ」は,つぎのようにおこなわれている。

○下前-ク亨二二-亨　ヨ-0

歳は九十八ですよ。　(老女一一・一老男)

これは,備後の島唄で聞かれたものである。

○ゴケイリサン　ヨ-ドックソダ　ヨ。
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日のちぞいさんに来てもらっていたんですよ。=　　(老男-→藤原)

○コす丁　ナ丁　オ7-　モア　ヨ-O

これは名まえの多いものですよ。　(老男一一藤原)

これらは,安芸北部でのものである.説明のはあいにも, 「ヨブ-」などの言

いかたがされがちでもある。

命令の「ヨ」は,つぎのようにおこなわれている。
ノ

○アン言す　オ耳言-ナ　ヨ.

あんまりおさえるなよ。

問いの「ヨ」のおこなわれかたには,つぎのようなものもあって,注目され

蝣5a

O京了Iiラ　言ンダ　芽クサンラ　ミテ　ァッテ　ヨ-O

そしたらこんどは,おくさんらはみな,あっちへうつるのかい?

○アン丁ニフ　コT　ヨ。

あのようなことかね?

これらは,やわらかい問いとして発せられたものである。 「ヨ」には,本来,

一種のやさしみがあろう。そういう機能的価値が,上例のような,問いことば

の「ヨ」によく出ていようか。

本県下でも, 「方LJチャン　ヨィ。」(勝ちゃん!)などと, 「ヨイ」が言わ

れている。

※　　　※　　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「ゾヨ」があり(「ドヨ」も),

「ノヨ」があり(「ンヨ」も), 「デヨ」があり, 「コトヨ」がある。
ノ

○ジョIJジー丁モ　ゴ了「すトモ　ユー　ゾヨ。

ジョレンともごみとりとも言うよ。　(老男I一一藤原)

は,安芸での「ゾヨ」の一例である。

○弄イo　コレ芽　オ千才タ　ゾ盲-0

おい。これを落としたぞ。 (と,落とし物を知らせてやる。)
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のような言いかたにもなる。

「デヨ」が,備後奥で, 「ヂヨ」ともなっている。

○ヨーヨー　テンダ　ヂョ-o

やっとすんだぞ。

などとある。瀬戸口俊治氏は,広島湾頭の倉橋島を調査され,その南岸集落で,
I　　　一ノ

○イッタ　ンリョ。

行ったんリョ。
_　　/ノ

○キタ　ンリョO

来たんりコ。

というのを聞きと迫ていられるO氏は,この「リョ」を, 「デヨ」と解される0

-「リョ」は, 「ヂョ(-ジョ)」に近いものかO

「コトヨ」の実例は,

○ソガナ　コト　音-チ ヂゴクエ　オチソ　コトヨ。

そんなことを言ってて地獄-落ちないことよ。

などである。 (上のは,安芸島唄のものである。) 『全国方言資料』第5巻の

「広島県佐伯郡水内村」の条に見える,

サt蝣( h七一　コトヨ-

恐しい　　ことですねえ。

紘, 「コト」が名詞であろうか。

岡山県

本県下では, 「ヨ」のおこなわれかたが,さほどにはつよくも多彩でもない

のか。 -広島県下での様相との相違が見られるかのようである。

自己の意を言う「ヨ」は,備中島興では,
ノ

○芽二二キニ　ヨ。

ありがとうよ。
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などのようにおこなわれている。

説明の「ヨ」については,今,とりたてて言うほどのことを,私は持ってい

ない。

命令(-勧奨)の「ヨ」の倉敷弁は,

○フこョ← カニリンサイ

早く帰りなさいよ。

である。 「カニリンサイ

ヨ-0

喜一」のようなことは調子の言いかたは,岡山県下

に根づいているもののようである。広島県下では,通常,上のような調子の言

いかたはなされていまい。
ノ

○オ有事ソスナ　ヨ.

起きなさんなよ。

は,禁止命令(勧奨)のはあいの「ヨ」である。本県下でも,命令表現のはあ

いの「ヨ」のおこなわれることは,比較的いちじるしいものがあろうか。

問いの「ヨ」は,美作では,つぎのようにおこなわれている。

○コッテニヤ　ウシず　ヨ盲ヶトルゲダガ,ド斉テ　喜一o

お宅には牛がよわってるそうだが,どんなふうかね。

※　　　※　　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「ゾヨ」「カヨ」「ガヨ」 「ノ

ヨ」などがある。 「ガヨ」は県北域,美作におこなわれており,

○ホンマ手首　ガ盲-o

ほんとうだよ。　　(中女・一・一一老女)

などとある。 (今石元久氏教示)

作州西部で私が聞き得たものに, 「トヨ」「トイヨ」もある。

○イチネンワ　スイL,ト音二。

○イチネンワ　スイL/トイ盲二。

一年生は教室-はいれってよ。　(小学生二男-ナ小学生-男ら)

などと言われていた。 -後者は,二回めの発言であった。
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(音韻的には, 「トイ」ではなくて「ト」であったかもしれない。)

島根県

本県下の「ヨ」の用法では,おもに,次下のものがとりたてられる。

自己の意を言う「ヨ」がある。

○テ石　ヵラ~有　言-0

あれ,かしこいよo　　(老女一一孫幼女)

は,出雲南部での一例である。

説明の「ヨ」がある。
-　　　-I--. I

○ク貢リヤサンガ　キタック　ヨ-o

薬屋さんが来られたよ。

は,石見東部での一例であり,

○ミテ　ァずヂョリマス　ヨ-o

みんなあのとおりですi。　(老男)

は,隠岐島後での一例である。 (神部宏泰氏の「隠岐島五箇方言の文末助詞」

『方言研究年報』第一巻による。) 『全国方言資料』第5巻の「島根県大原郡大

東町春殖畑鶴」の条には,

mフガサ　　カべッテ　モドリャンコトダヨ

日がさを　かぶって　帰らなければ(ならない)ことだ(った)よ。

とある。

命令表現のはあいの「ヨ」が,よく見られる。
ノ

○キィ-ツケテ　ィソテ-イ　ヨO

気をつけて帰りなさいよ。

は,石見東隅での一例である0 -勧奨とも言うべきていねいな命令表現にも,

「ヨ」はよく出ている。「どうどうして　ゴ-ッシャイ　ヨ。」などというのは,

出雲でよく聞かれるものである。加藤義成氏の「中央出雲方言語法考」 (『方言』
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第五巻第四号)には,

オソソナックラ,エソユダヨ

(遅くなったら急ぐんだよ)

というような命令表現が見られる。
一一一・ 4　　　　_

感嘆の「ヨ」もおこなわれているo島根半島の北岸では, 「アイヨ-」「アイ
ノ

ヨ-」という感嘆詞を聞いたことがある。
-　ノ
○アイヨ-,アス盲　7-0

あれまあ,あそこを見よ。

などの言いかたが聞かれた。人は説明して, =びっくりした時,予期しない
_　ノ

時日,こういう感嘆詞をつかうと言っていたO 「アイヨ-」のアクセントのばあ

いのはうが,いっそうの強調であるというoこの感嘆詞が男ことばで,子ども
_ノ

は男女とも言うとされたのは,印象的であったoちなみに, 「ア-オ-」とい

う感嘆詞のはあいは, =あまりおどろきは高くない。日とのことであった。

県下の「ヨ」ことばの品位は,およそ中等度以上のものであろう。

*　　*　　*

出雲・隠岐に「ジヨ」の類がおこなわれているo神都氏の上掲論文には,
ノ

〇万ワク亨デモ　オ言グ　ジヨO

川口でも泳ぐよ。

の例文が見えるO 「よ」にあたる「ジヨ」が見える.私が出雲で聞いた,
._-. /

○イカ- ジ〔i〕ヨ一。

行こうよ! (=ちょっと,はりきる時のことば。=)

は,どういうものか。加藤氏の上掲論文には,

ソゲナコタスィ～ダネズィヨ

(其願事は為るではないぞよ)

などの例が見えるo 「ズィヨ」は,すくなくとも射旨上では, 「ゼヨ」に相当す

るかo隠岐では, 「ジヨ」の形がふつうなのかもしれない。 『隠岐島方言の研

究』には, 「ズヨ(ゾヨ)」とあるo (「おらが手にやああんずよ」などとある。)
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同書には, 「ズヤ」, 「ズヨ」に関して,

出雲方言-ケンジ(いけないよ)ダメダジのジは此のズと同じものであり,

ユケンジョのジョはズヨである。隠岐方言ではウ韻の音はオ韻となり勝ち

で,その反対の場合は殆んどないことから推すと,このズはゾから近世に

靴ったものとは思はれない。古くからのズであらう。

の記事も見える。広戸惇氏も, 『山陰方言の語法』で,隠岐について「ずや」

「ずよ」を指摘していられ,その説明には,

ズヤー島後に多く大人の言葉で丁寧と云われる。

ズヨー島後に多くズヤと同じく大人の言葉で丁寧と云あれる。

というのがある。

「ジヨ」の類が「ジョ」的なものとも見られるようで,ただちには,複合形

のあつかいをすることができなくなる。しかし, 「ジヨ」の叛が,おおかたは

二音節ふうのようであるから,今は,これを複合形あつかいにしておきたいo

「デヨ」複合形なら, 『全国方言資料』第5巻の「島根県那賀郡雲城村」の

条に,

mヨ←ヤク　モドッタデヨ

ようやく　帰って来たよ。

などとある。

出雲弁には, 「オすすチァソワ　ロシず　ェヮユタ亨。」 (おじいさんはるす
＼_ノ　　　　　　　　　　　　)

だと言われたよ。)などの言いかたがあり(藤木敦氏教示), 「ヂ(ジ)」 (「で」)

文末詞がおこなわれている。 「で」の「ヂ(ジ)」があるのからすれば,さきの

「ジヨ」の類も, 「デヨ」からのものかとも察せられるo

なお,出雲弁に, 「コトヨ」などの複合形がある。

鳥取県

鳥取県下の,ことに因幡地方は, 「ヨ」文末詞のおこなわれることのさかん
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な地域である。関東地方内での「アノ　言-.」「どうどうして　喜一o」など

の「ヨ」の頻用に対応するほどのものがこの地方にも見られるのは,興味ぶか

いことである。 (ただし,用法上の微妙差は,別に注意しなくてはならない。)

自己の意を言う「ヨ」が,田幡地方でしきりにおこなわれている。

し: -.・・-　!' '  .'・・　　∴　　　　三=・ I

踊りがわしはすきでねえ。　(老女一・-藤原)

○どうどう　盲ナンダテ下　喜一O

どうどうしなかったけどねえ。

○ナン亨ヌ芽　盲-3

あれですがねえ。

○サビラ-ヨ-ナ　キガ　シマス　盲-0

さびしいような気がしますわ. (相手に言いかけて, 「ヨ-」と言う。)

(大女一一・-育男)

といったようなあんばいである。因幡ことばの古来のあいづちことばにも,

○イすす青　首-.

ほんとにねえ。

というのがある。

県下に,命令(-勧奨)の「ヨ」がよくおこなわれている。

説明の「ヨ」もあり,よびかけの「ヨ」もある。

「ヨイ」形もある。 『鳥取県方言辞典　後編』には,

よい〔感〕　命令　「せ-よい」 「見-よい」

との記述が見える。

※　　　※　　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞としては,第一に,因幡地方を本

領域とする「ガヨ」がとりたてられる。おおかたは, 「ガヨー」と発言されて

いる。

○コドモノ　Tキニ　アック　ガヨ一。
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子どもの時に,(そのように言うことが)ありましたわ。(中女

一一-藤原)

○京ラ~三アリ言をテンダガ盲-.

(中学校へあがるものは)ほんとにありませんでしたわ。(老女

-1-老男)

などのように言われている。伯者にはいると,「ガ青-」である。「イテラ

ガ亨-.」(いけないよ。)などである.(岡山県がわとなると,北部の作州に,

「ガ首-」はなくて,「ガ亨-」が聞かれる。)「ガマ-」の言いかたと「ガ盲

-」の言いかたとが,上記のように対存しているのは,注目すべきことである。

「ガ首-」も,まさに「ガ亨-」的なものであるとしたら,「ヨ」の因幡地方

での頻用も,まさに地域的なものと解されよう。(一つのうたがいであるが,

伯者地方の人々にも,「ガマ-」と「ガ盲-」とを共有する人がありはしない

か。因幡地方では,「盲-」と「キー」とが,ならびよくおこなわれている.

「アリマショー青-(よ)。」などと言われているO)

「ゾヨ」の複合形もある。『鳥取県方言辞典後編』には,「ぞよ〔感〕

語気を強める云い方」とある。

五四国地方の「ヨ」ほか

愛媛IK!'・K

本県下に, 「ヨ」がよくおこなわれている。

自己の意を言う「ヨ」がある。 「~テ-　ヨo」 (そうなのよO)は,伊予弁に

よく熟した,同意を言う表現形である。

説明の「ヨ」がある。
ノ

命令(-勧奨)の「ヨ」がある。禁止表現では, 「シノラレン　ヨ。」 (「せら

れないよ。」してはいけないよ。)の言いかたが慣用されてもいる。

さそいの「ヨ」がある。
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0オッ貢-,スヨIi-ン　タべ盲-　ヨ-O

母ちゃん,早くごほんをたべようよ。

は,県南辺での一例である。

問いの「ヨ」があり,よびかけの「ヨ」があり,感嘆の「ヨ」がある。内海

島興の大三島での,

○青レ　ヨ。

紘,くたびれたりくずおれたりした時に,しぜんに出る感動文である。ここで

はまた, 「盲-　ア斉テ　コT　ヨo」(ようあんなことができたものだわ.)

などの言いかたもされている。

県下に, 「ヨイ」形がある。伊予本土北部では,

○スラガ　ここ㌻タ　言ィ。

腹がへったヨィ。　(育男間)

○首デチャン　ヨイO

ひでちゃんよ。

○サ万手　首イタ　カヨイo

さかなをたいたかね。　(中男一一妻中女)

などと言われているoところで,これらに見られる「ヨイ」は,単純に, 「ヨ」

からきたものとすることはできまい。相手によびかける「ヨィ。」ということ

ばが・そのままここに転用されているのかと察せられる。私なども,少年時,

「だれさん　言ィ.」と言って人をよんでき,また, 「言ィ。」「盲了コ-O」と

言って人によびかけてきた.そうして, 「だれさん　ヨ(冒-)。」などという

「ヨ」だけのよびかけことばは持たなかったのである。なお私どもは, 「ねえき

義.」の意で, 「フ~-ヤヨィ.」と言ってもきたoそういえば, 「言イガ」 (きみ

が)などと, 「言イ」を対称代名詞ともしてきたo語として, 「ヨ」 -と「ヨイ」

とは密接な関係にあることが明らかであるけれども,伊予事例「ヨイ」につい

ては,にわかには, 「ヨ」>「ヨイ」の変化を考えることができまい。

*　　　*
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「ヨナ」の言いかたがおこなわれているo

「ヨ」の下接するものでは,まず, 「ゾヨ」のおこなわれることが,県下に

さかんである。 -一つの,特色文末詞とされよう。

olg-ノ　ヨ。オ言㌻チャ　イテラ　ゾヨ。

河野よ。おこってはいけないよ。

は,県南,南予での一例である。 「イテラ　ゾヨO」の言いかたがよくおこなわ

れている. 「イテラ　ノゾヨ.」もある。

○オラー　セン　ゾヨ-o

おれはしないよO

など, 「ブヨ-」のアクセント形式になるものが,南予地方内に, -特色をな

してもいる。そうかとおもうと,宇和島での言いかた,

○ソソナ　コト-　シタラ　イケン　ゾ盲←。

そんなことをしたらいけないよ。

のようなのもある。内海島峡方面では,

○アブ　ヒトワ　盲ソオ　言ト　音ム　ゾ盲-0

あの人は本をよく読むんだよ。

○ェット　アッタ　ゾ喜一。

たくさんあったわ。

など,自己の意を言う「ゾ言-」がよくおこなわれており,対他の表現の「イ

テ~フ　ゾヨ。」式のものは,おこなわれていない。

県下に, 「ゾヨ」の「ドヨ」も,なくはない。

南予方面に, 「ゼヨ」も兄いだされる。

「ヵヨ」があり, 「ガヨ」がある。後者は南予地方のものであるo

「ノヨ」があり, 「ソヨ」がある。これらは自己の意を言うのによく用いら

れている。

「コトヨ」もある。
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高知県

自己の意を言う「ヨ」がよくおこなわれている。

○ソ石　ヨ。

そうよ。 (そうだよO)

の言いかたが,一つ,慣用されている。 『全国方言資料』第5巻の「高知県香

美郡兼良布町」の条から,当面の例をひくならば,

′コドモノ　トキニ　-ナシオ　キーチョラヨ

こどもの　ときに　話を　　　聞いていましたよ。

がある。 『土佐方言集』などには, 「ヨヨ」の指摘がある。左の書には,

よよ　　私よよ　　そ-よよ　　そりゃ反古よよ
ヨ　ネ　　　　　　　　　　　左様　ヨ　ネ

と見える。 「/--ノジャ　ヨ」の慣用が,県下に見られる。中部での例は,

〇号チャ
ノ

-ジメテジャー　ヨo

(この南瓜を植えたのは)うちははじめてだわ。

(この例では, 「ジャ」が長呼になっている。)

である。

説明の「ヨ」も,よくおこなわれている。土居重俊氏の『土佐言葉』には,

大方町に, -シット-ヨがあるが,これは「走ったよ」の意である。

との記述が見える。

命令の「ヨ」もまた,よくおこなわれている。ことに, 「早う　行き　ヨ。」

など,動詞連用形の敬意表現法を受ける用法が目だたしい。こういう時, 「ヨ」

とともに, 「ヤ」もよく用いられている。 「行き　コ。」の否定法は, 「行きナ

コ。」である。もとより,動詞命令形におわる通常の命令表現を受けて「ヨ」

のはたらくことも多い。県西辺での言いかた,

○アTU←　ミ　~言ヤ。

あれ見ろよ。
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には, 「ヨヤ」が見られる。土居重俊氏が『土佐言葉』で示していられる,

オンシラー　モ-　ココ-　クマイヨ(お前達はもうここ-来てはならぬ

.蝣・・'->

のような言いかたも,ここにとりあげられる。県西南,幡多都下には, 「どう

どうせよ。」と命令する意の「どうどうシタ　ヨ。」の言いかたがおこなわれて

いる。
J

Oペンキョ-　シタ　ヨo
I　ノ　　　　_　ノ

など。 「シ′タ　ヨ」が「ヒタ　ヨ」とも言われている。 『全国方言資料』第5

巻の「高知県幡多郡大方町」の条には,

fチト　　　アソどこ　キク-ヨ-

ちょっと　遊びに　　釆なさいよ。

の例が見える。

さそいの「ヨ」があり,問いの「ヨ」がある。
T　　一・・一1

0-すヶ　ナニン　ナカ　ヨ-.

畑は何の中-行くのかい? ("麦の中-0"などの答えがくる。)

(>蝣男)

紘,問いの「ヨ」の一例である。

よびかけの「ヨ」もあり,感嘆の「ヨ」もある。

「ヨイ」形は, 『土佐方言集』に,
°　CI

「帰ったら皆によ-云うて呉れよい」

などと見える。

※　　※　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞としては,はじ馴こ, 「ゾヨ」の

盛行が指摘される。

○盲フセ-.オ言~フト　ワシト　ネ元　ゾ~ヨ。-I-ロ-o

先生。あんたとわしと,この部屋にねるよ。いいだろう?

などと言われている。 「ゾヨ」での,相手にうちこんでいく気もちはつよい。

ノ　　ノ　ノ
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(東京語の「ワヨ」は,自己にうちこんでいく気もちのつよいものであろう。)

「ゾヨノ」もあり, 「ツゾヨ(というゾヨ)」もある。 『土佐の方言』に見える

一例は,

「もー帰って居る2ぞよO」 (・・・帰って居るさうだよ)

である。

「ゼヨ」も,じつによくおこなわれており,土佐弁の大きな特色になってい

る。

○ツ亨ノ　フ亨す-　イテ　デル　ゼ盲.

つぎの船はいつ出るの?

などとあるo 「ゼヤ」と「ゼヨ」とが対立するらしい。 =よわい者に対して

「ゼヤ」と言う。"と説明する人もある。

「カヨ」がまた,よくおこなわれている・。

○すチエ キテ　クレル　カヨ-

うちへ来てくれるかね。

などとあるo 「ンカヨ」「ツカヨ」も見られる。 『土佐方言集』には,
O  CI

「行くかよい」 (決シテ行カヌゾ)

などというのが見える。私が聞きとめた県中部海岸での例,

○ナイ　カ言二ィ。

ないかね。 (遠く-問う。)　(中女)

は,たんなる問いの「カヨーイ」である。もっともこれは, 「ナイカ　ヨ-ィ。」

のようなきみあいで発言された。

「ケヨ」も,かなりおこなわれているようである。 「カイヨ」からのものか。

「ガヨ」も,
一・・一4

0ソ丁デ　-TP-　ガヨ-0

それでいいでしょう?　(中男I一一藤原)

などと,かなりよく聞かれる。

「ノヨ」があり,また「ワヨ」もある。
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徳島県

自己の意を言う「ヨ」がおこなわれている。金沢治氏は, 『阿波言葉の辞典』

で, 「ヨ」の用法を細別していられるが,その多くが,自己の意を言うものと

される。

説明の「ヨ」がある。

命令の「ヨ」がある。もっとも,

○ヤ貢マント　-盲- イキ　ヨ-0

やすまないで早くお行きよ。

など,動詞連用形用法の見られるものは,ていねいな命令で,勧奨とされる。

「どうどうしナシテ　喜一。」の言いかたこそは,もっとも勧奨の名にふさわ

しいものであろう。一方に,

○ヌ-テクレ　ヨ-0

縫ってくれよ。

など,単純な命令表現のあることはもちろんである。

問いの「ヨ」もおこなわれており,単純よびかけや感嘆の「ヨ」もおこなわ

れている。

金沢治氏の『阿波方言語法』には,

ワタイガ　モッテ　キクソニョ-　　わたしがもって来たのですよ
＼_ノ　　　　　　　　)

などの言いかたが見える。 「ソニョ-」は, 「ソヨ-」に比照しうるもののよ

うである。この種の言いかたは,県南の"海部郡・下灘地方"にあるという。

金沢浩生氏も,上の事実を指摘され,かつ,

海部郡下灘にある。この地方は一般に〔j〕が〔n〕をとりやすく,犬や

首苗はイヌニヤネコ,パン屋はパンニヤのようになる。
＼_.′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼.ノブ

と教示された。

※　　　※　　　※
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本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「ゾヨ」 (「ノゾヨ」も)があ

り(「-ノます　ゾヨ」は, 「マッ　ソヨ」にもなっている。), 「デゾヨ」があ

り, 「デヨ」がある。 「デヨ」のおこなわれることが特色的であろう。

○ラスオ　タブム　デ言二O

るすをたのむよね。

などと言われている。

「ガヨ」も「ノヨ」「ンヨ」も「ワヨ」もある。

o=*^ オキ　トッテ　イク　ワヨ-O

ここの戯とっていくわよo　　(中学生女・一一一母中女)

というのは,県南奥地での一例である。

蝣蝣」用県

自己の意を言う「ヨ」が,つぎのようにおこなわれている。

○耳ヨ　ヨ-.

「左様よ。」 (そうなんですよ。)

○シ′ヨ-　コト　テシ　ヨ。

しょうことなしだよ。

説明の「ヨ」が,つぎのようにおこなわれている。

○ナ有　言-。

その中よ。 (中にあるのよ。)

命令ないし勧奨の「ヨ」が,つぎのようにおこなわれている。

○ガイソ　モジ　ナラ-(ガイン　ナラ-)　ヨ。

しっかり勉強しろよ。

○ガイニ　ペンキョ　シィマイ　ヨO

しっかり勉強をしなさいよ。

「起きるな。」が,ていねいには, 「オキマスナ　ヨ。」とも言われている。
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※　　※　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「ゾヨ(ドヨ)」, 「ノヨ」「ソ

ヨ」などがある。

県下西方の伊吹島には, 「ジョ」文末詞もあるのか。 -それが「ゾ」的な

ものか「デヨ」的なものなのか,よくわからない。

六　近畿地方の「ヨ」ほか

兵庫県

兵庫県下にも,問題の事象がさかんである。

自己の意を言う「ヨ」が,さかんにおこなわれている。淡路北部の北淡町畑

を調査したさいは,各階層で, 「ヨ」がさかんにつかわれているのを見ること

ができた0-「ヨ」の用法の諸態が見られ,もとより,自己の意を言う「ヨ」

のおこなわれることもさかんであった。

○オーラデ　コ-　ヨ-O

帰ってくるわよ。

というのは,その一例である。淡路東南部の由良の例には,
-　　　　　　-A　　-　-　▼

○ツラカッタ　ヨ-0

つらかったよ。

などがあるO淡路で,返事の「六才　ヨ-.」「てこ　ョ一。」「三二　ョ-。」

ち,よく聞かれるO「イjj;ヨO」は, 「いやよ。」である.

県下に,説明の「ヨ」がよくおこなわれている。

○ト芽イ　T~言ヤデ　ヨ-o

遠い所だからよ。

Oe-
メ

ロクジューカラン　ナル　ヨO

もう六十からになるよ。 (自分の年がもう六十をすぎたことを言う。)
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などは,その例である。

命令・勧奨の「ヨ」が,よくおこなわれている。清瀬良一氏の「神戸方言の

文末助詞」 (『方言研究年報』第一巻)には,
ノ

○フ~ヶ　ヨ-0 (小男-小男)

-命令～。男性のぞんざいないいかたである。女性は(もっとも男性
^^^^^hk^^^:

もいうが), 「のき　ヨ(-)O」という.

との記述が見える。当地方の通常の命令表現のはあい,たとえば「起き　ヨ。」
_　　ノ

は, 「オキー　ヨO」と言われがちであるoまた, 「気をつけよ。」は, 「幸二~テ
ノ

ケイ　ヨ.」と言われがちである。 (山本俊治氏にもよる。)淡路で私が聞いた

ものには,
ノ

○イ石V-cイIi7レ-　ヨ'.

(かなだらいに水を)入れろ。入れろよ。

というのもある。
=　器ら

○ラ~フナ　コト　ラタラ　アカソ　ヨ-0

そんなことをしてはいけないよ。
ノ

○テルイ　コト　ラタラ　テ首-ソ　ヨO

わるいことをしてはいけないよ。

などの打消表現は,特定の命令表現になっている。
T_ I--l

上の清瀬氏の「のき　ヨ(-)c」は,動詞連用形の言いかたを「ヨ」で受けた

ものである。この種の言いかたは,近畿弁の-特色になっていよう.かんたん

に言う「しなさいよ。」は, 「ラ二　ョ。」であるO 「シ,テ　ヨ。」は「しなさい

よo」にあたる。が,これが,敬意度では, 「テ二　ョ。」に近かろうoつぎの

例は, 「シナ　ヨ。」が出てふさわしい環境を,よく示すものである。 『全国方

言資料』第4巻の「兵庫県神崎郡神崎町粟賀」の条には,

fン-　-ヨ　シマワ-

うん,早く　しまいましょう。

1)

ワシモ　　　ボチポチ　スル-ケ

わたしも　ゆっく　り　しますから



46

オッサンモ　ボチポチ　シナヨ

おじさんも　ゆっくり　しなさいよ。

1) 「-ケ」のあたりはっきり聞き取れない。

というのがある。

勧奨の,尊敬法助動詞の出るものを見る。今石元久氏の教示せられた,播磨

竜野市域での一例は,
__-・・・ t

O才子テ-ソナ　ヨーO

である。和田実氏の「兵庫県高砂市伊保町」 (『日本方言の記述的研究』に寄せ

られたもの)には,
*-

モー寝とイ__≡;気ツケ_ZIヨ.

の実例記述が見える。

さそいの「ヨ」がある。

問いの「ヨ」がある。淡路では, 「どれ　ヨ。」「何　ヨ。」などの問いこと

ばが,よくおこなわれている。ところで,増田欣氏は,私に示された『淡路方

言覚書』稿で,

コリヤ　ナン7京ンヨ(これは何の本か)
ヽ・J

などについて, 「所で,この疑問表現のヨは,本来,ジヨであり,それから転

じたものであろうと思う。」と述べていられる。 「ジャ」が「ヤ」になることを

思とは, 「ジョ」が「ヨ」になることも,音転靴としては,おおいにありうる

こととされる。しかしながら,上例などの「ヨ」は, 「ジョ」までさかのぼっ

てみなくてもよいものではなかろうか.

よびかけの「ヨ」がおこなわれている。

感嘆の「ヨ」がおこなわれている。

※　　※　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞を見る。

はじ糾こ, 「ヨナ」形もよくおこなわれていることを指摘しておきたい. (和

田実氏の上記報告にも,その指摘がある。)
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「ナヨ」がある。 「ナーヨ」などとも言われている。

○ホン首三　テ二ョO

ほんとにねえo　　(中女一一一老女)

は,淡路北部での一例である。

○ホンマ　テヨ。

はんにねえ。　　(中女一一-老女)

は'そのかんたんな言いかたのものであるO北淡町畑で聞いたのには, 「ナー

ヨ」は女の人に多く,男は「ナ-レ」をよく言うよしである。 =「ナーヨ」のほ

うが相手にやさしい。"ともあった。 (なお, =「ナーレ」は,自分をおもにして

いる感じ"で, "「ナーヨ」は,相手を主にしている。"ともあったのは,興味

ぶかいことである。 「レ」は, 「ワレ」的なものかと思われるので,この説明が

納得しやすいもののように感じられる。 -当地で小男たちは, 「ナヨ」を連

発して, 「ナレ」を言わないありさまだった。 「ナレ」は,しだいに,過去のも

のになろうとしているということなのだろうか。)

「ゾヨ」, 「ノヨ」「ンヨ」, 「カヨ」, 「ガヨ」, 「ワヨ」なども,それぞれよく

おこなオフれているo

Oソ亨　シテラ　ガヨ-.

それは知らないよ。

は,播磨での「ガヨ」例である。 「ガヨ」は,つよい訴えの力を持っている。

当方の「ガヨ」の分布は,山陰,田幡地方のそれに関連している。

『全国方言資料』第4巻の「兵庫県神崎郡神崎町粟賀」の条に見える,
1)

mオラ-　モドッテキタデヨ-

おれ　　帰って来たよ。

1) 「ド」の「d」の閉鎖が弱く, rモ-ツテ」, 「モ-ツタ」のように聞こえる。

は,文末詞「デヨ」をとらえしめるものなのだろうか。

淡路北部で聞かれる,
Il一一/・1

○アノ　ヒトワ　もとから　r-r矛　~ヨワイ　シジョ-0
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あの人はもとからあんなによわいんだよ。

などの「ジョ」は, 「ゾ」に近いものなのか,それとも, 「でヨ」に近いものな

のかO (老男の言,その八十一歳であることを言ったことば, 「矛亭　ジョ-o」

では, 「ジョー」に「ゾ」が考えられるよりも, 「じゃ　ヨ」が考えられると

されるかもしれない。が,なにぶんにも,方言でのことである。なんらかの椀

縁で「ジョ」形が成りたつと,やがてこれが,自在に転用されもする。)

大阪腐

自己の意を言D lヨ」か,

○イブ二テ　才すノガ タイソダヒタ　ヨ-o

になっていくのがたい-んでしたよ。　(老男)

○ラ~テ　ォレ貢テ　イク　ヨ.

それは,おれだって行くよ。　　(高校生男子間)

などのようにおこなわれている。 (後例　山本俊治氏教示)

説明の「ヨ」が,

○アガッテ　オク石　ヨ-。すチニ　貢万　ヨ-o

上がっておくれよ。うちにいますよ。 (釆諺者-の返事)

のようにおこなわれている。

命令・勧奨の「ヨ」が,よくおこなわれており, 「掃キ　ヨ。」など,例の動

詞連用形を受けるはあいが, -特色をなしている。人は,この命令表現のやさ

しさあるいはあたたかさを見て, "勧誘的な命令"などとも言っている。山本

俊治氏の「大阪方言における文末助詞」 (『方言研究年報』第-巻)には, 「ヨ」

に関する,

おんなことばでは「連用形　ヨ」,おとこことばでは, 「命令形　ヨ」の

いいかたをとる。ていねいになると, 「ナ-レ　ヨ」のかたちをとる。 「ヨ」

の待遇価のはばはひろい。
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との記述が見える。

※　　※　　※

府下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞に, 「ソヨ」などがある。佐藤虎男氏

の「大阪府方言の研究(3)一　泉南郡岬町多奈jH方言の文末詞(二)-」 (『大

阪教育大学　学大国文』第十八号　昭和50年2月)には, 「ヨ」に関する複合

形の「ノヨ・ンヨ」「カイヨ」「カイナヨ～」「ワシテヨ」「ワイヨ-」 「ワ

イショ」「ラヨ-」「ライヨ」「ラニヨ」が見えるo

和歌山県

本県下全般に, 「ヨ」のおこなわれることがさかんである。

自己の意を言う「ヨ」がある。

○ソーダンニ イッテ　クラ　ヨ。

相談に行ってくるよね。

○クサタゲナ　コトナラ　キケテ
ノ

アグル　ヨ。

変なことばなら,聞かせてあげるよ。 (自己のことばのことを謙遜し

て言う。)

などは,県中部での事例である。

○コす寺　ワクララヤ　言二.

これはわたしのよ。 (したしい間がらでのことば)

は,新宮市での一例である。県下に,この種の「ヨ」を用いることがいちじる

しく,県南部内では,

○嘉一　-イヤイ　ス万　ヨ-0

おお,言いあいするんだなあ。 (あねいもうと二人の言いあいを見て

mm官

のようにも言っている。

説明の「ヨ」がある。
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〇号一　才シ　ァル有力　言-.

まあ石があるからねえ。

紘,県南での一例である。説明の「ヨ」も,全県下によくおこなわれており,

「そうだ　ヨ。」式の言いかたでの巨-一ヤ　ヨ。」の言いかたが,一つ,注目

される。 『全国方言資料』第4巻の「和歌山県日高郡竜神村大熊」の条には,

mソ-・ヤヨ

そうだよ。仁E
ン-　ワシラモ　　　　ソノ　オドリコミノ　　レンチ

わたしたちも　その　踊りこみの　　仲間に

ユーイ　イテキタンジャヨ

はいってやってきたんだよ。

とある。これには, 「～ヤ　ヨ」とともに「′一-一ジャ　ヨ」が見えておもし

ろい。 (県下一般に,指定断定の「ヤ」助動詞が用いられ,かつは,中部以南

に「ジャ」助動詞も認められる。)

命令・勧奨の「ヨ」がある。 「どうどうせ　ヨ」式の言いかたが一般的であ
ン

り(「--・ ・行ケ　ヨ。」 「・‥・--するな　ヨ。」など),その上に,勧奨の言

いかたが栄えている。 「行かんし　ヨ。」 (行きなさいよ。) 「おコライ　ヨ。」

(「こらえてね。」ご埼んね.)などと言われている。 『和歌山県方言』には,

シイヨ　　しなさい

というのが見える。動詞連用形の言いかたを受けた「ヨ」である。やはり,こ

こに,ていねいな勧奨表現法が見られる。-さきの「おコライ　ヨ。」といい,

これといい,近畿になじみぶかいものである。

〇百-　ア斉テンセ　ヨ-0

まあお上がりなさい。

○-盲一　首ソセ　ヨ.

早くおいでよ。

紘,紀州中部でのものであるoなお,本県下でのていねいな命令表現の一種と

もしてよいかと思われるものに, 「読んで　欲シ　ヨ.」などの「-ノて　欲し

い」式の言いかたがある。 (あるいはこれを,依頼の表現ともしうるか。が,
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じっさいは,むしろ,ていねいなあつらえとすべきことが多いかもしれない。)

さそいの「ヨ」がある。

たのみの「ヨ」がある。

問いの「ヨ」がある.本県下に,この相法の,とくにと言ってもよいほどに

さかんなのが注目される. 「それは何か。」と問うのに, 「ソ-　ナン　ヨ-.」

と言っている。 「どうしたの?」と聞く時には,「ド-　シタ　ンヨ-.」と富

っている。

よびかけの「ヨ」がある.新宮ことばでは, 「テ-=　ヨ-O」 (見よ。)<=下

男に言うことは=> 「ン亨サ　ヨ-.」くり女中に言うことは=>などの言いかた

がされている。県下の南北にわたって,よびかけの「ヨ」のいちじるしいもの

が見られる。 『和歌山県方言』の,

オウヨ　　はいさうです

オウヨウ　さうです

サアヨ　　さあどうでせう

なども,よびかけ的である。県南の,新宮市を出ての北方で聞いたものには,
-　　ノ

「さようなら。」の「ア-バ　ヨO」などがある.やはりよびかけ的でもあるO

反招表現とでも言うべきものに見える「ヨ」がある。 『和歌山県方言』には,

「スルカヨウ　　しませんよ」が見え,また, 「インダイシヨ」「インドイシ

ヨ」 (帰ったではないか)というのも見える。ついでに,私が県南で聞いたも

のをあげるならば,

○ソ斉テラ　言ト　三一テモ,ヒッテ才子ンドガ喜一.

そんなことを言っても,ひっついてるじゃないか。

などというのがある。

感嘆の「ヨ」がある。

※　　※　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞では,まず, 「ナヨ」がとりたてら

れる。いくらかのやさしみをもってこれが言われているか。私の県南経験には,
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「ァブ　ティヨ.」(あのねえ。) 「盲ン　ナイヨ.」しほんとにねえ。)というの

がある。

「どうどうしてオクレナヨ。」とのことばならびのはあい, 「オクレ　ナヨ」のばあ

いもあれば, 「オクレナ　ヨ」のはあいもあるo

「ネヨ」も聞かれる. (「ネ-ヨ」ともある。) 『全国方言資料』第4巻の「和

歌山県東牟婁郡古座町」の条には,

mト-カラ　スマンケドニ-

早くから　すまないけれどねえ, (了イ)芸:
ケンケンズナ　キッ

きのう　けんけん綱を　切っ

タッチキテネヨ

てしまってねえ,

とある。

「ノヨ」もある。私はかつて,南紀の鉄道線上で,中年男子間の,
ノ　I　　ノ

○サラヵクニトッテ　ノーヨ-.

I　三角にと-てれo

oナニ　盲一丁-。-7-　セラエソ　カィ.

あれだねえ。まあ千円かい。 (自分の見つもりを言う。)

の会話を開いた。前田勇氏は, 『和歌山方言』 5の「ポスト」欄で,

享保20年大阪豊竹座上場「苅萱桑門筑紫蝶」の第四で,紀州学文路の庄屋

がこんなことばを使っている。

「コレ皆の衆,此所の殿様,大内之助義弘様が∠_三,遥々の海山を越え

直に登って絵図をみんなに一枚づつ渡して∠_三, (以下略)

と述べていられる。

県南辺の古座町などの,例の「ニ-」ことばの地には, 「ニ-ヨ」もおこな

われている。

『和歌山県方言(其二)』には,
ff4

ソウヨウヨ　　そうよ,そうでございわ　「日高女」

との記述が見える。 「中部地方(日高郡)」に,こういう言いかたがあるのだと
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いう。 「ヨウヨ」の言いかたはめずらしい。

「ダヨ」の複合形がある。 『和歌山県方言』には, 「アラダヨ　　あるのに

ね。」が見え, 『南紀土俗資料』には, 「あらだよ(あるのに,あるではない

か)」が見える。和歌山県下独特の「ダ」がここに見える。この「ダ」は,な

んら指定断定に関するものではなくて,いわば,感声系の文末要素である。私

が県南域で聞いた例をあげるなら,

○アッテ　Tヶ　ダ喜一o

あっち-行けったら。

01テ-ヤ　ダヨ-0

"そうだそうだ。"

などがある。 「ダヨ」のおこなわれる所には, 「ワダヨ」も聞かれる。

「カヨ」があり, 「カイヨ」があり, 「ガヨ」がある。

「ワヨ」がよくおこなわれている。

〇万スデ アッタ　ワヨ-o

るすだったよ。

は,県中部北寄りでの一例である。

「ワヨ」ならぬ「ラヨ」もある。 -本県下の特色と見られるものである。

「ちがいます。」が「チガワ　ラヨ。」と言われている。 『和歌山県方言』には,

「ユキマシヨラヨ　　行きませう」「シ'トイデラヨ　　して釆なさいよ」などが

見える。 「ソウヨラヨ　　さうですわ」というのも見える。これらでの「ラヨ」

認定は,容易であろう。 「ラ」は, 「ワレ」の「レ」に相当するものらしい。

(「レ」が「ラ」になった, 〔a〕母音-の音転靴は,やはり,文末の訴えこと

ばの聞こえをよくしようとしてのことであったろう。)

「シヨ」という複合形もまた,本県下に注目される。 『和歌山県方言』には,

「イクナシヨ　　行くな」があり, 「アカナシヨ　　駄目ですよ」がある。 「イ

クナ」と禁止の言いかたをしておいて,そのもとにつけた「シ・ヨ」は,まとま

った文末詞に相違なく,この「シ」は, 「もし」系のものと解される。 「ノシ
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ヨ」の形のものもできている。 (「ノ」は,ナ行者文末詞の「ノ」であろう。)

「ヨシヨ」という複合形もできていて,これがかくべつよくおこなわれている

ようでもある。県中部で聞いた,
ノ

○オ子音　夕天　ヨシヨ。

ごほんをおあがりよ。

は,母が子へなど,やさしみぶかく言う時のものである。

「ヨシヨ」のおこなわれる所に, 「ヨシ」もよくおこなわれている。

「ワシヨ」の言いかたもある。 『和歌山県方言』には, 「ナイワシヨ　　な

いでせう」というのが見える。

三重県

本県下にも, 「ヨ」がよくおこなわれている。自己の意を言う「ヨ」がある。
ノ

○オーキこ,ゴク首-サンO貢マナンダ　ヨ.

ほんとにごくろうさんね。すまなかったよ。

は,県西南部,和歌山県寄りでの一例であるo

説明の「ヨ」がある。県下紀州での例はおくとして,伊賀例をあげるなら,
_-・・・ 1

oホンテ　コト　ア亨-ソデ　ヨ-O

そんなことはありゃしないよ。　　(老女--中女)

○オゼン　コシラ-マシテ　ヨ-O

おぜんをこしらえましてね。　(中女一一藤原)

などがある。 「--ノジャ　ヨ」の言いかたは,紀州分によく見られる。

命令の「ヨ」がある。
/

○イエー　コイ　ヨ。

うち-来いよO
_　　一一・一/I

紘,志摩半島東岸での一例である。この方面には, 「クモレ　ヨ-O」などの言

いかたもおこなわれている。ただの命令もあれば勧奨の言いかたもあるのは,
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多く言うまでもないことである。

依頼の「ヨ」があるO

問いの「ヨ」がある。しかし,これのおこなわれることは,和歌山県下の比

ではないO 『三重県方言資料集　南勢篇　上』には, 「なっとよ-　　何と-

詰問するに用いる(地方)」がとり上げられている。

よびかけの「ヨ」がある。これは,県下に広く見られる。

感嘆の「ヨ」がある。

○亨ノドテナ　首-。二　　言-o

きのどくだわ。ほんとにねえ。　　(老女)

は,紀州分での一例である。

「ヨ」の「ヨイ」形もあるのか。鈴木敏雄氏の「志摩町越賀・和具の会話」

(『三重県方言』 13　昭和36年12月)には,

大掃除よい。 (大掃除よ。

との記事が見える。

※　　※　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「ナヨ」 (おもに「ナーヨ」)

「ネヨ」(おもに「ネ-ヨ」)があり, 「サヨ」「ゾヨ(ドヨ)」があるO「ナ-ヨ」

は,おもに志摩に聞かれるものらしい。

○ソレガ　サヨ一。

それがさ。 (説明にかかる時のことばである。)

は,伊賀での「サヨ」例である。

「カヨ」がよくおこなわれており,問い・さそいや応答や反語表現などに用

いられている。 「カイヨ」もある。

「ガヨ」もある。

「ワヨ」「ワダヨ(ワラヨ)」もある。

奈良県
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本県下での「ヨ」の用法は,およそ,つぎのようである。

説明の「ヨ」がある。中に, 「′一＼一一ノジャ　ヨ。」の言いかたがある。 『全国方

言資料』第8巻の「奈良県吉野郡下北山村上桑原」の条に見える例は,

∽カワグチニ　オッタンジャヨ-

川口に　　　いたんだよ,

などである。

自己の意を言う「ヨ」がある。 「テ-トモ　ヨ-。」(そうだとも。)「言テヵ
__・-メ

ック　ヨ-O」 (たい-んだったよ。)などは,県東南部での例であり,

○芽-キこ, ゴッツォ-ジャック　ヨ-.

ありがとう,ごちそうだったよ。 (辞去にさいしてのあいさつ)
ノ

○カテラテノー　ゴザック　ヨ.

ありがとうござんしたね。

は,十津川での例である。県南地方に「ヨ」のおこなわれることはさかんであ

・-r¥ *,

命令の「ヨ」がある。もとより,ていねいな勧奨のばあいもある。 「どうど

うしなさい　ヨ。」など。

さそいの「ヨ」が広くおこなわれている。 『奈良県宇陀郡方言集』には, 「も

うイカントコよう」(「イカントコ　行くまい」)とある。

たのみの「ヨ」がある。

問いの「ヨ」がある。

よびかけの「ヨ」がある。十津川ことばには,

○芽イ芽ノら　オ寺子　ヨ-0

おいおい,おまえよ。

とい、うのがある。ちなみに, 『中和郷土資料』には, 「アノヨウ　アノネ」が見

えている。

※　　　※　　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞では, 「ナヨ」がまず注目される。
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「ナ-ヨ」と言われていることが多い。諸家の方言集には, 「あのノーヨ」も

見えている。

「サヨ」があるo 『奈良県宇陀郡方言集』には, 「ちっとナット呉れさよ」

(「ナット　-・でも,なりと,」)とあり,県東南隅例では,

○オIF了　アマ ソンクヮイギイン シトル　ンサーヨo

おれはいま村会議員を目しとるんだ。日

などとある。 「ゾヨ」もあり, 「ドヨ」ともなっている。 「ゼヨ」もある。

「カヨ」のおこなわれることがいちじるしい。

○病気は　ヨ-　ナッテ　~言ソ　カヨ-.京ンマニ　ア-ラ一o

病気はまだよくなってこないか。ほんまにねえ。 (こまったことだと

の気もち)

は,十津川での一例である。

おなじく県南で聞きとめたことばに, 「ア盲~二　ニヨ-o」 (=ない0日) 「テ

17ジャロ　ニヨ-o」 (目そうではないoH Hちがう。=)などというのがある。

「カイヨ」に相当する「ケヨ」がある。 『奈良県宇陀郡方言集』には, 「ほ

んまけよ　本当かい」などがあり, 『大和方言集』には, 「本当ケヨ。夫を

してんケヨ。」というのが見える。

「ガヨ」がある。県南での例は, 「相手が米人なら,ナ芽　エー　諒ヨ。」

(相手が米人なら,なおいいじゃないの。)などであり, 「ガヨ」は, 「ガヨ」

ともあるo 「ガヨ(ガヨ)」も,県下によくおこなわれている。「テヤ　ガヨ-。」

(そうなんだよ。)は,とおり文句であろう。若い人たちも,たがいにこの「ガ

ヨ」を言いあっている. 「ガイヨ- (ガイヨ-)」もおこなわれているo 『大和

方言集』には, 「ナンテヨ,わからひんげよ」と見える。

「デヨ」があり, 「ワヨ」がある。

○ダヒテク万　ワ盲-o

出してくるわよ。
ノ

と言われている,大和のことば調子は,関東弁での「ワヨ」とは,およそおも
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むきを異にするものである。

京都府

「ヨ」に関して記述すべき事項が,今の私には,多くない。

自己の意を言う「ヨ」,説明の「ヨ」,命令・勧奨の「ヨ」などが,まずはと

りたてられる。

○テヤケド　盲-o

そうだけどね。

などの,自己の意を言う言いかたは,広く通用しているものであろう。井上正

一氏の『丹後網野の方言』には, 「その持ち方はヒッチャコッチャだよ」 (あべ

こべ。反対。)とある。もとよりのこと,この「--.ノだよ」は,山陰路のこと

ばそのままのものである。

命令・勧奨の「ヨ」の,勧奨の例では,
ノ

○アンプミ了~喜一　ミナL,ヨO

よく見なさいよ。
ノ

などの言いかたが,府の北部に一般的である。「ナカント　-ヨ　イキナ　ヨ。」

(泣かないで早く行きなさいよ。)などは,さらに広くおこなわれていようo

*　　　　　　　*

府下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「テレ-ソ　デヨ-O」 (蹴りゃ

しないよ。)などの「デヨ」があり,また,

○ダ予言ル　ガナ盲-。

出せるわよ。　(初老女一一一中女)

などのようなものもある。

滋賀県
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自己の意を言う「ヨ」があり, 『全国方言資料』第4巻の「滋賀県犬上郡多

賀町萱原」の条には,

fホラ　　ホヨ　　　　ワタシラモ　　ホ-ヨン

それは　そうですよ。わたしたちも　そうですよ。

のように, 「ヨ」が「ヨソ」ともある。

説明の「ヨ」がある。つぎのは,湖西での一例であるo

Oアノ　喜一。オマイ　トコノ　ムス言テ　言-0

あのねえ。あんたのうちのむすこはねえ。 (説明していくところであ

る。)

が,これは,一種のよびかけになっている。

命令・勧奨の「ヨ」がある。

よびかけの「ヨ」がある。

「ヨ」相当の「ヨン」形のことは,すでに上に見た。 「ヨイ」形もある。佐

藤虎男氏教示の湖東例は,

○京-　ヨィ.ワラモトラ㌻クニ

女一一1-中男)

であ・i>。

ノッテ　キク, アノ　トキ。　　(育

※　　　※　　　※

本県下の,「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「ナヨ(ナ-ヨ)」 「ゾヨ」 「カ

イヨ」「ノヨ」などがある。
-　　ノ

○アカン　ゾヨ。

いけないよ。 ("やさしくたしなめるはあい")

は,湖西での「ゾヨ」の一例である。

近畿地方にも,地域によって, 「ヨ」の流行に精粗があるか。

七　中部地方の「ヨ」ほか
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まず,北陸道を見るのに,この地域には, 「ヨ」の使用の,さほど複雑な状

況は見うけられない。近畿東北部の状況と北陸道の状況とは,よくつながるも

のであろうか。

福井県

自己の意を言う「ヨ」が,

○ビックリシタヱ
_　　y

などとおこなわれている. (『大野郡口語法並音韻調査』) 「アバ　ヨO」 (さよ

うなら。)などというのもある。

説明の「ヨ」が,
-　　ノーノ

○オT-サン　すビガ　ヌケマス　ヨ-0

お父さん首がぬけますよ。 (人形ごっこ)

などとおこなわれている。

命令・勧奨の「ヨ」が, 「どうどうせ　ヨ。」,

○ソ言　イ寺ヵント オカンシェ　ヨ-0

そこをうごかないでおきなさいよ。

などとおこなわれているO 『大野郡口語法並音韻調査』には, 「ソンネヱ三二三
L-fl

ヱ上勉強シヨ(そんなに遊ば吐笠麹強おし)」というのも見えるO 「勉強お

し」の言いかたが注意される。

※　　　※　　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「ネヨ」 「ゾヨ」「カヨ」「ノ

ヨ」「テヨ」「デヨ」などがある。

『福井県方言集』には, 「ウラシランケド,アノネヨ,-　--」 (「私は,知ら

ないけれどれ-・-・-」)というのが見える。若狭三方郡のことばであるという。

若狭の永江秀雄氏の教示によれば,三方郡を出ての西方地域にも, 「ネヨ」の
みんな　　　　　　　　　　　　　　お

あることが知られる。その方面に, "皆笑うさけもうネヨて云わんと置こネ
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冒"との言いぐさもあるという。

「デヨ」も若狭に見られる。だいたいこれは,近畿系のものではなかろうか。

"fi llI Kl.-

自己の意を言う「ヨ」が,能登では,

○コ-テ　クレル　ヨ。

買ってあげるよ。

などとおこなわれている。

説明の「ヨ」が,加賀東南では,

○丁貢斉　キ丁フ　ナッテ　キテ　言-0

水が岸かモなっておし寄せてきてねえ。

などとおこなわれている。能登半島西岸例をさらにあげるならば,

○オ亨ガトコノ　ヂヂワ,カラす　ずイジニ　ラ言ル　ヒT　ヨO

わたしのうちのじじは,からだをだいじにする人だよ。

などがある。

命令・勧奨の「ヨ」が,ふつうにおこなわれている。

問いの「ヨ」がおこなわれているO私は,能登半島西岸で, 「テ17キ　盲-。」

(天気かね。)「イク　言-。」(行くか。)「毒手セ　アシ有　言ラテク　アル

言-o」 (先生,あした遠足ある?)などの言いかたを聞いたo 「ヨ」がよくつ

かわれ,こうして問いにも用いられている。

よびかけの「ヨ」もおこなわれている。

「ヨ」相当の「ヨイ」が見られる。馬場宏氏の『木郎方言考』には, 「どう

した旦=ナシタ　ヨイ」「来たわ　旦-来たわ　ヨイ」が見える.氏は「ヨイ」

を, "柔和な感じ"のものとしていられる。

※　　※　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「ネヨ」 「イヨ」「ゾヨ」があ
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り, 「カヨ」が多くおこなわれており, 「カッチャヨ」というのもあり, 「カイ

ヨ」相当の「ケ-ヨ」があり(「ケ-ヨ-」とも言われており), 「ガヨ」 「ト

ヨ」「ワイヨ」もある。 「トコトヨ」というのもあるか。

〇百ラア　キ盲シェソ　カヨ-0

まだ来ませんかね。

は, 「カヨ」の一例であり,

○チーシャ　フンムキ　ナ矛　カッチャヨ-0

小さい噴霧器はないかって言うんだよ。

は, 「カッチャヨ」の一例である。ともに,加賀白峰のものである。

石川県下は,能登半島の特色地域をふくむだけあって, 「ヨ」文末詞生存の

状況が,やや複雑である。

富山県

自己の意を言う「ヨ」が,県南がわでは,

○ナニ斉 オソガイ　コト　ヨ。

なにがこわいことか。 (「こわくはないか?」との問い-の返事)

などのようにおこなわれている。

説明の「ヨ」がおこなわれている。

命令・勧奨の「ヨ」が,県南例, 「マす　ゴ亭イ　~ヨ-。」 (またおいでよO),

「スズカニ　サッサイ

-

_.-/I

ヨ～.」 (「静かになさいよ。」辞去のあいさつ, "おじ

やまでありました。=)などのようにおこなわれている。本県下での特色ある勧

奨表現法は,
_　　I　　一ノ

○ヤスマズト　-ヨ　イカレ　ヨ-0

やすまないで早くお行きよ。　(大人一・一小人)

に見られるものである。
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0テラタ　オテテ㌻テモ　コテレ　ヨ。

あんた,おそくなってもおいでよ。　(初老男　電話)

紘,富山市西北郊での一例である。

よびかけの「ヨ」もおこなわれている。

^^K3　　冊

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「カヨ」 「ケ-ヨ」「ガイヨ」

「トヨ」などがある。

新潟県

自己の意を言う「ヨ」が,直江津例,
_-__" --Ill/A

0芽ラ　シラン　ヨ-0

わしは知らないよ。

などのようにおこなわれている。 『全国方言資料』第8巻の「新潟県佐渡郡相

川町大倉」の条に見えるものは,

mニヤカナ　　モンラッタヨ

にぎやかな　ものだったよ。

などであるo県下に, 「アバ　ヨ。」の言いかたもある。

説明の「ヨ」がおこなわれている。

命令・勧奨の「ヨ」がおこなわれている。押見虎三二氏が「佐渡方言の文末

助詞について-両津市大字片野尾における-」 (『方言研究年報』第一巻)

の中にかかげていられるものには,

○イッテJEィ　ヨ。ヨ盲シュ　三二テクす二　ョG

行ってらっしゃい。よろしくもうしてくださいよ。

がある。

よびかけの「ヨ」もおこなわれている。

「ヨ」に相当する「ヨイ」の形もある。上掲の押見氏の論文には,
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「ヨイ」は,同輩間での,もっと粗略な言いかたである。

○イクITキ　ヨ京㌻テ　クッすマイ　盲ィ。

行くときよはわってくださいね。

は,多少品のさがった感じをともなう。

との記述が見える。

※　　　※　　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「ナヨ」「ゾヨ」「カヨイ」

「ガヨ」「チャヨ」などがある。

○-ソタイガ ワモ　アルシ　ナヨ-O

反対がわもあるしねえ。

は,佐渡で私が聞きとめたものである。 -「ナヨ」は,越後でよりも佐渡で

聞かれるものか。
Ff　もろ　　　　　　　もろ

『佐渡昔話集』には, 「婆ア戻ったりヨよ- (戻ったぞよ)」が見える。

押見氏の上記論文には,

○コす二二クリッチャ　ヨ。

これをくださいね。

との, 「チャヨ」例が見える。 -「チャ」は「と言やあ」を思わせる。

北陸道では,自己の意を言う「ヨ」,説明の「ヨ」,命令・勧奨の「ヨ」,よ

びかけの「ヨ」が,通有のものになっている。つぎに岐阜県以降を見よう。

岐阜県

本県下では,つぎのように,北陸でのとはいささか変わったおもむきが見ら

れる。

自己の意を言う「ヨ」がおこなわれており,それに, 『北飛騨の方言』に見

られる「ザマヨ　ざま見ろ。 『罵』」「ザマノカワ(ヨ)同。 『罵』」などがある。
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ちなみに私は,高山市で, 「盲~-　キトクレク　ヨ7-。」(よく来てくださっ

たねえ。) 「首-　キテクレタ　首ナ。」 (よく来てくれたわわ。)などを聞き得

ている。

説明の「ヨ」が,広くよくおこなわれており,ことに,

・ III'　　-　　'　　　　-　‥・・ _　--I I :

のような, 「ヨ」重出の言いかたも聞かれる. 「ラブ　盲-.」 (あのねえO)

などのセンテンスも,よくおこなわれている。美濃にも飛騨にも,この種の

「ヨ」のおこなわれるのが見られる。岐阜市の-老女は, =木曽川を越して尾

張の国にはいると, 「ア7　喜一.アブ　喜一O」と言う。日と説明してくれ,

「テ二手テ喜一oアブ　言-o」 (そうしてねえ。あのねえ。)との言いかたも

示してくれた。美濃中央北部では, 「アノ　盲-O」の多くおこなわれることに

ついて,=「ァノ　キー。」よりも「アノ　盲-O」のはうがやさしいでしょう。-

との説明が聞かれた。

「アノ　盲-o」などの「ヨ-」を, 「よびかけの『ヨ』」ともすることがで

きようoしかし,今は, 「だれだれさん　ヨ-O」というようなのを,単純よび

かけの「ヨ」と見て, 「アノ　ヨ-。」式のは,説明表現のためのよびかけ性の

「ヨ」と見る。
ノ

「ティガ　カ貢㌻トルソダ　ヨO」など, 「　-ダ　ヨ。」形式の言いかた

は,よくおこなわれている,一般的な説明表現法である。

命令の「ヨ」がふつうにおこなわれており, 「コッ手　首イ　ヨ.」(こっち
y

へ来いよ。)などとある。「どうどうすると　アカン　ヨ。」などの,制止の表

現法もまた,ここにあげておいてよかろう。命令の,ていねいなはあい,

OTヨチャン。スヨ　オイデ　ヨO

みよちゃん。早くおいでよ。

などのばあいの「ヨ」のおこなわれることも,もちろんである。 「オクレ　ヨ。」

ち,よく聞かれる。

つぎに,
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きいよう　〔句〕　釆なさい。

のようなのもある。 (『岐阜県方言集成』 「養老郡」)同書にはまた, 「くりょ

〔句〕　ください。下さい。」式の言いかたも多く見えているが,これは本来,

「くれう」的な未来化表現法のものであろう。それが,一種腕曲な命令表現法

に役だつことになっている。-あるいは, 「くれ　ヨ」が「くりょ」ともな

っているのか。 「かしょ〔句〕貸せ。」などともある。ところで, 『郡上方言』

の「コリャ　テ-　イテずンデ　アイマ-コーマニ　ヤツテラ寸言ヨ(これは

そう急がないから,仕事のひまひまにしてくれ)」などは, 「クリョ」の言いか

たをさらに「ヨ」が受けていて, 「クリョ」命令表現のばあいの「ヨ」が明ら

かである。

たのみの「ヨ」もおこなわれており, 『岐阜県方言集成』には, 「てえよ

〔句〕　て下さい。」や, 「かによう　〔句〕堪忍して下さい。」などが見え

る。

問いの「ヨ」がおこなわれている。

○ドー　シタンジャ　ヨ-.

どうしたんだね。　　(大人　-小人)

は,飛騨,高山市での一例である。

○オ万一チャンo　コ石　ワッタノ　ド-　スル　ソヨ。

お母ちゃん。これを割ったのを,どうするの? (割った茶碗のことを

問う。)

は,美濃北部での一例である. (これは, 「ンヨ」複合形の例である.)問いの

「ヤ」に,問いの「ヨ」が対立している。

「ヨ」相当の「ヨソ」があるか。 『岐阜県方言集成』の「可児郡」の条には'

「ほうかよん　〔句〕　さうですか。」 「よん　〔助〕　ですか。どうよん-ど

うですか。」などとある。

「ヨ」の「ヨイ」形もあるか。上書の「揖斐郡」の条には, 「よみんよい
マ17

〔名〕　読みなさい。」とある。

ノ
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※　　※　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「ナヨ」 「ゾヨ」 「カヨ」 「ソ

ヨ」「トヨ」 「ワヨ」などがある。福井県下などに見られた「デヨ」は,当方

には見られないらしいのが注意される。 (「ゾヨ」は,本県下によく見られ,か

つ,西隣の滋賀県下にもある。)

トマツテットクレヨ,ナヨ。クマ-キトクレタンジャネ(泊って下さいよ,

ねえ,たまに来て下すったんだもの)

は, 『郡上方言』に見られるものである。 「ナヨ」の出かたが注目にあたいす

る。

愛知県

愛知県下の状況は,全般に,岐阜県下のに叛同するところが多いO 「ヨ」が

さかんにおこなわれている。その品位は,やはり, 「ヤ」の上をいくものであ

ろう。

自己の意を言う「ヨ」が,渥美半島での例,
ノ

○寺~二　フテンダラ-　ヨ.

もう降らないだろうよ。

などのようにおこなわれている。

説明表現に関するよびかけ性のrラノ　盲-.」など,岐阜県下で指摘した

のとおなじもののよくおこなわれているのが注目されるo (「テノ　言-.」が,

‖ていねいになると「テモ」日であるという.) 「アノ　言-。」の言いかたも,

ふつうにおこなわれている。ところで,芥子川律治氏は, 「アノ　百二o」につ

いて,目上町出身の人はつかわぬ。下町のもののみ言う。 「ヨ-」はひじょうに

下品。"と,私に説明せられた。尾張西部の農村で,私はかつて,幼男が,物

をとってくれとたのむのに,

○アブ　盲-0
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と言ったのを聞いたことがある。父おやは,答えて, "これかね?"と言って,

その物をとって渡したO 「アノ　ヨ-o」などの言いかたは,今は,単純な入来

物とはしがたいようである。土地にかなり根づいているのではないか0

○ネt-)Vトサイガ　ヨ-O

(うち-帰った時,子どもらが)ねてるとヨ一。 "こいつらのために

おれはやらなくてはと思う。"

ほ,名古屋駅で中央線に乗りこんだ通勤男性のことばである。 『方言』第二巻

第十一号の「名古屋言葉(方言絵-カキ)」第二韓に見られることばには,

今日わま休みのこッたでよ-,ちヨニッとお邪魔させて貰いに釆ましたわ

いも。

がある。岡田稔氏の「名古屋弁の移り変わり」 (『NHK国語講座』昭和32年刊

12- 1月　「方言の放く方言の歴史>」)には,

そでヱ旦,きんにようのあさ三旦,銀行-ヱヱ行って来たでヱ旦o

とある。かつて,三河北部の北設楽郡の人にものを聞いた時は, "「ヨ-」は言

はぬ。"とあった。

一般的な説明の言いかた, 「一一一ダ　ヨ。」も,よくおこなわれている。

○首二　ヒ丁サメ　アッテ　--　コ盲ダ　ヨ。スクワ　ガリ斉すずデ。

もうひと雨あっていいころだよ。畑はがりがりだから。

ほ,三河弁での一例であるO

命令の「ヨ」が,ふつうにおこなわれている。 「ソア　キ盲チオ　カッテ

ク　ヨ-.」(その気もちを買って"くれよ"0)などの「ク　ヨ-」は, 「クL,

ヨ-」なのかどうか.高瀬徳雄氏が「豊橋方言の文末助詞についての実情報

告」との題のご手稿であげていられる,
ノ

○オラ亭~ラ　イ丁子イトクt,ンヨe (小・男--・大・男)中<全>

おじさん　いれといてよ。

は, 「クレン　ヨ」を見せている。渥美半島の田原町で聞いたものには, 「コノ

手紙ワ　トットキン　ヨ。」(この手紙はとっておきなさいよ。)がある。「取ッ
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トキ」の,動詞連用形利用のていねいな命令表現法が見られる。 「どうどうし

て　テ言-　ヨ。」 (どうどうしてちょうだいよ。)の「チョ-　ヨ」のはあい

ち,命令表現と見ることができ,また,たのみとも見ることができる。
-　　-　　ノ

○マタ　イリャ-　ヨ。

またおいでよ。

は,名古屋弁の,例のていねいな言いかた(親愛の表現)である。柴田武氏編

『方言の旅』の同氏「東海道の巻」の「東三河と西三河」の条には,

ソレデ　御飯　食べテ　デカケニャ　幼稚園　イケヤ-ンゾ　早ク　起キ

ョ-≡

というのが見えるOこの, 「起キョ-ヨ」の未来化表現法の言いかたのはあい

のものも,一種の命令表現のばあいとして,ここにとりあげることができる。

私の聞いた三河奥の例には,
--　-、▼_一　　一　4

0亭-　シゴト　ショー　ヨ-0

さあしごとをするんだよ。

というのがある。

さそいの「ヨ」があり,問いの「ヨ」がある。

「ヨ」の「ヨン」形があるかo 『名古屋ことば』には, 「まぁ行く主を(普

あ行かんの意,まぁ行くのかの意)」というのが見える。

※　　　※　　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「ネヨ」「ゾヨ」「カヨ」「ト

ヨ」などがある。高瀬氏の上記ご手稿には,

〇号イ亨イ ゼンショーセヨヨ。 (青・男I-一同)下<男・主に青以下・学生

に多い>

おい,全勝しろよ。
ー■らi

というのが見える。私はかつて,知多半島で, 「どうどうセ　ヨヨ-o」という
T　容!

のを聞いたことがある. -発言は, 「セヨ　ヨ-。」的なものであったO
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静岡県

東海がわは,北陸道とは異なるようすを見せている。

本県下には,自己の意を言う「ヨ」が,ごくふつうにおこなわれている。

○イェー　ヨ-。オ17ジ　ヵす貢テルデo

いいよ。おれがかたづけるから。

など,いわば東京語流に,ふつうに「ヨ」がおこなわれている。 「ダγダ　~ヨ。」

などともある。

ノ

○オす~手二　言ンノミソ　下コイモ　イカナェァ-　ヨ。

おれは今晩どこ-も行かないよ。

は,熱海沖の初島での一例である。

○盲ソヤ　-亨ズラ　ヨ。

今夜は雪だろうよ。

紘,伊豆半島内での一例である。大井川奥で聞いたことばには,辞去のあいさ

つの,

○サイテ　言-O

さよならね。

があり,去る人を送る「マす　芽~才~デIg-。」 (またおいでねO)がある。

説明の「ヨ」が,伊豆半島南端では,
J

Oアッチ　マギッタ　ヨ。

あっちへ曲って行ったよ。 (通って行った人のこと)

などとおこなわれている。 「何々ダ　ヨ。」の言いかたは,県下にいちじるしい
-　　ノ

ものであろう。「アッケ　ヨ。」(あったよ。)というようなことはづかいも,広

くに見られよう.徳田政信氏の「静岡県岳南語法一動助辞之部-」 (『方言』第

六巻第五号)には,
(　　　　　　ヽ　ヽ　ヽ 0 ヽ

「ドッコニモイマセンケヨ」-「何処にも居ませんでしたよ」
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との記事が見えるo 『全国方言資料』第7巻の「静岡県安倍郡井川村田代」の

条には,

mイッシューカンヤト-カー　ヤルモンダッケヨ。

一週間や　　　　十日は　やるものだったよo

などというのが見える。

『静岡県島田方言託』には,「イクッチョ-　いくそうだ　行くそうだ」,

「ダッチョ-　であるそうな　静岡へ行くダッチョ-」, 「ソーダッチョー

さようだそ・うで」というようなことはづかいが見えるo rチョ-」は何か。こ

れがもしも巨-て　ヨ」の言いかたからのものであったとしたら,この「チ

ョ～」の言いかたも,今の「ヨ」の問題の末にかかげるべきことになる。

命令の「ヨ」が,広くおこなわれている。

○ガッ盲才　オクr百万デ, -青ク　芽キョ-　ヨo

学校におくれるから,早く=起きなさいよ=。

紘,御前崎での一例であるO 「芽キョ-」の未来形の言いかたが注目されるO

(愛知県下にも見られたことである.)大井期奥の例は, 「ヤア~三二　ョ-。」

(や妙なさいよ.), ~　ショー　ヨ-。」(勉強をおしよo)である。

この種の未来表現化しての命令の言いかた,勧奨の言いかたは,だいたい,東

国系のものであろうo (ちなみに,完了表現法による命令の言いかた, 「退け

よo」の「ドイタo」などは,関西系のものとされるか。)

○オ苛丁三　オ77　ヨo

おやめにしなさいよ。

というのも,大井川奥で聞いたものであるo 「オラ　ヨ」の言いかたは,一般

には,よい(あるいはていねいな)言いかたになっていようo未来表現化の「オ

キョ-　ヨ」などの言いかたは,ややよい言いかたのものとされていがちか.

伊豆半島の北部で聞いたものには,ぞんざいな命令の「-苛ク　イテ　ヨ。」

(早く行けよo)があり,勧奨表現の下寺ク　イキテ　ヨ。」(早くお行きよo)

「-青ク　イキ三言ン　ヨo」 (早く行きなさいよ.)があるOここではまた,
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「ベン幸手二　シ盲　ヨ-。」 (勉強しろよ.)とともに, 「ベン首;二　シ三言
一ノ

ン　ヨ一。」 (勉強しなさいよ。)などというのも聞くことができた。

さそいの「ヨ」が, 「行こう　ヨ。」などとおこなわれている。 「行かず

ヨ。」などともある。

※　　※　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「カヨ」があり, 「ノヨ」が

あり, 「ダヨ」があり, 「ワヨ」がある。伊豆半島などの「ワヨ」の用法は・関

東地方のそれにおなじであき_　p　ノ
○ラブ　テンコ-ジャ　ナ-oデラL,ナイ　ダヨ-0

あの天候ではれ出られないわよ。 (てんぐさとりの海女)　(老

女間)

は, 「ダヨ」の一例である。

「ヵイヨ」もあるらしく, 『全国方言資料』第3巻の「静岡県吉原市吉永」

の条には,

mェ←　クマゴ　アルケァヨ～

卵が　　あるかね。

とある。

長野県

ノ
自己の意を言う「ヨ」が, 「フこイ　ヨ-O」 (はいよo)などとおこなわれてお

ノ
り,謝辞の「オカタシケ　ヨ-。」 (ありがとうよ。)などというのもあるo北

信では, 「ゾ」と「ヨ」とについて, =「ゾ」のほうがむかしからのことば'と

いう説明を聞いたことがある。県下で, 「-ズラ　ヨ」「′′`--ズ　ヨ」も聞か

れる。

説明の「ヨ」が,

○カミシロショ-ガッコ-ノ

ノ
コーカダ　ヨ。



第四章　ヤ行音文末詞　73

神代小学校の校歌だよ。

などとおこなわれている。

命令の「ヨ」が, 「・・‥ ・・ユッh?u　言-o」(-　言っておくれよ。)

などとおこなわれているo 『上伊那方言集』には, 「くださいよ」の意の「く

りよよ-」が見える。

『全国方言資料』第2巻の「長野県上伊那郡高遠町山室(旧三義村)」に,

fア-ア　オジーガ　ヤッテタヨイ

ええ,　ちちが　　やっていましたよ。

というのが見える。 「ヨ」相当の「ヨイ」もあるのか。

※　　※　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞に,・まず「ヨヨ」が見える。前引

文献に,

f-ジメワ　ソ-ヨヨ-

初めは　　そうですよね。

との言いかたがあがっている。

「ゾヨ」があり, 「ドイヨ」があり, 「ゼヨ」がある。 「ノイヨ」もある。

『信州方言読本』には,北信,松代のことばとして, 「ちっともこね旦とよ

(ちっとも来ないのですよ)」というのがあげられている。山崎栄雄氏も, 「信

州松代のことば」 (『言語生活』第五十二号)で, 「イクラマッテモチットモコ

ネ-ノイヨ。」などの文例をあげていられる。

山梨県

自己の意を言う「ヨ」が,県西南での例, 「コラーゲ- IZ-。」(ごくろう

さんでした。)などのようにおこなわれている。 『全国方言資料』第2巻の「山

梨県南巨摩郡早川町奈良田Iの条には.
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′イマヨリカ　モンダヨ　　　タノシミダックヨ

いまよりも　なんですよ,　楽しみでしたよO

の実例が見える。 「タノシミダックヨ」の言いかたのほかに, 「モソダヨ」の

間投句も見える。おなじく,上記文献「奈良田」に,
4)

ノアノ　モンダッケヨ

あの　あれでしたよ。

4) 「モソダ」は適当な語句を思いつかないときに倣う語軌

ともある。 (「モンダヨ」「モソダッケヨ」は,説明の「ヨ」を見せているとも

見られようか。)甲府市の「オ亨-　コースル　ヨ。」(おれはこうするよo)な

ど,自己の意を言う「ヨ」が,県下に広くおこなわれている。県西部の言いか
_　　ノ

たに, 「ヨモー　ヨ。」 (しかるよ。)との言いかたもあるというo甲府市で闘い
ノ

たことばには, 「行かないよ。」の意の「イカナシ　ヨ。」があるo同等間のこ
/

とはであるという。-「した?」と問われての答え, 「シナシ　ヨ。」は,目し

はしません。"であるという。

説明の「ヨ」が, 「/-ノダ(デス)　ヨ」と,ふつうによくおこなわれてい

る。 『奈良田の方言』の「奈良田ことばの語法」には, 「白イ-　ダイコド-ヱo

(白いのは大根だ)」との言いかたが見える。

命令の「ヨ」が, 「シ石　ヨ」(しろよ)「タミロ　ヨ」 (たべろよ)などと

おこなわれている。県西南部での言いかたには,
_・・ 4

0ッ丁テ㌻テ　言-　ヨ-O

つれてってきなさい。

などというのもある。

さそいの「ヨ」が, 「サー　エペ　ヨ。」 (さあいっしょに行こう。)などと

おこな才っれているo

rヨソ」の形もあるのかo田中清昭氏の「新らしい形容詞」 (『言語生活』第

三十八号)には, 「山梨県富士吉田市」に関してか,

○アク,盲フ 招s^sa拓
0　　0　　C　　°　　°

メ

-シイ盲ソ。あえて訳せば「あの人は何と横着な
n o O
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んでしょう」く"らいに受け取れる。

などの記述がなされている。

※　　※　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「ナヨ」 (「ナ-ヨ」も)「ネ-

ヨ」「サヨ」「ガヨ」「ダヨ」などがあるo 「ナ-ヨ」「ネ-ヨ」は,主として県

西南方に認められるものか。

○アブ　テ二ョ。ホ-シテ　テ～ヨ。

あのね。そうしてね。

などと言われている。

『全国方言資料』第2巻の「山梨県北都留郡上野原町西原」の条には,

fシゴトモ　シルニャ一

仕事を　　するのには (-ア~)

fサゲアルッテルダ-ヨ

盗み歩いているんですよ,

などとある。

-<　- ; -サ/-≡

暖かいですがね,

山梨県東部の状況は,関東地方の状況によくつながっている。

八　関東地方の「ヨ」はか

この地方には, 「ヨ」のおこなわれることがいちじるしい。老若男女の生活

語に, 「ヨ」が定着している。女ことばの「ノヨ」「ワヨ」,男ことばの「ヨ」

は,通有のものであろう。

主として東京方面で聞かれがちの話柄であるが, ‖戦後は, 「どうして　ヨ

ーoJ「こうして　ヨ-o」などという「ヨ」が,若いものに広まったoHとされ

ている。神奈川県方面から伝播してきたと見るむきがある。神奈川県下にいち

じるしいものがあるのは,事実であろう。しかし,千葉県下にも,ずいぶんい

ちじるしいものがあるO
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関東に広く, 「ヨ」は生きてきたのではなかろうか。 「アブ　盲-。」 「ソIJデ

盲←O」などの表現法そのもの(人はこれを, 「ヨ～ヨ-ぷし」などともよんだ

りしたO 「こうして　サーoJ「そうして　サ-O」と, 「サ」を頻用することに

関しては, 「サノサぶし」の呼名があった。)の来歴はともかくとして,文末詞

「ヨ」そのものが存在し得たのは,関東に一般的なことであったかと思う。大

橋勝男氏の『関東地方域方言事象分布地図』第二巻<表現法篇>によるのに,

Map 15には, 「あり塑去。」の「ねえ」相当の文末詞「YO(0)」の,関東に

一般的な分布が見られる。なお, Map 19「おれではない萱9」の「ぞ」相当の

文末詞としても, 「YO(0)」が,関東に一般的に分布している。

青少年には, 「おしかけの『ヨ』」とでも言いあらわしうる「ヨ」が,よく

おこなわれていよう。男性がこういう「ヨ」を用いたはあい,その表現品位は

高くない。いわゆる「ヨ-ヨ←ぶし」のはあいは,もちろんそうであるo中年

男性が, 「好テ享-　ヤ.」「如テ享-　ヨO」などと言ったばあいには, 「ヨ」

と「ヤ」とに,どういう品位差があるのであろう。関東地方を旅行していて,

ことばの男女差の,ほとんどないありさまに接することがある。そういう時,

「ヨ」の発言もまた,男性・女性,どちらが言ったのかと,それをいぶかるこ

ともあるO 「コッテず　言-。」(こっちだよ!),これは,女性の言であった。

神^'11県

さきにもふれた。本県下には「ヨ」がよくおこなわれている。

自己の意を言う「ヨ」が, r-ダ　ヨoJ「イ←　ヨO」などと,男女老若に

よくおこなわれており,かつ,

○オL,-オ　ケ-ライルヨリモ　ヨ-o

お礼をくれられるよりもね。

○デすすデ　スミ青首ソ　盲-o

こうして出かけるんで,すみませんねえo
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のような言いかたが,めずらしくない。

説明の「ヨ」も,ふつうにおこなわれている。
ノ

○ダ丁ダ　セ-ッタ　ヨO

だめだって言ったよ。
__・・・・ t

は,県西部での一例である。 「首二マス　ヨ-。」 (そう言いますよo)という

のもある。

命令の「ヨ」も,よくおこなわれているo 「オ亭~㌃京 ヤッテ　ィキナ　ヨ。」

(お茶を飲んで行きなよ。)などとあれば,こういうのは,勧奨表現とされる。
ノ

「言いなさんなよ。」の意の「イワッシャンナ　ヨ。」というのも,県下に兄い

だされる。

さそいの「ヨ」,問いの「ヨ」,感嘆の「ヨ」もある。

※　　※　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「ナヨ」 (「ナ-ヨ」も)があ

り, 「ゾヨ」があり, 「カヨ」がある。 「カヨ」は,問いにも返事にも用いら

れている。 「ノカヨ」もある。

「ノヨ」があり(「ノ」は助詞系の文末詞),これが,問いにも説明その他に

も用いられている。つぎの二例は,県西部で聞いた,問いと説明との例である。

○下ヶ- イガイタ　ノヨ-0

(○○ちゃん,母さんは)どこ-行かれたのね?

○・.-I 。コ←エー　コトニ　ナッチャウ　ノヨ。

こういうことになってしまうんだよ。

「トヨ」もあり,県西部では,

○トーキョ-- イグダー　トコ.

東京へ行くそうだよ。

などとも言われている。

「テヨ」もある. 「ダヨ」(「ダーヨ」も)もある。

OTショ-　カテシテタ　ダヨ一。
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年をかくしてたよ。

は, 「ダヨ」の一例である。

東京都

はじめに,伊豆諸島を見る。

自己の意を言う「ヨ」が,つぎのようにおこなわれている。

mイマト　　　ナッチャヨ-

このごろと　なってはねえ。

これは, 『全国方言資料』第7巻の, 「東京都三宅村坪田」の条に見られるもの
ノ

である。諸島に,辞去のあいさつの「イロ　ヨ-。」などがおこなわれているo

(これに対する応答のあいさつは, 「イキ　言ここ」などである。) 『三宅島・御

蔵島方言全集』には, 「御免なさいとあやまるとき用ふ。」ところの, 「カソニ

ヨウ」などがある。
-- -　　　ー_ r　　　　　　　　　　　　-

○コリャ-　オレガダ　ヨ-.

これはわしのだよ。

は,大島での言いかたである。

mウラノー　　ヨコ　オジャラダヨ-

あれはまた　いい　ですよ0

は, 『全国方言資料』第7巻の「東京都八丈町中之郷」の条に見えるものであ

る。

説明の言いかたも,よくおこなわれている。新島のことばには,

○シソ喜一サマガ　オジャック　ヨ-0

先生さんがいらしたよ。

などがある。

命令の言いかたが,つぎのようにおこなわれている。

OJS-　ア奇才　ヨ。



第四童　ヤ行音文末詞　79

まあ上がれよ。

○コテ　テガTT二　ョンテ丁　キjF　ヨ。

この手紙を読んでくれろよ。

これらは新島での例である。大島のうちでは, 「こっち-来い。」と命令する時,

"喧嘩などの時のことば"では,

○コッテ-　亨ヤガンナイナヨ。　< 「専一ヤガンナイナヨ」の分別のしか

たがわからない。>

と言うよしである。 r-　青ヤガレo」の言いかたもあって上記の言いかたも

あるという。-``早く来い!何をうろ1-してるか!日との気もちである

という。おなじく大島で, 「こっち-来い.」が「コッ手工　盲イ　ヨ。」と言

われており, 「そんなにするな。」が「テニタニ　ラフナ　ヨo」などとも言わ

れている。 『八丈島三ッ根村方言集』には, 「ヒツカスルナヨ-　　忘れるな
ヽヽ_一

よの意。」の記載が見える。 『三宅島・御蔵島方言全集』には, 「カンベンシテ

クリヨ- (御蔵)御免なさいとあやまるとき用ふ.」の記載が見えるO金田一

春彦氏の「伊豆列島の言葉」 (『方言と文化』)には,利島での若い男女の会話

の,女性のことば,

ソレデ-　オレ-　ココダソッテ　モシー　イッテコ-≡-　「それで

は,私はここだから,あなたは,上まで行って釆いよう」

というのが見え, 「釆いよう」が「コ-ヨ-」とある。飯豊毅-氏が「八丈島

方言の語法」 (国立国語研究所論集1 『ことばの研究』)の中にあげられたもの

には, 「カシテクモ旦レ　ヨ互。貸して下さい,どうぞ。」がある。

たのみの「ヨ」もおこなわれている。

問いの「ヨ」が,大島では,
._.・・ I

oテ二シタ　ヨ-.

どうしたの? (女ことば"なめらかな言いかた")

新島では,

○オ丁㌻タンワ ドキー　イッタ　ヨ。
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お父さんはどこ-行ったの?

などとおこなわれている。

単純なよびかけ性の「ヨ」もおこなわれている。

八丈島に「ヨ-イ」がある.飯豊氏の先掲論文には, 「マケルナ　ヨ旦ィ。

負けるなよ。」が見える。 -「ヨイ」の形もおこなわれているらしい。早期の

方言調査物にもこれが見え, 『全国方言資料』第7巻の「東京都八丈町宇津木」

の条にも,

mガマソシャレヨィ。

精出して下さい。

(藤原注　途上,相手-のねぎらい)

が見えるO　同巻の「八丈町大賀郷」の条には「ヨ-イ」が見え, 「宇津木」の

条にも見え,同巻「東京都三宅村神着」の条にも,

m・・-・・-　ソソナコトワ　アレダカラヨーイ

そんなこと　　知らなかったから。

が見えるo (三宅島には, 「ヨ-イ」がよくおこなわれているらしい。)

※　　　※　　　※

伊豆諸島での, 「ヨ」に関する複合形の文末詞では,新島・三宅島などに,

「ナ-ヨ」「ナヨ」がある。大島には, 「ネ-ヨ」「ネヨ」がある0-「亨二ョ。」

と言うと,相手も「斉二ョO」とあいづちをうつのだというo

諸島に「カヨ」があり, 「ダヨ」がある。八丈島には, 「ワヨイ」もある。

mヲレア　イナイダヨ

おれは　いないよ。

は, 『全国方言資料』第7巻の「東京都利島村」の条に見える「ダヨ」である。

東京都の,旧東京中心の本土部を見る。

自己の意を言う「ヨ」,説明の「ヨ」がおこなわれている。

ココイラ　デ　ナクシタッテヨ　　こゝいらでなくしたとさ
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は, 『東京方言集』に見えるものである。

命令・勧奨の「ヨ」も,よくおこなわれている。

○イッテ　キナ　ヨ。

行っておいでよ。

は,やさしい言いかたになるものである。 「どうどうしろ　ヨ。」も,通用のも

のであろうO 『東京方言集』には, 「さうオフテ亭イヨoJ 「オヤソナサイヨ。」

などが見える。

「アノ　盲-。」(あのほら。)とか, 「どうどうして　喜一o」とかの,よびか

け性の「ヨ」の頻用のことは,あらためて言うまでもなかろう。ただし,この

「ヨ」ことばの戦後入来説,都外の地方から流入したと見る考えについては,

多少の考慮を加えたく思う。旧東京語で,念をおしたり強調したりする時に,

おもにおとなの男性などが, 「何々　言-ヨ。」とも言ったとすれば,この「ヨ」

と「アノ　盲-o」などの「ヨ」とは,あい近いo 「アノ　首-。」式の言いか

たが生起する地盤は,東京都内にもあったのではないかo 「アノ　盲-。」はど

の単純な言いかたの「ヨ」ではなくても,これに近い程度の「ヨ」は,どのよ

うにか,しぜんにおこり得ていたかとも察せられる。 (-関西の鳥取県因幡

域などでは, 「どうどうして　ヨ-.」のすなおな言いかたが,古来<早くから

しぜんに>おこなわれてきたらしい。)-よそから入来しなくても,本来,荏

在しきたった「ヨ」の,用法の転が,いつにても,しぜんにおこり得たことだ

ったろうと解される。

※　　　※　　　※

東京都本土部での, 「ヨ」に関する複合形の文末詞では, 「ノヨ」 「ワヨ」 「カ

ヨ」などが,比較的よく聞かれるものであろうか。 「ゼヨ」などもある。

「ワヨ」に関しては,稲垣史生氏の説もある。 (「"ござる"言葉考」 『放送

文化』第24巻第9号)

千葉県
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自己の意を言う「ヨ」が, 「アバ　ヨO」(さよなら。) 「ソ-　イッテ　ヤル

天　ヨ-。」(そう言ってやろう。)などとおこなわれているO 「何々だ　ヨ。」の

言いかたが慣用的である。

説明の「ヨ」が,

fダケン　　オラ　　　イチド　コ-ユー　コトガ　アックッタヨ

だけど,　わたしは　1度　　こういう　ことが　ありましたよ。

などとおこなわれている。 (『全国方言資料』第2巻　「千葉県安房郡富峰村

布良」)

○アソ盲ユ　ショッテ=二~　デ寺シタッケ　ヨO

あそこへしょっちゅう出たんですよ。

は,香取町で聞いたものである。 『千葉方言　山武郡篇』では, 「落チッよ」

「枯レッよ」 「来ルよ」などにつき, 「よ」を, 「断定ヲアラ-ス助詞」として

ある。

命令・勧奨の「ヨ」がよくおこなわれている。上の書, 『千葉方言　山武郡

篇』には, 「ニッタェよ　行け」「マカセタェよ　任せよ」などの「ヨ」につい

ての, 「命令ヲアラ-ス助詞」との説明が見える。本山桂川氏の『千葉県郡別方

言集　上篇』には, 「クックイヨ一　　食ひなさい」「ケヨ-　　食ひなさい」

(千葉郡) 「コオヨ　　来れ」 (東義飾郡)が見え,同車篇には,海上郡の「コ

ウヨ　　釆なさい」が見えるO「来い」の「盲-　ヨ」は,県下によくおこな

われているものかo悪罵の「キ寺ガL,ヨ」などもある。ていねいなものでは,

〇号-　ア斉フテ　ヨO

まあお上がりよ。

などがある。 「どうどうして　クレロ。」に対する「どうどうして　クンナ

ヨ。」が流布している。

○スヨ　イッテ　キヤッシェ～　ヨ。

早く行ってきなさいよ。

は,上総南部の,安房境近くでの一例である。
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さそいの「ヨ」もおこなわれている。

OTニ　イグべ-　ヨ～.

見に行きましょうよ(行こうよ)0

は,銚子で聞いたものである。

「京ニラロシキ　ショッテ　言-.」 (大ぶろしきをせおってね.)といったよ

うな言いかたが,県下のどこででも聞かれよう。

m・・- ・・オエネ-デヨ-

だめだぞ

(『全国方言資料』第2巻「千葉県安房郡富峰村布良」)などとあっても, 「ヨ

ー」は,同頬の「ヨ-」であろうO私は,安房近くの上総で,

olFデッ耳デ　盲一。

=左様である!"

というのも聞いたことがある.かんたんな言いかた, 「デモ　言-O」 (でもね

え。) 「テラ　盲-.」 (あらあら.)なども,県下でよく聞かれよう.

早くから,しぜんに,このような単純な「ヨ」がおこなわれてきただろうと

察せられる。 「いつもおせわになります。」の意で, 「イヅモ　オセワサマデス

ヨ一。」<アクセント失>と言っているのを,私は,銚子市内で聞いたことがあ

るが,このように自由につかわれる「ヨ」が,ことばづかいのはしばしで,め

けなく流用されれば, 「テラ　喜一。」などのようにつかわれることになろう。

「ヨ一。」と話しかけることは,けっして異例のことではあるまいo (「ねえ。」と

話しかけるのと同趣であるO)そのような「ヨ-」は,どこへ出てきてもよい

はずである。本県下の男女老若に,単純よびかけ性の「ヨ」がよく聞かれる。

-小学生たちに,この種の「ヨ」のさかんなありさまを見ていると,このこ

とばづかいのしぜんさもわかれば,また,このことばづかいの生きのよさも,

よくわかるような気がする。

感嘆の「ヨ」もおこなわれている。

※　　　*　　　*
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本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「ナヨ」「ナ-ヨ」があり,

「ネヨ」「ネ-ヨ」があるo「カヨ」がよくおこなわれている。 「ケヨ」もあるo
ノ

〇才←　ソケヨ。

いいんかい? (いいんですか?)

などとある。 「ノヨ」もある。 「ダヨ」もある。 『全国方言資料』第2巻の「千

葉県香取郡小見川町神里」の条には,

∽オテントサマ　シッコンダダヨ

お日さまは　　引っ込んだんだよ。

などとある。

『千葉方言　山武郡篇』には, 「釆ルつよ-　　来るさうな」 「死ンダつ-よ

死んだとさ」などでの「つよ」が見え,また, 「イ-つてよ　　善いとさ」な

どの「てよ」が見える。 「ワヨ」複合形もある。

千葉県下に関して補説してみたいことがある。上総東南部では,

○テラダ　芽二。

何だえ?

○アンダ　芽-.

何だよ?

などの言いかたを聞いたことがある。 「アンダ　*I←o」とともには, 「アンダ

言-。」が示された。こうあわせ示されてみると,私どもには, 「オー」が

「ヨ-」の転靴と思われてこないではない. -じっさい,そのよ　うな転もあ

り得たことではなかろうか。 (なお,この地方では, 「何だよ?」の意の,

「テブダイ　言-O」も聞かれたo)銚子方面にも, 「アンダ　芽-。」のような

言いかたがあるという。

ひるがえって,中部地方のことであるが,長野県西北部では,

○-・- I,ナンダオ, -　　。

・,なんだよ, -　　。
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の間投句を聞いたことがある。 「ナンず　ォ」の「オ」がまた, 「ヨ」に該当

するもののようである。

埼玉県

自己の意を言う「ヨ」が,
ノ

○シンナイ　ヨ。

知らないよ。
_　　s

のようにおこなわれているo 「さよなら。」の「アバ　ヨ。」も,県下によく聞

かれるものである。

説明の「ヨ」も,ふつうによくおこなわれている。 「何々ダ　ヨo」「何々デ

ス　ヨ。」の言いかたも多い。

/・　-・・ -～　キチャ　ネ-シヨ

もう　来手は　ありませんしね。

は, 『全国方言資料』第2巻の「埼玉県秩父郡両神村」の条に見られるもので

ある。

命令・勧奨の「ヨ」が,

○シフテヶ　言-0

しめて行けよ。

○イッショニ　イカッセ　ヨ一。

いっしょに行きなさいよ。

のようにおこなわれている。 (これらは,東部での事例である。) 「来い。」と命

令するのに, 「コ-　ヨo」とも言っている。

○-4?　オキ盲　ヨ-O

早く起きろよ。

これは,県西,秩父地方での一例である。

問いの「ヨ」が,
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○ドコイ　イッタンダ　ヨ-0

どこ-行ったんだ?

のようにおこなわれている。

単純よびかけ性の「アノ　言-。」式の「ヨ-」は,本県下にすくないので

はないか。

「ヨ」に相当する「ヨン」が,秩父地方にある。 『秩父の伝説と方言』には,

「きょうは都合でイガネ-ヨン」とある。

※　　　※　　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には,まず, 「ナヨ」 (「ナ-ヨ」も)

がある。 「テヨo」のセンテンスが単独におこなわれてもいる。 「ネヨ」 (「ネ-

ヨ」も)も,県下に見える。 「ア71「看-ヨ.」 (あのね。)などと言っている.

「カヨ」「ガヨ」「ノヨ」などがある。また,白ヨ」がある。 「ダヨ」があ

る。

/蝣　=-・クロク　ナルノ-　マッテルダヨ

黒く　　なるのを　待っているんですよ,

ほ, 『全国方言資料』第2巻の「埼玉県秩父郡両神村」の条に見える。

群IEI皇

_　　ノ
自己の意を言う「ヨ」が,「アバ　ヨ。」(さよなら.) 「ツマソティ　ヨo」

などとおこなわれている0 -「ヨ」が「ヨ-」にもなっている。

説明の「ヨ」が,
._-..・ .

〇六ど　こビ.ここビガ　イタ　ヨ-。

-びへび!　-びがいるよう。

などと,広くよくおこなわれている。 「(一ダ　ヨ」の言いかたも多い。

命令・勧奨の「ヨ」が,

○ウすす~二　ョ。
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(試験を)お受けよ。

のようにおこなわれている。噌轟幣方言靴語翌』には,

きいよ(句、) 「釆なさい」といふべきにいふ靴りなり。児童に多く使用さ

る。

との記事が見える。この地方に,動詞連用形利用の勧奨表現法が,よくおこな

われているか。 『全国方言集』には群馬県の「コ-≡-　釆なさい」が見える.

『佐汲方言之研究』には, 「早くケレヨ」などが見える。

単純よびかけ性の「ヨ」は,本県下でも,さほどにはおこなわれていないの

か。「だれだれさん　ヨ。」などはともかくとしてである。

※　　　※　　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, (「ヨナ」もよくおこなわれ

ていて), 「ネ-ヨ」「サヨ」「ンヨ」「トヨ」「ツ-ヨ」「モンヨ」などがある。

○ビョ-キン　ナックンダ　ツーヨo

病気になったんだってよ。

紘, 「ツ-ヨ」例である。

栃木県

本県下では,自己の意を言う「ヨ」が,
ノ

○ア-,イッテ　ヤル　ヨ。

ああいいとも,行ってやるよ。　　(老男一一藤原)

のようにおこなわれている。

説明の「ヨ」が,

○ミテサンガ　シンヌィシテ, キテ　クレマシタッ ク　　ヨ。

みなさんが心配して,来てくれましたよ。

のようにおこなわれている。 「′′--一ダ　ヨ」の言いかたも,よくおこなわれて

いる。
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命令の「ヨ」が, 「クイ　ヨ。」(くれろ.)「自分自分の　イテンワ　フ丁百

~~言。」 (自分自分の意見は述べろよ。)のようにおこなわれている。 - 「ク

イ　ヨ」の言いかたは,県下にかなりよくおこなわれているのか。「来う　ヨ」

の言いかたもある。

さそいの「ヨ」が,
ノ

○インべ。イン三　言-.

行こう!　行こうよ。

のようにおこなわれている。

単純よびかけ性の「ヨ」が,本県下では,前二県下でとは異なり,ややよく

おこなわれているのか。

○アンテ丁ラトモ　イェネ-シ　言-o

兄さんとも言えないしねえ。　　(老女・・-1-中男)

は,県北,黒磯町で聞いたものである。

※　　　※　　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「カヨ」 「ノヨ」 「テノミヨ」

「ワヨ」などがある。

: XiiiW

自己の意を言う「ヨ」が,

○ソンナ　ゴタ-　アリャン右手　ヨ-o

そんなことはありませんよ。

のようにおこなわれている。 (上のは,県北部域での一例である。)

説明の「ヨ」が,
ノ

○シンシェキナンデス　ヨ。

親戚なんですよ。

のようにおこなわれているo (これは,県南西辺での一例であるO) 「′一、-ノダ
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ヨ」の言いかたもさかんである。

○　　イッテ丁斉盲二

一行ったんだよ。 し幼女I--老女)

ほ,県北での幼女発言例である。

命令の「ヨ」も, 「コ㌃クrt7　ヨ。」(これくれよO)などとおこなわれて

いる。

さそLTの「ヨ」も,

子‥　・イッテキテ　モラーベヨ

行って来て　もらいましょうよ。

のようにおこなわれている。 (『全国方言資料』第2巻「茨城県新治郡葦種村」)

単純よびかけ性の「ヨ」が,かなりよくおこなわれているのか。上の「葦穂

村」の条には,

f・-　-　ヨ-ス　ミデクベド　　モッテヨ-

様子を　見て　来ようと　思いましてね。

などと見える.人によびかける「言-」はもとよりのこと, 「どうどうして
____  .--・・・ I

言-o」「何々だから　言-o」「ラブ首-oJ「ソレニ　ヨ-。」 (それにね。)

などと, 「ヨ」が頻用されているおもむきである。千葉県下での,単純よびか

け性の「ヨ-」の盛行についで,本県下でのこのような状況が認められるのは,

興味が深い。 -関東のこういう状況が,東北地方の内部にたどられるのも,

興味ぶかいことである。

※　　※　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「ナヨ」がある。長塚節氏の

『土』にも,これが見えるか。

○テ二才ッァ　寺タ,オッテ㌻三~チョイデ　テヨ。

そいつはまた,おっちょこちょいでねえO　　(老男一一・中男)

紘,県南西辺での一例であるO 「ナヨ」が「ナ-ヨ」ともある。 「高手亨　ナ
ノ

-ヨO」などo 『全国方言資料』第2巻の「茨城県新治郡葦種村」の条には,
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子・--・・ナンダガナヨ

どうですかねえ。

とあり, 「ガナヨ」が見える。

「トヨ」がある。

○ヒトリデモ　ヨゲガ　エ-　トヨ-0

-人でもよけいがいいんだってよ。

は,県北での一例である。 「テヨ」に相当する「チヨ」も見られるo

「ワヨ」もある。

関東の, 「ヨ」生息のもっともしぜんな状態につづいて,東北地方の「ヨ」

の世界がひらけている。

九　東北地方の「ヨ」ほか

福島県

自己の葛を言う「ヨ」が,

○イ耳アヤ. キ〔kGi〕ノドク〔ti〕シ〔日夕　ヨ-0

いえいえ。きのどくでしたわ。　(中女　電話)

などとおこなわれている。

説明の「ヨ」が,

○コンゲツ〔ti〕

ノ

イッパイダ　ヨO

(申しこみは)今月いっぱいだよ。

などとおこなわれている。

命令・勧奨の「ヨ」が,よくおこなわれている。
_　　y

Oモッテ　コイ　ヨ。

持って来いよ。
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-　　//＼　一

〇ソーダガラー,ヤンナ　ヨ-.

そうだから,するなよ。

などは,会辞内の例である。 『全国方言資料』第2巻の「福島県阿沼郡勝常村」

の条には,

fア-　セ-フロ　　--ツテ　マ-　マンマ　--　シッセ-ヨ　マンマ

ああ　すえぶろに　はいって　まあ　御飯に　　　　しなさいよ。御飯を

カシェ-

お食べなさい。

というのが見える。 『福島県方言辞典』には,

「呉れる」と言ふ動詞の命令形にはクロ・ケロの外にクイヨとヨを使用し

て屠る地方もある。

との記事が見える。 「クイヨ」は, 「クエヨ」に近いものでもあろう。 「来う

ヨ。」との言いかたもあるか。

問いの「ヨ」が,

○ドIiサ　イン亨手フダ　言-o

どこ-"行かれるんだ"ね?

などとおこなわれているO 「ド首肯　イ諒丁ダ　言-。」も,上のとともに,

やさしい言いかただという。"「ヨ」がつくから上品になる。""「ヨ」とか「シ」

とかは敬語をふくんでいる。"とあった0 -上二例については, "女ことば'

との説明もあった。

単純よびかけ性の「ヨ」に関しては, "福島では「ヨ-」は言わぬO　米沢の

人が「アノ　ヨ-。」と言うと,いやな感じがする。"と説明する人があった.

私が,会辞のことばを,放送のうえで聞いたのには,

○オ丁　力言-O

わしかね?

などというのがあった。のちに述べるように,山形県下には,単純よびかけ性

の「ヨ」がさかんである。そのほうに関連する地域の福島県西部には,やはり,
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単純よびかけ性の「ヨ-」があるのか。

それにしても,福島市方面などに,茨城県下北部のにつづく,単純よびか

け性の「ヨー」のないのは,考えさせられる事態である。

※　　　※　　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞では, 「カヨ(ガヨ)」がさかんで
=　　容ら

ある。 「ソ-　ガヨ-O」 (そうかい。) 「イ有言-　ガヨ。」 (行かないか。)など

と言っている。 (いずれも会津例である。)

「ノヨ」があり, 「ダヨ」がある。 「ワイヨ」 「ワヨ」もある。

宮城県

自己の意を言う「ヨ」が,
_　　y

:　　　　.　' ii

わしは知らない歌はないよ。

などとおこなわれている。

説明の「~ヨ」が,

○ス〔ii〕市ヶソノ
漢il己

イズ〔ti〕モ。ト-ホク〔ii〕ト　ソックリダ　ヨ-O

島根県の出雲。これは東北とそっくりだよ。

などとおこなあわれている。

命令・勧奨の「ヨ」が,
=　器ら

・蝣　　　I　　　∴ 、

さあ起きろよ。

○オツ〔ii〕カイニ　イガイン　コ-o

おっかいに行きなさいよ。

などとおこなわれている。土井八枝氏の『仙台の方言』にも,勧奨の「ヨ」の

好例が多く見える。

宮城県地方には,単純よびかけ性の「ヨ」のおこなわれることがないのか。
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これは,福島県東部での状況によくつながる状況のようである。

複合形についても,今は,言うべきものを,私はほとんど持っていない。

山形県

m容ら
自己の意を言う「ヨ」が, 「アン/ミイ　ヨ-O」(さよならねo)などとおこな

われている。 『山形県方言集』には,

くわぶんよkwabun-yo　形容詞　有がたう　庄内　此間はくわぶんよ。

(此の間は有難たう。)

との記事が見え, 『全国方言資料』第1巻の「山形県東田川郡黒川村」の条に

は,

′アシタヨ

さようなら。

mンダバ　　ナントモヨ-

それでは　どうもありがとう。

というのが見える。

説明の「ヨ」もおこなわれており,命令・勧奨の「ヨ」もおこなわれている。

『荘内語及語釈』には, 「よ　ようと長音にも言ふ。命令法叉は下に命令法

を略した語,文は教訓的の語につく。」とあり, 「早くえって釆えよ」 「大人し

ぐしんだよ(大人シクスルンダヨより更に謙遜)」などの例が見える。

さきにふれたように,単純よびかけ性の「ヨ」が,本県下によくおこなわれ

ているO 「あそこの村で　言-。」,これは,男性が校長さんに語ったことばで

ある。人々の会話を聞いていると,県下の方々で,指定断定助動詞の「ダ」と

単純よびかけ性の「ヨ」とが,よく耳につく。
-　-__　　　　　　.I

Oイグlti〕ドモウンダーoイッ斉ラ　喜一。

行くと思うんだ。行ったらねえ。

などと話されていく。県中央部の小学校五・六年生男子が放送でアナウンサ-
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に答えたことばから「ヨ」例をひくならば, 「イェノ　ナカニワ　盲-.」(家

の中にはねえ。) 「ボクノ　ウチデワ

〔i〕　シポッテ

ヨ～O」 (ぼくのうちではね。) 「チ〔i〕テ

言-。」 (乳をしぼってはれ)などがある。 『全国方言資料』

第7巻の「山形県東田川郡朝日村大鳥」の条には,

)7tドーー1-

どうも。

というのが見える。米沢近在の例は,

○ナニ〔i〕モ　デキ〔kci〕ナイデ　言-.

何もできないでねえ。 (もてなしについての謙辞)

などである。

※　　※　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「ナヨ」 「カヨ(ガヨ)」 「ノ

ヨ」「トヨ(ドヨ)」などがある。

秋田県

ノ

自己の意を言う「ヨ」が, 「アバ　ヨ-。」(さよなら。)などとおこなわれ

ている. 『秋田方言』には, 「えーたんばよ(逮) 〔仙〕いいことよ。」とあり,

「さう馬鹿にするならえーたんばよ。」とあるo

説明の「ヨ」が,
._-・・ 1

○-ル〔ii〕モ　キ〔kGi〕レダス〔ii〕ヨ-o

(このお庭は)春もきれいですよ。

などとおこなわれている。

命令・勧奨の「ヨ」もおこなわれており,問いの「ヨ」もおこなわれている。

単純よびかけ性の「ヨ」が,本県下にもまた,かなり見られるのかo田沢湖近く

で私が経験したものは, 「寺ユニ〔i〕モ　ヨ-O」 (前にもね。)<「ね」と言いなお

すほどでもない「ヨ」か>> 「ヤ丁盲二ト音㌻テモ　ヨ-.ソ言亭　イ万言二　ヵ
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亨すヮ　言-。」 (やめようと思ってもさ。そこに行かないかぎりはさ.) (育男

間)などである。

※　　※　　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「カヨ(ガヨ)」 「トヨ(ド

≡)」「ワヨ」などがある。

注意すべきものに,県南,横手で聞いた「アブ㌻　ショ。」(あのね。女性に多

く聞かれることばか。) 「ナンニ〔i〕ソ　ショー.」 (なんですか。) 「ナン京㌻　ショ

-.」(‖いかほどですか。=)「ショッ　言フ　ショ。」 (‖塩のことですO")など

がある。 「ショ」は, 「シ′」と「ヨ」とに分析しうるものではないか。前者は,

「モシ」の「シ」であろう。 -それゆえ, 「ショ」がていねいな言いかたに

なるのであろう。 「シ′」に「ヨ」がそわって,やがて「ショ」の完態ができた

のか。

岩手県

自己の意を言う「ヨ」,説明の「ヨ」がおこなわれている。
一l

oことばは　イテ　ナッテル　ヨ-o

ことばはよくなってるよ。

は,八戸市での一例であるo

命令の「ヨ」も問いの「ヨ」もおこなわれている。

単純よびかけ性の「ヨ」が, 『全国方言資料』第1巻の「岩手県胆沢郡佐倉

河村」の条には,

′-　-　-マ　ソー　ワレマステ　　ムスコニヨ

いま　そう　言われますよ　むすこにね。

などと見える。

※　　※　　※

本県下の, 「ヨ」に関する複合形の文末詞には, 「ノヨ」などがある。
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宮城県下でも本県下でも, 「ヨ」は,さして強勢のものではなさそうである。

本県下にも,単純よびかけ性の「ヨ」は,すくなめなのではなかろうか。

青森県

自己の意を言う「ヨ」が, 「ワガン貢二　ョ。」 (わからないよO)などとおこ

なわれている。 "「ヨ」は女性に多い。"と言う人もある。津軽・ 「南部」の両方

に, 「ヨ」がよくおこなわれている。

説明の「ヨ」が,

○サ盲ラ　すヶデス　ヨo

叫ぶわけですよO　　(中男一一-藤原)

などとおこなわれている。

命令の「ヨ」が,
I　　　ノ

○-ヤグ〔ti〕モドレ　ヨ-0

早くもどれよ。

などとおこなわれている。諸県のはあい,一々ことあらないできているが,

「命令」には,禁止命令もふくまれることである。なお, 「命令」とてし_、ねいな

命令「勧奨」とは,しぜん,あいともなうものである。
__ノ　　　　　　　　　　　ノ

○イロ　コ。チャント　シ〔i〕ロ。

いろよ。ちゃんとしろ。　(老女I--幼孫)

紘,いわゆる「南部」の南方でのものである。

問いの「ヨ」もおこなわれている。

単純よびかけ性の「ヨ」が,県東西に見られる。 『津軽方言えはがき』第-

韓には,

正吉「ホンダ,アレ, -ンダバ,　マガ-ルパテヨ」

そうだ,あの子がいゝなら,まかせるけれど

とのことばが見える。
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Oキョ言ンワ　ヨ-oナ-0

去年はさ。ねえ。　(中男)

は,弘前弁での一例であるOいわゆる「南部」の南方での実例は,

○ティダッ盲テ　ヨ。

問はよo (田のうねとうねとの間の話し)　(中女-ナ藤原)

である。この地方に,単純よびかけ性の「ヨ」が,よくおこなわれている。

津軽に, 「ヨ」相当の「ヨン」もあるのか。

※　　※　　※

本県下の・ 「ヨ」に関する複合形の文末詞には,一つに, 「ヤヨ」がある。『青

森県五戸語尭』には, 「ヤヨ」についての,

感動または強男の助辞o目下に用いる.まるでいいヤヨ(とてもよいよ)0

蜜柑が一、うま-ヤヨ(蜜柑がうまいよ)0

との説明が見える。

「サヨ」もある。

「カヨ」があり,また, 「ダヨ」がある。

○ソソず　ダヨ.

そうなんだよ。

は,弘前弁での一例であるO

十　北海道地方の「ヨ」ほか

広汎な北海道域のことである。私は, 「ヨ」に関しても,この地域のどれほ

ども,明らかにし得てはいない。以下には,諸文献を参酌しつつ,いくらかの

説明　試みて・ -,-t-""I。

一般的に言って,自己の意を言う「ヨ」,説明の「ヨ」,命令の「ヨ」,問い

の「ヨ」,単純よびかけ性の「ヨ」などのおこなわれているのが認められるよ

うである。

自己の意を言う「ヨ」が,
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i:くe:

○シツガツゥヌィ　ネ　サンカイモ　トレバ　ェ-ホ-ダ　ヨ.

7月にね,三回も昆布を採ることができたら,いい方だよ。

(上例は,小野米-氏編『礼文島言語調査報告』による。)

のようにおこなわれている。 『言語生活』第三十五号の「全国珍語奇語集」に,

石垣福雄氏が北海道のものを寄せられているのには,

「笑うなってゆったってお前の顔見だら,笑ワサッテしょうがないよ」

がある。 『全国方言資料』第1巻の「北海道松前郡福島町白符」の条には,

/　　　オレンチ　　　　ジジー-ノ、　　ツイテクルンダヨ

わたしのうちの　じいさんならば　ついてくるよ。

というのが見える。 『北海道方言集』には, 「ええべよ　　良いでしょう」が

見え・'-)1

0ヤグ/ミノ　ウユニ　アル　クケ-ヤマ　アッ　ベヨo

役場の上の方に,高い山があるだろうよ。

紘,小野米-氏編『北海道漁村方言の研究-南茅部のことばと生活-』に見え

るものである0 -これは,渡島半島東端部のことばである。

説明の「ヨ」が,

○マグ首トrJルヨ。

マグロがとれるよ。 (これも,上掲書に見えるものである。)

のようにおこなわれている。鈴木淳一氏教示の十勝地方での例は,

○セソセイ　イラッシャッタ　ヨ。 (センセイ　キク　ヨ。)

などである。

命令・勧奨の「ヨ」が,

○シ′ッカリ　ペンキョー　シナサイ　ヨ。
ノ

○シッカリ　ペンキョ-　ヤL'　ヨ-o

oシッカリ　ペンキョ-　スiL,ソダ　ヨ。

などとおこなわれている。 (これは,鈴木氏教示の稚内での実例である。)

問いの「ヨ」が,
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0ォ寺言,ラリョク　ナン京　ヨ-。

おまえは視力はいくらだい? (これは, 『礼文島言語調査報告』に見

えるものである。)

などとおこなわれている。

○ダレモ　イナカッタッショ　盲-o

だれもいなかったでしょう。　　女性

○ダレモ　イテヵッタ天　ヨ.

だれもいなかっただろう。

などは,鈴木淳一氏教示の,函館市のものである。推量の問いである。

単純よびかけ性の「ヨ」の例としては, 『全国方言資料』第1巻の「北海道

美唄市西美唄山形」の条の,

f一・・一　マダ　ツギノ　シ-ヨ・-

まだ　次の　　日にね

などを見ることができる。

※　　　※　　　※

北海道での, 「ヨ」に関する複合形の文末詞を見るならば, 「ヨ」の前置され

る「ヨナ」などもよくおこなわれており, 「ヨネァ-」などもある。 『礼文島

言語調査報告』には,

○サ青ニ　イッテラダ　ヨ貫首-0

さきに行ったんだよねえ。 (45女一一I--55女)

というのが見える。

「ヨ」の後接するものに, 「サヨ」がある。

〇才マ　下-ロ　貢-　サヨO

いま道路がないさ　　　(80女一一一25男)

紘,おなじく『礼文島言語調査報告』に見えるものである。

「ノヨ」がよくおこな`われている。

○オメ　下コ　イク　ノ盲-0
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0オメ-,下コサ　イク　ノヨ-o

お前は,どこへ行くのか。 (-=「サ」という方向を現わす助詞は老

人に多い。"という。)

は,鈴木氏教示の小樽ことばの例であり,

○オマ-　ドコイ　イク　ノヨ-。　(男)

は,同氏教示の稚内ことばの例である。なお,氏は,

○ドシテ　ノ盲-0

どうしたんだ。　(男)

を,函館市ことばでの実例としていられる. -女性は, 「ドシテ　7-0」

であるという。

「トヨ」もおこなわれている。 「ドヨ」ともある。

○すT-　アッすドヨ-0

漁がたいそうあったんだってさ　　(47歳男-ケ50歳男)

は・小野米-氏編『北海道奥尻島方言の研究』に見えるものであるo・ 『北海道

風土記　童戯と方言』に, 「だ埠だどよ　だめですよ」が見える。

「テヨ」もおこなわれている。

○コーツーラコ　オ言シタンダッ　テ盲-.

交通事故をおこしたんだってよ　　(53歳女I-一夫)

は, 『礼文島言語調査報告』に見えるものである。

十一　おわりに

以上が,全国状況の-概括である。

それにしても,文末詞「ヨ」の用法のかなり多面的であるのが,よく認めら

れる。本来,純粋な,感声的な文末詞であるがゆえに,人々の言語生活にあっ

て,その用法は,自在に,多角的なものとされているのであろう。

諸用法中, 「単純よびかけ性」とも称してきたのは,一つの注視すべきもの

であるo近来の「あの　言-.」「どうどうして　盲-。」などの言いかたは,
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ときに,人の響盛をかうようでもあるが,静視すれば,これは, 「ヨ」文末詞

利用の基本的なものである。 「ヨ」は,もっとも単純にこのように用いられる

ことを,ゆるしていよう。さればこそ,東京方面にはかかわりなく,国の諸地

域に, 「あの　喜一O」式の言いかたがおこなわれている。私どもは,山村の老

翁などに, 「こうして　喜一。そうして　言-。」といったような,やわらかな

表現を聞いて,しばしば, 「ヨ-」のよびかけの美しさを感得する。-「竹市」

という名をよぶのに, 「竹市　ヤ。」「竹市　ヨ。」などと言う。こういう「ヨ」

にならんで, 「あの　ヨ-。」などがあるとも言えるo

地方の方言に見られる諸種の文末詞を,その表現例にしたがって,いわゆる

共通語に言いなおそうとすると,適切なことばが見つからなくて苦しむことが

多いoそういうさい,とかく, 「何々ですよ。」などと,共通語の「よ」におき

かえてやむことが,すくなくない。そういう時,私は, 「よ」はずいぶん便利

なことばだなとも思う。方言の「ヨ」に直結した共通語の「よ」には,重厚な

用法があるとも言えるのか。

複合形「ナ-ヨ」「ネ-ヨ」などに関しては,方言によっては,人が,日子ど

もがちかごろさかんにこれを言う."などと説明している。 =「ナ-」「ネ-」に
ノ

「ヨ」をつけたのだ。日というのである。 「アサ寺-　ナ-ヨ。」などで, 「ナ-」

に「ヨ」がつけられたのだとすれば,子どもたちは,あらたにその共通語知識

をもって, 「ヨ」をこのように運用したというわけであろうか。共通語の「よ」

は,利用はばの広いもののようである。

それはそれとして,諸方言上に隆盛な「ヨ」が,容易にはその勢力を減じる

はずもないことは,明らかであろう。

上釆の「ヨ」の用法に関しては,かんたんに, 「自己の意を言う『ヨ』」とか「命

令の『ヨ』」とかの言いかたをしてきた。くわしくは,たとえば,問いの「ヨ」な

らば, 「問いの表現を完結させる効果の『ヨ』」とも言うべきであろう。

なお, 「命令」の「ヨ」については,つねに,ていねいな命令(勧奨)が,あわ

せ考えられできた。また, 「命令」には,禁止命令をも,当然のこととして,ふく
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めたしだいである。

第四節　「-」の属

-　はじめに

ヤ行者文末詞の中に, 「-」文末詞を摂することについては, 「第四章　ヤ行

音文末詞」の「第一節　総　説」でふれるところがあった。文末詞「-」は,

じっさいに, 「イェ」 〔je〕と発音されることも多かろう。 -地方にもよるこ

とである。単純に「-」 〔e〕と発音されているとしても,今は,便宜的に,

これをヤ行音文末詞の中に包摂する。

中国山陽路では,だいたい, 「-」文末詞をおこなうことがないのにちかい
器!　　　　　　■害ら

けれども,聞きかえしの返事ことばには, 「エー。」ならぬ「イェ一。」がある。

(老人のことばである。今日は,もはやこれが聞かれにくくもなっているか。)

これをたよりにしても,私どもは, 「-」文末詞をヤ行音として見ることがで

き-(Oか.

いずれにもせよ, 「-」が,感声的な単純文末詞であることは明らかである。

この点で-つつけそえておきたいことがある。 -ワイでの土地英語では, 「さ
_t・ -

よならO」にも, 「ノミイバイ　エー。」などの言いかたがなされているという.

「ェ-」は,自然音的に成立しているものであろうかO 「-」感声は,人間自然

のものかと思われる。 (これがまた,日本語での, 「-」の生活では,前後関係

のもとで,しぜんに, 「イェ」ともなっていよう。)

「ェ」文末詞と,次節にとりあつかう「イ」文末詞とをくらべれば,各母音

の広狭の相違にかかわってか, 「-」のほうが,相手の気をひくことがつよい

と見られる。 「そう　カイ?」と「そう　カニ-?」とをくらべて見てもよいO

(このばあい, 「カイ」は一体の文末詞とされるものではあるけれども。) 「-」

は,独自の文末詞として認出されやすいものである。
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二　両島地方の「エ」はか

高橋俊三氏によるのに,与那国島の比期方言では,
__--.. <

○ンディトウル　下寺㌻トゥドゥ　アン　ガェ-O

あなたのランプは上等だね。　(壮女-→初老女)

などの言いかたがなされているという0 -日意向を尋ねたり,同意・同感を

求めたりする表現日であるというoこの例の, 「ガエー」の「=-」は,ここ

にとりあげてよいものであろうか。

生塩睦子氏がかつて教示せられた,沖織伴性島の方言文例には,

Oha石云Ja蒔:O (いいにおいだネェ-)

などがあるoここには, 「イェー」が認められるo

私が,かつて,沖永良部島の人から聞き得た方言文例には,

○ワテ言　ヤーチ　ゥモーチ　タ京丁　テニー。

私のうちへいらしてくださいますか。

などがあるOこの「ウニ-」は何であろうか。 「うち-来てくれるか。」との言

いかたは, 「ワテ言　ヤテ　チュ一　万二一。」と言われているo rおまえはす

Lを食うか。」の,

○ウテ　スラ　ヵミ　ニー。

○ウテ　スラ　ヵミュ　予言-0

も聞かれた。

三　九州地方の「エ」ほか

鹿児島県下の種子島には,そんなにしなさいますな,との禁止の言いかた,

○サーン　シモ-スナ　=O

があるO 「あけなさんな.」には「アケモースナ　-。」の言いかたがある。

『大隅肝属郡方言集』には,

イカナエ-　案外なといふ意で,老婦人など之を用ひてゐる.イカナマ



ill!!

ツとも云ふO

とある。

『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県熊毛郡南種子町島間中平山」の条には,

fオイ　ソ-ジャラ-

ああ　そうですね。

との言いかたが見え,また,

f・・-・ ・タイチェモ　ウレシカソローガユ-ン

とても　　　うれしいでしょうが。

との言いかたも見える。 「エーソ」の形が注目されるo

複合形の「カニ」 「ガ-」のあることが,やはり『全国方言資料』第9巻の,

「鹿児島県熊毛郡上屋久町官之浦」の条や, 「南種子町島間中平山」の条に見

られる。

「-」は,このように九州域にも見られて,以下の諸県下に,順次,これが

たどられる。

宮崎県下では,まず,問いの「-」が指摘される。 「ね」や「よ」と言いか

えてもよい「-」が認められるo県中部,児湯郡下での一例には,橋口巳俊氏

Wffl謝り

〇二才-コツ.テ~貢;~チャッタ　エー.

ほんとうに。大変だったねえo　　(老女一一一中男)

がある。橋口氏は,この文例について, "落着いたしみじみとしたものいいで

ある。"と言われる。

複合形に「カニ」があり,問いや命令,あるいは抗弁あるいはあきれの気も

ちの表現などに用いられている。橋口氏教示の,

○シトトリ　オミ　ムン　カエーO

大変重いもんだなあ。　(老女　-青女)

は, -=詠嘆的な気拝を述べたものである"0 「トカニ」の形のものもあるo 「ツ
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カニ」というのもある。 「ツ-」もある。

「ノ-」もあるか。岩本実氏は「日向の高千穂方言」で,

文末にくる疑問辞として「ノ-」と「ノカ」とを敬意差をつけて区別して

いるのも面白い。例えば,アルノ-は丁寧で,アルノカはぞんざいな言い

方なのである。

と述べていられる。 「ノ-」は女性に聞かれがちか。

延岡では,かつて, 「ワニ」を聞いたことがある。多少ていねいであるとの

ことだったo 「ワニ」の「-」は,いま問題としている「-」であろうか。

(「ワイ」が「ヮ-」になることもあり得よう。)

熊本県下には,さそいや命令の「-」が見られ,また,単純に「よ」と言い

かえてよいような「-」も見られる。

○オッ首サン　-盲二　メラバクテ-　エO

お母さん,早くごほんをたべようよ。

は, '熊本市南郊でのさそいの「-」の例である。

能田太郎氏の『肥後南ノ関方言頼集　用言篇』 (『方言と土俗』第四巻第八号

昭和8年12月)には, 「-」についての,

専ら老人(男女共)の幼者に対する命令で親愛を衷はすに用ひる, (例)

H行きなはんな- (お行きでないよ)c H*なはり- (お出よ)O仁)勉強し
ヽー

なはり- (おしよ)0
OB>ら

との記事が見える。

本県下の, 「-」に関する複合形の文末詞には, 「ナン-」「カニ」「クエ」

「/ミイ-」「バ-」などがある。 「ナン-」は,私は,天草下島で聞いたo

Oドケ　イ-タ'ナンエーO

どこ-行ったのね。

などとあった。 『全国方言資料』第6巻の「熊本県上益城郡浜町」の条には,
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mソルバッテン　て-　ハテクケン　　シアワセクエ

それでも　　　まあ　終わったから　しあわせだよ。

とある。この「タ-」は, 「タイ」と「-」とのむすびあったものであろうか。

『全国方言資料』第9巻の「熊本県本渡市佐伊津」の条には, 「バイイェ-」

「/ミイ-」 「ノミエー」が見える。私が,佐伊津で聞きとめた「/ミニ」の一例は,
.Ill/I

oホデフ　ァ貢二≠/ミッ首.)オルト,セソセイカラ　オ言テレル　バエーO

そんなにあそんでばかりいると,先生に叱られるぞ。 (五十歳代男)

で,-fr'ii-

長崎県下では,まず,問いや命令の「-」が注意される。 「来い」と命令す

る時も「来いエー」とあり,また, 「釆う--」ともあるO

『全国方言資料』第6巻の「長崎県北松浦郡中野村」の条の,

fソッシェッテ　ヨシェ　イクトキネヤ-エ

そして　　　　よそ-　行くときにはね,

では, 「ユ」が「ね」と言いかえられている。 『壱岐島方言集』には,

アヨ江-　　いかにも然であるかと感歎して発する言O 「イカナ江-」と

も云ふ。 (農村)

との記述が見える。 (「江」は〔je〕音であるという。)

県下の複合形には, 「ナ--」があり, 「タイ-」「タ-」があり, 「ト-」

「ッ-」があるO『壱岐島方言集』には, 「--　Jカクルモンナ-i.(-・-・ ,

書けるものか。)」も見える。 『対馬南部方言集』には,

「さうしてナスェ-」は「さうしてねえ」に当る。

との記事が見える。 「ナスェ-」は, "目下の人に対してねえという時。"のも

のであるという。

佐賀県には,問いの「-」があり,命令表現をささえる「-」があり,ただ

に「よ」と言いかえてよい「-」がある。
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○オ貢二サンバ ツレチ　キテン　-0 -ヨ。

お母さんをつれてきてごらんよ。早く。　(老女・一・一一青女)

は,岡野信子氏教示の唐津市神集島での命令表現(-勧奨表現)のはあいの

「-」である。

○ヒ言二幸ラー　了F㌻二　ェ-0

飛行機が飛んでいるよ。

ほ,佐賀市西北郊の「よ」と言いかえられる「-」の一例である。佐賀県南部

で聞いたことばに,

○タッカ　イェ-O

がある. 「高いなあO」の意のものであったかo

県下の複合形には, 「ナ--」 「カニ」 (「カ--」も) 「クー-」 (「クエ」

ち) 「ダニ」「/ミ--」 (「ノミ-」も)などが兄いだされる。 『全国方言資料』第

6巻の「佐賀県東松浦郡有浦村」の条には,

mイン-ヤ　　オマヤ　　ジョーズダックバー-　タイテ-

いやいや,　おまえは　じょうずだったわい　　とても。

などが見えるO

私が,県南部で聞きとめたものには,

○ソガン　タイイェ-0

"そうだろう?" ("きたないことば")

などがある。

福岡県では,まず,さそいの「-」のよくおこなわれているのが見られる。

筑前例は,

○ジ盲二京イ　ヤ盲二　ェ-0

次郎の宅でやろうよ。

などである. 「-」が「イェ」とも発言されているO 「ミアニー　イ言-　イ

ェ-.」は, 「見に行こうよO」である。浮橋康彦氏は,さそいの「ヤ」と「-」
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とを比較して, 「-」は「親しい間柄」のもの, 「より温い感じ」のものとされ

る。

問いの「-」もあり,ただに「よ」と言いかえてよい「-」もある。

本県下の, 「-」に関する複合形の文末詞に, 「ズ-」があるのかどうか。

『福岡県内方言集』には, 「ず皐-」の筑後方面におこなわれていることが指摘

されている0 -あるいは「ザイ」に関係のあるものかO

論示ノ意ヲ衷ス詞ニテぞやノ転靴ナリ下輩二向ヒテ用フル語ナリ例-メ

この本はおりがつず皐-ナドノ如シ　肥後ノ鹿本郡辺ニテモー至多-トイフ

ともある。

『全国方言資料』第6巻の「福岡県福岡市博多」の条には,

mフンナコトイ　モ-　エー

ほんとに・・--0

というのが見える。これは別の「エー」か。

「　　　タイアユ。」などと言われている「ノ-」は, 「ユ」を認めしめる

ものなのかどうか。 (「ノイ」からも「ノ-」はできるであろう。)

つぎは,大分県下である。九州地方のうちでは,とくに本県下に, 「-」の

おこなわれかたのさかんなものがあるかO　県下では, "宇佐郡の人はエーがつ

くのですぐわかる。"などとも言われている。県下で,一般に, 「ユ」は,品位

わるくなくおこなわれていよう。

用法上,一つに,問いの「-」がよくおこなわれている。 「何　-。」などは,

熟した言いかたになっていよう。

つぎに,さそいの「-」のよくおこなわれているのが見られる。 「行こう

-」などの言いかたは,流布していよう。
一/・l

o寺~;~二コチャン,イコ-　イェ-0

京子ちゃん,行こうよ。 (学童のさそい)

は,国東半島での一例である。県奥の日田では,やはり子どもが,
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0アソ京二~　ェ-O

あそぼうよ。

などと言っているo 「ノ盲-　エー」ほ,おとなたちの「飲もうよ」である。

お茶についても, 「ノ喜一　エー」(飲もうよ)「-テラー　-」(話そうよ)が

言われる。

命令の「-」もまたよく見られる。

○-ンリョ-　シナンナ　-O

"遠慮するなよ。"

紘,県南での禁止命令の一例である。 「するなよ」そっくりの言いかた, 「ス

ンナ　-」も,よくおこなわれている。
-　　器!

0-イ　ヤスマンシ　エー。

早くやすみなさいねえ。 (夜の辞去)

は,県南部での,ていねいな命令表現(勧奨表現)の一例である。 『全国方言

資料』第6巻の「大分県大分郡西庄内村」の条には,

mマー　クロ　ナルキ　　　イ-　クロ　ナックキナ-　マ-　ボーッボツ

まあ　暗く　なるから,　　　　暗く　なったから,　まあ　気をつけて
1)

カインナイニッ

帰りなさいよ0　　　　　　　　　　　　1) 「ェッ」は,垣後にrt」の破裂あり.

というのが見える。 「ニッ」とある。

「ホンT　--.」 (ほんとかいo) (ああそうですか。)との受けひきことばが,

よくおこなわれている。

単純に「よ」と言いかえてよい「-」もおこなわれており, 「ね」と言いか

えてよい「エ」もおこなわれている。
__ -　　__--/ 1

o京子サン,オゴメン　イェ-0

おじさん,ごめんなさいね。 (こう言って,朝食をとる。)　　(老女

・--老男)

は,国東半島での一例である。
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本県下の, 「-」に関する複合形の文末詞には,まず, 「ナ-」 (「ナ～-」も)

がI*-1う。
__・・・ t

Oウデブ　デーサンニ　アすザッタ　ナエ-.

うちのじいさんに会わなかったね?

・○アン　ヒタ-　アン　アッ言ン　ヒトジャック　ンナ=O

"あの人はあの,あそこの(家の)人だったの?日

紘,県南での例である。問いのはあい, 「カナエ」というのもある。 「ナーエ」

が,ただによびかけにも用いられている。

「ゾ-」もかなりよくおこなわれている。

「カニ」がある。

○オイデル　カニ-O

いらっしゃいますか。 (訪問辞)

紘,その一例である. 「カニ」は,主として問いに用いられており,かつは,

了解や反駁などにも用いられている。大畑勘氏の「大分県南部の方言の文末助

詞」 (『方言研究年報』第一巻)には,

○ダ才コタチ　ミテ　ソテー　テル　カニ-.

大根だって,みんなそんなに<たくさん>もっているもんですか。

(老女-ll-嫁)

との記事が見える。大畑氏は,上例を, 「品位がひくい」としていられる。 「カ

ニ」とともに「ンカニ」も県下におこなわれている。 「カニ」は,県下にじつ

によくおとなわれている。国東半島での,

○アンすチャ オイデラン　カエ

"あんたたちはおいでなさいませんか。" (映画会へのいざない)

(中女・一一一中女)

は,ていねいな表現になっている。 『全国方言資料』第9巻の「大分県臼杵市

諏訪津留」の条には,
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mオラ　　ホアン　-ナシヤッタカ-ン

おや,　そんな　話だったかね。

など, 「カニン」の例が,いくつも見える。字佐郡は「カニ-」をよく言うの

か0　日宇佐郡は「テ二　ヵ--。」日と教えてくれた人があったo 「カニ」に関

して, 「ソカニ」とともに「トカニ」も兄いだされる。

「ガ-」もある。大畑氏の上記論文には,

○クマガッタ　ガニーO

びっくりしたよう。　(青女一一青男)

とある。大畑氏はこれを, 「品位がひくい」とされる。

「ワニ」もある。

大分県下の上述の状況を受けて,中国地方の山口県下はどのようであろうか。

四　中国地方の「エ」ほか

山口県下では,西の長門地方に,比較的よく, 「-」がおこなわれていよう

か。 -大分県地方との関連が思われるO長門西岸地方や北岸地方で,
__・・・ t

○-イゼー　ゴゼソ　アガリマショー　エー。

へいぜいごはんをおあがりになるでしょう?

のような「-」が聞かれる。海岸部からほいった所で,

○ゴ=ン　タ7-I-　ユーO

ごほんをたべようよ。

のような言いかたを聞いたこともある。

周防にも, 「よ」と言いかえてよいような「-」などが見られなくはない。

『全国方言資料』第5巻の「山口県都濃郡都濃町」の条には,

mフFZナエト　-エッテ　ナン　ショー-

ふろへでも　はいって　なに　しょうよ。

とある。
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県下に,文末詞「イ」のおこなわれることが,かなりさかんであり,この

「イ」と「-」とが関連している。

文末詞「カイ」は, 「カェ-」 (〔kae:〕など)ともなりがちであり,これが,

「カニ」のすがたにもなっている。ところで,周防祝島の,
ノ

○ド言了　ィテ　ノ(ン)カニ〔je〕-O

どこへ行くのかね?

などのばあいは, 「-」の複合を認めしめるものであろうか。長門方面には,

複合形「ナ-」 (「ナ--」も)が聞かれる。

○マテ　百二耳ン　テ二ェ.

また来なさいねえ。

は,その一例である。

広島県地方・岡山県地方には,一般に, 「-」のおこなわれることがすくな

い。このほうでは, 「-」が,一般には,人々の口になじんだものとはなって

いないありさまである。ところで,広島県下の島興部には,いくらかの「-」

が認められるかO　さて,安芸東部の島興には, 「行キンエー」 (行きなさい)な

どの言いかたが聞かれ,ここに, 「エー」の聞こえがあざやかであるが,これ

が文末詞「-」に無縁のものであることは,言うまでもない。

本県下の備後島興内には, 「ノ-」 (「ノー-」も)複合形が兄いだされる。

olテ~二ジャ　ブ-o

そうですね。

などと言っている。人は,この「ノユ」を, "やさしみを持って目上の人に"

言うものだとしている。

岡山県地方も,島興部には, 「-」がある。また,本土部でも,北の作州に

紘, 「-」が比較的兄いだされやすいのか。備中島興の真鍋島では,つぎのよ

うな「-」が聞かれる。
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LJlT・い・シーt--　」-;*, -v zs---

あら,ほんとね。

これは,相手の言を受けひいての「-」である。
_一一・・・/1

0タ貢キガ　--.

たぬきがね?　(小学生女間)

これは,問いの「-」である。問いの「-」が,文アクセント下降の末に位置

するはあいもある。

真鍋島では,複合形「ナ--」 (「ナ-エー」も) 「ノ-」が聞かれる。作州

に, 「ゾ-」 「カニ」などが兄いだされるようである。

山陰はどのような状況であろうか。

島根県下,出雲内に, 「-」がいくらかあるのかO 『隠岐島方言の研究』に

紘,
0

タノミガ　アル　テチ　エ-普通疑問　-を激烈に発音す

との記述が見える。

出雲地方で,たとえば, 『全国方言資料』第5巻の「島根県大原郡大東町春

殖畑鶴」の条の,

m-・・.　　ドコニ　ア-カニネ-

どこに　あるかね。

などとある「カニ」は, 「カイ」的なものかもしれない。が,私が,島根半島

北岸で聞いた,

○ソギャ-　カニ-。

そうかい。

は, 「-」の複合を認めしめるかと思われる。神部宏泰氏は, 「隠岐島五箇方

言の文末助詞」 (『方言研究年報』第一巻)で,
ノ

○テンポダテォ　ヵユ。

いくらだっていうかい。　(中女一一1-中男)
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の例を示していられる。

山陰,鳥取県下は,中国地方中では,比較的よく「-」のおこなわれる所か

もしれない。 『鳥取県方言辞典　後編』には, 「かんにんえ　　挨拶　　ゆる

して下さい」というのが見える。あたかも,京都弁での言いかたのようである。

同書の「はんにえ　　本当か」には,問いの「-」が見られる。 『全国方言資

料』第5巻の「鳥取県倉吉市国分寺」の条には,

/ ・':V-ニ　~　　　-

どう　　　だったですか,

とある。問いの「-」が,かなりおこなわれているのか。

命令の「-」もある。鳥取市での一例は,
I　_　　ノ

〇号ス-　シトキナイ　-O

安くしておきなさいよ。 (物売り屋に対して言う。)

である。命令とはいいながら,ていねいな,勧奨の言いかたでの「-」が,輿

下に,かなりおこなわれているか。

どちらかといえば,県東部の因幡地方に, 「-」は,よりよくおこなわれて

いるのか。この点,山陰も,本県地方が,よく近畿地方の「-」の流行に関連

していることを思わせられる。

本県下の, 「-」に関する複合形の文末詞では, 「カニ」のおこなわれるこ

とが,ぬきん出ていちじるしいようである。 (「カイ」的な「カニ」もあるけれ

ども。)因幡での一例は,
-　　-　　ノ
○ウ-ソ,ソ-　カニ。

うん,そうかい?

である。 -「カニ」の「-」がとくに上昇調子をこうむっているので, 「-」

文末詞の複合が明らかである.因幡中部の調査で,私は, 「-」単独形のおこ

なわれることは,あまり認めることができなくて, 「カニ」複合形は見ること

ができた。
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7　　_　　_
カニ. -ライ　ト-カラ　オコシテ　スンマシニ

ソ　ナーO

お早うございます。朝早くからお邪魔してすみませんねえ。 (早朝隣

家を訪ねたときのあいさつ)　　(中女一一-中女)

は,室山敏昭氏教示の伯者東部での一例である。 『全国方言資料』第5巻の

「鳥取県倉吉市国分寺」の条には,

m-　　　　マメニ　アッタカユー

達者だったかい。

上.1*1<Oc

室山氏は,また,つぎの例を教示せられた
_　　ノ

○下イツガ　コガン　コT-　シタ　ダェ (中女一一一一小男)怒罵

ここには, 「ダニ」の複合形が認められる。

本県下の「-」も,どちらかといえば女性がわに,よりつかわれがちのもの

であろうか。

五　四国地方の「エ」ほか

四国には, 「-」がよくおこなわれている。女性が,よく「-」をつかって

いようか。

愛媛県下では, 「よ」と言いかえてよい「-」が,いくらかおこなわれてお

り,内海島興内にも,これが見られる.県下南部には, 「インマ　--O」(さ

ようなら。)などのあいさつことばもおこなわれている。 (男性がわは, 「イン

マ　ヨ-。」と言いがちであるo)やはり南部地方で, 「アラ　-。」(あるよ.)

などとも言われている。

問いの「-」がよくおこなわれている。 『伊予松山方言集』にも, 「イツユ

〔イツカ〕いつですか。」などとある。

さそいの「-」もある。
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本県下の, 「-」に関する複合形の文末詞には,まず, 「ナ-」がある。県東

部には,

○アノ　テ--0才~㌻タラ　デー-O

あのねえ。行ったらねえ。

などの言いかたがある。県下で,問いに「ナ-」が用いられてもいる。

「ノー-」 (「ノ-」も)もある。だいたい,県東部域にこれが多いか.

oォソラ斉　7=-o

おまえがねえ。

ほ,県東部内での一例であるO内海島興の中にも, 「7--」のいちじるしい

所があるo (「ノ--」は, 「ノーヤ」に対立するものになっている。)-伯方

島の-集落には, 「7--ノー- --マイ　ユノー-。イカタモンガ　ワラ

すデフ　7--.」 (「ノーユ　ノー-」と言うまいよねえO伊方者が笑うから

ねえ。)との言いかたがある。 (伊方は集落名である。)

「ナ--」や「ノ--」の形になると, 「-」のややよわい安定性は,おおい

に補強されることになろう。なお,これらの言いかたは,男女におこなわれて

い・i。

「ゾ-」が,県下の南北にあり, 『伊予松山方言集』には,

ゾ- 〔書芸;] (女)注意を喚起する言葉,疑問O

と見える。

○オト-サンワ ドコイ　イタン　ゾ-0

お父さんはどこ-行ったの?

は,私が,県南部で聞き得たものである。 「ゾ-」が「ドニ」ともなっている。

問いの「ドニ」もあれば(「ソドニ」もあり),自己主張の「ドニ」もある。あ

いさつことばに, 「インデ　クル　ド-。」(帰ってくるよ。)というのもある。

つぎに, 「カニ」がよくおこなわれている。 「ソカニ」もある。多くは,問

いにおこなわれており,いくらか,受けひきやさそいにもおこなわれている。

「カニ」の言いかたは,概して,品位が,低くはならないようである。
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-　　‥　　"　　　　　　　　　　-_　一

〇イナン　カニ-0

帰らない?　(小女間)

紘,南予での,さそいの「カニ」の一例である。

「ワニ」の言いかたもある。

高知県下にも, 「-」がよくおこなわれている。問いの「-」が見かけられ

やすいようである。 『全国方言資料』第5巻の「高知県幡多郡大方町」の条に

は,

fコノ　アヂャ-　ナンボ　スリャエー

この　アジは　　いくら　ですか。

とある。県西の幡多郡地方では, 「ヨ」と「-」とが対存しているか。高知市

西南郊で聞いた,問いの「-」の一例は,
- __　　_-・-く

○ナ三　言-ケニ　キトッタ　ユー。

何を儲けに来てたのか?

である。 『土佐方言集』には,
S^Eli

なんえ　何故?ト云フニ同ジ。
0　0　0

「そりゃなんえ」 (ソレ-何故カ)

とある。

本県下の, 「-」に関する複合形の文末詞には, 『土佐言葉』によるのに,

「ナ- 〔旧十期村戸期・江川崎権谷〕」がある。さきの「高知県幡多郡大方町」

の条には,

子・-‥-・ソレガ　イチノテヨ-

それが　最善の方法ですよ。

とあって, 「ヨ-」が見える。 「ヨ-」は,県東部にもあるらしい。

「ゾ-」もある。

「カニ」が,県下によくおこなわれている。したしみのことばになっていよ

うか。 「カニ」には,問いの用法もあり,受けひきの用法もある。 「ソカユ」
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もおこなわれている。 (「カニ」が, 「カヨ」「カヤ」に対立してもいる。)

「ガ-」もある。
ノ

○ダ手首　芽ララッソロー　ガエ。

だれもいなかっただろう?

は,県下西南辺での一例である。
ノ

○ダ77モ　京ラザッツロ　ガ-O

だれもいなかっただろう?

は,室戸町での一例である。 -ここで, 「ガ-」は「ガネ_白こ近いものであ

る。

「ワニ」もある。

徳島県下に, 「よ」や「ね」と言いかえてもよい「-」が,かなり見られる。

『阿波言葉の辞典』には,

ヨンベラ　ネラレナンダイエー〔相手に同意を求め更にその返事を促す形

式の一つのあいさつ語〕

の記述が見られる。返事の「ホー　ユー。」 (そうなのO)という女性ことばに

ち,問題の「-」が見られる。

問いの「-」が,よくおこなわれている. 「ナン京　=.」は「いくらなの?」

である。 (金沢浩生氏による。)女性や子どもたちに用いられることが多いのか。

さそいの「-」もある。

本県下の, 「-」に関する複合形の文末詞には, 「ゾ-」 (「ンゾ-」も) 「カ

ニ」 「ン-」などがある。

○ドヒテ　ンゾェ。

どうしたの?

は,祖谷地方での「ンゾ-」例である。

「カニ」には,問いの用法,受けひきの用法などがある。

金沢治氏は, 『柊のうた』で,県南部のことば,
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アルゼウニ(あるのだぞよ)

というのなどを指摘していられる。

香川県下では,問いの「-」のおこなわれることが目だっている。 『全国方

言資料』第5巻の「香川県三豊郡詫間町大浜肥地木」の条には,

mイツガ　ミノヒナラ-　セッキニャ-

いつが　巳の日かな　　節季は。

とある。

本県下の, 「-」に関する複合形の文末詞には, 「ナ--」 (「ナ-」も) 「ノ

ー-」があり, 「ゾ-」(「ンゾ-」も)があり, 「カニ」があり, 「ガエ」があ

り, 「ン-」がある。 「ン-」は,問いに用いられがちである。

f・・-　-・モー　ナンチャ　デケンガユ

もう　何にも　　できませんよ。

は, 『全国方言資料』第5巻の「香川県三豊郡詫間町大浜肥地木」の条に見え

る「ガ-」例である。

「-」のおこなわれることでは,中国と四国との対立が見られる。

「-」は,国の酉半では,近畿・四国になかんずくよくおこなわれていよう

か。

「-」にむすぶ言いかたは,どちらかというと,女性的な表現法になろう。

-表現がやわらかくなる。近畿四国弁には,やや女性的なところがある。近

畿・四国に, 「-」のよくおこなわれているのは,さもあるはずのことかと思

--h.ilるLl

六　近畿地方の「エ」ほか

兵庫県下にも, 「-」がよくおこなわれており,まず, 「よ」に相当する「-」

がある。 『全国方言資料』第4巻の「兵庫県城崎郡城崎町飯谷」の条にも,
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mシチブホド

7割かた (′ウン)

--. ;,-　い蝣　V J- .リ　々-コI-

倒れてしまったよ。

などとあり,同巻「兵庫県神崎郡神崎町粟賀」の条にも,

fア-　ソ-カ　　　　ソラソラ　　　　ソラ　　ヨカックワナ-　　　キン

ああ　そうですか,それはそれはO　それは　よかったですねえ。きの

ノヨリ　アツカックエ　　　キョ-　　エラカッタナ

うより　暑かったですよ,　きょうは　たい-んでしたね。

などとある.私が,播磨中部で聞いた一例は,

○モー　ヒヨリダオ　ドイイェ-o

おおかたもうひよりだろうよ。

である。和田実氏は,国立国語研究所編の『日本方言の記述的研究』に寄せら

れた「兵庫県高砂市伊保町」で,

-　　融合して:チガイマッセ;オマッセ;一番テッペソダッセ。

と記述していられる。 「マッセ」などは, 「-」融合と見られるのか。 -「ゼ」

融合のことはあり得ないのか。

問いの「-」が,よくおこなわれている。 -女性に多いものか。

さそいの「-」もおこなわれている。

命令表現の「-」もおこなわれている。今石元久氏教示の,

○イッテ　ミナイ　-0

行ってごらんよ。

は,播磨中部地方での,ていねいな命令表現の一例である。なお,氏の教示に

は, 「す天ナ　=.」 (出すなよ。) 「青首ナ　言。」 (起きるなよ.)もある。

本県下の, 「-」に関する複合形の文末詞には,まず, 「ナ--」がある。私

は,これを,淡路北部で聞いた。 -この「ナ-エ」には, 「ナ-レ」からの

ものがあるようにも思われた。

「ゾェ」 「ドイ-」があり, 「イ-」がある。 『全国方言資料』第4巻の「兵

庫県神崎郡神崎町粟賀」の条には,
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mア　イ-ヤ　ゼニャ-　ツコ-テシモテキタ　　コッキリ　モ-　ツカイ

いや,　お金は　　使ってしまって来た。　すっかり　もう　使いで

デノナイ　コッチャ-キャ　オマ-　シャ-　ネ-イ--

のない　　ことだから,　　おまえ　仕方が　ないよ。

とある。

「カニ」がよくおこなわれている。 「ンカニ」もある。 「ガ-」「ガイ-」も

ある。 「ン-」もある。

大阪府下で,まず, 「よ」と言いかえてよい「-」が見られる。山本俊治氏

が, 「会話における述部表現一助動詞・文末助詞の表現性について-」 (『武庫

川学院紀要』第一集)で示された例には,

○カナンガラ-ル　言。

(そんなことをしたら)迷惑がられるよ。　(老婆-蘇)

がある。 『全国方言資料』第4巻の「大阪府大阪市」の条には,

f--　アリガトー　ゴザリマスエ

はあ　ありがとう　ございます。

とある。

問いの「-」もよくおこなわれている。 「何　-?」などと言われている。

さそいの「-」もある。

命令の「-」もある。 -おおかたは,ていねいな言いかたになっている。

竹内徹氏の『和泉方言の研究』に見える例は, 「-アユツクリ(‡錆イ)」な
どである。

府下の, 「-」に関する複合形の文末詞には,まず, 「ナ-」がある。南河内

郡下の一例は,

○モー　シエンド　シタ　テユo

もうたくさんしたねえ。 (たんのうしたことを言う。)

である。
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「ドユ」もある。 「カニ」もある。ただし,この「カニ」は「カイ」に近い

ものともされるか。はあいによっては, 「カイ」が「カニ」になることもある

のか。ともあれ,方言書などにも, 「カニ」形がとりたてられてもいる。 「ソカ

ニ」もある。

なお, 「-」に「ナ」の下接した「-ナ」形も,府下に見られ,これが,兵

庫県下にも京都府下にもある。

和歌山県下にまた, 「よ」と言いかえてよい「-」が,一般的によくおこな

われている。諸方言書もこれを指摘している。 -『和歌山方言集』には, 「あ

かなエー(だめだわよ)」などが見える。同書には,

ナナエー　　問　いゝえ,そんなことがあるものか.

というのも見える。杉村楚人冠氏の「和歌山の方言中の否定詞」 (『方言』第四

巻第五号)には,

ナナエー-

ナナヨ←-

Ewmm&

いいえ,そんなことがあるものか

(考)ナナヨ-が一番ぞんざいで,ナナヨシが一番丁寧である

との記事がある。

『和歌山県方言』には, 「サアユ　さあどうでせうね」というのがあり, 『和

歌山方言集』には, 「サー-　　間　さやうさね。」というのがあるO

問いの「-」も,南北に広くおこなわれている。私が,南東部内で聞いた-

mm

oォマイ　Tコノ　T-ワ　ド言イ　イク　エ-.

おまえさんとこの父ちゃんはどこ-行った?

である。問いの「-」の出やすいところが,近畿弁らしいところでもあるか。

さそいの「-」もある。

命令の「ユ」もある.県北例, 「ナ首ソト　スヨ　イ亨~三。」 (泣かないで
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早くお行きよ。)は,ていねいな命令になっている。村内英一氏の「語法調査

票試案」 (『和歌山方言』 4)には, 「あがりえ」などが見える。

本県下の, 「-」に関する複合形の文末詞には,まず, 「ナ-」 (「ナ--」も)

がある。 『和歌山県方言』には, 「アンナ-」があげられており, "呼びかけの

詞"との説明が見えるo 「ナ-」 「ナ--」は,どちらかというと,南部に,

よりよくおこなわれているのか。

「ノ-」もある。田辺市奥での一例は,

○ジラフテ　ラチ　ネッテ　7-0

日分で土をねってねえ。

である。新宮市では,
-t

Oドシテ　ンナノユ-。アンタ-0

どうしたのお?　あんた。

などの言いかたもおこなわれている。 - 「ンナノ-」の,長形の文末詞が見

られる。 「ンナノ←」は目下に言うものであり, 「ンナノシ」は目上に言うも

のである。 「ンナノ-」は, 「ンナノシ」につぐものであろう。

「カイ」に近い「カニ」が,全般によくおこなわれている。新宮市のことば

には,
/.-I

○ウテノ　オラ二サンニ　アワテンダ　カンユー。

うちのおじいさんに会わなかったかね。

など, 「カンユ」がある。 (「ノカン-」もある。)「カ」の「カン」は,四国に

よく見られるものであり,これが紀州にも,このように見られて,注目をひく。

「ガユ」もあるo 「ン-」もある.「何　した　ンエー.」などと,よく言わ

れている。

「ト-」もある。 『和歌山県方言』には, 「ト-　(行靴)　と言ふ事で

す」との説明が見える。

和歌山市域で聞かれたもの, 「すチャ　ソンテ　コト　シテテ　--o」(私

はそんなこと知らないわ。)などでは, 「ワイ-」の言いかたが見られる。 「シ
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テ手　工-」は「知らぬ　ワイ--」である。 (県北に「ワニ」もある。)なお,

本県下の広くに, 「行コ　ラ-。」などの「ラ-」が,よくおこなわれている。

さそいの表現になるものである。 「ラ-」は,たとえば和歌山市域でなど, 「ラ

イ-」ともなっている。

○オ貢サン　-言　言-ン　タべ言　ラ-.

おっかさん早くごほんをたべようよね。

は,南紀串本での「ラ-」例である。

三重県下では, 「-」の,以下の用法がとりたてられる。

単純に「よ」と言いかえてよいような「-」がおこなわれている。県西南,

紀州の西部では,小学校女児が,先生に向かって,
ノ

○コノ　-ソデ　ヨドロテ　--　エ.

このへんで,たきつけのことをヨドロって言うよ。

などと言っている。

問いの「エ」がよくおこなわれている.やはり,紀州内では, 「テンチョ-
ノ

サン　ユ。」 (村長さんですか?)などと言われており,伊勢地方には, 「ド-
ノ

シタ　ンヂ-エ。」 (どうしたの?)などの言いかたがある。 「何　デ-.」

(何?)といった問いの言いかたは, 「デ」文末詞の長呼が見られるものであろ

うか。しかしながら,ここに, 〔e〕母音が長くひびくことは,いきおい, 「-」

文末詞の存立と活動とを思わせはしないか。鈴木敏雄氏の「志摩町越賀・和具

の会話」 (『三重県方言』第13号　昭和36年12月)には, 「なんをえ。 (何をか。)」

などの記事が見える。

「そうですか。」と,相手の言を肯定する「受けひき」の言いかたにも, 「ソ

-　--。」というように, 「-」が出ているo

命令・勧奨の言いかたにも, 「-」が用いられている。

○言二　ャスマ耳イ　--O

まあやすみなさいよ。
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は,志摩東岸での一例であるo 「泣かんとはよ行きな　-。」は伊勢南部での一

例であるo 『全国方言資料』第4巻の「三重県北牟婁郡海山町河内」の条には,

m・.-　.カナラズ　チカラ　オトスナエ

必ず　　　力を　　落とすなよ。

などとあるo伊賀地方にも,勧奨などの「-」が見られる。 - 『三重県方言

資料集　伊賀篇』には, 「命令。 -ヤクユキ三二(行きなさい)」などと見える。

本県下の, 「-」に関する複合形の文末詞には,まず, 「ナ--」がある。

伊賀では, 「テッィ　テ-エーo」 (暑いねえ。) 「Jラすす　テ-エーO」 (私がね

え.)などと言われているo 「ナ--」は,主として伊賀地方におこなわれてい

るのか。

「ゾェ」がある。 『全国方言資料』第4巻の「三重県志摩郡浜島町南張」の

条には,

fホ-カイ　　　ベント-ワ　ド-スルゾェ

そうですか。　弁当は　　　どうしますか。

とある。 「サニー」の「セ-」もあるのか.

「カニ」もあり, 「ト-」もあり,「ガ-」もある。

「ソヂ--」のことは, p. 124を見られたい.

「ワエ」があり, 「ラ-」がある。 『全国方言資料』第4巻の「三重県北牟婁

郡海山町河内」の条には,
1)

′イコラ-

帰りましょうよ。　1) 〔rae〕

などが見える。

「ノシ-」がある。福田学氏の「熊野方言における文末辞について」 (『三重

県方言』第8号)には,

イマカラ　イクンカノシ-(阿田和町,熊野市新鹿,磯崎二木島,木本市)

などの例が見え,
・`~ヽ

「ノ」はやさしさをこbt,て表わす時に使い, 「ノシ」 「ノシ-」 「ニシ-」
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はあらたまった時,目上の人に対する時に使う。前者を親体とすれば,後

者は敬体ともいえるだろう

ともある。

奈良県下では, 「-」の以下の用法が,おもにとりたてられる。

単純に「よ」 「ね」と言いかえてよい「-」がある。 『全国方言資料』第4巻

の「奈良県山辺郡都祁村」の条には,
3)

mモクセテ　　　　ホイテ　ソt/-　ソt/ニ　　　　ヒ　シテ　アソバシテ

もたれさせて,　そして　　　　そんなふうに　　　して　あそばせて

オッキニ　シテンチュ-ネンエ　　　　　2)言いさしO

大きく　　したのだと言うのだよ。　　3) 「シ・テ」の言いさしO

とある。大和中部で私が聞き得た一例は,

○コレガ　オモタイ　ノ三一。

これが重たいのよお。　(老女--嫁中女)

である。 (この例では, 「ノ-」の複合形が見られる。)諸方言書にも, 「よ」の

「-」が見える。 『全国方言資料』第4巻の「奈良県山辺郡都祁村」の条には,

fフナ　　　キレヤ-ソダヤロケドニー

そんな,　切れなかったでしょうけれどねえ。

というのがある。

問いの「-」がおこなわれている。 「どうしたんだい。」の意では, 「ドー

シタ　ンエー。」と言われている。 (この例には, 「ン-」複合形が認められる。)

『大和方言集』には, 「イツ-　何時ですか。 (榛原町)」が見える。

受けひきの「-」もおこなわれている。岸田定雄氏の「熊野のことば(上)

-瀞峡・北山峡付近を中心として-」 (『和歌山方言』 3)には,

そうですに当るジャー,そうですかに当るジャーカ或はジャー-も此の

辺りではふんだんに聞かれるが二語重ねて使用する事も多い。例えば,ジ

ャーカ　ジャ-カと言う夙にである。ジャーカは男にジャ--は女に多い
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と思う。

とある。西宮-民氏の「奈良県方言の待遇表現について」 (『国語学』 36)にも,

「下北山村地方」の「ジャー-　敬」が見えるo (「ジャーカ　卑」ともある.)

都竹通年雄氏の『奈良県北部方言覚書』にも, 「生駒郡北倭村」のこと,
O                                                       o

左様カト云フノモ,左様-ト云フ。行ッタカト云フ時こ,行ッチヤッタ-
0

ト云フ。シ′カシテ語尾ヲアゲルLか1こ　しえ1右ワトクニ女二多ク用ヒラ

I-A

というのが見える。

さそいの「-」もある。 『蒐田之方言』には, 「はよイコ-」というのが見

える。 (「イコ-」は「行かうよ」とされている。)

本県下の, 「-」に関する複合形の文末詞には,上にふれたもののほか, 「ナ

ド-」 「ノ--」 「ゾ-」「サ-」 「カニ」 「ガ-」 「ト--」 「ワニ」などがある。

「ナー-」は,県下によくおこなわれているのかo諸文献にも, 「アノ　ナ

--O」などが見える.奈良市近辺で,私が聞き得た一例は,

○コッテ二　キテ　デーも

こっち-来てね。　(大女一・一大男)

○ホンデ　テ--O

それでねえ。　　(大女--大男)

などである。西宮-民氏の「奈良県磯城郡織田村(新　大三輪町)」 (『日本方

言の記述的研究』所収)には,

ワイナ-- (ヤ)　カワイ　オヨギニナ-- (ヤ)　イテキテンヤ-0

〔私はね,川-泳ぎにね,行って来たのよ。〕

というのが見える。 『全国方言資料』第8巻の「奈良県吉野郡十津川村小原」

の条には,
2)

m・一一日　ホネノ　オレル　ムンジャナェ

骨が　　折れる　ものだねえ0　　　　　　　2) 〔nae*盲〕

とある. 「ナニ」は「ナ--」に関係のあるものかどうなのか。県下の「ナ-
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-」は,どちらかというと,女性によくおこなわれるものでもあるか。

「サ-」の例は, 『全国方言資料』第4巻の「奈良県山辺郡都祁村」の条の,

fソヤサニー　　　　ダーブニ　ヨロコンドンネゲ

そうなんですよ。　たいそう　喜んでいるんですよ。

などである。 「ワサ-」などともある。

「ガ-」の例は,県中部の,

○テララミタイナ　モノ　ナン三モ　ララ　シマへソ　ガエー。

わたしらみたいなものは,なんにも知りゃしませんわ。　(老女

I--藤原)

などである。

「ワニ」の例は, 『全国方言資料』第4巻の「奈良県山辺郡都祁村」の条の,

f--　　ソンデ　ューワエー

はあ,　それで　いいですよ。

などである。 「ワ」のもとに加えられている「-」紅は,やわらかな気もちで

念をおそうとする心理がくまれる。

京都府下については,京都弁ないし京都地方のことばが, 「-」文末詞の本

場をなしていると思われる。すなわち,この地方に, 「-」は,だいたい女性

ことばとして,しっくりとしたおちつきかたを見せている。

早く,境田四郎氏は「関西方言」 (『国文学解釈と鑑賞』第三十八号　昭和14

年7月)で,

京都の女性には「仰山人ガ通ル-」 (沢山人が通りますよ)の「エ」とい

ふ詠嘆の辞がある。

と述べていられる。

単純に「よ」と言いかえてよい「-」が,よくおこなわれている。 「そんな
.-ll I

ことを言ったら　あきまへん　エー。」は, 「あきませんよ」である。

○オユーショクノ
H　　__ノ

言-イ　シト-ス　エ-0
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お夕食の用意をしてオマスよ。

は,京都の宿で聞かれることばである。棋垣実氏の『京言葉』には,
(わ)

-は標準語の「よ」 「は」に当る。　いまいく-(今行くよ)　これおっ

き-- (これは大きいは)

とあり,氏はまた「京おんなの京ことば」 (『放送文化』第25巻第1号)で,

婦人たちはこのドスに, 「わ」に相当する婦人用の終助詞-をつけて,ソ

ードス-と使い,それが早口になるとソードッセとなる.

と述べていられる. -大阪ことばでの「何々しまっ　セ。」などの「まっ

セ」は, 「ます　-」のこともあるのか。 r-ダッ　セ」も「ダス　-」で

でもあるのか。宣伝ものなどに見える京ことばの列挙の中には,しばしば,

「′へ＼一ドス　-」ことばが見え,多く, 「′一-ノドッ　セ」があげられているO

「おおきにどっせ。」などとある。

京都の「ドス　エ」に関して,かつて,知友の入江秀雄氏は,つぎのように教示せ

られた。 "「アンタソレガアカへソノドスエ-」 (駄目だったのですよあなた) 「ヤメ

トキマシタンドスエー」(中止したのですよ)「行キマシタンドスエー」 「死ナ-リマ

シタンドスエー」  「ですよ」よりも感情が後に余韻を残してねぼりつく京阪凧の

情緒と執勘さとが含まれてゐる様です。相手の感情に食ひ込んで行って「ですよ」-

の如く自分の言ふべき事だけ言って放棄するのでは無く飽くまで聞く者を自分の心

持にさせて終ふまで眼を(心の眼を)対手から離さないと言った様な感じ。敬卑感

は可成り有る。中年以上の女が多く用ひる。気分がゆるやかに丁寧な時はドスエー

であるが迫って来たり荒っぽくなるとドッセ一になる0日

問いの「-」が,府下の南北によくおこなわれている。

○アンタ,ドコデス　ユー。

あなた,どこから見えました?　(老男一一藤原)

は,丹後半島での一例であるO井上正一氏の『丹後網野の方言』には, 「あん

たどう思う-。」などが見える。 「だれだれさんに　アワヒンダ　ニ。」(だれだ

れさんに会いはしなかったね?)は,府下南部での女ことばである。

命令の「-」もある。旧京都市域から言っての,北邦の中州郷で聞いたこと
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はには,

○マヅ下ティ　不言イO

"まっとってちょうだいよ。"

○イ丁青首イ　オニィ.

=入れさせてやんなさいよ(やれよ)0"

との言いかたがある。これらの「イェイ」は「-」に関係のあるものなのかど

うか。土地の人は,上の言いかたを,女に多いものとしており,男はあまりつ

かわぬと言っている。 〔jei〕と,発音はかなりきついようでもあるが,女に多

いものとされているのが注目される。

府下の, 「-」に関する複合形の文末詞には, 「ナー-」「ゾ-」「カニ」 「ソ

-」 「ダニ」などがある。

「ナ--」は,私は,丹後で聞いている。 「ゾ-」もそうであるo
ノ

○イ青,トオットル言イ　ゾ-O

いや,通ってはいまいよ。 (推想)

などと言われている。

「カニ」も,北部によくおこなわれているものか。

「ダニ」の例は, 『丹後網野の方言』の「京都え行ってきたダニ。」などであ

る。

滋賀県下では, 「-」の,以下のような用法がとりたてられる。

単純に「よ」 「ね」と言いかえてよい「-」がおこなわれている。 『全国方言

資料』第4巻の「滋賀県犬上郡多賀町萱原」の条には,
4)

mホンジャ　マ-　　シ　シソパイ　アラセソ　　　カェリマスエー

それでは　まあ,　　心配　　　ありません。　帰りますよ。

4)言いさし。

とあるo大津市方面をはじめとして,県下のかなり広くに, r-ドス　エー」

が見られるか。 -京都ことばの影響ということかもしれない。 『滋賀県方言
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集』にも, 「ソードス-　さうですよ　　女子」とある。

問いの「-」も,よくおこなわれている。

○ドコイ　イク　エ-0

どこへ行くの?

は,湖西での一例である。一般に, 「それは何?」は, 「ソレ　ナン　-。」と

言われている。 『全国方言資料』第4巻の「滋賀県犬上郡多賀町萱原」の条に

は,

∽ダレノヤ=

だれのだい。

とある。

おなじく「多賀町萱原」の条には, 「エソ」の形が見える。

′ホイテ　オナリセナ　　　　　　　　ネヤ　セナンダヤエソ

そして　炊事のしたくをしなければ　寝は　しませんでしたよ。

とある。

本県下の, 「-」に関する複合形の文末詞には, 「ナ--」 「カニ」 「ワニ」な

どがある。

○ウッTシー　テ二エーO

うっとうしいねえ。

は,湖東安土ことばの「ナ--」例である0 -県下のかなり広くに, 「ナ-」

ことばが見られるのか。

近畿地方では, 「-」がよくおこなわれている,と見ることができようか。

しかも, 「-」の流行は, 「ヤ」のおこなわれかたとは,平行しないようでもあ

るのが注目される。そこにまた, 「-」は,おもに女性ことばとしておこなわ

れがちであるさまが兄いだされる。

「-」が女性ことばとは限られないにしても,近畿ことばは, 「-」ゆえ

に,女性的なものにもなっていると解することができるかもしれない。
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近畿の「-」の系脈は,北陸地方に,どうたどられるであろうか。

七　中部地方の「エ」ほか

北陸一帯に, 「-」が兄いだされるO　それが,おもには, 「よ」と言いかえる

ことのできる「-」,あるいは,問いの「-」などである。

福井県下では,問いの「-」がよく聞かれる。
__・・・・ t

○ド盲了~ イカンスソジャ　-0

どこへお行きなんだね?

は,若狭中部の一例である。

○テラニャ　三一O

何なの?　(少女間)

は,越前東部での一例である。 (愛宕八郎康隆氏教示)

複合形「カニ」がよくおこなわれている。
_--一　　一一・ 4

0ホ-　カニ-O

そうかね。

ほ,福井市方面での一例である。通常, 「カニ」は,疑問の表現に用いられる

けれども,納得したような時にもこれが言われる。

「ナ-」 「ゾ-」などの複合形もあるか。

石川県下に, 「-」はさかんである。

能登の輪島ことばでは, 「-」をつかうことが多い。輪島の人が, "輪島こと

ばで笑われるのは, 「エー」をつけることだ。"と言っていたのを聞いたこと

があ蝣(Tli

oォ-キこ　こ。

‖ものをいただいて,ありがたい意のこもった時"のことば。
.Ill I

0テ-　カニ-.
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そうかい?

などは,輪島での「よ」「ね」相当の「-」である。

おなじく輪島で, 「テラニャ　エー。」と言えば, 「何なの?」であり,てい

ねいな問いは, 「ナンデゴゼンス　言-.」 (何でござんすか?)である。

輪島ことばでは, 「どうどうしてク才一　ニー。」(どうどうしてちょうだ

いよ。)など,命令表現のばあいにも「-」が出ているo 「--・・・クダーシ

=O」となれば,よりよい言いかたであるo 「タノム　言二O」 (たのむよ。)

は,願望のはあいである。

『全国方言資料』第8巻の「石川県鹿島郡能登島町向田」の条には,
2)

fオリャ-ユ　タ-　ホシェテノー

わたしはね　田が　水がなくなってね。　　　　2) 「干せて」.

というのが見える。その他,加賀にも, 「よ」相当の「-」がよく見られる。

問いの「-」の,能登半島頭部での一例をあげるなら,

○カト-シェンシェワ　ド言矛 イッテヤック ンエー。

加藤先生はどこ-いらしたんですか?

がある。

能登半島西北端での,命令表現のはあいの「-」をあげるなら,
___　　_-I 1

Oイカッシ　エー。

お行きなさいね。 (「さよなら。」の気分)

がある。岩井隆盛氏は, 「海士(棚倉)方言の概観」 (『国語方言』第二号　昭

和27年12月)の中に, 「アセンナイ- (あせるなよ)」の例をあげていられる。

本県下での, 「-」に関する複合形の文末詞には,上記岩井氏論文の「アノ

ナイ- (あのね)」があり, 「カニ」がまた,一般的によくおこなわれている。

「ガ-」もある。

「ワイ-」「ワニ」もある。

富山県下にも, 「よ」の「-」が,
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〇万~フニン　三一。

ごめんね。

のようにおこなわれている。 『全国方言資料』第3巻の「富山県下新川郡入善

町中摺戸」の条には,

fコユコトモ　　　アッタワニェ-エ

そういうことも　ありましたねえ。

というのが見える。富山市教育委員会の『富山県方言集成稿(二)』には, 「お

-え」というのがあり, 「-そうだよ」と説明されている. -「男が同輩又は

目下に対して。」言うものらしい。

問いの「-」が,

○オ青イ　ド言イ　イク　エ-O

おまえさんどこ-行くの?

のようにおこなわれている.上のは,越中両辺での一例であるが,県下に広く,

問いの「-」が認められるらしい。

問いの「カニ」複合形も,よくおこなわれている。

「ガ-」もある。 「ワニ」もある。

新潟県下の越後・佐渡にも, 「よ」と吉いかえてよい「-」が(-上来,

みな,非命令のはあいであるが)おこなわれている。

○マタ　キクエー。

叉釆ましたよ。　(中女I一一老女)

は,押見虎三二氏教示の,越後南辺,秋山郷での例であるo

問いの「-」がよくおこなわれている。

○オ~メ-ノ　ツァッツァ-　ドゲ-　イッタ　エ-o

おまえの父さんはどこ-行ったか。

は,越後中部での一例である。北条忠雄氏は, 「東北方言に於ける対者尊敬

『ス』の本質」 (『国語学』第六輯)で,
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私の郷里(藤原注新潟県北蒲原郡佐々木村)の方言では, (中略)それで

「お前は行くか」 (対下)は〔ンナ-グヤ/〕となる。然るにこれが対等
、 _ .1 ∩-. ._　　、　　　　　　　　　　　　　　　-ヽ

になると,ヤは用ゐられず,イェ〔je〕が用ゐられて, 〔オマユ　ニグイェ〕
一~ヽ

〔omae eguje〕となる。この場合の-はイェ〔je〕であって〔e〕ではな
.(、 . _--1‥　,.・=. _ ,   .  /-　　　　-ヽ

いo対上になると,イ-に更にシが付加されて〔オマ-サン,ユダイェシ〕

となる。

と述べていられるo小林存氏も, 「越後方言の結語法概観」 (『国語研究』第10

巻第7号)で,中蒲原郡一部に「お前も行ぐ-シ」の言いかたがおこなわれて

いることを指摘していられる。

「行く意志なのか」といふ風の定まった範囲内の疑問辞である。

との説明が見えるO

佐渡弁にも,たとえば,押見氏の「佐渡方言の文末助詞について一両津市大

字片野尾における-」 (『方言研究年報』第-巻)の,

〇万二ャン,イテテン　ナッす　ェ.

おばあさん,何歳になりましたか。

などが見られる。

命令・勧奨の「-」が,また,佐渡にも越後にもおこなわれている.
h　　一ノ

○アガレ　エーo

上がれよな。

は,佐渡西北岸での一例である0 -日身内や・如才なくしている人が来た時

のことばoHのよしであるo (比較的軽小な音声特徴をもって,よく,特定の待
_　　ノ

遇効果をあらわすところが注目される.)「どうどうしてクレ　エーo」など

とも言っているo 『全国方言資料』第2巻の「新潟県岩船郡朝日村高根」の条

には,

/蝣　　　-ヨ　コ-エ　　　ジヤ

早く　お上がり,　じいさん。

などとある。
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本県下の, 「-」に関する複合形の文末詞には,佐渡の「ナ-」,越後の「ザ

ェ」があり, 「カニ」がまた,県下によくおこなわれている。問いや納得や勧

めなどをあらわしている。

「ワニ」も見られる。

○アトカラ　Tク　ワ三二。

あとから行くわよ。

は,佐渡での「ワニ」例であり,

′オルワニ

いますよ。

紘, 『全国方言資料』第2巻の「新潟県糸魚川市砂場」の条に見えるものであ

る。

岐阜県下にも,まず, 「よ」と言いかえてよいばあいく非命令のはあい>が

見られる。飛騨に,これが,より見られやすいのか。 『全国方言資料』第3巻

の「岐阜県吉城郡古川町黒内」の条には,

mナ　　　　　ド-カ　タノムエ

それでは　どうか　頼むよ。

とある。飛騨の「よ」である。

っぎに,問いの「-」が,これは,美濃に,よりよく見られるか。
_　---- -

○オ言手　下㌻カラ　ゴザック　エー。

あんたはどこからいらしたね?

は,美濃北部での一例であるo

命令の「-」もある。 『郡上方言』には, 「オリヤナ　ゼラ　イツトルンジ

ャデ　オコットクレンナ-　俺はね,出鱈目言っているんだから,腹を立て

ないで下さいよ」との例が見える。

本県下に, 「-」に近い「エソ」がある。 『岐阜県方言集成』には,羽島
ナン

郡の「なんやえん〔句〕何ですか。」が見え,このところの説明には, 「『ェソ』
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は感嘆詞。」とある。同書の,武儀郡の条にも「なにえん〔句〕何ですか。」や

「なわん〔句〕何ですか。」が見え,加茂郡の条にも「そうかえん(さう)〔句〕

さうですか。」が見える。 「カニン」は,同書の飛騨益田郡の条にも見える。都

竹通年雄氏は, 「方言文法」 (『国文学解釈と鑑賞』第十九巻第六号)で,

エソ--ンシ　　ますよ。　　美渡

としていられるO 「-」または「エー」の言いかたが,単純に「-ン」となる

こともあったのではないか。

『郡上方言』には, 「ソ-ヤ　-ナ　そうじゃげな」などが見え, 『北飛騨

の方言』には, 「00-ナ文-ノ‥-・・よ。」の記事が見える。 (この書に「ソヤ

-ナ」は「さうですよ。」とあり, 「ソソナイエナ」は「さうでないですよ。」

とあり, 「オキンサイエナ」は「起きなさいよ。」とある。) 「-ナ」は,飛騨に

かなりいちじるしいものなのか。 『全国方言資料』第3巻の「岐皐県吉城郡古

川町黒内」の条にも,

′オリモ　　ソイエナ

わたしも　そうですよ。

などとある。

美濃には, 「ナ--」 (「ナ-」とも)の複合形が見られる。

○-ツデンショジャ　テ--o

(あれは)発電所だねえ。

などとある. 「ネ--」もあるか。

「サ-」もあり, 「ゾ-」もある。

「カニ」がよくおこなわれている。問いのはあいもあれば,さそいのはあい

もあり,また,応答のはあいも命令のはあいもある。 『岐阜県方言集成』の大
コ

垣市の「おかんかえ〔句〕　止さないか。」は,禁止命令のはあいである。
ノ

○サンラ二二テライからで　ナカロ　カェ。

三十歳ぐらいからではないだろうかね? (ここへバスが通いはじめた

のは)　　(老女-1・藤原)
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紘,美濃での,疑問表示の「カニ」である。 「カニ」とともに「カニン」があ

り, 『岐阜県方言集成』には,その,さそいや応答の例が見える。

『方言資料抄　助詞篇』には, 『赤い鳥』第-巻第三号からの, 「カニン」

例の引用が見える。 -問いの「カニン」である。

「コト-」という複合形もあり, 「ワニ」もある。ただし, 「ワニ」のはあい

は, 「ワイ」の音転のこともあるかもしれない。

愛知県下でも,まず, 「よ」と言いかえうる「-」が見られるo

o=言-　オ青天丁-　-0

まあおやすみなさいよ。 (女の人のていねいなあいさつ)

は,知多半島頚部での一例である. (佐藤虎男氏教示)

○マテ　テラ　言.

また来るよ。

は,渥美半島での一例である。 『全国方言資料』第3巻の「愛知県南設楽郡作

手村菅沼」の条には,

mウレシカッタエ

うれしかったよ。

とある。 -三河例であるO

三河西部の, 「京-　カン--。」(そうかね。)などとある「--」は, 「ユ

ー」に関係のあるものなのかどうなのか。
J

問いの「-」がある。 「ソ-ダ　ニO」 (そうですか.)は,渥美半島での一

例である。

○ド言ア　イ㌻9-　--.

どこへ行った?

(「--」は「ヤー」よりも,すこしくていねいであるというO)

は,三河北部での一例である.

つぎに,命令の「-」もある。
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ノ

○テッドイ-　-.

てつだいなさいよ。　　(中女-・一一小女)

は,知多半島窺部での,ていねいな命令である。 (佐藤虎男氏教示　女ことば

だという。) 『全国方言資料』第3巻の「愛知県南設楽郡作手村菅沼」の条には,

mソエジャ

それでは

3)

lt.ごメつ了ソ)震二三　3)(pakume。〕
とある。 「オクレヤ-」は, 「ヤ-」をとらえしめるものか, 「-」をとらえし

めるものか。

愛知県下にも, 「エソ」がある。私は,渥美半島でこれを聞いた。半島南岸

の一地点では, 「テ二ダ　ニン。」が,目そうですかO疑問。日であったo 「ラ~=

ダ　言ン。ホンT~貢ラ　カ。」は, 「そ5-ですか。ほんとでしょうか。」であっ

た。渥美町立伊良湖岬中学校の「方言表」にも,

えん　　・-ですか

が見える。 「-ン」とあって,問いになるのは,了解しやすいことのようでも

ある。 「-」文末詞の,強調されて「エー」となったものが,問いに用いられ

たか.その,問いの強調の「エー」が, 「-ン」という形になったかo　ところ

で,渥美半島西部出身の若い男性から教示されたのによると,「テ二ダ　言ン.」

は, 「そうだ(です)ねえ。」である。 "同感の時の「ねえ」に, 「エソ」をつか

う。おもに女性。"とあった。この人は,渥美半島東部の田原町の"士族階級"

のことばを紹介して, 「テ二ダ　言ソ。」をつかうと言われた。たまたまのこと

であるが,私は, 「ヨ」に対するこの「ヨン」と,問題の「-ン」とを見あわ

せたく思う。

尾張地方に, 「-」に関する複合形の「-モ」のさかんなことは,広く知ら

れていよう。森田草平氏の小説にも, 「えも」 (ねえ)がよく出てくる。

「ノー-」の形は,私は,渥美半島で聞いている。
_　ノ

○アソ盲ブ　スクワ　ノー工。

あそこの畑ほねええ　(--どうも革が多くてこまるよ。)
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などと言われている。

「カニ」複合形が,県下によく見られ, 「カニン」もある。

『全国方言資料』第3巻の「愛知県南設楽郡作手村菅沼」の条に見える,

′オラントーモ　ボンクサオノー　カルダニ

わたしたちも　盆草をね　　　　刈るんですよO

などでは, 「ダニ」複合形をとりたてることができようか。

静岡県下でも, 「よ」 (「ね」とも)の「-」がある。 (県下に, 「-」の「イ

ェ」もあるらしい.)古く, 『静岡県方言辞典』には, 「やだえー　ヨ-」とい

うのが見える。私が,伊豆半島南部調査の中で聞き得た例は,

○キす　三二トモッテ, 1　.

(いのししが) 「来たよ。」と思って,一一一。

などである。 『全国方言資料』第7巻の「静岡県安倍郡井川村田代」の条に見

える例は,

千-　-　オホロノ　カゲン

おふろの　かげんを (-ア)

ミテキマス-

見て来ますよ。

である。
ノ

問いの「-」もおこなわれている。伊豆半島での例は, 「ヒロシマ　-。」

(老男--藤原)である。 (ここでも, 「-」が,しぜんに, 〔je〕と発音される

こともある。)

命令の「-」もある。 『静岡県島田方言誌』には,

ミヨーニ　　みなさい　見なさい

とあり,また, 「セドノコ-　ミヨーニ-」(裏の家の子を見なさい)ともある。

私が御前崎近くで聞いた一例は, 「おくれよO」の意の「クすここ　ユー.」で

ある。清瀬良一氏は,浜名郡新居町の「行くな　-。」を教示せられた。

単純よびかけ性の「-Jもある。山口幸洋氏は,舞坂地方のことば, 「ソイ

デ　イェ-O」 (それでよO)などを教示せられた。
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「-」の「-イ」があるか。 『静岡県島田方言誌』には, 「ミショー=イ

みせてよ　見せてよ」との記事が見える0

本県下の, 「-」に関する複合形の文末詞では,まず, 「ノー-」がとりたて

られようか。私が御前崎近くで聞いた例は,

○ヤットブリデ　キク　7-エー。

"久しぶりで"来たねえ。

などである。 「ノー-」が,女ことばであったりもするか.

『静岡県島田方言誌』には, 「サ-」が見える. 「ソーサェ-　　そうだ

そうです」などとある。遠江にも「サ-」があるのか。

「カニ」がよくおこなわれている0 -問いの用法が多かろうo御前崎近く

での,

○テ-ジャ　テイ　カ三一o

そうではないかね?

は,とくに「-」のつよめられたものである。

「ダニ」もある。 『静岡県本川根方言の支』には,

稀ではあるが,ヤラッズ- (138),イソガシーダニ(289)のように,エ

もある。

とある。 『全国方言資料』第3巻の「静岡県掛川市上西之谷」の条には,

mH-　-　ウラン　　コドモノ　ジブンニャ-　マッククー　ヨガ　　　ヒ

わたしの　こどもの　ころには　　　まったく　　世の中が　開
1)

ラケン-モ　ヒラケナンダダェナ-

けないにも　開けていなかったよねえ,

とある。 「ダニナー」が見られる。

1) 〔dase〕

長野県下でも,まず, 「よ」と(「ね」とも)言いかえてよい「-」が指摘さ

れる。 『全国方言資料』第2巻の「長野県上伊那郡高遠町山室(旧三義村)」の

条には,
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fア-　　オフロ-　-ニッテ　オチャデモ　ノマザーエ

ええ,　おふろに　はいって　お茶でも　　飲みましょうよ。

とある。信州中部の-女性の言によれば, 「ソ二ダ。ソ二ダo」 (そうだ。そう

だ。)は男性の言であり, 「ソ二　-。ソ二　-。」 (そうだ。そうだ。)は女性

の言であるというo上の「高遠町山室」の条にも, 「fア-　ソ--」 (え皐,

そうですよ。)とある。 『上伊那方言集』には,

え(助)　　よ(強め) (そうえ)　　上伊那都全域

とある。 『信州方言読本』には,

おらもいくえ(おれも行くよ)

などとある。 -下伊那地方でのことばであるという。

問いの「-」もある。 『信州方言読本』には,

あっこえいくのだれえ(あそこ-行くのは誰ですか) (埴科・松代)

「松代を中心として北埴一帯に」

とあり,山崎栄雄氏は, 「信州松代のことば」 (『言語生活』第五十二号)で,

また,疑問を表す「-」が,

・アスコ-イクノードコノヒト-。

・センセイコレドウイウノ-0

のように使われ,一般的な言い方である, 「ドコノヒトダニ。」のように言

わないのはd音のもつ粗野な響きを嫌う故かとも思われる。

と述べていられる。

本県下の, 「-」に関する複合形の文末詞には,まず, 「ナ-」がある。 『信

州上田附近方言集』には, 「ナ-」に関する,

塩田方面にて最も多く使用す。 「ナイ」とも発音す。

あのナ-　　川中島方面にては多く「ナア」といふ。

の記事がある。 -「ナイ」に近い「ナ-」もあるのか。ところで,また,本

書には,

アノナエ　コノナ-　塩田のナ-　　ナァー-言葉はおいてくれ
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との記事も見える。佐伯隆治氏も,早く, 「信州北部方言語法(上)」 (『国語研

究』第十巻第七号　昭和17年8月)で, 「カワイソウナ話ダナ- (可愛さうな

話だなあ)」などの例を示していられる。氏は, 「ノイ」 「ナイ」 「ナ-」を列挙

していられ, 「感嘆。軽く同意を求める様な気拝にも用ひる。」と解説していら

れる。 「ナイ」と区別して, 「ナ-」をとりたてていられるのが注目される。

『全国方言資料』第2巻では, 「長野県更級郡大岡村芦の尻」の条に,

′デンジデモ　ナンデモナエ

田地でも　　何でもねえ。

などが見えるとともに, 「長野県上伊那郡高遠町山室(旧三義村)」の条にも,

m・・---　ゼニャ-　ネ-シナ-

お金が　　ないしねえ。

などが見えている. 「高遠町山室」の条には, 「ナ--」も「ナエー」も見え

る。なお,この「高遠町山室」の条には, 「ヨナ-」という複合形も見え, 「カ

ナエ」という複合形も見える。 『上伊那方言集』にも, 「ナ-」の記事がある。

福沢武一氏の『信州方言風物誌　第三』にも, 「--ンニャ, -ワネ-ナエ

(いいえ,いいませんね)。」などの記事が見える。

「ノ-」もあるか。

『全国方言資料』第等巻「長野県上伊那郡高遠町山室(旧三義村)」の条には,

fア-　　ニドッツァー　イッタヨ-

ああ,　二度ずつは　　行きましたよね。

とあって, 「ヨ-」が見える。なお,この条に,

fソイジャ　カリテ　　　　　　　　　ミテクダヨーニ

それでは　部崖に通していただいて　見て行きますよ。

ともある。

本県下に, 「ゾ-」複合形も見られる。 「カニ」もよくおこなわれている。

さきの, 「高遠町山室」の条に見られる,
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m--カゲデ　　デカケルダニ-

いいかげんで　帰りますよ。

では, 「ダニ」複合形が認められるか。

m--・-・ヒルデーモ　シルダーエ　ド-モ

昼寝でも　　しますよ,　どうも。

など, 「ダー-」ともあるO

山梨県下でも,単純に「よ」と言いかえてよいような「-」が,よくおこな

われている。 「テ二　-。テ二　-。」(そうよ。そうよ。)などとある。

『甲州方言』には,

そ-かいが,は-汁-,紘-えーとなるのは甲州方言の一般的傾向である。

と見える。 「ユー」は, 「ね」と見てもよかろう。望月克己氏の「山梨県峡両地

方の敬卑の表現」 (『言語生活』第五十四号)には,

次に下山村独特の言葉で人に話し掛けられた時, 「そうですか」と相槌
0

を打つのにこっの表現がなされている。目上に向って「はう-」,同等や
CI

目下には「ほうヤ」二者がはっきりした待遇価を示すのは面白い0

とある。

県南に,問いの「-」もある。

複合形には「カニ」があり, 『全国方言資料』第2巻の「山梨県北都留郡上

野原町西原」の条には,

77lエー　　　リー-'.蝣>'"こし-

ああ,　そうかい。

というのが見える。

「ン-」という複合形もある。県西南部での一例は,

○オす寺二　ャ7-　イテ　ン-0

わしは山へ行くんだよ。

である。
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八　関東地方の「エ」ほか

当地方は, 「-」のおこなわれかたが,比較的簡素であろう。

神奈川県下では, 『神奈川県方言辞典』の記事,

ェ(助)感動の意. 「でっけ-犬だ--」 ⑦大*船」雇主山*北」中西秦野

・国*府・東秦野・秦野・岡崎・北秦野・南秦野。 ⑧大磯*・横須賀市佐島

「そ-だ-」吟ユー(助)

が,まずとりあげられる。

『言語生活』第三十五号の「全国珍語奇語集」というのに寄せられた,日野

資純氏の, 「神奈川県」についての記事には, 「才ニー　親しい者へのよびか

汁.」というのが見え, 「アニー,サブチャンアニー。 (大磯,三浦半島)」とい

う例が見える。

『国語シリ-ズ』 43の『標準語と方言　第3集』には,

そ-じぇえ- (そうではないか)　　神奈川

との記事が見える。

県下に, 「ソ-　カニ.」(そうかい。)など, 「カニ」の言いかたがよくおこ

なわれている。

「ワニ」複合形もある。

東京都の伊豆諸島内には, 「-」文末詞がかなりおこなわれているのか。 『全

国方言資料』第7巻の「東京都三宅村坪田」の条には,

f・‥・・ ・クレァシンキリャ　　ショ-ガネジエー

繰り合わせなければ　しょうがないでしょう。

というのが見える。なお,この「坪田」の条には,

m-　　-　ユズルワ　ド　　　イッカェ-

譲は　　　どこへ　行ったか。
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ともある。

旧東京市域に, 「カニ」の言いかたがよくおこなわれてきたであろう。 『東京

方言集』には, 「オ青苗デがそんなことをおいひかえ?」などの実例が見え

る。

「ナ-エー」複合形は,三宅島などに見えるO

`東京語'の「-」に関しては,松下大三郎氏の『標準日本口語法』 (中文館

書店　昭和5年2月)に,次下の記述を見ることができる。

「誰だtToJ 「乃公だtToJ 「そうか后.」 「分ったか示。」 「分った后。」

これらの「い」は皆「よ」の意の軽いものである。

「い」は「え」ともなる。古い口語では「い」でなく常に「え」を用ゐた

が,東京語では疑問の語の下へだけ使ふ。

誰だ貢.　分ったか妄o　　善いかえ.　まだかえ。

母親が子供にいふやうな場合に用ゐるので, 「い」よりは親愛の趣がある。

(以上p.331)

古風な女中などが「旦那様え」 「奥様え」など呼ぶ「え」は「よ」の通音

である。 「や」も「よ」の通音であるが, 「え」は「や」と達ひ敬語であ

って親愛の語ではない。

(以上p. 332)

上には,氏独自の解釈が見られるo私は, 「そうかと。」なども, 「かい」を

ひとまとまりのものと見ている。 「い」は「え」となることもあろうが, 「-」

は, 「イ」にかかわりなく存立するものでもある。氏が, 「え」について「い」

よりは親愛のおもむきがあるとしていられるのは,興味が深い。氏の指摘され

た,よびかけの「-」は,今日,おこなわれることがすくなくなっていよう。

千葉県下で,私が聞き得たものには,
_---.・<

○芽二　タマゲタ　--O

やあ,びっくりしたよ。
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などの, 「よ」の「-」があり,問いの「-」があり,命令・勧奨の「-」が

.*>.-,。

複合形には, 「ナ-」「ヤ-」「カニ」「ワニ」などがある。 『千葉方言　山武

郡篇』に見られる, 「ミろやぇ　　見よ」「オキろやぇ　　起きよ」 「タタケや

え　　たゝけ」などは, 「ヤェ」をとらえしめるものか。 『全国方言資料』第2

巻の「千葉県香取郡小見川町神里」の条には,つぎの「ワニ」例がある。

mアックワニ

(そういうことが)あったよ。

埼玉県下に関しては,私の整備し得ているものが,すこぶるすくない0 -

東部の調査で, 「-」をとらえておりもするが。

『全国方言資料』第2巻の「埼玉県秩父郡両神村」の条には,

′ドノグライデ　カウエー

どのくらいで　買いますか。

など,問いの「-」が見え,また,

′オマ-　　カケテ　ミロエ

あなた,　掛けて　ごらんなさい。

など,命令の「-」が見える。

なお,上の「両神村」の条には, 「ゾ-」複合形も見え,

mH　　　　アシオトガ　スルソダニナ-

足音が　　　するんだよねO

というのも見える。

群馬県下でも,問いの「-」が,比較的よくおこなわれているか。神保広至

氏の「群馬郡の語法」 (『季刊国語』昭和22年冬季号)には, 「きや。え。け。

疑問の意を表す。」とあり, 「どうしたんだえ。」の言いかたが見える。大橋勝

男氏は,県西北辺の実例,
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0コンテ-,ドゴ　イグ　エー。

あなた,どこへ行くのですか。

を教示せられた。 『全国方言資料』第2巻の「群馬県勢多郡大胡町」の条にも,

′ドッチエ　　　　オイデニナリマス-

(ときに)どこへ　おいでになりますか。

というのが見える。

複合形には, 「ネー-」があるのか。有川美色男氏の「上州ことば」 (『言語

生活』第二十号)には,

冬の寒い日など,前橋市内のいたるところで「今日は-ア,オ-カ寒く

て,ド-ショモネ-ヤイネ--」というようなことばを何回でも聞くこと

ができるが,　　。

と:ち-^i。

「カニ」複合形もおこなわれている。

栃木県下に関しては,今,私は,言うべきものを持たない。

茨城県下では, 『茨城方言集覧』の, 「なんやぇ- (成)何デアリマスカノ意

久く久慈郡>」を見ることができる。長塚節の『土』にも,「どうしたんだえ」「今

夜持ってったのかえ」などが見える。

総じて,関東東北部地方に,言うべきことがすくないようである。ただし,

群馬県下にも見られる, 「さようなら。」の意の「アバ　-。」などは,この地

方にもありうるのか。

福島県下をはじめとする東北地方には,問題の事象のおこなわれることがす

くなくない。

九　東北地方の「エ」ほか
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福島県下に,単純に「よ」と言いかえてよい「-」や問いの「-」や命令・

勧奨の「-」がおこなわれている。さそいの「-」もある。どちらかといえば,

県東部域に, 「-」は,よりよくおこなわれているのか。 『福島県方言辞典』

には, 「ドダニ〔句〕どうだね　北中」とあり, 『会津方言集(増訂版)』柾も,

「ダレダニ(句)　誰ですO」とある。「アイベイェ　　行コ-」は,会津西北

隅で,私が,土地の方言しらべの書きものから兄いだしたものである。

本県下の, 「-」に関する複合形の文末詞としては,まず,東部域の「ナ-」

が指摘される。 『福島県棚倉町方言集』には, 「ほれぇ　きれえだなえ」とある。
ヽ_

畏友菅野宏氏は,かねて, 「ユニ　ショオガツ　ダ　ナ-。云々。」などと, 「ナ

-」のよく用いられることを教示していてくださる。佐藤喜代治氏は, 「福島

県方言の敬語法」 (『文化』第二十二巻第四号　昭和33年7月)で,

ただし,猪苗代町では中通り凧の「ナ-」をも10人中二人が使っていた。

と記述していられる。 『福島県方言辞典』には, 「ナ- 〔助〕ね。　○今日わ寒

いなえ　　車両北浜」との記事が見える。

「ヤ-」複合形もあるのか. 『福島県方言辞典』には「ソ-ヤェ〔句〕さう

ですよ　○そ-やえあの子わ何時でも泣くんだ　　会」とある。

はかに, 「ゾ-」が広く見わたされ,また, 「カニ」も広く見られる。

「ワニ」もある。

「-」の出るはあいは,多少とも,もの言いがやわらかになろう。

宮城県下にも,単純に「よ」と言いかえられる「-」,問いの「-」などが

おこなわれている。よびかけの「-」もある。

○デフテ
一一・・・・ t

ジョーヅ〔ti〕ナンダ　エーO

なんてじょうずなんだろうね(よ)。

は,石巻弁での一例である0

本県下の, 「-」に関する複合形の文末詞には,県南(伊具郡刈田郡など)

の「ナ-」 (「ナエソ」も)があり, 「アン　ナエソ。」 (あのね。)などと言われ



150

ているo菊沢季生氏は, 「官奴県方言文法の一斑」 (『国語研究』第二巻第四号

昭和9年4月)で,

間投助詞の「な」 「ね」等には接尾辞レを附して言ふ事が往々ある。

アンナレ　　あのネ

ソシタラバネL,　さうしたらネ

これを,伊具郡角田町附近ではナ-といひ,その-が鼻音化してゐるから,

ナエソとでも表はすべき発音をしてゐるのは,このレの一転したものかと

も思はれる。

と述べていられる。 「レ」起源考はいかがなものであろうかO

ほかに, 「ゾ-」複合形があり, 「カニ」複合形がある。

山形県下では, 「よ」と言いかえうる「-」が,つぎのようにおこなわれて

いる。
ごん

有った事だが,無え事だったが,トント音の話コだェ。

(「小僧と小餅」という話しの終文である。)

これは,佐藤義則氏の『小国郷のトント音コ』 (昭和41年2月　自家版)に見

えるものである。 『山形県方言集』にも, 「らつちや」 (られた(受身))の例と

して,

おれちや任せらつちやえ。 (僕に任せられたよ。)

というのがあげられている。置賜方面のことばであるという。

斎藤義七郎氏の『村山方言会話集』に見える,

母「スズコ　ナンボマデ　カジ-ル-?」
ヽ_..′一

鈴　子　いくつまで　かぞへられる?

などは, 「エ」が「可能の意をあらはす」o 「-」文末詞はくまれない。 (斎藤氏

は, 「動詞の終止形に『-』を附すと可能の意をあらはす」と説かれる。)

県下に問いの「-」もあるo上の『小国郷のトント音コ』に見られる一例は,

「オガタ『何,求めて釆申したえ』って聞ぐから,」である。
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つぎに, 『山形県方言集』には, 「おれこど,しねさげ,かんしえ。 (僕今度

しないから御免なさいね。)」というのがある。ここには,願望の「ユ」が見ら

れるかのようでもあるが, 「かんしえ」は「kanshe」であるという。

県下の「ナ-」「ヤ-」は, 「ナイ」「ヤイ」に近いものか。『方言絵はがき

山形ことば』に, 「-ズ-ゾダモノ-マ　スコス　マゲロヤ- (今日初市　少

し安くしなさい)」とある「ヤ-」も, 「ヤイ」的なものではないか。

『小国郡のトント音コ』に見える,

「もォすもォす,婆様。今,来たぞえ」って云うど,

との言いかたは, 「ゾ-」複合形をとらえしめるものか。

『山形県方言集』には, 「今度行くざえ。 (今度行きますよ。)」などの言いか

たが見えるが,この「ざえ」は「ザイ」に近いものか。同書には, 「おかちゃ

ん洗濯物はしったづあえ。 (お母さん洗濯物は乾きましたよ。)最上村上」な

どともある。ここの「え」は, 「-」文末詞とされるものなのか。よくはわか

らないo斎藤義七郎氏の「宮城・山形」 (『方言学講座』第2巻)には,山形県

東根市の「コロンダテスシャネ・ザ-(ころんでも知らないぞ)」の言いかたが

見える。氏は, 「ザ-」を,共通語の「ぞ」に対応するものと見ていられる。

『山形県方言集』に見える, 「机出来たが,こんでいゝかへ。 (机出来ました

が,これでいゝですか。)　村山」などでは, 「カニ」複合形がとらえられよう

か。 -「ガ-」もある。

秋田県下には,単純に「よ」と言いかえうる「-」がよくおこなわれている。

『全国方言資料』第1巻の「秋田県南秋田郡富津内村」の条には,

∽--　　　ソシテ　　モチ　　ダシクリナンダ　シクモンデアック-
2)

そうして　もちを　出したりなど　　したものだったよ。

2) 「くれたり」の意。

mハェ　　　ユタエー

はい,　いるよ。
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などとある。

県下の昔話の記録などにも,この種の「-」がよく見える。 『秋田方言』に

は,鹿角郡のことば「君のペンを借りたえ。」が見えている。
s

かつて私は,船川港で, 「カン,-tf-　エー.」 (おおきにね。)とのあいさつこ

とばを教示された。 (ほとんど言われなくなっているもののようであった。)こ

れ柾も,はっきりとした「-」文末詞が見える。
A A

『秋田方言』の「おれだて読めるってえぁ(己だって読めるってさ)」も,

「-」文末詞を認めしめるものか。 「え」の下の,小さな「ぁ」は,文末訴え

「ア」音とされるものであろう。同書には, 「軽く言ひはなす意味の場合には,

『せぁ』 『えす』 『えぁ』となる。」との説明が見える。

秋田市内のことば,
_-・・・ 4

○サ-サー,アガ-ミ〔i〕シャイ　エー。

さあさあ,お上がりなさいよ。

紘,命令(勧奨)表現のはあいである。

岩手県下にも,まず, 「よ」の「-」が見られる。 「どこ-いくの?」と問
I　　一ノ

われて, 「山へよO」と答える時は, 「ヤマサ　--。」と言われている。 「エー」

が, 「イェ-」のこともあるのかO 『岩手方言の語尭』には, 「旧伊達領」の,

「アスタ・-　　さようなら」などが見えるO 「アバ　-o」のことは,言うま

でもない。

『全国方言資料』第7巻の「岩手県九戸郡種市町中野」の条には,

fアデァ　ナガッタソダモノエー

あてが　なかったんですものねえ。

というのがある. 「モノ--」の複合形が, 「ものねえ」と言いかえられているO

つぎに,問いの「-」が広くに見られる。
---　　-・.4

0ナニ〔i〕ダ　ニ-O

何だえ?
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は,花巻市での一例である.

『岩手県釜石町方言語』に見られる, 「花ッコエア　ー寸コ-」の「エア」
l、-　　　　　　　　　　　　、ー

は,単純よびかけの「-」を見せていよう。 (「ア」は文末訴え「ア」音と見ら

れる。)

『平泉方言の研究』の「そんてぁなあぶねぁごとすんなえぁ(そんな危いこ

とをするなよ)」は,命令表現のはあいの「えぁ」である。

盛岡市南方の紫波郡などで聞かれることば,
__・・・・ t

Oオ下サン　ド首サ　イッタ　エソ。

お父さんどこへ行ったね?

などでは, 「-ン」が注意される。人は,上の文表現を上品であるとしている。

「-」も, 「-ン」となると,しぜんに,やさしさ(-ていねいさ)を増してく

るのであろう。人間が言語音を利用するさまは,まことに妙と言うべきである。

「エソ」は『盛岡方言』第一輯(方言絵はがき)のうちにも見ることができる。

「-」に関する複合形の文末詞には, 「サ-」 「カニ(ガ-)」などが見られ

る。

青森県地方の,おもに「南部」には, 「-」がさかんである。此島正年氏は,

「青森」 (『方言の旅』)で,

言葉の終りに軽く-をつけるのは,ていねいな気持をあらわします。この

-は津軽では用いません。

と言われる。工藤祐氏の「買物言葉」 (『民間伝承』第十九巻第九号)にも,

南部地方の助詞「-」は丁寧助詞で,疑問文にも肯定文にも用いる。

とある。諸文献に, 「南部」地方の「-」の指摘が見られる。能田多代子氏の

『青森県五戸語桑』 『五戸の方言』に見える記述は,とくに注目される。 『五戸

の方言』には,

此「-」が語尾に添ふ場合は敬語となって目上に用ゐ親愛を含む。

(1遊びに来た- (遊ごナに来ましたよ)
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(I)行ぐベア- (行くでせうよ)

因みに,目下に対する時は次の如く,ネ又ヨを用ゐて同じく親愛を含む。

(-)遊びに来たネ(遊びに来たよ)

(⇒行ぐベアヨ(行くだらうよ)

とある。

「南部」地方にあっても,一つには, 「よ」と言いかえうる「-」のおこな

われることがいちじるしかろうか。ついでは,問いの表現のばあいの「-」が

いちじるしかろう。私が「南部」の南方で聞き得た例は,

○ア貢ダック　ズァユーO

姉だったそうですよ。

○ツ〔ti〕チ〔i〕ロージャ テク〔ii〕エー。

いや,土牢じゃなくてよ。 (説明)

〇才二　--0

だれ?

○ド寺サ　イグ　エー。

どこへ=ぉいでになりますか"0

(「イグ　エー」は=うんと目上"への言いかた.)

などである。 『野辺地方言集』には, 「それ何んた-」,これ蜜柑こだェ」。と

いうのが見える。

津軽地方にも, 「-」があるのか。滝野沢栄一氏の「浮軽方言の語法」 (『方

言』第五巻第二号)には, 「ノミナガラ,ニックリ, -ナスコスべス-O (飲み

ながら,ゆっくり,話しませう。)」というのが見える。 『青森県方言集』には,

「これアわれのほこにはです-0 (コレ-私ノ箱庭デス)」などというのが見え

るが,津埠のものであるのか, 「南部」のものであるのかが,判然としないo

私自身の搾軽調査経験では, 「-」が,あまり聞かれていない。

『全国方言資料』第1巻の「青森県三戸郡五戸町」の条には,
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′コンビノ　-ネオ-

この　　　稲をね。

というのも見える。 「-」が「ね」と言いかえられている。

「南部」地方に,命令表現のはあいの「-」もあるかo 「ネ言ラ百二.」は,

「すわりなさい。」で, 「ネ言ラ亭二　--。」は,よりよい言いかたであるとい

う。また,
器ら

○芽セ一宇　テサー　エー。

教えてくださいね。

との言いかたもある.土地の人は, "目上に「ユー」を言う。おもに女が言うO

男も言うことがある。"と説明してくれた。

単純よびかけの「-」もあるらしいO能田多代子氏の「三戸郡五戸町昔話」

(『昔話研究』第二巻第十二号　昭和12年12月)には, 「瓜姫子え,瓜姫子え,
け

戸こ開けで呉ろ」というのが見える。

複合形の文末詞「カニ(ガ-)」が, 「南部」地方に見られる。

○イ言シ〔i〕ダ　ガこ.

いらっしゃいますか。

などとある。 『全国方言資料』第1巻の「青森県三戸郡五戸町」の条には,

mオナゴベンダガ-

女の子のですか。

などが見える。

おなじく「三戸郡五戸町」の条に,

fヤー　モックワケモ　　　　　　ネ-タッテ

いや(金を)持ったわけでも　ないが

デモ　　　　　　ネーノ-

(笑)　モッタ

(金を)

持ったのでも　ないさ。

というのも見える0 -「ノ-」がある.

方言書に, 「サ-」とあるのは, 「サイ」に近いものではなかろうか　(p-
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151 「ヤ-」-「ヤイ」　「ざえ」-「ザイ」)

『青森県方言集』には, 「今年ア田がいぐ出来た薩膏,晩ねは其のお祝の花

火コァあがるづ-0 (今年-田ガヨク出来タノデ晩ニ-ソノオ祝ノ花火ガ上ル

サウデス)」との言いかたが見える。 「づ-」という複合形の文末詞が認められ

よう。 (「づ」は「と言う」にあたるものであろう。)私が, 「南部」地方で聞い

た例には,

○アルッ　ズァエーO

"あるそうです。"

などというのがある。これについても,土地人の, "男女とも,目上の人に言

う時, 「-」をつける。"という説明があった。

「南部」地方の「-」の用法には,別して注目すべきものがある。

十　北海道地方の「エ」ほか

『全国方言資料』第1巻の「北海道松前郡福島町白符」の条には,

fア-　ソレ-　オド-　イグカラ　　ホL/　ワスレデデ　　　　　　イカ

ああ　　　　　あんた　行くんなら　ほら　忘れものがないように　行か

ナェバネ--

なければだめだよ。

とある。 -「だめだよ」との言いかえが見られる。おなじく第1巻の「北海

道美唄市西美唄山形」の条には,

fヤー　マ　　ダニズニ　シテ　　アノ-　ソダデデケラッシャー-

いや　まあ　大事に　　して,　あのう　育ててください。

とあり,命令(勧奨)表現のはあいの「-」が見られる。おなじく第1巻の

「北海道松前郡福島町自符」の条にも,

fア-ア-　ジッパリ　トッテキク--

ああ　　　たくさん　とってきなさい,

というのが見えて, 「きなさい」とされているものが, 「キクエー」とあるO
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おなじく第1巻の「美唄市西美唄山形」の条には,

f7-　ソ-ガエー

ああ　そうかい。

というのがあり, 「か-」複合形が見える。

十一　おわりに

以上,全国にわたって観察してきたが, 「-」の分布は, 「イ」のよりも多

そうであるoナ行音文末詞のばあいにも, 「ニ」はごくすくなくて, 「ネ」は多

かったo　しょせん,訴え音は,母音効果によることが多く, 〔i〕音のはあい

は,しぜん,その勢威が,つよくはなり待ていないようである。

分布上「-」が,関西系のものなどとは言えないことが,あらためて注意

されるo近畿地方に「-」がよく生きてはいるものの,西の九州地方にもこれ

があり,国の東半地域にもまた, 「-」が,かなり兄いだされる。やはり,

「ユ」も,全国的に自由におこり得たものであろう。いわば,ごく感声的に,

これが発出されたものと思われる。

もっとも,東北地方の「エ」は,ときに, 「イ」と区別しにくくもあるO

「エ」と「イ」とでは,品位・効果がかなりよく似ているのではないか。

「-」のはあい,総じては,これが中等品位の表現をかもしているようである。

青森県「南部」地方の「-」は特別である。
ー・・ 4

京都ことばの「ソードス　エーo」 (そうですわよ。)などの言いかたと,莱
ノ

京ことばの「ずレダ　ニo」 (だれ?)などの言いかたとをくらべてみる晩

「エ」が,おなじくやわらかみを出しているものではあっても,その存立の次

元はちがうことがよくわかる。どのような文末詞のばあいにも,その棲息存

立と活動とを精細に見ていけば,ものがみな,地域的に生きていることが知ら

れる。

それにしても, 「-」紅は,やさしみがあり,したがって,これが,しばし

ば女性系のことはともなっているoひとたび,広母音の「ヨ」ともなると,こ
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れの世界は広くて,用法もまた,はなはだ広汎であるO

存立が特定的であり,用法のはばがせまければ,当然のこと,その文末詞に

関する複合形も,存立することがすくない。

第五節　「イ」の属

-　はじめに

「イ」文末詞をとりあげる。ただし,これは,つねに安定的にとりあげうる

ものではない。

「ナ」に対する「ナイ」, 「ノ」に対する「ノイ」, 「ネ」に対する「ネイ」な

どほ,私は, 「ナイ」などの形を-形(完結形)と見て, 「イ」を分別するこ

とはしなかった。 「サ」に対する「サイ」, 「ザ」に対する「ザイ」, 「ゾ」に対

する「ブイ」や, 「ヤ」に対する「ヤイ」, 「ヨ」に対する「ヨイ」なども,そ

れぞれ「′-一イ」形を完結体としてとりあつかい, 「イ」を分別することはし

ない。たとえば,信州方言の, 「この電車は,南に行きゃあしないかねえ。」の

問いに対する答え,

○ミテ丁　イす　サェィ。

南へ行くさ。

などにしても, 「サェイ」は, 「サ」によく合致するので,私どもは, 「サェイ」

を一体のものとしてとりあげざるを得ない。 「ヤイ」にしても, 『全国方言資

料』第2巻の「群馬県勢多郡大胡町」の条に見える,

fア-　ソノ　ホ-ガ　マ「イ-ヤ=ネ-

ええ,その　はうが　まあ　いいですよね。

では, 「ヤイ」相当の「ヤ-」が,一体のものと見られる。 (「ゾイ」に関して

は, 「ゾヨ」からの「ゾイ」もあるとすると,そのはあいは, 「イ」が分別され

ることにもなるが, 「ゾイ」形が「ゾン」形ともよく並行しているのなどでは,
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「ゾ」の変形としての「ゾイ」が認められやすい。)このように見てくると,臥

どもは,上記諸事実のはあい, 「イ」の安定的なもの,すなわち「イ」文末詞

をとりたてることができない。

「いい　カイ?」「そりゃあ　何だい?」などの〔i〕形にしても,とりはな

しうる安定形だとは思われない。ただし,人は, 「カイ」の「イ」や「何だい」

の「い」を,終助詞などともしてきたであろうか。しかしながら,信州方言に

ついて,

○亭ヂ,オチャ　ド-ダィ。

じいさん,お茶はどうだい。 (すすめる。)

○ネ貢丁7　ノ丁ダンo

ねずみののみだ。

などを見るのに, 「ダイ」は,まさに「ダン」に対応している。 「ダン」は,

「だ」相当のものとして受けとることができよう。とすると, 「ダイ」もまた,

これを一体的のものとして受けとるのが至当とされるO

要するに,現場に存立する活動形態に注目するかぎりは, 「ナイ」や「カイ」

などでは,この形態の,現場での一体者としての存立が明白である。私は,共

時論的処置の徹底を重んじて, 「ナイ」などを, 「ナン′」などに比定もしつつ,

一体者・-完結形としてとりあげてきた。

I　ノ　　　　　　　　　　　　　ノ
ところで, 「何々です　ナ-ィ。」とか, 「何々です　ノイ-.」などとある

と,これらの表現の現場では, 「イ」の訴えの効果が明らかである。そういう

点では, 「ナイ」や「ノイ」の現場形の中に, 「イ」文末詞的なものが認められ

るともし得よう。

もし,文末詞の「ヨ」が「イ」に転じたはあいには, 「そうです　ィ。」など

の「イ」が,語としては,完全な文末詞と見られるO (-こういうはあいは,

音調のいかんにかかわりなく, 「イ」が文末詞である。)
容!

「わかったか?」の問いが, 「わかった　イ-.」と言われたとする.こうい
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う独自の「イ」もまた,語としての「イ」文末詞をとらえしめる。

「あるか?」とたずねられて, 「テル　ワィ。」と答えることがある。この

「テル　ワィ。」が,方言によっては, 「テラー。」とも「テライ。」とも言われ

ている。 「テライ.」を言う土地には, 「そうですよ.」の意の「テ二デスライ.」

などもあるOこのように「イ」が見えるばあい,たとえば「ラ二デスライ。」

では, 「ソ-デスラ」までが「そうです」に該当するので, 「イ」が分離傾向に

あるとも受けとられる。こう見たばあいは, 「イ」が,文末詞になっていると

される。 (「語」次元での認識である。)もっとも,この「イ」は,上の「わか
__・・・ t

った　イ-。」などのばあいの「イ」とはちがう。上のは, 「イ」によって訴え

ようとすることが積極的であるが, 「テライ。」 「ラ二デスライ。」などのばあい

は, 「イ」がそえもの的である。

もし, 「イ」の安定的存在の様相が明らかなはあいは,文表現において,そ

の「イ」の現実を,特定文末部と見てよく,したがってそこでは, 「イ」文末

詞を認定することができる。
/ノ

臨時的に, 「何々だ　イ-。」などの言いかたが成立したとする。その「イ」

には,なにがしかの訴え効果があり,したがってまた,なにがしかの待遇効果

がある。もし,人が,このような効果の経験を記憶すると,やがてその人は,
_..ll-/

つぎの言語表現の中でも,自覚的無自覚的に, 「何々だ　イ-o」などの発言を
._-・・,/I

LもしようOそのような経験者が複数化すると, 「イ-」表現法が習慣化するO

かくては,文末詞「イ」が沈激することにもなろうo臨時的な「イ」文末詞か

ら習慣上の「イ」文末詞-,ということが考えられる。

「イ」は, 「ン」とともに,文末訴え音的なものと見られるでもあろう。

しかし, 「ソ」には,どのような意味においても,その成長の方向が,ごく

限られているように思われる。 「イ」は,その点がちがおう。このため, 「イ」

には,文末詞としての安定のおもむきが見られることになっているのか。この

点, 「イ」には, 「-」に近いものがある。
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かくして, 「イ」は, 「-」とともに,ヤ行音文末詞の系列におかれるのでも

ある。

文末詞とされる「イ」が, 〔ji〕と発音されることはまれであろう。しかし,

今日のヤ行の「イ」は,ふつうに〔i〕と発音されている。それゆえ,今, 「イ」

をヤ行音文末詞の列に加えることには,さしつかえがなかろう。 「イ」や「ェ」

が, 「ヤ」や「ヨ」に類する,感声的な単純文末詞であることを思えば, 「イ」

をもこめてのヤ行音文末詞という概括は,合理的でもあろうかと考えられる。

〔i〕の母音は,文末にたって文末詞の役ありを演じるのには,劣勢すぎる,

との考えかたがある。なるほど,そうでもあろう。ナ行音文末詞のばあいにも,

「ニ」文末詞がはなはだしく劣勢である。

ところで,また考えてみるのに,動詞命令形の用法に, 「起キー。」 「見-.」

などというのがある0 -これらの形が,直接に命令表現にたっている。命令

表現の,つよいきみのものが,ここにありはしないか.とすると,ここには,

〔i〕音効果の,特別につよいものがあるとも見られる。転じては, 「イ」が文

末詞にたったとしても,そこには,それなりのつよい音効果が見られることに

もなるのか。

二　両島地方の「イ」ほか

私がはじめて南島方言の「イ」に接したのは,旧時,与論島のことばを鹿児

島市内で聞いた時のことである。ここでは, 「ねている?」との問いことば

が,
T　　容!

Oニブトゥィ.イ-0

と言われている。 「さむくない?」の問いが,

○ピークン　ネ- 百主うo

と言われている。当時,私は,この〔ji:〕について, "たしかに漸強摩擦音=
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と注記している。"古典的なヤ行音文末詞があったのだ。"とも。与論島に,問

いのよびかけの効果の「イ〔ji〕」文末詞が兄いだされたしだいである.この調

査の時,奄美諸島の諸方言を聴取したのであったが, 〔ji〕音の文末詞は,はか

では聞かれなかったO　のみか, 「イ」文末詞があまり聞かれなかった。与論島

の,はかの奄美諸島に異なる地位が,この時も考えられたことである。

与論島方言に関しては,今日,町博光氏の「与論島朝戸方言の文末詞-資

料報告-」 (『方言研究年報』統一　昭和51年12月)を見ることができるo氏

は, 「ヤ行音文末詞類」の〔ji:〕をあげていられ,

oci両　面　sann蒜　ji:.　育男-少女)

<広美(人名)は,もう3年生ね?>

などの例を示していられる。やはり〔ji:〕が,問いの効果に役だっているのが

注目される。

町氏の発表には,なお, 〔ju:〕の指摘がある。

Onu: ju:.

<何　ユー。>

(少男一一一育男)

なんね。

などとある。 「ユ」形はまた,注意すべきものである。 (〔jo:〕もまた町氏にと

りあげられている。)

奄美諸島では,はかに,奄美大島古仁屋の方言から,
容ら

○ナン有　声ニチ　イキュン　インO

あんたはどこ-行くのかね。
_-・・・ 1

oテ二ガ　イ-ソ。

どうしたんだ?

などを聞きとり得ている。これらには, 「イン」形が見られる。 -「イ」が

しぜんに「イン」になっているのであろうか。

ひるがえって,沖縄本島を見るのに,高橋恵子氏の教示によれば,コザ市方

面のことばには,
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0ウヌ　ヌイグルミヤ　インイ　クマイ

?unu nuigurumりa ?ini kumai

この　ぬいぐるみは　犬か　　熊かO

のような言いかたがあるという。 「クマイ」などの言いかたは-ひとまとめ

の表記にはなっているが, 「イ」を,問いかけの文末詞と見ることができるか。

生塩睦子氏の「沖縄伊江島方言の文末表現」 (『方言研究叢書』第5巻)には,

「イ」についての, 「相手に肯否の判定を要求する問いかけの表現に用いられ

る。」との記述が見え,

169アヌ　ウプショー　　シソジューシチ　ヌ　クワ　ィ。

<あの　おじいさんは　四十七　　　　　の　子　　か?>

との例があげられている。このあとに, 「体言には文例169のように『イ』がそ

のまま用いられるが,用言に『イ』が後接すると前接の音と融合する。」との

説明が見える。前按の音と融合したものは問題にならないけれども,上の「ク

ワ　イ」とあるものは,生塩氏もわかち書きにしていられるとおり, 「イ」が,

独立のものと見られる。しかもこれが,問いの表現をささえていることは,高

橋氏のはあいと同様であり,また,与論島のばあいと同様である。

生塩氏の論文には,なお,

○ワ-　-カー　イT-.

<私が　書こう　　ね。>

のような文例も見られ, 「このように『ィイ-』が付加されると,自分が

しようとする行動について相手の同意をえようとするいいかたになる。」

とある。これよりさきに,早く氏の教示せられた実例にも,

oJit'Ja　京:0 (行きましょうね.自分の意志を相手に納得させる。)

などというのがあるO　ここには,ヤ行音とするのにふさわしい〔ji〕が見

られる。しかも,この種のもののばあいは,端的な間尋法でない。

いずれにしても,沖縄本島方面にも,問題の「イ」のあることが認められる。

『沖縄語辞典』には, 「?ii① (感)」が見え, 「はい。そう。ああ。目下に対し
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て,承諾・同意を表わし,肯定する語。」などの説明が見える。感動詞とされ

る「?ii」のあることからすると,文末訴えかけ用の「イ」があってもよさそ

うに思われるが,どうであろうか。南島方言に,多く問いの「イ」 (あるいは

「イン」)の見られることには,一つの道理が感得される。人は,自然発言のな

かで,問いの訴えには,しぜんに〔i〕音などを発したのではないか。 (「イ」

音の純粋感声音であることが思われる。 -したがってこれは,ヤ行音文末詞

に摂してもよいわけであろう。)

高橋俊三氏は,与那国島の比川方言について,かつて, 「イ」を教示せられ

たことがある。しかし,その例文は,

○〔k`at:Ji hanu　瓦云i〕　<少・女一助・女>

お菓子を食べないか。

などであった。

三　九州地方の「イ」ほか

九州地方のほぼ全域に,問題視すべき「イ」が認められる。ただし,これの

処置は容易でない。

まず,鹿児島県地方には, 「オッ有ン　-盲　ゴ-ソp*　タモ盲To」 (母ち

ゃん早くごほんをたべよう。 <さそい>)の「クモロイ」,あるいは, 「イット
容器ら
ヂャィ。」 (行くんだ。 <先方に教える。>)の「′-一ヂャイ」など,文表現の

末尾に,付加的な「イ」が見られる。 『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県阿

久根市大川尻無小麦」の条にも,

m-I.-　ソ-ラ　ウレシモンジャッタイ

それは　うれしいものだったよ。

などとある. -1「～タイ」の「イ」が注意されるO　さそいの表現のはあい

にかぎらず,さまざまのはあいに,付加的な「イ」があらわれる。 『全国方言

資料』第9巻の「鹿児島県熊毛郡南種子町島間中平山」の条には,



mオーヨ　ヤッパイナ-

そうよ　やっぱりね。
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デケンジャックカライ

できなかったからね,

というのも見える。瀬戸口俊治氏教示の,薩摩半島東南部の例には,

○イ言　ヨ育　アゲダ　丁ゴィ。

(わたしの家は,今夜があけたんですよ。)

○マイットッ　マッすイo

しばらく待て。　　<青以上　やや下>

というのがある。文末詞に関心の深い瀬戸口氏も,これらでは, 「イ」を分立

させていない。

ところで,村林孫四郎氏は, 『鹿児島語法』 (郷土研究社　昭和4年9月)で,

「ヒガ,クルッデ,モウカニンソ亨」などに関して,

この場合の「ヤ」は, 「イコア」(行かう1)の如く, 「イ」となることあ

り。

と説いていられる。氏によれば, 「イ」は「ヤ」である。であれは, 「イ」も,

∃虫立の文末詞と見られることになろう。

県下の「行こイ」などを見るのに,こういうはあいの「イ」が,たとえば,

「暑い　デーO」などのはあいの「-2- 」に相当するはどの,積極的なよびか

けことばであるようには,思いかねるふLがある。

ところで,薩摩半島南端,枕崎での言いかた,
p　　ノ　I　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

○オッカサ-ン　-ヨ　ゴフ三フヌ　タ盲才盲ソ-　ィ。

お母さん,早くごほんをたべましょうよ。

などとなると, 「クモイモソイ」の「イ」が,ただに付加的ではなくて,ほっ
ノ

きりと分立したものなので,このばあいは,特定文末部「イ」が認められ,し

たがって, 「イ」文末詞が想定されることになる。 『全国方言資料』第9巻の

「鹿児島県薩摩郡上甑村中翫」の条の,

mマタ　アオ-イ

また　会おうよ。
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fマタ　アイモソ-イ

また　お会いしましょうよ。

などにしても,ともに, 「イ」文末詞を認めしめやすいもののようであるo 「-

・行コ-　ィ。」のような,長呼を受けての「イ」存立は,もはや,文末

詞を認めしめるものとしてよいか。ただ,一方に,短呼のあとに頻発する「イ」

があるので, 「イ」文末詞の確定が容易でない。

この点の困窮を-洗して, 「イ」は,上来のすべてのはあいに,もはや文末

詞として認める,とするのも一案であろう。

長呼の言いかたを受けたはあいにだけ「イ」文末詞を認めることにすれば,

他のはあいのものは, 「文末訴えイ音」とされる。

宮崎県下では,岩本実氏の「日向の高千穂方言」に,

五ヶ瀬町三ヶ所では, 「ダ」の外に「イ」も使い, 「行コイ」「起キロイ」

「食オイ」のように用いられている。

との記事が見られる。 「行コイ」式の言いかたは,本県下にも,どのようにか,

見られるものであろう。

熊本県下では, 「行コイ」式の言いかたがさかんである。阿蘇山方面の例を

とるならば, 「ノ京ロイO」(登ろうよ。) 「イアイ。」 (帰ろうよ。)などがあるO

ところで,天草での,

○ウミサン　オヨギギャ　イコ-　イo

海に泳ぎに行こうよ。

○キ手首ニ　ノ言二　ィ.

汽車に乗ろうよ。
__・・ 4

などとなると, 「イ」が,けっして付加的ではないO 「メラ　コ-　ィ。」(め

Lを食おうよ。)にしても同様である。これらについて,私どもは, 「イ」文末

詞を認めることができよう。 「行コ-　イ」式の言いかたは,天草ならずとも,



第四章　ヤ行者文末詞　167

肥後の南北の「行コイ」式の言いかたのおこなわれる所に,ならび存立しても

いる。「どうどうしようよO」は, 「どうどうシュー　イo」ともある。

今はともかく,長呼の言いかたの下にきている「イ」に,文末詞「イ」を認
M3

めることにしよう。 「遊ぼい。」や, 「ラ㌻ィ。」 (しようよ。)のばあいの「イ」

は,文末訴え音と見たい。

とはいいながら,昭和二十三年に私が天草方面の調査にしたがった時は,

「テニイo」の「イ」について,私自身, 「『ヨ』とおなじで, 『ヨ』よりも

相手の気をひく感じがつよい。」と観察している. -この時, 「オヨ盲

二　ィO」 (泳ごうよ。)なども聴録している。また, 「オキ盲~ィO」 (起き

ろo)なども聴録している。これらの「イ」にひかれつつ, 「シュイ」の

「イ」を観察したのだったかもしれない。

鹿児島県下のはあいと熊本県下のばあいとで, 「行コイ」式のもの対「行コ

-　イ」式のものの,二態の存立状況には,かありがないoこの連関状況のう

えにあって,双方とも, 「行コイ」式のもののばあいと「行コ-　イ」式のも

ののばあいとには, 「イ」の待遇効果の相違が認められるのが注目される。 「行

コイ」式のばあいは,これにさほど深みのある待遇効果はくみとることができ

ず, 「行コー　イ」式のものには, 「イ」に,さしてわるくはない待遇品位がく

みとられるようである. 「文末訴えイ音」の待遇効果は,消極とも言えようか。

長呼の言いかたのあとに来る「イ」の効果は,なにほどかの積極性をくみとら

せるものであるo (話者の意識を衝いてみれば, -あるいは,話者の意図を

乱してみれば, 「行コイ」などのはあいは,本人に,言うべきことがあまりな

いであろう. 「行コ-　イ」などのはあいについては,本人に,なにほどかの

述懐があるはずである。)

さて,本県下に,たとえば天草下島西岸の,

○スンず　ィヤー。

すんだか?

○ド京ン　シテ　ィヤーo
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どうしたんだ?

などの言いかたがあるoまた,斎藤俊三氏『熊本県南部方言考』の「モドラす

すィヤ(戻られたのか)」などがある.また,昔話の「ちょろへ-/すんのはな

んぢやいなあ」 (坂本久之進氏「葦北郡昔話」 『昔話研究』第七号　三元社

昭和10年11月)などというのがある。長呼ではない「すんだイ」などの言いか

たであっても, 「イ」のもとに文末詞「ヤ」がくるとなると,文末訴え音の

「ィ」も, 「ヤ」とともに,まとめてとりたてられることになる。 「イ」に関す

る「イヤ」 「イナ」などの複合形が認められることになるo

長崎県下では,まず島原半島に, 「イツテミューイ(行って見ようよ)」「シ

ューイ(しましょうよ)」などの言いかたが見られる。 (『島原半島方言集』) 「行

コイ」式の言いかたも聞かれて,かつ,長呼の言いかたのあとにたつ「イ」が

見られる。

『肥前千々石町方言誌』には, 「イテミュ-イ　　行ってみよう,」が見られ,

「イコイ　　行きませう,」が見られるo

私が五島列島で聞いたものには,

○ワタイノ　ユー　コッガ　イッチョ　京ンナ　コト　イo

私の言うことがいちばんほんとうよ。　(老男一一藤原)

などがある。 「コト」の言いかたのあとにきている「イ」は,文末詞と見なく

てはなるまい。

西彼杵半島で聞いたものには, 「丁シュ　テ言二　ィ.」「つなとびを　シユ

ド(しよう)ィ。」などがある。これらのはあいにも, 「イ」を特立させなく

てはならないか。

『続壱岐島方言集』には, 「遊ボーイ(遊ぼうぢやないか)」が見え, 「イ」

についての,

助詞。 「ヤ」に同じ。語尾に附し対者の同意を求むるに使用すO

との説明が見える。
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佐賀県下では,米倉利昭氏教示の,神崎郡下での例,

○イ三二　ィ.ヨ首肯ソ　ネ-.

行こう。いいでしょう?　(高校生女I--同女)

などがある。唐搾市の城外ことばでは,

○オッカチャン　-言一　丁シバ　タt'iイO

などの言いかたがなされており,長呼の言いかたは見られない。 「たべよう」

にまずは該当する「クビュ」の言いかたのなされたあとの「イ」ゆえ, 「よ」

相当の文末詞と,これを見ることもできるかと思われるけれども,九州方言の

中で,一方に「タビュー　イ」式の言いかたがあるのからすれば, 「クビュイ」

式のは,本格的な「イ」文末詞を認めるのには,若干の問題があるものとされ

る。

岡野信子氏教示の唐津市神集島のものは「ド言斉㌻タイoカテヮ。」である。

県下に, 「～タイ」 「′-~~＼一ジャイ」などが見られるが,やはりこれらの「イ」

は,文末訴え音的なものと解してよかろうか。ところで, 『全国方言資料』第

6巻の「佐賀県佐賀郡久保泉村川久保」の条に見える,

mオナゴシガ　　キツカッタイノー　　マツリヤ　　チュット一

女の人たちは　御苦労だったねえ,　おまつりだ　というと。

では, 「イノー」複合形文末詞が認められることになるのかO

福岡県下では,加来敬一氏の「福岡県方言の語法」 (『北九州国文』第五号)

によるのに,

イコイ-筑後区浮羽,八女,三池,山門,柳川

とあるo筑後内には, 「イ~三~二　ィ.」 (行こうよ。)のような言いかたもあるの

か。

岡野信子氏は,小倉市域内の,

○ジュミョ-ノ　アルスジャローイ　ナO
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寿命があるんでしょうよ。

という実例をとらえてもいられる。 「′一)ジャ首-イ」が見られる。氏はま

た,関門沖の島についても, 「三二ィ　ナ。」 (言うよね.)のような言いかたが

認められるとしていられる。

大分県下は, 「イコイ」式のものも,おこなわれることが比較的すくないの

かとも思われるが,どうであろうか。国東半島では,

○ヤスミマショ-　ィ。

やすみましょうよ。　(老男-藤原)

などの言いかたを聞いている。県南にも同種事例がある。

九州域に, 「よ」と言いかえうる「イ」が,およそ一般的であるoただその

あらわれかたが,多くは, 「行コイ」などと,付加的従属的なので,これらに

執するかぎりは,文末詞「イ」をただちに認めることが,容易ではないo

九州地方では, 「ナ」の「ナイ」, 「ノ」の「ノイ」,あるいは, 「ゾイ」 「ザ

イ」 「サイ」などがよくおこなわれているので,そういう習慣下では,いきお

い, 「′一)タ」の言いかたも, 「′--ノタイ」になりやすくもあったか。 「(一

ジャ」の言いかたも, 「′-一ジャイ」になりやすくもあったか。

「ィ」が付加的従属的なばあい,これが「文末訴えイ音」とされるが,等し

く文末訴え音であるにしても,これと「ソ」とは,訴え効果がちがおう。その

ちがいがあるだけ, 「イ」は,文末詞的なものになっているとも考えられなく

はない。

九州での「ナ-イ」や「ノ-イ」などのはあい,ことによっては, 「ナ」や

「ノ」に,別にできている「イ」が複合したということもあったか0 -もと

より, -想像である。

けっきょく,私は,九州方言域に関しては,つぎの整理をする。

「イコ-　イ」などの,長呼習慣のもとにたっている「イ」は,その,文
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末部としての特定性を認めて,これに, 「イ」文末詞を認定する。

「イナ」 「イノ」 「イヤ」などは,複合形文末詞として認めざるを得ない。付

加的な「イ」や不安定な「イ」も,明確な文末詞「ナ」や「ヤ」などと結合し

たものは,その一体者が,独自の複合形文末詞と見られることになる。

四　中国地方の「イ」ほか

第一に,山口県下では, 「-ですイ」 「′一＼-ノますイ」式の言いかたのおこな

われることが,はなはださかんである。おそらくは,全国的に見ても,山口県

下などは,この「イ」音を見せることの,ぬきんでてさかんな地方ではなかろ

うか。

中国五県のうち,他県下になると,山口県下とはくらべものにならないほど

に, 「(--ノですイ」式の言いかたが劣勢である。県下によって差異の大きいこ

とは,下述のとおりである。

なぜ,このように差等があるのだろうか。にわかには,その動因を指摘する

ことができない。が,いずれにしても,このように地域別に発音習慣の相違が

見られることは,各地域が,それぞれの発音基底を有するからにちがいなかろ

う。さてまた,地域的な発音基底の相違が,なぜそのように存在するかが問題

になる。 -比較的せまい地域に発音習慣の相違が見られもするのを,私ども

は,方言の実態として,重視したい。

山口県下では, 「′′-ノですイ」巨・--ますイ」, 「オ首云~二　ゴ事ンスィ。」 (お

さむうござんす。)などJ 「イ」音尾の派生することが,機械的とも言いうるほ

どに,恒常的である。機械的付加の「イ」は, 「文末訴えイ音」とすべきもの

であって, 「イ」を文末詞にとりたてることはできかねる.-「オ耳五二　ゴ

事ンスィ。」は, 「オ百五二　ゴ亭ンス　デー。」ほどのものでは,けっしてな

い。が,一方に,,「(一です　ィ。」などの「イ」文末詞化もある。もし,この
ノ

ような「イ」が,きわだって「イ」のように発言されたはあいは,これを特定
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文末部と見ることが容易であり,したがってここに「イ」文末詞の内在を認め

ることが容易である。

なお, 「イ」音尾の派生のはあいを補足するならば,上にしるしたもののほ

かに, 「′.-＼一タイ」 「/・-＼一ジャ(ヤ)イ」などがある。ところで, 『山口県方言調

査』には, 「ウカガイマセンイ(あがりません)」などの記述も見えるO 「～

マセン」を受けての「イ」は,文末詞を認めしめるか。 「山口県豊浦郡豊北町

大字阿川の方言表現法」 (『梅光方言研究』第1号)には,

○コすす二　ィテン　イ-O

これはいけないねえ(だめだよ)0

が見える。ここでも,発表者にしたがって, 「イ」文末詞の存立を認めてよい

か。私がかつて,長門北部の青海島で聞いたものには,

○コネー　アメガ　フッテ　ミズガ　デチャー,イキムシャ　オラン　ィ。

=こんなに雨が降って水が出たら,魚はおらんよ。"くアクセント欠〉

がある。中川健次郎氏の『小串町覚え書』には, 「そ-い　　そ-よ」が見え

る。

長呼の言いかたを受けて最後にたつ「イ」, 『山口県柳井町方言集』の, 「-

-,フネデイコ-ィ。」といったようなもののばあいは,最後の「イ」を,

特定文末部と見ることができるとしたい。したがって,この種のものには,

「イ」文末詞の内在を認めたい。県下の全般にまた,この種の「イ」が,よく

存立している。

○ソレテラ　-盲~盲-　イo

それならよかろうよ。

○亭丁-ワ　盲~二　ゴティマショー　ィ。

きょうはようございましょうよ。 (物売りに対して)

紘,長門西北部での例である。
ノ

○イ言~二　ィOノー。

行こうよ。ねえ。
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は,周防東部での一例である。 (荒巻大拙氏教示) 「話ソ-　ィ。」「ヤミョ-

ィ。」など,長呼の言いかたのもとに,しぜんによく「イ」が用いられている0

-とはいいながら,しぜんによく, 「イ」が胎生しているのでもあるか。

本県下では,長呼の言いかたのもとであるといなとを問わず,要するに,

「ィ」のおこなわれることがさかんであり,したがってまた, 「どうどうしテ

ィノー.」(どうどうしたよ!)「アリマス　イ青-O」などと, 「-一　イノー」

「へ・′　イナ-」 「′-J　イネ-」などを見せることがさかんである。九州方言

でのはあい同様,今は, 「イノ」などを, 「イ」に関する複合形の文末詞と見て

いきたい。

〇万ヶテ　ヤ盲　イナ。

掛けてやろうよ。

は,長門北部での「イナ」例である。長門西北部の, 「ゴスン　タヌル　イデ

ー。」は,げっきょくは, 「ごほんたべたいなあ。」の意になるものであろうか。

複合形のものに,国安功氏教示の周防平郡島例,

○ワファー　カ貢イ　ヨO

おれのを貸すよ。 <中男一老女>

もある.-氏は, 「カ貢イ　ヨ」と表記していられるO 「イ」が,習慣的機

械的につかわれていることを考慮していられるのであろう。

さきの, 『梅光方言研究』第1号の論文の中には,

○ソす寺~=　ソア　イヤ。

そりゃそうだよ。　　<浦　老男-老女>

というのが見える。 (同論文では, 「イノ」 「イナ」「イネ」の分別表記も見られ

る。)

もし, 「イノー」などのはあい, 「イ」が高音に発音されるようなことがあれ

ば,その時は,いよいよもって, 「矛ノ-」などの,文末の特定の話部である

ことが明らかである。
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山口県下についで,広島県安芸が,かなりよく「(一ですイ」 「′・一、-ますイ」

式のものを見せる。 -長門周防に接続するこの地域が,やはり同質の発音基

底<音韻地盤>の地であるということか。 (安芸島喚部には,さしてのことが

ないようである。)

広島市域以西の地域が,比較的よく, 「-ノデスイ」 「′-Jガンスイ」 「′-J

マシタイ」などと言っていよう。

○=-,私も　ホリ言シタイ。

ええ,私も掘りましたよ。 (炭鉱-行ってはたらいた女性の話し)

○コフ~すビノ　ツ-ガ　イチ言プ　ラトー　ガンシタイo

このたびの土砂くずれがいちばん大きかったですよ。　(老男・-・-

藤原)

○ト音ド亨三　ヵテ万　モアジャィ.

ときどきにかわるものだよ。

ほ,安芸西辺での例である。 『全国方言資料』第5巻の「広島県佐伯郡水内村」

の条にも,

f・・-　　サビシュー　ナリマシタイ

さびしく　　なりましたよ。

とある。

上例いずれも, 「イ」のところは, 「よ」と言いあらわしうる。この点をと

れば, 「イ」は,文末詞と考えられるもののようであるけれども,人々の発言

の実際では, 「イ」が,音尾と言いうるように,付加的機械的に発音されるの

で,通常の文末詞のはたらきのばあいのような,明確な訴え力は,これに認め

ることができない。

『三原市大観』には, 「いの-いの- (かえりましょう)」などの記事が見え

る。備後方面にも,問題の事象があるのか。それにしても,備後には,言うほ

どのことのないのが一般かと思われる。東の岡山県下に,問題事象の,一般的

にはほとんど見られないありさまと,備後地方の状況とが,よくつながってい
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るのであろう。

上の三原市の言いかたは, 「イノ」複合形を認めしめる。安芸地方にも, 「イ

ナ」「イノ」などが認めちれるo 「アリ青ス　イノ。」 (ありますよ。),これは,

安芸西辺での一例である。

島根県下では,石見西部に「イ」音尾が認められるか。このことはまた,山

口県下とのつながりを思わしめるものである。

『島根県鹿足郡方言の調査研究』には,

イ(助)文句の終につける助詞。ワイの約であらう。アルイ(有るわい)

などいふ。

とある。

本県下では,他に言うべきものを,今,私は持たない。

岡山県下の知友は,私に, 「(一ですイ」 「′--′ますイ」式の言いかたのない

ことを強調する。そのようなのであろう。

ところで,私が,備中真鍋島で聞いたことばには,

○エー　コ丁　ヨイナ-0

いいことですよねえ。 (むすこさん夫婦にたいせつにされて)

というのがある。

また,美作西部の調査で聞き得たものにも,

○ク両ネノ　イ-ガ　アリ言ス　イデー。

草屋根の家がありますよねえ。　　(初老男一・一-藤原)

などというのがある。美作のこの状況は,鳥取県下の状況につながるものであ

ろうか。

鳥取県下では, 『鳥取県方言辞典　後編』の記事, 「い〔助詞〕,問い,か
0

何処行くい」, 「追想々起する意を表わす語遣　面白かったい」などが見られる。
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また, 『謂方言輯録』には, 「iと芝を併せ用ふと希求の意を表示するo王を

用ふ場合もある。」とあり,
シ

見て4ヱO (ヱ)来てⅠとo (ヱ)為て-i-T。 (ヱ)走ろ土工. (ヱ)行こイナ。

(皇)

との記述が見られる。 『山陰方言概論』にも, 「いやー遊はいや(遊びましよ

うよ)」などとある。

「イ」音尾のおこなわれていることは,明らかであろう。私が,因幡中部で

聞き得た例には,

○ナンニラテライドマ　亭~㌻-ラL,タ　イテ-.

(林道をつくる人が)いく人ぐらいどもは来ていられたかなあ。

などがある。

「イナ」などの複合形は認められるが, 「イ」単独の文末詞様のものは,認

められなさそうである。

五　四国地方の「イ」ほか

四国地方を見るのに,山口県下のような状況はなく,ほかに, 「何々が　あ

ら　ィ。」「どうどう　すら　ィ。」 「そうですら　ィ。」などの言いかたが,よ

くおこなわれている。 (「あら　ィ。」などが, 「ワイ」複合のはてにできたもの

であることは,言うまでもない。)
_一ノ

○バー耳ンワ　マダ　イキトラ　イ。

ばあさんはまだ生きてるよ。

ほ,香川県島興での一例である0 - 「イ」を,はなしてみる.

愛媛県下には「あら　ィ。」などがさかんである。

県南には, 「テ二ダスラーマ七」 (そうですよ。)など, 「デス」 「ダス」の下

で「ライ」と聞こえる言いかたがさかんである。こういう点では, 「イ」ある

いは「ライ」文末詞が受けとられそうでもある。 -人は(土地人も), 「ライ」
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という特定の因子をとらえたりしてほいないか。

『伊予松山方言集』には, 「話してくれ-ィ。 (話しておくれ)」などの記事

が見える。このようなはあいの「イ」は,文末詞「イ」を認めしめるか。伊予

弁には, 「-ヨ　首イ　ヤ.」 (早くしろよ.)などの言いかたがある。が,この

「セイ」は, 「セ-」に等しいものではなかろうか。すなわち,これから「イ」

をとりたてることは,できないように思われる。

「セ-」が「セイ」とあるのに等しく, 「′-~、一デショ-」も「-デショイ」

とあったりする。

○盲~チノ　首トノ　京-ガ s^noss アルノデショイ　ナン。

こちらの人のはうが体力があるのでしょうねO　　(老女一・一一書住治

男氏)

は,書住氏教示の,県中央部でのr-デショイ」例である。

高知県下には, 「イ」について言うべきことがほとんどない。山陰出雲地方

に問題がすくなかったのと,対応的であろうか。もとより, 「ゾイ(ドイ)」や

「ヵィ」や「ガイ」はある。それにまた,幡多郡のうちでは, 「-ナ百二　シ

テリコイ　スル.」(話しをしたりなんかするO)など, 「シテリコ」とあっても

よいところが, 「シ′ラ~リコイ」となったりもしているo　このようなこともある

けれども, 「-ノデスイ」 「′.-ノマスイ」などの言いかたは,およそ,おこなわ

れていない。方言上の風土差というものであろう。

徳島県下となると,金沢治氏の『柊のうた』によるのに,県西の三好郡で,

「-ヨ行コイナ。」「カモデイナ(かまいますかさしつかえありません)」などの

言いかたがおこなわれているという。千カモデイナ」のはあいは, 「イナ」の分

離性がより明らかであろうか。金沢浩生氏は, 「今日の阿波ことば」 (『阿波方

言』第三巻第-早)で,

「イナ」系統(例文「シ′ヨ=　ィナ。しましょうよ。」など)は三好郡に
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のみあって,南方では全く行われない。

と述べていられる。本県下に, 「イナ」複合形文末詞は認めることができよう。

金沢治氏は, 『阿波言葉の辞典』で, 「ショウイナ〔しようよ〕」などを, 「やや

早(三好,女)」としていられる。

香川県下では, 「イ」単独のものが兄がたくて,-文末訴え音とされる「イ」

も兄がたくて, 「イナ」複合形がよく見られるo香川県中部での例は, 「テ二

イナ-O」 (そうよねえ。) (「そうですよ.」とつよく応答)などである。 『全国

方言資料』第5巻の「香川県三豊郡詫間町大浜肥地木」の条には,

fニワ　クレーイナ

2わ　ください。

などとある。 「イナ」の分立性が明らかであろう。

おなじく「大浜肥地木」の条には,

mマット　　アソベイヨ

もう少し　遊んでいけよ。

というのも見える。

六　近畿地方の「イ」ほか

近畿地方内には,問題の事象が,比較的多く認められる。

兵庫県下では,但馬の「ワ青首-　モンガ　ナニ　ユーンジャィ。」(若いも

のが何を言うんだい。)など,文末訴え音とされる「イ」が,播磨にも淡路に

も,よくおこなわれている。播磨での「行コ-ィ.」などでは, 「行コー」の長

音の言いかたの下に「イ」が見られるので, 「イ」文末詞が想定しやすいよう

である。但馬の,

○京二ィ.ドテヵラ　タ甘言二　ィ。

おおい。土手でたべようよ。 (弁当を)

にあっても, 「イ」文末詞がとりたてやすかろうか.いつかは,神戸駅で, 「天
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ラ丁二　ィO」という売り声を聞いたo Lぜんに派生した「イ」であろうが,

厳密に言えば,ものは,文末詞的なものになろうとしている。

「行コィ。」などの短呼の言いかたのもとにくる「イ」,あるいは「了~ティO」

(いつね?)といったような問いの表現は,人々にもよくとらえられており,

なお, 「イナ」などの複合形の指摘もある。

○ナンデ貢　イナ.

何です?

は,私が但馬南部で聞いたものである。問いのことばに, 「イネ」も言われて

いるO

大阪府下では,前田勇氏の『大阪弁の研究』に, 「兄と。」 「起きと。」 「寝と

(ネ-).」 「食べと(タべ-).」 「釆吏oJ 「せと(セ-)O」の記述が見えるが,臥

は今, 「兄と。」などを,命令形と見ておくo

それにしても, 「(一マス　イナ」など, 「イナ」複合形は,よく存立してい

よう。 『和泉郷荘村方言』には, 「帰らう」の「イノイノ」が見える。

和歌山県下では,串本の問題事象が,まず注目される。ここでは,

○ダー77モ　テヵッタジャロ　才二o

だれもいなかったでしょう?
.-・・ 4

0ダjJモ　テヵッタンド　イ-O

だれもいなかったんだろう?

などと言われているO　こうあれば, 「イ-」は,念をおす文末の訴えことばと

見ざるを得ないのではないか。すなわち,ここに,文末詞の存在が認められよ

う。 -とはいいながら,これが,臨時的な,場面的な発言にはかならないの

だったとしたら,にわかに語詞としての文末詞を認定することはできなくなる。

『和歌山県方言』には,西牟婁郡のこととして, 「スルイ　　するのです」

の指摘がある。和歌市域での言いかたにも, 「それは何か。」と問うのに, 「ソ
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レワ　ナンナライ。」などの言いかたがなされている。文末訴え音の「イ」が

おこなわれている。楳垣実氏も, 「紀州ことば(6)」 (『和歌山方言』6)で, 「イ」

について, 「話し手も聞き手もこれを独立の助詞であるとは意識しない傾向が
7

ある。」と述べていられる。私は,日高郡三尾村で, 「下コイ　イキャィ。」 (ど

こへ行く?)との言いかたを聞いた。これでは, 「イ」が,音声的に明瞭に強

調されている。すくなくとも,臨時的には,これに文末詞「イ」が考えられよ

う。

問いの意の「イナ」複合形文末詞は,県下によくおこなわれているらしい。

三重県にはいって,その紀州の西部の南牟婁郡の木之本では,
_・・・ 1

o盲二　ィす　ヮイ-o

もう行くわね。
器ら

○タブム　ドイ-o

(女性)

たのむよ。

などの言いかたがなされている。当地に「ワイ」はおこなわれず, 「タノミ言
_-・・・ 4

ス　ワ-。」 (たのみますわ。)など, 「ワ」の言いかたがおこなわれているoそ
器!　　　　容ら

れゆえ,上例の「ワイ-」は, 「イ-」を分別せしめるものと思われるO 「ドT
ノ　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
ー」は, 「ブイ-」からのものではないか.とすると,これにあっても, 「イ-」

の長呼形を分別することができそうである。木之本には,なお,
.Ill.-I

〇百タ　ド-ゾ　キテ　ィ-0

またどうぞ来てちょうだいね。
器らi

oゥ幸二　キテ　ィ-.

うちへ来てちょうだいね。

などの言いかたもおこなわれているので,けっきょくは,ここで, 「イ」文末

詞を認定することができようかと思う。教示者の女性は, 「イ」をつけると,
容!

-ずっと感じがよくなる0日とも, =「ィ-」はやさしい。"とも説明した. 「妄言
__-・・ 4

7ド盲す　イクンナラ　イ-.」(あんたどこ-行くの?)("やさしいO""ぉ
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となが子どもになど.")などともあった。 "「イ-」がつくと女o"とのことで

もあった。 (木之本では,女学生どうLが, 「ああそうですか。」を「テ二ジャ
ノ
ィ。」と言うとのことでもあった。)

おなじく紀州の北牟婁郡にあっても,尾鷲で, 「コす寺　アーy;-ジャイo」

(これはわたしのだよ。)などの言いかたがおこなわれていて,まずは,文末訴

え音が認められる。ところで,高田昇氏の「三重県北牟婁郡尾鷲方言」 (『方言

誌』第十五輯)には, 「ドコ-イイ　　どこへ行くんですって?」「ドコ-イク

ソイイ　　どこへ行くんですって,」などとあって, 「イイ」の重複表記が見ら

れる。こうある「イイ」は,あるいは,文末詞を認めしめるものか。 『全国方

言資料』第4巻の「三重県北牟婁郡海山町河内」の条には,

f--　フロ　　タイトクヨッテ　-ヨ　シモテコイイ-

はい,ふろを　たいておくから　早く　終えてきなさい,

というのが見えるO高田氏が,上記尾鷲方言の報告で, 「ホントジヤ-イ
＼_ノ

本当ですよ。さうですよ。」としるしていられるのには, 「イ」文末詞の存在が

認められやすかろうか。山口幸洋氏の「尾鷲方言の談話資料分析」 (『三重県

方言』第24号)にも,

-・.,ナンジューネン1モクツンヤ「イ-

というのが見える。私が,尾鷲近辺のことばとして聞き得たものには,

○オフラトコノ　カ首ワ　ノイ-O

おれのうちのかかあはねえ。

などがある。 -「ノイ」がとらえられよう。はかに,尾鷲ことばとして聞い
-　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　ノノ

たものには, 「ホ-　カイ-。」(そうかい?)「嘉一キニ　イ-。」(ありがとう
=　　T　　器ら

よO)「アツイジャロ　イ-。」(暑いだろう?)などがある。後二者などのはあ

いは,独立の「イ」が認められやすかろう。 -文末詞の存立が考えられる。

ここでは, 「イ-」が「ナ-」とともに,ていねいとされている。

志摩の地方にも,「イ言シクタ　Tコヤイo」(いまLがた食ったとこだよ。)

早, 「ナンジャィ。」 (何だ?)など,文末訴え音の「イ」がおこなわれている。



182

鈴木敏雄氏の「志摩町越賀・和具の会話」 (『三重県方言』第13号)にも,

やい,ゆうない。 (コラ,勝手に言うとれ。 (或は,そんなことを言うな

の意。)

などとある。

『三重県方言資料集　志摩篇』の中には, 「くれ-い　下さい(布)」との記

事が見える。こうあれば, 「イ」文末詞が認められるか。 -臨時的にこうな

るということかもしれない。

伊勢にも, 「ソレワ　ナンジャィ。」 (それは何か。)などと,文末訴え音の

rイ」がおこなわれているo

奈良県下には,今,とりたてうるものがほとんどない。

『全国方言資料』第8巻の「奈良県吉野郡十津川村小原」の条には,

fジョーイ

そうです。

というのが見える。あいづちことばとしてこう言っている,この「イ」は,訴

えことば的なものであるか。

京都府下では, 『丹後網野の方言』に,

「よ」を「イ」また「イヤ」という。イは普通,イヤは目下に対して用い

られる。

行こうィ。　　やっぱり見てこうィ。

との記事が見える。 「行こうィ。」などとあるのでは, 「イ」の訴えことばらし

さが明らかであろう。文末詞が認められるか。西舞鶴方面で私が聞いたことば

には,

○イッラ手工　ノ盲二　ィ。

いっしょに乗ろうよ。　　(女学生たち)

がある。丹後南奥でも,かつて,
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0オ7レワ　テ-ンチュ　コト　サラスジャー　ィ.

おまえはなんということをしやがるんだい。

というのを聞いたことがある。

「どう　しちゃったんじゃイ?」などの, 「イ」音尾を付して言いおわる言

いかた(したがって, 「イ」は,文末訴え音になる。)ち,府下にありうるのか。

「イナ」の複合形は,府下の南北に兄いだされる. 「ド-　シタンジャ　イナ。」

紘,丹改西北方で聞いたものである。丹後半島では,

○テラデス　イナ-0

何ですか? (何がいりますか?)　(育男-ナ買い物に来た母子)

などのような言いかたが,よく聞かれる。京都ことばの「イナ」は有名である。

楳垣実氏は, 「紀州ことば(6)」 (『和歌山方言』 6)で, 「要するに,京都ではこ

のイは, (1)原則として疑問代名詞を主題とした文の末尾にナ・ナ-を従えて現

れるO」と述べられ, 「テノ言ワイ万言イj=-(あのこわい顔だこと!)」などの

例も示していられる。氏は, 「京都でも,疑問の意を含む代名詞を受けない場

合もある。例えば次のような質問に対する応答としてそれが現れる。ナニ芽イ

ナ(何をだね.)-サイフォイナ(財布だよ。)以下略」とも記述していられるO

「イナ」のこの頻用は, 「イ」成立の強固さを示すものであろう。

滋賀県下には,文末詞「イ」は,一般に,見られないようである。 「ソレワ

何ジャィ。」「ド-　シタイ。」 (どうしたんだ?)といったような言いかたは,

主として,湖東域によく見られるようである。 「イナ」などの複合形もある。

○ド-　シテ イヤ-ル　イナ-.

どうしていなさるかなあ。

は,彦根ことばの一例であるo

近幾地方の両辺域は, 「イ」文末詞が認められて,注目される。 -全国で

ち,この地域が,問題視されはしないか。私は,奈良県青野郡下の調査でも,
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土地の人から, 「尾鷺ことば」として,

○ソ-手首ロ　才二。

そうだろうよ。

というのを教示されたOその人は, ``ことばの尻に「イ-」をつかう."と説明

してくれた。関連地域の人もこう観察するほどに,両辺の「イ」は,特立的な

ものであるのか。佐藤虎男氏も, 「愛知県・三重県海岸線の文末助詞」 (『方言

研究年報』第一巻)で, 「告知の用法」の「イ」が, 「志摩・紀伊によくおこな

われている。」としていられる。
ノ

○フこ了oォ-キニ　イO

はい。ありがとうね。　　(初老女-育男)

紘,氏が尾鷲の念おし例とせられるものである。

七　中部地方の「イ」ほか

福井県下の若狭に, 「ドコ-　行クィ。」などの言いかたがよくおこなわれて

いるようである。

○ドコイ　イカンスィ。

どこへ行きなさる?

は,そのていねいな言いかたである。越前でもまた,海岸線での,

○ア丁ヵラ ヒロマックサケ-　ヒロ　ゴザンスィ.

あとから広まったから,広うござんすよ。

など,東西に「イ」訴え音がよく聞かれる。

愛宕八郎康隆氏は,昭和三十年に私どもの小研究会で, 「北陸道方言のイ音

尾について」というのを発表された。 (福井・石川・富山の三県にわたるもの

である。)この報告では,福井県に関しても, 「イノ」 「イネ」ほかの諸複合形

がとりあげられた。福井市近郊の「イノ」例として,私が聞き得たものは,

○オ苛~ ドコイ　イカッシャル　イノー

(=「どこい行くんや?」というような,かるい,親愛のことば')
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であ5>。

○コア　コ　ホレ　コンテ　コト　シテ

この子は,はれ,こんなことをして,

ド-　シル　イヤO

ド-シルンジャ。

は,海岸部での「イヤ」例である。若狭地方でもまた, 「イナ」 「イノ」 「イヤ」

などが,よくおこなわれている。

石川県下でもまた, 「イ」音尾がよく聞かれる。

○ナン三言　デ万ィ.

何が出るものか。

は,能登半島西岸の一例である0 -この例のはあいなど, 「イ」音尾などと

言いうるものではあっても, 「イ」のほたらきが大きいようでもある。 『全国

方言資料』第8巻の「石川県鹿島郡能登島町向田」の条には,

mナニヤッタイ

なんですか。

というのが見える。どちらかというと,能登半島方面に, 「イ」音尾は,より

よく聞かれるのでもあるか。

能登北部の輪島で聞いたことばに, 「ください。」の意の「ク才一　To」が

あるoこのように発言される「イ」は,文末の特定の訴え要素になっていよう。

能登半島西岸で聞いたものには,

〇一一一というのは　ナンジェー ィ。

=-というのは何ジャイネ。 (問いのことば)

というのがある。これらによれば, 「イ」文末詞が認められそうである。

県下にまた,複合形の「イノ」 「イネ」 「イヤ」その他が聞かれる。

○ワリャ　ドコイ　イク　イヤ。

おまえはどこ-行くのか。

紘,金沢市での「イヤ」例である。

○アリガトー　ゴザリマシ斉~了ノー。
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ありがとうございましたねえ。

は,加賀東南部での「イノ」例である。

○コテ　ステオ　イネ-O

この砂をねえ。

は,能登での「イネ」例である。

富山県下でも, 「イ」文末訴え音がよく聞かれる。 「イヤイ　嫌です。」は,

『富山県方言集成稿(I)』に見られるものである.古く, 『富山県方言』にも,

「○たい〔あったい〕 (ありますよ)」などの記述がなされている。 『全国方言資
o  o

料』第8巻の「富山県東砺波郡平村上梨」の条には,
<>:

f・--I.・コワイ　コト　オータ　モンジャイ

ひどい　目に　あった　ものです。

3) 「体が疲れるような」の意。

というのが見える。私が,富山市西北郊で得た例は,

○タッテガッテ　モノ　ユーテ　ナンノ　コッチャイ.

立ってものを言って,なんのことじゃい! (たしなめる。)

などである。

県下の,

○ソソテ斉デラ㌻二　ィ。

そんなのでしょうよ。

のような言いかたでは, 「イ」という特定の訴えことばが見わけられようo

(-ところで,このカードを検閲された土地の有識者は, 「『イ』は言わな

い。」と注せられた。)愛宕八郎康隆氏は,県西南隅で,
一ノ

○ティガダ　イ-.

そうなんだよ。

との言いかたを聞いていられる。

県下の「イ」に関する複合形では, 「イネ」が,なかんずくよくおこなわれ
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ていようか。私は,県南で, 「お所は　ド言デス　イネ-.」と聞かれたことが

ある。

新潟県下には, 「イ」文末訴え音のおこなわれることが,比較的すくないの

か。

とはいいながら, 『全国方言資料』第2巻の「新潟県中魚沼郡津南町結束」

の条には,

m-　　-　イッカグレ-ニ　ナルイ

何日ぐらいに　　なるんだい。

というのが見え,問いの表現が注意される。和田初栄氏の「新潟県北魚沼郡小

出方言の文末詞-「カ」 「イ」 「ケ」 「ヤ」について-」 (『方言の研究』創刊

号　昭和43年3月)にも,

○サンペノ天ア　ナラ寺フ　テック　ィ。

(三平のばあちゃんはどんな具合になったでしょうか。) <老・女-・-

中・女>

というのが見える。

水沢謙一氏の『昔あったてんがな』には, 「婆さ,また何言あっるい。これ

はこんにゃくと言うもんどし。」とのことばがあって,ここにも,表現上注意

される「い」が見られる。

県下に, 「′(＼一ダイ」も見られ,また, 「′一一-一ダ　イナ」も見られる。

岐阜県下でも, 『岐阜県方言集成』の「なにい〔句〕何ですか。」, 『飛騨の

ことば』の「だりやせずい(句)たれがするものか。嫌だよ。 (そんなことは

-0) (東)」など,文末特定音としうる「イ」が,よく見られる。

なお, 『岐阜県方言集成』には, 「どういん〔句〕どうですか。」 (恵那郡)と

いうのも見える。これには,

「い」は「え」と同じ語,それに「ん」の添はったもの。
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との説明がある。

本県下に, 「イナ」の複合形も見られる。

○です　イテ-0

は,美濃北部での一例である。

愛知県下でも, 「イ」音尾がよく見られる。 「何だン。」 (何だ?)などとなる

のとおなじように, 「′-一だイ」ができている。

○亭=㌻ト　切ック　モンダィ。

は,渥美半島での「′-、一だイ」例であるO

複合形に, 「イナ」がある。知多半島で聞いたものには,

○カリ㌻ダ　イデー。

かりにですねえ。

が.t-) -,

明らかに「イ」文末詞として認めるべきものがない。

静岡県下にもまた, 「′-一だイ」など, 「イ」音尾がよく見られる0
-　ノ

○ナントユー　コンダイO

なんということだい。

は,御前崎近くでの一例であり,

○コリャ　オレンノダィ。

これはおれのだ。

は,大井川すじでの一例である。

山口幸洋氏は, 『静岡県本川根方言の文』で,

ヨイズライ(708)は「良いだろうよ」といったニュアンスをもつ。

としるしていられる。 「ズラ」にはとどまらないで「ズライ」とあれば,それ

だけの音効果は,たしかに発揮されるのであろう。それにしても, 「ズライ」

の「イ」について,ただちに「イ」文末詞を認めることができるかどうかO
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複合形には, 「イナ」「イネ」がある。

長野県下には,全般に, 「イ」音尾がさかんのようである。方言研究の諸文

献もまた,これをよくとりあげている。佐伯隆治氏は, 「信州北部方言語法

(上)」で, 「イ」につき,

「カ」と同じ,疑問に用ひる。

とせられ, 「何処ニアルイ(何処にあるか)」以下の例をあげていられる。福沢

武一氏は, 『信州方言風物託　第二』で,

このイは何々した経験に内心得意としている心持がこめられる。

との説明をしていられる。 「イ」を一個の独立要素と見るむきがすくなくない

が,私は, 「′へ一だイ」r-たイ」などのばあいを,すべて, 「だ」や「た」

の言いきりの,一種つよめられた形と見, 「イ」の機能は認めつつも, 「イ」を

文末訴え音とする。私が信州北部で得た「タイ」例を,一つあげようo

Oク貫首レタイO

くたびれたよ。

「イ」に関する複合形に, 「イネ」 「イナ」がある。 『信州上田附近方言集』

には,

クエナ(句)であったね。 「行クダック-ナ」

が見える。

土地っ子の,自語をかえりみての発言の-事例を,ここにかかげておきたい。諏訪

地方の-女性は,巨、-たイ」は言わぬと,まず言った。やがてこの人が, 「イッ

タ　イネ一。」<アクセント失>(行きましたよ。)の例文をあげた。

『信州方言読本　語法篇』には, 「それでいやな(それでな)」 (木曽の黒川)

との記事がある。 「イヤナ」がとらえられそうである。 『全国方言資料』第2

巻の「長野県西筑摩郡新開村黒川西洞」の条にも,

Jソイヤナ-

そうですね。
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というのが見える。

山梨県下にも, 「′.`~`＼一だイ」などがあるか。

『全国方言資料』第2巻の「山梨県南巨摩郡早川町奈良田」の条には,

mマダ　ソガ-ニヤー　クラカー　ナラヌイ

まだ　そんなには　　暗くは　　ならないよ。

とある0 -「ナラヌイ」が注意される。

中部地方に,はっきりとした,単独の「イ」文末詞は,あまり兄いだされな

いようである。

八　関東地方の「イ」ほか

東国地方の情勢も,おおよそ,中部地方東半域のそれに似たものである。や

はり,はっきりとした文末詞「イ」は,まず認められない。

神奈川県下に, 「′.`一、一だイ」がいちじるしい。それに,問いのばあいもあれ

ば,説明のばあいもある.

東京都下では,伊豆諸島の八丈島のことが,まず問題になる。飯豊毅-氏は,

「八丈島方言の語法」で,

このイは動詞に直接つくはか,文末助詞ワ,カ,ガ,ジャ,などや助動詞

ラ(オ),タラ(ト*),など多くの語につくo軽い親しみを表している場

合が多い。

と述べていられる。 「ラ」のもとに「イ」の見える例としては,

○ジョオブダライ。丈夫ですよO (イには親しみ・やさしみがある)
しt」¥

などもあげていられる。 『くろしおの子(青ガ島の生活と記録)』には, 「あん
SES.

だってい。」などの事例が見える。私は,今のところ,これらの「イ」も,文
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末訴え音と見ておきたい。

『全国方言資料』第7巻の「東京都八丈町宇津木」の条には,

fア　ドッカニ　オジャリヤローイ

どこかへ　いらっしゃいますか。

とあり, 「ヤローイ」というのが見えるo　こうなると,ここの「イ」は,特定

文末部になっているとされようか。しかし,こういう表現の習慣がつよくなけ

れば,私どもは, 「イ」文末詞をとりたてることはできない。新島のことばと

して聞き得ているものに,
メ

○オメ-ワ　ドキ-　イカッシャウ　イo

あんたはどこへいらっしゃる?
ノ

がある。これの「イ」もまた,この文表現の現実では,特定文末部であろう。

しかし, 「イ」文末詞が認められる状況にあるのかどうかは不明である。

大島や三宅島などにも, 「/-)だイ」や「′-)たイ」がある。

東京都に関しては,旧の『東京方言集』に, 「テンデス才?」 「何をクダス
△

ッタ矛?」 「今あの人どこにイルT?」 「早く支度をジ盲イo」などが見られる。

「しっかり　しろィ。」などとも言われてきたであろう。が,これらはすべて,

「イ」文末詞を認めさせるものではない。 「シ首ィ.」は, 「しろ　ヨ。」を思わ

せるようではあっても,それは,意味の内面のことであって,外形は, 「シPo」

の発音の強調形が「シ言ィ。」になったというものであろうo

千葉県下でも, r-たイ」 「-ますイ」ほかが見られ, 「-たイ」にし

ても,

○オ丁二　手　イッタイ。

おまえさんどこ-行ったの?

のような問いの表現のはあいもあれば,

○スすすティ。

すわれよo　　(初老女一一・一孫ら)
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のような命令表現のはあいもあるというわけで, 「イ」文末訴え音利用の生活

が自在である。

〇才マデモ,ツ万すす　ァソ下手斉　アリ寺スイO

は,房総半島南部での「′一、一ますイ」例である. 「アリ言スイ」などと言われ

ているのをだけ見ていると,これは,関西地方域でのことばづかいにさも似た

ものとも思われる。　複合形には「イヤ」などがある。

つぎに,埼玉県下でも, 「′-ノだイ」 r-たイ」 (問いのはあいも説明のば

あいも)などが,よくおこなわれているO命令表現のばあいもあって, 「マ-

ユックリ　シロイ。」などと言われている。大久保忠国氏の「埼玉方言の語法」

には, 「くれ」 「下さい」の系統の「クンドイ」が見える。-「クレロ」の

「クンロ」が「クンド」になって,やがて「クンドイ」になったか。

群馬県下にも, 「(一だイ」 (説明や問い) 「-たイ」などがよくおこなわ

れている。上野勇氏の『万場の方言』には, 「さうでがんサイ」 「何時頃出来る

イ」などの言いかたが見えるo県下に「--ノするイ」もあるO

私が前橋市を出ての東北郊で聞き得たものには,
_y

oコア。コ百才　ヨo　コレダィ.コレo

これ!これだよ。これだィ。これ!　(四歳男I一一中女)

がある。このばあい, 「コJWィ.」が「これだよ。」に恰当することは明瞭で

ある。したがって, 「コ7才ィ。」の「イ」が, 「ヨ」的なものとも考えられる0

-つまり, 「イ」が,文末詞かと考えられてもくる。しかしながら,表現の

内奥に「ヨ」的なものが認められることと,外形に, 「イ」の文末詞らしさが

明確であるのとは,つねには,一元的なことではないo 「コ石ずイo」は,やは

り,通例にしたがって, -話部と見ておきたい。同地で,
ノ

○ナ-ソダーィ。

なあんだい?　(幼男-・-中男)
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との言いかたが聞かれた。この現実形では, 「イ」が,特定文末部とも見られ

ようかo Lかし, 「ダーイ」は, 「ダイ」の-変形と見るのにとどめておきたいO

当県下にも, 「イナ」 「イネ」の複合形が認められる。

○盲ヵッタ　イ京-0

よかったね。

などとある。

栃木県下にもまた, 「/-ノだイ」などがよくおこなわれているO 「ナ-イ」

などともあるが,私は,これを, 「ナイ」の変形と見ておく。

茨城県下の情勢も,栃木県下のにほぼ同様であろうか。 「J-一だイ」やr～

たイ」が認められる。

複合形には, 「イネ」などがある。

なお,関東地方に関しては,大橋勝男氏の, 『関東地方域方言事象分布図』

の二図に, 「イ」事象の分布を見ることができる　Map 27「どうするio」で

は・おもに,埼玉・群馬・栃木の方面に, 「イ」の分布が見られる　Map 28

「どこ行く土や」にあっても,やはり,ほぼ同様の地域に「イ」が見られる。

「どうするィ。」や「どこ行くィ。」に関する問いであったため,調査結果の分

布は,以上のようになっているのか.関東に, 「-ー′だイ」は一般的のようで

ある。

九　東北地方の「イ」ほか

東北地方に, 「イ」文末訴え音は,さしてつよくはないのか。

福島県下には,やや言うべきことがある。 -関東地方からの,しぜんのつ

づきがらが考えられる。
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菅野宏氏は, 「福島のていねい語」 (『言語生活』第二十九号)で,

「ぉらない戦争なんてこりこりだでい」のように間投助詞や終助詞につい

て,丁ねいさをあらわす。 「ん」の勢力はひどくおとろえているようであ

る。 (中略)東京語の「なにしてるんだい」 「ぼくいやだい」のいと形は同

じであるが,福島のいは丁ねい語であり,なだらかに発音されるという点

で,使われる頻度の点で,全体的に女性的な調子を与えているO

と説いていられる。 「イ」をとりたてていられるが, 「こりこりだでい」のはあ

いだと, 「でい」は, 「で」の発展形かと考えられるO飯豊毅-氏も, 「福島県

における文末助詞-岩瀬郡天栄村を中心として-」 (『方言研究年報』第-

巻)で, 「ドコサ　イず　イO (どこに行きますか。)」「ナニク万イo (なに

がくるもんですか。)」の例をあげられ'

このような「イ」は,現在はあまり用いられないo老人などの,同輩に

対する多少丁寧なものいいにあらわれる程度であるO

と,やはり, 「イ」をとりたてていられるoまた,氏は,同論文の中で,

「-イ」は,ひろく尊敬表現に,はあいによってはていねい表現にした

てあげるのである。

と述べていられ,

さて,この「-イ」 「-ン」の文末助詞は,天栄村にかぎらず,梶

島県では中通りの南半一帯に用いられているが, ---0

とも述べていられる。 -谷清昭氏は, 『言語生活』第三十五号の「全国珍語奇

語集」への寄稿「福島県」で,

そうカィ,何ダィ,暑いナィ,いいゾィ,そうだワイ-と「イ」を添え

るのが浜通りと中通り。

と述べていられる。 『福島県方言辞典』には,

ナンダイ〔句〕なんですかO 「何の用なんだい」 (何の用なのですか)中

会南北

の記述が見える。
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飯豊氏は,別に,

○ドッチャ　イッテキティ。

どこに行って釆ましたかO <壮年男　-壮年男>

の例を教示せられ,

「タイ」などは目上の人にはあまり用いられないo　しかし「タ」よりは敬

意が認埼られようO

と説かれた。

諸説はあるが,要するところ, 「イ」文末詞を,独自のものとして認めるこ

とは,なお困難とされよう。

宮城・山形・秋田・岩手の諸県には, 「イ」 (文末訴え音)について,述べる

べきことがあまりない。私の現在の調査状況がそうなのであるが,これらの地

域には,比較的, 「イ」文末訴え音のおこなわれることがすくないのではない

か。宮城弁での,

○ナジョナ　コッシャイ。

"どういうこと?"

は, 「イ」音尾を認めしめるものか。 『山形県方言集』の, 「すろい　suroi　連

続語　しなさいよ　芸釦には, 「イ」音尾が認められよう。秋田県下には,

r-ですイ」 「-たイ」などが見られるようである。東能代で聞いた買

い物ことば, 「マンツ〔凸〕カワイO」(買いましょう)・は, 「カワ・イ」が「カウ

ワイ」ではないか.岩手県下では, 「′`~-一だイ」などが見られるO 『全国方言資

料』第7巻の「岩手県九戸郡種市町中野」の条には,

fシャグサンジューエソダーイ

130円ですよ。

とある。私が県中央東部内で聞いたものには,

○ナンボず　テテダー・ィ。

いくつなんだいO (むすこさんの年を聞く。)　　(老男・-1-老女)
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などがある。

青森県下でも,いくらかの「′一、一だイ」 「′1-ノたイ」などが聞かれる。とこ

ろで, 「南部」地方の野辺地町で私が聞いたものには,

○コリャ　オラアダ　才二o

これはおれのだよ。

○セソ妄二　ォデタ　才二。

先生がいらしたよ。

○ソッタラ守口　ヨテ　キ〔kci〕タラ　ヌld〕テロ持ガベ　ア二O

そんなにたくさん着たらぬくかろうね?

などというのがあるo一初老女から得たものであるが,このよ　うに一定的に

「才二」が特立されると,私どもは,この背後に,もはや, 「イ」文末詞を認

めたくなる.ただこれが,一人の発言例である点が気がかりである。社会の慣

習というほどに, 「才二」の,特定の発言がなされているようであれば, 「イ」

文末詞を認めることが容易である。

十　北海道地方について

この地方については,私の調査作業が,あまりにも狭小である。どれほどの

ことも,言うことができない。

鈴木淳一氏の教示や私自身の経験によるのに,文末詞「カイ」 (「か」)は,

道内によくおこなわれているようである。しかし, 「カイ」は, 「カ」の変化形

と見たいから,今は,これについて「イ」文末訴え音を言うことはしない。

道内に, r-だイ」「(一たイ」は,よく認められるようである.

0コレ　オレゲノダィ。

これは私のです。

ほ,鈴木氏教示の十勝本別町での一例である。 (「コレ　オレゲノダ。」は,対

等の言いかたであるという。)



第四章　ヤ行音文末詞　197

0お父さんは,どこへ行ったい?

は,鈴木氏教示の北見斜里郡斜里での一例である。

十一　おわりに

以上全国にわたって, 「イ」を観察してきた。さほどにはこれの見られな

い地域もあるが,総じて, 「イ」文末訴え音が全国的にとも言いうるほどに兄

いだされるのほ,興味ぶかいことである。それにしても,明確な「イ」文末詞

と認められるものは,参々たるものである。この点は, 「-」文末詞存立の優

勢には比較すべくもない。 (「-」は,多く,はっきりとした文末詞として存立

している。)

「-」と「イ」 (その,文末訴え音であるものをも広く見て)とでは,待遇

上の表現効果に大きな開きはなさそうである。両音相は,同一方向上の二者と

認められるようである。これらが,しばしば,女性ことばにかたむくものであ

ったりするのもおもしろい。

特殊なこの「イ」には,用法上の分化もすくなく,複合形もまたすくない。

「カイ」や「ナイ」での「イ」は,文末詞「カ」や「ナ」の下に自生したもので

あろう。 「カイ」や「ナイ」は,それぞれを,一定の完結形と見たい。これに対し

て, 「～ですイ」やr-だイ」などのばあいは,事情がちがうO 「イ」という

ものの前にあるのは,文末詞ならざるものである。その「です」や「だ」での言い

きりが,表現上明らかであり,その言いきり要素に「イ」が付生している。この種

の「イ」は,文末訴え音と見る。

※　　※　　※　　※　　※

ヤ行音文末詞としてきた「ヤ」「ヨ」「-」「イ」では, 「-」と「イ」とが特
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異的である。 「ヤ」と「ヨ」とは,大感声的文末詞とも言いたいおもむきを室

していて,これらは,おこなわれることが,ヤ行音文末詞において・まさに本

流的である。人々は,しぜんのうちに, 「ヤ」 「ヨ」に・詠嘆一般の生活を託す

ることが大であった。さてこの傾向は,今後とも,にわかには変移するもので

なかろう。
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第五章　サ行音ザ行音文末詞

第一節　総　説

サ行音ザ行音に属するものとしうる諸文末詞を,この章でとりあつかう。

この章で総観しうるものは多岐にわたり,いわば,内状が単純ではない。サ

行音・ザ行音というまとめかたをするが,これは,今日現在の,ものの音形態

に日をつけた,一つのたちばでの概括である。

なかには, 「サ」「ゾ」など,たぶんに感声的なものと見うるものもあるが,

ほかにまた,かならずLもにわかには感声的としがたいものもある。 「ザイ」

など(-はじめの「サ」にしても),これをすぐには単純感声的なものとしが

たいかもしれない。このような状況ではあるが,ここにとりそろえようとする

ものが,いずれもサ行音またはザ行音に属するものであることは,言うまでも

ないo Lたがってこれらの全体は,ひとまず一括して,一群のサ行音ザ行音文

末詞と見ることもできる。

かねて私は,ナ行音やヤ行音の文末詞, ←ナ互ノ」や「ヤ」 「ヨ」などを,感

声的文末詞とよんできた。しかもこれらを,もともと感声的なものであろうと

解して,原生的な感声文末詞とも見てきたoサ行音ザ行音文末詞としうるもの

は,上にも述べたような理由によって,これを単純に, ←原生的な感声文末詞」

とすることはできない。しかし,その多くのものについては,今日の諸方言上

の習慣では,もはや,感声的文末詞の様相を認めることができる。ここに,原

生的とは言いかねるけれども,サ行音ザ行者文末詞の総体について,準感声的

文末詞と言う程度のことは,できそうに思われる。

「サ」 「ザ」, 「ゼ」 「セ」, 「ゾ→など以下のものを,要するに共時論的見地で

処理して, 「サ行音ザ行音文末詞」というまとめかたをする。
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日本語諸方言上の文末詞の全相を通観する時,サ行音ザ行音関係の文末詞群

は,まさに,ナ行音文末詞,ヤ行音文末詞の,前後の二つの大群落につぐもの

と見さだめることができる。

第二節　「サ」の属

-　はじめに

サ行音ザ行音文末詞としうるものが,広汎に認められるのを,どのように整

理しどのように順序づけるかは,一つのやっかいな問題であるo私は,第五章

にとりあげたいものの全体を,私なりの考えで整頓し,以下のように,節を追

ってものをとりあげる。最初にとりあげるのが「サ」であるo

関東地方はもちろんのこと,全国の東西に広くおこなわれている「サ」を見

るにつけても,私どもは,これを,サ行音ザ行音文末詞としうるものの-代表

分子とも見ることができるoその活動の実際を見るのに, 「サ」は,ほとんど,

感声的文末詞同然の流行を呈していると認められるo

柳田国男先生は,この「サ」に関して, 「しか言う」の「さ」との解を示さ

れた。

なるほど今日の「サ」に,特殊な指示性を感知し得ないではないoそうい

えば「ゾ」にも,なにかの指示性が感じられるo

もし「サ」がそういうものであるとしたら,これは,非感声的な文末詞とさ

れる。

しかし, 「サ」が指示性をにおわせているとしても,そのような性格の「サ」

が(「ゾ」もまた「ゾ」なりに),現段階で, 「サ」の音声効果を発揮して,お

ぉよそ感声的なもののさまを呈していることも,私としては・認めたいところ

である。東京都や千葉県下などでの, =どうして　サ-oこうして　サー0日な

どと, 「サ」を連発している表現生活の実態を見るにつけても,私どもは, 「サ」
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を,単純感声的なものに近い文末詞と見なすことができる。

ともあれここに,対話の文表現の末尾にはたらく特定の-重要分子「サ」の,

全国諸方言にわたる広い存立がある。

二　南島地方の「サ」音形文末詞

南島方言内に, 「サ」音の文末詞,あるいは「サ」音を持った文末詞が認め

られるo私は,これがどういう性質のものであるかを知らない。けれども,

「サ」音形のものがあることは事実のようなので,今はただ,その昔相に即し

てこれをとりあげる。

『全国方言辞典』の補遺篇に,

ちゃ-びら　固(釆侍の意)訪問の挨拶の詞。御免下さい。 「チャー

ビラサイ(男)」「チャービラタイ(女)」南島首里。

との記述が見える。

沖縄語を調査しつつある胤森弘氏は,

女性は,男性にも女性にもタイを言い,男性は,男性にサイを言う。男性

は,女性にはサイを使わない。おふくろにだけは使う。サイは尊敬。

と語ってくれた。

大橋勝男氏が,昭和五十年に新幹線車中で,那覇市の高校一年生およびその

姉さん(二十五歳くらい)から得られた「サ」音形文末詞の実例は,以下のよ

うなものである。

○-7　サイ。

"人と会ったときのあいさつことば。本土語の「ヤー。」 「オス。」な

どと同じ。"
_　h　　へ.__　　ノ

○マ-ダ　メソソ-ラン　サーO

"まあだいらっしゃらないかなあ。 (ていねいな言いかた。)=
ノ

○デー　チュ「　サ。

"今　来る。"
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金城朝永氏ほかの「南島方言に於ける敬語法」 (『沖縄文化論叢5言語編』

平凡社　昭和47年11月)には,

首里・那覇では,敬語文の末尾に男は「サイ」女は「タイ」を附ける一

種の癖があって,之が文敬語法の一つの特徴をなしてゐるo

とある。

国立国語研究所編の『沖縄語辞典』 (大蔵省印刷局　昭和38年4月)には,

sai① (感・助)目上に話しかける時・呼びかける時などに男が発する敬語。

さらに高い目上にはsariという。女は　tai　という。もし。～。もし

(他家で案内を乞う時など)。 uncuur　もし,おじさんo

とある。

高橋俊三氏夫人の教示せられた沖縄本島文末詞語例の中には,

○チュ-ヌ　イ-ヤ　ジョート-ヤサo

H今日の魚は上等であるヨ。"

○ウヌ　ホンヤ　ユデーグトゥ　ヤンカイ　カシ-サo

Hこの本は読んだのであんたに貸すヨ。"

などがある。 (ちなみに,沖縄県の他の人にも,文末の「サ」を「ヨ」と説明

していられるかたがある。)

旧年,私が,沖縄本島国頭郡の人から聞き得た「サイ」例は,

〇二フェデービル　サイ。

ありがとうございます。

○アガイソソ-レ　サイ.

お上がりなさい。

などである。教示者は, 「サイ」と「タイ」とを対置させており, 「サイ」や

「タイ」がつくと丁寧・上品だとしていられる。

仲宗根政善氏は, 「宮古および沖縄本島方言の敬語法- 「いらっしゃる」を

中心として-」- (九学会連合沖縄委員会『沖縄-自然・文化・社会-』

弘文堂　昭和51年2月)で,
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なお,沖縄方言の丁寧をあらわす間投助詞サイ(男性が用いる),タイ(女

性が用いる)の如き助詞もない。

と述べていられる。 -宮古西里方言のことである。

ところで与那国島には, 「サ」が認められるようである。高橋俊三氏教示の

実例は,

○ウギィ　ワン　ディ百二。　<中・女-→私>

(起きられたのですね,)-(早朝にだけ用いられる挨拶表現)

○ボタン　チッツン　耳。　<少・女一一私>

(ボタン(Eの糸が3)切れたんでしょうo)

などである。

沖縄本島の北に位する与論島には,

○耐idu J"u:ta sa:.　　少男-→・町民)

<自分でぞ　為た　サー。>

自分でやったんじゃないね。

○亨石1-agadu　瓦石tJikju:ta sa:.

<お前がぞ　持て来た　サー。>

お前が持って来たんじゃないね。

などの言いかたが兄いだされはする。 (町博光氏教示)

ところで,奄美大島には, 「サ」音形のものが兄いだしがたいようである。

しかしながら,徳之島では,

○下二ヵ　タン甘言　サーo

(どうかおたのみします。)

などが兄いだされる.この「サー」は,どういう「サ」であろうか。

喜界島にもまた,

○オッカ亭7　-ヤす　五フ　ヵ丁If　サO

お母さん,早くごほんをたべようよ。

という「サ」がある。
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以上,実質はともかく,音形が「サ」音形であるものを,南島方言下にたず

ねてみた.

三　九州地方の「サ」ほか

鹿児島県下では,さまでよいことばづかいにはならない「サ」の言いかたが

見られる。薩摩半島南辺,枕崎港の,

○テガ首　サーO

お上がりよ。

○コン　テ斎~フヌ　ヨンデ　テレ　亭O

この手紙を読んでくれよ。

○カーサン　-ヨ　メス　クヲ　サーO

母さん,早くめLを食おうよ。

などが,まずはその「サ」の好例である。

○オマイ妄~二　ャッデ　亭-O

"おまえさまにやるでネ。"

は,薩摩半島西南辺の一例である。北条忠雄氏は, 「甑島語法の考察」 (『方言』

第八巻第二号　昭和13年5月)で,つぎの記述を示していられる。

キヨネン,イカレンヤッタノミッテ,コトシャ,イカジンヤーサo (中甑)

去年は,往かれなかったけれども,今年はぜひいかうよ。 (直訳,イカズ

ニ居ラレヨウカヨ

「サ」に関する複合形文末詞に, 「ト(ド)サ」があり, 「モンサ」などもあ

る。

宮崎県下にも「サ」音形の文末詞が認迫られる。県中央部あたりの例は,

07-　サ.

よいというのに。 (こづかいをやろうというのを辞退する。)　(育

昇一一一中女)　下<全>
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0青レ　耳-.

返してくれというのに。 (漫画を取り上げられて,泣きそうになって

懇願するO)　(小男・・-→育男)　中<主に小>

などである。 (橋口巳俊氏教示)橋口氏は,

「サ」 「サー」は自分の言動の徹底しないのにいらだって,再び自分の

いわんとするところを強調するものである。乱暴な口調で,親しい者に対

してなされる。

とされる。おなじく県中部でまた,

○-ヨ　オキッ　事。

早く起きろ。

○クリャリ　斉。

おくれよ。

などの言いかたが聞かれる。

熊本県下では,倉岡幸吉氏の『肥後方言集』 (自家版　昭和13年3月)に,

サ　　イクサ　　行くのよ

との記事が見られる。わらべ歌の, 「アンタガタドコサ。肥後サ。肥後ドコサ。

熊本サ。熊本ドコサ。仙波サ。仙波山ニワ狸ガオッテサ。ソレオ猟師が鉄砲デ

ウッテサ。煮テサ。食テサ。菜ノ菓デチョイ。」は,この場所に引用しておい

てよかろうか。私が,天草で聞き得た「サ」の例は,
ノ

○オリランバ　サ。

おりなくちゃね。 (汽車ごっこ)　(小姉　-小妹)

〇日-・を　ラヲッタッ　サo

何々をしてたよ。

などである。すでに宮崎県下でも見られたことであるが,促音のもとに「サ」

のたつのが注目される。

熊本県下に「サ」に類する「サイ」がある。早く,静岡県警察部刑事課『全
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国方言集』には,

アンデサイ　　そうだからだよ　　(天草郡)

というのが見える。上畝勝氏の『九州方言辞典』上巻〔中南部篇〕にち,

さい　終助詞,熊本。そげんさい,おるがっさい,いくでさい,そうだ

よ,おれのだよ,出くのだま

との記事が見える。

天草で,また,複合形の「トサナ」「トサイ」などが聞かれる。

○ソガンジャイ　トサナ。

"そうですね。" "そうである。"

などの「トサナ」では, 「サ」が「トナ」に挿入されたようなかっこうでもあ

・-->うかL,

長崎県下では, 「サ」のおこなわれることがさかんである。林田明氏は, 「長

崎市方言の文末助詞」 (『方言研究年報』第-巻)で,

「サ」は比較的上品で,おもに女性が使用する。

と言われる。林田氏のあげられる例は,

○イー亨　サ。コ斉フ　サo　　いいえ。こんなですよO　(中女一一中女)

○ト三ヵク　アテヮレンツ　サ。とにかく洗えませんよ。 (育男一一青女)

などである。 「アラワレンッ　サ」の促音は, "文末助詞「ト」の変じたもの日

とせられる。私が長崎市内で聞き得た例は,

○オ~テン　サー。

いないよ。

○盲ニ　ネT㌻　サ-0

もうねてるよ。

などである。県下の話地で, 「サ」 「サー」が聞かれる。青年男子も,

○ヤテラ　サ-。ホン丁~ず-o

Lやしないさ。ほんとによ。
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(「ダー」は,文末詞「ダイ」の「ダー」である.)

などと言っている。 (西彼杵半島での例)西彼杵半島では,返事に「貢二ル

サー.」 (いるよ。)などとも言っており(老男も),反抗的な言いかたにも「サ

ー」をつかっており,あつらえの言いかたにも「サー」をつかっている。かつ

ての五島列島調査では,そこに「サー」をよく聞くことができた.福江島の内

では,
ノ

○イェ-　サo

まったくそのとおりだ。 (共鳴してあいづちをうつ。)

などとも言っている。 「サ」は,ごくしぜんに発せられていて,あいそことは

的である。

○思わぬことばをつかったよo　ヒTクッ　サo (ひとくちサ.)

○コフニニラす二二ノ　ヒノマルデ　ヨカッ　サ。

このへん流儀の日のまる弁当でいいよ。　(中男I-・・-宿屋の主婦)

(「ヨすす　サ」は「ヨカトサ」であろう。)

○ソ-　シタッジャ/ミッテ　サーO

そうしたけれどもよ。 (できなかったことを言う。)

(土地の識者は,私のカ-ドを検閲せられ, 「普通は,ソ-シタバッテ

サとジャをぬかして話してゐます。」と注していられる。)

などと, 「サ」が自由につかわれているo・五島での「サ」経験で言えること紘,
ノ

「耳-」はあっても,一般には「サ」はないらしいということである. (福江市

などでは,若い女の人などが, 「
ノ

サ」と言うこともあるのか。) 「ジギョ-ジカ

ンニ　サ。」 (授業時間にサ。)などのように, 「サ」の前が高くて, 「サ」は低

音下にあることが,じつに多い. -この点が特色であろう。おなじ「サ」で

ち,その用法には,関東地方でのとは,おもむきのちがうさまが見られる。
ノ

「何々です　ワQ」などの「ワ」のはあいも,関東地方では「ワ」と発言されるのが

つねであるが,関西地方では,多く「ワ＼」と発言されがちである。諸方言上での,

習慣のちがいというものがおもしろい。
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県下諸地に「サ」のよくおこなわれる中で,山本靖民氏『島原半島方言集』

の,

ウカッサー　　まあ恥ずかしいこと

といったような言いかたも方々でおこなわれているOこの「サ」は,接尾辞の

「サ」であろうo上例のばあいも, 「サー」文末詞を受けとることはできないo

っぎに,本県下では, 「サ-」の類縁形「サン」が見られるo 『嶋原半嶋方言

の研究』には,

いま　おきろ-て　Lをつとこつ　さん
ヽJ　　　)

などとある。 「サン」は, 「サー」のつよい発音からしぜんにうまれたものでは

ないか。なお,上書には, 「サイ」も兄いだされる。

こどむじゃ　あるみや-ず　そんくりやん　こた　でくつさい
＼_ノ　　　)　　　　　　＼-ノ　　　　　　ヽJ

などとあるO長崎県西部にも「サイ」がある。五島列島では, 「シニー」とい

うのを聞いている。
ーノ4

○カンノンサンガ　シェ-。

観音さまがね。 (観音さまが,タカマツに化けて,鯛を追ってくれた

のでしょう,という話しである。)

など. 「シェ-」は, 「サイ」にあたるものかo

「サ」に関する複合形文末詞に, 「ネサ」があるかo私は・五島で,役場の

女性吏員さんが,

○寄宿舎に　オッテ　斉サ。中五島のことばが,いちばん標準語に近いと思

った。

.と言うのを聞いた。県下に, 「トサ」がよくおこなわれているかo西彼杵半島

で,

〇一　-言うて,ワティマシタトサ.

・-一一言うて,笑いましたとさ。

(このカ㌣ドを検閲してくれた人は, 「トサ」の「サ」に傍線をつけ

aォ



第五章　サ行音ザ行書文末詞　　209

などと言っている。こういう「トサ」は,関東地方などでの「トサ」によく似

てはいないだろうかO 「トサ」が, 「トサー」「ッサ」とも発音されている。

複合形の「モンサ」もある。

おなじく肥前の佐賀県下にも, 「サ」がおこなわれている。

○ドガン　シヨソ　サー。

"どうしてますか?"　(二十歳女性)

紘,佐賀市での一例である.佐賀県南部での一週間調査のさいにも,女性間の

会話に, 「サ」の頻発するのが聞かれた。その地で,男性も「サ」を言ってい

て,

○イン三言, ホースモチ　サ。

いいや,ホース持ちさ。

などというのが聞かれた。

本県下にも, 「サイ」がよくおこなわれている。 『全国方言資料』第6巻の

「佐賀県東松浦郡有浦村」の条には,

mアリャ　ジョーズダックサイ

あれは　じょうずだったよ

などとあるO (「サーイ」も兄いだされる。)

○キ三言-　サイOジテヮ　サイO

きのうさ。じつはさ。　　(大男)

は,佐賀県南部で得た例である。 -このほうでも「サイ」が,じつによく用-

いられている。

○オすす二　言ン与ヤ-　ドFモ　イ方~テ　サイ。

わしは今夜はどこへも"行かないぞ'。

は,唐津市城外弁での一例である。この言いかたに関連して,土地人は, 「イ

貢フ/ミイ」を持ちだし,両方は似ているが, =「サイ」のほうはつよく否定す

る。"と語った。



210

肥前地方の「サイ」に, 「どうどうした　サイ。」「何々であった　サイ。」と

いうような「　　た　サイ」の言いかたが,一つ,きわだっていようか。地

方は地方なりに,やはり,なんらかの特色用法を発揮させがちでもある。唐津

市城外ことばでは,

○ヤス寺ジー　-ヨ　イテ　サイ。

やすまないで早く行けよ。

などというのもある。これは,命令の言いかたを「サイ」が受けている。土地

の人は,この言いかたを, "ちょっとしたしみが出る。"と言っている。 (とな

ると,これの気分は,今日の東京語の"どうどうして　サーO"などの「サ」

の気分とはちがおうか。)

米倉利昭氏は,

「サイ」はおとなしく結ぶ語で東京弁の「-して旦」や,共通語の「よ」

「ね」に当る柔らかい語。 「ク」の脱落により語調もぐんとおとなしい。

と教示してくださった。東京弁・共通語との対比の説明がまず貴重とされる。

つぎに,氏が, 「サイ」の成立を, 「アテクサイ(クサン).」(あのねえ。)

などの言いかたに見られる「クサイ」の「ク」略と見ていられるのが問題とさ

れる。なるほど,九州の,上釆とりあげてきた「サイ」については, 「クサイ」

起源も考えられるのか。 (「あきらめたよ。」の意の「あきらめた　サイ。」など

を見ていると,ここにもと「クサイ」があったろうとはしにくいようにも思え

る。 「クサイ」のもとが「こそは」であることを考えてみるにつけてもである。

「あるといったら。」の意味で「テ㌻　サイ。」と言って・もいる。これは, 「アル

クサイ。」ででもあるのか。しかし,現実の「テ㌃　サイ。」の「サイ」は,

関東流の「サ」に似たもののようにも思われる。 「まあ,いいよ。」の意味の

「ヨ貢　サイO」の「サイ」は,関東流の「サ」によく似たものととれるありさ

まのものではないか。)

「サ」に関する複合形の文末詞に, 「トサイ」相当かと見られる「トセ-」

がある。岡野信子氏が,唐韓市神集島方言の文末詞について教示せられたもの
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il-サ

○ウドン　キョ-ワ キトラン　トセ-. (中女・・-・-小男)

"うどん,今日は来てないのよ。"

というのがある。岡野氏は, "土地ふうは, 「サイ」 「セ-」に特色づけられて

いると言ってもよいくらい。''と語られた。

福岡県筑後にも, 「サイ」が兄いだされるO

○ソガン　コトグリャ-　シットッ　サイ。

そんなことぐらい知っているわよ。 (夫に何か言われて)　(三十

歳代女性)

は,久留米の「サイ」である。

筑前にも「サイ」がある。

○ソゲナ　モンデ　カオバ フイテ　キクナサー

そんなもので顔をふいて, "汚いこと!"

というのは, 「サ」文末詞をとらえしめるものではなかろう。 「汚なサ!」とい

うことではないか。

岡野信子氏の「北九州生活語の文末助詞」 (『研究紀要』第六集)には,

▽モウミタッ　亭了。 (もう見たんだよ)

▽アイッキヨルッ　亭了。 (彼奴来てるんだな)

▽キノーイッ貢㌻　セ。 (昨日行ったんだ1)

などの例が見える。 (「サイ」が「セ」ともなっているか。)

「サイ」は,肥前の「サイ」とおなじものと見てよいのか。

大分県下については,今,問題の事象を兄いだすことができない。

南九州から,西北九州・北九州にかけての地域に, 「サ」音系の文末詞が,

以上のように見わたされる。九州東北部方面にはこれがない。中国・四国とつ
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ながりあう地域が, 「サ」音系文末詞空白の地域である。

もとは,九州に,広く「サ」 「サイ」などが兄いだされはしなかっただろう

か。いずれにしても,近代東京語の「サ」などの入来とは無関係に,土地の方

言の「サ」音系文末詞が,当地方にあり得たことかと思われる。 「サ」などと

いう文末詞は,諸方言の風土の中にしぜんにも成立し得たものであろう。 -

「サ」などは,やはり,準感声的な文末詞とも考えられるものだからである。

四　中国四国地方の「サ」はか

中国地方には, 「サ」の問題がすくない。

山口県下では,おもには長門に,問題の「サ」があるか。長門北辺の青海島

の調査では,

○ステ-S事~言レ　サ.

すわっておれよ。

(ただし,私のカ-ドを検閲してくださった識者は,カ-ドに, 「サの言い方fl

L」と注しておられる。)

などを聞いている。同地で,私はまた,

○マテ　亭チャック　亭二ソ。

また釆なさったね。

などの言いかたも聞いている.この「サーン」は何か。土地の人は,これを,

=あまりよろしくない歓迎せぬことば"だと説明した。等しく「サ」の音を示

しても,この「サーソ」などは,異物のようである。「サーン」が, 「サン」と

もある。

○シチャ-　ナイガ　亭ンo

Hあの人はしない。" ("相手がはぶててしない時に言う。")

この例文の「サン」になると,これが,東京語の「サ」に似てもいるか。

○下~-T←　ナェイタ一　首ン。

とうとう泣いたよ。
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0ヤーラシー　サン。

"わるい人!"

などとも言っている。

『山口県方言調査』には,

デキヨ-サ(出来るさ)

の記事が見える。

広島県下・岡山県下には, 「サ」の,問題としうるものがないようである。

山陰になると,出雲には,

○タバコモ　ノマニャ　イケマシェン　サーO

たばこも飲まなくちゃいけませんサー。

〇三~　サー.

いいです。

のような言いかたがある。

『全国方言資料』第8巻の「島根県知夫郡西ノ島町黒木字字賀」 -隠岐-

の条にも,

f・‥-・-　-ラー　タッテサー

腹が　　たってねえ。

というのが見える。

中国域で,とりわけ注目されるのは,鳥取県地方である。 『困伯方言考』に

は, 「浜言葉」 <弓浜部>の,

マ-,ミガ-ヲ大事ニシテ,ナガ生キスーノガ,一番ダサo

(まあ身柄を大事にして,長生きをするのが一番です。)

というのが見え,また,

アダンマ-,ソガナ事,ニッタカニ.アノコノ嘘ツキネ-,アキ-テ物ガ,

エワエソサ。

(あらまあ,そんな事言ったかね。あの娘の嘘つきには,あきれて物

が言はれないよ。)



214

というのも見える。終止形の言いとめを受けむすぶ「サ」の文例が,本書に多

く見られる。伯者・因幡にわたって「サ」が見られる。 「-I--デス　サ(サ

ー)。」などとも言っている。因幡中部域での「サ」の一例は,

○ゲンリョ-ノ　ホ-ワ　トーテ　ミラL'リャ　サー。

原料のほうは問うてみられれば?

である。 『鳥取県方言辞典　後編』にも,

さ〔感〕　「そ-さ」 「行くさ」

などとある。

(土地人・・.-藤原)

四国では,徳島県下に「サ」の問題がある。金沢治氏の『阿波言葉の辞典』

には,県南の海部郡の「サ」がとりあげられており,

命令の文の末について柔い味を出す

イケサ(行けよ)

一寸オロシサ(荷物を一寸下ろしなさいよ)

とある。吉野川中流域にも,つぎのような「サ」がある。

○スジ　TE-二丁ヵナ　Tカソ　チャサー。

線を引いておかないといけないってば。　(小女間)

これは金沢浩生氏の教示されたものである。のちに明らかにするように,近畿

には,問題の「サ」がよく見わたされる。淡路や紀州に対応して,徳島県下に

「サ」がおこなわれているのは,興味ぶかいことである。 -その用法にも,

彼我あい通じるものがある。

つぎに,香川県下にも,問題の「サ」があるかもしれない。県西,三豊郡に,

○夕べテ　ゴ-　サー.

たべてごらん。

などの言いかたがあるか。命令一般の言いかた- 「サ」をつけ, 「見　サ。」な

どと言うことも,県下にあるか。

愛媛県下・高知県下には, 「サ」文末詞関係のものが,兄いだされないよう
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であるO伊予の南部で, 「コ言デサイo」 (ここですよ.)などの言いかたがある

が,こういう「サイ」は,-上の例で言うと, 「デス」の「ス」と文末詞「ワ

イ」との熟合になったものである。

五　近畿地方の「サ」ほか

近畿には,詳説すべきものがある。

「兵庫県神崎郡神崎町来賓」 (『全国方言資料』第4巻)には,

mウ-ン　ダイコマキデ　　　アン-マリサー

うん,　だいこんまきで,　あまりね。 (I 7-)

オソナルサケ

おそくなるか

ナ--

らね,

mウ-ン　モーサー　　セッキニ　オマ-ン　　　　　　.

もうあの,　節季に　　おまえさん・　　。

などというのが見える。播磨・摂津のうちに,なんらかの「サ」があるか。

私は,淡路北部で,

〇六一妄　言-　サー.

早くしろよ。 (しっこを)

○京二　言㌻テ　ィナン　カサ-.

棒を持って帰らないかO (命令表現)　(中女I一一一子中学生男)

などを聞いているo 「・‥・ ・言イ(来い)　サ-。」など,「サー」は,人を,

さあとせかすはあいなどの「サ-」であったりもするか。よくはわからない.

-命令の言いかたをとりむすぶ,今日の共通語ふうの「サー′」と同質の「サ

ー」もあったりするのか。ただ,淡路北部では,短呼の「サ」は聞き待ていな

いのが,心にかかる。

大阪府下に関しては,今,私に, 「サ」の言うべきものがない。 「どうどう
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シトキマッ　サーo」(どうどうしておきますわ。)などとある「サ」は,もと

より問題外のものである。-「マッ　サ」で言えば, 「サ」は「マス」の「ス」

と,文末詞の「ワ」とが融けあったものである。

かつて,大阪府女子師範学校生徒氏から教示されたものであるが,大阪市淀

川付近のことば,

○こゝ-釆やへんかいさ。 (こゝ-来い。)

というのがある。この「サ」は,いま問題視すべきものであろうか。大阪府下

も,なお探査を要する。

和歌山県下については, 「和歌山県日高郡竜神村大熊」 (『全国方言資料』第

4巻)の,

mソッデサー

それでねえ,

がある。また, 「和歌山県東牟婁郡古座町」 (『全国方言資料』第4巻)の,

mア-　　マゴガ　デキテノー　オトコノコヤシサ-

ああ,　孫が　　できてね。　男の子だしね一一。

がある。さきの「和歌山県日高郡竜神村大熊」の条には,

mコノサ-イ

このねえ,

というのも見える。 -「サーイ」とある。

奈良県下では,南域,吉野郡の東部で,私が調査したさい,

○何々にするのが　ホン言　サーO

何々にするのがほんとだよ。

○ソノ　フタツダケ　サーo

その二つだけさあ。

OT~㌻ッシカ　ナイ　サーO
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三つしかないさ。
ノ

○言フテ　斉ミ　モラウンヤ　サ。

こんな紙をもらうんだよ。

○ショメン　ダヒテ　丁　サー。

書面を出して見ろよ。

○京ン　ヨン亨　サー。

本を読んでちょうだい。

などの例が得られた。卑近な言いかたをすれば,ふつうの「サ」から,変わっ

た「サ」まで,いろいろなものがここに得られているO 「サ」は一元の「サ」

であろうか。 (あるいは,一元とはかぎらないのか。)いずれにしても,土地の

老若男女に「サ」が聞かれたO命令のはあい, 「見ナ-L,サーO」とともに,

「見ナ-レ　サイ。」とも言われている。土地っ子は, "「サイ」と言う人もまれ

にある。"と語った。

広く青野都下に,命令表現の「サ」,その他の「サ」が聞かれるか。

県北にも, 「奈良県山辺郡都祁村」 (『全国方言資料』第4巻)での,

mウマイ　コト　　　シタサー

うまい　ことを　したねえ。

など, 「サ」が見られる。

奈良県下の, 「サ」に関する複合形の文末詞に, 「ノサ」 「ンサ」があり, 「ワ

サ」がある。

奈良県下の状況は,三重県下の状況によくつづいている。たとえば「ワサ」

の使用にしても,彼我同色である。

三重県下は,近畿中でも,当該問題に関して,とくに注目すべき所である。

南部の紀州域から伊勢・志摩・伊賀にわたって, 「サ」が,いろいろに兄いださ

れる。県西南隅には,ひきうけて肯定する意の「ソ二　サ。」などの言いかた

がおこなわれている。尾鷲市のことばには,
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oコリャ　アシ71=　サーO

これは私のさ。 (やや反抗的)

などというのがある。志摩には,

○シ′ンパイスル　モンデ　サ-0

おまえが心配するからさ。

がある。伊賀には,
.._-/

○ニャンコ　フン貢ヶクヨ-ナ　三言　斉シテ　サ-0

猫を踏んづけたような声を出してさ。

などの言いかたがある。伊賀で, 「サ」は頻用されている。伊勢市での例は,
ノ

oT~㌻テ　享有テダケ青ヶド　サ。

年は三つちがうだけだけれどさ。

などである。伊勢,鈴鹿市方面の例は,

○ユーテ　キタリ　スルモンデ　サ-0

へたに言ってくるものだから。

などである。 (佐藤虎男氏の教示による。)氏は,

○アノ　ナ-o　ソレガ　サナ-0

あのね。それがね。

などの言いかたも教示された。

中野朝生氏の「北牟婁地方の働詞について」 (『三重県方言』第8号)には,

「いけないわよ」の意の,

アカソガサイ　　(中)

が見える。 「サイ」は, 「サ」に相当するものであるのかどうかo

三重県下での,自由な「サ」のつかいかたを整理してみる。志摩での,

○ゴ-ト-アライナ　毒手ヤ　サー。

(学校へは行くといっても)高等小学校ぐらいなもんだよO

など,指定断定の助動詞「ヤ」のむすびを受ける「サー」が,一つ,目だつo

oヮララノ　コトバ　アキマ-ンノヤ　サーO
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私らのことばはつまりませんのですよ。　(老女-藤原)

は,伊賀の一例である。つぎに,命令表現をとりむすぶ「サ」が注意される。

「来い　サーo」「-イ　セ-　サーO」 (早くしろよO)といったあんばいであ

る。

○アン予言一　首二　サー。

ぐあいよくしろよ。

は,伊賀の一例であるOつぎに,

・∴・ I キータッテ　サーo

まあ聞いてやってよ。

など,依頼表現をむすぶ「サー」がとりあげられる. -この種のものも,

r-てください(おくれ)」の意に近いものととれば,げっきょく,命令表現

をとりむすぶ「サー」によくつながるものと見られることになろう。

三重県下に見られる'「サ」に関する複合形の文末詞には, 「ソサ」があり,

「ワサ」がある。 「ワサ」のおこなわれることは,かなりいちじるしい。

○--　テサ。

いいわよ。

○芽フナモ　首ラナン　ワサO

女も"せなければならん"0

といったような調子であるO

三重・奈良の「ワサ」を聞いては,私は,紀州の「ワダ」を思いだしもする。 -

紀州内では, 「イッ盲モ　テ71ヮダー.」 (p.404)などと言われている。

なお, 「カサ」という複合形文末詞が聞かれもする。 『三重県方言資料集

志摩篇』には,

あろかさ　　あるものか(鳥)

などと見える。

丹後に,
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0-‥　・オータラ　サー0

-‥会ったらさ。

などの言いかたがある。

棋垣実氏の『京言葉』には,

ユと同様の意味でサを使ふ事もあるが,今は余り俊はなくなった。 -に

較べると語気が甚だ強い。

なんやいサ(何だね!)

あらへんやんかいサ(ないぢやないの!)

とある。

今日,京都府下の一般には,どの程度に「サ」ことばがおこなわれているの

であろうか.「何々しまっ　サO」(何々します　ワ。)となっているのは,今,

論外である。

滋賀県下には, 「サ」がかなりよくおこなわれているのか。旧の滋賀県大津

高等女学校が製作した『正しい日常語』 (昭和18年9月　岩本一男氏主宰)と

いうのには,

マットンサ
待って下さい

マッチ-サ

というのなどが載っている。

イヤイサ

イヤヤワ　　いやです

イヤヤシ

というのも載っている。

県下の諸方言文献にも,この種の「サ」の指摘がある。佐藤虎男氏は, 「近

畿・中部接境地方方言状態の調査報告」 (『国文学致』第十七号)で, 「滋賀県

東辺の状態」を説き,日野町の方言につき,

〇百寺すショーワ　喜一　ユーテナ-ル　ワサO　　(中女一・一一母)
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0ホ-　カイサoそうなのかい.　(初老女-中女)

などの例をあげていられる。

寛五百里氏は,日本放送協会編『NHK国語講座　方言の旅』 (宝文館　昭

和31年9月)の中の「岐阜・滋賀」の記事で,民謡に,

大津そ-やがさ,小松の　うら言葉　彦根ないない,

(そうですヨ)　(戟)　　(応答の辞)

というのがあることを示していられる。

「サ」は,単純形で,あるいは複合形で,かなり自由に用いられているよう

である。

六　中部地方の「サ」ほか

中部地方でも,まずは全般にわたって,そうとうに, 「サ」を兄いだすこと

ができるo他地方にくらべて言えば,中部地方は,概して「サ」のよくおこな

われる所と見られようか。

福井県下には, 「サ」のかなりいちじるしいものがあるo越前平地部では,

○アン寺　アゲ言　サo

お菓子をあげよう。

などと言い,山地部では,

○ホンデフ　サー。

それだからね。

などと言っている。

『福井県方言集』には, 「イコサー(行かうよ)」の「サー」についての,つ

ぎの記事が見えるO

「サー」は「よ」と「さあ」の両意を含む感じがする

石川県加賀の白山麓では,
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Oイ←ヤ　ソレガ　サ。

いや,それがさ。

などの言いかたがおこなわれている。 『松任地方の方言』にも,

いこさ　　行きませう

などとある。

能登半島西岸での「サ」例は,
器ら

○コIJ　ミテクベマッシェ　サ-0

これをみんなおあがりなさいな。

○アガッタラ　アゲルト亭-0

上がったらあげるってよ。

などである。愛宕八郎康隆氏の教示せられた能登半島東北部内の例は'

〇二て-バ　ゴ亭イ　サ。

ばあさん,来なさいよ。

である。

『全国方言資料』第8巻の「石川県鹿島郡能登島町向田」の条には'

子---・タンボ　キッタモンサ

田を　　耕したものです。

というのがある。

富山県下では,その東西に, 「サ」ことばが兄いだされるo富山市近郊での

実例は,
一ノ

○コ下言　ヒTリ　カ方言テ　サー。

子どもを一人かかえてさ0

0人の気に人らんことは　-テラ　ッ盲すジャ丁ド　サー0

----言わないつもりだけれどさ。

などである。

全般に,自己の思いを言う表現での「サ」が多かろうかo
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新潟県下は,中部地方内でも,別して「サ」のさかんな所のようである。越

後でも佐渡でも, 「サ」ことばがよく聞かれる。
ノ

○リョ-シソデモ　才キテ　ィデ.)ヤ　-Tyティテずヶデモ　サ。

両親でも生きていなさりゃ,話し相手だけでもね。

ほ,越後西南部での一例である。

○オ石盲　イテ　サ。寺号テレO

わしも行くさ。まってろO　　(くだもの足主婦)

は,新潟市内での一例である。

佐渡での「サ」のおこなわれかたには,まことに自在なものがある。まず,

○アT 千-　サ。

あれを見ろ。

○ソンナ　コト～　盲フナ　サ-O

そんなことをするなよ。

などと,命令衷鄭こ「サ」のあらわれることが多い。

○ヨッテ　ィ万フシ　サーO

寄って行きなさいよ。

--o

来なさいよ。

などとも言っている。佐渡の東南部のほうにも西北部のほうにも,同様に,こ

の種の言いかたがおこなわれている。川島主税氏の「新潟県佐渡郡加茂村方言」

(『方言誌』第十八輯)には,

フデ-,ドコサ-。　　筆は,どこです.

などの言いかたがあがっている。

佐渡で,

○-言-　イすラ　ヵO

というような表現に, 「サ」を用いることも,よくおこなわれている。 『全国方
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言資料』第8巻の「新潟県佐渡郡相川町大倉」の条には,

fソL,ァ　エーカサ

それは　いいんですか。

などとある。

押見虎三二氏の, 「佐渡方言の文末助詞について-両辞市大字片野尾にお

ける-・」 (『方言研究年報』第一巻)の中でとりたてていられるものに,

○ミラ㌻ずモネ-,テラダ　サ。

かわいらしさもない,どうしたことだ。

というのがある。 「テラダ」との言いかたを受けて「サ」のきているのが注目

される。氏がまたかかげていられる,

○オメ-ラチ　デフシニ　ア㌻タ　サ。

おまえたちなぜ行ったのか。

は,わかりやすい問いの表現になっている。-叱責の意もふくまれるにしてもO

『全国方言資料』第8巻の「新潟県佐渡郡畑野村後山」の条には,

fイ-ヤサ　　　　　ダマッテ　クエ

いいじゃないか,　黙って　　食え

というのがあるo 「イ-ヤサ」の表現が注目される。

佐渡に, 「サ」相当の「サン」もあるのか。 『全国方言資料』第8巻の「新潟

県佐渡郡羽茂村大崎」の条には,

/蝣・　=・-　クリバヤシン　カテァ-　イッテ　コイクーサン

栗林の　　　　家-　　　行って　こきましたよ。

というのが見える。また,

/....-・・・ソノ　セ-イデモ　アルソダロ-サン

その　ためでも　　あるのでしょうね。

というのも見える。田上桃咲氏の「紫雲寺郷の古童謡(下)」 (『高志路』第一巻

六月号　昭和10.年6月)には,

とん-一隣のしよ(衆)
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粟餅掩いたども　くんわとサイ

おらも　挽いたてて　やらねとサイ

サイサイささぎの花だとサイ

とある。

押見虎三二氏が,かつて「(新潟県)秋山郷方言の語法資料」というプリント

を恵与せられた。その中には,

○ず石~嘉一ガ　フルッすト　京モーデモソ。

誰かが　拾ったに違いないと　思うけれどもさ.

というのがある。巨へノデモソ」が, 「′~、一けれどもさ」と言いかえられている。

「サ」の音転の「ソ」がありうるのか。

さて,-新潟県下の, 「サ」に関する複合形の文末詞,いくらかが注意される。

「カサ」(「カサソ」も)があり, 「カイサ」があり, 「ンサ」があり, 「トサ」が

あり, 「ガ(ガ)サ」がある。 「ガサン」もある。

○ナンツータッテ　コL,ガ　イチバンラン　サ。

何といったってこれが二番ですよ。

は, 「ソサ」の一例である。

○アエ　ソ-ラ　ガサ.

はいそうですよ。

は, 「ガサ」の一例である。 (両例とも,上記の押見氏論文による。)複合形に

なお, 「コテサ」というのもあり, 「ワサ」というのもある。

小林存氏の『越後方言考』 (高志社　昭和12年11月)には,

モーサ　〔採集〕広瀬村誌〔語義〕強く肯定する助辞「よ」と訳してよ

い場合がある〔説明〕その地方の童謡にサンギサンギ(鷺々)首伸ばせ,

腹が減って伸ばされない,田螺拾って喰-辛,脚が汚れるモーサ」云々と

あるので知った時芝居の荒事に附きもの⊥阪東言葉の系統モサがこ上にあ

ると珍らしく思ったが,その後岩船郡三面相から丹田二郎君の報告を得て

分布の斑に柳か驚いた,尤も同地のモサは「カモシ」といふ風に結果を予
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想した疑問を含んでゐる〔用例〕明日お前は山へ行くモサ〔分布〕そんな

訳。

との記事が見える。

越後内で,ことばの男女差の,かならずLも明確ではないことが多い。その

ような環境の中で, 「サ」ことばは,男女に,広くおこなわれていよう。

新潟県下で, 「サ」の用法の広さが認められる。いったい,起源的には, 「サ」

紘,どういう用法のものだったのだろうか。自分のことを言う「サ」,相手に

言いかける「サ」,いずれがさきのものであったろう。

相手に言いかける「サ」の用法が,原本的ではなかったろうか。その「サ」

は, 「ソラ!」といったようなものとあい近いものかもしれない。

岐阜県下を見るのに,飛騨にも美濃にも,よく「サ」がおこなわれている。

飛騨高山市の一例は,

○下二ヵ　タ7ム　サー.

どうかたのむよ。

である。飛騨・美濃ともに, 「テ二ャ　サ.」などの言いかたをよく見せている。

土田書左衛門氏の『飛騨のことば』には,

そ-やさな(句)　そうよ。そうですよO (下馬瀬)

などの言いかたも見える。

美濃北部での実例は,

○マッテク　サ。ナン字音　ラ~二ャ　テ-0

まったくさ。何でもそうだから。

などである。上例の,私のカ-ドを検閲してくださった土地の識者は, 「マッ

テク　サ.」について, 「小学生を除く全般におこなわれ,盛んであって,中

晶。」と注記していられる。この地で, 「サ」を,男女とも言っており,かつ,

"年寄りがおも"だともいう。

『岐阜県方言集成』に,郡上郡のことば,

一一.. t
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うんさ〔感〕　さやう。

というのがあがっている。

愛知県下にも「サ」がおこなわれているが,その度あいは,岐阜県下のにく

らべて,どのようなのであろうかO渥美半島での一例は,

○-ンゲソワ トリヨ　トリヨデ　サーO　　(老女一・・一一昔女)

人間は(他人の気もちを)とりようとりようでさ。

である。同地の,

○テヤシン　サ。

食やしないさ。

は,やや反抗的な表現をみちびく「サ」である。関東流の「サ」に変わらない

ものが,三河地方にもおこなわれている。

かつて私が,三河奥の田口村に出むいたさいには,

○ソ二　サノー.

そうさねえ。

○ソ二　ソノ-0

などの言いかたが聞かれた。 「サ」は, 「ソ」ともなっているのであろうか。

-さきの新潟県秋山郷のことも,ここに思いあわされる(p.225)

愛知県下に, 「サ」に関する複合形文末詞の「トサ」 「ワサ」なども聞かれる。

静岡県下は,広くに, 「サ」が認められるようである。御前崎近くでの例

は,
ノ

○シ′ッ有り・シテル　モンダデ　サ。

しっかりしてるものだからさ。
y

Oワタシャ-　ソ-　オモッテ　サ.

わたしはそう思ってさ。

などである。県下,男女に, 「サ」がよく用いられている。
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『全国方言資料』第3巻の「静岡県掛川市上西之谷」の条には,

mソ-・・ソ一一

そうそう。 (了ソ)
^930㌫ -

そうだよねえ。

との言いかたが見える。 「′へノダンサー」が注意されるO 「ン」は,しぜんに

挿生したものであろうか。

山口幸洋氏の『静岡県本川根方言の文』にも,

クレタダソサ(42くれたんだがさ)

というのが見える。

なお,山口氏の前著には,

アールサイ(453),ウマカナイガサイ(823)

とある。 -「サ」の「サイ」ができているのか。

鈴木傭-氏の「静岡県姦諸川根地方方言」 (『方言誌』第十輯　昭和9年5

月)には,

コドモヂャ　ナイダデ　ソノクライノコタ-　デキルサン。
＼_..ノ

子供ぢやあるまいし,その位の事は,できるさ。

とし、うのが見える。ここには, 「サ」の「サン」があらわれている0

本県下にも, 「トサ」などの複合形が認められる。

長野県下にも, 「サ」がよくおこなわれているらしい。諸方言書が,これを

とりあげている。 『信州上田附近方言集』には,

イイッサ　　いゝよ(女語)

イクッサ　　行くよ(女語)

とある。なお, 「イイッサ」など, 「サ」の前に促音のあるのが,当県下での言

いかたなのか。佐伯隆治氏も, 「長野市及び上水内郡方言集」 (『方言』第四巻

第十一号　昭和10年12月)で,

イイッサ　　いいよ「そんな事はもうイイッサ」

との記事を見せていられる。 『信州上田附近方言集』には,
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ソーダッサ　　(佐様にてあるよの意)

などともある。

斎藤武雄氏は, 『下高井の言葉』で,

アンサ　　なあ　。話の姶釧こ人の注意を向けさせる言葉.しかしそ

んな意味でなく,ただその時の調子を整えるた捌こ使うことも

.f>O。

と説いていられる。 「アンサ」の熟用には, 「サ」が,いかにもよく土地ことば

として根づいていることを,ただちに悟らせるものがある。

青木千代吉氏の『信州方言読本　語法篇』 (信濃教育会出版部　昭和23年10

月)には,

上中地方では,

いっ良三姓さ　(行ったっけ)

とっ地主さ　(取ったっけ)

あっ生ヱ牲さ　(在ったっけ)

のように,回想の意を表わす「たっけ」に軽く続けて用い,ある親しみの

情を表わします。

との記事が見える。県下に, 「サ」のつかいかたの異色が,さまざまに認めら

れるようである。

私が県北西辺で聞きとめた「サ」の実例をあげてみるo

Oまつのは,ソア　キ盲享有　サ。どうもよくない.

まつのほ,その気もちがさ。どうもよくない。

○テ-　サェイO

そうさ。

○オ丁前　　　　ヤイテ　サェィ.

あなた,　--焼いてね。 (説明)　(老女　-藤原)

「サ」とともに, 「サェイ」が聞かれた。 -「サ」の言いかたが「サェイ」に

もなっているのらしい。土地の人は, "「サェイ」と「サ」とおなじ。日と言っ
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ていた。 ‖山間地帯の人が,よく「サェイ」を言う。"と説明する人もあった。

長野県下に, 「サ」に関する複合形文末詞の「ヨサ」 「ワサ」などがある。

山梨県下にも「サ」がよくおこなわれているらしい。県西南部での実例は,

○テ-サo云`リ　サ.

そうだよ。むりだよ。

○ソソテ~言タ　チットモ　イワン　サ。

そんなことはちっとも言わないよ.　(中女　　藤原)

○ソ二　サーO

そうさO　　(中女・.・一一中男)

などである。 -「サ」が,男女に,よくおこなわれている。

『全国方言資料』第2巻「山梨県北都留郡上野原町西原」の条の「サ」例は,

mソーサナ～

そうだねえ。

などである。 (上例には, 「サナ」の複合形文末詞が認められる。)

七　関東地方の「サ」ほか

関東地域には, 「サ」文末詞の安定勢力が認められる。まずは, 「サ」の本場

が関東であるとも言うことができよう。

神奈川県下に, 「サ」がふつうにおこなわれている。日野資純氏は, 「方言文

法論の実践一相模方言を例として-」 (『駒沢大学研究紀要』通巻第17号)の中

で, 「サー」について, 「イ有ダ百一」などの例をあげていられる。

県西部内での「サ」例は,
ノ

○オ青モ　アルシ　サO

おやもあるしさ。

などである。この地方で私が出あった男青年に, "男は, 「サ」をひとつも言わ
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ぬoオ千言ワ　マチ有言テモ　ツカワネ-。日と言う人があったoまた,別の

中年男性に, =「サ」を　イす享~二j=-Oアンマリーoしゃれた人が「サー」

を言うだけだoそれと,子どもが・-一。日と言う人があった。

いわゆる東京弁に, 「サ」を見る。
ノ

○イ盲二ト音ウンダケド, Iyィ　サー。

行こうと思うんだけど,つい,さ。

などと男性が言い,

○アテどこ　イラッシャイ　ナンテ　耳-。

あそびにいらっしゃいなんてさ。

などと,女性も言う。どちらかというと,男性がわに「サ」がよく用いられが

ちであろうか。とくに,近来の若い男性たちは,ひとことはごとに「サ」の言

いかけをし,その連発のいちじるしきが耳だつ。

東京弁での文末詞「サ」の用いかたは,広範自在である。 「どうどうして

サーO」などと, 「して」の下に「サー」を用いることがいちじるしいかとおも

うと,名詞形の言いとめの下に「サー」を用いることもいちじるしく, 「チッ

Tモ　サo」などと,副詞の下に「サ」を用いることもふつうであるo rが」・

「の」・「に」・「を」,その他のてにをはの下に「サ」をおくこともまた自在であ

るo動詞や形容詞の言いきりの下にも「サ」をおけば, 「行かない　サ。」など,

助動詞のしめくくりの下にも「サ」をおく。

「ノサ」 「トサ」という複合形も見せれば, 「カサ」という複合形も見せる。

こんな会話がおこなわれる。
ノ

○レキシ。

T　歴史?
1_

○ウン。

T

I I

Oソ-

うん。

カサ-a
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そうか。

これは,若い男性二人の会話であった。 「カ」のもと-も「サ」をつけるほど

なのは, 「サ」頻用の明証ともなろう。

「テサ」 「テバサ」という複合形もある.

「サ」の訴えかけには,特色がある。総じては,男性的な調子が出がちか。

「テ-　サ.」の応答表現など,ずいぶん男性的である。これにはやや,横柄な

きみも見られようか。 (こういうさい, 「サ」が「そうだ.」の「だ」にも該当

するように見られるのは,おもしろい事実である.一方, 「そうだ　サ。」の言

いかたは,今日,東京弁に慣用的ではない.このことは,九州弁で, 「ラ~二

タイ。」<そうだo　そうです.>の言いかたがなされて, 「ソ-ジャ　タイ.」な

どと言われてはいないのによく似ている。 「テ二　タイ。」のはあいも, 「タイ」

が助動詞的でもある。)東京弁の「サ」表現の気もちには,単純な訴えかけと

いうよりも,おさえをきかした訴えかけというものが感じられる。そのおさえ

のきかせかたが,しばしばつよい自己主張の表現ともなり,さらにはまた反抗

気分の表現ともなる。 「サ」には, 「自己を相手にさしこむようなひびきがあ

る。」とすることもできようか。東京の言語風俗に, 「サ」の風俗があるとする

こともできようか。

柳田国男先生は,東京の「サ」を, 「しか言う」の「しか」の「サ」と見て

いられる。 「サ」について, "その起源は,鎌倉時代にさかのぼる。"と説く人

もある。私は,はじめにもふれたように, 「サ」に関して,感声起源のばあい

を,一般論的に考えようとしてもいる。

東京都に属する伊豆諸島にも「サ」があるのを,ここに見ておきたい。 『全

国方言資料』第7巻の「東京都三宅村神着」の条に,

子-----・キガ-ガ　アリャ　シズサ

着替えが　ありは　しないしね。

mオラー　　ケ-ボーダソノ　ヤクニソ　シテ-チサー

わたしは　警防団の　　　　役員を　　していたからね,
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などとある.同巻「東京都三宅村坪監」の条にも,

mコメワ　タダ　チ-ンドッコナ　ア　ナガイテサー

米は　ただ　少しばかりね　　　流してねえ。

などとある。 「三宅村坪田」の条に,

∽ホンデオサ

それでね

とあるが,この「オサ」は何であろうかO大島一郎氏は, 「三宅島及び御蔵島

方言の語法」 (『国学院雑誌』第五十八巻第六号　昭和32年10月)で,

坪田方言では, 〔ワガモンダジサ〕 (藤原注「おれの物だよ」)である。

などと記述していられる。

八丈島方言について,私が,広島県下で,八丈島から入婿している女性から

聞き得たものには,

○ソすす　ホント-　サO

などの表現例があるo八丈島方言に関する先輩の調査記録にも「サ」が見え,

『八丈島教育会報』第二号所載の「口語法取詞　音韻調査」にも,

ウグヮンニラケ人デシャーショクナケコトガアロドァ-ンテ我々ワ無理ワ

ー+蝣-tr

(アナン大家デサ-知ラナイコトガアルノダカラ我々ワ無理ワナイサ)

などの記事が見える。

千葉県下は, 「サ」のさかんな所であるo命令の言いかたのあとにも, 「サ」

の訴えかけがなされている。私はかつて,房総半島,上総の安房ぞいの地域に

一週間の調査をして,老若男女が「サ」をよくつかうのを見た。小学生の男子

なども, 「サ」を,きわめて頻繁に用いるので,その母おやも, =「サー」「サ

-」と言って。日と,私にあいさつするありさまであったO　そこでの「サ」の

例は,
- ～　　一・ノ

○ショーガネ-　サーO
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しょうがないさ。 (あきらめのことば)

○ソ-　イッテ ヤンベ　サーo

‖じゃあ,私がその用件を伝えてやろう。"

などである。

O=
メ

カケヤッシャエ　サ。

ここへおかけなさいな。

は,安房内での一例である。 -これは,おもには農家の老人たちの言うこと

ばづかいである。

○ヤ天ンデ/ミカリ　イルデ㌻　サ。

やすんでばかりいるからさ。

これは,九十九里ガ浜の中ほどで聴取した一例である。 「サ」の前に促音ので

きているのが注意される。このようなことは,関東域内にはありがちか。

千葉県下に「サ」に関する複合形の「トサ」がある。 『千葉方言　山武郡篇』

には,

モドッたっさ　　戻ったとさ

オワッたっさ　　終ったとさ

との記事が見える。 「モドッたっさ。」「オワッたっさ。」の「たっさ」は, 「た

トサ」からのものか。同書にはまた,

死ンダッ皇旦二　死んだとさ

というのが兄いだされる。

埼玉県下にも, 「サ」のおこなわれることがいちじるしい。ところで,県東

部の幸手町に行った時は, "「サ」は,男はあんまり言わぬ。"と,人々が,輿

口同音に言った。私の観察でも,文末詞「サ」と「チャック」ことばとが,若

い女性たちに,あいともによくあらわれるのをうかがうことができた。しかし

男性も,

○カ丁ガ ナクナッチャッテ　サー。
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紙がなくなってさ。

などとも言っていた。中学生男子も,

○カッテラスト　百一o

「なぐる」とさあ。

などと言っていた。しかし,なお, "「サ」はむかしから言う。女が多くつか

う。"などと言う人があった。

「埼玉県秩父郡両神村」 (『全国方言資料』第2巻)の「サ」例は,

m-　　　　ズ-ット　アカシガ　ツイテサ

ずうっと　灯火が　　ついてさ,

などである。

群馬県もまた, 「サ」のさかんな所である。男女ともにこれを言う。

〇三二　サ.

言うさ。

老男から老女に,このようにも言う。

○シテ耳二　ヰO

知らないさ。

これは,老男の私に対する発言である。

小男などでの慣用表現,

○ダニッ　サ,すす　サ.

"すごいだろう? (いぼって)"
-　ノ
○ダッ　サ。

"すごいだろう! (と,えらぶる。)"

というのは何か。私はこれを,前橋市をはなれての東北郊で聞きとった。

中沢政雄氏は, 「群馬方言概説」 (『季刊国語』昭和22年冬季号　3)で,

吾妻郡嬬恋村多野郡万場町方面では, 「コレダッサ」 「ソーダッサ」
0　　　　　　　　　0

としるしていられる。桐生市方面も, 「サ」のよくおこなわれる所のようである。
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「サ」に関する複合形の文末詞に, 「ンサ」 「カサ」などがある。

○ユーガタ　イッテ　ンサー。

クがた行ったのさ。

は, 「ンサ」例である。

栃木県下の「サ」を見る。

○ア万　サ。

あるさ。 (かるく抗弁)

○カすホ-　オッチャックケド　亭二O

片方を折っちゃったけどさ。　(老女・--藤原)

などと言われている。 「サ」は,県下に普遍的であろう。

「サ」の「サイ」もあるか。大橋勝男氏の, 「那須郡黒磯町大深掘方言」の

調査によれば,

○て=キ　亭70　　(初老女一一一大橋氏)

などの例が見られる。栃木市大皆川にも, 「サイ」があるという。県下に,

「サイ」の「セ」もあるのか。

茨城県下も,南北に「サ」が認められる。

○シキTl)耳-。

引きとりにさ。 (うちのお父さんも引きとりに行ったという話し)

は,南部での一例であり,
-　ノ

○チチノ　キョーリノ　ヒトガ　サ.

父の郷里の人がさ。

は,北部での一例である。県下に, 「サ」の「セ」もあるか。

八　東北地方の「サ」ほか

東北地方も,全般に, 「サ」のよく見られる所である。
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福島県下の東西に「サ」が認められる。
_一一/I

㌧ ・・　　　・  ii ' ii　　　　、

ことばがわるくてさあ。

ほ,会津北部での実例である。

○ヨカンべケドモ　サ。

よかろうけれどもさ。

は,県東北隅での一例である。 『全国方言資料』第1巻の「福島県河沼郡勝常

村」の条には,

fザスキ　イヤダドモ　イワレメ-シサ
5)　　　　　　　　　　　　　　6)

座敷は　いやだとも　言われまいからさ,
5) 「自分が座敷に行くのは」の意。

6)このあとに「適当に理由をもうけて」の意の語句があればよく通じる.

とある。

『福島県方言辞典』には,

サは事の当に然るべき時に用ゐられ, ・‥--‥。併しサはあまり用ゐられな

い。

などとある。しかし,同書に,

アソべサ　　〔句〕　　あそはうよ　　北中会

との記事も見られる。

県下の「サ」に関する複合形の文末詞に, 「ノサ」 「ト(ド)サ」などがある。

『会津若松市方言集稿』には,

アッカセ　　ないよ

とある。複合形「カセ」文末詞は, 「カ」と, 「サイ」の「セ」との結合になる

ものか。 『全国方言資料』の第1巻の「福島県河沼郡勝常村」の条にも,

f・・-　　メ-ニダカシェ

前であったかね,

などとあって, 「カシェ」が見られる。 『会搾方言集(増訂版)』柾も,若松地
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方の,

ナンボ,カンゲ-ダッチ,ニサこ,コノワゲガ,ワガッカセェO (いくら
ヽJ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　　　　＼_ノ

考へたって,貴様にこのわけが分るものか。)

との言いかたが見える。以上, 「カセ」 「カシェ」などのはあいにではあるけれ

ども, 「セ」「シ,ェ」に, 「サイ」が認められるか。 「サ」文末詞の変形に「サ

イ」があるということなのであろうか。

宮城県下に「サ」がよくおこなわれているO南部の一例は,
ノ　-　　　　ノ

○シ′ヤーネッ　サO　シ′ヤーネッ　サO

知らない。知らない。

であり,北部の松島湾岸の一例は,

0,/ず　サーO

そうだ。

である。石巻弁では,かつて私は,

○オレモ　首手.

おれもさ。 (私もですよ。)

というような「サッ」を聞き得たように思う。松島湾岸では, 「ジ〔i〕テンニ

〔i〕テ　テ㌻　喜一O」(辞典にはあるさ。)のような「アッ　サ」の言いかた

も聞いている。

県下で, 「サ」は,老若男女におこなわれていよう。

『全国方言資料』第1巻の「宮城県宮城郡根白石村」の条に見える,

m・一一-　ソステ　ザリ　　　　ツメテ　ヒショセガワラカラ　スケラカサッ

そして　じゃりを　つめて　広瀬河原から　　　　馬につけさせ

タモノッシ′ェ←

られたものですよ。

の言いかたでの, 「シェ-」は, 「サ」の変形の「サイ」の,なまりの形であろ

うか. - (所によっては, 「サ」>「セ」もあるのか。)
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本県下の, 「サ」に関する複合形の文末詞に, 「ノサ」 「トサ」がある。

○ドコイ　イク〔ii〕ノッサ。

どこ-行くのさ。

は,仙台市内での「ノサ」の一例である。 -「ノッサ」とあるのが注目され
ノ

るo (「いやだO」というのでも, 「青ソダッ　サ。」と言ったりしているo)

山形県下でも, 「サ」が,およそ県下の全般におこなわれている。 『山形県方

言集』には, 「次郎さん学校さあべさ。 (次郎さん学校に行きませうよ。)」など

の例が見える。

米沢在の一例は,

○ソ-デモ　ナェッ　サ。

そうでもないさ。

である。山形市を出て酉南方での一例は,

○亭丁二ヮ　ド耳モ　デ有テ貢=ベッ　サ。

きょうほどこ-も出かけないでしょう?

である。

庄内地方にも「サ」がおこなわれている。三矢重松氏の『荘内語及語釈』に

は,

さうがさ(サウカネ)

そでねェがさ(サウデナイカナ)

そだってェさ(サウダトモヨ)

とても釆うばさ(トテモ釆/ミコソヨ,釆ルモンカ)

などの例が見える。 -複合形の言いかたも見えている。 『全国方言資料』第

1巻の「山形県東田川郡黒川村」の条には,

mエサ　　ガキドモダ　　ガタガタ　-ルモンダモノ　マジ　ケ-ッタホ

家には　こどもたちが　大勢　　いるものだから　まあ　帰ったほうが

;r.-tf--



叫E!i:

いいだろう。

などとある。

「サ」に関する複合形としては, 「トサ」などがあげられる。 (「トサ」が「ド

サ」にもなっている。)

秋田県下にも, 「サ」がよくおこなわれている。当県下に関しては,言うべ

きことが多い。

『秋田方言』も,
△　△　△

今釆んにさぁ(今来るになあ)

などの例をあげており,河辺郡の例としては,
0

おれぁ甘さ〔河〕おれとこさ

などというのもあげている。私が,北部の大館で聞き得た実例は,

○ンダ　サー.

そうだよ。

○シデ　貢　サ-.

そうではないよ。

などである。

○-ヤク〔ii〕アン天　サー。

目早く行かないか。"

は,男鹿半島での一例である。

『秋田方言』の記事に, 「んだんべた」(さうだらうさ。)というのも見え

る。平鹿郡のことばであるという。 「サ」が, 「タ」になっているのであろ

うか。

「サ」の変形の「サイ」も,県下に兄いだされる。たとえば,さきの男鹿半

島で,

○ソンタニ〔i〕キ〔kci〕盲ブ　キ〔kci〕テラ　ヌギ〔gGi〕べ-　サェィ-o

そんなに着ものを着たら暑いでしょう?
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0ソンタニ〔i〕キ〔kGi〕喜ア　キ〔kGi〕テラ　亭二二クld〕ツ〔凸〕ナ天

サェァ-。

そんなに着ものを着たらきゅうくつでしょう?

などと言っている。私はまた,田沢湖近くの生保内でも,

○ム〔ti〕カシ〔i〕アッすト有言ア-0

むかしあったとさ。

などの言いかたを聞いた。 (この「サェァ-」は, 「トサ」の言いかたの中には

あるが。)

今村義孝氏の『秋田むがしこ』には,文末詞「セ」の実例が多い。 「ところ

がセ。その牛コど豚と取替だなだ。」などである。この「セ」は,おそらく,

「サイ」からきたものであろう。同書に,
いかづち　　　え　　　　　　(小さい)　　　　　　(あったがなあ)

東滝沢の大水口から五十土さ　行ぐ途中,べやって森コ　あっでば--,
蔓」E

その森コ　もっともっと,大き森だったとセ-0

などともある。

湯沢幸吉郎氏は, 「サッサト書ゲ首(ラマ)o」などの「セ」 「シャ」につい

て, 「共に勧める意があるから,これがつくと単なる命令ではなくなる。」

としていられる。 (「語法上から見た秋田方言」 『国語史概説』)

「--」も, 「セ-」の-態であろうO県下に, 「シ′ェ」の言いかたも多いよう

である。さて, 『全国方言資料』第1巻の「秋田県南秋田郡富津内村」の条に

見える,

mナ-ニ　ソレ　ナ---　　ソ---　-ナシダバ　ネ-ノ　　ダンダンニ

なあに　それ　　　　　　そういう　話は　　　　ないね。　しだいに
2)

フトリシテ　ィナクナッテ　ナッタモンダベシェ-

ひとりでに　いなくなって　なったものでしょう。

2) 「イナクナッテ」と言いさして,もう1度言いなおした。

では, 「シェ-」tの, 「サイ」起源のものであることが,思われやすかろうか。

『秋田方言』には, 「せぁ」がとりたてられており,しかも,



242

せあ　ほ強く言ひ放す心持で「さ」に似てる。

との説明が見える。実例としては,

それわど-でも貢せぁ(それはどうでもいゝさ)
r^^msi

などが見える. 「せぁ」は,県下に広くおこなわれているもののようであるQ

私が,さきの生保内で聞いた例は,

○ソず　セェァ-。

そうだよ

○ソシ〔i〕テ　妄ア-Q

そしてさ。

などである。当地では,つぎの言いぐさを教えられもした。

アキタノ　セァ-。セセモチ　セァーoセセツテ　セァ。セセクッタ　ト

セァO (最後の-センテンスのアクセソトは失。) (秋田のさ。ささ?餅をさ。臨いて

さ。食ったとさ。)

こうして,人々によく用いられている「セァ」は,上釆の「セ」の-変態であ

ろうか。 「セ」となったものが,文末の特定の訴えことばとして頻用されるう

ちに,人々は,この「セ」の言いかたに,しぜんに力をこめるようになり-

すなわち,訴えの効果を大ならしめようとする発言活動をするようになり,

「セ」を「セァ」にしたのではないか。 〔a〕音をつけ加えることにより, 「セ」

の〔e〕母音は,大きく開かれることになるので,そこに,訴えの効果の大が

もたらされるのであろう。人々は,しぜんのうちに, 「セァ」というような独

特の訴え形式を完成したものと見える。

『秋田方言』に見える,

あのtf　あのね。

などの「しえ」は,単純な「シ′ェ」にはかならないものであろうか。 (この「シ`」

に, 「もし」の「し」を思いみることなどは,おそらく不要なのであろう。)

本県下の, 「サ」に関する複合形の文末詞には, 「トサ(ドサ)」 「ネサ」があ

る。 「ネサ」は,特筆すべき文末詞である。中山鮭氏は, 「ネサ」について,

CI

_ーノ
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"秋田でいちばんよいことば。"と言われるo　ところで, 「サンビ白〕貢サO」

(さむいですねO)は「サンビ〔i〕貢へ」に=ひじょうに近いoHという.た

だし,人は,"「ネ-」は多く用いられ, 「ネサ」の用いられることはすくない。日

とも言う。いずれにしても, 「ネサ」 「ネ-」は,おもに秋田市内で用いられる

ことばのようである.中山健氏は, 「ネサ」は女ことばであり,これに相当す

る男ことばは「ネシ〔i〕」であると言われる。

岩手県下にも, 「サ」の使用のいちじるしいものがある。早く, 『東北方言

集』も, 「ゆむ旦〔行〕」に関して,岩手県中部地方の「あべき」をあげているO

私がとらえている中部東寄りでの「サ」例は,

○ソ二　サ。ソ二　サ。

そうさ。そうさ。

○カネ下　マチ〔i〕ガッテ　百一.

金とまちがってさ。

などであるO　この地でたしかめたところ,人は, 「オ手首　イずて甘了　サー。」

(おれも行くさ。)について, "前からあったことば"との説明をしてくれた。

県下南部の例は, 『全国方言資料』第1巻の「岩手県胆沢郡佐倉河村」の条

の,

mナンダツ　ゴタ-　ネガ　　　ナニー　ヤスイ　モノ　アックラ　　カッ

何という　ことは　ないが,　なにか　安い　物が　あったら,　買っ

テ　クルッサー

て　くるよ。

などである。水沢では,私は,老女から,
一・・一1

0コクツld〕テンカダックラ　サーO

こたつなんかだったらね。

などの言いかたを聞いたことがある。

県北の実例は,
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oジ下二シャ　7グ〔ti〕サo

自動車が行くさ。

などである。 『全国方言資料』第7巻の「岩手県九戸郡種市町中野」の条には,

mオドゴヨリ　オナゴア　ツラガッタサ

男より　　　女は　　　つらかったね。

などとある。

小松代融-氏の『岩手方言の語嚢』には, 「旧南部領」の,

イツタサ　　行きなさい

キクサ　　　釆なさい

などが見える。 -特異な命令表現法「来た」などの下に, 「サ」が用いられ

ているのか。

さて,当県下にも「サイ」がある。さきの「種市町中野」の条には,

′ソー　ソ　ソーサィ

そう　　　そう。

とある。

小松代氏の前引書には,やはり「旧南部債」の所で,

アノセア(あのね)

アノシェァ　　あのね

などともある。ここに見られる「セア」 (シェァ)ち,まえに秋田県下で見た

「セァ」とおなじものではないか。つまり, 「セ」の訴えが, 「セア」(シェァ)

形に発展せしめられたものと思われる。文末詞での,この種の,訴え効果の拡

充は,まことに注意すべきものである。

っぎに, 「サ」に関する本県下での複合形の文末詞には,注目すべき「ナサ」

がある。花巻弁では,

○アノ　ナ百一。

あの:)-;0
_y*

○サ云~臼持　ナサー。
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さむいな。

などと言われている。これらは,同輩間で,あるいは目下に,言われがちのも

のである。 『岩手方言の語尭』の「旧南部額」の部には,

アノナサッ(あのね)

が出ている。はかに, 「ノサ」の複合形がある。問いにも説明にも用いられて

いる。つぎに, 「ト(ド)サ」も見られる。

東北地方の最後に青森県を見れば,本県下には,広く, 「サ」がよくおこな

われている。県東部域のいわゆる「南部」地方から見ていこう。その南辺での

事例は,

○テ,チ-　サ。　(中男1---藤原)

あ,そうさ。

○イア　サO

行く。

などであるO下北半島での一例は,

〇百ダ　ニ京ベ　サ.

まだいいじゃないか。 (帰る客人に言う。)

である。

津軽域にも, 「サ」がよくおこなわれており,前記例同様, 「-べ　サ」も

よくおこなわれている。
ノ　　ノ　-　　　　　　ノ

○マテ　マテ。ソソデ　ネーベ　サ。

まてまて。そうでないだろうよ。 (制止する。)　(中男間)
_メ-1

は,その一例である。 「ソダベ　サー。」 (そうだろうよ.)などが,本地方の車

中でもよく聞かれる。つぎに,津軽平野の木造町での調査例をかかげる。
ノ

○ド言ニラ~　ゥ〔ti〕シ〔_i〕7　ヒ〔i〕ニ〔i〕サ。

土用の丑の日にさ。

○ラ二 ココニ〔i〕ケ-サン　シ〔i〕ク　ワケ　サ。
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私はここに計算したわけさ。

後者例については,カード検閲の識者は, "最後の「サ」が気になる。あまり

出ない「サ」である。"と注していられる。 (この人には,のちに述べるように,

「サ」に対する「シ〔i〕」を思う心がある.)

本県下での「サ」の用法は自由であり,問いにもこれを用いれば,命令にも

これを用いる。

青森県下に,注目すべき「サイ」がある。 「南部」例は,

○食う高音　百二タック　サイ。

たべるのを蒔いたさ。
-一　4

0ダェ-モ　イネガッタベ　サェイo

だれもいなかっただろう? ("それごらん。"の気もち)

などである。

○イダべ　サェィ。

=いたろう?" (かるい問い)

は,津軽南部での一例である。

○ダ丁モ　イナク〔ti〕テ　ァッすべ　サェィ.

だれもいなかっただろう?

は,津軽半島部での一例である。 「サイ」が, 「サェイ」ともあり,また「サェ

ー」ともある。

○リョ-言二丁　ゴTy亨　サェ-0

旅行のことでさ。 (「何の用で来た?」に対する返事)

のように, 「サェ-」形のあらわれることも多いO

「サェ-」形が, 「セ～」 「セ」に簡約されてもいる. 「南部」 ・津軽の両方

に, 「セ-」「セ」が,よく見られる。 「セ」形が,県下にさかんであるとも言

えようか。 -この点,国内諸方言にぬきんでていよう。 『浮軽方言えはがき』

第一韓には, 「アレアセ, (あの子はね,)」などとあり,また,第二韓には,
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主人「ツトサ, -デセ」

苛へ　　入れてさ

などとある。 『全国方言資料』第1巻の「青森県南津軽郡黒石町」の条に

は,

mン　　　キョ-シェ

うん,　きょうはね

リダネ　ソラ

タイシク　ツ-デシェ　コラ　コノト-

たいそう　釣れてね。　これ　このとお

りだよ　そら。

とある。 (「セ」が「シェ」とある。)おなじく第1巻の「青森県三戸郡五戸町」

の条には,
2)

′フン　　テンキァ　ワリドモセ　　ホッコァ　デテマシクケァ

ふん,　天気は　　悪いけれども　穂は　　　出てましたよ。

2) 「セ」は間投の助詞。

とある。私が,弘前市で得た一例は,

○コ丁　オラノア　セO

これは私のですよ。

である。青森県下・秋田県下に, 「セ」形が注目され,加えて北海道内でも,

これが一つ注目されるo

さて, 「セァ」の形もある。 「ア」は,かねて私が,重視してきた文末訴え音

である。 「セ」文末詞のばあいにも,人は,しぜんに,これに訴え「ァ」音を

添加して「セァ」とも言っている。これがまたそうとうにはなはだしい。 (秩

田県下・岩手県下にも見られた。)

○ワL,ワレガ　ヨ-ショーノ　コロニ〔i〕セァ-0

われわれが幼少のころにさ。

は,津軽での一例である。 -共通語ふうの言いかたの最後にも,まざれのな

い「セァ」が出ている。県下の諸方言文献が, 「セァ」を指摘している。瀧野

沢栄一氏は, 「津軽方言の語法」 (『方言』第五巻第二号)で,



248

セァ。　標準語の「さ」にあたる。

アス-グ皇ヱo明日行くさO

と述べていられる。

本県下に関しては,なお一つ,関連記述を試みておきたい。県人は,たとえ

ば,

○ア71シ〔i〕。

あのね。

について, "これは上品。"と言い,この言いかたを, 「アブ　Xo」 (あのね。),

「ア7　盲~ァ。」 (あのho)などにくらべる.上品とされる「シ〔i〕」の言い

かたに対置されている「セァ」は, 「サ」の「サイ」の「セ」であろう。 「アブ

首アo」は,なるほど,さほど上品な言いかたにはならないはずであるo　要す

るに,ここで,つぎのことが明らかである。等しくサ行音ではあるけれども,

「シ」文末詞と「セ」文末詞とは,似て,はなはだしく非なるものである,と。

しかし, 「シ」に文末訴え「ァ」音のついた「シ′ァ」などは,しばしば「セァ」

にまざれやすいものでもある。土地人も,ときに, 「シ」と「セ」「サ」とを,

近しい関係のものとしたりしているか。

"弘前は「サ-」で,木造町は「シ′〔i〕-」だ。"と言う人もあった。 "木造

町としては, 「シ′〔i〕-」がふつうだ。"とも言う。

青森県下の, 「サ」に関する複合形の文末詞を見る。まず, 「南部」に, 「ナ

サ」がある。
ノ

○テノ　ナサ。

あのねえ。

などと言っている。つぎに注目されるのが「ネサ」である。北山長雄氏の『津

軽語桑』には,

「nesa」は中津軽郡弘前市の女性語であり語尾につくことは丁度東京弁の

「ne」に相当する。

sonda nesa　(さうですね)
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とある。 『青森県方言集』にも,

そだねさアo (女用語(弘前)ソウデゴザイマスネ。念を押す)

と見えるo 「ナサ」「ネサ」ともに, 「サ」にアクセントの高音がきがちである。

つぎに,複合形の「カ(ガ)サ」などが見られるo 『全国方言資料』第1巻の「青

森県南津軽郡黒石町」の条に見られる,

mンこャ　ナンボ　　オモシロフテアタガサセ

うん　　ずいぶん　おもしろかったよ。

の「ガサセ」は,どういう出来のものであろうかo 「が」の「ガ」と, 「サ」と,

「サイ」の「セ」との複合であろうかどうかO複合形「ノセァ-」もある。

九　北海道地方の「サ」ほか

北海道地方に, 「サ」はさかんのようであるo巨-べ　サ」の言いかたもよ

くおこなわれている。

「セ」形も見られ, 「セァ」も兄いだされる。
___-く

道南地方では,ただちに, 「何々で　サー.」などの言いかたを聞くことがで

きるo 「サ」に対する「セ」もあるo (「セー」となってもいる。) 『全国方言資

料』第1巻の「北海道松前郡福島町白符」の条には,

fマケタコク　　ネ-べセ

負けたことは　なかったろうよ。

とある。おなじく「福島町自符」の条には,

′イマデモ　ソダべサ

今でも　　そうだろうね。

などというのもある。

おなじく第1巻の「北海道美唄市西美唄山形」の条には,

fマンダ　ェガンべサ-

まだ　　いいでしょう,

などとある。
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諸地域に, 「サ」ことばが兄いだされ,巨-一ベ　サ(サェ)」も兄いだされ

て,北の稚内でも,

○コレ　アンタ　シタンダべ　サ。

これはおまえがしたのだろう。

などと言っている。

十勝の一例は,

○ダレモ　オランカッタベ　サ。

だれもいなかっただろう?

であり,釧路の一例は,

○ソンナニ　タクサン　キタラ　アツイベ　サ。

そんなにたくさん着たら薯かろう。

である。さて,複合形には, 「ノセ」などがある。

十　おわりに

全国にわたって, 「サ」文末詞を見るのに,その分布ではまず,中部地方以

東の広域が注視される。この地方は,おおよそ関東地方の「サ」のながれの地

域であると見ることができようか。国の西方の分布は,およそ,その関東性の

「サ」に対する関西ないし西国ふうの「サ」を示すものであると言えようか。

関西以西には,その分布のむらがすくなくない。近畿は,滋賀・三重方面に

ょく「サ」が見られ,中国四国にはこれがすくなくて,九州には「サ」音系の

いちじるしいものがある。このような,分布のむらは,どうしておこっている

のであろうか。

「サ」の用法を見るのに,関東地方では, 「どうして　サー。」「こうして

サーO」などと,きわめて自在に, 「サ」が連発されがちである。自己を叙述す

る中で,わけもなくとも言いたいぐらいに, 「サ」を頻用している。それにまた,

「デー　サー。」しそうさ。)などと, 「サ」を,指定断定助動詞ふうにつかうこ
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ともさかんである。以上のような用法習慣は,概して関西系地域にはよわいあ

りさまである。 - 「サ」の関東性と関西性とが区別される。

「サ」に関する複合形をとってみても, 「テサ」あるいは「ノサ」といった

ものは,関東性のものと解される。 「ワサ」は近畿のものである。

関東性・関西性の別は考えられるとしても, 「サ」の機能が,一元的に,な

んらかの指示作用を発揮するものであることは,多く言うまでもなかろう。根

元のその作用のうえで, 「サ」は,命令表現や問尋表現にはたらくものともな

っている。 -こうなって,地方的な様相は顕著となる。

起源はどうであるにもせよ,今日,現代語の共時面では, 「サ」に,ほとん

ど純粋の「音作用」としての特殊な指示性が認められる。 「サ」音の強烈な指

示には,総体に,高品位はともないにくい。

第三節　「ザ」の属

-　はじめに

「サ」に似た「ザ」がある。 「サ」に「サイ」や「サン」があったのと同様

に, 「ザ」のはあいにも, 「ザイ」や「ザン」が見られもする。このようではあ

るが, 「ザ」などの正体は,定かでない。

いずれにしても,こういうことが言える。 「サ」の属と「ザ」の属とは,お

よそ類似のものであり,かつ両者を合一することはできない,と。 -そうと

うの程度にまで近づけることはできても,そこで一線を引かなくてはならない

ようである。

「ザ」の本源は何であろうか。こととはあいによっては, 「サ」が転じて

「ザ」となったものがあるかもしれないo　しかし, 「ザ-」の形のものなどには,

そういう「ザ」とは区別すべきものがあるようにも見うけられる。 「ザイ」に
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近い「ザ-」, 「ザイ」からの「ザー」があるだろう.

その「ザイ」であるが,九州のはあいだと, 「ぞよ」起源のものがあり得て

いるのではないか。 「ソギャン　コタ-　ナカ　ザイO」(そんなことはないザ

ィ。)といったような言いかたを見るのに, 「ザイ」に, 「ぞよ」起源が考えや

すくもある。あたかも「トヨ」が「トイ」を-て「タイ」になったのと同様に,

「ゾヨ」が「ゾイ」を-て「ザイ」になったりはしなかったか。

今は,起源論に執することをしない。いわば共時論的処理を旨として,ここ

には,現実音の「ザ」,したがって「ザイ」「ザソ」などを,このままにとりあ

げ,これらが現実に文末詞として機能しているさまを見ていくことにする。こ

の見地で,私は今, 「ザ」 (- 「ザイ」 「ザソ」)を,ザ行音文末詞とよんでお

く。

文末詞「ザ」が,文末詞「ゾ」と,近縁の関係にあるらしいことが,また,

音形からして察せられる。 〔Z〕に対する〔a〕と〔o〕とは,わずかの相違

にちがいない。こういう点でも, 「ザ」に関して,ザ行音文末詞の名をたてる

ことは,穏当とされよう。

以下, 「ザ」の-属の分布を,諸方に見ていく。

二　九州地方の「ザ」はか

まず九州地方が, 「ザ」の属の分布に関して注目される。九州地方では,問

題の事象が,ひときわさかんであると言えよう。

鹿児島県下では,問題の事象が兄いだされにくくて,宮崎県下に,つぎのよ

うな事象が兄いだされる。

○ソンゲナ　コツグレ　シッチョレ　ザ。

そんなことぐらい"知らなくてどうするか(もちろん知ってるよ)"0

これは,中部,児湯郡下の事例であるO同地域の, 「貢.)モ　イカザ-O」 (=ぉ
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れも行かなくちゃ0日)というのなどになると,この種の「ザ」は問題外である

ことが明らかであるが,上例の「ザ」は, 「ザ」文末詞としてよいものであろ

う。今は,その, 「ザ」と聞こえる事態を重視しておきたい。

熊本県下には, 「ザイ」が多く兄いだされるo 『全国方言資料』第9巻の「熊

本県本渡市佐伊津』の条には,
3)

fコゲソ　ヨカ　コ　ショーべ-ワ　ナカザイ

こんな　いい　　　商売は　　　　ないぞ

3)言いさし。

とあるo 「ナカ　ザイ」との言いかたがなされているのを見るのに, 「ザイ」

は, 「ぞ」と言いかえられているとおり, 「ゾ」的な文末詞かと思われる。

肥後本土の南北に「ザイ」が兄いだされる。北の南関町についての,能田太

郎氏の「肥後南ノ関方言類集　用言篇」 (『方言と土俗』第四巻第八号)には,

ザイ　「ぞ」に当る卑語, (例) Hぬし(汝)にヤ構わんザィ。 (=-)mわ
ヽJ

んちヤよかザィ。
OK

とある。熊本市南郊の方言について教示してくれた-知友の示例には,

クラワスゾ-0

クラワスッザィ。

などがある。同氏は,「ソット　マタ　チガウト　ザィ。」としるしたものにつ

いて, "それとまたちがうのだぞ。"と注記してもいられる。

原田芳起氏も・ 『熊本方言の研究』で, 「オリャ知ランゾ」 「打タルルザイ」

に関して,

この「ゾ」系助詞も,熊本方言の中では劣勢ではない。これは女性が使え

ば,しとやかでないと感じられているようであるが,女性でもなか＼/勇

敢に使う人があるのは事実であるoそれでも右の意識があればこの「ゾ」

表現は男性的としてよいわけである。

と述べていられる。
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東条操先生の『分類方言辞典』の「小詞」の条には,

ザイ　　ぜ。九州。

との説明が見える。

斉藤俊三氏は, 『熊本県南部方言考』の中で, 「ザソ,ザイ(怒罵)」について,

怒気を含んだ場合の指示である。八代で「ザイ」,水俣で「ザン」になる。

1.オラ行キャセント旦ヱ(僕は行かないぞ)

2.泣カスッ壁上(泣かせるぞ)

と記述していられる。

私は,天草で,つぎのような「ザン」を聞いている。
__-I I

oラ二二-ンク万㌻チュ-　ザン。

=十円くれるそうです。"

長崎県下には, 「ザ」の属のおこなわれることがさかんである。まず,島原

半島が「ザイ」の地域である。 『肥前千々石町方言語』には,

ザイ　　ですよ, (例,ソガンザィ, 「さうですよ」)

とある。

林田明氏の「長崎市方言の文末助詞」 (『方言研究年報』第-巻)に見える「ザ

イ」例は,「オ了ガ　ウッタトヂャ　ナ首　ザィ。　おれが打ったのじゃない

ぞ。 (小男-中女) <男子のみ>」である.氏は言われる.

この「ザイ」は, 「ゾヨ」の転じたものであろうか。はなはだ下品で,感

情が激したはあいに用いられる事が多い。ほとんど男子に用いられるが,

まれには中年以上の婦人も用いる。

なお, 「『ザイ』には, 「ザソ」「ジャン」のごとき異形もきかれる。多分にくだ

けたばあいが多い。」とも言われる。

西彼杵半島に, 「ザイ」がよくおこなわれている。 「トザイ」という複合形も

よく見られる。ところで,同半島東北岸には,

○テガウ　ザ-0
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ちがうよ。 (抗議)

などの「ザ-」の言いかたも聞かれるOただし,この地方でも, 「ザイ」が一

般的のようでもある。 (「ザ-イ」もあり「ザ-イ」もあるo)

○ネギア　フT　ナック　ザィ。

葱が太くなったなあ。

○ネン京バ　ヤテジバ　幸二ィ。

年賀状をやらなくちゃ。

○ナ万　バーィ。ナ貢　ザーィ。

ないよ。ないぞ。

などは,このほうの「ザイ」「ザーイ」などの実例である。同地域で, 「ザン」

とも言っている。人は, ‖「ザン」は,怒っている時につかう。"とも言う。

○ソギャン　アル　ザン。

=かねてつつしんでおらんけん,そうあるぞ。"
ノ

○モ-　フトン　フ万一テ　シ喜一タトジャイロ,イッチョモ　ナカ　Tザ

ン′。

=もう人が拾うてしもうたとかしらん,ひとつもない。"

「ザソ」は, 「ザイ」に近いものであろう。
アンタ

念のた馴こ,一つの考察を加えておく。 「バイあなた」は「バソタ」となっている。
アンタ

「ザイ　あなた」が「ザソタ」となり, 「ザソタ」からやがて「ザソ」ができること

などが,ありはしなかったか。 「バンク」から「パン」ができたように。

平戸方面にも「ザイ」がよくおこなわれている。平戸方言の一例は,

○亭丁-ワ　オ亨ジカラ　キメラルル　ザィ。

きょうはおやじから叱られるぞ。

である。当地方で, 「ザイ」が「タイ」や「バイ」とつれあっておこなわれて

いる。 「ザイ」の異形は,他の文末詞に関係の深いものでもあろう。 『全国方

言資料』第6巻の, 「長崎県北松浦郡中野村」の条には,
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mン-　　ジサンモ　　　ホンニ　　ヨロシュ　　-ッタザイ

うん,　おじいさんも　ほんとに　よろしくと　言っ(てい)たよ。

などの「ザイ」例が見える。上例の説明が, 「言っ(てい)たよ」となってい

るのに注目したい。

五島列島では,私は, 「ザン」 「ザ-ン」をよく聞いている。

○テ㌻コイ　ランマチ-　オッす　ザンO

あそこへ新町-いたザン。
=　器!

Oホン手　蔓~㌻ジャックジャロ　ザンo

ほんとうであっただろう?

○ヨ有　事ニラ。

いいよ。 (承知)

○キトッ　事二70

来てるよ。

○イ言　幸二To-

(いっしょに行く時に言う。)

このように, 「ザン」 「ザ-ン」の使用は自由である。用法に諸相が見られるま

でに, 「ザン」ことばは,いわゆるザ行音文末詞として定着しているのか。

山口廉太郎氏の『壱岐島方言集』には, 「ザ-イ　ザイ」についての,

「バイ」に似たれど常に否定の場合に使ふ。 --・しないぞ。　-できない。

等の意。

「知らん-」

「聞かん-」

との記事が見える。同氏の『競壱岐島方言集』には, 「ザィ,ザ-イ」に関し

&

「バイ」に似て投げやりな意を表す。卑語である。

体言,活用言の連体形,並に他の助詞にもつくかと思ふ。

とある。
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佐賀県下にも,広くに「ザイ」が見られるらしい。早く, 『佐賀県方言辞典』

には,

ざい〔助〕　　ブヨ。 「見タざい」 「カイタざい」

と見える。小野志真男氏は, 「佐賀県方言区画概観」の中で, 「ザイ」系のもの

として, 「ザィ,ジャー,ゼ-,ジェ-,ゾ-」をあげていられ,地域的特色

がうかがわれるとしていられる。

私が,県南の旧須古村で得た例は,

○シテ　コタ　ナ首　ザィ.

したことはない。

○ノー　ナック　ザィ。

なくなったなあ。 ("ひとりごとみたいなことば")

などである。第-例の「ザイ」について,カード検閲の識者の加えられた注記

は, "ザイを軟かく言へばやさしくなる。困って言ったことになる。ザイを強

く言った時が,心のとがった時のことば。"というものである。 「ザイ」は,

"男のワルカことば"と言う人もある。

岡野信子氏が,唐津市神集島方言の文末詞について教示せられたところによ

ると, 「ザイ」は, 「うやまうべき相手には用いぬが, 『ゾ』よりいく　らか品位

が高い。 『ゾヨ』か?」とされるもののようである。

加釆敬一氏の「福岡県方言の語法」 (『北九州国文』第五号)では, 「ゼ」 「ド」

「ザイ」が,

共通語形「ぞ」にあたる強意(念をおす)の語で,

とされており,分布に関しては,

「ザイ」 -筑前区宗像,筑後区山門

とされている。 『福岡県内方言集』には,

ざい(八女郡南部)
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とある。分布は,やや広いものがあろうか。都築痕助氏は, 「九州方言の性格」

(『NHK国語講座』昭和32年4・5月)で,

筑肥方言の余情・情意の終助詞バイ・タイ・ザイは,豊日系と一連とな

って薩隅のヲ- ・ト-と南北対噂し,

と述べていられる。

私が白石美代子氏から得た,嘉穂郡下の例は,
一ノ

○ヨTF言デン　ソテ　ァル　ザィ。

=嫁さんでもそのようにあるよ。=　(老女一一中女)

○リーッ天ナ　シ芽マメガ　デキル　ザ-イo

H立派な塩豆ができるよ。" (老女一・一一一育男)

などである0　日「ザイ」 「ザ-イ」は,老人によく使われ,品位は中等以下であ

ろう。"とのことである。同氏教示の,
_-/I

○ハイシャン　イ-ン　ヒTヤッタッ　ツァィ.

-歯医者さんの家の人だったんだよ.=　(老女-中女)

などでの「ツァイ」は, 「トザイ」のつづまったものか。

岡野信子氏の「助詞『カラ』の生態-若松市島郷地区における-」 (『北

九州国文』第七号)には,

○バ二サンナ　スヵ　ザィ。

おばあさんは馬鹿だよ。

などの「ザイ」例が見える。同氏によれば,鞍手郡下にもまた,

○オマユガタノ　バ-サン百万~　ィキキッチャ　ネ-　ザイO

・ぉ前のうちのばあさんしか行ききってじゃないよ(行くことがおで

きでないよ)0"

などの言いかたがおこなわれているというo

大分県下では,
■害うi

○ピッシャグル　ザ-イo
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ぺしゃんこになるぞ。
容ら

○アッチデ　マッチョル　ザィ。

あっちでまってるぞ。

などと,豊後の日田弁に, 「ザイ」がよく聞かれる。 『烏陽』創刊号(日田中

学校校友会　昭和22年9月)に見える里木健二氏「日田方言の研究」にも,

知らんざい　　知らんぞ

などとある。

全国を見わたすのに,九州では,とくに「ザイ」がさかんである。 「ザイ」

を中心とする「ザ」の属のものが,九州にいちじるしいのはなぜであろうか。

「ゾヨ」>「ゾィ.」>「ザイ」の「ザイ」が九州にとかくおこなわれがちなのだと

したら,これは, 「トヨ」>「トイ」>「タイ」かの「タイ」が九州によくおこな

われているのに符節を合する。今,私は, 「ザイ」がとくに九州にさかんなの

を見るにつけても, 「ザイ」は「ゾヨ」からのものではないかと,考えたくな

るしだいである。 「タイ」の分布額域と「ザイ」の分布領域が酷似しているこ

とも重要視される。

九州に,単純とも言うべき「ザ」はすくない。

三　中国地方の「ザ」

山口県下の,

○ハ亨イコト　コす㌻-　ヤッテ言ヵザ(ダ).

早くこれをやっておかなくちゃ。

などの「ザ」が,本題のザ行音文末詞に似て非なるものであることは,多く言

うまでもなかろう。上に見える「ザ」は, 「ズワ」系のものであろうo 「早く

せずばなるまい。」などの「ずば」がもとであろうQ

島根県下に,問題の,「ザ」があるか。神都宏泰氏によれば,出雲では,たと
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えば宍道湖のあたりで,
ノ

○オテ　ショー~サントコマデ　イク　ザ。

ぼく,しょうさんの所まで行くよo j(小男間)

○オカッツァン　ナ有　-～テ　オラ-マス　ザO

おかつさんは中へはいっていらっしゃいますよ。　(中女間)

などの言いかたが聞かれるという。同氏の,出雲東部で得られた一例は,
/　　M

oダイブ　カカック　ザーOサカ-　アガッタデ　ノ-o

だいぶんかかったんだよ。坂を上がったからねえ。　(小男間)

である。 「ザ」は,山陰でも,出雲地方に特有のものか。ともかく,この「ザ」

は,神部氏が「よ」と言いかえられている「ザ」である。

私が出雲西辺で聞いた一例に,

○テリョ-　ザイ〔i〕ナ.ナ万テ貢O

あれまあ(やれまあl。なかなかのことだO (老翁がふろを沸かしおえ

てのことばである。つかれた時の表現であった。)

というのがある。 「ザイナ」の「ザイ」は,上の「ザ」に関係があるものかど

うか。いずれにしても, 「ザイナ」が文末詞ふうの地位にあることは明らかで

あろう。他で,このような言いかたは,まだ,聞き得ていない。

隠岐にも「ザ」があるのか。 『全国方言資料』第8巻の「島根県知夫郡西ノ

島町黒木字字賀」の条には,
1)

子-イ　　ベントア　イッチョッザ-

はい,　弁当は　　はいっていますよ。

1) 「ザ」はよいことば(女性が使う)。それに対して「ダ」は悪いことばという。

とある。上の注記に, 「ザ」に対する「ダ」が見られる。この「ダ」は, 「ザ」

の音靴に成ったものか。あるいは別の「ダ」か。 -感声的なrダ」もありう

ることである。 (後車参照)

さきに,出雲の「ザ」について, 「出雲地方」と言った。出雲東部に関連の
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深い伯者西部には,同様に「ザ」文末詞があるかもしれない。

九州では,ともかく,ザ行音文末詞として,現在,共時論的に処理しうるも

のが多く見られた。これに対して,中国地方では,山陰にのみ,類似のものが

兄いだされるoこの中国状況は,見るからに興味ぶかいものである。私は,中

国も,とくに山陰がこのようであるのを,九州状況との系脈的なつながりと見

るoおそらく九州と中国とは,なにかにつけ,このようにして底面での脈絡を

保っているのであろう。

四国はどうであろうか。

四　四国地方の「ザ」ほか

土居重俊氏の『土佐言葉』には,宿毛市の,

コノ本　ナンボ

ウチャー　イチャックガザイ(わたしは行ってあげたのよ)

などの, 「ザイ」「ザン」例が見える。ここに「ザ」はないのか。

『全国方言資料』第5巻の「高知県幡多郡大方町」の条には,

fキョーワ　ナニ　　シザイ

きょうは　なにを　しょうとしているのですか。

というのが見える。ここには「シザイ」とある。 「ザイ」が「する」の「シ′」

につづいている。この「ザイ」は,どういう「ザイ」であろうか。

土居重俊氏は,おなじく『土佐言葉』で,土佐東部の長岡郡大豊村落合のこ

とば,

「言一言-,京-亭こ。 -百一才ナザ。」いいえいいえ　ありがとうござい

ます　はやく帰りましょう　　(老婆)

というのをあげていられるO　これにも「ザ」が見えるが, 「ザ」は, 「アナ」

につづいている。動詞未然形につづく「ザ」は,上来,問題にしてきた「ザ」
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とはちがったものである。

徳島県下にも, 「ザ」が見られるが,これまた,

○ホレバー　アテザ-.

=それぐらいなくってさ。" (あるとも。)　(小男間)

(県南での一例。金沢浩生氏の教示による。)

など,動詞未然形につづく「ザ」であって,この「ザ」は,いわば不活用助動

詞である。

徳島県下に,単純な文末詞の「ザ」はないようである。

以上が,四国についていま記述しうるすべてであるO四国でもまた・土佐西

南部といった,いわば辺境に, 「ザ」関係のものの兄いだされるのが注目され

る。中国四国では,双方の辺々が,問題の事実を示しあっているo

土佐の事情を,九州の事情につないで考えてみることもできようか。

五　近畿地方の「ザ」ほか

服部敏之氏の教示によれば,淡路島の洲本市方面のことばに, 「ザン」の言

いかたがあるという。

○コiTヤ　ザン。

これだ。

などと,氏の母君は,よく言っていられたそうである。氏は, 「ザン」には断

定の意があると言われる。 (氏はまた,氏の母君年輩の人々が「ザン」を言っ

ていた,とも言われた。)

なお,服部氏によるのに,由良ことばにも,

○テヤ　ザソ.

‖そうです。"

○ソリャ　--　ザン。
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それはいい。

などの言いかたがあるよしである。もっとも, =「ザン」は,今はあまり聞かれ

なくなった。"という。

田中万兵衛氏の『淡路方言研究』には,
m

まああ,そお旦蛙,あてちっとも知らなんだ里を。ヽ_

などの「ザン」例が出ている。氏は,

(前略)殆んど明治,大正を境として滅んだと云ってもよいO主としてを

(疑問)若くほぞの下に附けるO但し萱に附く場合はそれと結合して里を

となる。明治時代までは随分頻繁に使はれたものである。

と言われるoここには, 「ぞ」の下に「ん」がつけられ,それが日豊をとな

る日との解がある。 -そういう解釈も成りたつか。

増田欣氏は,かつて私に提示せられた『淡路方言覚書』で,

現在五十才程度の人が,幼時,

淡路カンカン　そやまたな-ざん(そりゃ又,何故だの意)

というような唄を歌っていたという。

と説いていられる。

近畿地方では,他に,三重県下に「ザ」が兄いだされるo鈴木敏雄氏の「志

摩越賀の会話」 (『三重県方言』第5号)には,

男「なんも,われとのかね〔金銭〕で,われとが飲〔酒〕んだんやんけ。

わんない,あつかい顔してたて,えーやんけ。その代り月末になって赤紙

が来て,青うなったざ。あつこうなったり,青うなったりや。」

なにも自分の銭で自分が酒を飲んだのじゃないか。しよ中赤い顔をしてい

たて,誰に遠慮することもいらんじゃないか。その代りに月末に代金取立

が来て青くなったぞ。赤くなったり青くなったりさ。

との言いかたが見られるO氏は,

「なったざ」の「ざ」ほぞの転。
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と説明していられる。

『全国方言資料』第4巻の「三重県一志郡美杉村川上」の条には,

′ドーシトルザ

どうしていますか。

というのが見える。

ノヽ I-

はあ。

グアイ　　ワリカッタカ

ぐあいが　悪かったのですか。

六　中部地方の「ザ」ほか

近畿地方に「ザ」の分布がまれであって,中部地方の北陸に, 「ザ」の分布

のかなりいちじるしいものがある。北陸は注目すべき地帯である。

まず福井県下に「ザ」がよくおこなわれている。福井市武生市方面の「ザ」

例は,

○テン京テ　ネアンヤ　ザ。

=とても高い値段ですよ。"　(中男間)
ノ

○ホンナ　コト　シテラ　アカンノヤ　ザ。

=そんなことしたらいけませんよ。"　(おや一一一子)

(=「ザ」は女も言う。"という。)

などである。これらの教示者,佐藤俊郎氏は,第-例について, 「自己の予想

に反した事に今更の様に驚き,それを誇張的に表現する時の言い方である。」

と説かれる。なお氏は, 「武生よりも福井の方が, 『ザ』をよく使う。」とも言

:bれるO

越前に,こういう「ザ」のおこなわれることはさかんのようである。愛宕八

郎康隆氏は,越前東部の勝山方言について, 「ザ-」は女性中心のことばであ

ると言われる。そうして氏は, 「ゾ」が男性中心のことばであるのと,これと

が,よく対応していると見られるo愛宕氏は, 「ザ-」が"中等品位"のもの

であって, =中年以下の女性に頻用されている。"とも言われる。
ー　管ら
○アカン　ザ-0

いけないよ。
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は,勝山方言での一例である。

福井市方面では, 「ウラ音　テル　ザ-。」 (わしがやるよO)の言いかたが,

「ウテ斉　シッ　サー。」ともなっているか. (愛宕氏による.)

『福井県方言集』には,

-・-ザ(アカンザ)　　--よ(いけないよ)

「ザ」は「ぞ」の靴か

との記述が見える。なおこの所で, 「ザ」の,若狭内にもあることが指摘され

ている。

上来, 「ザ」を, 「ぞ」起源と見るむきが,いくらかあった。 「ぞ」起源の「ザ」

もあるかもしれないが,ちがった起源の「ザ」が,用法上, 「ぞ」同様の表現

価を示すことも,ふつうにありうることだと思う。

石川県下の加賀・能登にまた,問題の「ザ」が見られる。 「ザイ」もある。

加賀東南部の白山近くでは,

○イッテ　キク　ザ-。

"たしかに行ってきたのだよ。"

などと言う0 -このはあい, 「キツ　ザ-」の言いかたも聞こえたように思

う。いずれにしても,上の表現は,たけしちゃんという人が,行かなかったと

言う老夫婦に対して,嫁さんが反駁したものであった。 「キツ　ザ-」は, 「き

たじゃないの」などにあたるものかもしれない。

おなじく白山近くで,つぎのように「ザイ」を言っている。

○シャ-ナ　モノ　亨テ　オテン　ザィ。

そんなものは出ていないよ。
器!

Oソア　テミジャ　チュ-ザィ。

その組だってことだよ。

岩井隆盛氏の「石川県金沢市彦三一番T」の記事(国立国語研究所報告16



26fi

『日本方言の記述的研究』に寄せられたもの)には,

知らンザ(ないよ)

などが見える。私が金沢市で聞き得た例は,

○ソ---　話しは　キカン　ザ～O

そういう話しは開かないよ。

○コす言　ワシア斉青　ザ-O

これはわたしのだよ。

などであるO 「ザ-」の表現にはつよみがあるo

能登の能登島向田では, 「ゾ」が多く用いられており, 「ザ」もある,とい

ぅ。ただし,土地人は, =「ザ」なんかやらぬoHなどとも言っているというo

(愛宕八郎康隆氏教示)愛宕氏の「能登島向田方言の文末助詞」 (『方言研究年

報』第一巻)に見える実例は,

○ゴスフナ　マダヤ　ザ-o

御飯はまだだよo　　(中女母-→息子)

などであるOここでも, 「ザ-」「ザ」は,主として女性に用いられ,品位は中

等以下であるという。

愛宕氏は,能登半島東北端方面でも,

○イ言　ザィ。

=(酒を)飲み始めようよ。"

などの言いかたをとらえていられるo

富山県下については,今,私は,言うべきものを持たないo

新潟県下に, 「ザイ」がある。田中勇吉氏の『越佐方言集』には,

語尾ノぞヲざい,だい,ぜ,ナドイフ。コレ北蒲ノコトナリO

と見える。ここにも, 「ザイ」に関する「ぞ」起源説が見えるo 「ダイ」は,

「ザイ」のなまったものか。 「ゼ」は, 「ザイ」からのものであろうo
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小林存氏の「越後方言の結語法概観」 (『国語研究』第十巻第七号　昭和17年

8月)には, 「下層に向ってはザイが使用される.」とあり,

お前, -グ(行ぐ)ガンダザイ

お前,喰うガンダザイ

の実例が見える。なお,

エゴ(此の場合は立去ることを意味す)ザイェゴザイ

は, 「必ずしも誘引の意でなく寧ろ一種の宣言である。」という。

『全国方言資料』第2巻の「新潟県岩船郡朝日村高根」の条には,

子=---　イッぺ　マズ　　　ノンデ　ネロザイ

1杯　　ちょっと　飲んで　休みましょうよ。

というのが見える。

剣持隼一郎氏の「粟島浦村の言語(-)」 (『高志路』第二〇一号)には,

ゼ・ザェ

強めの終助詞かと思われる。

ヨムゼ(読むよ　老人-蘇)

シタデザ- (したそうだよ)

ガツコ-ノへソ-ナンダザ- (学校の先生だよ　本保孝一氏　老人-蘇)

「ザ-」が短くなったものが「ゼ」であろう。

との記事が見える。もし, 「ザ-」がとりたてられるのなら,これは, 「ザイ」

に近いものともし得ようか。

北陸を除いては,中部地方に,当面の問題とすべき「ザ」が兄いだされない。

たとえば長野県下に, 「イ万事-。」の言いかたが聞かれるが,これは, 「行こ

うよ。」の意または「行く」の意志をあらわすものであり, 「ザ-」は,文末詞

ではない。 「ザ-」のもとは「ずは」 (ずば)かo　ともあれ「ザ-」が,助動詞

としてたっている。

こういう「～ザ-o」は,広く山梨県下・静岡県下にもおこなわれているO
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山梨県下の例は,

○オテマ　テマザー。

お茶を飲みましょうよ。

○ホン汀-　オリャ　イカザ-o

Hじゃあ,わしは帰るということ。"

などである。

ところで, 「ザ-」も,おなじく山梨県下で,

○イ青ザ-0

いやだ。 (‖自分がいやだということ。")

というようにつかわれているのになると,これは文末詞然としたものに見えて

くる。

静岡県下でのはあいにも,たとえば,徳田晴彦氏の「岳陽語法一用言之部-」

(『方言』第五巻第二号)の中に見える,

早クイツテコラザア
o o　　＼_・ノ

早クイツテクラザア
o o　＼._′

のようなものになると,この「ザ-」がまた,文末詞ふうのものに見られても

こよ*1

七　東国地方の「ザ」ほか

関東地方には,言うべき何ものも兄いだすことができない。

東北地方では,山形県下に言うべきものがある。羽前村山方言では,

-マ　クン　ザェ　　(今　来る　ぞ)

などの言いかたがなされているという。 『山形県方言集』にも,

ざい　zae　感動詞　よ,ぞ　粘

さあれが出んざい。

(さあれがでるよ。)
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との記述が見える。佐藤義則氏の『羽前最上小国郷のトント音コ』(自家版　昭

和41年2月)には,
のま　のすどの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け

「沼の主殿主殿。オラな前千刈り後千刈りの田コさ,水コ恵んで呉申さい。
あ　　　　　　　　　ゆ

ほしたら,オラなメラスコ捧げ申すざい」って云ったビヤ。

などのことばづかいが見えている。
すぽえ　　　　やまえ

「(前略)あの金コと同すな石コァ,オレな炭小屋の炭灰な中さ,山盛なっ

てるざェ」って云うさえ,二人して行って見っと, -　　。

ともある。

本県下の「ザイ」 「ザェ」は,どういう出来のものであろうか。ともかく,

今は,音形に着目して,これらをここにかかげる。

つぎに岩手県下に,問題視しうるものがあるO 『釜石町方言語』には,

「ザ」　命令勧誘の意を強めるもの,

例　ソ-シロザ(さうしろよ)　　ヤメロザ(やめろ去)

とあり, 『岩手方言の語嚢』の「旧南部領」の部には,

ヨべザ(呼べよ)

とある。どういう「ザ」であろうか。ともかく,今は,これらの「ザ」を,語

としては文末詞と見うるものと解しておく。 -命令の言いかたの下に, 「ザ」

があるo (秋田県南には, 「ソず　ザ一。　そうだよO」などの「ザ-」があ

る。)

岩手県北部では,

○イカネァすす-.

と言っている。これは,じつは, 「行かないそうだから。」の意のものであり,
「・.　-ノ

「イカネァ-ツィ-　ヨ-。」 (行かないということだよ。)に類したものであるO

「ヅァ-」紅は, 「と言う」の意がふくまれているo

東北地方の,以上の事態は,どういう事情によっておこったものであろうか。

現象の,地域的に偶然に存在し得たものの,このような残存ということなのか。

方言事象の存立には,解しがたいものが多い。 - (それにしても, 「ザ」関係



270

のものの,北陸に見られて,東北は山形県下に見られるのなどは,存立の系脈

を思わせるようであって,興味が深い。東北地方と北陸地方との縁由は,だい

たい,浅くはないものであろう。)

八　おわりに

以上, 「ザ」関係のものを,音相本位に,さぐり集めてみた。

「ザ」関係のものには,第一に,分布の特色がつよい。第二に,これには,

相手に訴えかけることの,あるつよさがくまれる。

第三に言うべきは,その起源の不詳である。

ふかしぎな「ザ」文末詞の一類ではあるが,ともかく,現実態が「ザ」音関

係のものなので,現段階では,以上のとりあつかいをすることができた。

この種の文末詞が,将来,栄えていくものだろうか。その可能性は,ごくす

くないもののように思われる。

第四節　「ゾ」の属

-　はじめに

ここに,ザ行音に属する「ゾ」がある。 「サ」 「ザ」な_どの, 〔a〕母音のもの

についで,やはり,訴え音の大きい「ゾ」がとりあげられる。

「サ」に対応する「ソ」は,今のところ,ないと見てよさそうである。 (「ザ」

は, 「サ」と共存するが, 「ゾ」には,そのような共存の相手がない。) 「サ」な

みの,使用範囲の広い「ソ」が認められないのはなぜであろう。

疑問視すべき別の「ソ」がある。これは第五節にとりあげる。

「ゾ」の訴えは,たしかに効果的なものである。これのできたのは,もっと

もしごくのことと考えうるようである。
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「ゾ」には, 「おしつけ」のきみがつよいo特殊な強調性があるO私どもの

会話の現場には,こういう文末詞を必要とする場面が,はなはだ多い。 「ゾ」

紘,全国諸方言上につよいいきおいを見せている文末詞である。

言いかける気分をつよくあらわす「ヨ」もまた,よくおこなわれていよう。

これも〔o〕母音の文末詞である. 「ゾ」と「ヨ」との関係が,広く認められ

よう。 -「ゾ」と「ヨ」とをくらべる時, 「ゾ」の存立地位が明らかである。

「ブ」は,その昔効果のままに,おしのつよさをあらわしつつ,上品ではない

表現鏡野を行っている。

「ゾ」の強調はしぜんに「ゾー」になりやすく, 「ゾ-」からはまた,しぜ

んに「ブイ」 「ゾン」も分岐しやすかったようである。

「ゾ」はまた,単純に音靴をおこして「ド」にもなっている。 「ド」は「ロ」

にもなっている。 「ドー」からは, 「ドイ」「ドン」もまた分岐している。

以上は, 「ゾ」文末詞の異形分化とも言いうる。それはなお,上記のものの

ほかにもわたっている。異形のおのおのごとに,表現効果の相違が見られるの

はもちろんである。 「ゾ」が「ド」になっても,すでに表現効果の差が明らか

である0 -一般には, 「ド」の表現品位は「ゾ」のそれに劣っていよう.

「ゾ」に関する複合形の文末詞も多様である。 「ゾ」におある複合形も多け

れば,また「ゾ」にはじまる複合形も多い。本文中では,複合形は「ゾ」にお

あるのを見ていくので,ここには「ゾ」ではじまる複合形の話形をしるしてみ

たい。 「ゾナ」「ゾネ」「ゾノ」「ゾヤ」「ゾ-」「ゾヨ」などがあり, 「ゾナン」

「ゾヤネ」「ゾイナ」「ゾイヤ」「ゾ-モ」などもあり, 「ゾカ」「ゾマイ」「ゾ-」

などもある。 「ド」に関しては, 「ドナ」「ドノ」「ドヤ」「ドニ」「ドヨ」などが

あり, 「ドヤナ」「ドイナ」「ドイヤ」 「ドイシ」 「ドニノ」「ドニヤ」などがあ

る。
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「ゾ」もまた,単純感声的な文末詞の一つと見てよかろうO　うたがっても,

けっき3:くは,感声ふうのものであることを認迫ることになってくるかと思う。

その作用性にやや複雑なものもあることから, 「ゾ」文末詞の,単純感声であ

ることをうたがうむきがあるかもしれないけれども,そのような作用性は,

「ゾ」文末詞にあっての言語機能の-進境と言いうるものであろう。

「ゾ」の変形の「ド」などにしても,依然として単純感声的なものである。

後　注

I. 「ゾイ」「ゾン」に関しては(「ドイ」「ドン」に関しても), 「イ」なり

「ソ」なりを,文末訴え音とも見ることができるか?--(これは, 「ナン」

とか「ザイ」とかのばあいも同様である。)文末訴え音の複合と見ること

は,適切でないと思う。 「ゾ-」該当の「ゾイ」「ゾン」と見ておくのが適

切であろう。

刀. 「ゾイ」の言いかたは,早く,狂言詞葦その他にも見える。 (「ヤイ」な

どとともに。)

班. 「ゾイ」については, 「ゾヨ」起源も考えられる。「トヨ」は「トイ」に

もなっている。 「ゾヨ」も「ゾイ」になり得たのではないか。 「ゾ-」から

の「ゾイ」も考えられなくはないと思う。 「ゾイ」については,そのおこ

なわれる現地ごとでの考究がいる。

Ⅳ. 「デヨ」起源のこともあろうかと考えられる「ジョ」がある。これが

「ゾ」相当のものとしておこなわれていることがある。起源上,別個のも

のであっても,現実音体そのものが「ゾ」的であるならば,これを「ゾ」

の論の条下にとりきたることもしなくてはなるまい。

V. 「-・-・-です　ゾ。」の「です　ゾ」が, 「デッ　ソ」になることもある。

ここに「ソ」が見られることになるが,これが「サ」に対応する単純なも

のでないことは言うまでもない。

Ⅵ. 「です　ゾ」の「デッ　ソ」から「ソ」をとり, 「です　ゼ」の「デッ
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セ」から「セ」をとり, 「ます　ワ」の「マッ　サ」から「サ」をとれば,

ここにサ行音の「サ」 「セ」「ソ」の系列が見られることになる。 「ザ」 「ゾ」

の存立はすでに見た。 「何々だ　ゼ」の「ゼ」文末詞の存立も明白な事実

である。これらに関しては, 「ザ」 「ゼ」 「ゾ」の系列が見られることにな

る。結果音形だけを処理して見れば,上述のように,サ行音系とザ行音系

のきれいな対立が認められる。

さて,単純感声的な「サ」文末詞と,単純感声的な「ゾ」文末詞とは,

どちらがさきに成立したものであろうO

二　両島地方について

いわゆる南島方言の中に,問題とすべきものがある。それは「ド」である。

昭和二十七年での,私の整理記述では,鹿児島県下の南島方言領域の「ド」を,

「ぞ」に相当するものと見ている。

岩倉市郎氏の『喜界島方言集』 (中央公論社　昭和16年8月)には,

ド　疑問の助詞。

があがっており,また,

ォ　問覇iQH^Sl右

があがっている。前者例には,

ウケ-　アミドゥ　フトゥッド　　沖は,雨が降ってゐるな-降ってゐ

るらしいな。

ストー　アミ　ヂャッド　　外は,雨,らしいな。

があげられており,後者例には,

イチュン　ド-　　行く,よ。

アレ-　プネィ　ド-　　あれは,舟,だよ。

があげられているo 「よ」-「だよ」と言いかえられている「ド-」は, 「ぞ」

にかなり近い感じのものか。 -「ド」の二例では,対訳に, 「な」文末詞が用

いられている。岩倉氏は,同書でなお,
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ナガサソ-　ワ-ムン　ド-　　長いのは,私の物,だ。ナガサソ-は,

ナガサスに,丘に相当する助詞ヤが融合して出来たもの。

などの例文をかかげていられる。 「ワームン」の言いかたの下にきている「ド

-」紅は, -氏も,わかち書きにしていられるほどなので,独立の文末詞の

はたらきが認められるようである。

私が,喜界島の人たちから聞き得た実例には,以下にあげるものがある。喜

界島中間では,

○ランセ一斉㌻　手首フドーo

先生が来たぞ(よ)0 (ぞんざい)

○ド-す　すン丁フドー。

どうかたのむよ。 (日下に)

○ワフ二°　シテラタン　ド-O

私はしはしないよ。

などと言う。島内の他集落でも,同様の「ド-」がおこなわれているO　ところ

で,

○テすす　ガパ　テ.)バ　アツ亭-ン71=　ガ-0

そんなにたくさん着たら暑いでしょう?

○テ㌻シ　ガパ　テリバ　アツサ壱~-　ガ-0

そんなにたくさん着たら暑いだろう?

のような「ド(ロ)-」になると,これは別ものか。

「だろう」の「ド」は,薩隅地方によく見られるものである。もし,南島

方言域の喜界島などに「だろう」の「ド-」もあるのだとしたら,当地方

と薩隅地方との,方言上の近距離が思われることになる。 (-ここでも

また,私どもは,南島方言状態と九州方言状態とを画然と切りはなして考

える習慣のあることを,問題にしないではいられない。)

つぎに,大島本島の人たちから聞いたものをかかげる。
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0クすmヤ　テン　云フ　ド。

○クすfT了ヤ　テジ　ムン　ド。

これは私のものだよ。

○クす臼了ヤ　テン　云フダリョッ　ト.

これは私のものですよ。

などがある。 「ト」は「ド」の清音化したものか。さて,ここの「ド」も「ぞ」

を思わせやすいものである。山下文武氏の「奄美大島方言日」 (『鹿児島民俗』

No.1)には,
o  o  o

アガシしゃんちだめピー(あんなにしてもだめよ)

アガシすりばいきやんピー(あんなにしてはだめよ)

などの文例が見えている。上村孝二氏の「奄美大島」 (『方言と文化』)には,

男のことば,

オー,ウカグニシ　ウティティキシャドー。
lさtぢ　　　　　　　　　　　　　　　　　Itlら

ええ,お蔭で　　　安心したよ。

というのが見える。

沖之永良部島の人たちから聞き得たものには,

○マテ二一ン　ド-a

まっていますよ。

などがある。

○デ,ネッテ　ィヂラン下-0

もう熟は出ないだろう。

〇一　　　アチャサ　アヤブンド-0

---・・暑いでしょう?

に見える「ド-」は,どういう「ド-」であろうか。私は, 「出ないだろう」

や「暑いだろう」などの言いかたをかかげて,方言対訳を求めたのだった。そ

の時に出たのがこの「ドー」である。 (あるいは, 「ぞ」的な「ド」が,こうい
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う推量表現のばあいにもつかわれることがありうるか。)この「ド」は,おそ

らく「だろう」の「ド」であろう。

〇万~ジディロ　下.

そうだろうよ。

の「ド」は, 「よ(ぞ)」的なものであろう。

徳之島の例は,得ることができていない。

与論島の人たちからは,多くの「ド-」例を得ているoつぎのようなものが

ある。
T▼一一　　　　　　一-　　　　　　　-

○イキュン　ド-0

行くよ。

○シ,ン二㌻二ヌ　マーチャン　ド-0

先生がいらしたよ。

(「マ-チャン」は, 「ウ--チャン」より尊敬した言いかたとのこと)

であった。〕

これらには, 「ぞ」に通う「ド-」が認められよう。教示者はこの時, "「ド-」

は,尊敬したり,また意味をつよめたりする助詞。""「ド-」は,どんな時に

もよく用いる。"と語った。

○ニヤーヌ〔ii〕 -ルアー
＼_ノ

イダ-ティン　イキャビラン　ド-0

は, 「今夜はどこにも行きませんよ。」である。

○イ亭二ソ　ヤッ戸/ミッ万了~　ナヤ首=アド-0

は, 「いつもやっかいにばかりなって,すみません。」である。 (この対訳は'

町博光氏による。)

沖縄本島の「ド-」.例は,

○ナ首　イテニラドーO
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いま行くよ。

○ナ言　チュニフドー。

いま来るよ。

などである。本島北部の国頭地方のことばとして教えられたものに,

○シ′ンシーガ　チャービン　ド-0

先生がいらしたよ。

というのもある。

国立国語研究所編の『沖縄語辞典』には, 「doo ◎(助)ぞ。だぞ。」が見え,

nusudu　　　　どろばうだぞ。

jaQcnm nuraanjuN　　　　にいさんに叱られるぞ。

の例があげられている。

伊波普献氏は, 「琉球語の掛結に就いて」 (『伊波普顔全集』第1巻　平凡社

昭和49年4月)で,

今日の口語でも, kunu hya ya nusudu do! (此奴はぬすとだぞ)といふ

よりも　kunu hya do nusudo! (此奴だぞぬすとは)といふ方が力が強い

ようだ。兎に角掛結のおこりの語句の倒置にあることは,かういふ所から

推測することが出来ると思ふ。ど(du)に就いてはまだ述べたいことがあ
0

るが,それらは他日に譲ること上して,こゝにはど(du)は用ゐ様によっ
CI

ては,日本語のぞよりも力が強く,場合によっては,こそと同じ位の力を
o                                                        o  o

有することがあるといふだけを附加へておく。

と述べていられる。

高橋恵子氏も,かつて,沖縄本島コザ本位の,諸種の文末詞用例を教示せら

れ,その中で,

○ツアリン　ナ-ファカイ　ツイチュラ　-ジ　ド一。

あの人も那覇へ行くはずだぞ。

○ツウリル　マ-シ　ド-0
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これがいいぞ。

などの「ド-」例を示されたO

与那国島の比川方言について調査せられた高橋俊三氏によれば,同方言では,

○アック　アミガ　テ　-ディ　下言。

明日,雨がふるはずだよ。　　(中男-→高橋氏)

○テル　ンドゥン　下す。

全部言うよ。　　(少女間)

○ガすニ　アンビタン　ドゥO

学校で遊んだんだぞ。　　(少男間)

○寺-ガ　アガミテ丁　ナシャン　ドゥO

猫が子供を生んだぞ。　　(少男間)

などの言いかたがおこなわれているという。ここには, 「ド」相当の「ドゥ」

が見られる。 (「ガドゥ」などの複合形もおこなわれているようである。)

南島方言域に広く認められる「ド」の言いかたをかえりみつつ,いわゆる九

州方言域の「ゾ」の属を,南部から北部に見ていきたい。

三　九州地方の「ゾ」ほか

庇Zl島県

鹿児島県下には, 「ぞ」該当の「ド」がさかんにおこなわれていて,これが,

特色ある様相を呈している。 -全国でも,この点,この地域がとくに注目さ

れる。

本県下の「ド」に関しては,まず上村孝二氏の, 「南九州方言文法概説-

助動詞・助詞-」 (『国語国文　薩摩路』第十二号)に説かれるところを,こ

こに引用させていただきたい。氏は,
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このドは古典語の「らむ」に由来するもので,ロウ>ド->ドとなったも

の。県南辺境ではドがロに発音される。このドと同形の文末助詞ドがあっ

て,両者は紛れやすい。アクセントによって区別するよりはかない。イッ

下(行くだろう),才㌻ド(行くぞ)oさてカ語尾形容詞に接してヨカド(良

かろう)というはあいは,共通語の良カロウの誹りか,あるいは,良カと

いう方言の基本形に「らむ」系のドがついたものか,判断に迷う。北薩地
(ロ)

方では良カッドと促音を受けることが多いが,これは明らかに「良カルラ

ウ」の靴りである。

と言われる。ついでまた,

文末助詞の一部についてはすでに述べたところがある.まず断定の意にド

をさかんに使う,学校ニオクルッド。だが鹿児島地方の女性はこのドをさ

けてヨを使う債向がある,ことに共通語的場面では。遅ルッヨ・ヨカ人ジ

ャッヨ(だJO.離島ではド-・ローが有力O長島方面では,雨が降トゾ・

ソラ雨ゾのようにゾを使うのが特徴。だが,ドの方は体言を直接うけるこ

とはない。

と説いていられる。

「ロウ」の「ド」とは区別される, 「ゾ」該当の「ド」は, 「ゾ」の転靴形で

あろうか。しかしながら,薩隅地方の大部分では,属島にもわたって, 「ゾ」

相当の「ド」が常用されており, 「ゾ」のならびおこなわれることがない。こ

ういうことによってか, 「ド」は, 「ゾ」該当の独自の風格の文末詞になってい

る。これは,かならずLも,低品位の表現に役だてられるものとはかぎられて

いないようである。

「ゾ」形のことは,上村氏のすでに説かれるところである。長島方面,ある

いはそれに近接した本土方面は,北方他県の「ゾ」域につらなって, 「ゾ」を

示すということであろうか。

甑島以南のいわゆる離島の諸地域では, 「ド」がさかんであって,かつ,檀

子島,屋久島などでは, 「ロ」形が示されがちである。 (十島村の硫黄島につい
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て,また,トカラ列島の宝島について,かつて私が教示せられた資料には,

「ド」の「p」形が見られない。) 「ロ」は「ド」から単純に転化したものであ

ろう。種子島の「ロ」例は,
容ら

○きょうは.魚は　ヤ貢-　ゴザンス　ローo

きょうは魚は安うございますよ。
▼__　__　　-・ 1

0ツレモサン　ロー。

釣れませんよ。 (「釣れるか?」との問いに対する返事)

などである。 "ふつう,女が「ロー」を言う。男でもつかうO"などと言われて

いる。 『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県熊毛郡上屋久町官之浦」の「ロ」例

紘,

m----　カワカン　ク　クンデ　-ヨラロ

期から　　　　くんで　運んだよ。

などである。離島部にかぎらず本土部にも,じつは, 「ロ」が兄いだされる。

f言霊すよ言ニ　-こ;0 (笑))孟三ノニ　~
紘, 『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県揖宿郡山川町岡児ケ水」の条に見ら

れるものである。白沢龍郎氏は,大隅東岸の内之浦町内の言いかた,
ー・・ 4

0ヨカッタ　ロ-。

よかったよ。

を教示せられた。男女ともこの言いかたをするという。

「ド」 (または「ロ」)の用法に関しては,述べるべきことが多い。 「断定」

や「肯定」に用いられると概説することもできようが,今は,たち入って,吹

下のような分析的な見かたをしてみたい.

第-に注目したいのは, 「説明・告知」の用法にたつ「ド」である。薩摩半

島西南端の一例,
_・ メ

Oッケン　スット　ゴアン　ド-0

こんなにするんですよ。
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大隅東岸の,

○-テ㌻ガ　ミゴチカッタ　ド。

花火がきれいだったよ。

など,まったく「説明・告知」と言ってよいものであろう。 (断定的な調子で

言われても,それが「説明・告知」になっているo)この範噂におさめうる用

例を,私は,なかんずく多く持っている。

上二例でもうかがえるように, 「ド」は無敬意の言いかたの下にくるととも

に,敬態の下-もきている。 「‥-　　ゴアンド」の言いかたはよくなされ
ノ

ているo 「ございませんよ。」は, 「ゴザ-ン　ド。」である。山下光秋氏は,

「鹿児島県鹿児島郡谷山町方言集　下」 (『方言誌』第八輯)で,

ナカド　　ないよ

ナカンド　ないですよ

と記述していられる。県下で, 「アッ　ド。」(あるぞ。), 「アンド。」(ありま

すぞo)が,ふつうにおこなわれていよう。 『全国方言資料』第6巻の「鹿児島

県肝属郡高山町麓」の条には,

′ソア　　モッヂッキャイ　　　アシケ　　アッド

それでは　持ってお行きなさい。　あそこに　ありますよ。

との記述が見える。 「アッド」が,前の「ヤイ」尊敬法助動詞を受けてか, 「あ

りますよ」とされているOさて, 「′-一ヂャッ　ド」もよくおこなわれる。

○コン才　ヵンテ青首　千二六ンジャッ　ドo

こんどは上中(の家)が当番だよ。　(育男I一一一青女)

紘,薩摩北部の一例である。 (井上親雄氏教示) 『全国方言資料』第9巻の「鹿

児島県阿久根市大川尻無小麦」の条には,

fシナイノ　シガ　ウッチウッテド　オモデ　ショノデジ1,ツド-

尻無の　人が　打つと　　　　思って　ねたんでですね。

などが見られるO. (「ですね」の言いかえはどうであろうか。)トカラの宝島で

は,
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0そんとはおいがとざっど。

の言いかたがなされているという。 「ヂャッ」や「ザッ」のもとにきうるのは,

「ゾ」ではなくて「ド」でなくてはならなかっただろう。ところで,この種の

「ド」に関しては, 「トヨ」との類縁も考えられるのか.上畝勝氏の『九州方言

辞典』上巻〔中南部篇〕には,

これだよ　文末助詞

こいぢゃっど,こいぢゃっとよ,薩摩地方。こいぢゃっがよ,大隅地方。

(以下略)

というような記事が見られる。

第二には,自己主張とか意志表明とか言いうるものをあげてみたい。-「告

知・説明」に近いけれども9大隅東岸での一例,

〇六㌻テン　アヒ言ン　ヤ丁ナ　イカフドO

でもあそこの山には行かんよ。

は, =はっきりした拒否日であり,まさに意志表明である。 『全国方言資料』第

9巻の「鹿児島県熊毛郡上屋久町官之滞」の条には,

m・・---　オヤ　　　モー　モロッド

わたしは　もう　帰るよ。

というのがある。書町義雄氏が, 「吐噂剰諸島方言」 (『旅と伝説』第十三巻第

四号　昭和15年4月)でかかげられている,宝島の,

ウッチョラントナラ,カルヨリホカ,シカタ-ネエドO

の「シ′カタ-ネ-ド」での「ド」の表現は,意向をあらわしたものであろうo

第三には,推量表現にかかわる「ド」がある。薩摩半島南部での,

○コンニャ　コリャ　ユッガ　フッ　ド-O

今夜これは雪が降るぞ。

の言いかたは,その一例とされよう。

○ソテン　ウ首㌻　青㌻ト　ヌッ貢　rド。

そんなにたくさん着るとぬくいぞ。

ノ
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は,北蔭での一例である。大隅の,
ノ

麗　　　　自uIHJ

きょうほ雨だぞ。

などは,明らかな推量表現の例とされよう。瀬戸口俊二氏教示の,薩摩半島東

南端での一例は,

○ワリ　コッ盲　シ貢ネン　ドo

悪事もやりかねないぞ,きっと。 (老男間)

である。

第四に,勧誘の「ド」があげられる。

○スヨ　モロッ　T=。

早く帰ろうよ. (相手を促しせき立てる調子O 「モ盲~㌻ド」となれば

自分一人丈でも帰ってしまおうという気拝が表れるO)

は,白沢龍郎氏教示の,大隅内之浦での一例である.

瀬戸口俊治氏は,薩摩半島東南端での,

○メ貢　テド-0

飯を食おうぜ。　(育男間)

を, 「軽く勧誘する場合」とされ,なお, 「ことばつきは軽いのであるが,自分

の気拝としてはすでに決っているのである。」と説明していられる。

第五に,おしつけるきみのつよい「ド」がとりたてられるo (-北の長島

方面でなら「ゾ」である。)たとえば, 「おまえたちは,六時まえに起きなけれ

ばいけないよ.」に相当する言二いかた, 「・-‥・・-　オキラン,=　イケンド.」

などのはあいの「ド」がそれである。

第六には,広く命令表現と解しうるものでの「ド」がとりたてられる。

『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県阿久根市大川尻無小麦」の条には,

mソ-ラネ-　　　アシモテ　キオ　ツケテ　ィゲロー

それではねえ,　足もとに　気を　つけて　行けよO

というのがある。 「イゲロー」が「行けよ」と説明されている。 「ロー」は「ド
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-」か。薩摩半島南部の枕崎での例は,
ノ

○ヒッ万有ランヂ　イテド-.

ひっかからないで行けよ。 (下の部の表現。これは, 「アス*/ヂ　ス

ヨ　イゲ　斉二。」 <あそばないで早く行けよ。>に近いもののようで

ある。)
ノ

○ヒッ万有ランヂ　イ盲ドニ。

ひっかからないで行くんだよ。 (叱りつけてこう言う。)

などである。なお,ここでは, 「そんなにするな。」を,
r　　ノ

○ソン　スンメ　ド-0

とも言っている。瀬戸口俊治氏が,薩摩半島東南部の,その郷里方言からとり

だして示された例は,

○アツテ　ソデ　ヂュイ丁ドO

暑いのに(から)外-出るなよ。　(老男I一・一幼女)

○ワリコ亨二　言了メ　ド。

悪いことをするんじゃないよ。　(中女一一-幼女)

などであるO瀬戸口氏は, 「′.-ノメ　ド」の言いかたを「禁止表現法」と言わ

れる。これに, 「やわらかいもの言い。やさしく禁止する。」との注釈もつけら

れた。なお,氏が, 「間接的な命令表現法」とされるものに,

○ブ㌻タッ　下二.

さあ乗るんだよ。　(老女・一・一一一助男)

がある。 『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県熊毛郡上屋久町宮之滞」の条に

は,

m--・　　ヒノヨ-ジンノ　シチョ-ゴロ-

火の用心を　　　しておきなさい。

というのが見える.「シ′チョ-ゴロ-」は, 「しておこう　ゾ」というようなも

のであろうか。

「ド」 (または「ロ」)の,以上のような分析的な見かたのあとに加えて, -
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つの特殊な「ド」をとりあげておくo薩摩半島西南端の笠沙半島で聞いたこと

ばであるが,私の方言踏査目的を知って,中年の女性が,

○ド　ド　ド　ド　-　。

と言ったoこれを聴録したカードに,私は, 「かるいおどろきと恐縮のことば」

としるしている。こういう時, 「ド」音を連続させたのは,私にとって,すこ

ぶるめずらしいことであるoなににしても, 「ド」が,ものごとの確定に関す

る感情をあらわすものであることはたしかであろう。

つぎに, 「ゾ」にいくらか似た音相のものに「ジョ」がある。これが, 「ゾ」

系のものであるのかどうか,私にはよくわからないo今はただ,いわゆる共時

論的処理を重んじて,関連音相のものを合わせかかげてみるしだいである。

『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県熊毛郡南種子町島間中平山」の条に

は,

m・一.--　イワン　ヒクー　モー　ソイト　-ンタイジョ

いまの　人は　　もう　それと　反対ですよ,

と見えるO 「-ンタイジョ」の「ジョ」がとりたてられる.同巻の, 「鹿児島県

阿久根市大川尻無小麦」の条にも,

m-一・一　ソーダンニ　キクッジョ-

相談に　　来たんだよ。

などが見える。私が,薩南の枕崎で臥、た例は,

○コンク　ヲ斉㌻　ヂョo

これはおれのだぞ。

(下の部の表現である。)

である。井上親雄氏教示の,薩北の一例は,

○ワ亨ドテ　ォッタッ　ジョ。

お前はどこに居ったのか。 (小学校の入学式に孫を連れて行き,やっ

と探しあてた時)　(老昇I一・一孫幼男)

である。白沢龍郎氏教示の,大隅東岸での一例,
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oォ才ガ　ユタバッ　ヂョ.

おれが言ったんだがな。 (不安を感じている) (やや下品)

ち, 「ヂョ」をとらしめるものであるという。

宮崎県

宮崎県下にも, 「ゾ」 「ド」がよくおこなわれている。ふつうにこれをつかえ

は,まずは低品位の表現がおこる。男性がわにつかわれやすいか。

「ド」形は,県下の中部以南によくおこなわれており,南方の状況は,じつ

によく鹿児島県下状況に接続している。

「ド」「ゾ」の用法のうち,ぬきんでてさかんなのは,告知・説明と言える

用法である。 「何々だ　よ。」の,つよい「よ」に相当するものとも言えようか。

県下中部西奥での一例は,
I　　　一ノ

〇百フセガ　キヤッタ　ド-O

先生が来られたぞ。

である。中部東寄りでの一例は,
ー　容ら

○-ルッ　ド一。

晴れるぞ。
-　　-.I

である。 (「晴れるだろう。」は, 「-ルッヂャロ-O」である。)中部西奥でのこ

とであるが,私のカード記録,

○ヤマイモガ　デタ　ゾ-0

"ぼつぼつ, 「ぐづぐづ」を言いはじめると,こう言う。"
ノノ

に対して,カ-ド検閲の識者は, 「ゾ-」のところに「ド-」と注記していら

れる。

命令表現の「ド」がある。都城市の例では,

○イラン　コツドン　スイメ　ド。

余計なことどもするなよ。
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などというのがある。

陳恩の表現の「ド」がある。自己の意志を述べる「ド」がある。
_　　一ノ

○インニヤ,ソッテニヤ　イカン　ド-0

いいや,そっちには行かないぞ。

などと言っている。

「ね」と言いかける程度の「ゾ」もある。

推量を表白する「ゾ」 「ド」がある。

○盲二　ャガッテ　モドッテ　クッ
一ノ

ド〔O

もうやがてもどって来るぞ。

などとあり, 『全国方言資料』第9巻の「宮崎県西臼杵郡五箇瀬町桑野内」の

条には,

mモ-　ド～シテン　ヒチ-チネソ　ナローゾ

もう　どうしても　7, 8年に　　なるだろうよ,

とある。推量を告知する表現になっている。

っぎに, 「ブイ」の形が兄いだされる。 「ゾ」から生成した「ゾイ」か。 (め

るいは「ゾヨ」が「ゾイ」になることもあり得たろうか。判然としない。) 『全

国方言資料』第9巻の「宮崎県西臼杵郡五箇瀬町桑野内」の条には,
3)

m----・ナカナカ　ヤオ-　イカンブイ

なかなか　容易ではないよ。　　3) 「やさしくはいかないぞよ」の意・

というのが見える。岩本実氏の『日向の高千穂方言』にも,

ゾ・ゾイはぞんざいな強めとなるo

とある。

※　　※　　※

本県下の, 「ド」 (ぞ)に関する複合形の文末詞には, 「トド」 「ツド」がある。
ノ

○オラ　シェン　トド。

わしはしないよお。

は,県中部での「トド」例である。 「ド」のつよめがよく効いていよう。
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熊本県

天草をはじめとして,県下に, 「ド」「ゾ」がさかんである。 「ゾ」は,低品

位の表現をかもす。おもに男性がわにこれが見られよう。

最初に,告知の「ゾ」「ド」がとりたてられる。
ノ

○ウッすす㌻クルッ　ゾ。

たたいてやるぞ。

は,県中部西寄りの一例である.県南には, 「ド」形がよくおこなわれているO

中部にもこれがあるか。 『全国方言資料』第6巻の「熊本県熊本市中唐人町」

の条に見える,
2)

mオイオイ　　モ-　イマカラ　デカクルロー

おいおい,　もう　いまから　でかけるよ.　　2) rp-」は「ヅー」の転か。

での「ロ-」は, 「ド」からのものであるのか。
_　　　　　　　　　　---　　　　　　　　　-

○アレガ　キヨル　ゾ-0

あいつが来てるぞ。

は,阿蘇山南麓での一例である。 「ゾ」と,指示代名詞「アレ」とが対応して

いる。 「ゾ」は,いちばんわるいことばだ,などとあった。天草下島で聞いた

ことばには,
_・一・ 1

0ウッ　ゾ-.

liSEt
一ノ

というのがある。土地の五十歳代の男性は,これを, 「クラニスル　ザィ。」

(=たたくぞ。=)の言いかたとおなじものだとした。 「ザイ」は,このように,

「ゾ-」と比照されるものなのか。能田太郎氏の「玉名郡昔話‖-熊本県玉名

郡南関町-」 (『昔話研究』創刊号)にも,
fil.

そッで猿どんな,はるきヤーち(腹立てて),すんなら汝が穴んロィ(に),

糞たり込むざい(ぞ),てち云わすと,　　。

とある。
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命令表現の「ゾ」がある。天草で聞き得た事例は,

○言フ　テ京ラバ ≡-デ　クレ　ゾー。

この手紙を読んでくれよ。

○ガマダェテ　ベン幸手　セ音　ゾ。

しっかり勉強しろよ0

0-言　Tヶ　ゾ-0

早く行けよ。

などであるoおなじく天草で,禁止の「′--一ナ」の下にも「ゾ」をつけているO

陳思の「ゾ」がある。

○キャーネム　ナック　ゾ。

ひどく眠くなったぞ。

は・阿蘇山南麓での一例である。陳恩とはいいながら,それを告知しているO

問いの「ゾ」がある。 『全国方言資料』第9巻の「熊本県本渡市佐伊津」の

条に見られる,

fワリゲントナンノ　モンドマ　ド-ド-　　シトルゾ-カイ

お宅の　隣の　　人たちは　どんなふうに　していますか。

での「ゾ-カイ」は,文末詞の「ゾ-」を示すものであろう. (推量の「ロ-」

が「ゾ-」に変化したといことも考えられるかO)

県下に「ゾ」相当の「ゾイ」もある。上畝勝氏は, 『九州方言辞典』上巻〔中

南部篇〕で,

ぞ+い-ぞい。球磨川沿岸から八代

としるしていられる。斉藤俊三氏も, 『熊本県南部方言考』で,〟,ブイ,ゼ」

を指摘していられ,

ゾイ(ゾにイがつく) 「ゾ」よりも和やか　大野村

ともしていられるo早く, 『全国方言集』も,下益城郡のこととして, 「ゾイ」

をとりあげており,また,阿蘇郡のこととして,

ダリドン　何誰ですか
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ともしるしてある。 「ゾ」の「ゾン」が「ドン」になっているのかo

「ゾ」にならべて見ることのできる「ジョ」が,本県内にもあるo
ノ

○モー　ヨカッ　ジョーo

もうよいぞ。

は,天草での一例である。

本県下の南北に, 「ゾ」の「ド」ではない, 「だろう」の「ド」が,よくおこ

なわれてもいる。 (ここにはまた,九州南部地方の当該状況との関連がよく見

られる。)

○本町あたりは,精霊船をナ斉ストカ　テ貢下-o

‥--流す所はないだろう。

(これに対する答えは,「アッ　千一。」<あるよ.>というのであった。)

は,天草での一例である。原田芳起氏も, 『熊本県方言の研究』で,

ィサギュウッタッチドケドンイカルドカイ(球磨郡) (大へんおめかしを

して,何処に呈旦行きなさるのだろうか)

などの記述をしていられる。熊本市域で聞き得たものには,
_//

○ダーモ　オンナ-ランカッタド←o

だれもいらっしゃらなかっただろう?
y*

○アッド-0

あるだろう?

がある0日「ロー」と「ト」では, 「ド-」のはうが圧倒的に多いo"との説明

も聞いている。

※　　※　　※

本県下の, 「ゾ」に関する複合形の文末詞には,ロゾ」 「トゾイ」がある。
_-v

_　　　　　　　　　　　　　　~　.

oキョーワ　イニエ　オッ　トゾ-o

きょうは家におるよ。

は,天草下島西岸での「トゾ」例であるoおなじく天草下島の本渡市で聞き得

たものは,
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一ノ

○イク　トゾ-0

行くんだぞ。

であり,これがまた, 「イク　トジーO」とも言われている。「トゾ-」が「ト
/-～

ジー」と言われているのは,めずらしいことである。

長崎県

全般に,告知の「ゾ」が,よくおこなわれている。
___-　　___　　ノ/

〇三~ラー,シェンシェノ　キヨル　ゾ-.

これ,先生が来てるぞ。

は,北部の生月島での一例であるo 「‥・-　-　′`~＼一マス　ゾ。」は, 「マッ　ソ」

にもなっている。

「ゾ」が, 「ド」にもなっている。島原半島方面には, 「ド」がいちじるしい

ようである。 『肥前千々石町方言誌』には,

オイドマ,ロクジメェ-チ,オケニャ-,ツマランドo (お前は六時前に

起きなけりやいけないよ。)

とある。

「ド」の変化した「ロ」もある.長崎市域方面に,
(ド-)

マタ　ウタウ　ロー.

=また歌うよ。"　(老女)

などの言いかたがあるという。

自己の思いを相手に告げる,上来,陳思などとも言ってきたものは, 「思い」

ないし「意志」の告知とも言える。こういう類のものも,全般によくおこなわ

れている。

そん内遊びに行くゾ-

は, 『島原半島万言集』に見えるものである。

(これは北串山村のものであるという。)
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〇三フ　ガ亭㌃-　カッ訂フ　-貢㌃;~ゴテ　コッダニヒ　ゾ。

"この野郎。あごのはずれるようになぐりたおすぞ。"

(「コッす二ヒ」は, 「コキデニス」におなじものである。)

は,五島での「ゾ」例であり,

○コす言　オン下ガ　ド.

これはわしのだぞ。

ほ,平戸島での「ド」例である。

推量告知の「ゾ」がある。五島例は,

〇一ソ斉丁三　ヨデフ　キテラ　アツ万言　ゾ-O

そんなにたくさん着たら署かろうがい?

で.oo

命令表現のばあいの「ゾ」がある。対馬では, 「起きるな。」 「開けるな。」が,

「オキメ-　ゾ。」「アケメ-　ゾ。」と言われているよしである。また, 「そん

なにするな。」が, 「ソ-　シタラ　デキン　ド.」とも言われているという。

(山本俊治氏による。)佐世保市方面には,

○コイバ　シテフ　ドーO

"これをしてごらんよO"　(小学生男一一1-大学生女)

などの言いかたがあるという. 「シテフ」は, 「しておみ」にあたるものだろ

うか。であったら, 「ド」は,明白な文末詞であろう。長崎市域方面にも, 「ナ

クメ-　P。」(泣くんじゃないぞ。)の言いかたがあるという0-「ロ」は,

「ゾ」の「ド」からの「ロ」であろう。

○ソ7　テγシバ　イッ妄言　テ不ド。

その菓子を一つくれろ。 (一般的には,同年輩のものや目下のものに,

こういう言いかたがなされる。)

などと,西彼杵半島で言っているが,この「クイド」は, 「くれろ」そのもの

か。 「くれろ」を,動詞の一活用形,命令形ととるならば,文末詞「ド」の問

題はおこらない。もし, 「クイ」だけを命令形と見るならば, 「ド」が文末詞と
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してとりたてられることになる。

県下に,

○ゴ-ン　クベンバ　ブ.

=ごほんをたべなきゃよ."　(老男-ナ老女)

というような言いかたもあるという。 (愛宕八郎康隆氏の教示による。) 「たべ

ねば」との言いかたにおあるものを受けて, 「ゾ」がはたらいているのは,特

異なものとされよう。本例もまた,一種の命令表現になっているとも見ること

ができる。

さて,本県下に, 「ゾ」に煩する「ジョ」がある。 (「ジョ」の起源が何であ

るにもせよ,できている「ジョ」は, 「ゾ」に似て,もはや鈍感声的でもある。

したがってこれを, 「ゾ」に合わせてとりあげることにする。)
_-I_　　-一一4

0リッパカ　ジョー。

"きれいよ。"
I　　　一ノ

○イック　ジョ。

行ったぞ。
_　　_　　一ノ

○オッダ　シラン　ジョ。

わしは知らんよ。

ほ・五島での例である。 「ジョ」が, 「トジョ」の複合形にもなっている。 (そ

の「ト」が,促音になってもいる。)

*　　　*　　ij

「ゾ」に関する,本県下での複合形を見る。 「トゾ」のおこなわれているこ

とが,ぬきんでた特色になっている。

○鹿児島のことばも,チョット　ワ~貢テラトゾ。

鹿児島のことばも,ちょっと‖わかりません日。

ほ,五島での一例である。

○オイドン首　アカ-ライ　カカリマシテ　TゾO

わしも赤痢にかかりましたんですよ。
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は,西彼杵半島北部での一例である。古賀十二郎氏編『長崎市史　風俗編』

(長崎市役所　大正14年11月)の件銀,古賀十二郎氏編「長崎方言集覧」には,

「トゾ」「トゾ-」に関する,

トとゾを結び合せた言葉。肯定或は否定の意味を一層強むる為に用ふるの

である。

の記事が見える。 『全国方言資料』第9巻の「長崎県壱岐郡郷ノ浦町里触」の

条に見える,

mソリャ-　モー　オランドゾ

そりゃ　　もう　いないよ。

での「ドゾ」は,何なのであろうか。

佐賀県

告知の「ゾ」が,全般によくおこなわれている。 -みずからきめてかかる

告知は,意志の表明でもある。

唐津市のいわゆる城外弁では, 「先生が来てるぞ。」を,

○セン首-ソ　キ盲ル　ゾO

と言っている。人は,この「キ盲ル　ゾ」を, 「キす　ノミイ」とも対置してい

る。なるほど「ゾ」は, 「ノミイ」によく対立するものかo

oそこへ行くと　淳二　ゾ-.

そこへ行くとめりこむぞ。

(「享二」は「享万」である.)

は,県南方での一例である。

岡野信子氏教示の,唐津市神集島での「ゾ」例は,

○ソ寺~ラ　マ-　イすシタ　ゾ。

そんなふうに以前,言われたぞ。　(老男間)

などである。
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県下に, 「ゾ」に隣る「ゾン」もあるのか。

rs l'坤皇

告知の「ゾ」 (-「ド」)が,広くおこなわれている。一棟思というものも,

これにふくめて考える。

○アイアン,オッカンノ　ヨボラス　ゾ。

お兄さん,お母さんがよんでるよ。

は,大牟田弁での一例であるO北九州方面に, 「ゾ」 「ド」のさかんなありさま

紘,岡野信子氏の諸研究にくわしい。

○イク　コタ　イラテンド　言ダ イカン　ドーo

行くことは行くけど,まだ行かないぞ。　(少男間)

は,その中に見られる一例であるO加来敬一氏は, 「福岡県方言の語法」 (『北九

州国文』第五号)で, 「ド」に関し,

「ド」 -豊前区築上,筑前区戸畑,八幡,投手(西川)

と,分布をしるしていられる。

告知のつよいばあい,命令詞にもなる0 - 『全国方言資料』第6巻の「福

岡県三井郡善導寺町」の条には,

mシゴタ　チョイト　シッ　シチャ　オカニャ　　イカンゾ

仕事は　ちゃんと　　　して　おかないと　いけないよ。

というのが見える。

「ド」に関する「ロ」があるのかどうかo 『久留米市誌方言部』によった

かと思われる稿本『久留米地方方言』には, 「のう」 「ろう」についての,
ヽ ヽ　　　　　　　　　　ヽ ヽ

期の意にて問ふ言葉の末に加ふ　のうほ同輩以上に用ひ,ろうは下輩に用
m

との説明があり,

おまや- (おまいはの約)どけいったろう



296

ともある。 「カ」の意で問うことばの末にとされている「ろう」は, 「ゾ」の

「ド」に近いものかとも思われる。

※　　※　　※

本県下での, 「ゾ」に関する複合形の文末詞に「ンゾ(ド)」があり, 「トド」

がある。 (「トゾ」もあるのか。)

大分県

告知の「ゾ」がよくおこなわれている。
ノ

○先生が　ゴ車リョル　ゾ。

先生が来てらっしゃるぞ。

は,国東半島での一例である。

「ゾ」の「ド」となったもののおこなわれることが,県下にいちじるしいo
ノ

○ニテトリノ　-ラ-　ヤラニヤード。

‖鶏の供をやりなさいよ."

は,県東南隅方面での一例である。 (小野米-氏による。)
ノ

○キミデ　カテン　ド。

きみは参加できぬぞo (日中しわたすことば')

は,国東半島での一例である。

「ド」の「ロ」もある。 『全国方言資料』第9巻の「大分県臼杵市諏訪津留」

の条には,

mバーヨ-　　　オッカラ　イマ　モロックロ-

ばあさんよ,　沖から　　いま　帰ったよo

とある。

広い意味の告知にふくまれる陳思の「ゾ」 (-「ド」)を見るo中津市で聞い

た例は,
-　一,I

○オ亨-　-ソzf-　ワルイケン　イカソ　ゾ←o
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わしはつごうがわるいから行かないぞ。

などである。
ノ

○ソ-エー　コト　スル　言タ　デ亨ソ　ドO

"そんなことをしてはいけないよ。日

は,国東半島での一例である。思いを述べることがつよまれは,命じるような

気もちを表現することにもなる。大畑勘氏の「大分県南部の方言の文末助詞」

(『方言研究年報』第-巻)には,

二・・　一:' "- "蝣　'蝣・　　'　.　ii,..'蝣

・-・-千)直川

学校にもっていくような<立派な>のをつくらないとだ埼だよ.

などの例も見られる。

九州北半の諸県内には, 「ゾ」に関する複合形の文末詞(「ゾ」におわる形態)

の見るべきものが,さほどにはなさそうである。

後　注

九州方言内の「ザイ」については, 「ゾワイ」起源を考えようとする説があ

るo上野智子氏は,昭和五十二年十一月,愛媛大学で開催された国語学会中国

四国支部第23回大会で, 「長崎県西彼杵半島方言における断定表現法の特質」

を発表され,その中で,

ホンナコテ-　ザイ　　まったくだよ。 (中男一一中男たち)

などの「ザイ」を, 「ゾワイ」起源のものとされたようである。

こういう見解にしたがえば,通時論的には, 「ザイ」 (「ザン」なども)文末

詞を,上釆の「ゾ」の叙説に加えてとりあつかってもよいことになる。

(なお, 「ザイ」について, 「ゾヨ」起源を考えることもできるか。 「トヨ」か

らの「タイ」生埠に合わせて考えれば, 「ゾヨ」からの「ザイ」生成も考えら

れることは,さきにp.252で述べた。)
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四　中国地方の「ゾ」ほか

山pi!;1.-

告知の「ゾ」がさかんである。その「ゾ」の「ド」となっていることもいち

じるしい。 -「ド」のほうが,よりよくおこなわれているかのようにさえも

思われる。

○イテ二マガ　タテ㌻チョル　ゾ.

=イツーマが叫んでよんでいるぞ。"　(育男-・-小男)

は,県中部での「ゾ」の一例である。

○ダ丁モ　オテン"K-。

だれもいないぞ。

などがあり,県東部に,
ノ

「ド」の例を東西に見れば,県西辺に,

○オッチャー　テカッタ　ド。

いられはしなかったぞ。 (人の不在について言う。)

などがある。

「ド」の「ロ」もあって,周防の平郡島では,
/　　　　　　　　　　y

Oメシ　ロ-。オカズワ　イモ　ロ-O

めしだぞ。おかずは芋だぞ。

などの言いかたがなされている。 (国安功氏による。)

陳恩の「ゾ」 (- 「ド」)を見る。
ノ

○ワす-　コタ-　シラレン　ド.

わるいことはできない(してはいけない)ぞ。　(老昇I一・一老女)

紘,平郡島のものである。 (国安氏教示)
ノ　_

○ヤド。デル　カー。

いやぞ。出るものか。
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は,周防東部での一例であるo　この種の「ゾ」 (- 「ド」)の言いかたが,一般

に下卑たもの,あるいは粗野になることは,多く言うまでもないことであろう。

「ド」となまったものが,いっそう下品であろうか。 (「ゾ」よりも「ド」のほ

うに,表現上,線の太さとでもいうようなものがありもしよう。)

『山口県方言調査』には, 「やるものか」にあたる「ヤロード」があげられ

ている。ここの「ド」は,つよい意志をあらわす反語表現にかかわっている。

問いの「ゾ」 「ド」もいくらかおこなわれている。

県下に「ブイ」形もある。周防祝島では,

〇百一　デフタ,ソIJ弄　ッマ盲-　ゾィ。

まああんた,それがつまるものですか。 ("ツマランということ""ゎ

るいということ")

などと言っている。 「ブイ」が「ドイ」にもなっている。
==　　器ら
○モドロ-　ドイO

帰ってくるだろうよ。

は,また,祝島での一例であるo周防本土にも「ドイ」がある。平郡島には,
ノ

○コ丁シノ　カンワ　ヨッ京ド　コタ-ル　ゾヨo

ことしの寒さはよほどひどいね。

の言いかたがあるという。 (国安功氏教示による。) 『山口県方言調査』にも,

「イケンドヨ」 (いけないよ)などが見える。 「ゾヨ」が「ゾイ」 (-「ドイ」)に

なることもあったか。 (あるいは,本県のばあい, 「ブイ」は「ブヨ」からのも

のか,と言うべきか。)

本県下に「ジョ」形も兄いだされる。長門北部の一例は,
一ノ

○サ亭-　イ亭ヨル　ジョo

さきに行ってるよ(ぞ)0

(「ジョ」は,男の子どもの間に多くおこなわれているという。)

である。 (この例のはあいなど, 「デヨ」がつづまって「ジョ」になったことが

思われやすい。)神部宏泰氏教示の長門東部の一例は,
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J
oTニ　スィチョル　ジョーOアメガ.

10個入っているぞ。飴が。　(小男間)

などである。

※　　※　　※

県下の「ゾ」に関する複合形の文末詞に, 「ノ(ン)ド」などがある。
ノ

○コ才二ミ　テ-　ンドo

今夜,食うんだぞ。

は,祝島での一例である。

「ドナ」など, 「ゾ」 「ド」が頭部にある複合形は,しばらく不問に付すること,従前

どおりである。

広島県

本県下で, 「ゾ」の「ド」もよくおこなわれている。 -まれに, 「ド」の

「ロ」となったものもある。

告知の「ゾ」 「ド」が,さかんにおこなわれている。
-一　一一一　4

0マッサラ　ゾ-0

ま新しいものだぞ。

これは備後島興部での一例である.

陳恩の「ド」「ゾ」もまた,芸備に,よくおこなわれているo
L器!

Oコガン　ニット　ゼニャ　イラン　ド。

こんなにたくさんぜにはいらないよ。　　(老女・一一一一中男)

は,備後での一例であり,
-一一1　--/ 1

0ブシャゲル　ド(ゾ)0

なぐりあげるぞ。

は,安芸での一例である。陳恩のさいも, 「ゾ」は,よい言いかたにはならず,

「ド」となるとなおさら卑俗ぎみの言いかたになる。それが, 「ワ下寺-　シテ
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m　一ノ

ン　デー。」となると,この「デ」ゆえに,表現は,やや晶を持ちなおしたも

のになる。

問いの「ド」もおこなわれている。

「ゾ」に相当する「ゾイ」がある。
一・一I I

Oアヒすモ　ヒヨリ　ゾィ.

このぶんだとあすもひよりだぞo (確実みの想像)

は,安芸北部での一例である。 「ゾヨ」が「ゾイ」になりもしたかもしれない

けれども, 「ゾ」をつよく「ゾ-」と言うひょうLに,発音が「ブイ」になる

こともあったろう。 「ブイ」が「ドイ」となってもおり,これが安芸地方にさ
一.ノ

かんであるO安芸のうちに, 「言㌻ト　下才~ドイ　ユーマイ　ドイ.」(たくさ

ん「ドイドイ」って言うまいよ。)との言いぐさもある。

※　　※　　※

「ゾ」に関する複合形の文末詞としては, 「ンゾ」などがある。

岡山県

岡山県下のいちじるしい方言事象をとりまとめた言いぐさに, 「ズド　ホン
-　　ノ

ポッコ-　オ-ン　ゾナo」というのがある。「オ-ン　ブナ。」 (いけません

よ。)などと, 「ゾナ」のおこなわれることがさかんである。その「ゾ」が,

「ド」とともに,告知によくつかわれている。
_　　J

O亭ニ　ッメタ　ゾ-.

釆つづけたぞ。

は,備中島興での一例である。陳恩の「ゾ」もまた,よくおこなわれている。
y

Oベント- .イラン　ゾO

弁当はいらないぞ。

などと言われている。

「ゾイ」もある。
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0メッソ一　首フクワ　ティ　ゾィ。

たいして文句はないだろうよ。

○ソージャロー　ブイO

そうだろうよ。

は,県下の,南北の各一例である。 「ドイ」もある。

島根県

本県下の石見地方には,告知の「ゾ」がよくおこなわれている。
_　　ノ

○マテ　芽チテ　ア貫首-　ウト-　ゾo

また落ちて頭をうつ馴こあうぞO　　(老女一一一孫小男)
_　　ノ

は,石見西部で聞いた告知の「ゾ」の一例である。 「ウト-　ゾ」とあって,

「ウツ　ゾ」ではないのが注目される。未来表現を受ける「ゾ」は,出雲地方

にもよく見られる。加藤義成氏の「中央出雲方言語法考」 (『方言』第五巻四号)

には, 「ヨモヨモダラヱ(よくもよくもだらうぞ)」, 「土とゲニヤJEゾ(晩方に

は来るでせうぞ)」などの言いかたが見える。

県下に,陳恩の「ゾ」もよくおこなわれている0 -石見では, 「ド」がよ

く聞かれる。
ノ

○京ダ貢シェ　オックー　ド-o　　(老男-小男)

くそ足をへしおってやるぞ。 〔いかり〕

ほ,神部宏泰氏の「隠岐島五箇方言の文末助詞」 (『方言研究年報』第一巻)に

見えるものである。 -氏は, 「ド」について, 「品位は, 『ゾ』よりもいっそ

う低い。」と述べていられる。

加藤義成氏の前掲論文には, 「ヱラオモスィIUズィ(それは面白いよ)」など

に関する,

文語ぞに類し,東京などのぜと用法を同じくして居る様である。

との記事が見られる。 「同輩以上にはネを加-てズィネといふ。」ともある。こ
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の「ズィ」は,どういう性質のものであろうか。私も,かつて出雲西辺を調査

して,
..ー_I__一一一・・・一l

Oグ〔ii〕-グ〔ii〕-　ヨ-　ズィ〔zi〕-0

ぐうぐう言ってるよ(ぞ)。　(小男一一一一祖父老男)
_."メ.I I

○ヂ〔i〕-ヤン,ク〔ii〕ス〔ti〕-ガ　モー　ズィ〔zi〕o

じいちゃん,薬がもるよ。
=　容塾

などの言いかたを聞いた. 「キ〔kGi〕タ　zl-n」というのへは,私は, 「来た

ぞ。」と注しており,心やすい家-はいる時のことばとも注している。「ズィ-」

(〔zi〕)は,まさに「ゾ」的なものであろう。かといって, 「ゾ」が, 「ズィ」

に変じたとは,にわかには, Lがたいことのように思われる。この点では,也

しろ「ゼ」起源が考えやすい。 (しかし,当地に「ゼ」文末詞があったのかど

うかは,当時,確認しかねたO)ともあれ, 「ズィ-」は,この地で多用されて

いて,陳忠の,
-　　T器!

Oナグ〔ii〕チャー　ズィ〔zi〕o

なぐってやるぞ。

なども聞かれたo後年,出雲南部で得られた実例の一つは,
_-ll・r<

・　　　　,;i主、

ほんとうだぞ。

である。隠岐には, 「ズ(ゾ)ヤ」の複合形も見られる。

県下に「ゾ」関係の「ゾイ」もある。出雲で,推悪の意味に多くつかわれて

おり,千代延尚寿氏の「石見ことばの種々相」 (『方言』第六巻第十二号)には,

ヱ土を附けて

早う寝ようゾイ
おき

明日の朝ア早う起ようゾイ

という「ゾイ」が見える。

出雲地方に, 「ゾ」に関連する「ジョ」がある。南部山地での例は,
--_一　-

○アずン　ー-N-　ヤメタ　ジョ。



304

わしはもうやめたぞ。
T　　容!

などである0人は, 「コメ-　ジョo」を, =小さいよO"と言いかえてくれたo

藤木敦氏は,やはり出雲奥での用例,

○天シガ　T-ヤン　ナックワ　サイキンダ　ラTo　(育男間)

バスが通るようになったのは,最近だぜ。

を教示された。

鳥取県

告知の「ゾ」がおこなわれている。

○ダレンダェァイ

ノ

オl)ヤー　セン　ゾC

だれもいはしないよ(ぞ)0

陳思の「ゾ」もよくおこなわれている。 「ド」ともある。
_!<

○ネニャ-.-ヨ　メガ　サテン　ゾ-O

ねなくちゃあ。早く目が覚めないよO　　(中女-ケ子小男)

問いの「ゾ」もある。

「ゾイ」もある。 『鳥取県方言辞典　後編』には,

ぞい　〔感〕　語気を強める表現「云った-」

ぞい　〔感〕　反語「よ-行こ-ぞい」

などとある。 『田伯方言考』には, 「西伯地方の言葉」の,

=ライ,ローソクガ,ミチケガ,トチユウデ,ナンナラセンモゾイo (大

へん蝋燭が,短かいが,途中で,なくなりはせまいれ)

というのが見える。

本県下に, 「ゾ」に関連する「ジ。」もあるか。

中国地方に, 「ゾ」に関する複合形の文末詞の見るべきものは,あまりないo
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五　四国地方の「ゾ」ほか

愛媛県

告知の「ゾ」が,つぎのようにおこなわれている。

○ネ斉　ユニ　ゾ。

値がいいぞ。

これは東予での一例である。内海島峡での「ドヒタ

7-.」 (なんという変なひよりかねえ。)というのも,

イナゲナ　ヒヨリ　ゾ

「ゾノー」が,告知の衷

現をささえている。

陳恩の「ゾ」が,つぎのようにおこなわれている。

○ソンナ　コト-　シタラ　イケン　ゾ言-.

そんなことをしたらいけないよ。

これは,南予の宇和島市での一例であるo南予地方では, 「ゾヨ」の言いかた

がよくなされている。-「タイデア　-亭　ゾヨ。」(たいてい雪になろう

,よ。)などとも言われている。
_-・く

○ナ.ンカシャン　盲-ッタ　ゾ-.

なにかしら言ってたぞ。 (自分がそれに賛成であることを示す。)

は,伊予西海の孤島,青島での陳思の「ゾ」である。

○キョ-チ-　コラ-トイチャ万ヶド　コテドカラ　ラタラ　イカン　ゾO

きょうはゆるもてやるけれど,こんどからしてはいけないぞO

(中男一・一小男)

は,松山市での一例である。 (柳田征司氏教示)この種の「ゾ」は,おしつけ

ぎみがつよく,表現が命令表現相当のものになる。

勧誘の「ゾ」もおこなわれている。

○青首　コンド　ヤロ　ゾ。
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またこんどやろうよ。

は,中予での一例である。

問いの「ゾ」が,よくおこなわれているO東予今治市方面での一例は,

○ナン　ず-。ソすす二.

なんだ?　それは。

である.当地方では,こういう「ゾ-」の言いかたは, "いちじるしい卑語"

とされている。中予での一例は,
._.・ I

○オ市ド言　ゾ-0

おまえはどこのものか?

である。南予での一例はつぎのものである。

○イワシワ　ド-ダッ　ソ-O

鰯はどうですか。 (鰯売り)

(「/一、-ダス　ゾ-」が, 「′一、一ダッ　ソ-」になっているo)

たとえば松山弁では,

○ドクラ言5;ド-つて,いったい　ナニ　ヤル　コト　ゾO

読書指導っていったい何をやることなんだ?

などと,おとなの知的な会話の中でも, 「ゾ」がふつうにつかわれており,か

なりぞんざいな気分がそこにあらわされる。ところで,この地方に多いあいさ

つことば,

○ド-　ゾナ-0

どうかね。

というのでは,さほどのぞんざいみは感じられない。つよい気やすさが感じら

れる。 (男青年たちも,出あいがしらに,こういうあいさつをしがちである。)

『全国方言資料』第5巻の「愛媛県温泉郡川内村井内」の条には,

mド--ノ-　コ-テ　コ-ゾ。

どんなのを　買って　釆ようか。

とある。 「ゾ」の問いが,反語法にもなる。国立国語研究所報告16 『日本方言
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の記述的研究』の中の杉山正世氏「愛媛県　宇和島市」には,

ゾ・ゾ-　①助詞ンを伴った動詞に続き,念を押し,意味を強める。「こ

こはお前がするんゾ」 ②不確かな意を含む語に続き,疑いの意をあらわす。

「だれゾ-」。また,反語法にも. 「これぐらい何ゾ」

とある。南予地方のことばに, 「あるだろうか。」の意の「テル　ゾカ。」との

言いかたがある。ここに「ゾカ」の言いかたが見えはするが,これは, 「ゾカ」

<「ドカ」<「ロカ」とさかのぼりうるものかもしれない。 「有るロー(助動詞)

カ。」の言いかたが,もとなのかもしれない。人は, 「ゾカ」を, =不安に思っ

ての問い"だとしている。

感嘆の「ゾ」がある。

○オー嘉一,辛-　ゾoェ-　テ-O

おやおや,どうなんでしょう!いいことねえ。 (持っているおもち

ゃをは埼る.)　(老女一・一-幼男)

は,伊予東部での一例である。

「ゾ」の変形と思われる「ゾン」がある。
=　　容らi
Oソ-　ゾン。

そうですよ。 (そうだよ。)

などが,東予に(島興部にも)おこなわれている。 =「ゾ-」はわるいことばだ

が, 「ゾン」となるとよいことば。"とされている。子どもたちからも, 「ゾン」

がよく聞かれる。

東予本土の突端部,あるいは今治市方面には, 「ゾン」の「ドン」もある。

(ここには「ゾイ」の「ドイ」もある。 -中予にも「ドイ」がある。)
ノ

○テ-　ドンO

そうですよ。

などと言われている。

○言-　ず-ヤ妄言　ランナーシ。

よくせわをやかせますわねえ。
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(「ゾンナーシ」の「ン」は,聞いた時,かるくはいっているように思

えた。)

は,南予辺陣部での「ゾソ」の一例である0

本県下にはまた, 「ゾン」相当の「ゾイ」もよくおこなわれているo

Oオ-ィ,ド-　ゾイo

おおい,どうだね?

紘,南予での一例である。

○ド-ユ-　グヮイ　ゾィ。

これはいったいどういうことですか?
_I-I I

○コリャ　コマック　ゾィ。

これはこまったぞ。

は,内海島興での実例である0 -これらの例を見るにつけても, 「ゾイ」は,

かならずLも「ゾヨ」本源のものとしなくてもよさそうに思われるo内海島峡

の大三島の,私の生地では,

○ア京王子吉-ッテ,シ市-　ナン亭ス万ソジャ百一　ゾイO

あんなにしてて,しまいには難儀をするんだろうよo

などとも言われている。こういう「ゾイ」は, 「ぞよ」ともとってよさそうで

ぁるが,すくなくとも私などの知るところでは,生地の方言に, 「ゾヨ」のふっ

ぅにおこなわれることはない。 (「とってもいいんだ!」ということを報告する

「三-　ゾ盲-。」の言いかたなどの「ゾヨ-」はあるけれどもoきれいだ-たこ

とを報告する言いかた, 「首-レナカッタ　ゾ盲-o」もある。)

中予から南予にうつってすぐの喜多郡のうちで聞いたものに,つぎの二例が

ある。

○ナン京言モ　ヨィ,首サワ　カニラ　ゾヨ。

とてもとてもきみ,傘は買えないよ。 (高価で)

○コL,諒　七割八割ジャックラ　ナンゾィ,マタ・　　o

これが七割八割だったら,あれだよ,また,　　o
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この両例で, 「ゾヨ」と「ブイ」とが見あわされる。 「ブイ」も言い, 「ゾヨ」

も言うこの地では, 「ゾイ」について,それが「ゾヨ」からきたことも考えら

れようか。それにしても,私は,一方で, 「ゾ」の変形としての「ゾイ」も考

えたく思うものである。

※　　　※　　　※

本県下の, 「ゾ」に関する複合形の文末詞を見る。

「ゾ」がはじめにくる複合形「ゾナ」 「ゾネ」 「ゾヤ」 「ゾヨ」 「ゾ-」などが

あることも注意される。

「ゾ」があとにくるものでは, 「ノゾ」 (「ノンゾ」も)「ンゾ」 (「ンド」も)

「ンゾン」 「ンゾイ」がある。複合形は,四国地方にあっても,多種ではなさそ

うである。

○オッ万一　ド苛~　ィテ　ンゾ-0

母ちゃんはどこ-行ったのか?　(大男・-・-小男)

は,南予での「ンゾ」例である。 『全国方言資料』第5巻の「愛媛県温泉郡川

内村井内」の条では,

f・- .・ザンネンナ　コトオ　シタナ-モシ　　オイクツデ　ゴザイマシ

残念な　　　ことを　しましたねえ。　おいくつで　ございまし

タンゾヤナ-

たんですか。

とある。 -「ンゾヤナ-」が注目される.
一..-I

○ナニ　ラヨル　ンゾソ。

何してるの?

紘,東予今治市方面での「ンゾン」例である0 - 「ソゾン」で,よい言いか

たになっている。

○ドコイ　イク　ンゾィ。

どこへ行くのですか。

は,東予での「ンゾイ」例である。 (私の生地では,子どもがおとなにこう言
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えば,それは,かなりきれいな表現になる。) 「ンゾイ」の言いかたは,どこに

あっても,わるい言いかたにはなっていないであろう。南予喜多郡での例には,

○下-　オシテ　ンゾイO

どうなさったの?

のようなのがある。

南予南辺に, 「ガゾ」複合形も兄いだされる。

○オ青石 ドコイ　イク　ガゾ。

あんたはどこ-行くのかね?

などと言われている。 「ガゾ」の言いかたが, 「ガゾナ-」ともなっているo

(「ガヨ」の言いかたもある。)

高知県

告知の「ゾ」がおこなわれており,陳思の「ゾ」がおこなわれている。 『土

佐の方言』には,

私が花を取って上げよ-萱O

の言いかたがある。 『全国方言資料』第5巻の「高知県香美郡美良布町」の条

には,

f・・-　　マー　ジュ-エソバー　キッチョコカ ゴジュ-エ

もう10円ばかり　　　見切っておきましょうか。　50円に

ソニ　シチョコ-ゾ

しておきましょうよ。

と見える。私が,県中部の海岸で聞きとめた一例は,
一・一/,I

○オトッチャンO

である。

ナオシテ　モラウ　ゾ。イン

お父さん。自転車の鎖を直してもらうよ。いい?　(中学生一男

-・・-父)
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勧誘の「ゾ」もおこなわれている。さきの『土佐の方言』には,

飲みながらゆっくり話しませうよ。　飲む飲むそろへ--(或はゆる--)

話しましょ-ぞ.

というのが見える。

本県下にあっても, 「-・ -　イカン　ゾ。」との,おしつけぎみのつよい言

いかたがおこなわれており,これは,命令表現の言いかたに近くなる。

問いの「ゾ」のおこなわれることがいちじるしい。 -これは,四国一般に

あって,特色的なものでもあろうか。問いの言いかたが, 「カ」ではなくて「ゾ」

でなされることは注目すべきものである。 (「ゾ」と問われて,問いのつよさ・

きつさを感じる人は多かろう。)土居重俊氏の『土佐言葉』には,

ゾ-文末に位置して強く指示する場合のゾである。断定と同様の働らき

をもする。 (断定表現参照) 〔全県〕

ナゼワラウゾ(何故笑うか)

アリャ　ダレゾ(あれは誰か)

ソンゲ-　ナキヨルト　ドヤスゾ(そんなに泣いているとなぐるよン

〔大月町弘見〕

ゾと同類のものに,ゾヨ・ゼ・ゼ-その他がある。

とある。問いの言いかたの,反語法の言いかたになることもある。

「ゾ」の変形の「ゾン」がある。 『土佐言葉』には,

室戸町では, 「この本はいくらだ」に相当するものは,コノホンワナンボ

ゾンである。もっともゾンは,多少敬意をふくんだ言い方のようである。

(元部落では,ゾソはあまり聞かぬ。)

とある。 『土佐方言集』には, 「ゾン」に関しての, 「ぞよ又-ぞね或-よノ

意。」との記述が見られる。

「ゾイ」がまた,県下によく見られるようである。県中部海岸の例は,

○ヤ下亨,千二両~チンワ　ド訂=　ブイ。

宿星は,泊まり賃はどれぐらいかね?
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oプチ言ニス　ゾィ.マコトO

ぶんなぐるぞ。ほんとに。

などである。県東隅海岸での一例は,

○オイサン　テレ　ミデフ。テラ　ナン　ティ。

おじさん,あれを見てごらん。あれはなんかね?

である。この例については,上等の言いかたとの説明があった。 「ゾイ」は,

やさしく言う時のものともあった。県下で「ゾイ」が「ドイ」にもなっている。

※　　※　　※

本県下での, 「ゾ」に関する複合形の文末詞を見る。

「ゾ」がはじ馴こくる「ゾナ」「ゾネ」「ゾヤ」「ゾヨ」「ゾ-」などが,まず

とりたてられる。

「ゾ」のあとにくる複合形が,さほど兄いだされない。西辺の,

○コリャ-　ワシン　京ゾO

これはわしのだぞ。

などでは, 「ガゾ」をとりたてることができようか。 -じつは, 「わしの」の

意で, 「ワシガ」と言われるはずかもしれないOその「ガ」の前では, 「ソ」音

がおこりゃすかったであろう。もし, 「ワシガ」に相当する「ワシンガ」を受

けとるとなったら,文末詞は, 「ゾ」がとりたてられるばかりである。しかし

ながら,上例の文アクセント状況などからすると,おおよそ「斉ゾ」が,まさ

に一体の文末詞をなしているように受けとられるo

やはり県西部の言いかたに, -さきに南予で見られたと同様の,

○ユ亨ン　テル　ゾカ。

雪が降るだろうか。

などの言いかたがある。おそらく「(一ロ」が, 「′~、一ゾ」になったものであ

ろう。

徳島県
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告知の「ゾ」が,つぎのようにおこなわれている.

oセンセィガ　キf/レ　V-c

先生が来てるぞ。

陳思の「ゾ」のおこなわれることがさかんであり,用法の諸相が見られる。

金沢治氏は, 『阿波言葉の辞典』で, 「ゾ」のはたらきを, ①自分の推量で相手

をはかる, ②忠告, ③反語, ④相手をとがめる, ⑤命令強迫, ⑥教戒, ⑦疑問,

⑧独自, ⑨相手に念をおす, ⑩詰問　叱責, ⑪無責任なうわさ話,としていら

れる。この中にも,陳恩の諸相が注目されるo金沢浩生氏教示の,県西北での

一例は,

○ヤメサイテクレタラ　エーワデ　オルンデヤロ　ブ。

やめさしてくれたほうがいいという考えで怠けているんでしょうよ。

(老女I--中女)

である。私が県南奥地で聞いた一例は,
器!　　L　器ら

○ア云ナイ　ゾ-。イケル　カィ。

あぶないよ。だいじょうぶ? (客人男が暗い道を帰るのを見おくって,

主婦がおお声で言う。)

である。-「ゾ」が,かならずLも品わるくはつかわれていない。

「ゾ」が「ド」ともあり,まれに「ロ」ともある。

問いの「ゾ」がよくおこなわれている。 「それは何か。」と問うのにも, 「ソ

レ　アラ　ブO」などと言っている。「ゾ」が,

○ド-デッ　ソ。

どうですか?

など, 「ソ」形をとってもいる. 「ノー、一ます　ゾ」は, 「′-一マッ　ソ」にもな

っている。 「阿波美馬郡方言語桑」 (『方言』第四巻第二号)には,

アンタ-オグワイガオワルイトイフ-ナシジヤガドゥデヤツソ。

というのが見える。

「ゾイ」形のおこなわれることも多い。 (「ゾン」形はない。)問いの「何
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ゾ。」は, 「何　ゾィ。」ともなっている。疑問の時に「ゾイ」形が見られがち

である.県西北奥での一例は,

○オ言才　ド言　イク　ゾイo

あんたはどこへ行くの?

であり,県南辺での一例は,

○オ言ヤ ドコイ　イク　ゾィ。

あんたはどこ-行くの?

である。 「ゾイ」は,疑問のほか,

○カテサイデモ　ソ丁テ　ヒ万　ゾィ.

うらがえさなくてもそれは乾くよ(乾くだろうよ)0 (干草のあつかい

について言うO)　(中男-父老男)

などのようにもつかわれている。 「ゾイ」が,前接語との関係で「ソイ」にな

ってもいる0 - 「ソイ」の前は促音である。

「ゾイ」が「ゾ-」ともなっている。

本県下でとくに論ずべきものに「ジョ」がある。
■害うi

oいくみちゃん,ア五ナイ　ジョ-0

いくみちゃん,あぶないわよ。

などと言われる「ジョ」である。今日は,徳島市を中心に,県下の南北にこの

「ジョ」が見られる。四国も,他県には見られなくて,とくに本県下にのみこ

れが独自に流行しているのは,ふしぎとも言うべきである。しかし,語詞や文

法や音韻の成立と流布とは,一方で,とかくこうしたものであろうか。それだ

からこそ方言が成りたつのでもあると考えられる。 (ところで,東に海を-だ

てて和歌山県下には,やはり「ジョ」が兄いだされるからおもしろい。淡路を

はじめとする兵庫県下にも, 「ジョ」形が兄いだされる。)私は,旧来,徳島県

下にこの「ジョ」を聞いて,しばしば, 「デヨ」ではないかと直覚してきた。

「何々　デ。」とのよびかけ表現に,さらに「ヨ」がそえられ,その「デヨ」が

「ジョ」につづまったかと考えてきた。徳島駅で聞いた,
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一ノ

○京トサレン　ジョ。

落とされんよ。 (落としてはいけませんよ。)

との,若い母おやがおさな子に言いかけたことばなどでは,ごくしぜんに「デ

ヨ」が実感された。金沢治氏の, 『フォト』 (昭和43年3月)に寄せられた「阿

波の味」には,

「アンなア,阿波おどりヤいう名アなア,もとはなかったんジョー」とい

うoこの「ジョー」が阿波の徳島の味である。 「ですよ」じゃない。 「ぞ

ヨ」でもない。「です」と「ぞヨ」との中間(ちゅうかん),甘くて,人な

つッこくて,それで素純なのが「阿波女」である。

とある。徳島県立小松島高等女学校の『言葉の修養』という刷りものには,
o O　　ほんま

ホンマヂョ　　本其ですよ　本其よ　本当よ

とあり'かつ, 「ヂョ(デヨ)　のですよ　ですよ」とあるO薄口正治氏は,

「感動詞あれこれ」 (『言語生活』第七十六号)で,
*　*

「面白いよ」という場合男子は「オモッショイゾ」といい女子は「オモッ

ショイデヨ」という.　註　**オモッショィ,「面白い」意,

としるしていられる。金沢治氏は,かつて私に, 「ヂョ(ジョ)」は大正ごろに

できたことばだと説明せられた。かならずLも古くはないものだろうか。同輩

以下に用いられるもののようである。 -どちらかといえば,女性によく用い

られるのか。

県下に,
-　　ノ

○ムカシワ　デヨ。

昔はよ。 (説明をはじめるところ)

など, 「デヨ」のおこなわれることは多い。 「デヨ」とともに「ジョ」がおこな

われているといったありさまがよく見られるO (「デヨ」もまた近畿内に認めら

れるものである。)本県下の「デヨ」は,多く,やさしみのある言いかたにな

っている。 「ジョ」が,女性に用いられがちであるらしいのもゆえあることか。

私はかつて,徳島市近辺で,老女の,孫女に対して, 「デヨ」と言い,また「ジョ」
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と言うのを聞いたことがある。

ところで,金沢浩生氏は,県西北部での,

○ナンデモ　イ-シダイ　ジョーo

何でも言いしだいだよ。　(育男間)

などの「ジョ」について, 「これは徳島市の女性専用の『でよ』系のジョとは

違う。断定の『ジャ』+『ヨ』の『ジョ-』である。」と説かれるoなるほど県

西辺奥では,私も, 「デランジャ　ヨ-o」(出ないのだよ。)など, 「ジャ　ヨ」

の言いかたを聞いている。 「ジャ　ヨ」から「ジョ」ができることは自然でも

あろう。体言または準体言におわる言いかたを受けている「ジョ」については,

「ジャ」指定断定助動詞を考えなくてはならないということなのだろうかo

※　　※　　※

本県下の, 「ゾ」に関する複合形の文末詞では,まず, 「ゾ」上接の「ブナ」

「ゾヨ」「ゾ-」が注目されるo 「ゾ」の下接するものには, 「ンゾ」「ソゾイ」

「デゾ」などがある。

「ソジョ」もここにあげておきたいo

香川県

告知の「ゾ」が,

○ナンデモ,ホ-モツガ
ー　　ノ
ゴザンス　ゾ。

どんなものでも,宝物がございますよo　　(老男--藤原)

○イマナ オッキョカッタ
ノ
ゾo　ダイブ.

今のは大きかったぞ。だいぶ。 (釣りあげられなかった魚について言

う。)

などとある。前者は県東部での一例であり,後者は県中部での一例である。

「ゾ」が,かなりよく「ド」にもなっている。

陳恩の「ゾ」が,つぎのようにおこなわれている。
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○モー　コ-テ　ヤラ-ン　ゾo

もう買ってやらないよ。

やはり「ド」もよく見られる。 『讃岐方言之研究』には,

モーユクヱ(ド)　全,多(但し小豆は「ド」).男子。

「ゾ」は念を押して指定する語。文語「ぞ」の残存。

とあ;vi-,

勧誘の「ゾ」が,

○ジテラシャイ　フrTT　イ言　ゾ-0

自転車へ乗って行こうよ。

のようにおこなわれている。

問いの「ゾ」「ド」もおこなわれている。 「ド」に対する「ドイ」もよく聞か

れる. 『讃岐方言之研究』には,問いの「どう?」に近い「ド-上」 「ド-上

土」についての「小豆にのみ有。」との説明が見えるが, 『全国方言資料』第5

巻の「香川県三豊郡詑間町大浜肥地木」の条にほ,

子--・ ,　ナニ　　スンドイ

なにを　するのですか。

などが見えている。

すでに見たように, 「ドイ」形があり,また「ブイ」形もある。私が讃岐中

部で得た「ゾイ」例は,

○盲- シッテ　オリマショー　ゾィ。

よく知っていましょうよ。

である。これについて土地の人は, "「ゾイ」と言うと,知っているという意味

がつよくなる。"と言った。

本県下には, 「ジョ」形の問題があるのかどうか。山田正妃氏の「瀬戸内海

島l興方言資料」 (『方言』第二巻第六号　昭和7年6月)には, 〔そんなだ〕に

関する「ソンナジヨ」 (伊吹島)の記事が見える。
ヽー_

※　　　※　　※
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本県下の, 「ゾ」に関する複合形の文末詞では, 「ゾ」上接の「ブナ」が注目

されて,つぎに「ノゾ」などが見られる。
ノ　　　　　ノ

四国地方での「ゾ」の用法では,一つに, 「デス　ゾ」「マス　ゾ」「マセン
ノ

ゾ」といった言いかたが注目されるo　中国地方での方言界の一般では, 「マセ
ノ
ン　ゾ」などとは言っていないであろう。それだけに「ゾ」は,ややぞんざい

なものになっていると見られる。これに対して, 「マス　ゾ」「マセン　ゾ」な

どを言う四国では, 「ゾ」の言いかたが,多少ともよいものになっていよう。

六　近畿地方の「ゾ」ほか

兵庫県

告知の「ゾ」がある。

○キンニョバンニ　カッテ　キョッタ　ゾ。

(孫の中学生男が)きのうの晩に借りてきてた(きた)ぞ。 (孫の幼

男の持っている本のことを話す。)　(老男一一妻老女)

○京-ケナンガ　亨テ　テル　ゾo

大きなのが出てくるぞ。

前者は淡路例,後者は但馬例である。後者の地の人は, 「ゾ」を, =男が多く

て,女はあまり言わん。"とも, "女は,すくなくとも目上には言わぬ。り　とも

する。

陳思の「ゾ」が,さかんにおこなわれている。

○今は,教員は,ケッ言ナ　il7　ゾ。

今は教員はけっこうなもんだよ。　(老男一一藤原)

は,淡路での一例である. 「ア有フ　ゾ.」などは,広く県下に慣用のものであ

ろう。播磨などでは, 「′-一ダス　ゾ」が「′-一ダッ　ソ」になっており,

「(一ヤス　ゾ」がrJ-ヤッ　ソ」になっている. 「ゾ」は,県下全般で「ド」
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と言われることが多い。さて,山田潤三氏の「赤穂方言の表現法」 (『播州赤穂

方言の研究　語法編』昭和31年11月)には, 「ドは男性用語,デは女性用語で

ある。」とあり, 「ド」はもはや「デ」に対比されるようにもなっている。

問いの「ゾ」 「ド」がある。 -四国・近畿に,関連してこれが見られるとい

うわけか。清瀬良一氏の「神戸方言の文末助詞」 (『方言研究年報』第一巻)の

記述には, 「問い」の「下言ド一。」についての,

「ド」は男ことばである。乱暴ないいかたになるはあいがおおい。

品は下である。

との説明が見える。氏はまた言われる。

「下言　下ィ。」を, 「下言ド-O」にくらべると, 「ドイ」の方がうった

えがつよく,より,ぞんざいである。また, 「ドコ　ヤ。」は,いくらか

ていねいで,やわらかみがある。 「ゾイ」と,晶はあまりかわらない。

「ゾ」に対する「ブイ」形があり, 「ド」に対する「ドイ」形がある。清瀬氏

は上記論文で, 「わかい世代においては,古形の『ブイ』は,だんだんおこな

われなくなりつつあるようである。」としていられる。

○オーサカ ヒ斉エリ　ショー　オモタラ, -テヵロー　ゾイo

大阪-日帰りしようと思ったらたい-んだろうよ。

は,播磨北部での「ブイ」例である。 「ゾイ」「ドイ」は,多く問いに用いられ

ており,ときにさそいなどにも用いられている。

本県下にも問題の「ジョ」が兄いだされる。 「である」の「であ」が, 「ジャ」

になったのからすれば, 「デヨ」が「ジョ」になっても当然とされることでは

ある。かつての但馬南部での調査のさいは, 「京-ヤノ　ジョージョー　イす

言イ　ジョー。言ク　イック-　ジョ-。ワ万イ　ジョーO」との言いぐさが

聞かれたo 「イテマイ　ジョーO」 (言うまいよo)など, 「ジョー」がよくおこ
I　　　一ノ

なわれているということである。この地に, 「シ′ラン　デヨ-o」(知らないよO)

などの「デヨ-」のあることからするのに, 「ジョ-」は「デヨ-」からのも

のかと思われる。この地で聞いた実例には,
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__・・・ 4

0ヵテジャ　ジョ。

ぼくが勝ちだよ。
__・ t

oモー　ボツボツ　イ言-　ジョ。

もうぼつぼつ行こうよ。

などというのもある。 「ジャ」におある体言的な言いかたを受けての「ジョ」

がここに見られるが,ものはやはり「デヨ」的なものでほないか。

ところで,淡路北部での調査のさい,私が聞きとめi= 「ジョ」は,

○イチジョーO

八十一だよ. (老男が自己の年齢を言うo)

などと,体言類を受ける「ジョ」が多くて, 「ジョ」は, 「ジャ　ヨ」からのも

のではないかとも思われた。 「ジョ」は淡路南部にもある。増田欣氏は,「ジョ」

が, 「ジャに比してはるかにやさしみを持っている。」としていられる。 「ジョ」

の淡路での広いおこなわれかたからするのに,やはりこれは,阿波にいちじる

しい「ジョ」に似たものかとも思われてくる。いずれにしても,県下に現用の

「ジョ」は, 「ゾ」的なものになっていると見ることができよう。それにしても,

これの分布が,播磨地方には兄いだしにくいようなのが注目される。

※　　　テS　　　*.ミ

本県下の, 「ゾ」に関する複合形の文末詞では,まず, 「ゾ」上接の「ゾナ」

という頻用形がとりたてられ,ついで, 「ンゾ」「ンド」「ンゾイ」「ンドイ」な

どが指摘される。

ここになお, 「ノジョ」「ンジョ」の複合形もあげておきたい。

大阪府

告知・陳恩の用法が目だつ。

告知の「ゾ」は,

○オ丁サン
ノ　　　　　　　-　　ノ

アタッテ　キヤ-ッタ　ゾ。ヒナタク　ショー　カ。
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お目さんが照ってきなさったよ。日なたぼっこをしようかね。

のようにおこなわれている。

陳恩の「ゾ」の「ド」が多い。

○テヤケド 十-t-I- ]' K-c

だけどおもしろいよ(ぞ)0

などとあるO 「テヤ　ド。」(そうだよ。)が「盲ド。」にもなっている。さら
__　_ .-・・・・-I

には, 「盲　ロ。」ともなっている.「アカン　ド-.」などは,よくおこなわれ

ていよう。 『和泉郷荘村方言』には, 「オレノンヤド(私のですよ)」などが見

;.' <oc

「ドイ」形がある。山本俊治氏は, 「大阪方言における待遇法(2)」 (『近畿方

言』 8)で,

○ナニ　グズグズ　シテンノンドイ。 (兄I--弟)

(何をぐずぐずしているんだい。)

○オマイノ　ナマ-　ナンチューン　ドニ。 (五+男---浮浪児)
ヽー.

(お前の名前は何というんだい。)

の記述を示していられる。 「ドイ」は,府下に,いちじるしいもののようであ

る。 「ド」なり「ドイ」なりの靴形のほうが,府下に一般化している状況であ

る。

和泉地方に「ジョ」形があるO 『和泉郷荘村方言』には, 「ミ-ジヨ(見よ)」
ヽJ

「ソ-ジヨ(そうです)」の記事が見える。竹内徹氏の『和泉方言の研究』には,
l、__

みたいじよ・ ・のようだ. -カトウティシミタイジョO
、J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

とある。 『国語学辞典』の「近畿地方の方言」の条には, 「南和泉は通解関係か

ら紀北に近くソ-ジョ(そうじゃよ)」と出ている.

和歌山県

告知・陳思・問いの用法が目だつ。
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告知の「ゾ」 「ド」が,
_--′l

〇才二ャッタ　ド-O

"言っていた"ぞ。

のようにおこなわれているo　この例は新宮市で聞いたものであり, 「デー」の

言いかたに対して, "目下には「ド-」"と, 「ド-」が指摘された。 「ド」音の

はあい, 「ゾ」音のばあいよりは,低卑ぎみになるのが常態であろう。

○-言　方手工　イ万~フ丁　フ~二テンレ　ゾO

早く買いに行かないと売りきれるよ。

は,和歌山市域での例である。陳恩の「ゾ」は, 『全国方言資料』第4巻の「和

歌山県日高郡竜神村大熊」の条には,
2)

サl'ミ十トニ　　　　^　蝣?、'f-.・　モー一. <'蝣蝣蝣

ばあさん,　いま　　　帰ったよ。

2) 「ゾ」の子音が〔d〕に近い。

などと見える。本県下でも,陳恩の「ド」がさかんである。 「ド」が「ロ」に

なってもいる。

問いの「ド」が,よくおこなわれているか。 『和歌山県方言』には, 「ダニド

(段靴)　誰か」とあり, 『和歌山県方言(其二)』には, 「ドコド　何処か

『南』」とあるO　串本での一例は,

○オ享有ド言イ　イテ　ンド。

おまえはどこへ行くのか。

である。 「ソド」複合形が見られる。県南,田辺奥で聞いた例には,
.I-I/I

○妄言イモ　イ貢ン　ノヤド-O

(=相手の意志をたしかめるばあい"だという。)

がある。 (「ド」の発音は〔dzo〕であった。この種の微妙な「ド」音は,近畿

で和歌山県だけに聞かれるものであろう。いな,他地方でも,この種のものは,

あまり聞かれまい,) (p-342)

「ゾ」に相当する「ゾイ」があり, 「ゾイ」に近い「ドイ」もある。さきの
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和歌山市域での実例のばあいにも,

○ハ言　方寸言　イ貢~フ丁　ノーナル　ゾイシ。

早く買いに行かないと売りきれますよ。

とも言われた。轟本市での一例は,
ノノ

○アンタ　ド言イ　イク　ンドイ.

あんたどこへ行くの?

である。 (「ンドイ」複合形が見られる。) 「ドイ」が問いによく用いられている。
ノ

串本の「ダjJモ　テヵッタ　ンドイ-.」は,だれもいなかったことを,念

をおして問うものだという。 (ことによっては, 「ドイ」が, 「だろう」に相当

するものででもあ~るか.県南に, 「だろう」を思わせるような「ド-」が, 「テ
"　　-llll /I

二　ナッテン　ド-。」=そのようになったんでしょう(だろう) ?"などと兄

いだされる。)

本県下にも「ジョ」が見える。諸方言文献は,県下に広く「ジョ」の存在す

ることを伝えている。 『和歌山県方言』に見えるものは, 「さうジヨ　　さうで

す」 「スルンジョ　　するのです」などである。村内英一氏は, 「文末助詞の

考察」 (『和歌山大学学芸学部紀要』<人文科学Ⅲ>　昭和28年3月)で, 「じよ」

について, 「墨はど強くない断定.主に近い.盲フナ　サ方テ,ワヨキラ了

ラ丁。　こんな魚は私嫌いよ. (調月村)」と記述していられる. 「ジョ」は,

「ゾ」に近いものか。すくなくとも現用では, 「ジョ」が「ゾ」的であろう。

「ジョ」に関する「ジャ　ヨ」起源は,どの程度に考えられることなのかq今の

私に他　言いうることがない。日高郡奥で聞いた一文, 「ソTT　弄チノ　ヤ

ツモ　アン　アジョ-O」は, =それの一級下のもあるのじゃろう."の意のも

のであるとのことだった。

※　　　※　　　※

本県下の, 「ゾ」「ド」に関する複合形の文末詞には, 「ソド」「ンドイ」な

どがある。 「ソジョ」もここに併記しておきたい。

なお, 「デド」形が指摘される。村内英一氏の上記論文には, 「でど」につい
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ての,

念を押す。笠は萱の変化したもの,それにどのついたものと考えられるo

車ニ　ッヶA-V　デ寺。　気をつけるのだよ。 (岩倉村)

との記述が見られる。 「デ」は助詞系文末詞の「デ」と見てもよいのではない

か。徳島県下には「デゾ」がある。

三重県

告知・陳思・問いの用法が目だっている。

告知の「ゾ」が,伊賀の,

○ナンラ言ラ　ユートッタ　ゾ-0

なんとやら言ってたま。

のようにおこなわれている。

陳恩の「ゾ」も,県下に広くおこなわれている。多く「ド」形が聞かれがち

か。 「ド」を本体と思っている人々も多いO伊賀の, 「何々シテフドー。」は,

「何々しているよ。」である。志摩半島東岸での一例は,

○キモソ　言ヶ　キ妄テ ∴　蝣v L　・蝣′L　　ト一。

着ものをたくさん着せて,むせさせてるよ(ぞ)0(幼児について言う。)

である。桑名のほうでのあいさつことばには, 「ゴメンヤゾ　　ゴメン下サイ」

があるという。 『三重県方言資料集　伊賀篇』には, 「いんでこ-ど　　出る時

の挨拶(島)」「かえらしてもらおど　辞去の挨拶(良)」というのが見える。

本県下西南辺で聞いたものには,

○フデ　モテ　コイ　ド-。キ盲タロ　ドーO

服を持ってこいよ。着せてあげよう。

というのがある。この例について,人は, =「ドー」にとくに意味はない。"と

語ってくれた。この「ド」は,どういう「ド」であろう。 「ぞ」に関しては,

杉中浩一郎氏の「セキレイの紀州方言」 (『近畿方言』 5)に,



第五章　サ行書ザ行音文末詞　325

オマン　しりふれ田肥え/ミ/ミひれ,米一升やろぞ。　(「南牟婁郡の阿田

和町,井田村など」)

というのが見える。伊勢南部でも, 「あげましょう」の意の「やろぞ(ど)」

が聞かれる。

問いの「ゾ」が,広くよくおこなわれている。
-　　　　　　　-　　ノ
○ソレ,ダレノ　タ/ミコ　ゾ-O

それはだれのたばこか?

は,その一例である。 「ゾ」が, (「ゾィ.」ともあり), 「ド」ともなっている。

県下に「ド」のおこなわれることがいちじるしい。紀州域・志摩・伊賀には

「ド」がさかんである。

上にもふれた「ゾイ」は, 「ゾ-イ」などとも言われているo 『全国方言資

料』第4巻の「三重県志摩郡浜島町南張」の条には,

fドコ　　イクンゾ-イ

どこ-　行くんですか。

などとある。 「ブイ」も,紀州域・志摩などによくおこなわれており,かつこ

れが, 「ドイ」にもなっているO 「ドイ」(あるいは「ド-イ」)が,一一伊勢

にもわたって,県下によくおこなわれている。 「ドイ」「ゾイ」の類が,よく,

問いに用いられている。 『三重県方言資料集　志摩篇』には, 「えうどい

よろしいか(和)」の記事が見える。

県下に,また,問題の「ジョ」がある。紀州域西南辺での一例は,

○京ラマ　頁言-O

ほんとうだよ(ほんとうですよ)O　　(女児間)

であるO尾鷲ことばでの一例は, 「ドシキックル　ヂョ.」 (なぐってやるぞ。)

である。発音は, 「ヂョ」とも「ジョ」ともある。長島町での一例は, 「雨が
-__ _　　　　　　　l-

ヤンダ　ジョ。」 (雨がやんだぞ。)である。 「ジョ」が,紀州域・志摩・伊賀に

よくおこなわれており,伊勢内にもこれが兄いだされるOかえりみて,四国徳

島県下・兵庫県下・和歌山県下での「ジョ」分布が注目される。伊賀での「ジ
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ヨ」例は,

l_　.  -

なんにもありゃしないぞ.　(小学生六男一一小学生四女)

などである。上の例を聞きとめた時,私は, 「ジョ」のことを聞いてみた。サ
ー　　　　　ー・- I

ると小学生六男は, 「ジョ」についでて, 「デー」と「ド-」とを教えてくれた。

この三者を比較することによって,私どもは, 「ジョ」の生態をよく理解する

ことができよう。本県下の「ジョ」に関しては,私は,紀州域のもの以降,
^s

「デヨ」起源を推量しているO伊賀では, 「テ二ャ　デヨ-O」 (そうだよ。そう
器!

ですよ。) 「ユートッタ　デヨ-。」 ("言っておりましたよ。=)などの言いかた

を聞いている。この「デヨ」と,さきの「ジョ」とが,伊賀で,近しい関係に

あるもののように思われたO小学生六男が, 「ジョ」と「デ-」とを比照して

くれたのが印象ぶかい。 『三重県方言資料集　伊賀篇』には, 「ド,ドナ,デ,

デヨ」についての, 「強めたり,念を押したりする。王の音韻交替したもので

ある。デ,デヨは女性語に多い。」との記事が見える。

県下に, 「ジョ」の「ジョイ」もある。 「イヤ　ず言イo」(いやだよO)は,

紀州域での一例である。

※　　※　　※

本県下の, 「ゾ」に関する複合形の文末詞には,一つ, 「ナゾ」があるか。鈴

木敏雄氏の「志摩町越賀・和具の会話」 (『三重県方言』第13号昭和36年12月)

には,

そやそうと,ばあさんことし(今年)でいくつ-なったなぞ。 (それはそ

うとして,おば-さん,あなたは,今年いくつになったのですか。)

との記事が見える。 「なぞ」の「な」は,単純な「ナ」感声文末詞であるのか

どうか。 「ゾ」に関する「ンゾ」形がある。

「ジョ」に関する「ンジョ」形がある。

奈良県

.llll I
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まず,告知の「ゾ」が,

○ソ丁　オマイ　丁ラテシ　ゾO

それはおまえ, 「飯無し」だぞ。 (食事ぬきだぞ。) (宿料のこと)

のようにおこなわれている。

陳思の「ゾ」が,広くおこなわれているO 「ア盲丁　ゾ。」といったあんばい

である。十津川で聞いた辞去のあいさつことばには,

○下-レ　イT=　ゾ.

どれ,帰ろうか。

というのがあるo 「ゾ」が「ド」ともなっているoむしろ,これがよくおこな

われているか。

問いの「ゾ」が,よく,南北におこなわれているoやはり, 「ド」形の見え

ることがいちじるしい。

「ゾ」に対する「ゾイ」形が見られるoこれがまた,よく, 「ドイ」になっ

ているo 『中和郷土資料』には, 「ナンド」「ナンドヨ」「ナンドイヤ」などの記

述が見える。

本県下にも「ジョ」形が見られるoこれに関して西宮一民氏は, 「奈良県天

理市の方言」 (『天理市史』昭和33年3月)で,
- .　　　.　　　o　　　　　　　. o o

また「アンド」 (あるぞ) 「アンデ」 (あるぜ) 「アンジョ」 (あるぜ)の

三形があるが, r-デ」は女性に多い如くやさしい表現であり, 「/-＼J

ド」はぞんざいなきめつけ方であり, 「′.--ジョ」はもとr～デヨ」か

ら来たもので最も普通に用いられるものである。

と説いていられる。都竹通年雄氏の『奈良県北部方言覚書』には,

次の例からわかる所では,推量をふくむ感動を表わすようである。語源

は「ぞよ」であろう。
0　0　0

ワニザメワ「ソイツ-オモシャイジヨウ」チュ-チ.　　(添上

郡月ヶ瀬村)
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との記述が見える。

※　　※　　※

本県下の, 「ゾ」に関する複合形の文末詞では,まず「カゾ」が注意されるo

『全国方言資料』第8巻の「奈良県吉野郡下北山村上桑原」の条には,

′ジーサントコニモ　　ミンナー　マメナカゾー

じいさんのところも　みんな　　元気ですかO

などの言いかたが見られる。

「ノゾ」があり, 「ノド」もあり, 「ソゾ」があるo

京都府

..ll/

告知の「ゾ」が, 「テメガ　フル　ゾ-O」(雨が降るぞo)などと,北域では

よくおこなわれている。丹後地方では,
T_　ー_・ノ

○コ言デワ　ユワン　ド～。

ここでは言わないぞ(よ)0

など, 「ド」が,ことによくおこなわれているo

陳恩の「ゾ」が,やはり北域に,比較的よく見られるo
ノ

○オ事-サン,オ青石斉　テミダ　ゾo

ぉじいさん,おまえの罪だぞo (むすこが酒を飲むのは) (老女-→

夫老男)

は,与謝半島での一例であるoやはり, 「ド」形がよく見られる。丹後に「ド」

がZ3S*

問いの「ド」もあるQ

oナン　シTンドチン.

何してんだよ? (=だめじゃないか。つ

は,京都市の北部,中川郷で聞いたものであるo (「チン」という特異なつよめ

の文末詞も見えている。)中川で, 「フデドコ ロ(ド)。」 (筆はどこだい?)
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とも言っている。

上の中川郷では,かつて, 「ジョ」も聞くことができた。 「あそびに行くよ。」

は, 「アスどこ　Tク　ジョ。」であり, 「しなければいけないよ。」は, 「盲ナ
ノ

テすプ　ジョー。」である。なお, 「イ盲イ　イン　ジョー。」などというのも

聞くことができた。これは, 「行かれないよ。」の意になるものである。のちの

こと,口丹波周山町でも, 「ぞ」相当の「ジョ」が聞かれたように思う。 (その
-_ノ

さい, "「ジョー」をよく言う。"とあったのは興味ぶかい。ものが「デヨ」的
-Ill-I

なので, 「ジョー」がよく言われることにもなっているのか.)馬淵一夫氏は,

「口丹波語の諸相」 (『言語生活』第三十八号)で,

物音化も多い。特に終助詞「ぞ」を「行くジョ」 「降るジョ」というの

は泥臭い。

と述べていられる。

滋賀県

告知の「ゾ」「ド」,陳思の「ゾ」「ド」が,ふつうにおこなわれている。 「ア

カソ　ゾ-O」 (いけないよ。)は,県下に通有のことばであろう。佐藤虎男氏

教示の湖東例は,
ノ

○ヨネ　オマツリドス　ゾ.　(老女-佐藤氏)

などである。 『全国方言資料』第4巻の「滋賀県高島郡朽木村」の条には,

mサー　　ヤマイ　イクンニヤカラ　ベント-ヤゾ-

さあ,　山へ　　行くんだから　　弁当だよ。

などと見える. 「′-＼一ヤ　ゾ」の言いかたは,やはり,当地方に熟したもので

?XM

「ゾイ」もおこなわれている。

「ジョ」もある。 『滋賀県言語の調査と対策』には, 「・--- 『デ』 『ド』・『ジ

ヨ(八幡)』を『ぜ』 『ぞ』の意に用いる。」とある。
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近畿地方に, 「ゾ」の「ド」形, 「ゾイ」の「ドイ」形がさかんなのは特筆に

あたいする。

また, 「ゾ(ド)」を問いに用いるのは,特筆すべきことである。

七　中部地方の「ゾ」ほか

hvi -if-e詩

若狭・越前にわたって,告知の「ゾ」 「ド」がよくおこなわれている。
G h　　器!

〇千一チャン,言二ヶ　キモノガ　タマック　ド-o

父ちゃん,たくさん着ものがたまったよ。　(小女一・・一一父中男)

は,若狭での一例であり,
ノ

○オィ,ナンカ　ケナクサイ　ゾ。

=ぉい,何か布の燃える匂いがするぞ。"　(中男　-妻中女)

(女性ならば, 「ゾ」よりも「デヨ」を用いるという。)

は,福井市方面での一例である。

陳恩の「ゾ」もまた,若越に広くおこなわれている。越前東域内では, 「お

こられる　ゾ。」が「妄言~テレッ　ず二。」ともなっているo (天野俊也氏によ

る。) 「ド」形の見られることが多い。若狭例には,

○ナンノ　マチゴートロー　ド。

なんでまちがっていようか。

などがある。

○ナグッ　ゾ。　(小男間)

なぐるぞ。

は,越前東部の「ゾ」例である。 (愛宕八郎康隆氏教示)

命令表現になる「ゾ」があり,敦賀市域では,

OTこマ　才ク　コト ナラン　ゾ-。
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海辺-行くんではないよ。　(老女I一一少女)

などが聞かれる。 (愛宕八郎康隆氏教示)

問いの「ゾ」「ド」もある。

若狭には, 「あの人も行くやろドイ。」などの言いかたがあるという。 (永

江秀雄氏による。)

石川県

告知の「ゾ」が,よくおこなわれている。
_　　一一一・・ q

Oマず　ヵ青首　-イットル　ロー。

まだ金が"はいっているよ"o　　(初老男眼科医.ll-老男)

は,金沢市内で聞いた例である占　ここには, 「ゾ」相当の「ロ」が見られるQ

「ド」からの「ロ」であろう。馬場宏氏は, 「木郎方言考(其の三)」 (『国語方

言』第四号)で, 「おとす萱-おとッすオ」 「すぐ起きるぞ-すぐおきッるオ」
)ソ　　　　　　　　　　　　　　　　)ロ_

などの事例をあげていられる。岩井隆盛氏は,国立国語研究所報告16相木方

言の記述的研究』に寄せられた「石川県金沢市彦三一番T」で,

アッゾ(あるぜ)・アッゾネ(あります)・アッゾイネ(ありますよ)紘

能登風だという。

としるしていられる。能登半島西岸調査のさいは,
-　　-　　ノ

○ムカシャ　ヨメゾトメチュ-　モナ　ツライ　モンヤ　ゾ。

むかしは,嫁づとめというものは,つらいものだよ。

などと, 「ゾ」が聞かれる半面, 「ド」もよく聞かれた。 (ここではなお, 「ゾ」

と「デ」との文末詞対応も見ることができた。 「おぎょうざよかったら,紙芝
ノ　　　　　　　ノ

居シテ　アゲル　ゾ。ホントヤ　デ。」などとあった。)『全国方言資料』第3巻

の「石川県河北郡内灘村大根布」の条には,

′メロデアッテモ　ナテモ　　オマ-　オトコドマー　ウチラアタリ

女であっても　　なくても　あなた,　男たちは　　わたしの家のはう
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オトコドマ　ヤッパー　オマイ-　チョロサエ　　アクルヒ-　イ

でも　男たちは　　やはり　　あなた,　長次郎さんへ　翌日　　　　行

ッタズ

きましたよ,

というのが見える。これに, 「アクルヒー　イッタズ」とある「ズ」は,何で

あろうか。説明には, 「行きましたよ」とある。 「ズ」は「ゾ」かどうか。

陳恩の「ゾ」がまたよくおこなわれている。

○マ言　夕天ル　~百二。

ごほんをたべるぞ。　　(おや--千)

は,金沢方面での一例であるOまた, 「ゾ」>「ド」の「ロ」が見える。 「タブム

ゾノ-O」 (たのむよ。)というのは,能登半島頚部での一例であり,

○イッテ　クッ　ド-O

行ってくるよ。 (バス発進の時,窓外の人に言うO)　(老女)

は,能登半島西岸での一例である。 (「ド」の「ロ」も聞かれる。) 『全国方言資

料』第3巻の「石川県輪島市名舟町」の条には,

mド-カ　タノ　ミッソ

どうか　頼みますよ。

とある。ひるがえって,加賀白山麓での一例をあげるなら,
ノ

○アン寺~す　ガすモン　シット,ヤ㌫イガ　デル　ゾ.

あんまり学問をすると病気になるぞ。
_-I-. /.　　　　　____　　　-ll- ,I

があるoここではまた, 「変テすマス,ゾ-。」が「カすすマッ　ソ-.」とも

言われている。馬場宏氏は, 『能登木郎方言考』で, 「今頃来た　ろう　旦-今

頃来たロヱ」 「行っただ　ろう　旦-行ったヤロ∠」としていられるoここに

は,推量表現上の十ゾ」が見られる。

馬場氏の上著には, 「行こう旦-行こ　ヱ」「食べようよ-食びょ　ゾ」 「着
~'~　　　　ヽヽ_′　　~

よう旦-きょ-,ヱ」というのも見える。さそいの「ゾ」がここにあるO

命令の「ゾ」もおこなわれている。
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「ゾイ」が,加賀にも能登にもある。

〇百-,了寺フジャロ-　ゾイO

まあ,そうじゃろうよ。

は,加賀白山麓での一例である。

県下に,問題の「ジョ」も見える。 『石川県方言尭集』には,

l⊇こ　ゾ「行くじよ」トイフガ如シ　鳳

とある。 「鳳」は鳳至郡で,能登にある。 『全国方言資料』第8巻の「石川県

鹿島郡能登島町向田」の条にも,

mイッテ　クソジョ

行って　来るよ。

と見える。

※　　※　　※

本県下の, 「ゾ」に関する複合形の文末詞に, 「ワニゾ」などがある。上記

の「能登島町向田」の条に,

′ヨブッテァ

誘いますよ。

5f
-去O)

イク　イッショニ　イクワ-ゾ

いっしょに　行きましょうよ。

とある。

同第8巻の「石川県輪島市海士町」の条の,

fアルゲゾ-

ありますよ。

は, 「ゲゾ-」をとらしめるものか.

富山県

主として,告知・陳思の「ゾ」がおこなわれている。

mオリマスゾ-

おりますよ。
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は,告知の「ゾ」の一例である。 (『全国方言資料』第3巻「富山県下新川郡

入善町中摺戸」)
=　　器ら

○マットル　ゾ-O

まってるよ。

は,富山市西北郊での,陳恩の「ゾ」の一例であるo 『全国方言資料』第8巻

の「富山県東砺波郡平村上梨」の条に見られる,

m-イ　ゴジューエソ　イコッソ-

はい　50円　　　　　渡すよ。

の「イコッソ-」は, 「イコス　ゾ」の認埼られるものか。 『全国方言資料』第

3巻の「富山県氷見市飯久保」の条には,

fマタ　ド-カ　タノンマッソ-

また　どうか　頼みますよ。

などが見られる。

陳思のうち,おのずから命令の意を表するものがある。 「-- ・アカン

ゾ。」などは,制止の表現である。 『富山県方言集成稿H』には, 「あんにゃ,

もうあんなことしられんぞ。 (お前けっしてあんなことするな。)」などが見ら

れる。 「割テJン　ゾ。」 (禁止)などというのもある。 (愛宕八郎康隆氏教示)

「ブイ」がある。 『全国方言資料』第8巻の「富山県東砺波郡平村上梨」の条

には,

mソエガヤッタゾイ

そうだったよ。

というのが見える。私が越中南辺で聞いたものには,

〇百タ コ-l)ヤクニ クル　ゾィ。

また合力に来るよ。 (たのむぞと言われたのに対する返事)

がある。この「ゾイ」を聞いた時には, 「ゾヨ」かと思われた。

新潟県
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やはり,おもには,告知・陳恩の「ゾ」がおこなわれている。昔話の発端句,

「むかしあったぞ。」には,告知の「ゾ」が見られる。 「ゾ」が「ド」にもなっ

ている。さらには, 「ロ」にもなっている.私は,佐渡で,これを聞くことが

mmm

○エーン　モンガ　言-ガ　アルチュ-　ロー.

家のものが,用があるってことだよ。

ほ,その一例である。

陳思の「ゾ」も,よく, 「ロ」になっている.「イテ　ロ-Oイテ　ロ-。」

(行くぞ。行くぞ。)は,直江津方面での一例である。
_　　-　　ノ

○センセニ　ユー・ゾ-0

先生に言うぞ。

は,佐渡ことばでの一例であるO 「ド」もよくおこなわれている。越後,十日

市方面での,
一ノ

○スッテラ　盲ト　ニッすすテ　ダフ~ダ　コッ　ツォo

そんなこと言ったってだめだよ。
器!

の言いかたは, 「コッ　ツォ」に「こと　ぞ」が認められるのであろうか。

陳思のうち,しぜんに命令表現になるものがあるO　中越での,
ノ

○ソンナ　コl∴　セ万ンジャ　ナイ　ロ。

そんなことするんじゃないぞ。

ほ,その一例である。

問いの「ゾ」もある。 『全国方言資料』第8巻の「新潟県佐渡郡羽茂村大崎」

の条には,

mイチこチ　コクト　ドノグレヤー　コクゾ

1日　　　こくと　どのくらい　　こくんだい,

などが見える。

「ゾイ」があり, 『全国方言資料』第2巻の「新潟県中魚沼郡辞南町結束」
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の条には,

∽・・---　ソジャ　　イッテ　クルゾイ

それでは　行って　来るよ。

が見える。

押見虎三二氏が,越後南辺の秋山郷について調査せられたものには, -教

示によるのに,

○オンガ　すヶ　ソO

お前が焚けさ。　(中女I--千)

などの事例がある。この「ソ」は何であろう。私が,秋山郷のはるか西北方に

あたる東頚城郡大島村で調査し得たものには,

○ダ丁ソガテネ。

"だめなんですよ。"

などの言いかたがある。 (上例の分別書きが,令,私にはできかねる。)押見氏の教示に

は,なお,

○ダチァ　貢-ソダッツオo

どうしようもないんだとさ。　(中女同志)

などの「ツオ」もあるo 「ツオ」は何だろう.ちなみに, 「ツァ」(ということ

だ)というのもある。

「ジョ」形が注意される。 『全国方言資料』第8巻の「新潟県佐渡郡畑野村

後山」の条には,

mマ-　イッティ　クルジョ

まあ　行って　　来るよ。

とある。

L畔,'蝣蝣県

県下一般に,告知・陳恩の「ゾ」がおこなわれているo 『福岡地方方言考』



第五章　サ行者ザ行清文末詞　　337

には,陳思の「ゾ」に関する, "願望の終助詞""強意の否定"などの説明が

見x.~」。
5　　容!

Oヤーィ,コイツ。ドングサイ　ゾ-.

やあい,こいつ。鈍臭いぞ。し"臭くて臭くてしようのない時に言う。"

との説明が,これについて,あった。)

は,美濃北部での,陳恩の「ゾ」の一例である。

「ブイ」がある。関ガ原で聞いた例は,

○ツ万ガ-　ダソ貫首ブリ　ゾィ.コリャ-O

敦賀のほうはおお降りだろうよ。このぶんでは。

などである。

「ゾソ」もある。 『岐阜県方言集成』には,可児郡の例, 「花が咲いたぞん-

花が咲いたですよ。」が見える。

前書には,郡上郡の「なんぢょい〔句〕何だい。」というのも見える。

「ゾ」に関する複合形に,とりたてて言うべきものはない。 (一方, 「ゾナ」 「ゾヨ」な

どはよくおこなわれている。)

愛知県

やはり,告知・陳忠の「ゾ」がよくおこなわれている。 「ゾ」が「ド」とも

なっている。
一ノ　　-　-

○-首京　貢チトル　ゾ-。エビガ　イッチョ-.

海老が落ちてるぞ。海老が一匹。

は,三河西南部での,告知の「ゾ」の一例である. (清瀬良一氏教示)
_　　J

oオッ貢サント　イッチャ　ダメダ　ゾ。

お母さんと行ってはだめだぞ。　(小男間)

は,渥美半島南岸で私が聞いた,陳思の「′」の一例である。

○弄ラ　ア首ソ　ゾ-0
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おれはだめだよ。 (行ってくれるかと言われての返事)

紘,三河北部のものである。高瀬徳雄氏は, 「豊橋方言の文末助詞についての

実情報告」 (『方言研究年報』第一巻)で, 「ゾ,ゾ-」につき,

概して粗野な言い方になる。男子だけが用い,東京語でのものと,ほぼ同

じい。

と述べていられる。

問いの「~ゾ」もおこなわれているO

「ゾイ」形がある。
一・ .

0セン首-ガ　オイデク　ブイ。

先生が来られたぞ。

は,知多半島での一例である。
一ノ

○ソンナ　コト-　セ万ジャー　ネ-　ゾィ。

そんなことをするんじゃないよ。 (言い聞かせる。)

は,三河北部での一例である。

「ゾン」もある。 -岐阜県下のとのつづきが思われるO江端義夫氏は,知

多半島内の,
一　　一・ t　__　_

○タノム　ゾン。オーキこ。

お頼みしますよO　おおきに,ありがとうございました。　　(中女

-311

などを教示せられた。三河の広くに, 「ゾソ」がよく見られるか。三河西南部

例は,
ノ　_　　　ノ

○マキジャク　ずス　ゾン.エー　カン。

巻尺を出して借りるよ。いいかね。

であるO (清瀬良一氏教示)
__‥　　　　　!

〇万-チャン,イッテ　クル　ゾン。

母ちゃん,行ってくるよ。　　(小学生一・一-母中女)

は,渥美半島で私が聞いたものである。高瀬徳雄氏は,前記論文で, 「ゾン」
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につき,

「ゾ」のもっている粗野さがすくわれて,したしいあいだがらにおける,

もっとも,ふつうのもの言いになるのである。 (中略)男女共用の「ゾソ」

であるが,女のばあいは,やや晶がひくく感じられる。

と述べていられる。 『分類方言辞典』の「小詞」の条には, 「ズン　　ぞ。岡

崎。」というのが見える。

本県下に「ジョ」も注意される。 『名古屋ことば』には, 「じよ(ぞ)」と為

り, 「誰某が来た主上.屠るじ3=」とある。谷川三郎氏の「尾張方言転靴語の

小研究」 (『尾張乃方言　続篇』)にも, 「語勢を強める助詞『よ』及『ぞ』 『ぜ』

が『ヂョ』に変化する場合」とあり, 「いけない旦　イカンヂョ」「すぐ行く
)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ.J

旦　スン行クヂョ」 「ほんとだぞ　ホントダヂョ」 「道が悪いぜ　遺ガ
ヽ- '　　　　　　　　　T　　　　　　　　　ヽー

悪イヂヨ」などと見える。私はかつて,尾張西部で, 「ぞ」に相当する「ジョ
ヽ.__'

ー」を聞いた。三河の渥美町立伊良湖岬中学校の「方言衷」には, 「なんじょ

う　　何ですか」というのが出ている。

※　　　※　　　※

本県下では, 「ゾ」に関する複合形の文末詞の「ソゾ」 「ダゾン」などを見る

ことができる。高瀬徳雄氏教示のものには,
ノ

○ジギョ-ゼ-ガ　ド有言ラ~　デル　ダゾン。

事業税がうんとこさ出るんだよ。　(初老女一一一一初老男)

との「ダゾン」例がある。

『名古屋方言の語法』には, 「犬　ガ　来ル　ゾェ-モ　　犬が来ますよ(女

性)」などの文例が見える。 「ゾェ-モ」は, 「ゾ」に尾張弁の「-モ」がつい

たものであろうか。

静岡県

県下に,主として,告知・陳思の「ゾ」がおこなわれている。 「ゾ」が「ド」
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ともある。

○アブ　ヒトガ　オ言言貢　ヨ六二マテル　ゾ.

あの人がおまえをよんでるよ。

は,御前崎での告知の「ゾ」の一例である。
ノ　I　　　ノ

oTマ-　テレダ　ゾ.ワレダ　ゾ-0

今(塀のむこう-落としたのは),おまえだぞ。おまえだぞ。　(小

男--蘇)

は,伊豆半島南端での陳思の「ゾ」の一例である。 (このほうに, 「ド」もよく

おこなわれているO)後藤一日氏の『遠州の方言』には, 「火にくべっちゃう

ぞ」などが見える。 『全国方言資料』第7巻の「静岡県安倍郡井川村田代」の

条には,

fカワェ-ソ-ニ　ナックッケゾ-

かわいそうに　　なりましたよねえ,

などと見える。

「ゾイ」形が兄いだされる。
/l　4

○言ンヤ-　アメン　フル　ゾイO

今夜は雨が降るぞ。

は,大井川上流地域で,私が聞いたものであるo

「ゾソ」形も兄いだされる。 「本当だぞン」 「 「嘘じゃないぞン」は,清瀬良

一氏教示の,浜名郡新居町での「ゾソ」例である。山口辛洋氏は, 「感動詞に

関する浜名郡新居方言」 (『土のいろ』復刊第五号)で,

/1-　何ダソ　誰ダトモツタゾン(女) (知らぬ間に誰かそばに立っていた。)

あれ,誰だと思ったよ。

などの記述を示していられる。

※　　※　　※

本県下の, 「ゾ」に関する複合形の文末詞に, 「ダゾ」があるo御前崎例は,
ノ

○下すトッタッテ　三一　ダゾ。
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などである。

長野県
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(中学生男一一-弟小学生六男)

本県下にもやはり,告知・陳思の「ゾ」がよくおこなわれている。 「ゾ」は

「ド」ともある。

○アマ　ソコデ　イキヤッタ　ゾ。

今そこで行きあったぞ。

ほ,県西北での,告知の「ゾ」の一例である。 『信州方言読本　語法篇』には,

「そ-なっちゃいすど(そうなってしまいますよ) (埴科一帯)」の記事が見え

るo　なお,この書には, 「いまやるこっつぉ- (ことそ-) (今やるよ) (下水,

水内〕」ともある。

陳恩の「ゾ」は,北信では,

○先生に　セッテ　ヤル　ゾ。

先生に言ってやるぞ。

などとおこなわれているO 『上伊那方言集』には, 「それは無理ピー」などとあ

る。 『信州上田附近方言集』には,

ド　(助)　　ゾの転だらう.一般に信州に使用せられる.感歎的,勧誘

的の意。 「行くだドO」 (行くのだぞ) 「キカネ-ド。」 (許さぬぞ)

などとある。陳恩の「ゾ」は, 「ド」でおこなわれることが多いのか。

「ゾイ」形がある。 『信州方言読本　語法篇』には, 「信州一帯に見られまし

て,単に『ぞ』で止めた場合よりずっと丁寧な心持が」とある。 「ドイ」もある。

『信州方言読本　語法篇』には, 「ジョ」も見え,南佐久地方の「とってき

たじよ(取って来たぞ)」などがとりあげられ, 「幾分感動的な気拝をこめて用

いられますが,敬意とか親愛感というものは伴なっていません。」とある。
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山梨県

本県下にも,告知・陳思の「ゾ」がよくおこなわれており,しかも「ド」の,

かなりつよいものがある。

私が,県下西南部-地での一週間調査のさい聞きとめた「ゾ」 「ド」には,

〔dzo:〕音のものがあった。
ノ

〇万ズー。スヨ　イデーOオラ了ド-0

かずよ。早く行けよ。 (学校-)おそいよ。し中女一一子小学生二男)
._.-. I

での「ドー」など, 「ゾ」に近い「ド」で, 「ゾ」に〔d〕がはいったもののよ

うに聞かれた。この種の発音が,しばしば聞かれたのは,私のめずらしい経験

である　(p.322)

『奈良田の方言』に見える「ふってこまりど-　　雨の日の挨拶O 『雨が降

って困りますね』」での「ピー」は,どういうものなのであろうか。

問いの「ゾ」もある。

○サ言イニ　下コイ　イク　ゾ〔dzo〕-0

さむいのにどこへ行くのか。

は,県下,西南部での一例である。

土橋里木氏の「昔話に見る富士北麓の方言」し『NHK国語講座　2・ 3月』

昭和33年1月)には,

「やらんじょ」 (やろう-やらんずの変化か)

との記事が見える。 「ジョ」とはあるが,ここのは,おそらく,上釆の「ジョ」

文末詞ではなかろう。石川線泥氏の「山梨県河内方言」し『方言と土俗』第四巻

第九号　昭和9年1月)にも, 「俺は早く行かヱ至_蔓_-・・-私は早く行きませう」

というのが見える。

中部地方の, 「ゾ」のおこなわれかたには,かなり整-的なものがあるo　さ
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ほど複雑な状況は見られないのが一般であるかO 「ゾ十に関する複合形のもの

ち,さまでのことがない。

八　関東地方の「ゾ」ほか

告知・陳恩の「ゾ」が主流をなしており,当地域での「ゾ」の用法は比較的

単純である。複合形も,言うほどのものがない。

大橋勝男氏の『関東地方域方言事象分布地図』第二巻く表現法篇>のMap

17 「おこられる萱。」と, Map19 「おれではないぞO」とでは, 「ゾ」類の,全

域によく分布するさまが見られる。

以下,各県について見よう。

神奈川県

告知・陳思の「ゾ」のおこなわれかたが,比較的単純であるか。 「ゾ」 「ド」,

両々おこなわれている。
-　　ノ

○ラ丁二　ォラーチャン　イッチマウ　ゾ.

じゃあ,おじいちゃんは行くよ。 (孫の幼男を,そこにあそばせてお

いて去る。)

紘,陳恩の「ゾ」の一例である.

東京都

やはり告知・陳思の「ゾ」がよく見られる。伊豆諸島には, 「ド」もある。
ノ

〇百ラー　ラヤ　シネ-　ド。

わしはしやしないよ。

は,新島での陳思の「ド」の例である。 『全国方言資料』第7巻の「東京都三

宅村神着」の条には,



tw

fオッカネ-カッケゾ-　　　マックク

恐ろしかったものですね,　まったく。

とあるO 『東京方言集』には, 「生いきなことをイ芽-モンナラ,第-おれが承

知しないぞ。」と見える。飯豊毅-氏の「八丈島方言の語法」に見える,

アッデ　ジョ旦ブド旦?どうして丈夫なのか?

での巨、一ド旦」は,ものが,形容動詞の連体形であるという.

新島のことばには, 「タTム　下二で。」 (たのむぞ。)の言いかたもある.

『全国方言資料』第7巻の「東京都三宅村神着」の条には,

fダッチ　　マ-　イ-ジャー　シン/くイシテンノオジヨ

だって,　まあ　家では　　　心配しているでしょうから。

とあり, 「ジヨ」が見えはするが,解説は上掲のとおりである。おなじく「神

着」の条に,

fビチョヌレテモ　　　　アダジョー

びしょぬれになっても　あれですね,

というのもある。同書の「東京都三宅村坪田」の条には,

77Z「~llヤ　　s�";t蝣*".ソナジョー

あれは　引くんだったね。

とあり,また,

′ヒダカラモンダンノジヨ

それですからね,

ともある。 「ジョ」 「ジョ」がいろいろに見られる。 「坪田」の条にはまた,

/・　　-　イ-　シャーシダジヨ　　マ-

いい　あんばいですね,　まあ。

ともある。同書の「東京都利島村」の条には,

f・-　　　ソ-　　　　コマランダジヨ

そんなには　困らなかったものですよ,

などが見える。同書の「東京都八丈町中之郷」の条には,
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mヨべァ-ニ　ミコジョー

夜はいに　　歩こう

などが見える。以上　ともかく, 「ジョ」(あるいは「ジヨ」)形のものを,と

りたてて見ておいた。

千葉県

告知・陳思の「ゾ」が,よくおこなわれている。

『千葉方言　山武郡篇』には, 「落チッど」 「オッコツル萱」などが見える。

本県下でも, 「ゾ」 「ド」が,ならびおこなわれている。

○テここ, ツクリ　ツケテワ
-　　　　一一　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

アリマセン　ゾ-

なあに,つくりつけてはありませんよ。 (この仏壇は)

紘,香取町での告知の「ゾ」の一例である。

『全国方言資料』第2巻の「千葉県香取郡小見川町神里」の条には,

mァ　　　　タノムド

じゃあ　頼むよ。

などとある。

○コンテ青ショ-.フン=ミずグ　下二o

こんちくしょう。ぶんなぐるぞ。

は,銚子での,陳思の「ド」の一例である。
-　　　　一.I

oァ丁言デ　アルック　ゾーO

あそこまで歩いたぞ。

は,県南での一例であるo

主T.　N"さ　こて≒

『千葉方言　山武郡篇』には, 「つど」の指摘があり, 「釆ルッ2ど　来る

とき」とある。
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埼玉県

本県下でもまた,告知・陳恩の「ゾ」がさかんである。
__T　　一一一・ 1

0ナオンネ　ゾ-O

直らないぞ。

は,県東部での,告知の「ゾ」の一例である。

○イッ手首ウ　ィッテ㌃ウ。イッ手首ウ　ゾ-.

行ってしまう,行ってしまう。行ってしまうぞ。

は,県東部での陳思の「ゾ」の一例である。池ノ内好次郎氏の『埼玉県入間郡

宗岡村言語集』には, 「ぐず＼--こきやがるとプチノメスぞ」などとある。

県下で, 「ド」もおこなわれている。諸方言文献にも,それが見える。

『全国方言資料』第2巻の「埼玉県秩父郡両神村」の条には,

fソンナドコジャ　　ネ-ゾイ　　　　マ-

そんなどころでは　ありませんよ,　ほんとうに。

とあり, 「ゾイ」形が見える。昭和三十一年十月に　NHKからラジオで放送

された"秩父山奥"での会話にも, " ・-・というものは,ツライ　モンダ

ゾィ。" (女性)というのがあった。

群馬県

告知・陳恩の「ゾ」のはかには,今,言うべきものを,私は持たない。
_　　J

Oそんなに早くは,シタクシテ　ネ-　ゾ。

そんなに早くはしたくしてないぞ。

は,県中部での告知の「ゾ」の一例である。
-　/ノ

○ヤッタル　ゾ-O

やってやるぞ。 (冗談)
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紘,おなじく県中部での,陳思の「ゾ」の一例である.

県下に「ド」もおこなわれている。 『村のことば』には, 「オラア行かネ-

ド」がある。

有川莫亀男氏の「上州ことば」 (『言語生活』第二十号)には,

珍しいのは女児の用語で成人にもしばしば使われているのであるが,

「見せりい」 「降りりい」のように,動詞連用形+ 「りい」の形で甘ったれ

た命令の意味をあらわすもの,および, 「--・したんだよ」の「だ」の母

音が落ちて, 「-・-したんじよ」となるものなどがある。

との記事が見える。 「ジョ」形が注意される。 -これは「ぞ」に近いものか。

栃木県

告知・陳思の「ゾ」が見られる。
__-I

「先生が　ク〔ii〕ッ　ツォ(来るぞ)。」では, 「ツォ」形が見られるo　これは,

県東北辺の黒田原で聞いたものである。 「ツォ」は, 「ぞ」を考えしめるもので

はないか。大橋勝男氏の,さきの分布地図では, Map18に,栃木県下の(な

らびに茨城県下の) 「ツォ」の広い分布が見られる。 (やはり,両県北に,より

つよいもののようではある。なお,福島県下二地点の「ツォ」も,この図に見

られる。)

陳恩の「ゾ」の,宇都宮市での例は,
+　L　　容!
Oコレ　ヤル　ゾ。

これをやるよ。

などである。

○-テシ
メ. I

シ〔i〕-シ〔i〕-　アルクンジャ　ネ-　ゾ-0

話ししながら歩くんじゃないぞO　　(おや-ナ子)

は,県東北での一例である.

「ゾ」とともに「ド」もおこなわれている。
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「ゾイ」もある。
_-・・ I

oテ二ダ　ゾィ.

目そうだよ。"

は,宇都宮市での一例であるO

茨城県

やはり,告知・陳忠の「ゾ」の通用が指摘される。 「ゾ」とともに, 「ド」も

またよくおこなわれている。
ノ

○オゴラレッ　ゾ。

叱られるよ。
ノ　　　　　　　　　ーノ

紘,県北での,陳恩の「ゾ」の一例である。上例の「ゾ」のかわりに, 「ツォ」
._-・・ 4

〔tso〕も言われ, 「ヅォ」 〔dzo〕も言われる。私の当地方の調査で, 〔tso〕も

かなり出たし, 〔dzo〕も多く出たように思う。
__一　一一.4

0音ンボン　デキッ　ツォ-0

ピソボンができるよ。

というのも聞いた。

陳恩の「ゾ」の北方例に昼,
ノ

○モ-　ウサー　イグ　ゾ。

もう家へ帰るよ。 (ともにあそんでいて,帰ろうとする時のことば。)

(小男間)

などもある。 『全国方言資料』第2巻の「茨蚊県新治郡葦穂村」の条には,

m--・・-　ナガドマリ　シネ-ガ　　　イ-ゾ　　ン-

長滞在を　　しないはうが　いいぞO　うんO

とあ"S。

比較的単純な関東状況を受けて,東北地方は,どのようであろうかo
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九　東北地方の「ゾ」はか

福島ォfl-

県下に,告知・陳思の「ゾ」がよくおこなわれている。

佐藤喜代治氏の「福島県方言の敬語法」 (『文化』第二十二巻第四号　昭和33

年7月)にほ,

相手に言い聞かせる場合,文末に附する助詞は,普通の表現では「ド」

と「ゾ」の二つであるoただし, 「ド」は主に浜通りにだけ「ゾ」と併用

の形で見受けられる。

浜通りでは, 「ド」 「ゾ」に対する丁寧表現は認められず,無理に言わせ

ると共通語風の「ヨ」しか出て来ない。

中通りの日和田町では「ゾ」に対する丁寧語として「ゾ-」が圧倒的で

ある。

との記述が見えるo福島市のことばを,かつて放送で聞いた時には,女の人も

「ゾ」をつかっていたo飯豊毅-氏は, 「福島県における文末助詞一岩瀬郡天栄

村を中心として-」 (『方言研究年報』第-巻)で,

「ゾ」は,対等以下に用いられる。対等では,したしいあいだがらのと

きにおおい。ぞんざいさもあるが,むしろ,したしさがあらわれている。

と言われる。

告知の「ゾ(ド)」は全県下に見られるoいわゆる浜通りでは, 「ド」になる

ことも多い。 『相馬方言集』には, 「アレ-ヤなんちだべまず,今ちんとのとこ

で汽車たつちまったど」などとある。大橋勝男氏教示の,浜通り南部での,
ノ

○ア-下す　コ-カイ　スット。

あとでは後悔するぞ。

は, 「ド」が「ト」とあるのだろうか。
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ふるしS'

『福島県棚倉町方言集』には, 「風呂敷に財布包んでえっと,つっばぬけっつ
)　　　　　　)　　　　　＼ー′

ぉ」など, 「ツォ」の例が見られる。磐城の他の方言文献にも, 「ツォ」例が見

られる.飯豊毅-氏は,さきの「福島県における文末助詞-岩瀬郡天栄村を中

心として-」で,

○-いぇク　シu二丁　オコラレッ　ツォ。

はやくしないと,しかられるぞ。 (少年,兄-弟)

と記述していられる。 「ツォ」に「ゾ」を認めていられようか。 「ツォ」が,

県下にかなり広く認められるようである.さて会津では,
-　-T　-ノ

○ソレ,カバヤン　不一　ヅ〔ii〕-0

それは,カバヤのではないぞ(よ)。　　(中女-子小男)

などと, 「ヅ」がよく聞かれる。やはり「ゾ」に属するものであろう。 『会津方

言集(増訂版)』柾も, 「マダダズー(句)未だですよo」などとあるO 『福島県

方言辞典』にも,

ズ- 〔助〕よ,ぞo o「そ-だこと嘘だず-」 (そんなことは嘘だよ)北会

などとある。

陳恩の「ゾ」もまた,県下に広くおこなわれている。やはり,県東部には,

「ド」もよく見られ, 『全国方言資料』第1巻の「福島県相馬郡石神村」の条に

ち,

′ンジェ　　クノムド

それでは　頼むよ。

などとある。会津にはまた,陳思の「ヅ(ズ)」が見られる。 『会津方言集(堰

訂版)』には, 「ヤソダズ- (句)否です。」などともあるO県下に,陳恩の「ツ

ォ」もある。

「ゾ」相当の「ゾン」があり, 『福島県方言辞典』にも, 「ソダゾン　〔句〕

さうですよ　北南中」などの例が見え,なお,, 「ゾン」に関しての,

ゾ・ゾ-・ゾシ・ゾソ　これ等は文語助詞のゾの系列の分化であって,

(中略)ゾンは中通地方に多く用ゐられる。
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との説明も見える。 『福島方言集』には, 「あ,こらんしよ,待ってんぞん(い,

お出なさい,お待ちします)」とある。

「ゾン」とともに, 「ゾイ」も県下におこなわれている。やはり, 『福島県方

言辞典』には, 「ソデネィゾイ　〔句〕さうでないです　中会南北」などとあ

る。県下の東西に, 「ゾイ」がよく見られる。

mタノムゾイ　ンデナ-　イソガシ‥-

頼みます。　それでは　忙し-・

は, 『全国方言資料』第1巻の「福島県相馬郡石神村」の条に見られるもので

ある。 『福島方言集』にも, 「うちでも,けさ上方見物から,汁-って来たぞい

(私方でもけさ上方見物から帰宅しましたよ)」などとある。

さてまた,県下に「ツォイ」もある。福島市方面で私が聞いたものは,

○-ヤグ〔ti〕

である。

宮城県

シ〔i〕貢-ト,オソグ〔ti〕ナッ　ツォイO

早くしないとおそくなるぞ。

本県下でも,告知・陳思の「ゾ」がよくおこなわれている。

告知の例は, 「京子テンダ　ゾ。」(そんなんだぞO)などである. 「ゾ」が「ド」

にもなっている。

陳恩の「ゾ」の例は, 『仙台の方言』の, 「なにっ主_壁,もいっぺん言ってみ

ろ主里,だまっていねぞ主里。 (なに,この野郎も一度言ってみろ.こやつ只

ではおかないぞ)」などである。県北の松島湾岸での一例は,

・.　蝣　- ii ' ' ワガンネ-　ゾ

がんばらなくちゃあいけないぞ。

である。

菊沢季生氏は, 「宮城県方言文法の一斑」 (『国語研究』第二巻第四号　昭和
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9年4月)で,
ff<

格助詞の「ぞ」は,此の地方では往々ゾ-,ツォとなり,ドとなり,甚

だしきはデとなる。

と述べていられる。氏の「ツォ」例は, 「ワガリ-ンツォ(いけませんぞ)」で

ある。

『仙台の方言』には, 「つぉ」例が多く見え, 「こっちでおしょしくなるよな

のもがすつぉまづ(こちらで恥しくなる様なのもありますよ)」などとある。

「がすつぉ」の「がっつぉ」となったものも見える. 「あの人とってもわbt,ぎり

な人でがっつぉ(あの人はとても利己主義な人ですよ)」などともある。

「ご埼んしいんつぉおら,
'TM^

わざにしたんだいっちゃ」 (ゆるさないよ。故意

にしたのではないか)

とある「つぉ」も,ここにあげてよいものであろう。

「ゾ(ド)」の「ト」もあるか。私は松島湾岸で,

○トーチャン クット ゴッシャカレッ

父ちゃんがくると,叱られるぞ。

などを聞いている。 「ト」の直前に促音がある。これと「り音とは,一定の

発音機構内にあるものだろう。

県下に, 「ゾン」形も兄いだされる。

山形県

本県下にも,告知・陳思の「ゾ」がよくおこなわれている。

告知では, 「ゾ」にあたる「ド」も見られる。
1)

mキシェ-　シェッド

きれいに　しているぞ。

1)前後のfのことばと重なっている。

は, 『全国方言資料』第1巻の「山形県南置賜郡三沢村」の条に見られるもの
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で;f->る.

陳思で, 「ゾ」のよくおこなわれる中に, 「ゾ(ズ)」もある。

○コ言デ　マワラネ-　ヅ川〕O

ここでは廻らないぞ。

は,私が,山形市近くで聞いたものである。 『山形県方言集』には,

やんだずyandazu連続語いやですよ　鮎村山

とあり,また, 「づdzu感動詞　よ　鮎村山」などともある。同書に,

んだんさけえこんな事すんなづ。 (さうでございますからこんな事する

なよ。)最上

などの実例も見える。 「ヅ(ズ)」は,だいたい県下の全域に見えるようである。

三矢重松氏は, 『荘内語及語釈』で,
あら

ぞ　　は大体は部しい言葉,又は暴い,又は態と威厳を作る場合に指示

警告の用をなすので,ぜとなると少し投げ遣りの趣が加はる。やさしくい

ふ時はずとなって東京のヨに通ふ。

と述べていられる。

県下に「ツォ」もあるか。 『全国方言資料』第1巻の「山形県南置賜郡三沢

村」の条に見える,

f-ヌワ　ク-ツォ

犬は　　食うそうだよ。

は,ここにあげてよいものだろうか,どうだろうか。

県下に, 「ゾン」形もある。 『笛吹き聾　最上の昔話』に見える「舌切って飛

ばしたじょん。」の「じょん」は, 「ゾン」に通うものなのかどうか。 『全国方

言資料』第7巻の「山形県東田川郡朝日村大鳥」の条に,

fナンジョーダッテ

なんということでしょう。

とある「ジョー」は別ものであろう。さきの『笛吹き聾　最上の昔話』には,
あん'つあ　け

「はの日がら三日経ってから行ぐ,との約束して,その立派な見様も帰ったじ
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ゆん。」というのも見える。ここには「じゅん」がある。私が,新庄市で聞い

たものには, 「いやだ。」の意の「ヤンず　ヂュ-O」などがある。 「ヂュ-」は,

「ゾ」相当のものか。新庄弁で,人は, 「テ王　事=~二二」(‖いっしょに行きま

しょう。")との言いかたもしているo 『山形県方言集』寸こほ, 「じゆ　ju　感動

詞　よ　鮎」との記述が見え, 「ほだぢゆhodaju連続語　さうです最

上」などともある。

num

本県下にも,告知・陳恩の「ゾ」がよく見られる。

告知の「ゾ」が, 「ド」ともある。 『秋田方言』には,
△

こゞにも沢山あるど(であ) (此処にも沢山あるぞ(ぜ)

が見える。

陳忠のはあいにもまた, 「ド」が見られる。
一ノ

○-テ㌻ビ〔i〕アンゲダ　ド-0

花火を上げたぞ。

ほ,県東南での一例である。-これは老男の発言であったが,老女が, "「ゾ」

でも「ド」でも。"と説明してくれた。

問いの「ド」もあるか。 『全国方言資料』第1巻の「秋田県南秋田郡富津内

村」の条にほ,

mオメー　　ドキ　　ヤシタド

おまえ,　どこへ　行ってきたのだ。

というのが見える。

県下に, 「ゾン」形が,かなりよく見られるようである。寺田伝一郎氏の「平

鹿郡昔話」 (『昔話研究』第二巻第八号　昭和12年6月)には, 「昔々ある所に,
ふくたろび・つき

福太郎蛙と猿がゐたけぢよん。」とあって, 「ぢよん」が見える。都竹通年雄氏

の「日本語の方言　東日本の巻」 (『日本語の種々相』　昭和30年11月)にも,
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「北奥羽方言」での「ソソダヂョン(そうだと言うことだよ。そうだとさ)」が

見えるO　これらの「ヂョソ」は,すぐには「ぞ」を考えさせないものであろう。

都竹氏は, 「ヂョソ」に「オン(もの)」の複合を見ていられる。

岩手県

本県下にまた,告知・陳恩の「ゾ(ド)」がよく見られる。 (伝聞の表現での,

「ト」文末詞の「ド」となったものと, 「ゾ」の「ド」とは,ときにまざらわし

いことがあるか。)

『全国方言資料』第7巻の「岩手県九戸郡種市町中野」の条に見える,

fアデァ　ナガッタンダモノエー　　　コメモ　サガナモド-

あてが　なかったんですものねえ。　米も　　魚もね。

は,告知の「ド」をとらえし迫るものか。

○シ〔i〕テ貢二　下-0

知らないぞ。

とあれば,これは明らかに,陳思の「ド(ぞ)」である。私は,県中央の東北部

の内で, 「ソ-　下-。」 (目そうですね.")というのを聞いた。そこでの,
ノ

○ブ〔ii〕ンナグ〔ii〕ッテ　ケッ　ゾO

ぶんなぐってくれるぞ。

は,陳思「ゾ」の例である。

県下に, 「ヅ」の形が見える。 『岩手方言』第二輯(方言絵はがき)には,

「セノビ　スルト　ペコ　ミニルヅO」との文が見える。「ヅ」は「ゾ」に近いも

のか。県下に, 「じ」の形も見える。 『岩手県南昔話集』 (『伝承文芸』第六号)

には, 「‥・・--始めだったじ。」 「そう言って寝たんじ。」などの言いかたが出て

いる。ところでこの「じ」は, 「ゼ」に近いものか, 「ゾ」に近いものか。

私が,県中央の東寄りで聞いたものには,
-メ

○どうどうして　ケッ　ツォ一。
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どうどうしてくれるぞ。

というのもあるO調査時, 「ケッ　ツォ-」が,土地人によって, 「ケッ　ゾ」

に対置された。

県下に, 「ジョ」形もある. 「テニダ　ラ㌻-。」は,土地人の解説によると,

目そうですよ。日であるO　県北の軽米弁でも, 「ソ-ダー　ラ丁-oJ「コーダー

ラ言一。」などと言われているというO高橋藤作氏の『西和賀方言之研究』に

も, 「今度ア降ルジョ　降ルド　降ルック」などと見え,

ドが最も普通に使はれ,ツタは命令型に附いて多く使はれ,ジョは割合に

msm

とある。 『全国方言資料』第7巻の「岩手県九戸郡種市町中野」の条にも,

fキシェ--ナカッタジョ-　ハイ

着せられませんでしたよ,　はいO

などとある。 「ジョ」は, 「ゾ」と対比することができるものかo

複合形の言うべきものはほとんどない。

青森県

やはり,告知・陳恩の「ゾ(自」が,よくおこなわれているo

県下の津軽・「南部」にわたって, 「ゾ(ド)」が見られる.瀧野沢栄一氏の

「津軽方言の語法」 (『方言』第五巻第二号)には, 「ド。標準語の『ぞ』にあた

る」とあり, 「モーワラ-ドァガッコガラクル上。もう子供等が学校から来

る望。」 「コt/ァオモスレ上。これは面白い望。」などの文例が見えるo多く,

「ド」形がおこなわれていようか。

上の「ド」があって,しかも別に,問題の「ド」がある。問いのセンテンス

に出てくる「ド」である。 『五戸の方言』には, 「居だど　は-すんだど」と

いうのが,咽るか　もう夕飯が済んだか」と言いあらわされているoつまり,

問いの「か」が,当方言では「ド」になっている。私が, 「南部」南辺で闘い
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た例には,

○ド音サ　イグ　F-c

どこ-行きますか。

などがある。昔話の中にも,この種の「ド」が出ており,寺井義弘氏の『青森

県南部方言考』に, 「これあ　汝　のだ　ど?」との記事が見える。 『野辺地

方言集』には,

ド(助)疑問のカに当る, 「行くド」は「行くのか」「ソダド」は「そ

うか」。

との記事が見える。八戸市で私が聞いた例をあげるならば,

○じいさんに　アワテ弄㌻タ　ド-0

じいさんに会わなかったか。

のようなのがある0人は,この「ド-」を, 「疑問」と説明してくれた。下北

半島の田名部での一例は,

○コ手首　テ二　シ夕べ　下-0

これはおまえがしたんだろう? ("したのにちがいあるまい。")

である。十和田湖畔でも,

○デ~㌻二モ　イネェー　下二。

"だれもいないか。"

というのを聞いたことがある。多く「南部」地方に,こういう「ド」が聞かれる

のか。いずれにしても,土地の研究者が「疑問のカに当る」とせられる「ド」

である。 「だろう」に近い「ド」かと思われなくもないが, 「行くド」が「行く

のか」であるならば, 「ド」は別用のものかとも思われる。 「南部」南方の剣
ノ

書で聞いた訪問あいさつ("最下品")「イダ　ド。」 (いるかい?)などを見て

いると, 「ド」は, 「ト」に近いものかとも思われてくる。

「南部」地方に, 「ぞ」に相当する「チョ」などもあるか。なお, 『青森県南

部方言考』には, 「たのむ　じよう. (たのみ　ますよ。)」などがある.



358

東北地方では, 「ゾ」の用法に,さほどの複雑さは,まずないようである。

また, 「ゾ」に関する複合形の言うべきものも,あまりないようである。

「ゾ」の異形の存立,あるいは「ゾ」相当形の存立については,別に注意す

る必要がある。

十　北海道地方の「ゾ」ほか

告知・陳恩の「ゾ(ド)」が,大約,全道的におこなわれているのか。鈴木淳

一氏によるのに,函館市では, 「実際には『ゾ』か『ド』か明瞭に聞きわけら

れぬくらい,発音があいまいである。」さまが聞きとられるという。

○ス言シ　ソッチ　ズッす　ゾo

少しそっちへ動いたぞ　　　(50女I--嫁)

は, 『礼文島言語調査報告』に見える,告知の「ゾ」の一例である。

mオ-ユ　　ニマ　カニッテキクゾ-

おうい,　いま　帰ってきたぞ。

紘, 『全国方言資料』第1巻の「北海道美唄市西美唄山形」の条に見える,陳

恩の「ゾ」の例である。 『北海道風土記　童戯と方言』にも, 「えてくるぞ一

行って来るぞ」というのがある。

鈴木淳一氏教示の,十勝本別町での一例, 「バンゲドゴサモ　イガネゾオー

(オレ)」 (今晩はどこ-も行かないぞ。 <わしは>)は,日下-の言いかたのも

のであるという。同氏教示の,小樽での一例には, 「タノムゾ,オィ。(男)」

がある。なお,氏は,小樽ことばについて,
ノ

○オレテンカ(ナンテ)　シネ　ド。

おれなんかしないぞ。

というのも教示せられた。

『全国方言資料』第1巻の「北海道松前郡福島町自符」の条には,

mキョ-　　スコシ　　ダイリョ　シテクド

きょうは　ちょっと　大漁　　　してくるぞ。



第五章　サ行者ザ行書文末詞　359

というのが見えている。

十一　おわりに

「ゾ」文末詞の全国的な優勢は,以上に明らかであろう。 「ゾ」の「ド」と

なったものが,また,全国的にそうとうつよいいきおいを見せている。 「ゾ」

の頻用につれて,わけなく, 「ド」音化がひきおこされたか。

「ゾ」は,単純に,丈表現の敬卑感・敬卑相を色づけているo 「ゾ」の効果

は,つねに端的である。

良品位のものとは兄がたくなった「ゾ」が,ものとしては古来のものである

点は,とくに注意されるo 「ゾ」は,今後,どういう運命をたどっていくもの

であろうoしきりにこれが運用されるようにはならないのではなかろうか。

第五節　「ソ」について

第四節「ゾ」の属のト　はじ捌こ」の中で,私ほ,疑問とされる特別の

「ソ」に言及した。この節では,その「ソ」をとりあげてみる。

「/~)です　ゾ」からの「′一-でっ　ソ」, 「--′ます　ゾ」からの「へノま

つ　ソ」は,ここの問題ではない。 「ゾ」が「ソ」となったと考えられるもの

は,今,すべて論外とする。

山口県下や九州豊前などで聞かれる「それ」系の「ソ」文末詞もまた,今は,

論外とするo (のち仁,代名詞系の転成文末詞の条でこれをとりあつかう。)

今とりたてたいのは,起源不詳の,しかも形は「ソ」とあるものである。

池辺用太郎氏の『熊本県方言音韻語法』には,

それから,此の「見サイ」に「ソ」を附けて「見サイソ,コギ-ヤンソ・

テ,ナツテ　シマック　タイ」(見よ,遂にこんなことになって仕舞った)



360

と,事の意外に驚く--I--0

とある。これでの「見サイソ」の「ソ」が,今は問題の-事象としてとりあげ

1*^寸(-a。

つぎに, 『大分県方言の旅』第2巻の「東国東郡国東町の」条からは,

チョイト　マチョ　ソ-。　　　　マダ　ソコン　トコロガ　-ッキリ

ちょっと　待ってちょうだいよ。　まだそこの　　ところが　はっきり

ワカランネ-o　　モチット　オシ-チ　オクレ　ソ～.
/ゝ

分からないのに。　もう少し　教えて　　ちょうだいよ。

との記述を兄いだすことができる. 「オクレ　ソ-」などとある「ソ-」が,

いま注目される。

九州では,上記二事項が,今,私のとりたてうるものである。 「ソ」が,文

末詞なみのものであることはたしかであろう。

中国地方や四国地方・近畿地方には言うべきものがなくて,中部地方に問題

の事象がある。 『信州上田附近方言集』には,

ソ-ヨソ　　左様にて御座りますよ「マス」の略

との記事が見える。佐伯隆治氏の「信州北部方言語法(上)」 (『国語研究』第十

巻第七号)にも,

ソウヨソ(さうだよ)

ダメヨソ(駄目だよ)

ウソヨソ。

との記事が見える。これらからは, 「ソ」文末詞をとりだすことができるので

はないか。起源がどのようなものであろうとも,今は, 「ソ」が, 「よ」と言

いかえられるものになっている事実が,明らかなようである。ところで,大分

県下の「マチョ　ソ-」や,信州での「ソ-ヨソ」など, 「ソ」は, 「ヨソ」の

複合形で出がちのようでもある。

ところで, 『分類方言辞典』の「小詞」の所からは, 「食エソ,食えよ。越後
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北凱」との記事を兄いだすことができるo　この「ソ」は,どういう「ソ」で

あろうか0 -文末詞とされるものには相違なかろうo辞典にあっても, 「ソ」

が「よo」とされているo押見虎三二氏は,昭和三十二年,越後の中魚沼郡に

「ソ」が多いと語られ, 「丁シテ　ソOソレ訂テ　ソ。」などの言いかたを教示

された。新潟県下に問題の事象のあることは,以上のとおりである。

関東地方には,問題の事象がなさそうであり,東北地方にもまたなさそうで

ある。

斎藤義七郎氏の「山形県北村山郡東根町」 (国立国語研究所報告16 『日本方

言の記述的研究』)に,

so　置賜地方(中国方面になし)に特有。強意。 〔hodasso〕 (そうだよ),

〔honnesso〕 (ちがうよ)

というのが見えるが,この「ソ」は, 「ゾ」を思わせるものではないか。

秋田県下の角館のことば,

・一丁　∴蝣蝣　蝣　　　　・・' is　・　-　　　_

あのねえ。今晩ね。集まりがありますよ。

の最後に見える「ソ」も, 「ゾ」的なものかと思われる。 (-どうも単純な

「ソ」ではなさそうである。)

起源も不明瞭で,ただただ「ソ」の音形が認められるのをとりたてるとすれ

ば,そのものは,上の少事項に限られるようである。ともあれ,もはや単純に

「ソ」音形が認められるのみとなったものは, 「ソ」文末詞と言うことができる。

第六節　「ゼ」の属

-　はじめに

「ここにおいとく　ゼo」 (ここにおいとくよ。)などと言われている「ゼ」
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杏,ここにとりあげる。私はこれを,ザ行音文末詞の一つとして処理したく思

う。

永肝吉太郎氏は, 「終助詞私見,シを中心として」 (『方言』第四巻第十一号)

で「ゼ」をあげられ, 「厭だぜ。男のことばで,目下,叉は遠慮のない問でな

ければ使-ない。」と説明していられる。

「ゾ」と「ゼ」とは,あい似た文末詞と見ることができよう。

「ゼ」に関しては,従来,起源諭の諸説がある。山田孝雄博士は, 『日本文

法学概論』で, 「ぞや」>「ぞえ」>「ぜ」のお考えを示していられる。池上禎造

氏は,国語学会編『国語の歴史』 (秋田産　昭和23年10月)の中の「第四篇

近世」で, 「ゼ」について,

ゾに似て少し軽く主に江戸に用ゐられたといふが,上方のゾヨ・ゾイと関

係があらうが上方にはゼはなかったかなども今後に残す。

と述べていられる。 「ゼ」を「ゾイ」などからの転靴と見ていられようかo

「ゾイ」>「ゼ」は,音靴上,ありうることである。しかし, 〔oi〕達母音の相

互同化をきらう地域では, 「ゾイ」>「ゼ」はおこりにくかったろう。近畿地方

や四国地方は, 「ゾイ」>「ゼ」をおこしにくかったろう。私の郷里方言(内海

大≡島)などでは, 「ゾイ」は頻用されているけれども,これに密着した「ゼ」

はない。 〔oi〕>〔e:〕もない。

「コ二」文末詞の成立を「ヤイ」文末詞から説くむきもあったりするかo抽

象的にはそう考えることが可能である。しかし, 〔ai〕連母音の相互同化が

あり得ない地域では,まず, 「ヤイ」>「-」はあり得なかったろう。

関西の「ゾイ」が,他の〔oi〕連母音相互同化地域に流伝したとしたら,そ

こでは, 「ゾイ」は「ゼ」になり得たでもあろう。

「ゼ」は,一般的には, 「ゾイ」からもおこり得たろうし,また, 「ゾェ」か

らもおこり得たろう。

前田勇氏は, 「終助詞『ぜ』,江戸・上方のそれについて」 (『国語学』 40)で,
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例えば「さあ,行こう」といっただけでは方処性は弱いが,これに終助

詞を付けて「さあ,行こうぜ」というと,たちまち東京弁となる。終助詞

「ぜ」は,東京弁の特徴形の一つだといってよかろう。

しかし京都弁・大阪弁にも,これがある。ただ東京形「ぜ」がまれで,

一般にはその靴形「Iで」の方が優勢なために,他郷の人が気づかないだけ

である。

としていられる。また, 「すなわち『ぜ』の原形は『ぞえ』であり,その昔靴

はzoe>ze:>zeであったろう。」と説いていられる。氏の, 「ゼ」が「デ」に転化

したとのお考えは,他者にも見られるものであろうか。私はしばらく, 「デ」

は「ゼ」と区別しておきたく思う。また私自身の郷里方言によるが,私どもは,

「ゼ」を全然言わなくて「デ」を頻用している。しかも,東京弁などでの「ゼ」

用法にくらべると,郷里方言での「デ」は,いくらか品位の上まわったものの

ようである。少年たちが串となに東京弁の「ゼ」のようなかっこうで「デ」を

言うと,これは一種の愛らしいもの言いになる。この「デ」は, 「で」助詞起源

のものではなかろうかO (-四国地方では「京~-　デー。」 (そうなの。)と応

答する「デ」がさかんにおこなわれているが,この「デ」も「で」助詞からの

ものであろう。) 「ゼ」が「デ」に転化したことがあったかもしれない。が,こ

れを無条件に広く考えることは危険であろう。 「ゼ」と「デ」とは,語形上,

対応関係にあるようでもあるが,用途・品位いかんは,精細に追究してみなく

てはならないことである。

「ゼ」を「ゾ-」起源と見る考えかたが,なかんずく多くおこなわれていよ

うか。

考究のために,あえて一案を付記しておこうか。 「ザイ」>「ゼ」も考えられ

なくはない。 「サ」文末詞の変形「サイ」についても, 「サイ」>「セ」が見られ

たことである(p.211, 241など) 「ザ」文末詞をさきにとりあつかったさい

にも,田中勇吉氏の『越佐方言集』に「ざい」「ぜ」を見ることができた(p.

266)また,剣持隼一郎氏の「粟島浦村の言語(-)」にも「ゼ・ザ-」を見るこ
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とができた(p.267)

起源はともかく, 「厭だぜ。」など, 「ゼ」が単純に文末詞としておこなわれて

いることは,今日のあらそえない事実である。私どもは,現実に即して「ゼ」

という文末詞を受けとることができる。このものは,音相が「ゾ」などにも旗

していて,現実にははなはだ感声的でもある。この点で,いわば共時論的処置

により,私どもは「ゼ」を, 「ゾ」などとともに,ザ行音の感声的文末詞とす

ることができる。 「ゼ」には「ジェ」音のものもあり,また, 「ゼイ」「ゼン」

となったものもあり,関連する「ジ」もある。これらいっさいが,現用の感声

的「ゼ」文末詞とされる。

(以上のような受けとりかたをするので, 「デ」文末詞はここにはとり合わ

さない。)

「ゼ」文末詞の用法としては,男ことばともされている点,さまで上品な言

いかたにはならない点が特色視されよう。局面をかえて言えば, 「ゼ」には「あ

てきめ」の意味作用があるとも言えようか。 -押しのややつよいところがあ

るとも言える。こういう点では, 「ゼ」文末詞と「デ」文末詞とを併置するこ

ともできなくはない. 「あてきめ」の意味作用は, 「ゾ」文末詞にもよく認埼ら

れるものであろう。こうなって, 「ゾ」や「ゼ」をまとめての,ザ行音感声系

文末詞という受けとりかたが容易になる。

「ゼ」が用いられるうちに, 「セ」ともなっている。 「何々です　ゼ。」が「何

何でッ　セ。」ともなっている。 「ありまッ　セ」「行きまッ　セ」などの告知

の言いかたが,関西内で,よく聞かれよう。 (「いくらですか。」とたずねる「ナ
ノ

ンポデ　オマッ　セ。」は, 「ノー＼一ます　-」をとらえし迫るものであろうO)

「′へノダス　ゼ」の「′-一ダッ　セ」もあるのか。 (「/~一、一ダス　ゾ」の巨、一

ダッ　ソ」のように。)ともあれ,結果の「セ」をとらえて,これも共時論的

に処理して, 「セ」を, 「ゼ」に対応する,文末詞の-現実形とすることもでき
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なくはない。この時は,サ行音ザ行音文末詞に, 「サ・ザ」「セ・ゼ」「ソ・ゾ」

の対応関係が認められることになる。

二　南島方言の中の「ゼ」

南島地方には,通常, 「ゼ」文末詞はおこなわれていないのか。

ところで,旧年,私が奄美諸島の方言を,鹿児島市内で調査した時には,沖

永良部島のことばに,つぎのような,女表現末尾の「ゼ」を見ることができた。

○ワ寺号ヤテ　㌻盲二チ　クリラ　ゼーo

"わたしたちの家へ来てくださいませんか。"
′_・-ノ

(「・-一一・ ㌻盲二チクリラン　カヤ-。」は, 「-・-・.来てください

ませんでしょうか。」で,このほうが敬意がより深いとのことである。)

○ウリ亨　ナすガドゥ　シャープタ　云ナ　ゼ-o

これはあなたがしなさったんでしょう?

(「シ′ヤーブタ云ナゼ-」のくぎりかたがわからない。今は,文末の

「ゼ-」に注目して,これをここにかかげる。)

○タル言　ウラグテ　ァヤブタ　云ナ　壱-.

だれもいらっしゃらなかったでしょう?

(やはり文束の「ゼ-」に注目して,この例をここにかかげるO教示

者は, 「アヤブタ云ナゼ-」を,敬語で, 「でしょう」だと語ったO)

不可解ながら,ともかく「ゼ-」の言いおさめがなされているのに注意した

m>

沖永良部島の田皆という集落では,他集落の「ゼ-」に対する「ヂ-」の言

いかたがなされている。 (この表記は,教示者の示されたものである。)

○ウリ青 ウイガドゥ　シャ-ム　アヤブラ デーO

これはあなたがしなさったんでしょう?

は, 「ヂ-」の見える一例である。

解釈困難の用例であるが,ともかく, 「ゼー」 「ヂ-」のこのような現実態を
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とらえ得たことは,回顧して,幸運であったと思う。

南島諸方言の内部に, 「ゼ」関係のものが精査されることをこいねがう。

三　九州地方の「ゼ」ほか

おおぐくりに言って,九州の,だいたい各地方に, 「ゼ」が兄いだされるよ

うである。

鹿児島県下に, 「ジェ」が,

○ロテラゴ京　デテ　ィッタ　ジェ。

六時ごろ出て行ったよ。

などとおこなわれている。小説,獅子丈六氏作『南の風』には, 「うんね,あ
からかへ

ん家ア,唐帰りの家ぜえ」などの「ぜえ」が見える0 -これは,女中が客に

言ったことばである。

『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県薩摩郡上甑村中髄」の条には,

mオラ-　センダイ-　イタチ　クーゼ

おれは　州内に　　　行って　来るぜ。

とあり, 「ゼ」が見える。

宮崎県下の事象としては,例の椎葉村のうちの「うそじゃじい-うそだ」と

いうのをひくことができる。 「じい」は「ゼ」に相当するものか。

熊本県下には,ことに県南・県西に, 「ゼ(ジェ)」の,いちじるしいものが

ある。白石寿文氏は, 「熊本県八代市二見町方言の文末詞について」 『国語教育

研究』第二号)で, 「ゼ」は「ゾ」に似て強調性があるとせられ, 「品位は上と

はいえないO」と言われる。 -自己の意をつよく言う「ずイガ　イ青二　ゼ。」

(だれが<するものか>いやですよ。)などがおこなわれているようである。斉

藤俊三氏は, 『熊本県南部方言考』で,
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ゼ,ゾイ　zoiがe音化してゼになる。水俣附近に少く球磨川沿岸地から

八代に在る。

と述べていられる。

天草に「ジェ」がおこなわれており,
ノ

○ヨ万㌻　ジェ-0

いいですよ。
_--・・4

などとある。「スッ　トジェ-。」は, "自分の意志を言うはあい日であるとい

M

熊本市方面でも「ゼ」が聞かれるo 「デクル　ゼ-。」 (できるよO)は,かつ

て土井忠生先生の採録せられた,熊本市方言での一例である。先生は,この表

現について「下層」との注を加えていられる。渋谷多文氏は,熊本市を出ての

南域の事象「マタクッ　ジェ-O」(また来るぜ。)を報ぜられ, 「ジェ-」

を「卑しい云い方」とせられた。

熊本県下では, 「ジェ」は,総じて,中等度の品位にもおよばない程度の品

のものなのか。

長崎県下では,まず島原半島に「ゼ」がある。 『嶋原半嶋方言の研究』には,

家中語として, 「そら　ぢぢはが　よろこび　なはるぜ。 (それは,お祖父さ

んが喜びなさるよ,) <叔母一一子供>」などの例があげられている。

『全国方言資料』第9巻の「長崎県上県郡上対馬町鰐浦」の条には,

′トポッタジェ　トポッタジェ

ついたぜ　　　ついたぜ

というのが見えるO

五島列島をはじめとして,長崎県西域には, 「ゼ」があまりおこなわれてい

ないのか。

県下に, 「芝居を見に行こう　ジー。」というような言いかたがあるらしいo
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佐賀県IFには, 「ゼ」が比較的よくおこなわれているようであるo県西南部,

長崎県寄りでの「ゼ」例は,

○喜一　ヨ斉　ゼ-。サ首テモ　ヨ斉　ゼ-0

もういいよ。させてもいいよ。　(育男問)

などである。 (一ノ瀬和子氏教示)県東部に関しては,米倉利昭氏の・

目下の者にいうことばは「キャー」「ケ-」 「ジェ-」「ジャー」であるO

との教示がある。

○ネ言ヵラ　イチクワルッ　ジェ-0

「猫から」 (猫に)食われる=ぞ'o

などと言われているという。県東部で,また, 「何々スッ　ジェ-。」は, 「何

何するぞ。 (自分の意志)」である。

県北,唐浮では,城内ことばに, 「勉薗ラニヤ　イすジI~頂。」などが聞かれ,

城外ことばに,

○ヤス言ジ-　-ヨ　イカニヤ　イ有子　ゼ一。

やすまないで早く行かなきゃいけないよO

などが聞かれる。 「イカン　ゼ」については, =たいそうぞんざい日との説明

があったO城外ことばの「-ヨ　イカニヤ　イ前　ゼ-」については,よい

家庭の子に対して,いたわりの意をあらわして日との説明があったo城外こと

ばで,また, 「わしはしてはいないよ。」との陳弁の言いかた,'「オす言-　シ

丁ラフト音二。」がなされており,この「下寺二」とともに, 「トフミ才」白

言ニ」の言いかたがなされているo三者のいずれもが中等品位のものとのこと

であるO岡野信子氏によれば,唐津市神集島の「イ万ソ　ゼ-o(いけないよo)

(青女間)」は, 「イ首ン　ゾ。」よりはやさしいものであるというO
ノ

○テ17タ-　キッヲ　オ丁ニャク丁トラソ　ゼ。

あんたは切符をわしにはくれていないよO

は,私が,唐津市内の/ミスで聞いたものであるo六十歳以上と思われる老女の

発言であった。
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福岡県下に関しては,加来敬一氏の「福岡県方言の語法」 (『北九州国文』第

五号)に,

- 「ゼ」 -豊前区小倉,筑前区筑紫,早良,筑後区八女,三井

との記述が見える。ところで,筑前東部の嘉穂郡下にも,
ノ

○モ　アゲント　モッテ　キテ　ヌッチョルトゼ。

もう,あんなのを持って来て塗ってあるんだよ。 (老女一一-→中男)

などの言いかたがおこなわれている。 (白石美代子氏教示)

筑前太宰府での一例は, 「チ斉ニ　ゼ。」 (ちがうぞO)である.

筑後例を, 『全国方言資料』第6巻の「福岡県三井郡善導寺町」の条からひ

くならば,

m・・-・-・・コゲソ　　　　　シオッタゼ　コゲン　　　　シオッタゼ-

こういうふうに　していたぞ,こんなふうに　していたぞ

などがある。

大分県下にも, 「ゼ」が広くおこなわれているらしい。 『全国方言資料』第6

巻の「大分県大分郡西庄内村」の条に見えるものは,

mオールゼ-

いるよ。

などである。同6巻の「大分県南海部郡上野村」の条に見えるものは,

′イトゥトゥグライ　アルキ　　　　ヤルゼ

5個ぐらいなら　　ありますから　あげましょう。

mヒャッピョ-　ツンヂョリャ　カナリ　ツンヂョルヨニ　アルヂェ　ソゲ

100俵　　　　積んでいれば　かなり　積んでいるよう　だぜ,　　そう

-　ユ-クチ

は　言っても。

などである。北海部郡で私が聞き得たものは,
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_"_　　-I-I I

〇号-　タノム　ジェ-0

まあたのむよ。
ーノ　　　　　　　　　　　　　　　ノ

である。これを聞いた時,人は, 「ジェ-」の言いかたに対置して「デー」を

示した。そうして, =老人はジェが多い。"と説明してくれた。松田正義氏の

『大分県方言の旅』第1巻には,玖珠郡北山田村駅東部落のことば,

○コッカラ　タカズカマジャ　ドレクレーカカルジャロカo　オナゴンアシ

ここから　高塚までほ　どのくらいかかるだろうか。　　女の足で。

S3i

が見える。 「女の足で。」の「オナゴンアシゼ。」では, 「ゼ」が, -あとの会

話からするのに,助詞の「で」と解される.が,別に,文末詞の「デ」もある

ことは,たしかのようである。

国東半島での「ゼ」の一例は,
ノ

○インデーO ムコ--　ネラレル　ゼ。

いいえ。むこうの部星-ねられますよ。　(宿の青女一一・・一一若い男の

客たち)

である。

『豊後方言集』第三韓には, 「イシャドン-　-≡-　ゴロ-ジチ　モラウ

ポーガ　イ-ゼ。 (蝣蝣蝣　-・・見てもらふ方がいゝでせう。)」の「ゼ」例が見え,

また, 「イシャドンニ　-ヨ-　ゴロ-ジチ　モラウ　ホ-ガ　イーデッセo

(-　　見てもらふ方がいゝでせう。)」というのも見えている。 「′(-デッセ」

紘, 「′一＼一デス　ゼ」からのものであろう。

上乗のように,現実の「ゼ(ジェ)」(あるいは「ジ」も)は,まさにザ行音

文末詞として,九州内におこなわれている。

四　中国地方の「ゼ」ほか

中国地方では,概して山陰がわに, 「ゼしジェ＼」のよりいちじるしいものが
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認められようか。

山口県下の「ゼ」は,広くこれがおこなわれているけれども,さしてのこと

はなさそうでもある。 -陳恩の「ゼ」がおもにおこなわれていよう。

広島県下の状勢も,だいたい,山口県下のに近かろう。 -いくらか,より

多くおこなわれているか。

県下の島興部に,
H　　ノ

○ワ耳-　アン才一　-チジューシ　ゼ-0

わしはあなた,八十四ですよ。

などの「ゼ」が聞かれる。安芸北部にも,
ノ

○イティデ　コナサニャ-,ユ亭ニ　アウ　ゼ。

いそいでこなさなくては,雪にあうよ。

などと「ゼ」がおこなわれている。 『全国方言資料』第5巻の「広島県佐伯郡

水内村」の条には,

fマ-　ヨ-ジン　シマヒョ-ゾヨ

まあ　用心　　　しましょうよ。

に対する「mマ-　ヨ-ジン　シマヒョ-ゼヨ」が見える。備後中部では,「ゼ

≡-」とともに「ジョー」がおこなわれている.

『三原市大観』の記事には,

夏空是認」よろしぅございましょう。

というのがある。 「わいの-」に対置されている「ぜ」である。 -陳思の

「ゼ」である。

岡山県下にも,南北に「ゼ」が認められはするものの,北域に, 「ゼ」の,

おちついた存在が見られるようである。 -山陰,鳥取県下の「ゼ」の優勢な

分布に関係があろうか。
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o喜一　デキトルダ首-　ゼ-0

よくできているものか。 ("そんなにできとるものか。")

(自分の田の稲のことを,人の評価に抗して言う。)

は,美作西部での一例である。この「ゼ-」には「デー」も併置されるというO

鳥取県下は,中国で,わけても「ゼ」のさかんな所か。諸文献も「ゼ」をと

りたてており, 「ゼ」 「デ」を合わせ見ているむきも多い。 - 「ゾ」もそこに

考えよそえられたりしている。

因幡・伯者の「ゼ(ジェ)」には陳思・告知の用法が多く,命令表現になるも

のも(禁止命令も)あり,問いの表現になるものもある。
メ

○ウテノ　オTJTッァンモ　嘉一ケ　万ララ言-ダ　ゼ.

うちの父さんもひどいかんしゃく持ちだよ。　(育男間)

は,因幡中部での陳恩の「ゼ」例である。同地で,老女も,
ノ

○ス亭デ　ゴザンシタデショー　ゼ。

すきでござんしたんでしょうよ。

などと言っている。 「ゼ」はあるいことばとはされていない。

「鳥取県倉吉市国分寺」 (『全国方言資料』第5巻)での一例は,
5)

fサー　シュ-ゲソダットコデ　ミニイッタジェ

さあ　祝言だと言うので　　見に行ったんだよ。 5)イソトネ-ショソはノ

である。おなじく「国分寺」の条には,

ノダイジ　シトカニャ　　　　ナランゼ

大事に　しておかなければ　いけませんよ。

ともある。 「ゼ」が命令表現に役だっているか。伯者西部の例として私が聞き

得ているものには,
_ー-　-　　　　_　-ノ

○オ-カタ　テンキダラッ　ジェ-O

おおかた天気だろうよ。

などがある。
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島根県下にも,鳥取県下のにつづく状況が見られる。 (ただしその勢威は,

鳥取県下のには,いささか下まわるのではないかO) 「オテ　ナず㌻　ゼO」 (お

れはなぐるぜ。) 「マンダダ　竜。」 (まだだよ。)は,神部宏泰氏教示の,出雲

での例である。 『全国方言資料』第5巻の「島根県大原郡大東町春殖畑鶴」の

条には,

mタノンマスゼ

頼みますよ。

などと見える。

私が出雲奥で聞き得たものには,
-__…　　　　　　　　一

○亭-,イカ-　ジ〔i〕-0

さあ,行こうよ!

などがある。 「ゼ」ではなくて,およそ「ジ」とされるものが見られる。これも,

やはり「ゼ」の属ではなかろうか。加藤義成氏の「中央出雲方言語法考」 (『方

言』第五巻第四号)にも, 「三キクテテ　ヱイマラン貢イ(行きたってつまら

ないぜ)」というのが見える。 「ズィ」が「ぜ」とされている。ところで,加藤

氏の同論文には, 「旦青首三上星イ斉ン貢イ'(高ければ届かないぞ)」との記述

も見える。 (なお　p.302参照)

隠岐にも「ジ」が見られ, 『全国方言資料」第8巻の「島根県周書郡中村伊

後」の条には,

mマグレタジ-　ミズダ

気絶したぞ,　水だ

と:ら・S。

「ジ」とされている文末詞の本源は何であろう。

石見地方は,山口県下ならびに広島県安芸に摂して, 「ゼ」を存するようで

ある。千代延尚寿氏の「石見ことばの種々相」 (『方言』第六巻第十二号)には,

「しっかり勉強しヨウゼ」などの文例が見える。
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中国地方内にあって,山陰がわに「ゼ」がよりいちじるしいのは,なんらか

の史的事情によるものであろうか。

五　四国地方の「ゼ」ほか

四国地方には,紘体に, 「ゼ」がさかんであろうか。

愛媛県下を見る。陳恩の「ゼ」が,全県下におこなわれている。 (ただし,

県北の内海島l興には,これがあまり見られない。)

○ガ-イテ ビョ-キワ
.I-　<

シマへナンダ　ゼ-

私は今まで,ひどい病気はしませんでしたよ。

は,南予での一例である。県下のどの地方でも, 「ゼ」は,あるい言いかたに

はなっていないようである。

「′`~一一一マス　ゼ」が「′へ一マッ　セ」になってもいる。 -おもには南予で

かo　南予には「′-、一ダッ　セ」の言いかたも見える。

告知・説明の用法の「ゼ」も,南予などにおこなわれている。問いの「ゼ」

が,中予方面によく聞かれる。この「ゼ」が,問いの「デ」にも対応している。

南予に聞かれる,
_　　　　　　　ノ
○ソコ　ト-ラン　ゼ.

そこを通らないのよ。 (そこを通ってはいけないのよ。)

などは,命令表現の-一種とも見られる。

「ゼ」に関する複合形の文末詞としては,まず, 「ゼ」の上接した「ゼヨ」

が注意される。 「ゼヤ」もある。

○ア7　ヵ一　言ン　ガゼヨ-0

あの子は来ないのだよ。

は,伊予南隅での, 「ゼヨ」の見られる一例である。

南予内に,
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-一一_--　　　　　　!

Oイケン　ガトーゼ-0

いけないんだってよ。

など, 「ガトーゼ」の言いかたが聞かれる。土地の識者は,私のこの調査カー

ドに, 「男子の場合は　イケンガトーブヨになる場合極めて多Lo」と注記せ

られた。 「ゾヨ」の「ゾイ」となったものからほ, 「ゼ-」がおこりゃすい。そ

うなのではあるが,土地に〔oi〕連母音の相互同化はおこっていない。 「ゼー」

は,やはり特定の「ゼ-」であろう。

高知県下を見る。県下に,陳恩の「ゼ」が,各階層にわたってよくおこなわ

れている。西部幡多郡下の一例ほ,
-　ノ

○ドッ三才モ　イカン　ゼo

どこ-も行かないよ。

である。 -これは,対等のものか,すこし目上のものか-の言いかたである

という。県下で, 「ゼ」は,わるい言いかたにはなっていないであろう。

告知の「ゼ」もまた,よくおこなわれている。しぜん,念をおすような言い

かたにもなる。問いの「ゼ」もある。浜田数義氏は, 「幡多方言における敬卑

表現」で, 「ありゃいつ行きゃ-ヨ(ゼ)0 (早)」という例をあげられ,

卑の場合の「ゼ」は局部的にしか用いられていないが, 「ヨ」よりやゝ気

分が軽く,親愛の情が深い。ねんをおす場合の「ゼ」 (敬)とは全く別で,

アクセントもちがっている。

と説明していられる。変わった「ゼ」である。

「どうどうしないと　イカン　ゼ。」 (どうどうしないといけないよ。)との

「ゼ」もよくおこなわれているが,これは,陳恩の「ゼ」としてもよく,また,

命令表現のはあいの「ゼ」としてもよい。

土佐弁に, 「コ丁テ ヤッチョイトーゼ。」 (これをやっておいておくれ.)

というような言いかたがさかんである。末尾に「ゼ」が見えるが,これは,今

の問題の「ゼ」ではない。 「′-一て　オーセ」 (「-ておくれ」)の表現法から
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きた「′一、一トーセ」 「/-＼一ト-ゼ」に関するものであるO

県下西辺に「ゼン」の形が見える。 「ゼ」の-態である。

○ドッ苛~モ　イ貢~フ　壱ン.

どこ-も行きませんよ。 ("目上に")

などと言われている。 「ゼン」が,おおかたは,よい言いかたになっている。

「ゼ」に関する複合形には,まず, 「ゼ」の上接した「ゼヨ」があり,これ

が県下によくおこなわれている。

○ド-シテ　ナキウ　ゼヨ.

どうして泣いてるの? (「ナキウ」は「ナキヨル」である。)

は,県中部での一例である. 「ゼヨ」とともに「ゼヤ」もおこなわれている。

諸方言文献には, 「ノーゼ」文末詞の指摘が見える。 『土佐方言集』には,

「の-え」 「の-せ」 「の-ぜ」についての,
0　0　0

三語共二前項の-しこ同ジ。

との説明が見える。 「の-せ」は, 「ノーシ」という「ナモシ(ノモシ)」系の文

末詞におなじものであろうo Lたがって, 「の-せ」 「の-ぜ」での「せ」と

「ぜ」とは,まったく別個のものと考えられる.それにしても,用法の摂して

いることは,上説のとおりである。

○コす寺~二　ヮラ~「フ青ゼ.

これはわしのよ。

では, 「ンガゼ」の複合形が見られる。 「ンガゼソ」もある。

『全国方言資料』第8巻の「高知県幡多郡大月町竜ケ迫」の条に見られる,

fスミゴヤ　ミタヨナ　モンジャットゥロゼナ-シ

炭小足　　みたいな　ものだったでしょうねえ。

では, 「ゼナ-シ」が注目されるO

徳島県下を見る。陳恩の「ゼ(ジェ)」がよくおこなわれている。 「また,栄

てくれよ.ほんまぜ-。」は,私が県南の人からもらったはがきの中の二丈で
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ある。

金沢治氏は, 「伊島言語調査レポート」 (『阿波方言』第三巻第-号)で, 「行

くよ-行くぜ(じえー)」「来るよ-来るぜ(じえー)」について,

これは上郡では"行くぞ'"来るぞ'に当り徳島市の"じょ"に当る。伊

島では"ぜ"を用いる。

と述べていられる。 「じょ」が「デヨ」的なものであることを思えば,伊島で

の「ぜ」が徳島での「じょ」にあたるとせられるのは,もっともと思われる。

告知(しぜんに,念をおすことにもなる。)の「ゼ」もよくおこなわれてい

る。鳴門市で聞いたことばには,

○所によっては,ことばを,ムツカシュー　ニー　トコガ　アル　ジェ-.

所によっては,ことばを,むずかしく言う所があるよ。

というのがあるO県南でも,こういう「ジェ」がよく言われているo

問いの「ゼ」もある。県南では,
ノ

○テレ　ナ手チュ一　首ソ　ジェ-。

あれは何というものだね?

などと言われている。 (金沢浩生氏教示)

命令表現をささえる「ゼ」も見られる。

本県下にも,祖谷に「ゼン」がある。

○言二テ~ヶンノ　ホ-カラ　オイデタ　ゼンO

高知県のほうからいらっしゃいましたか。

は,この地の人の,私-の問いのことばであった。県下に「ゼイ」もあるのか。

『方言資料抄　助詞篇』には,

「ぜい」　徳島県海部郡,那賀郡　○高石zei　　徳王親書氏)

との記事が見える。

「ゼ(ジェ)」に関する複合形の文末詞では, 「ンゼ(ジェ)」がよくおこな

われている。
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香川県下を見る。やはり,全県下に広く,陳思・告知の「ゼ」が見られるよ

ぅである。女性がわに,これのおこなわれることが多いのかo県東部では,
ノ

○ガッコガ　オクレル　ゼ。

学校に遅れるよ. -(「ゾ」と言えば男ことば)

との説明を聞いたことがあるoところで,県東部で私が中年男子から聞いたこ

とはには,
ノ

○-リテ　言-　キータ　ゼ.

針はよくきいたよ。 (神経痛治療)

がある。

『讃岐方言之研究』には,

コt'ヲ書クソヤ至　大・木・香・三ノー部云ふO男女o

r書クソ旦」ともなるo 「ぞ」の変転したものであるo尚「デ」ともなるO

との記事が見える.本書にはまた, 「ト里」など,問いの「ゼ」も見えるo

草薙金四郎氏の『静蚊の方言』には, 「きつきよろぜ(句)聞いて居りな

さいよ。」の文例が見える。

県下での, 「ゼ」に関する複合形の文末詞には, 「ソゼ」があるo

六　近畿地方の「ゼ」ほか

近畿地方もまた, 「ゼ」文末詞のよく見られる地域であるoただし・京都府

下・滋賀県下は,やや事情を異にするのかo

兵庫県下には, 「ゼ」のおこなわれることのさかんなものがあるo淡路島に,

陳思・告知の「ゼ」がよくおこなわれているo (「ジ-」もあるo)服部敬之氏

の「淡路方言における-事象」 (『国文学致』第二十七号)には,

○フこ亨ジニ　オキテナンダラ　貢~行ッ　ゼ。

<八時に起きなかったら遅れるよ。>

との言いかたが見えるO 「京テ丁ッ　ゼ」が注目されるo島南に, 「アッ　ゼ」
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(あるゼ。)などの言いかたもある。

播磨にもまた,陳思・告知の「ゼ」がよくおこなわれており,但馬地方にも

また,同様な状況が見られる。この状況は,鳥塀県下に「ゼ」のよくおこなわ

れているのへよく連続している。

県下の摂津・丹波域にもまた, 「ゼ」が見られる。

県下に(主としては山陽がわに), 「アリマス　ゼ。」の「アリマッ　セ。」,

「～デス　ゼ」の「′--ノデッ　セ」, 「-ダス　ゼ」の「(--ノダッ　セ」,

「オマス　ゼ」の「オマッ　セ」が見られる。壁谷其蔭氏は, 「兵庫神戸の方言

中枢」 (『方言』第五巻第十一号)で,

セ,ゼ(助)意味を和げ穏当にする語O　のだよo　ソナイユーンデッセ
ヽ_.I

そう言ふ風に言ふのですよ。叉デに変靴する事がある。

としるしていられる。

本県下に,問いの「ゼ」もよくおこなわれている。

○ドコイキ　ゼ-O

どこ-行きますか。

は,淡路北部での一例である。

但馬には, 「ンゼ」複合形もよくおこなわれている。

大阪府下にもまた, 「ゼ」がよく見られる。 『方言と大阪』には, 「ぜ」につ

いての「下級な命令調」との説明があり, 「座ってるのんや膏・見たら后前石
己B

ぜ・喰べたら后前方ぜ」の実例が見えるO　ところで, 「了言Lや,もうこれか
hい

ら無い無い云いな,ぎょうきんわたしとくぜ」との例文も見えるo

『大阪弁』第二輯にも, 「ゼ一一よ,下品な命令語である」とあり, 「するの

んやゼ,そんなことしたらあかんゼ」の例が見える。やはり,この種の用法の

「ゼ」がさかんなのであろうか。 (友人教示の例には, 「心配しましたぜ。」 「大

探ししましたんやぜ。」などもある。)

『大阪弁』第一韓には,
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「今貞男さんから,お電話だつせ, -・---。」叔母-弓子(今貞男さんか

ら,お電話なのよ,)

という例が見える。 「/-)ダス　ゼ」の「/-)ダッ　セ」が認められるもので

あろう。大阪弁の「タノンマッ　セ。」 (たのみますよO)などのr-マッ

セ」も, 「/-)マス　ゼ」からのものか。 (「--ノマス　-」からのものがある

としても。) 「(一ダッ　セ」にも「/-一一ダス　ゼ」からのものがあろうO

阪神地方に「(一マッ　シェ」もある。

『和泉郷荘村方言』には, 「ドーヤッセ　　どうですか」というのが見える。

和泉地方に「ゼ」のおこなわれることは,別文献に明らかである。

いわゆる上方にも, 「ゼ」文末詞のおこなわれていることは,上記のとおり

である。

和歌山県下にも,おおよそ全県下に, 「ゼ」が見わたされるのであろうか。

『和歌山県方言』には,中部以北での「カサンゼ　　貸しませんよ」が見え,

西牟婁郡の「イラマ-ゼ　　要りますまいよ」が見える。どちらかといえば,

中部以北に, 「ゼ」が,より見られやすいのかO与田左門氏の曙誓一段活用

動詞の未然形」 (『方言』第八巻第二号)には,

お前達は,六時前に,起きなけりゃ,いけないよ。

オマニラ,六時マユニ,オキヤ-ヤ(或はオキヤナ)イカンゼ

の例が見える。私が,田辺市からはいっての奥地で聞き得たものは,
ノ

oK:二~盲　キティデス　ゼ。

どうせ難儀ですよ。

などである。

県下南部の東牟婁郡下に, 「ゼ」相当の「ジ」があるか。国立国語研究所報告

16 『日本方言の記述的研究』に寄せられた,村内英一氏の「和歌山県東牟婁郡

高池町」の条には,

コノ　ゴ-ン　ス-カカッタルケド　マダ　タベラL,ルジー.
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(この　御飯は　くさりかけているが,まだ　食べられるよ。)

とある。

三重県下では,佐藤虎男氏の「愛知県・三重県海岸線の文末助詞」 (『方言研

究年報』第-巻)に, 「志摩・紀伊におおい『ジェ』は,」とあり,

○テロ　ティタ ジェ-。オーキニー。

風呂あいたぜ。ありがとう。　(育男-一同) 〔曽根酒〕

との例が見える。志摩の神島の事例を,三島由紀夫氏の『潮騒』について見る

・'蝣Cらば,

田　　　　　　　ME

「けふ浜で美え月ひろて,汝にやらうと思うて,もって来たぢえ」 「おは

きに。見せてなア」

などがある。 「ぢえ」とあるのほ, 「ジニ」というのに近いものではなかろうか。

県下に,陳思・告知の「ゼ」が見られるが,どちらかといえば,伊勢北部に,

「ゼ」が多いのであろうかO佐藤虎男氏教示の員弁町での一例は,
-　ノ　丁　-　　I　　ノ
○イク　ゼ-O　不一。トコヤ-　イク　ゼ-o

行くよ。ねえ。床屋-行くよ。　(小男I一一母)

である。桑名地方にも, 「ゼ」がよくおこなわれているらしい。佐藤氏によれ

ば,鈴鹿市では, 「ゼ」が男子のことばであるという。

志摩などでは,問いの「ゼ」もおこなわれている。

福田学氏の「熊野方言における文末辞について」 (『三重県方言』第8号)に

紘,

ソンナコトシタラ　アカンゼ　　そんなこと　しては　いけませんよe

とある。 「アカソ　ゼ」の言いかたは,命令表現とも受けとられよう。

『三重県方言』には,

アノノイセ　　あのね　　阿田和

との記事が見える。 「ノイセ」は, 「ノイシ」に近いものではないか。ここの

「セ」は,上来の「ゼ」には関係のないものであろう。
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奈良県下に,やはり, 「-・ ・イカン　ゼ。」などの言いかたがある。

県東南部での,

○広島という人も,ここ-　キテ寺貢　ゼOキテ青天　ワO

広島という人もここ-来てますよ。来てますわ。　(老女一一藤原)

は,さほど晶のわるくない告知の「ゼ」である。県下に,告知・陳思の「ゼ」
_　　ノ　　　　　　　_

がおこなわれている。小学生たちも, 「アル　ゼ一。デックイ　アル。」(ある

よo絶対ある。)などと言っている.-これは,県東南部で聞いたものである。

『全国方言資料』第8巻の, 「奈良県吉野郡十津川村小原」の条にも,丁奈良県

書野郡下北山村上桑原」の条にも, 「ゼ」が見える。

本県下で,また, 「アリマス　ゼ。」の「アリマッ　セ。」のような言いかた

がおこなわれている。「ありまっ　セ」の意の「アッ　セ」もあるのか。

「ゼ」の「ゼイ」形が見られる。 『全国方言資料』第8巻の「奈良県吉野郡下

北山村上桑原」の条には,

m・=--・・ゲロ-モ　　　スズシーゼイ

わたしの家も　涼しいよ。

というのが見える。

京都府下については,しるすべきものを,私はほとんど持たない。

府下北域についても,私は, 「ゼ」を聞き待ていない。 『丹後網野の方言』に

は, 「『よ』また『ぜ』というべきを『デ』という。」とある。

府下南域ともなれば,いよいよ, 「ゼ」の存在はまれなのではなかろうか。

滋賀県もまた,総体には, 「ゼ」のとぼしい所のようである。 -京都府下

との一体性がうかがわれる。

井之口有-氏の『滋賀県言語生活実態調査と対策』には, 「『ぜ』が『デ』 (女),

『ぞ』が『ド』 (男)に相当する。」とある。
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なお,同氏の『滋賀県言語の調査と対策』には, 「セン」というのが見え,

「よ」とされており, 「25分ヤセン」 (甲南)との文例が見える。 「セン」は,

「ゼン」に近いものなのかどうか。

近畿内に, 「ゼ」に近い「セ」が,いろいろに兄いだされるのかもしれない。

私がかつて,大阪府東南の古市のことばとして聞いたものには,
y

Oフこヶデ　-イテラトレク　セ。

はけではいたらとれたよ。

Oとなりの人が持ってきてくれた　セO

となりの人が持ってきてくれたよ。

などというのがある。 -単純に「よ」の意とされる「セ」がある。さて,こ

れは, 「ゼ」からのものなのか,別系のものなのか。

七　中部地方の「ゼ」ほか

中部地方にも, 「ゼ」が,まずは広汎に認められる。それにしても,地域柾

よっての, 「ゼ」の厚薄が見られる。

福井県下には, 「ゼ」が,かなり見られるのか。 (「ジェ」ともある。)愛宕八

郎康隆氏教示の敦賀市域での例は,

○テノ　ヒT　言ダ　ワ言　オス

あの人はまだ,若うございますよ。

などである。 『福井県方言集』には, 「敦賀郡」の「ポーラ,ドコニウセサラシ

タンゼ-O　子供等は,何処に居たのか。」というのが見えるO

越前方面についで,石川県下が, 「ゼ」をあまり見せないようである.
ー/

私が能登半島西岸で聞いた, 「ナン　ジェ一。」との問いかえしのことばは,

「何　ゼ。?」にあたるものなのかどうなのか。
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国立国語研究所報告16 『日本方言の記述的研究』に寄せられた,岩井隆盛氏

の「石川県金沢市彦三一番丁」の条には, 「取らンゾ(ないぞ)」 「取らンジ(な

いね)」の記事が見える。 「ジ」は, 「ね」に相当するものらしい。どういう

「ジ」なのであろうか。

富山県下には,陳思・告知の「ゼ」が,かなりおこなわれているのか。古く,

『富山県方言』にも「ぜ」がとりあげられており, 「『ぞ』の転なるべし」とあ
0

る。 - 「弱ったぜ」などの文例が見えるO

私が,富山市西北郊外で聞き得たものは,

○テ~二 ツカイマセン　ゼ-

なんにもさしつかえませんよ

○ギュ-ニュー
7

キトッタ　ゼ。

牛乳がきてたよ。

などである。この地で私が「ゼ」を聞いた時は,たびたび, 「ズ」に近くも聞

こえた。また,この地で,
_　　7　　J

Oア盲~三　フすリ　オッタ　ゼ-(ベ-)0

あそこに二人おったよ。
_　　ノ　　　　　　_　　ノ

との言いかたも聞いたo「オッタ　ゼ-」と「オッ夕　べ-」とが出てきたが,

土地の人はこの二者について, ‖ドッテモ　オンテジ　イミ。=(どちらもおな

じ意味です。)と言い, "居ったよ。"であると言った。

本県下には, 「ゼネ」複合形が,かなりおこなわれているらしい。大田栄太

郎氏の『越中の方言』には,つぎの記述が見える。

「あんたヨ,オラ知らんゼネ」などと,自分のことを「オラ」という場

合,男か女かわからないが, 「あんたヨ」という呼びかけに,一種のイン

トネーションがつくと,全く女性の香りがプンプンとする言葉であるO　こ

の場合,実際は知らないのではなく,百も承知で「知らんゼネ」とか「知

らんチャ」というのである。
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新潟県下には, 「ゼ」がさかんのようである。
_　　_ノ

陳思の「ゼ」が, 「キー　タノム　ゼ-。」(まあ,たのむよO)などとおこな

われている。 『全国方言資料』第2巻の「新潟県岩船郡朝日村高根」の条には,

ノウ-ン　デモダ　　オッカネガックゼ

ええ,　でもさ　　恐ろしかったですよ,

などとある。同巻の「糸魚川市砂場」の条には,

mア-　イッテ　クルゼ

ああ　行って　来るよ。

などとある。 『全国方言資料』第8巻の「新潟県佐渡郡畑野村後山」の条には,

m-　　-・ソイL/　ユーンラゼ　　バー

それで　言うんだよ,　ばあさん。

などとある。押見虎三二氏の,県南秋山郷の調査結果にも, 「ゼ」が見える。

告知の「ゼ」もまた,広く見られる。

○ヤサイノ　シマツー　シルモンダクレーダラ~;~

野菜の整理をするぐらいのものですよ。

は,押見氏の秋山郷調査結果に見えるものであるO私が聞いた県北での一例は,

○カンヌッサン　ソ言言デ　ゴザック　ゼ-0

神主さんが,その-んまでおいでになったよ。

で,fl、

剣持隼一郎氏の「来島浦村の言語(-)」 (『高志路』第二〇一号)には, 「セ」

がとりあげられており, 「丁寧の終助詞であろう。」とある。文例としては,

ヌケクツセ(ぬけましたよ?五十嵐源之助氏が調査者に向って使ったこ

とば)

ダメダツセ(だめですよ?粟島採取録)

イヤソダツセ(いやですよ?　粟島採聴録)

があげられている。 「セ」は, 「ゼ」に該当するものなのかどうなのか。促音が
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問題である。剣持氏の上論には, 「ヨムゼ(読むよ　老人-孫)」などの指摘も

見える(p.267)丸茂武重氏の「粟島採聴録」 (『方言託』第三輯)には・

ンダァセヱイ　嫌です。イヤンダッセとも云ふ。内浦

との記述が見える。

本県下の, 「ゼ」に関する複合形の文末詞に, 「ゼネ」の注目すべきものがあ

る。新潟大学方言研究会の『方言の研究』創刊号に見える・ 「新潟県中蒲原郡

横越村川根谷内方言」の一例は,つぎのものであるo

oノ二万ブ　ラン夢イ　テjgタ盲ソダ　首ネo (農家の身代はたいしたも

んだよ。)

岐阜県下にも, 「ゼ」が,かなりよくおこなわれているらしいo (「ジェ」も

ぁる。)ことに飛騨に, 「ゼ」がよくおこなわれているようである。土田書左衛

門氏は, 『飛騨のことば』で,

ぜ(助)親しみの気拝を添えて意味を強める感動の助詞o (そうや-O)

=ぜい。ぜいな。ぜな。　参　えな。

と説いていられる。私が美濃北部で聞いた一例は・
一ノ

○ホンhJ　言㌻チャ　ゼ-0

ほんとのことだよ。

である。飛騨,高山市近在の一例は,

○ウソサー

ノ

アスコイ　イカテモ　ズスジャ　ゼ-0

おまえさんはあそこ-行かれてもるすだよ。

である。飛騨には,上の土田氏の記述にも見えるように, 「ゼイ」形がある.

また, 「ゼソ」形もある。土田氏は上記著書で,

-ぜん(助)意味を強める感動の助乱一に0 -ですよO (あの子が遊

びに来た-0) -ぜえ。

としるしていられる。 『岐阜県方言集成』にも,武儀郡の「ままやぜん-御飯

ですo」が見えるO



第五章　サ行音ザ行者文末詞　　387

「ゼ」に関する複合形の文末詞としては,飛騨の「ゼナ」 「ゼイナ」が注目

される。私が高山市で聞きとめた一例は,

○下二ヵ　タノム　ラ言ナ。

どうかたのむよ。

である。

愛知県に,陳思・告知の「ゼ」が,よくおこなわれているようである。 『名

古屋方言の語法』には,

コノ　本　ワ　ヨ一　面シロェ-　ゼ一　読ンデ　ミヤ-

この本はね,面白いよ,読んでごらん

の例が見える。
ノ

○亭-　イク　ゼ。

さあ行くよ。

は,渥美半島での一例であるo　どちらかといえば尾張地方に, 「ゼ」が,より

よくおこなわれているのでもあろうか。

三河に, 「ゼ」の「ゼソ」となったものが,かなりよく兄いだされる。
--　-　　__…　　_　　一一・・一　t

Oダイブ　ヒヤガットル　ゼン。

だいぶ干あがってるよ。

は,三河西部での一例である。渥美半島で私が聞きとったものには, 「ラ~二ダ
_　　　　-_　　一一・一.I

首ソO」(そうだよ。) 「ヤット　マック　ゼン.」(ながいことまったよ。)など

がある。

○コ手首　貢-O　ヨ貢㌻タ　音二ソ.

ああ,あの子ねえ。よかったよ。 (けがをしたが,不幸中のさいわい,

ひどくはなかったことを言う。)

などの言いかたもある。尾張の『南知多方言集』にも,

オマインター　ワ　ロクジメ-　ニ　オキニャ　イカン　ゼソ。
＼_′

というのが見える。
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尾張地方の, 「ゼ」に関する特異な複合形に, 「ゼモ」 「ゼ-モ」があるo 『名

古屋方言の語法』には,

ナェ-テ　ワ　イカン　ゼ-モ　　泣いてはいけませんよ

などとある.今日は, 「ゼ-モ」が,若い人にはおこなわれにくくなっていよ

う。

「ダゼ」の複合形を認めることもできるo山口幸洋氏の「細谷<嵐扉注豊橋市細

谷>で聞いた『花咲じじい』」 (『土のいろ』復刊第十号　昭和33年4月)には,

畜痕ダー　不判ダーチュ-モアン　デタダ苛。 (′-)だ,小判だ,つてい

うものが出たんだよ)0

との例が見える。 『全国方言資料』第3巻の「愛知県南設楽郡作手村菅沼」の

蝣fcにも,

fソ-スルト　ソイデ　カワクムソデ　ソイデ　ワリト　ヒェ-メシャ-

そうすると　それで　かわくから　　それで　割合に　ひえめLは

ウマイダゼ

おいしいですよ,

というのが見える。

静岡県下にも,陳思・告知の「ゼ」が,よくおこなわれているらしい。早く,

『静岡県方言辞典』にも「ゼ」の指摘があり, 「ソコニ待ッテ居ル里」も, 「語

気をつよめていふ語遣」とされている。遠江にも駿河にも伊豆にも, 「ゼ」が

見えるO伊豆北寄りでの一例は,

○ニヤンナンテ　ィテ耳~一　首二。

「ニヤン」なんて言わないよ。

である。

「ゼン」の形も見える。 『静岡県方言辞典』にも, 「来るぜん」などが見え,

『静岡県島田方言託』にも,

ナイゼン　　ないよ　　無いよ
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などとある。寺田春政氏の「大井川流域方言の概観」 (『国語研究』第6号)に
ち,

0　°　O  o

オレダッテ　ソンナジ　ョメールゼシ(俺でもそんな字読めるよ)ヽヽノ

というのが見える。

ところで,御前崎近くで私が聴取したものに,

○メ -シンダ　ジー.

``迷信だ。"

○イッ予言ず　ジー。

"おなじ。"

などがあるo (「ジ」は, 〔d3i〕とも〔3i〕とも聞かれた。)この「ジー」の言い

かたは, 「ゼ」の言いかたに該当するものか。私が 「メ

いて「迷信だろうo」の意でしょうかとたずねたところ,

^^951

‖メ

チ-O」につ

-シンダ(迷信だ)

というのだ0日と答え,一座の人々が, =はっきりしている。日と述べた。

長野県下にまた,陳思などの←ゼ→が,かなりよくおこなわれているふうで

ある。
-　器らi
Oチガウ　ゼ-.

ちがうよ。

ほ,中央部での-一例であるO佐伯隆治氏の「信州北部方言語法(上)」には,

「オカシイブイo柿が沢山ナッテルブイナo」とともに, 「ソウスルゼ(さうす

るよ)」というのがあげられている。

『上伊那方言集』には, 「じ- (助動)ですよ(敬語) (そ-だじ-)」の

記事が見え,佐伯隆治氏の「信州東筑摩郡方言集」 (『方言』第六巻第十一号)

にも「ジ」があげられていて, 「ますといふことを長上に向って云ふ敬語」と

あり, 「学校へ行くジ,行きますジ」の例文が見える。松本市方面には,
-　　ノ

○イク　ジー。

行きますよ。
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などの言いかたがあるという。 -目上の人-のことばとのことである。 「敬

語」とあるのが注目される。

本県下に,いま一つ,注意すべき「セ」がある。福沢武一氏は, 『信州方言

風物語　第二』で,つぎのように言われる。

僕の子供は二人とも上伊那中部に生れた。 (中略)言葉のはしはしに中

信言葉が飛びだす。 (中略)たとえば,ソーセ(そうですよ)なども,そ

の一つ。アルカヤ(あるのかね)なども同様O

氏は,なお, 『信州方言風物誌　第三』で,

こうして質疑応答の中に,北条氏はソ-セをしばしば使う。標準語にな

おすならばソーデスネ。松本平に愛用される言葉遣い。

と言われる。 『信州方言読本　語法篇』にも, 「せ」があげられていて,

ありゃ　せ- (あれはさ)

さよ-せ(そうですなあ)

などの例がある。これらに見える「セ」は,上釆の「ゼ」には無縁のものか。

-むしろ, 「サ」系のものかとも思われる。

私が,県北の八坂村で聞いたものには,

○シ′音~「首　シテ7ダッ　セ-O

(目しごともしないということ。")

がある。この「セ」は,どういう「セ」なのだろう。

山梨県下については,かかげるべき資料がない。

八　関東地方の「ゼ」ほか

関東地方にも「ゼ」は見わたされるが,その,おこなわれる頻度は,低いよ

うである。

神奈川県下では,日野資純氏の「方言文法論の実践-相模方言を例として
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-」に,

o o o          o

● 「ジェ- (ジェン)」 (断定)-「ロアジジェ- (六時だ)」 (久里浜④) 「盲
_ ___一o  o  o                      o

クニテンジェン(よく似ているよ)」 (衣笠④)等O三浦半島地方一帯にあ
(註lo)

るo　　(註lo)これは「ジャソカ」の弱まり形式であるらしい。 (以下略)

との記述を見ることができる。

東京都下では,まず伊豆諸島に, 「ジェ」が見られる。大島のことばには,

○ヤ貢マズニ　スヤク　イッテラ　言イ　ジェ-0

やすまないで早く行ったらいいよ。 (ぞんざい)

との言いかたがある。大島一郎氏の「伊豆諸島方言における意志と推量の形」

(『日本方言研究会第5回研究発表会　発表論集』昭和42年11月)には, 「大

島方言の意志の形」, 「イッ下手三　ヵフ三一ジェ- (一緒に書こうよ)」との

言いかたがあがっているOこれの「ジェ-」も,本題の「ゼ」に属するもので

あろうか。 『全国方言資料』第7巻の「東京都三宅村坪田」の条には,

fオジサン　　オ/てサンガ　　ナクナックチュジェ-

おじいさん'　あばあさんが　なくなったそうですね。

とあり,また,

m---.・ア-ノー　　　　ミシダダジー

あわ〔莱〕の　飯だったよ。

ともある.この「ジー」は, 「ジェ-」に該当するものであろうか。

『東京方言集』には, 「それやあ桁が違ふぜ」というのが見えている。今日,

都内では,どの程度に「ゼ」が聞かれるのであろう。ことによると, 「ゼ」ほ,

さほど晶のよい言いかたとはされていないかもしれない。

千葉県下に,

○テメダラ　ヤ京丁ダ　ゼ。

あす雨ならやすみだよ。
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などと「ゼ」がおこなわれており, 「(-ノだ　ゼ」の習慣も見られる。 「ゼ」の

「ジェ」もあるか。

埼玉県下の東西に, 「ゼ」が見られるようである。やはり,品位の高いもの

ではないらしいo東部で私が聞いた実例の一つに,

○マルモーケ
ノ　-　　　　　　　　　　　ノ
ノ　サンカクソンデ　イコ-　ゼ-

「まる儲けの三角損」でいこうよ。

(「まる儲けの三角損」については,土地の識者が私のカードに, 「ヤ

ミ商人の合言葉ではないでしょうか?」と注せられた。)

というのがある。県西部の秩父については, 『全国方言資料』第2巻「埼玉県

秩父郡両神村」の条の,

fオラ-　　コドモト　ヤッテ　キタンダゼ

わたしは　こどもと　やって　来たんですよ,

などをひくことができる。

県下に, 「ンゼ」複合形もおこなわれている。

群馬県下にも, 「-だ　ゼ」などと,諸方に「ゼ」のおこなわれるのが見

"-h-: ら-∴　　こ

いゝぜ(句)　前条,前々条の「いゝがあ」「いゝが」と同意。 「よいです

よ」の意。 「ぜ」はまた桐生地方特有の言葉にして使用範囲頗る広し。 「加

減はどうだ?」 「もういゝぜ」の如く使用す。勿論「いゝが」と同様使用

の箇所によっては相手に対して敵意を示し「ふんならいゝぜ」 (それでし

たらよろしうございます,当方にも考-があります)の如く使用する場合

もあり。 「い⊥が」と同様晶なきこと論を待たず,改めたし。

との記述が見える。 「晶なきこと論を待たず」との考えかたが,注目をひく。

栃木県下にもまた, 「ゼ」が見られる。北域で私が聞きとめたものには,
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○アノ　ト-ジノ ゴセンエント　言ったら　デカイ　ゼァ。

あの当時の五千円といったら大きいよお。

というのがある。 「有ア」とあるのが,一種,東北的でもあろうかO

大橋勝男氏教示の宇都宮市域でのものには,
/ノ

○マ-ッテブ　コ首言　テンダ　ゼ-O

まっすぐここ-来るんだよ。
/・・ヽ

○デッテ-　ウ亭才㌻タ　ンセ-.

大きいうちだったんですよ。

などがあるO　ここに「ンセ-」とあるのも, 「ゼ」関係のものか。

茨城県下では,田口美雄氏の「茨城県方言の考察」に, 「ヒドグ　降ツテル

ゼ」などが見られる。ところで,県北で私が若い男の人から聞いたことば,
ノ

○オ7首　丁ニ　ヮ万インダ　ゼO

おれも目がわるいんだぜ。

については,土地の人が, "「ゼ」はここのことばではない."と説明してくれ

た。

「茨城県方言の考察」には, 「ソ一旦(「さうさ」よりも丁寧)」 「ソ-オモー

ノ生二(さう思ふのですよ)」との記述も見える. 「ゼ」相当の「セ」ではない

「セ」もあるので,私どもは,しばしば, 「セ」の受けとりかたに困難をおぼえ

る。

九　東北地方の「ゼ」ほか

東北地方一帯には, 「ゼ」が活発ではないOだいたいは,関東地方の状況に

つづいたものが,本地方にも見られるということか。

福島県下では,主として東部域に,いくらかの「ゼ」が見られがちなのであ

ろうかO野元菊雄氏の「みちのくの巻(2)」 (『方言の旅』)での「福島市・会津若
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松市」の条には,福島市での女性のことば, 「イヤタイシタ大雪ダナィ。道路

歩ク人ワホントニヒドイヨ-ダゼ。」というのが見えるO

会津弁にも, 「ゼ」がありはする。
_-・・ 4

0ォ貢7丁シャス　ゼ-O

おたのみしますよ。

は,その一例である。

宮城県下に関しては, 『全国方言資料』第1巻「宮城県宮城君睡白石村」の

条,'">_

mナ-ソニァ　ネテランネ-ゼ　　　　イソガスクテヤ

どうして　寝てなんかいられないよ　忙しくてねO

というのを,今,私は,あげることができるばかりであるo

山形県下が,ややよく「ゼ」 (「ジェ」も)を示して出色であるo県下の各地

域に,陳思・告知の「ゼ」がおこなわれているようであるo

mヶサ-　カリダ　カマ-　モッテキダゼ-

けさ　借りた　かまを　持って来たよO

は, 『全国方言資料』第7巻の, 「山形県東田川郡朝日村大鳥」の条に見えるも

のである。

斎藤義七郎氏は,国立国語研究所報告16 『日本方言の記述的研究』に寄せら

れた「山形県北村山郡東根町」の条で,

d5e　山形市の女性が用いる。強意壁に当たる。 〔honnaeke d3e〕 (そう

でなかったぜ)

dze　庄内で用いる。イロメゼ(いらないだろうよ)

などとしていられる。外村繁氏の作品「東北」 (『中央公論』昭和25年5月)

には, 「ずいキずいこと,切らったじえo」などの会話文が見えるo

宮良当壮氏の「東北方言と南島方言との比較研究」 (『帝国学士院紀事』第三
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巻第二号)には,

so:da-jo (然うだよ　　　nda一云i: 〔尾花沢〕

との文例が見える。 「so:da-jo」にあたる「nda一云i:」の「云i:」は, 「ゼ」に関

係のあるものなのかどうなのか。

本県下の, 「ゼ」に関する複合形の文末詞としては, 「ゼ」の上接する二形を,

外相繁氏の作品「東北」から引用することができる。

「馬車の仕度,出来あんしたぜや。」

「・・-‥。なあ,おてちゃん,それでも去年は,供出さ,百八十俵出したぜ

す。」

「ぜす」とあるのほ, 「す」が「もし」の「し」にあたるものであろう。 「ぜす」

などができているところは,いかにも東北的である。

秋田県下に関しては, 『秋田方言』の「ぜぁ」 (「ぞよ。」)を見ることができ

る。文例には「山-行くぜぁ。」があがっている。 (平鹿郡)県下に,なにほどか,

またどんな範囲にか, 「ゼ」がおこなわれているらしい0 -- 「ぜぁ」の「あ」

は, 「ぜ」を発音するさいの文末訴え音であろう。

渡辺喜恵子氏の「席瀬川(秋田県能代北)」 (『文芸春秋』昭和34年9月)に

は,女性の,昔話の語りの,

そしたらそれを見ていた姉様も鳥になってしまいあんしたじあえ。それが

杜娘でがんすじィ。

とのことばが見える。最後に「じイ」とあるのが, 「ゼ」に相当しようか。

岩手県下となると,このほうには,陳思・告知の「ゼ」 (「ジェ」も)が,全

県的におこなわれているo東北地方では,山形県下と岩手県下とが,対眠的で

あるか。 「ゼ」が,文末訴え音をともなって, 「ゼァ」ともなっている。

方言関係の諸文献には, 「ヂェ」と受けとられるものも見える。 『釜石町方言

誌』には,
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「ぜ」 - 「チエ」, 「チエア」, 「ヂエア」
)　　　　＼　J　　　　＼　J

念を押し指定する意を表するもの。この助詞は対話の場合,相手によって

多少の差異が出来る。

面白いぜ　　オモシレ-ヂェア　(同等又は下位に) (他略)
己

との記事が見える。

県北「岩手県九戸郡種市町中野」 (『全国方言資料』第7巻)には,

mバパニー　　ニマ　キタゼァ

ばあさんよ,いま　帰ったよ。

などがある。

私が,盛岡市南方の郡下の例としてとらえているものには,
.Ill-I

○下二ヵ　タブム　ジェ。

どうかたのみますよ。

などがある。陳恩の「ジェ」である。県下,中ほどの東部内で聞いたものには,
ー_　　-・!

0ソダッケ　ジェ・-o

Hそういうことであったねえ。"

というのもある。
と

『岩手方言』第二輯(方言絵はがき)には, 「-・--=窓皆開けたソぢえい」

というのが見える。 「ヂェ」の「ぢえい」か。

同第二輯内には, 「増産で頑張ってるンぢえ」というのも見え, 「ンヂェ」複

合形が認められる。

青森県下では, 「南部」地方にも, 「ゼ」はあまりおこなわれないのか。佐

藤政五郎氏の「南部方言靴語序説」 (『郷土号』第四号　昭和11年4月)には,

方言「ど」が「口語」の「ぜ」とされており, 「そろへ--来るど」も「そろ＼-′

来るぜ」と「口語訳」されている。ところで,寺井義弘氏の噴霧蒜苧青森県

南部方言考』にをま, 「おらはのやつこあ落第しだじ」とある。 「ジ」文末詞があ

るのか。 -とはいっても,東北発音下でのことである。 「ゼ」も, 「ジ」と聞
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こえるものになりやすいことではある。

津軽に, 「ジ」が兄いだされるのかどうか。

『青森県方言集』にある「それは岩木山喜.」は, 「ソレ-岩木山サ」と言い

かえられている。ここの「せ」は,問題外のものであろう。

十　北海道地方について

道内の諸調査物には,問題の「ゼ」が兄いだしにくい。

『全国方言資料』第1巻の「北海道美唄市西美唄山形」の条には,

子-・ -　ホゴ　　カンナクテ　　　トッタゴドモ　　　アルナー　トルゴ

そこは　食べられなくて　取り除いたことも　あるね,　取り除

ドモ　　　アッタゼ-

くことも　あったよ。

とある。

十一　おわりに

「ゾイ」>「ゼ」も,所によってはあったかもしれない。しかし,そういう土

地であろうとなかろうと, 「ゼ」が存立するところには, 「ゼ」の, 「ゾイ」と

は語感を異にするものが見られる。 「ゼ」は,多く,中晶程度の表現にかかわ

るものであろうか。 (関東と関西とをくらべると,関東方面に, 「ゼ」の用法の

やや低品位ぎみのものが認められるか.)

「ゾイ」のおこなわれる所に, 〔oi〕連母音の相互同化もおこなわれていて, 「ゾイ」

から「ゼ」ができたとする。そういう所では, 「ゼ」がおこなわれがちで, 「ゾイ」

は,まれなものになっていよ'う。 「ゾイ」と「ゼ」との両立している地域の「ゼ」

は,今, 「ゾイ」からはなれて,比較的自由に,これを,ザ行音文末詞の「ゼ」形

と考えることができる。

ナ行音文末詞で言うならば, 「ナイ」と「ネ」との両存する所については,比較

的自由に, -「ナイ」からはなれて, 「ネ」の本来的な存立を考えることができるo

「ゼ」に,陳思・告知の用法がいちじるしく,これは, 「ゾ」のはあいに似
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ている。両者,いわゆる濁音の文末詞が,ともに,受けとりやすいザ行音文末

詞である。

「ゼ」文末詞の将来性は,どうであろうか。命脈が,よく保たれるのではな

かろうか。 〔e〕母音をふまえた「ゼ」である。訴えの声の大きさの加減が,

穏当なのではないか。 - 「ネ」も,ここに思いあわされるo

しかしながら,濁音詞の効果には,特異なものがある。 「ゼ」が,知人表現

の訴えに広く活用されるようにはならないであろう。

※　　※　　※　　※　　※

ナ行音文末詞・ヤ行音文末詞に対して,サ行音ザ行書文末詞の,等しく感声

的なものがとりたてられるのほ,興味ぶかいことである。前者の〔n〕子音・

〔j〕子音に対して,後者の〔S〕子音・〔Z〕子音(〔d〕破裂音のあるもの

ち)紘,別趣である。

しかしながら, 〔S〕 〔z〕の方向に訴え専用の特定詞が成立したのは,これ

また,自然の理にかならたことであったように思われる。

サ行音ザ行音文末詞にも,単純な「ス」音のものがなく,また, 「ズ」がな

iS>

サ行音ザ行音文末詞とは言うが,濁音詞のザ行音のものは,一種特異であ

る。その訴えかたに別格のもののあることは,上来の記述にはぼ明らかであろ

・"蝣)

このようにして,訴えの文末詞が多彩化されている.自然の風物に造化の妙

が言われるが,わが文末詞額野の中にも,まことに造化の妙とも言うべきもの

が見られる。
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第六章　感声的文末詞「ダ」

-　はじめに

ザ行音文末詞のとりあつかいについで考究すべき文末詞に,感声的文末詞

「ダ」がある。

ダ行音に, 「ダ」以外のものは兄いだされない。したがって,今は,ダ行音

文末詞の名は,用いることをはばかる。 (もっとも, 「ゾ」の転じて「ド」とな

ったものをとり,助詞系の文末詞「デ」をここにとってくれば,ダ行音のもの

三者をまとめることもできるが,それは,特別のたちはで成しうることであ

蝣TO

いわゆるダ行者に, 「ダ」のはかの感声的なものがないのは,意味のあるこ

とではなかろうか。 (「ゾ」の「ド」となったものが,やはり,感声的であるこ

とは言うまでもないけれども,本源が「ゾ」であることは,見うしなうことが

できない。)よびかけの(丈表現冒頭の) 「ッ才一(ッず) (育) (育-)」とい

うのがある。主として四国東部域に兄いだされ,東予内にも土佐内にもこれが

兄いだされる。人によびかけようとして〔d〕音を用いようとする時,母音は,

いきおい, 〔a〕母音のとられたのが自然ではなかったか。このよびかけ音が,

また,しぜんに,文表現末尾での訴え(訴えかけ)音になった。 (文頭のものが,

また文末に生かされることは,ありがちのことである。 「モシ,どうどう。」の

言いかたから, 「どうどう　モシ。」の言いかたもできた。)

限られた方言域においてではあるが,この文末「ダ」音が,方言習慣の中に,

一定的な生きかたをしており, 「ダ」が,文末要素としての安定性を見せてい

る。これはもはや,感声的文末詞「ダ」と見うるものである。

二　分布と生態
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四国東部域と近畿西南部城とに,つまり,この対脈の両地域に,感声的文

末詞「ダ」の存立が見られる。

ここでまた,ただちに,私どもは,一つの疑問をおぼえる。指定断定の助動

詞「ダ」 「ジャ」のばあいには,近畿四国は「ジャ」をきらって「ヤ」におも

むいている。そのような傾向を有する地域に,なぜ「ダ」音の文末詞が存立し

得ているのであろう。 (指定断定の助動詞も,文末に立ちがちのものである。)

ここがまた,文末詞のおもしろいところとも言えよう。こと,文末の特定の訴

え要素ともなれば,これは,指定断定の助動詞とは別個別格の要素である。そ

こには,文末詞の諸形の,きわめて自由な発生があり得たのではないか。 「ヤ」

助動詞の地域に, 「ダ」感声的文末詞がうまれているのを見るにつけても,私

どもは,感声的なものの,文末詞への,もっとも自在な定着が,当然のように

おこり得たことを了解することができる。

四国東部域では,徳島県下に,感声的文末詞「ダ」の存立がいちじるしい。

県下も南部方面に,これがよく生きているか。

私が,南部山地,平谷を調査したところによるのに,まず, 「ダ(ソダ)」が,

間投詞になっているのが注目される。文表現冒頭に立ちうる感声的なものは,

やがて文末詞としても定着するとともに,文中問投の特定詞にもなっているの

が,当然のことかと考えられる。さて,間投詞の「ダ」が認められるのは,つ

ぎのようなはあいである。

○リョ-ホ-カラ　マワッタラ, ダー,なになに　センナランケンド,

CI

両方からまわったら,ダー,何々をしなくちゃならないけれど, -

0

oム前デモ,ソダ,JEヨ-　イレテ　下ラドン　オドッテ　ナニ　スルの

も　あるし, --　。

むかしでも,ソダ,費用を入れて,どんどん踊って,あれするのもあ
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るし, ・　。

人は, 「ダ」を, ‖調子ことば"と言っている。中年以上の人に,これがよく

聞かれるO

ところで,この地の, 「ダ」感声的文末詞としうるものは,老若男女におこ

なわれている。 「ダ」が,文末詞として定着せしめられている証拠は,
I　_　　-　一ノ

○モミ　アルンジャ　ダ-0

(このひえの中には)もみがあるんですよ。

などに見ることができよう。 -「ジャ」と言いきって,そこまでの表現を

ri:」としめくくっている。小男問のことば,

○コノ　ツギ,オ寺-ヤ　㌻ダ。

このつぎはおまえの番だよ。

○ソ-ヤ　㌻ダO

そうだよ。

にも, 「ソダ」の文末詞が明らかである。土地の「ダ」文末詞と「ソダ」文末

詞とには,表現価上の差異はなさそうである。 「ソダ」が出てくるのは,直前

の音との関係にもよっているか。直前が「ヤ」であるばあい,また, 「カ」文

末詞と「ダ」とがむすぶばあい, 「ダ」の前に「ン」がおこりがちである。

○ソ-ヤソ　カ㌻ダo

そうじゃないかよ。

は, 「カソダ」の一例である。

○ソレワ　マコトニ,ヨワットル　ワダ。

それはほんとに,よわってるよ。　(老女一一一大男)

は, 「ワダ」複合形である。

当地で, 「ソダ」は,おとなの,ことに男性たちの会話によく出ている。し

たしいものどうしの,こだわりのない会話の席ともなると,だれもがよく「ソ

ダ」を言っている。加えて,若い人たち,子どもたちも,男女ともに, 「ダ(ソ

ダ)」を言っているのは,私どもに,この文末詞の,現在も,かなり優勢であ
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ることを思わせる。

(平谷の事象については,拙著, 『昭和日本語の方言』第2巻の, 『四国三要

地方言　対照記述』 <三弥井書店　昭和49年10月>のP.171以下で,いくら

か述べている。)

徳島県南東部での調査結果から例をひくならば,まず,
ノ

○ホ-デ　ナイ　デダ-0

そうではありません?　(初老女一一一藤原)
ノ

がある。「ホ-デ　ナイ　デO」(そうではありません?)との言いかたが,一

つ,通用のものであり,かつ,上文の言いかたも,ふつうにおこなわれている。

「デ」文末詞に後接する「ダー」は,いかにも,つけそえことばの面目の明ら

かなものであるo　他例をあげてみよう.

o言-　イ-　ワダーo百一　イチデフアライ　イー　ワダ-0

まあいいさ。まあ一年ぐらいいいさ。　(青男一一一母初老女)

○マず　サテ京　アル　ンダーO

まだサゲがあるの?　(育男I--母初老女)

(「サア」は,手さげ袋のことであったか。)

などがあるO　おとなの男女に, 「ダ」が聞かれる。

四国東部では,香川県下にも,なにほどかの「ダ」分布が認められる。私自

身の,県中部での調査例は,上掲の拙著のp.280にかかげている。その二例は,

○アッチ　イケ　ダ-0

あっちへ行けよ。

○テ~;~テ　ィキマイ　ダ-O

あっちへ行きなさいよ。

である。この地に,間投詞「ダ(ンダ)」も兄いだされる。文末詞・間投詞のど

もらも,おもには,年長の人に兄いだされるもののようである。香川県東部で

調査し得たものには,

○コノ　テガミ　ヨンデ　クレ　ダ。
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この手紙を読んでおくれよ。

○ソナン　シーマスナ　ダ。

そんなにしなさんなよ。

などがある。 『讃岐方言之研究』には, 「来い」を言う「コイダ」などが見える。

香川県下での,感声的文末詞「ダ」の存立の状勢は,徳島県下での,現在か

なり優勢な「ダ」生態には比すべくもないようである。

四国東部と近畿西南部の和歌山県地方との間に介在する淡路島に,しかもそ

の南域内に,感声的文末詞「ダ」が認められるのは,はなはだ興味ぶかいこと

である。今は,淡路東南岸の由良での調査結果をかかげるならば,以下のとお

りである。

まず, 「ダ」間投詞が指摘される。

○ソノ　ヒトガ　ダー ナニ　ヨ-.

その人が,ダー,あれですよ。

○イク　サキノ　ダ-, ・　.

嫁に行くさきの,ダー, ・　。

などと言われている。 「ダ」文末詞の受けとられる例は,

○言-ベ　イTIJタ　ンヨダーo

神戸-行ってたのよ。

O「ナンテラー。」テ　三二アヤ　ダナ-.コ㌻ヮo

「ナンナラ。 (何だい?)」って言うんだよねえ。この土地は。 (方言表

現の説明)

などである。 「ヤ」助動詞のあとにくる「ダ」の,文末詞であることは,明ら

かであろう。この地には, 「ツティ　首ソジャO」 (つらいことだ。) 「ブンカク

ジャ.」 (特別だ。)などと, 「ジャ」助動詞もよくおこなわれている0 -むし

ろこれが,ふつうのものか。 「ダ」助動詞は存在しない。それでいて,上掲例

のように,文末に「ダ」が見られる。文末詞「ダ」である。
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=淡路も,南になるほど,徳島とことばが近い。"とは,土地人の言うところ

である。

つぎには,問題の近畿西南部,和歌山県地方を見よう。 『和歌山県方言』に

は, 「アルユダ　居るのにまあ」「アルユダ　居るのにまあ」(東牟婁郡)な

どの事例が見える。私が,日高郡下で聞き得た例は,

○アタリ言アヤ　ダーo

あたりまえだよ。

○アタリ寺了~ヤ　ダヨ一。

(=「ヨ」がつくのは,ことばによっての調子だ。")

〇百ク　エ一　丁キモ　アテ　ダヨ-0

またいい時もあろうよ。

〇万シンノ　言ダ　イッコモ　ナイ　ワダー。

菓子なんてちっともないわよ。

などである。もとより,当地方は, 「ダ」助動詞のおこなわれる所ではない。

上諸例の「ダ」は, 「ダ」助動詞ではない「ダ」である。

つぎには,南紀の田辺市奥(西牟婁郡下)で聞き得た事例をあげて見る。

○テ㌻チ一　才ヶ　ダー。

あっちへ行けよ。

○オ妄言　テ~;~㌻ト　-イッテ　言イ　ダー.

きみリ　ちょっとはいってこいよ。

○シ,ン下イ　ワダーO

つらいよお。

○カテラ手　タペ　コシず。

皮のままたべなさいよ。

(「ヨシ」も文末詞である。)

○言㌻チ　言イ　ダ言-O
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こっちへ来いよ。

○シン下イ　ワダヨ-0

しんどいわよ。 (つらいわよ。)

などがある。

佐藤虎男氏は, 「愛知県・三重県海岸線の文末助詞」の中で,三重県下,尾

B'O,

○ニ亭ンチョ-　イテト　ユート　こキー　デッ　夢イo

二三町行くと駅に出るよ。 <中男による方言訳>

をとりあげていられる。この「ダイ」は,感声的文末詞「ダ」に関係のあるも

のだろうかどうか。いったいには, 「ダ」文末詞は,和歌山県下に見られるよ

うである。もっとも,三重県南部の南牟婁・北牟婁の二郡は,紀州に属するの

で,この方面も,問題視すべき地域とされる.私は,南牟婁郡下での調査でも,

「ティ　テダ。」 (=ないわね。=)などの「ダ」文末詞例を聞いているO

四国・近畿の地方を出て,そのそとに問題事象の在否をたしかめてみようO

一つに,九州内に,

○トイチッモテ　ダィ。　(鹿児島県下例)

とりつきましょうよ。

○亭マノ　カミサ言デ言ラ丁　ダィ。　(長崎県下例)

山の神様でしょうよ。

などの言いかたがある。 「ダイ」文末詞が,九州西がわに広く認められる。ま

た, 『全国方言資料』第9巻の「長崎県南松浦郡新魚目町浦桑」の条には,

f-　サゾカシ　オチカラ　オトシタデショーダー

さぞかし　お力を　　落としたことでしょうね。

などがある。 「ダー」などとあると,これは,上述の感声的文末詞「ダ」かと

も見られようか。しかし,上の「ダー」は, 「ダイ」の変形にはかなるまい。

さて,その「ダイ」は,九州弁の特色項目「タイ」文末詞からのものと見る考
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えかたもあるとおり,感声的文末詞「ダ」とは,本源を異にするもののようで

ある。

九州に,おそらく,感声的文末詞「ダ」は存在していないだろう。

二つに,中部地方に, 「下-　シタ　ダ。」(どうした?)などの「ダ」どめ

の言いかたが,かなりさかんである。この「ダ」は,すでに文末詞であること

が明瞭で,今,これが,感声的文末詞「ダ」かともうたがわれなくはない。が,

この「ダ」は,おそらく,指定断定助動詞「ダ」にもとづくものであろう。

関東地方にあっても,たとえば神奈川県下で,
_一一・ t

Oオーイ-　ダネ-O

多いよね。

などの言いかたが聞かれる。 「ダネ」と言われている「ダ」も,指定断定助動

詞「ダ」の,もはや,文末詞化したものと見てよかろうか。

東北地方域にも,助動詞「ダ」本源の「ダ」文末詞は見られる。

このようではあるが,純粋の感声的文末詞「ダ」は,広く中部粗方以東に,

兄いだしがたいのではないかo　してみると,四国・近畿での,感声的文末詞

「ダ」の存立は, -ことにそれが, 「ジャ」 「ヤ」助動詞域内でのことである

だけに,まことに注目すべきものとされる。

現地では, 「ダ」感声的文末詞が,かならずLも劣勢化しようとはしていな

い。土地の特定の,ものの好みとも言うべきものか。人間の言語生活上の約束

には,ふしぎとも見るべきものがある。 (-もとより,人は,そのふしぎさ

の中に, -語音上の安定感をもおぼえつつ,よく安住しているのであろう。)
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付　記　「ヒ←」 「ヒャー」

南島地方内に, 「ヒ-」 「ヒャ-」などの文末詞があるらしい。高橋恵子氏は,

沖縄本島内での言いかた,

○マーサ　ミ　ヒ-

おいしいネ。

○ド-シ　ウトゥチェ-シャ　ルークルトゥレ-ヒャ一

日分で落したのは自分で取れヒャ一。

などを教示せられた。

この「ヒ-」や「ヒャ-」は,どういうものなのであろうかOあるいは,感

声的とも見られるものかもしれない0 -そう見てよいとなったら,これらも

感声的文末詞とされる。

参考までのことであるが, 『沖縄語辞典』には,

hii◎ (感) 0 (母音が鼻音化する. 〔Gii〕)目下に呼ばれて応答する語。

ああ。はい。え。 ㊨ (鼻音化しない)目下に呼ばれてぞんざいに応答

する語。ああ。何だ。

hija①　(感)威勢をつける時に発する夢。えい。それ。

との記述が見える。感声的文末詞としてよい「ヒ-」や「ヒャ-」が,認めら

れるのか。
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※　　※　　※　　※　　※

本書に上釆かかげてきたもののほかには,昭和日本語方言上,感声的文末詞

とされるものが,あまり兄いだされないのではなかろうか。



HIE

第七章「カ・カイ」の属

第一節　総　説

- 「カ・カイ」文末詞

上米の感声系文末詞に接して存立するものに, 「カ」がある。 (その発展形に

「カイ」がある。) 「カ」は,準感声的なものを思わせもするが,また,その作

用性からしそ,非感声的とも見られる。 「カ」が本来,文末詞であることは明

らかであろう。

こういう「カ」 (- 「カイ」)は,今,感声的なものの次位の段階でとりあつ

かうのが適当である。

今日の現実では, 「カ」と「カイ」とが,よく対応して存在している。二者

は同格的とも見えるほどである。これらは, 「カ・カイ」の属としてとりあげ

てよかろう。 (-両者の意義・用法がよく関連していて,二者が一体的でも

あることは,多く言うまでもない。)

「ゾ」と,その転靴形の「ド」とも,両々あいならぶほどの広勢力のもの

である。だとしたら,これらに関しても, 「ゾ・ド」の属というまとめか

たをしてもよかったか。否である。 「ゾ」と「ド」とでは,前者から後者

への転靴が明らかである。この点を重視するかぎり, 「ゾ」と「ド」との

対比とりたては,できかねる。「カ」と「カイ」とは,おのおのがそれぞ

れに転靴をおこしてもおり, 「カ」からは「コ」が, 「カイ」からは「ケ

-」ができたりもしているO　こういう点からも, 「カ」と「カイ」とは対

存的とも見ることができる。したがって,この両者は, 「カ・カイ」の属

としてまとめることができる。



410

二　原　態

「ヵ」は,国語史上,古くから存在するもののようである。私どもに可能な

かぎり,古くさかのぼっても, 「カ」の,本来的な文末詞のすがたが見られる。

「今か咲くらむ。 (「今や咲くらむ。」とくらべて見うるもの)」とあったのな

どからすれば, 「か」助辞に感動表示のはたらきもあったかと察せられるが,

文表現末尾に特定的にはたらいた,古典の「カ」は,文献をどのようにさかの

ぼっても,ほぼ非感声化した「カ」である。

非感声化とはいいながら, 「カ」はあまりにも特定的なものであって,古文

献上でも,その風貌は,感声的文末詞とされるものに近くもある。私は,旧来,

この「カ」を,原生単純形文末詞とよんだりしてきたOその感声みとでも言う

べきものは,なおいかようにか解釈しうるかもしれないとしておく。

「もうすんだのか?」とたずねる時の言いかたに,方言上, 「盲二　貢ソ

ダ　ソカィ。」というのがある。広島県地方などでは,このような言いか

たをするとともに,また, 「盲二　貢ソダ　ソネ。」との言いかたもしてい

る。後者の言いかたにうちかさねて観察しうる前者の言いかたは, 「カイ」

が,問いとはいいながら, 「問うて納得する」意に用いられている。単純

な問いではない「カイ」には, 「ネ」とも言いかえられるとおりの,やや

ちがった情調がある。いわばここに, 「カイ」の感動みが感じられなくは

ない。

「ヵ」にどのような感動みが認められることがあっても,それは,ナ行音

文末詞などのばあいの感動萩とは,比較にならないものであるoすなわち,

文末詞「カ」は,たとえば「ナ」と,おおいに性質を異にする。この点を

深く理解するとすれば, 「カ十については,はば,非感声化が言えること

になろう。
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三　今日の段階での「カ・カイ」

「カ・カイ」は,明らかに,問いの語義を示すことを本体としている。

ちなみに, 『岩波古語辞典』巻末の「基本助詞解説」の条には, 「か(疑問・

詠嘆)」についての「表現者自身の内心の疑問を自分自身に投げかける意

が原義と思われる。」との説明が見える。

「カ」のはたらきは, 「自分で思う気もち」を,ただそれとして全的に吐露

するというようなものではない。これゆえ,非感声的ともされる。ここに,文

末詞に関しての,言語機能の-進歩があるともすることができようか。

「カ・カイ」の地位を図示してみたい。

ナ行者文末詞・ヤ行音文末詞

1

サ行音ザ行音文末詞

∫

カ・カイ

転成文末詞

「カ」が,次下の転成諸文末詞と大きく境されることは,言うまでもない。

さりとて, 「カ」は,サ行音ザ行者文末詞に直接するものでもない。サ行音

ザ行音文末詞およびナ・ヤ行音文末詞には,原義的なものがなく(意義素をと

りたてやすくはなく), 「カ」には,問いの原義がある。 (今日は, 「カ・カイ」

は,疑問指示を本体とするものである。)

この「カ」に関して,時枝誠記氏が, 「対人関係を構成する助詞,助動詞」

(『国語国文』第二十巻第九号　昭和26年12月)で述べていられるところを

引用しておきたい。氏は, 「どうだ,欲しいか。」 (いま一例は略)のもと

で,つぎの記述をしていられる。
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右の例の「か」は,勿論, 「欲しい」 (他略)というような詞について,そ

れに対する疑ひを表現してゐることは事実であるが,同時にそれは,聞手

に対して話手が疑問を投げかけて居ることを表現してゐるものであること

も,無視してはならないことである。

:　・i !:・'蝣.'・'.

考えてみると, 「カ(-カイ)」は,ずいぶん特定的なものである. -特定

詞である0 -個の「カ(-カイ)」が存立するだけであって,類線形がないo

(「ナ」 「ノ」 「ネ」というようではない。)分化をおこすことなく(あるいは,

分化のおこりようもなくか。)ひとり〔ka〕音が疑問表現にはたらいてきたのは,

思えば,異とすべきことである。 (-正常とすべきことでもあったか。) -

〔k〕音に,ことの奥妙さが認められるようでもある。

もとより, 「カ・カイ」は,詞である。「ヤ」などとおなじく詞である。 (ち

なみに, 『岩波古語辞典』には, 「ヤ(質問・命令・反語)」についての「最も

古くは感動詞として,掛け声に用いられた語である。」との説明が見える。)方

言上の「カ」に,文構造内での承接の約束はない。 「カ」が,遊離孤立の成態

としてはたらいている。

五「カ」形態の展開

「カ」は古来のものであって,現代のたいせつな文末詞である。これの利用

されることは,絶大である。

展開形「カイ」のことは,すでに述べた0 -この「カイ」も,まったく一

個の成態なので,これに相互同化もよくおこっていている。 (「ケ-」や「キャ

ー」など。)

成態「カイ」に, 「カ+-」からのものもありうるだろうか。ただ,私の

郷里方言などでは, 「-」文末詞はなくて, 「カイ」がある。

「カ」の「カソ」もできているo「カ-」からは, 「カイ」も「カソ」もでき
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やすかったであろう。 「カソ」は,四国地方内などでは, 「カ」というのよりは

よい言いかたになっているO 「カ」「カ-」に対する「コ」「コ-」は,晶位差

を示すことが,あまりないであろうO

「カ」「コ」につらなる「キ」もある。

転靴形「ク」は,兄いだしがたいのではないか。

六　用　法

「カ」形態の展開の結果の各相ごとに,その用法の吟味されるべきは,言う

までもない。 「ケ」は,おおよそ,品位が低くなっていようか。 「カイ」そのも

のも,一般には,上品に用いられることが,あまりないだろうOもっとも,北

海道でなど, 「ネ」「ネ」と言われる中で「カイ」と言われるのなどは,品仕の

低い言いかたではないのだろうと想察される。 - 「カイ」がずいぶん耳だっ

のであるが。

「カ」そのものの基本的な用法は,だいたい,つぎのようにまとめてみるこ

とができる。

①　単純な問いに用いるo (単純問尋　例「どちらへいらっしゃいます

-1.1-」)

②　合図・うなずきの意味で,あるいは愛想の表現で,つまりは納得の気も

ちで「カ」の問いかたをするo (納得問尋　例「やあ,お出かけです

'.',.!)

③　勧誘の意をもって「カ」の問いかたをする。 (勧誘問尋　例「いっしょ

にいらっしゃいません　カ。」)

④　反問反駁の意をもって「カ」の問いかたをするo (反問反駁問尋　例「だ

れもいないじゃないです　カ。」)

⑤　叱責や否定の意をもって「カ」の問いかたをする。 (叱責否定問尋

例「だめじゃない　カ。」)
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⑥　告知の意をもって「カ」の問いかたをする。 (告知問尋　例「熟がある

じゃありません　カ。」)

⑦　自得の意をもって「カ」の問いかたをする。 (自得問尋　例「さあ,出

かけるとする　カ。」)

⑧　詠嘆の意をもって「カ」の問いかたをする。 (詠嘆問尋　例「`ぉれは河

原の枯れすすき'ヵ。」)

ありうるはあいを,ややこまかく整頓してみようとした。さらにこまかくと

なれば,諸項目のあいだに新項目を加えることもできるようである。ひるがえ

って,上の八項目の簡素化を考えることも,またできるo

「ヵィ」に関しても,用法上の諸項目の考えられることは・上のに煩したも

のがある。

七「カ」に関する複合形

「ヵ」の後接する複合形態は,あまり見られない。ナ行音文末詞の「ナ」や

「ノ」に「カ」が接着して, 「ナカ」や「ノカ」ができたりはしていないo (「知

らない　ノカ。」などの「ノカ」の「ノ」は,転成の助詞系文末詞であるo能

登方面に「ノ-ケ←」というのがあるが,これの「ケ-」は「コレ」系の文末

詞かと思われるので,この文末詞も,やはりここにとなたてることはできな

い。)ヤ行音文末詞の「ヤ」や「ヨ」に「カ」が接着して「ヤカ」や「ヨカ」が

できたりも,また,していない。

助詞系の転成文末詞「ノ」あるいは「ソ」に「カ」の接着した「ノ(ソ)

ヵ」,おなじく助詞系の転成文末詞「ト」に「カ」の接着した「トカ」 (「トカ

イ」なども)が,まずは, 「カ」後援の複合形文末詞の代表者であろうo

「ヵ」が前接した複合形文末詞は,多彩である。疑問・問尋を原義とする

「ヵ」文末詞のことである。複合形は,このがわにできているのが自然であろ

う。
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まず,ナ行音文末詞との関連では, 「カナ」 「カネ」 「カノ」などができてお

り,ヤ行音文末詞との関連では, 「カヤ」「カヨ」などができている。 「カイ」

ち,ナ行者文末詞とのむすびつきで, 「カイナ」 「カイノ」などとなっている。

ヤ行者文末詞とのむすびつきでは, 「カイヤ」「カイヨ」などとなっている。

-転靴形のことは,言うまでもない。

「カ」がまた, 「ワレ」形の文末詞「レ」と結託して, 「カレ」文末詞をおこ

してもいる。 「モシ」系の文末詞とむすびあって, 「カシ」などにもなっている。

「カ」も「カイ」も,じつによく他文末詞と結合している。

「カ」が,前接するものにせよ後接するものにせよ,複合形については,一

般にその緊縮度が考えられることは,もちろんである。このことは,ただに,

今の問題にとどまるものではない。

一般的な立論であるが,複合形文末詞は,話し手の意識にたよってばかり認

定していてよいものではなかろう。かといって,研究者の私意ばかりで複合形

を把握しきってよいものでもない。ここには,いわゆるメソタリズムといわゆ

るメカニズムとの調和をはかることが,要請されている。それにしても,複合

形のアクセント相に,ときに問題があったりして,妥当な複合形把捉が,しば

しば困難である。

」
第二節「カ・カイ」の存立と活動

-　南島地方の「カ・カイ」ほか

南島方言下には,問いの「ガ」のおこなわれるのが注目される。それはのち

に述べることとし,まずは, 「カ」形のものの存立をたずねてみる。

先島の与那国島では,つぎのような「カヤ」がおこなわれているという。

○ツ-ニヤイ-ムリャヌ　ナイヤ　アマイアラヌ　カヤ-o　オ-o
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長浜の苗は余りがないかしら。　(初老男1--中男)

これは,高橋俊三氏の,麦記して示されたものであるO 「カヤ」がよくおこな

われているらしいo

不凍魔すなわち宮良当壮氏の「風雪(3)」 (鴫琉球文学』第1巻第3号

昭和35年3月)には,

方良老人は簡単に「ソ,ワ-ヤ　シィム　斉才」 (左様,お前は下-行く

のか)とやや横柄に答えていた。　　く八重山>

との記事が見える。これには, 「カイ」が見える。

沖縄本島に関しては,その属島伊江島の方言についての,生塩睦子氏の報告

「沖縄伊江島方言の文末表現」 (『方言研究叢書』第5巻)に, 「カ」 「カヤ」の

記述を見ることができる。氏は,

自問の意をあらわすもう一つのいい方に, 「-カ-」, 「-カヤ(-)」にお

ある場合があるo

Oキーグ万マ　マ一　首　ティッ盲-サソ　ナタカ-0

<　木車は　　　馬　　が　　ひきこわき　　　なかっただろうか。>

○ア手-　ジュ-三　ヵヤo

<あれは《あの子は》十二かなあ。>

としていられるO (あげられている四例のうちの前線二例を引用した。)なお,

「老人層においては『-カT』と『-カヤ(-)』に使いわけはないが,中年層

以下では『-カヤ-』は首否をたずねる質問法としてふつうに使われている。」

と説明していられる。

沖縄本島で「ガ」が「カ」同然に問いに用いられている実例をあげてみるO

高橋恵子氏教示の,コザことばでの実例は,

○ウヌ　ワラべ-　マーヌガO

この子供はどこのか。

などであるO氏は,問尋の「カナ」の意の「ガヤ-」はかも示していられる。

大橋勝男氏は,昭和五十年に,新幹線車中で,那覇市の高校女生徒とその姉君
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とから那覇ことばを聴取し,その結果を私に教示された。その中から, 「ガ」

の例をとり出してみるo

O貢二　シチョ-　斉.

何してるの?<普通品位。友だちに。>

○ナマ　ナソラ　ガ。

今何時だい?<友だち,年下に>

○寺~ニラヵイ　メソラ二タ　貢O

どこ-いらっしゃったのですか。

「ガヤ」の例は,
s　　_

○マ-ソカイ　ガヤ-o

どこ-行くのかなあ

であ・a。

以下には,与論島以北の「カ」系のものを見ていく.与論島には「ワーサ-
_-.I-I

アラン　カヤ-。」 (私のではないのかねえO)などがある。

沖永良部島にも, 「カヤ」の言いかたがある。 「私のうちへいらしてください

ませんか。」との,目上への言いかたが,

○ワ幸手ヤテ　㌻盲二チクリラン　カヤ-。

などとなっている。「-・・ ‥　タボ-ン　カヤ。」などとも言われている。「そ

うかしら?」は,

○斉フディロ　カヤ。

である。

徳之島については,今,私は,言うべきものを持たず,奄美大島について,

つぎのようなものをあげることができる。
器ら

○青ニチ　イ首シクリ〔i〕ソショ.)ヨロ　カイO

うちへいらしてくださいましょうか。

○ナソ干　す二チ イモリソショソ　カィ。

あなたはどこ-いらっしゃるんですか。
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「カイ」がよくおこなわれているらしい。単純な「か?」の問いの時にも, 「カ

イ」がよく言われている。 「今晩は雨が降るだろうか。」などの「----　降る

だろうかO」の時も,「フす言-ラン有イ」「・.-　フラン　嘉.」であ

る。ところで, 『方言学講座』第四巻に見える寺師忠夫氏の「奄美大島」に関

する記述には, 「ワガ　シロ　カイ(私がしようか).」「タッカ　スル　カヤー

(誰がするかね)。」などが見え, 「ワガ　シロカ(私がしようか)。」「タッカ

スルカ(誰がするか)。」などが見える。 「カイ」と「カ」とがならびおこなわ

れているのであろう。私が聞き得た「カヤ」例もあげておく。

○ウ斉シ　イッ京イ　キ〔i〕リンショレ〔号〕バ　アツ耳ヤ　ア1)ヨ-ラ

'　-nヤL,

そんなにたくさん着なさったら暑くはございませんか?
=.

喜界島にも, 「カ」が見える。 『喜界島方言集』には, 「カ」についての,

疑問の助詞。か。であらうかと問ふ語で,自問的にも用ひられる。汝はす

るか,汝はであるか及び汝はしないか,汝はでないかの形で問ふ場合には

用ひないのが普通であり,又動詞過去形の「チ」 「ヂ」 「ティ」「ディ」形
.ら　　　　　　　　　　　　　　△

語尾にはナを用ひカは用ひない。しかしてカは疑辞,不定称が上に来る場

合に用ひる時は,ヨより問ひかける意が弱くなる。

藤原注　△の符号をつけたものは, "その子音〔k〕 〔t〕が無気音なる事を示す。"

という説明がある。一つの例を引用しよう。
△

ウレ-　イシ　カ
△

それは,石,だらうかO「ウレー　イシ　カ　ヤ-」とすれば,自問の

形となる。

二　九州地方の「カ・カイ」ほか

鹿児島県

本県下に, 「カ・カイ」のおこなわれることはさかんである。総体には, "疑
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問の語"と見られる。

はじめに, 「カ」について見よう。もとよりのこと, 「問いの用法」が普遍的

である。 「カ」は,ぞんざいにもていねいにも用いられている。
一... I

Oニュッケ　ナイゴッ　カ-o

H暑いのに何の用か。"

これは,普通度の言いかたであろう。
ノ

○コン　テガンヌ　ヨソデ　ミヤックモ-ソ　カ。

この手紙を読んでみてくださいませんか。

は,ていねいな言いかたになっている。薩摩南部の,

○モ-　ネッガ　デソ　盲~テ　斉-o

もう熱が出ないものだろうか。 (もう熱は出はすまい。)

の言いかたは,方言みゆたかなものとされるか。 「カ」が,応答・受けひきの

言いかたにも役だてられている。反語法をささえるばあいもある。 「どうどう

しない　か。」と言って叱るはあいもある。

さて,薩隅地方には, 「カイ」のおこなわれることが,いちだんとさかんの

ようである。非九州では, 「カイ」の用法に「カ」の用法とはちがったものが

ありがちで,用法上では,両者の,区別されることが多い。しかし,薩隅地方

では, 「カイ」がしばしば, 「カ」同然におこ於われている。この点, 「カイ」

での,薩隅方言の特色が大であるO 「カイ」の例を見ようo種子島の一例は,

○オT-サソナ　ドア二　ィ盲㌻す　す二ィO

お父さんはどこノ＼行かれたかね。

である。 『全国方言資料』第6巻の「鹿児島県枕崎市鹿寵」の条には,

′-イ　ナニュ　アゲ　モソカイ

はい,何を　　あげ　ましょうか。

というのが見える。私が大隅南部で得た例の一つは,

○オヤッドソテドテ-=　ォサイヂャシクロ　首ィ。

お父さんはどこへいらっしゃったでしょうか?
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である。「だろうか」の「-ロ　カイ」が, 「(一ド　カイ」ともなっており,

この「′一、一ド　カイ」が,よく,薩隅方言を特色づけている。

○アタイ斉イ　オサイヂャッタモソ下　ヵィ。

わたしのうちへいらしてくださいますか。

などは,よく聞かれるものである。

○ア丁~下　すィ。

雨だろうか。

というのでは, 「カ」同然の「カイ」が明らかであろう。問いの「カイ」が,

上品の表現にもよくおこなわれているのは,注目される。本県出身の井上親雄

氏は, 「カイ」について, "老幼男女が目下や目上に対して用いる。"と教示さ

れ衷o 「カイ」の用法には,応答・受けひきの用法もあり,さそいの用法もあ

り,自己の意志を種々に表明する用法もあり,いわゆる反語の用法や命令の用

法もある。叱るはあい,反駁するはあいなどなど, 「カイ」の用いられること

が自由である。しかも,この自由さが,広く県下に(島興部にも)見わたされ

る。

わたしが,教へて上げよう。 〔オイガ,オシュウカィ。〕 (宝島)

は,書町義雄氏の「吐噴射諸島方言」 (『旅と伝説』第十三巻第四号)に見える
＼

ものである。

つぎに, 「カイ」の転靴形「ケ～ (ケ)」を見よ　う。上村孝二氏は, 「鹿児島

県下の表現語法覚書」で,

薩隅方言的な疑問の助詞は,ヤとケであろう。共に既述のナよりも丁寧

度が薄く,むしろ親しみを表すと言った方がよい。 (中略)ケは,カイの転

靴であるから自答にも用いるは勿論で甑島ではキャー・ケ-というO

と述べていられる。瀬戸口俊治氏は,

「カイ」がこうした自問的な面をもつのに対し,純粋な質問の形をとる

場合に「ケ」或は「ケ-」が現われるo

oテゲソジャイ亨イ　ケ。
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"そうでありなさいますか。日

とされるo 「ケ」は,一般に,同等以上の人につかわれるようである。井上親

雄氏は,北薩の,氏の郷土弁について, =日常最も多く用いられるていねいな

言い方である。老幼男女がどんな人に向っても用いる。相手との距りが遠い時

は高く,或いは高い調子で長く,近い時は低い音調で用いられる。日と言われ

るo県下で「ケ」の短呼がふつうであるが, 「ケ-」も,ときに,しぜんに生

起しているo甑島の「ケ-」の例は, 「-イシ　テ二。」 (江石かい。)などであ

るo山下光秋氏の「鹿児島県鹿児島郡谷山町方言集　下」 (『方言誌』第八輯)

には,

ヂヤイケ-　　そうなんだよ
ヽ〉

-タイケ-　　-だもの, (例)オモシトナカタイケ- (面白くない

んだもの)

などの例が見えるO　ここに,変わった「ケ-」があるo

県下に「カ」+「オ」の複合形が見え,薩南では, 「ドテ　ィッ　カオO」 (ど

こへ行きますかo)などと言われている。この「カオ」が「コ～」に転化して

いる。薩南で,

○オ青首 ナイ　スイ　コ-o

あんたは何をしますか。

などとある。この例について,瀬戸口俊治氏は, 「カオ」>「コ-」を説明せら

れた。「コ-」は,短く「コ」ともある。ただし,
ノ

○ラ二ダ　ミヨッカ　コo

まあ,きれいだこと。

は,また瀬戸口氏教示の,薩摩半島東南部での「コト」例である。上村孝二氏

は,前記論文で,

なお薩摩半島の南端や甑島,口永良部島ではカナという助詞を丁寧な疑問

に使う。

と述べていられ,さらに,
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やはりカナの行われている右の地方と出水郡,それから大隅の沿岸部で

は　カオ・コ-・コを疑問に使うO

と述べていられる。福里栄三氏は, 「大隅方言概観」 (『方言』第四巻第五号)

で,「アガソト　ヲ　ノマセソ　コ　あなた　のの(乳)を飲ませなさい

な」などを示していられる。薩隅の「コ」は, 「カオ」からのものであろう。

他地域の,ことには中国地方以東では, 「カオ」からではない-「カ」から

の単純変化かと思われる- 「コ」が革められるO

※　　※　　※

本県下の, 「カ」に関する複合形の文末詞としては,なお, 「カ」上接の「カ

ヤ」「カヨ」「カイナ」「カイネ」などが指摘される。

「ヵ」下接のものでは, 「トカ」 (「トガ」も)が優勢である。 -これは,

全九州的なものでもあろう。

○チャンナ　ドケ　イタ　トカ。

父さんはどこ-行ったのか。

は,硫黄島での一例である。

○オアソヂャッタ　丁ヵ.

会いほしなかったのか。

紘,大隅高山での一例である。 「トカ」が白カヨ」ともある。

「トカイ」もおこなわれており, 「トケ」もある。
'ノ

○ワッコド言ド首　イッ　トケ。

おまえたちはどこ-行くのか?

は,大隅東岸での,疑問の「トケ」の一例であるo

oヵマテドテ　ヤッタトデ。

鎌はどこに置いたのかなあ。　(中男--中女)

は,薩摩半島東南部での,瀬戸・口氏教示例,よわい質問の「トケ」であるo

「トカイ」が「ツカイ」にもなっている。薩摩半島の南辺での一例紘,

○オトッツァソナ ドケ　イカシク　ツカィ。
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お父さんはどこ-いらっしゃったのかい?

である。

「ドカイ」がある。

○ヨカ　テン亭　ゴアソ　下ヵィ。

いい天気ですね。

などと言われているo「ドカイ」は, 「ゾカイ」かoそれにしても,この「カ

イ」の用法は,独特であるO

宮崎県

「カ」は,問いによく用いられるとともに,推量・おしあて・抗弁・命令・

依頼・感嘆などに用いられるo問いの,県中部西奥での一例は,

○トTヮ　ドテ　ィ首才タ　カ。

父ちゃんはどこ-行かれたか。

である。

○妄言トコジャ　享-　カ。

"おるどころじゃない。かならずおる。日

は,抗弁というほどではない,つよい応答の一例である。

○ド一才リッパナ　モソ　カ.

なんときれいなものだろう!

は,同地方での,感嘆の一例であるO県中部東での感嘆文の一例は,

○ラーソO下シタ　ケビ　ムン　カ。

う-んo何というけむいものかO　　(育男)

であるo (橋口巳俊氏教示) 「カ」は,県下で,同輩以下に対して,らくな気も

ちでふつうにつかわれていよう。

東臼杵都下に, 「ト　シタトカソ。」(どうしたのか?)の言いかたがあ

ると,かつて教えられたことがあるo 『全国方言資料』第6巻の, 「宮崎県日南
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市妖肥町」の条には,

fソ←クヮ-ソ

そうですか

というのが見える。 「クヮ-ソ」は,何だろうかO

県下にまた, 「カイ」がよくおこなわれている。
器ら

○ナソ首㌻チャロ　カィ。

何ごとだろうか?

は,県中部西奥での,問いの「カイ」である。この地方で, 「あれは鳩だろう

か?」という単純な問いにも, 「アテ　-丁ジャロ　カィ。」と言われている。

○アシす-　アメジャロ　カィ。

あしたは雨だろうか。

は,県中部東での,推想疑問の「カイ」である。応答の「カイ」もあり,さそ

いの「カイ」もある。「カイ」が「カーイ」ともなっている。「カイ」「カ-イ」

は,やはり,同等の人などに気がるくつかわれていよう。

「ヵイ」の転靴形「ケー」「ケ」もおこなわれている。主としては,県西南

部域にこれが多かろうか。橋口巳俊氏教示の県中部での一例は,

○--o　ソ-　ケ。

ええ。そうかい。　(育男間)

である。 『全国方言資料』第6巻の「宮崎県東臼杵郡南方村」の条に見える,

fコレヤ　　コメオ←　モ-　モ　ウル　ホーガ　イーワッツチカリ　オマ

「これは　米を　　　　　　　売る　方が　いいよ」と言って　あな

ヤ　ヂヤソタチノ　　イヨライタッチャッキャ

た　じいさんたちが　言っておられたね。

の「キャ」は,何であろうか。延岡家中弁には, -これは,他からはいちお

う無関係としうるかもしれないが,

○サムカ　ネ-ケ-0

さむくはないかい?
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のような, 「ケ-」が認められるo

私はかつて,宮崎市北方の佐土原のことば,

○イすす　コ。

行ったか。

○イテ㌻　コィ。

行ったか。

などを聞いたことがある。 「アソどこ　イカソ　コ。」 (あそびに行かないか。)

というのもあった。

※　　　※　　　※

本県下の, 「カ」に関する複合形の文末詞としては,まず, 「トカ」が指摘さ

:h

oヮテIfコニ　イク　ト斉-a

おまえはどこに行くのか。

は,県南部での, 「トカ」の一例であるO 「トカ」に相当する「ノカ」に関して,

岩本実氏は, 『日向の高千穂方言』で,

文末にくる疑問辞として「ノ-」と「ノカ」とを敬意差をつけて区別して

いるのも面白い。例えば,アルノ-は丁寧で,アルノカはぞんざいな言い

方なのである。

と述べていられる。

「トカイ」もおこなわれている。 「トカーイ」ともあるO 「トケ」が県北にあ

り, 「ツケ」が県の南北に兄いだされるようである。「ドゲソ　シタ　ッケ。」

(どうしたんだ?)などとある。

「ツカ」もある。

○ド-　シナッタ　ツカ。

どうなさったんですか。

は,青島近くの一例である。 「ツカイ」も認められる。 「ツカーイ」ともある。

「ツケ～」「ツケ」もあるO
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熊本県

もっともふつうにおこなわれる問いの「カ」は,天草でならば,

○アソす-ドテ-　イキデス　カ。

あんたはどこ-行きなさるか。

などとおこなわれている。カ語尾形容詞の言いかたを「カ」文末詞がむすぶと・

「ぉまえは何がいちばん恐ロシカ　カo」のような言いかたになるo 「カ」は,了

解して, 「そうですか。」と受けひくはあいにも用いられ(「ソ斉ラダス　カo」

など),また,反語にも用いられるo

oド幸手ソ　アロ-　カo

Hどんなにあろうか。遠慮するな。"

は,天草で聞いた一例であるO 「カ」は,自己の否定の意を表白するのにも用

いられ,他に対して命令するのにも用いられるo

○ネテソ　カ-0
メ

ねないか! (早くねろ.「モ-　オソカデ　ネPo」もうおそいからね

rO

は,命令表現の一例である。

県下に, 「カイ」もまた,よくおこなわれている0-県南に,よりよくお

こなわれていようか。 (薩隅方面との関連が思われるo)

○オ-イ　ドテ　イク　カイO

おおい,どこ-行くかい?

は,鹿児島県近くでの一例である。八代市でも, 「オジッテァスビ不二

一首ィ。」 (おりて遊びに行こうか?老女-小女)のような言いかたがなされ

ているO (白石寿文氏教示) 「行こうか?」の問いの, 「イコ- カイ」となっ

ているのが注目される。天草でも, 「どこ-行ったのでしょう　カイo」などと

言われている。以上のようではあるが,県下の中部北部にもまた, 「カイ」が
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よくおこなわれている。熊本市近くの南郊での「カイ」例は,

○オルガエソ ヂ-サンニ　アヤセソダック　カイO

うちのじいさんに会いはしなかったかい?

などである.阿蘇山南麓でのものには,

○アガラソ　カィ。

"まあ上がらんか?"

がある。 「カイ」は,問い以外にもよく用いられており,さそい(諸態がある)・

相談・応諾・反駁その他の用法が見られる。 『全国方言資料』第6巻の「熊本

県上益城郡浜町」の条に見られる,

m'蝣'-一蝣--　こ∴.,=1-エロ　「'lコ-・'.' f

あんな　　ことが　　　あるものか,まあ。

紘,言主が,反語的表現をしている。

○フiシバ　=丁ジ　ヵィ。

"薬子を食わんかい。"

は,天草下島西岸での,奨めの言いかたになるものである。 「熊本県本渡市佐

伊津」 (『全国方言資料』第9巻)の,自己の意を言う「カイ」の一例は,

mキテミ-カイッチュ　　　ゴタル　フ-ナ　マ　　チョ-シジャックガネ

「着てみようか」という　ような　ふうな　まあ　ぐあいだったがね。

である。

「ヵイ」の転靴形も,よくおこなわれている。 「ナン　有言-ィ。」 (何かい

な。)は,天草での一例である。天草には, 「キャ-」がさかんである。なお,

天草をもふくめて,県南には, 「キャ」が聞かれるo 「ナソテ=　ィヮシテ　キ

ャ。」 (何んておっしゃったかね。)は,八代市域でのものである。 (白石寿文氏

教示) 「芽-タ　キャ-。」 (会ったかい?)は,県北でのものであるo 『全国方

言集』に,熊本県天草郡に関しての, 「キャ・キャ-」の指摘がある。 -例は

「ドゲソシタッキヤ」など。能田太郎氏の『肥後南ノ閲方言類集　用言篇』 (『方
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言と土俗』第四巻第八号)には,

殊に幼者に対する老人語にはキャとも云, (例)熊本さん一緒に来るキャ
)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ヽ._′

(カイ)0

の記述が見える。 「キャ」と,文字どおり短呼になることの,分布上の委細は,

今,定かではない。

転靴形に, 「ケ-」「ケ」もある。天草下島には,さかんな「キャ-」に対す

る「ケ-」をおこなう所があるO下島東北岸で教示されたところによると,こ

のほうに,

○お煮しめを　ナ丁フ　ヶ-0

お煮しめをたべないかい。

などと言う所がある。斎藤俊三氏の『熊本県南部方言考』には,

ケ(カイ　kaiが,ケkeになる)

但し八代以北で「キャ」になる。 「キャ」は品位がなく「ケ」はそんな感

じがしない。鹿児島県でもケになっている。

ソラ何ケ(それは何か)ドゲソシュケ(どうしようか)イタチクルット
0

ケ(行って呉れるのか)
o

との記事が見える。

県下に, 「カ」の「カソ」形も兄いだされる。早く, 『肥後方言集』に, 「ク

ヮソカソ　　食はないか」というのが見えている。 「カソ」は,天草はかの県

南に兄いだされがちのものか。

○ヤス言デソ　-盲　イすフ　ヵソ。

やすまないで早く行かないか。 ("うながす気もちがつよい。")

(○フ

ツ-ノ　ショクニソヨリカソ。

ふつうの職人よりか!

は,天草での例である。 『全国方言資料』第9巻の「熊本県本渡市佐伊津」の

条には,

fソ　　　ユーカラ　　　　アブルカ　　メシカラ　　　　　クーカソ
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ええ,　湯から(先に)　浴びますか　ご飯から(先に)　食べますか。

とある。上掲の斎藤氏の書には, 「カソ(カにソがつく)　目下に　漁村部落

イカソカソ(行かぬか)トラソカソ(取らぬか)」とある。

本県下に, 「コ」形が見られる。 『全国方言集』には, 「イッタコ　行きまし
:cex

た　下益城郡」「イカソコウ　行かないか　麻本飽託郡」などが見える。 『熊本

県方言音韻語法』にも『熊本方言の研究』にも, 「コ-」の指摘がある。私が

天草下島南部で聞いた一例は,

○ア斉テラ　コ-o

上がらんかい。

である。 (相手のこの言に答えての土地っ子育男の返事は, 「ちっと　上ろう

カィ。」であった。)さきの能田氏の瑠ノ詰方言会話誌HJ (『方言と土俗』第

三巻第二号)には,
ヽ　ヽ

「居るかう(又は,屠ッたかう)何しよるかう」
.、-

とのあいさつことばが出ており, 「かう」文末詞が見える。 『熊本方言の研究』

にも, 「カウ(文末助詞)」がある. 「カウ」は「コウ」に近いものか0 -(「コ

-」は,なるほど, 「カイ」に近い「カウ」から転化したものかもしれない.)

※　　※　　※

本県下の, 「カ・カイ」に関する複合形の文末詞には, 「トカ」 (「ツカ」 「ッカ」

ち)・「トカイ」(「ツカイ」「ッカイ」「トキャ-」「トキャ」「ツキャー」「ッキ

ャ-」「ッケ-」「ッケ」も)の諸相が見られる.なお, 「トカソ」(「ツカソ」

「ッカソ」も)もある.複合形の成立に,諸相のきれいな分化が見られる。一・

二の例をあげよう。

○ナソ　シニ　キiTヵ。

何をLに来たのか。

は,天草での「ッカ」の一例である。-とはいいながら, 「ト」の変貌の

「ッ」は,発音上,上の「タ」に副属して,私どもは,現実には, 「ツカ」形を

取得しかねる。
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0モラモー。テラジゴロクットキャー。

もしもし。いく時ごろに来るのかね。

は,天草下島西岸での「トキャ-」の一例である。

長崎県

(男性　電話)

単純な問尋・疑問の「カ」がよくおこなわれていることは,言うまでもない。

例は,まず長崎市のだと,
-　　-　　ノ

○テソ　カエルバ　ピッシャガシユッ　カー。

その蛙をおしつぶすことができるか。

などがある。佐世保市西海橋畔で聞いた一例は,
ノ

○ド斉イソ　ヒテ　ツテガスヤロ　カ。

どんなにしてつなげるのだろうか。 (架橋の最後のつなぎについて言

ったことば)　　(中男)

である。 『全国方言資料』第9巻の「長崎県福江市上大津」の条に見える一例

は,

mオ-　アガ　　　キクヂャソ　ドヤソバカ3)

ああ　あなたが　来たんだね。何しに釆たか。

3) 「どういうやあいか」の患.

である。五島列島中部での一例は,
I N　　ノ

○ナッジマン　モン　カーo

奈留島の者か?

である。

五島福江島で聞いたことであるが, 「ラ~-　カ。」 (そうかo)は単純に聞くも

のであり, 「テニ　ヵデー(貢-)。」は慎重に聞くものであるというO

林田明氏の,長崎市方言の文末助詞についての教示によるのに, ‖よく聞か

れる男ことばに「ヤッ　カ」がある。"という。
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0オ了ガ　ティパ　テ㌻貢ヤッ　カO

俺がそれをやったじゃないか。　(育男間)

などがその例である。

○ソテラ　シェンチャ　ヨ首ヤッ　カO

そんなにしなくてもよいじゃないか。　(小男一一育男)

というのもある。

県下に,命令の意となる「カ」,さそいの「カ」,否定の気もちをあらわす

「カ」もよくおこなわれている。

「カイ」のおこなわれることがまたさかんである。問尋・疑問の「カイ」が,

南北によくおこなわれている。 『長崎方言集覧』の著者は, 「カイ」を,=現今寧

ろ卑語となってゐる。"としていられる。ところで,林田氏の教示には,

○ソギャ-ソ　シュー　カィ。

そんなにしようかね。　　(中男間)

○ゴヒャクエソ, カワランヤロ　カィ。

五百円札がかわらないだろうか。　(育男間)

などの例もあるO 「カイ」は通常品位のことばともされるのだろうか.愛宕八

郎康隆氏は, 「カイ」が長崎市で"いちじるしく劣勢"であると言われる。

私が以前に平戸で聞き得た,問いの「カイ」には,

○オトッツァソナ　ドチテ イラッシャッタロー　カィ。

お父さんはどちら-いらっしゃったですか。

○キテ　ィタダカリャッショ　カィ。

来てくださいましょうか。

○ウチブ　ォ亨サソニ　アワヤ〔wea〕シェソジャック盲　ヵィo

うちのおじいさんに会いはしなかったかね。

などの実例がある。 「カイ」は自由に,よい言いかたにも用いられている0 -I

古来の九州の「カイ」の用法であろうか。西彼杵半島北部での一例は,

○イテ喜言　キす~盲ソデッテ言　ヵィ。
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いつごろ来たものでしょうか。

である。当地方で「-デッショ　カイ」は,かなりていねいな言いかたであ

るO (「これでよかろうか?」.の意で「コすデ　ヨ貢ロ　カィ。」などと言われ

たりもしている。)通常品位あるいは低品位の「カイ」の表現も,もとより広

く見わたされることである。対馬での,通常品位の言いかたの一例は,

○コソバンワ　ユキガ　フロ-　カイo

今晩は雪が降るだろうか。

であるO 『嶋原半場方言の研究』には, 「こり　ば　おれ-　くれんかい(これ

を己に呉れないか)」などの例が見える。 『肥前千々石町方言誌』には, 「ソリャ

ドケ-ガスカイ, (それはどこにありますか,)」などの例も見える。五島列島

で私が聞き得たものには,

○コソヤヤ　-ッノ　フッジャロ　カイO

今夜は雪が降るだろうか。

○マ言-　クテラ　盲イO

めLを食わないか。

などがある。

『全国方言資料』第6巻の「長崎県北松浦郡中野村」の条には, 「カイ」相

当の「クヮイ」が見える。
3)

∽アイ　イクラジャロクヮイ

はい,いくらだろうかねO　　3) 「クヮ」は, 「カ」が直前の「ロ」の母音に影響されたものか.

と:ち:6c

「ヵイ」の用法に種別のあることは, 「カ」のはあい同様である。肯定的な

気もちの「カイ」,さそいの「カイ」,命令気分の「カイ」などが注目される。

「カイ」には,転靴形「キャー」ほかも見られる。

○ニッポソ/ミレ　亨寺-0

日本晴かい?

は,西彼杵半島での一例である。
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0コリャ　ナンブ　ザ言　キャ-0

これはなんのざまだ(ざまかい) ?

は,五島列島での一例である。五島内に, 「キャー」「キャ」は,いちじるしい

ものがあるか。 "キャ-ことば"などというのも聞かれるO　島原半島方面にも,

「キャー」 「キャ」がよくおこなわれている。県下の南北で, 「キャ」の短呼も,

かなりおこなわれているらしい。 「キャ-」「キャ」となったものは,良品位の

ものとはされていまい。

「カイ」の「ケ-」「ケ」となったものもある。壱岐島では, 「ウナー　ウシ

ヒ-チ　ドケ　イクッ　ケ-o」(おまえは牛をひいてどこへ行ったか。)など

の言いかたがされているという0-「イタッ　ケ～」は, 「イタ　トケ-」

からのものであろう。長崎市周辺での言いかたには,

○テラジゴロ　カイェランノミテ　ィヨ-タ　テO

何時ごろ帰らなくてはと言っていたかね。　(中女　-老女)

というのがある。 (長崎大学学生教示)

本県下に, 「カ」相当の「カソ」もおこなわれている。山本靖民氏の『島原

半島方言集』には,

ワラ　ナソバ　シュットカソ　　あなたは何をするのですか。　湯江村

(普通)

などの例が見える。島原半島方面には, 「カソ」がさかんなようである。 『長崎

方言集覧』には,

モ-,ゴ-ソ/ミ,タイテモ,ヨカジャンカソ。　　もう御飯をたいてもよ

いではないか。

などの例が見える。 -なお,

ジャンカソと云-ば, 「ではないか。あなた」を意味するのである。

との説明も出ている.私が西彼杵半島で聞き得た例をひくならば,

○メラバ　クヮラニラ　ヵソ.

めLを食わせないか。
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などがある。 (この言いかたは「中の言いかた」であり, 「メラスクヮ丁;ラ

ナー。」は「下の言いかた」であるという。ちなみに, 「上の言いかた」は,

「オ丁シバ クヮシソ　サ-。」 であるとされた。)五島列島で聞き得た一例は,
_　　一ノ

○ソケ　スワL,バ　ヨ高音ラマ　カソ。

‖そこへすわればいいじゃないか。"

である。

*　　　&　　'東

本県下の, 「カ・カイ」に関する複合形文末詞には, 「トカ」 (「ツカ」も) ・

「トカイ」(「トキャー」「ツキャ-」も)・「トカソ」(「ッカソ」「チカソ」も)

などが見られる。

○トッツァ　ドケ　イクッ　カーo

父さんはどこ-行ったかね。

は,五島での「ッカ」の一例であるO
_.一一　一一4

0イタッ　キャ-.

行ったかい?

紘,おなじく五島での「ッキャ-」の一例である。

○オ言草二ドIF=　ィク　~Tヵソ。

あんたはどこ-行くの?

○ド斉ソ　ヒす言　ヵソ。

どんなにしたかね。

紘,西彼杵半島での「トカソ」「ッカソ」の例であるO山本靖民氏の『島原半

島方言集』には, 「モチキタチカソ(持って来たのかね)歪譜」というのなど

が見える。 『全国方言資料』第9巻の「長崎県福江市上大削の条に見える,

fナソノ　タメシテ-　ソソ　オソゴダッ　ドダッ　　　スットチカ

なんの　た馴こ　　　　　おがんだり　どうしたり　するのでしょうか。

の「スットチカ」での「トチカ」は,どういうものであろうかO (「トチカ」が

文末詞になってはいよう。)
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「ノカ」「テカ」や「ノカイ」「ソカイ」「モソカイ」もおこなわれているか。

15;買u

「カ」の諸用法が県下一般に見られることは,前諸県のばあいと同様である。

「----する　カ。」は「スッ　カ」となる。

「カイ」もまた,県下によくおこなわれている。県南での一例は,

○ウラニ　クテシェタ　カィ。

牛に食わせたかいO (問い)

である。唐津城外ことばを調査した時は, "目下-のことばづかい「ア-　了

二　ヵィ。」 (ああそうかい。)日などが聞かれた。県下で, 「カ」に対する「カ

イ」を, "どちらかといえば,ていねいな言いかた"と見るむきもある。まず

は中等度の品位になる「カイ」の言いかたが,よくおこなわれているのではな

かろうか。 「カーイ」の形も見られる。 『全国方言資料』第6巻の「佐賀県東松

浦郡有酒村」の条には,

fイッサキャ　ドンクリャ　スルカーイ

いさきは　　どのくらい　しますか。

とある。岡野信子氏は,唐津市の神集島の方言を調査されて, 「カイ」につき,

"「カ」よりもしたしみあるふんいき日　と言われる。

「カイ」からの転靴形「キャ-」もまた,よくおこなわれているo　どちらか

といえば,県東部域にこれがよりつよいのかO中部域にも, 「キャー」が聞か

れる。

○ナン　ショッ　キャ-O

何をしているか。

は,佐賀市弁での一例である。

「キャー」の異形「キャソ」もあるのが注目される。県東方での一例は,

○京ソエ　コノゴロノ　貢ナガ-　テラチュ←　カッコ一斉ア　キャソ.



436

日ほんとうに,このごろの女は,なんというかっこうだろうかのう。日

である。 -おもに東方に認められるもののようである。

「ケ←」の靴形もある。県東部出身の米倉利昭氏は言われる。 "「キャー」と

「ケ-」と二語とも今は混用されているが,私たちの子どものころは「ケ-」

のほうが優勢であった。"と。 「ケー」は,唐津地方にも優勢か。唐津市の城内

城外では, 「ケ-」がよく聞かれる.

○ス言ソバッチソ　コン　テガンバ　イッチョ　ヨ←ヂクL,ソ　ケ-0

すまないけど,この手紙をひとつ読んでくれないかねO

紘,唐津市城外ことばでの一例である。

○ハ青ク　盲-ソクニ子言-　カ。百二ダ　ケ.

早くごほんをたべようよ。まだね?

は,城内ことばでの一例である.いわゆる城内弁の人たちが, "「ケ」をよくつ

かう。日と言っている。 "唐津ことばは「ケ」をつける。"と言う人もあった。

唐浮市城内弁のはあい, 「ケ」は,ぞんざいな表現にも出ており,ややていね
L　器ら

いな表現にも出ている。「ソソナ　シテン　ケ-.」は, "そんなにして(みん

かい?)ごらん。"である。

「ヵイ」に対する「カソ」が,県下の広くでよく聞かれる。県南西辺の嬉野

町について調査した一ノ瀬和子氏によれば, 「カソ」は,男ことばとされてい

るという。男の人たちがつかっている「カソ」は,おそらく「カソタ(カ+ア

ンタ)」の「タ」略の「カソ」ではなかろう。 「カイ」に対応する「カソ」, 「カ」

の変転形「カソ」であろう。県南部に, 「カソ」が「カイ」とともによくおこ

なわれている。水上田鶴子氏は,筑後河口あたりの方言を調査して, 「カソ」

や「バン」などをとりあげ, "あらけずり・粗野の「カソ」"としていられる。

氏教示の「カソ」の一例は,

○テラべニ　コ-ノ　盲フ　ォ毒牙ヨッタラ　7¥y二　ヒャートッタ　カソ.

殊勝にも声がしないと思っていたら,風呂にはいっていたのかい。

(中女・--中男)
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であるO　ところで,武雄弁の「ウチー　オイゴザ-　カソ.」など, 「カソ」が

「-ノ′ござる」ことばにつれそっている。 『佐賀県方言語典一班』にも, 「ヨミ

マッスソゴザーアカン(ヨミマスカ)」などの言いかたが見える。この書には,

「カソ」は疑問の「カ」に「ナ」を添へたものらしいが, 「カ」と同様に

用ひらるゝ。併し幾分か調子を柔かにする様にある。

との説明が見えるo唐津地域には, 「カソ」がないのかo県南には「カ-ソ」

もあるらしい。

ここで,米倉利昭氏の教示を引用しておく。 "「カイ」は普通語「かい」

と同じく, 「カー」「カソ」は「か」の延音と思う。"

「カソ」の「かの」起源は,考えなくてもよいのではないか。

本県下にも「コ-」の形が見られて,興味が深い。どちらかといえば,これ

紘,東部域に見られがちなのであろうか。佐賀市域での例は,

○アス言ラデ　ペソ首㌻二　言ソ　コ-o

あそばないで勉強しないか!

○ナソ　シヨッ　コ-0

何をしているか。

などである。 ("唐津弁なら「ケ～」"であるという。) 『佐賀県方言辞典』には,

こ_う〔助〕　カO (疑辞)「行カソこ-う」

とある。 『佐賀県方言語典一班』には, 「カーウ(ko)」とあり, 「あれも　ヒト

カーウ。」などの例が見えるO

カ_ウはカソの靴らしい。 「カソ」と同じ意に用ひらるゝが,多くは東部地

方に通用するものにて幾分か下品にして荒い様な口気を含みてゐる

との説明も見える。ともあれ, 「カ」に通じる「コ-」のおこなわれているの

がたしかであろう。さきの水上氏によるのに,筑後河口方面には,

○コラ　コーン.

釆んかい。 (ややぞんざいな言いかた)　　(育男問)

なども聞かれるという。
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※　　※　　※

本県下の, 「カ」に関する複合形の文末詞には, 「トカ」 (「ツカ」 「ッカ」も)

があり, 「トカイ」(「トキャ-」「ッカイ」「ッキャ-」も)があり, 「トケ-」

(「ッケ～」も)があり, 「ツコ～」があるO

○ア耳ラ ドガイ　ショーッ　コ-0

あんたはどんなにしてるのね。 (したしい人に言う。)

紘,佐賀市弁での「ッコー」の一例である。

ほかに, 「ノカイ」「モソカ」などもある。

柚蝣Y(| I具

問尋・疑問の「カ」はもちろん,肯定問尋・さそい問尋・命令表現その他の

「ヵ」が,全県下によくおこなわれている。 『全国方言資料』第6巻の「福岡県

福岡市博多」の条に見える,

mジュ-ゴロククライジャッソロ-カ

15, 6歳ぐらいだったろうか,

は,疑問をあらわしたものである。 『福岡県遠賀郡中間町附近方言集』には'

やか

やか

知つとるやか

食べるやか　　　(だらうか)

ォK3か

知るやか

食るやか　　　　(ものですか)

竜-oやか

などが見える。筑前糸島半島で私が聞いた命令表現の例は,

○前ト　セソ　カ-0

早くしないか。

○ガ言下　セソ　カ-0
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"精出してやれ。"

などである。

「カイ」もまた,県下によくおこなわれている。どちらかといえば,筑後に,

「カイ」がより安定的であろうか。 -九州南部このかたの,連続した「カイ」

の存立が思われる。

○トミチャーソ　オル　す矛.

トミちゃん,いるかね。　　(母-・-娘)

は,筑後南部での一例である。 (トミちゃんの答えは, 「テ二才。」であった。)

筑前にも「カイ」がよく見られ,つづく豊前西部にも「カイ」が見られる。

つぎに, 「カイ」の転靴形「キャ」が指摘される。筑後にも筑前にも「キャ」

がある。筑前での,
一ノ

○ドヤソスル　キャ。

どうしますか?

など,総じて短呼ぎみの「キャ」が聞かれて,注目される。豊前西部の田川郡

に関しては,太田省三氏の「『ぶうきゃ』と『来よんなる』」 (『言語生活』第五

十四号)を見ることができる。

田川郡特有の方言の中で,特に直方市の人の耳に響くのは, 「キャ」とい

う言葉である。 「風で花が皆散っちょるとキャ。」 (皆散ったのだよ)と,

こん風に言うと,彼等は, 「キャ」「キャ」と言葉尻をとりはじめる。

とある。氏の説明には,なお,

この「キャ」に当る語が直方では, 「ヤガ」である。 「彼奴はウソぽっかり
ヽ　ヽ

言うとやが。 (うそぽっかり言うんだよ。) (中略) 「ヤガ」も田川でも使わ

ないことはないが,主として女だけが使い,男は「キャ」を使う。

ともある。等しく「キャ」と発音されているものではあるが,この「キャ」は,

どういうものであろう。

「カイ」の「ケ」も兄いだされる.-筑後に「そりゃ　なん　ケ。」など

とある。 (「ケ-」ともあるか。)筑前にも「ケー」が兄いだされる.
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「カソ」が筑後にさかんのようである。大牟田弁などでは, 「カソ」がよく

聞かれる。 -人は, 「ドコイ イク 首ソo」 (どこ-行くかね。) 「ド盲マ

イクトカソ。」 (どこ-行くのね。)について, =こんなのが大牟田弁じゃない

かと思う。日と言う。大牟田弁で, 「ソ二　ヵソ。」は, 「そうですか。」の応答

ことばであり, "男はふつうこれをつかう。"とのことである。.おなじく大牟田

弁での,

○スヨ　オキテラ　ヵソ。

は, 「早く起きろ.」の命令表現になるものである。大牟田弁では, 「ヨ盲~テ

ン。」などともあり, 「カソ」などのソ尾文末詞が栄えているらしい。柳川こと

ばでは, 「ソ二デス　カソ。」 (そうですか。)などの言いかたが, =目下に日の

ものであるという。 ("目上には「カソモ」"であるという。 -「カソモ」の

「モ」は, 「モシ」の「モ」であろう。)加来敬一氏の「福岡県方言の語法」

(『北九州国文』第五号)によるのに,

「カソ」 -豊前区京都,筑後区柳川

とある。 「カ」からの発展形「カソ」が,とりわけ筑後方面によくおこなわれ

ているのは,なぜであろう。 -「カソモ」の流行も,ここに,あわせ考えら

れる。 (「カンモ」の「モ」略で「カソ」が成立したということなど,あるのか

どうかO)筑後内に, 「カーン」の長呼の言いかたも見えているO 「ドガソ　シ
■室ら

ヨッ　カ-ソ。」 ("どうしているかいO")などと言われている.

※　　　※　　　※

本県下の, 「カ・カイ」に関する複合形の文末詞には, 「ノカ」 「ソカ」 「トカ」

「ツカ」, 「トケ」「ツケ」「トカソ」などがある。 「モソカイ」もある。
ノ

○ゴス~フナ　タベントカ。

ごほんはたべないのか?　(中男I--子幼男)

は,筑後での「トカ」の一例である。
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大分県

「れ」の流行は,本県下にあっても,だいたい福岡県のに等しいものが見ら

れる。だいたいは,気をはらない言いかたの中で「カ」の用いられることが多

かろう。「行く　カー?」と言って「行きますか。」の意であることなどは,ご

くすくなかろう。県南部の一例をあげる。

○ムカシソシガ　亭リョッタヂャ　ネ-　カ。アテテラ。

"昔の人が着ていたじゃないの。あんなの。"　(中女I一一老女)

県東南隅での,小野米-氏の指摘される,

○ダヤ,オマヤ-　ナニ　盲←ナ。

まあ,あなたはあれかね。

では, 「カ-ナ」の形が注目される.

県下に「カイ」もおこなわれている。 -問いの「カイ」が多かろうO県西

奥の日田郡には, 「カイ」のおこなわれることがいちじるしいのか。そこの,

○ド盲ラ シェソシェソジョー　カィ.

どこの先生だろうか。　(青女)

は,単純な問いの「カイ」の一例である0倍促する意味で「クIJソ　カィ。」

などとも言われている。県下に「カニ」もおこなわれており,これと「カイ」と

がまざらわしくもある。国東半島では, 「テ二　ヵィ。」などを聞いたが,土地

の識者には, "「カニ」だ。"と言う人があったO (「貢イチョル　盲も」は‖「す

いていますか。」で,いいことば'であるとのことであった。)豊前車辞市での

「カイ」例は,

○ウテ-　オッす　ヵィ。

うちにいたかい?

で・OるO

東南部に,
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oす.)ヤIf=ジャック　ソケ-0

おまえはどうだったのかい。　(初老女)

などの言いかたも聞かれるけれども,総体には,県下に「ケ～」や「キャー」

などが聞かれにくいありさまである. 「カソ」もないO 「コ-」もないO

※　　　X'.　　※

複合形のおこなわれることも簡素である。 「ノカ」「ソカ」「モソカ」などが

ある。

三　中国地方の「カ・カイ」ほか

本地方にも,もとよりと言いうべく, 「カ」文末詞がよくおこなわれている。

その用法も,単純問尋をはじめとして,応答・強否定・反問・命令・叱責など

など,多岐にわたっている。

「そうか.」 (それですかO)と応答する料の「ソ17　ヵ.」は,とくに山口県

下に見られるものである。 -長門地方にこれがよくおこなわれていようか。

男女にこの言いかたがおこなわれている。 (女性が「ソIi7　ヵ。」と言うのは,

「そうか。」と気がるに応答するはあいである。)島根県下の,石見東北部で聞

き得ている,

O7-ン', 'ノ-*/-　-'.'。

ふうん,そうか。　(初老男)

の言いかたも, -本県下の広くにこの種のものが聞かれるであろうが-中

国地方での,一つの特異なものとされよう。

岡山県東部ともなると,敬態ぬきの表現法を問いの「カ」でむすんだものが

(「何々　カ?」といったような言いかたが),わるい言いかたではIなく,目上

の人にも言いうるものになってもいようか。これは,近畿地方での「カ」の用

法との関連を思わせるものである。

中国地方に, 「カイ」のおこなわれることもまたさかんである。ところで,
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本地方には, 「カイ」の言いかたが上品のものになることは,まずない。中等

度以下の表現性のものであるのがつねである。九州地方内で, 「カイ」の用法

に注目すべきものがあったのとは異なる。さて, 「カイ」にも,問いや反駁,

うたがいや命令,叱責や応答,その他の諸用法が見られる。

山口県下には, 「カニ」文末詞もよくおこなわれている。 「カイ」と「カニ」

との隣接が見られる。

広島県下は,比較的よく「カイ」を見せる所である。

○カ-貢-,マタ　亨~言-　ヤカセル　カィ。

やれやれ,また手をやかせるのかなあ!

は,安芸北部での,一種詠嘆の「カイ」であるo備後島典での「カイ」例,

○ソl)ヤ-　アソタ　-テシガ　テル　カィ。

そりゃあんた,話しにならないさ。

は,反語法の言いかたになっている。

岡山県下の備中備前は, 〔ai〕連母音相互同化のいちじるしい所であるI.し

かし,その内海島唄部で, 「コソ　有ィ。」 (来ないかo命令) 「フソマ　カィ。」

(ほんとうかい。 "そうかい.")などと言われており, 「カイ」の「キャ-」は,

さほど聞かれないようである。

島根県出雲にあっても,たとえば,

○テラゾ　三言　ヵイO

何かないかい?

などと言われており, 「ナイ」は「ニャ」とあっても「カイ」はそのままである。
シモコフ

西谷登七郎氏は, 「郷土方言小識(島根県那賀郡下府村)」 (『方言』第二巻第

八号)で,

小早う去なうかい。 - (決意)
△ A

西瓜が食いたいかい。 - (希望)
ム△

あの人は早うかけるかい。 - (感嘆)
△ A

との指摘をしていられる。これに類した「カイ」用法は,中国地方内に,広く
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見ることができよう。

島根県下にも鳥取県下にも, 「カイ」に隣る「カニ」が見られるo島根半島

北岸での「カニ」「カイ」例は,

○ソガー　カニ←o(ソギャ-　カニ-.)

そうかい。

○コガ-　カイO

こうかいO

である。

「ヵィ」の「キャ-」となったものは, 「コL,ギリ　キャ-O」(これだけか

い?)など,山口県下に比較的多く見られるようである。ついでは,広島県下

で,これがかなり聞かれるようである。 -備後南部地方では(島峡部とも),

○シ元　首言-o

知るかい! (知らない!)

など, 「キャ-」が比較的よく聞かれるO福山弁の,

○シテラス　有言-0

は, =知らないの!" =知るものかい。"であるという。 -備後人の教示に,

「ィラソ(いらない)キャ-.」は目上にも言うが,「イラソ　カ-。」

は目上には言わぬ。

というのがある。

出雲地方や鳥取県下にも,いくらか「キャ-」がおこなわれているか。 『鳥

取県方言辞典　後編』には, 「そ-きゃ-・そ-け-」が見える.私が,鳥取

県因幡中部で聞いたものは,
.llll!

oクワ下す　キャーィ。

桑とりかい?

などである。
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「カイ」の「ケ-」は,中国地方では,おもに山口県下に認められるものの

ようである。かつて私は,長門北部で,

○ホン丁7-0

ほんとかい?

○ラ二　ヶ-.

"そうですか。日

などの言いかたを教示された。周防にも,比較的よく「ケー」がおこなわれて

いるか。東部では, 「今,いく時ですか。」が,

〇才マ　テフジデス　ケ-0

と言われている。

広島県下にも, 「ケー」がなくはない。

○ド-　シタ　ンケーO

どうしたのかい?

など,島唄域に,比較的これがよく兄いだされるか。

岡山県下では,私は,北部の作州西部で,
_I-. I

OTユタ　ケ一。

見えたかい? (炭の検査をする人が)

などを聞き得ている。

「カ」の変相「カソ」に関しては,中国地方に,言うべきことがほとんどな

い。ただ,山口県下で,

○テ二　ソレ　首-ソ。

ああ,そうか。

などとも言われていようか。私の知友は,昭和三十五年に,高等学校女生徒間

でこの言いかたがよくなされている,と教えてくれた。

私がかつて出雲西岸地域で聞いたものには,

○ドギャ　シェ-　ダ-カソ。
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どうしようかしら。 (どうしたらよいかなあ。)
一ノ

〇才二　ダソカソ。

いいかしら?

などというのがある。自分で何かを思うはあいに限って, 「カソ」の言いかた

がなされるようであった。

「コ」関係の言いかたは,中国地方では,まず見られないようであるo

※　　※　　※

中国地方での, 「カ・カイ」に関する複合形文末詞のおこなわれかたは,さ

ほど多様ではないO

ところで,山口県下には, 「ノカ」「ソカ」「ソ(ホ)カ」「ソカイ」「ソキャ

ー」「ソケ」「ソキャ-」などが見られる。-「ソ(ホ)カ」は「ノカ」に

相当するものである。 「ソキャー」も「ノカイ」に該当するo

Oシラン　ソキャ-0

知らないのか。

は,山口県下での「ソキャ←」の一例である。

広島県下には, 「ノカ」に対する「ノンカ」もあり, 「ノカイ」に対する「ノ

ソカイ」もある。

島根県下・鳥取県下の複合形では, 「ダカイ」が注目されるo

Oホナ　ドギャーソ　ナー　ダカィ。

そんならどんなになるのだ?

紘,島根半島北岸での一例である。 「ダカイ」に対する「ダーカソ」も見られ

ることは,前記のとおりである。

なお,私は,出雲西岸地域で,
一ノ

○松江-　ウツラッシャック　ツカイo

松江-おうつりになったって?

というのも聞きとめている。 「ツカイ」の「ツ」は, 「と言う」に相当するもの
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か。

四　四国地方の「カ・カイ」ほか

「カ」の諸用法が四国に見られる。

愛媛県下では,命令の「ヤメソ　カー。」 (やめないか。),叱責の「ブコニ

テTL,テ㌃　ナイ　カO」 (そこにあるじゃないか。)などの特色用法が注目され

る。 「カ」の言いかたが,かなりていねいなもの言いにもなっている。中予例

の,
ノ

○テガイ　コト　~トマルソジャロ-　カ。

長いこととまるんでしょうか。　(中女・一一中男)

など,本文のことばづかいに敬語法めいたものはないけれども, 「カ」ど馴ま'

かなりよい表現をかもしている。
_　　ノ

○オモドリタ　カ。

お帰りなさいましたか。 (お帰りなさい。)

などという,松山市方面でのあいさつことば(よそから帰ってきた人をむかえ

ての慰労気分のあいさつ)には, 「オモドリタ」の敬語法があって,その言い

かたを「カ」が受けている。当然,この全体は,よい言いかたである。

高知県下でも,足摺岬近くで聞かれた幼女のことば,

○カ-チャーソoナ三~テヨル　カ-.

母ちゃん。何してるの?

は,わるくはない「カ」を示すものであろう。一般的な,敬卑無記の問いの

「ヵ」の,県下に広くよくおこなわれていることは,言うまでもない。 「何々し

ょうか(しましょうか)」にあたる「(一ロ　カ」か, 「何々だろうか(でしょ

うか)」にあたる「-・ノロ　カ」かは,県下によく見られる。

○スミマ盲ラテンド,コレオIFゾ　ミラ ツカサイマセソ　カ。

すみませんけど,これをどうぞ見てくださいませんか。

紘,県東部での一例であり,閉地で,
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〇百-ソ　夕べ盲　ヵ。

ごほんたべようか。

と言うのは,自分がひとりきめてたべるばあいであるo「盲-ソ　タベロ　貢
ノ
ー。」は,たべませんかと人をさそうはあいのものである。以上のような「p」

の用法は,愛媛県南部にもあるO 『全国方言資料』第5巻の「高知県幡多郡大

方町」には,

fマ-　ソソデモ　イッパイ　ツケロカノ-シ

まあ,それでも　いっぱい　つけましょうかねえ。

というのが見えるO私が幡多郡下で聞き得た事例には,
ノ

○ソソナ　コT-　イ-マスロ-　カ。

そんなことを言いますでしょうか。

というようなものもある。

徳島県下の「カ」に関しては,金沢治氏が, 『柊のうた』で,

徳島県では北方は「カ」海部は「ケ」山分のずっと奥に一寸「コ」がのこ

っています。

と述べていられる。ところで,県南の海部郡下でも,

○すチ- キテクレル　カ-0

うちへ来てくれるか。

などの「カ」の言いかたが,聞かれもする。-「カ」とともに, 「カイ」も

聞かれる。海部郡下での,

○コフヤ　言キガ　フルずロ　高二o

今夜,雪が降るだろうか。

の言いかたは, 「ノー-一ダロ　カ」の言いかたを見せており,このほうには,ち

はや,高知県下に見られた「(一ロ　カ」は見られない。当県下では, 「カ」

の言いかたが, -敬語法の本文を受けて,ていねいな表現をささえることは,

あまりなさそうである。

香川県下の「カ」では,ていねい表現支持(本文に敬語法はないばあいでの)
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の用法とまで言いうるものは,なさそうである。『讃岐方言之研究』には,

ソナナコトシタッチイッカ

といった"反語"の「カ」が見える。(「イッカ」は「いくか」であろう。)こ

の種の用法の色濃いものが,愛媛県東部地方にも認められる。

---▼-一一一一一AV、ヨー七二・ij-o

早くしないか。

との,命令表現とも言うべきものは,香川県西部に聞かれるものである。この

種の「カ」の用法が四国の諸方に兄いだされるのは,当然のことでもあろう。

つぎに, 「カイ」を見る。四.国に, 「カイ」のおこなわれることはさかんであ

る。

愛媛県下には, 「カイ」の用法の多彩なものが見られ,そのこと自体が,一

つの特色にもなっているO報告の「カイ」があり, 「何々が　あった　カイo」

(何々があったよ.)などの言いかたなども,慣用的である.述懐の「カイ」も

また,よくおこなわれている。

○ワテフ　ラ二　ォ喜市ス　カイ。

私,そう思いますわ。

ほ,松山弁での,中年女性の表現である。この述懐の「カイ」に, 「-・

・・、一ジャ　カィ。」との,特異な言いかたがある。内海島興での一例は,

○言㌻プデ　ブソダノト　イッショジャ　カィ。

コップで飲んだのとおんなじなんだよ。 (「まったく。」といった気も

ちがそわる。)

であり,県南での一例は,

○カ六~フ　ヮスレテ　キすソジャ　カィ。

私はかばんを忘れてきたよ。 (みずから気づいた時のことば)

である。

○オット,イテ万　ヵィ。
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おっと,これはたいへん。

これは,南予地方に聞かれる慣用文であって,ことの不ぐあいを独話ふうに言

いあらわすものである。 -男性のがわにより多い言いかたかo

oヵモ　前。

かまうものか。

これも南予の慣用文である。 -やはり,男性がわにより多く聞かれようかo

oわしでも　行カイ(行くよ)0

などと,動詞本位の巨--カイ」が県下によく聞かれるが,この種のものは,

「書カイ」であれば「書く　ワイ」であるから,問題外の事象であるo

愛媛県下の「カイ」の用法で,これが,とくに,上品表現をささえるような

ことはない。中等品位以下の,むしろ気らくなもの言いに, 「カイ」の用いら

れることが多かろう。

愛媛県下での「カイ」の変形には,内海島一興部に,いくらか「キャ←」が兄

いだされるOが,県下に, 「キャ-」は,あまり聞かれないo伊予本土中部域

に, -松山市域中心に,よく聞かれるのは, 「カイ」の, 「ケー」 「ケ」であ

る。
ノ

○ナソずIj;リヨル　ケ。

何かやってるね?　(小学校長-同校教員)

は,松山弁での一例であるo 「そうかいo」は, 「テ-　ケ-。」あるいは「高一

ヶ一。」と言われているo (「ラー　ケ.」「京-　ケo」もあるo)-これらは,

共通語の「そうかい。」なみの言いかたというよりは,もうすこしていねいみ

があって, 「そうかね。」とでも言いかえられる程度の表現になることが多かろ

ぅか。 =「ヶ←」と言ったひょうLにしたしみoHと言う人もあるo松山弁に,

「ホー ケヤ。」 (そうかい。)との言いかたがあり,これはまた,東予内の一部

でも聞かれる。

高知県下もまた, 「カイ」をよく見せる地域であるo別に「カイン」のある

のが注意される。土居重俊氏の『土佐言葉』には,中村市に属する旧山奈村の
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ことばの,

アレ　モッテ　キチョルカイン(あれもってきているの)

というのが見える。 「カイ」に相当する「カニ」も,県下によく見られるか。

県下西南部でとくに注目されるものに, 「カアイ」がある。私が西南辺で聞

き得た一例は,

○ラ二　ヵァィ。

そうかい。

である0　-知識人は,この「カアイ」の「ア」について, "ごくかるくはいるO

はいらないことは絶対にない。"と語った。浜田教義氏の「幡多方言における

敬卑表現」には,

特に婦人層は,郡下全般にわたって,敬卑の区別なく「かZiJ 「か-ヱ

4」を使うことが多い。 「か4」は「か�"r-i」の約言であるが,敏意の

方もかなり薄くなっている。

との記述が見られる。なお,氏が注とせられた,つぎの一文も引用しなくては

ならない。

(6)アイは感動詞。女性の応答のことばであるが, 「もし」というような意味

の呼びかけ語としても用いられる。

高知県下でも, 「カイ」の「ケ-」が見られろ. -県下にふつうのもので

あろう。「おまえ,見たかい?」は, 「オ言~フ　ミす　ヶヨ.」などと言われて

いる。 「ケ-」も「ケ」もおこなわれていて, 「ケ」のあらわれることがすくな

srara

○あんたさんたちも　-イラソ　ケ。

あなたがたもはいりません? (中女一・一藤原ら)

は,県東辺での「ケ」の一例である。
-　　ノ

○イカソ　キヤ。

行かないかい?   (同僚問)

これは,土佐中部の沿岸で聞いたものであるD rイ貢フキ雲。」というのも間
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かれ,このほうは,よりよい言いかた("敬語")であるという。 「キヨ」「キヤ」

の「キ」は, 「ケ」にあたろう。 -単純な音靴に成ったものかどうか。とも

あれ, 「キヤ」は, 「キャ」にまざれそうであるが,ものは, 「キヤ」である。

高知県下に, 「ケ-」に相当する「コ-」もある。土居重俊氏の『土佐言葉』

に,

ガッコ←-　イカソコ← (学校へ行きませんか)

ソーコ← (そうですか)

アッコノ　ムスメワ　キt/-ナコ- (あそこの娘はきれいですか)

コ-は土佐村旧森村や大方町田野浦で使用O

とある。

高知県下の「カイ」用法としては,問いやたのみの「カイ」その他が,比較

的よく目につくものであろうか。

徳島県下もまた, 「カイ」のさかんな所である。ところで,金沢治氏には,

但し徳島市では「かい」は用ひない。

との説明もある。 (「阿波方言の語法」　『方言』第二巻第一号) 「カイ」相当

の「カニ」も見られる。県下に, 「カイ」の変化形「ケ-」「ケ」のおこなわれ

ることが,またさかんである。 -主として県南に,これが見られようか.

0テー　ホ←　ケ。

ああそうなの。　　(中男・・--・父老男)
ノ

OTヨコチュータ　ケ。

みよ子といったかい? (名まえ談義)

など椎, 「ケ」の手ぢかな例である。

県南東部での言いぐさに,

ホ-　ケ←。コ-　ケ-。ナニ　コ-　ケ-.トナl)ノ -ソボ-　カッ

if　ソV-a

(そうかい。こうかい。何を買うかい?<何にしましょうか。>隣りのス

ラボ<小さい桶>を借りたのかい。)
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というのがあるo 「ケ-」ことばは,当地方の人々にも,熟知のものらしい。

疑問の用法のことが多かろう0 -知友は,

○カ首ヤソ　盲-ソ　タベン　テ二。

母ちゃんごほんをたべない?

○カ首ヤソ　首-ン　タベン　首ィ。

("ともにたべようじゃないか。日日ねだる意味。=)

の「ケ-」「カイ」について,=「タベン　首イ」よりも「タベン　テ二」のほ

うがちょっと上だoHと語った。 「ケ-」の用法に, 「知らないって言うの?」の

「シララ　テケ-o」というようなのもあるO (金沢浩生氏教示) 「ケ-」が反語

にもつかわれている。 「ケー」の「ケイ」という形も見られる。やはり,県南

でのことである。
__.　一一l

O才一ヤソ。オル　ケィ。

ねえちゃん。いる?

などと言われている。

さて,つぎには,徳島県下の「コ-」を指摘しなくてはならないO四国四県

下諸地方では,別して本県下に, 「コ←」がさかんのようである。まず,県南

諸地に,これが見られる。

○イク　コ-O

行くか?
_　　ノ
Or*

あるかい?

○テニ　コ-0

そうかい。
__　J

などがあるO県南西奥山地の「ホ-　ゼコ-。」は, 「そうですかO」であると
T　器!

いうO祖谷方面にも, 「イカソ　コ-。」 (行かないか?)などの言いかたがお

こなわれているが,どちらかといえば,県南域に, 「コ-」がよりよく聞かれ

るのであろう。
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「コ-」「コ」は,何から来たものであろうかO

高知県下には, 「ケ」の「キ」もあった。方言上での自由な音転靴という

点では, 「ケー」>「コ-」も,ありうることであろう。

徳島県下の「カイ」一般の用法としては,問いないし疑問,受けひき・勧誘・

反語その他があげられる。問いの例を県西北部の祖谷からひくならば,

○すチ-　マ-　キテ　オヤリル　カィ。

うちへまあ来ておくれますか。

などがある。受けひきの言いかたでは, 「ホ←　カィ。」 (そうかい。) 「京二

デカィ。」 (そうかい。)などの言いかたが注意される。

香川県下もまた, 「カイ」のよく見られる所である。 「カイ」に相当する「カ

ェ」もある。 「カイ」の形が, 「キャ-」になってもいる。 -まず,県西部に

見られがちのものであるか。その一例は,

○アブ　三言←oテシクワソ　キャ-0

あのねえO　めLをたべないかい?

であるOところで,小豆島にも「キャ-」があるか。陸田稔氏の「讃岐特殊方

言」 (『方言』第四巻第二号)には,小豆島草壁町の,

ソ-キャ(さうですか)
ヽー'

というのが見える。桂又三郎氏の『小豆島方言』にも,

アックナィ,+,一キヤ　　ありやそうですか

とある。本県下に, 「カイ」からの「ケ」も見られる。小豆島にも「ケ」があ

る。草薙金四郎氏の『讃岐の方言』には,

あるけ(句)あるか? 「金毘羅の神さん云うてお前逢うた事があるけ?」

という記事がある。 『讃岐の方言』には,なお,

そうこう(句)左様です。

ともあって, 「コー」の存在がうかがわれる。

香川県下での「カイ」の用法としては,一つに,

〇九時までに　帰らにや　イケル　カィ。
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などの言いかたのあるのが注目される。 -「イケル　カイ」は,愛媛県下に

あるのに似たものである。
/メ

Oナ才~ラト　チガウ　カイO

ないのとちがうかい? (ないんじゃない?)

というのは,近故弁の言いかたに通うものであろう。

四国には, 「カイ」の「ケ-」「ケ」が,広く見わたされる。しかも,これの

品位は, 「カイ」の品位に劣るものではない.四国地方は,一般に, 〔ai〕連母

音の相互同化を見せない所がらである。だのに, 「カイ」 (〔kai〕)文末詞のは

あいは,ふしぎに, 「ケ-」 「ケ」 (〔ke:〕 〔ke〕)の音靴が成立している。 〔ai〕

遵母音の相互同化が見られないことからするならば,この音靴は,特定音靴と

でも言うべきであろうか。 (〔ai〕> 〔e:〕は,音声変化のきわめて自然的な方向

でもあろう。 〔ai〕があるならば,そこにはおよそ, 〔e:〕があるはずである。自

然音靴としての〔ai〕>〔e:〕が,とにもかくにも, 「カイ」のはあいにおこった

のである。)それゆえ,また, 「ケー」 「ケ」が,かならずLも,あるい品位の

ものにはなっていないのであろう。

「カ」の変形「カソ」がおこなわれているO_第一には,愛媛県下の東予-

今治市中心の地域-に,この「カソ」のおこなわれることがさかんであsc

今治市沖の島唄部での二例は,

○盲二　ティ　ソ高手O

もうないの?

○-ヨ　イカン　カン。

早くお行きね。

であるo今治市での例は, 「イラ,/　カソ.」 (いらないの?)などであるL. 「カ

ソ」は, 「カナ」からの転というよりも, 「カ-」からの転に成ったも。のであろ

う。

高知県西南部のうちにも「カソ」が兄いだされる。西南辺での例は,
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07二　ヵソo

そうなの。

○コノ　テガミ ヨソヂ　クレン　カソ。

この手紙を読んでくれない?

などである。高知県下では,なお,室戸岬方面にも, 「カソ」を兄いだすこと

ができる。「イテ　ヵソO」 (行くかね?)などとあるO

愛媛県下・高知県下ともに, 「カソ」のおこなわれる所には, 「ゾ」の「ゾソ」

などもおこなわれているO室戸例で言うならば, 「行かないよ。」は「イすラ

ブソ。」である。

四国地方で,他地域には「カソ」が兄いだされない。言語習慣の相違とはい

いながら,ものの存立と分布とには,ふかしぎとも見られるものがある。

※　　　※　　　※

四国地方に「ノカ」 「ノカイ」 「ソカ」 「ソカイ」の複合形がおこなわれるこ

とは一般的である. -問い・さそい・たのみなどに用いられている。

○ド~三~才　イク　ソカー。

どこへ行くの?

は,小豆島での「ソカ」例である。

「行く　モソカ。」(行くものか!)などの「モソカ」のおこなわれることも

また広い。 (「モノカ」とは,通常,言われていない。)

愛媛県南部での,特色ある複合形に, 「ゾカ」がある。 「アルゾカ。」 (あるだ

ろうか。)などと言われているものである。 「ゾカ」に対応することばに「ロカ」

があり, 「。カ」は「ドカ」を思わせる。これらは「だろう　カ」であろうか0

だとしたら, 「ゾカ」は,それからのはなはだしい転化結果と言える。けれど

ち,できた「ゾカ」は, 「ゾ」が「おれも行く　ゾ。」などの「ゾ」を思わせや

すいので,げっきょく,文末詞ふうになったものとも見ることができる。

徳島県下の特色形には, 「デカ」がある。 - 「デカイ」もある。
ノ

○ウテノ　ヒトニ　ア亨二　言ザック　デカ。
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うちの人に会いはしなかったかね。

(これは県西北の祖谷村での一例である。)

○イチニミラ　7万イ　デカィ.

いちばん古いの?

(これは鳴門市内での一例である。)

などと言われている。 「デカ」 「デカイ」は,おもに県北域におこなわれている

か。

「デカ」が,いくらかは香川県下にも兄いだされるようである。 -私は東

部の例を得ている。

「ゼカ」複合形が,徳島県南,西部山地にある。

香川県下の特色形に, 「カレ」複合形がある。小豆島例は,

○イテラ　ヵレ-o

行くのかい?　(小男間)

(おとなは「イク　カー.」<行くの?>との言いかたをとりがちのよ

うである。)

などであるo讃岐中部での一例は,

OTル　カレ07Jラ　ヵレ-0

見えるかね。見えないかね。 (字引きをひく夫に言う。)　(老女

一一・-夫老男)

であるO

「カナ」 「カイナ」 「カヤ」などの複合形は,四国地方によくおこなわれてい

よう。

五　近畿地方の「カ・カイ」ほか

近畿地方の全般に,問いの「カ」のよくおこなわれていることは,言うまで

もない。はかの用法,さそい・受けひき・反問反駁・叱責・告知などもよくお

こなわれている。



458

兵庫県下の,問いの「カ」を見るのに,ぞんざいな表現にもていねいな表現

にもこれがよく出ているo 「サ盲~貢。」 (そうですか.)は,当県下に限らない,

近畿地方の,いちじるしい慣用形であろう。ところで,本県下の言いかたに,
ノ

○盲二　ヒテラゴロ　カ.

もう七時ごろ?　(女学生--祖母老女)

などがある。この「カ」は,かなりのていねい表現をささえるものである。

(祖母に孫むすめがぞんざいな言いかたをしているも甲ではない。)播磨中部で,
ノ

私は,中年の女性が老人に向かって「コノ　イタ　カ。」と言っているのを聞

いたことがあるが,現場のふんいきから察知せられたのに,これは, 「この板

ですか?」というのに近いものであった。淡路などでも,単純な「デー　ケ

-。」 (そうかい。)よりは「ラー　カO」のはうが,よいことばのようである。

近畿地方では,この種の「カ」の用法が注目される。県下の「カ」のつかいか

たに, 「ちょうだい　カO」(くださいな。)との言いかたもあるO「ユ-トイテ

「首.」 (言っておいてくれない?)との言いかたもある。さて, 「です　カ」

の「デッ　カ」,「ます　カ」の「マッ　カ」などは,また,近畿での特色形式

とされる。淡路島東南部で聞いたものには,

○首ジセ一, -t-　　ウ　u...蝣　　}一蝣>

先生,それをくれますか。

というのがある。

「サ言　方。」のことばづかいが,大阪商業の生活をよく色どっていよう。

(「カ」にささえられて, 「さよう」の古語がよく生きている.) 「サ言~盲。」に

相当するものに「ソ←　カ。」がある。これがまた,多く,わるからぬことば

としておこなわれている。 「カ」の,こうした用法を端的に示す実例をあげて

みよう。助男の,母おやに=そんなお金ある?"とあどけなくたずねることば

は,
-　ノ
○アル　カ。

である。
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ノ

○キョテソト　スソシソ,キョー　カ。

巨人と阪神は,きょうなの?　(青女間)
ノ

は,大阪市の電車内で私が聞きとめたものであるが, 「キョー　カ」は,けっ

してあるいことばではないように思われた。阪神地方を中心に,広く近畿地方

に,こうした「カ」の表現法が聞かれるようである。 「′一-一ます　カ」の「マ

ッ　カ」, 「-ノダス　カ」の「ダッ　カ」などの形態がまた,大阪府下にいち

じるしい。

和歌山県下にも,わるからぬ「カ」表現法があり,
ノ

○ド言ブイ　イク　カ。

どこか-行く?

などと言われている

○マッテ　ナイ　~ヵ。

マッチはない?

紘,田辺市奥で聞いたものである。これは育男から老男へのことばであった。

当方では,これがぞんざいなことばではないはずである。 『和歌山県方言』に

は, 「行きませうか」の「イキソカ」が見え, 「寝ませんか」の「ネリンカ」が

見える。 「イキ」を動詞連用形としてとりたてれば「ソカ」が残るが, 「カエリ

ソカ」 「イニリンカ(帰りませう)」などとも言われて,この種の言いかたの慣

用が見られることからするならば,ここに「ソカ」の特定用法が見られるとも

される。県下の南北に, 「イ首才デ　カ。」(行くとも。もちろん行くさ.),

「アライデカ　確かにある時言ふ。」などの言いかたがおこなわれている。 「′へ一

イデ　カ」との慣用表現法がある。県南,西牟婁郡下の「イナイ　カ。」 (‖帰

らないでおろうか。")は, 「イナイデ　カ。」の「デ」の落ちたものであろうか。

三重県下に,問いやさそい・受けひきなどの「カ」がよくおこなわれている。

ところでまた, 「カ」を用いてのあるくはない言いかたが注意される。県西南,
ノ

紀州分の西寄りで聞いたことばに,中年女性の「何々　カ。」というのがあり,
__一ノ

この話し手は,ついで「何々デショー。」と言った。 「カ」は,けっしてただの

0

ノ
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ぞんざいなものではないことが,ここで確認せられたように思う。巌佐正三氏

は, 「志摩答志の言語調査-中間報告-」 (『三重大学学芸学部研究紀要』

第八集　昭和27年11月)で,

ikunoka: (目上に)

lkunokai　(同輩目下に)

と,しるしていられる。県下の慣用語法に, 「′-、一ヤソ　カ」がある。 「′(、一じ

ゃない　カ」に相当しよう。 -これもまた,近畿に広くおこなわれるもので

ある。 『田舎』第五号(住吉土俗研究会　昭和9年5月)に見える,横井照秀

氏の「津市地方の方言と童謡」には, 「行きませんか」の「行キ-カ」, 「喰ひま

せんか」の「喰ヒ-カ」が出ている。県下に, 「ある　カ」の「アッ　カ」が

ある。伊賀で聞いたものには,
ノ

○ガッ言イ　オイデマヒタンダフ　カo

学校へいらっしゃったんですか?　(老女I--藤原)

との言いかたがある。

奈良県下にも「/~＼一ヤソ　カ」がよくおこなわれている。 『全国方言資料』

第8巻の「奈良県吉野郡十津川村小原」の条には,

mジャ-カ-

そうかい。

というのが見える。同巻「奈良県吉野郡下北山村上桑原」の条には,

fナ-　シソ　イクソニャ-カ

何を　Lに　行くんですか。

というのが見える。「ノー＼一ダス　カ」の「ダッ　カ」など,促音化のこともま

た,本県下にいちじるしい。

京都弁では,自問の「カ」が,
ノ

○ヒルカラ　イッペソ　デソワ　カケテ　ミヨ-　カーO

ひるから一度,電話をかけてみようかしら?
_Ill-/I

などと言われている。女性によってこのように言われた時, 「カー」での,ゆ



第七章「カ・カイ」の属　461

つくりとした上がり調子が,よく京都弁の情調をあらわすようである。さてま

た京都府下でも, 「何々　カ。」との,ぞんざいそうであってぞんざいではない
‥ ■らi

言いかたがおこなわれているo母が子に, 「アック　カーoミすゲル。」 (あっ

た?見てあげるわ。)と言っているのも,あるい言いかたではないようである。

京都市で経験したことであるo催し場の公衆便所で, -老男が掃除係の婦人に,

「もうつかってもいいですかo」らしい気分で(おそらくそうであったろう。),ノ
○エー　カ。

と言ったoこれに対する婦人の答えは, 「下-ゾO」であった。丹後半島内で聞

いたものには,

○シメサシテ　モラオ- 首-0

問のふすまをしめさせてもらいましょうか。

との言いかたがあるOこれは・区長夫人のていねいなあいさつであった。 「～

ヤソ　カ」のさかんなことは,あらためて言うまでもないO楳垣実氏の『京言
葉』には,

そんなんぐらいよまイでか(そんなの位読まなくてどうするものか)

というのが見える。

滋賀県立大津高等女学校の『正しい日常語』 (昭和18年9月)には,
ff<

先生コレデヨロシイカ　生生これで宜しうございますか

とある。 「カ」の用法は,近畿にあってじつに重層的である。

「カイ」のおこなわれることもまた,近畿の全域にさかんである。その用法

ち,問い・さそい・受けひき・命令・反駁など,多彩なものが見られる。

兵庫県下については,但馬のさそいの一例をあげるならば,

○首二　ィブー　カィ。

もう帰ろうかね。

があるo播磨地方を大観しても, 「カイ」の用いられかたは,敬卑の諸相にわた

っているo「行く　カイ?」というのであっても,さほどぞんざいではないこ
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ともある。和田実氏の「淡路の語法-(1)」 (『近畿方言』 1)には,

スミデ　カキンカィ。 「墨でお書きなさい。」 (丁寧)

との言いかたが見える。県下に「′へ一ダス　カイ」のr-ダッ　カイ」など

が見られることは,言うまでもない。淡路島でも, 「--=・-　アッ　カィ。」(-・

---あるものか。)などと言われている。

大阪府下にも,ことに河内で, 「カイ」がよくおこなわれている。府下に「カ

イ」と「カニ」とがあるか。 「カイ」はあるい言いかたにもなるが,さほどで

はないこともある。河内例の,

○ワ斉　丁コノ　二才首　貢了有毒テンノ二,ヒトノJEトマデ　カ首デテ

~百万　ヵイ0

日分の所の蝿も追いかねてるのに,人の所までかまっていられるかい。

(対等以下に言う。)

紘,かなりぞんざいな言いかたのものであるO笑福亭松鶴氏の「蛮覧豆削(『大

阪弁』第一輯)には,
い　　　　　　　　　　　　とこ

帰にさらさいでかい。こんな所に何時までいさらすもんか。

との言いかたが見えている0 -日分のことに言う, 「カイ」の用法がおもし

/->い。

和歌山県下にもまた, 「カイ」がさかんである。県南では,店屋で,主婦の'

来客老男に対する言,
-　ノノ

○アガル　カイO　ノ五　ノ。

お飲みになる?飲むの? (その店で,酒を,であるO)

を聞いたことがある。 「カイ」がていねいな言いかたにもつかあれる。

○サンビョ-グライ　デキマショ　カィ。

三俵ぐらいできるでしょうよ。

紘,県中部での一例である. -老女は,私に, 「ラー　~ヵィ。」 (そうですかO)

と言ったが,これは,見るからに晶をつくって言ったことばであった。県南で

紘, 「カイ」が目上用とも考えられている。串本町で私が聞いた電話のことば

/--- /A
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には,
一ノ

○ヤクバ　カィ。

役場ですか。
._I-/

○アル　カィ。

いますか。

などがある。 『南紀土俗資料』には,
0　0　　°

かいはかよりも町噂にして,一種親みの情をあらはすO

とある0本県下の,特色ある「カイ」の頬である。 「この山は古いもんでしょ

うよ。」というのでも,

○コノ　ヤマワ　テルイ　モソデショ　カィ。

である。私は,紀州中部の日高郡下で,こうした事例を多く聞いている。

○トットノ　セソゾソサマデフ言二　ヵィO

ずっとの先祖さまで"ありましょうよねえ"0

などともあった。 『和歌山方言集』にも, 「カイ」に関して,

有(上ろカイ(有るものか)

と,

有(下)ろカイ(有るだらうよ)

とが見られる。県南,西牟婁郡の,

○マす　すキャ-　セ-　カィ。

‖まだ行きはせんだろうかね。"

というのも,ここにあげておきたい。

三重県下にも, 「カイ」 (これに摂する「カニ」も)がよくおこなわれている。

「ヵィ」は晶があるいものと見られているか。じっさいには,わるくない品位

の表現での「カイ」もある。
-　-　　/ノ
○イマ　ヤスミ　カィ。

今, (広島の学校は)やすみなの?

紘,伊賀で,私が小学生六男から言われたものである。馬杉宗伸氏の「御座方
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言と敬語的表現」 (『三重県方言』第5号)には,あいさつことばの,

主"ムカワンカイ"　(<座ぶとんを出して>まあおすわりください)

というのが出ている。志摩半島東岸で私が経験したことばには,初老女の,村

の先生に述べた,

○盲ゼソ　タべテ　キク　ソカィ。

ごほんをたべてきたんですか?

というのがある。県下西南部の紀州分での「カイ」には,つぎのようなものが

あって注目される。

○オrfT　ヮヵィ。

"おそろしいわい。"

○コッ亭一言イ　ヤカィ。

こっちへ来いよ。

(「コイ　ヤカイ」は「コイ　ヤ-」よりもよい言いかただという.)
ノ

○コリャ　ワ~テラヤ　ヨカィ。

これはわたしのよ。　　(女性)

旧木ノ本町方面では,この種の「カイ」がよく聞かれる。ところで尾鷲町にも,

「ォテ~ラノ　貢イワ ヤマラン　カィ。」(尾わしの「カイ」はやまらんカィ。)

などの言いならわしがあるo 「首イ　ワッタ.」(「カィ,割ったO」)などとも言

われている。これについては, 「首イヤ　ナイ　万一o壱ソヤ　ガ。」 (「カイ」

じゃないよ。瓶だよ。)との言いぐさもできている。文頭の「カイ」は,その

出自はともかくも,一種の感動詞を思わせるものであろうoそれと文末詞「カ

イ」とが両立しているということなのか。文末の「カイ」も,

○テ二　ヵィ0 -ラクツ　~妄~二ヵィ。

ああいまいましい。はらのたつことったら!

などとあるのは,上釆とりあつかってきた「カイ」文末詞とはちがうもののよ

うにも思われてくる。 -ちがえば,それは,感動詞「カイ」によく通うもの

とされよう。 (出自は「これ」か。)東一郎氏は, 「海山町の方言」 (『三重県方



第七章「カ・カイ」の属　465

言』第8号)で,

カイ　言葉の初めや中間にやたらに使う。 (諺) 「熊野のカイは止まらんカ

イ」

と述べていられる。県下に,明らかな「カイ」文末詞の「カイン」もあるか。
ノ

「ラ~-　カイソ。」 (そうですか。)などO

奈良県下もまた, 「カイ」 (これに関連する「カニ」)をよく見せている。県

南の東部には, 「そうか。」の意の,

○ジャ二　ヵィ。

がある。 『全国方言辞典』には,

もーめしたかい　訪問の挨拶の詞。御免ください。奈良県吉野郡0

との記事が見える。

京都弁そのものでは, 「カイ」文末詞はどの程度におこなわれているのであ

ろう。北部方面には, 「カイ」のさかんなものがある。

○ドッすす　ォイデマシタ　カィ。

どこからいらっしゃいましたか。
ノ

は・丹後北辺での,一つのていねいな言いかたである。府下で, 「テ-　カイO」

がかなりよいことばとしてもおこなわれているか。

滋賀県下の情勢も,京都府のに類していよう。
_　　一ノ

○テ言丁ト　アマケ　カィ。

ちょっと雨けかね?

は,湖西での,わるくない言いかたであるo井之口有-氏の『滋賀県言語の調

査と対策』 (昭和27年7月)には,

蒲生郡や甲賀郡では, 「きよう着物干したらをi,風が吹いて落ちた。」の

ように,間投助詞「カイ」を盛に用いる。

との記述が見えるOこの「カイ」と,さきの三重県紀州での「首イ　ワッタ。」

などでの「カイ」とが思いあわされるであろうか。
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文末詞「カイ」は,音相上,相互同化によって「キャー」形を見せることに

もなっている。ただしこれは,近畿全円に見られるにいたってはいない。淡路

にいくらか見え,但馬・丹後の地方には,これがかなりよく見られる。大阪府

下・三重県下にも,これの若干の存在が認められる。

淡路北部での一例は, 「テ-　キャー.」 (そうかいO)である。但馬での一例

は,

○ヤッパー　スクナェ-　ソキャー。

やはりすくないんかい?

である。但馬・丹後の地方には, 〔ai〕連母音の相互同化が,かなりいちじるし

い。したがって, 「カイ」の「キャー」もよく見られるしだいであろう。井上

正一氏の『丹後網野の方言』には,

ユユダ　ニャァキャァ。イコ←イナ。　<高校生女子>

(いいじゃないの。行こうよ。)

の記事などが見られる。

大阪府下に関しては,楳垣実氏の「貝塚市の方言」 (『貝塚市史』第二巻)に,

終助詞では,疑問の「かい」が次のように変化している。

行くんけ　　したんきやあ
)

との記載が見られる。

三重県下には,紀州にも志摩にも伊勢にも,

○ラ二　キャー。

そうかい。

などの「キャ-」が見られる。

「カイ」の「キャ-」が,以上のように,限られた地域に出現しているのは

どうしてであろう。但馬・丹後の地方は,近畿アクセソトー般の地域ではない。

そういうアクセソト状況のもとでは,中国地方でも同様, 〔ai〕連母音の相互同

化がよくおこっている。近畿アクセソトー般の地域での「キャ-」分布が,今

は問題であるO通常,近畿アクセント一般のもとでは, 〔ai〕連母音の相互同化
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がきらわれ, 「赤い」の「アケー」, 「書いて」の「ケ～テ」などはおこなわれ

ていないO　この点からすれば, 「カイ」の「キャ-」はおこっていなくて当然

でもあるOだのになにほどかの存立が見られるのは,近畿アクセント下にあっ

ても,やはり,存在する〔ai〕連母音には相互同化の可能性も付随するという

ことなのか。

「カイ」文末詞の「ケ-」「ケ」という形になると,これは「キャ-」のば

あいとはことかあって,近畿全円によく成立している。ここのあたりが,私に

紘,解けないところである。すでに見たように,四国地方にも「カイ」の「ケ

-」 「ケ」が広く存立しているo四国東部の「ケー」 「ケ」分布は,近畿のもの

によくつながっているとも見られる。近畿・四国,双方ともに近畿アクセソト

ー般の領域と考えられ,ここは,通常, 〔ai〕遵母音の相互同化をきらっている

ありさまであるが,文末詞「カイ」のばあいは,ふしぎによく「キャー」なら

ぬ「ケ-」 「ケ」相互同化形が遍慢しているO　どういう特定事情があったのだ

ろうか。 -やはり,ことが文末詞関係なので,ここに特定事態もおこりゃす

かったのか。 (なにぶん「カイ」文末詞での〔ai〕は,一般的に言えば,つねに

相互同化に向かってうごいているものではある。)

近畿にさかんな「ケ」文末詞を各県に観察しよう。兵庫県下の淡路や播磨に,

「丁-ケ-.」 (そうかい。)などの言いかたがさかんである。但馬でも,

○ラ二デス　ケ-0

そうですかい。

などが聞かれる。問いに短呼の「ケ」を用いることも多い。
y j

Oヒトツダケ　ケ。

一つだけかい?

は,淡路での一例である.

大阪府下にも, 「ケ-」 「ケ」の使用がさかんであるo 「サヨ　ケ-。」 (さよ

うですか。) (同意の「サイ　ケ一。」も。)は,慣用いちじるしいものであろう。



468

「～じゃない　カイ」の「-ヤソ　ケー」もよく聞かれる。南河内では,

=「タ言タ　ケ-。」(たべたかい?)「亨タ　ケ-O」(ねたかい?)など,こと

ばのおわりに「ケ-」が多いo"などの説明を聞いたことがあるO府下の泉州

にあっても, 「ケ-」 「ケ」がよく聞かれる.

和歌山県下にもまた, 「ケ」のおこなわれることがさかんである。串本の例

には,

○オマ青　天シ　タベル　テ-.

おまいはすLをたべるかい?

などがある。 『和歌山県方言』には,

スルナケ　　してはいけません　　そんな悪いことスルナケ。

との記事が見える。 -この「ケ」は,あるいは,別様のものか。

三重県下にも,紀州・南勢・志摩・伊賀に「ケ」がよくおこなわれている。

紀州の西方では,生徒も先生に,
_　　_　　ノ

○盲17セ,コレ　スル　ソケ.

先生,これするの?

などと言っている。 「宇久井」という土地があるo　この地に関して, 「ウティノ

ケ-ワ　ナオテソ　ケ-。」(宇久井の「ケ-」はなおらないケ一。)との言

いぐさがおこなわれている。 -知友によれば, ‖「ソ-　テ-O」 (そうかい。)

などの「ケ～」は,どこから流れてきたものかO以前には「ケ-」とは言わな

かった。"とのことである。それにしては, 「ケ-」のよくおこなわれているの

が注目される。 『全国方言資料』第4巻の「三重県志摩郡浜島町南張」の条に

よれば,

′アレモ　コマルジャ　ネーカイ

あれも　困るでは　　ないですか。

とある。「ない」が「ネ-」になっているのであるから, 「カイ」の「ケ～」が

おこなわれていても,当然とされよう。佐藤虎男氏教示の志摩南岸での一例は,

○す-シタ コ-トカソ　ケ-.
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(背広の)上下買っておかないか。　(中勇一-育男)

である。伊賀での例は,

〇才㌻タ　ンテ二oホソマ　ケ一。

行ったのかい。ほんとかい。

である。

奈良県下に, 「ケ」のさかんなようすが見られる。県南で聞いた話しに,

"「ケ-」はやまとのことばOそこで,万才師も, 「ケ-」が出ると, 「妄

言言　亨キトノ　ウマL/ケ-。」(おまいほ大和の生まれかい?)と言

う。"

というのがある。西宮-民氏は, 「三重・奈良・和歌山」 (『方言学講座』第三

巻)で,

共通語の「か」に当るものは,奈良県北部では「カ」 (純疑問), 「ケ」 (鍋

愛疑問)に使い分け,さらに北部高原地方(山添村)では「コ」 (卑蔑疑

問)をも使い分ける。ところが,この「コ」は奈良県南部では「尊敬疑

問」となる。

と述べていられる。吉野地方でも, 「ケ」が敬意表現に用いられているという。
器ら

京都府下では,丹波で,男子からも「ソ-ドス　ケ-O」 (そうですか?)な
_　　ノ

どとい.うのが聞かれる。 「ソー　ケ。」 (そうですか?)などは,丹波にととも

に,山城にもあるのではないか。京都市内での「暑いね。」にあたる言いかた

には, 「暑イヤソ　ケ。」などがある。

滋賀県下にも,湖北を除く,県下の一円に, 「ケ」 「ケー」がおこなわれてい

るという。 (『滋賀県言語の調査と対策』)湖西での一例は,

○イ盲二　ヶ-0

行こうかい。

である。

近畿地方に「ケ」のおこなわれることがさかんなのは,他地方人から見れば,

一種,異様でもあるo (四国地方にあっても,たとえば桧山弁に,この「ケ」
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が異様であるのを,むかし私は痛感したおぼえがある。) 〔ai〕遵母音の相互同

化はおこらないのが,近畿地方での原則のようなものであるのに,文末詞「カ

イ」のはあいには, 〔ai〕>〔e:〕の相互同化による「ケ-」 (- 「ケ」)がよく

おこなわれているのであるから,他地方人の,総合的な方言受容では,そのも

のが異様とも受けとられることになるのであろう。しかしながら,おもしろい

ことに,土地っ子は,みな, 「ケ-」 「ケ」の発言にしたがって方言的な安定感

をおぼえているはずである。方言人の,言語行動にあってのものごとの選択に

は,きわめて自在なものがある。

「ヶー」 「ケ」からの変化形と思われる「キ」 「キ」がある。近畿内で,限

られたものであろう。私は,和歌山・三重の二県にこれを兄いだしている。

○オ言才　イす　ソ亭二O

おまい,行くのかい?

は,和歌山県南の一例である.
メ
「キー」は県南のものか。

○イナタ　ノー。イク　ソキヤ。

きみはね。行くのかい?

は,三重県紀州での一例である。伊勢南部・志摩にも「キ」 「キ」が兄いだ

される。

「キ」 「キ」.が近畿南傍に兄いだされるのは,興味ぶかい事実とされるO

「ヶ」の〔e〕母音が〔i〕母音に転じて「キ」ができたのだとすれば,これ

は,四国南部に「どうどうして」の「テ」の「チ」がよく見られるのにつなが

る事象である。 「テ」の「チ」などは,さらに九州に見わたされる。

四国,徳島県下には「コ」のかなりいちじるしいものがあったが,つづいて

淡路にも「コ」 「コ」が見られる。由良町方面に「コ～」がさかんであるo
s

Oイラソ　コ～。

いらないかね?



第七章「カ・カイ」の属　471

は,由良の魚売り屋のことばである。 「由良コ」 (-亨コ)の語があるという。

「コ」は「カ」から転じたものとの解がある。そういうこともあり得たのだろ

うか。

起源はともかくも,文末詞「コ←」 「コ」が播磨内にも聞かれる。

○だれだれさんを　丁ヤ　-ナンダ　コ-。

だれだれさんを兄はしなかったかい?

は,中播での一例である。

大阪府下では, 「コー」が聞かれないか。

和歌山県南に「コ←」 「コ」がさかんである。

○すチ- キテ　クレル　コ。

うちへ来てくれるかい?

は,轟本町での一例である。 「コ」は, =対等に用い,したしみぶかい言いかた.

女も言う。 「カイ」はもうちょっとよい言いかた。日とのことである。

三重県下の南勢・志摩にも「コー」 「コ」が見られる。伊勢北部にも,ある

いは「コ」があるのか。

奈良県下の「コ」に関しては,まず,さきの西宮氏の記述を参照せられたい。

(p.469)氏はまた, 「奈良県方言の待遇表現について」 (『国語学』 36)で,請

地の「ソーコ-」を指摘していられる。 (-天川村その他では, 「ソ-コ-」

が「敬」の表現になるのだという。)岸田定雄氏は, 「奈良県富野郡の方言調

査」 (『方言』第二巻第二号　昭和7年2月)で,
0

疑問の助詞「か」にあたるものに「コ」がある。ウチエイクソコ(家へ

行くのか)。平坦部にはこの場合崇敬体「ケ」,普通体「ド,ゾ」を用ふ。

と記述していられる.私が県南で聞き得た「コ-」の一例は,

○ヤ寺子テ　ィ首ジ　盲-O

"雨がやむまでまって行けということ。= (止まして行かないかい。)

であ蝣B。

京都府下では,丹波・丹後に「コー」が聞かれるO 「デー　コ-。」 (そうか
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い。)などとある。

滋賀県の湖西には, 「コ-」と「ケー」との併存が見られるO "「コ-」は「ケ

-」よりもすこしぞんざいo"などともあるo男女ともに「コ-」を用いてい

る。日だいたい,男に多いか。"と言う人もある。

○アスソドル　ソコ-O

あそんでるのかい。

ほ,このほうでの一例である。

兵庫県の播磨中部で聞いたことばに,

○アテ才ヤ　ナイ　-=ィO

暑いじゃないか。

○イキトモ　ナケリャ- オラン　コィ。

行きたくなければ,ここにいないか(おらんカイ)0

などの言いかたがある。これらの「コイ」は「カイ」からのものか0 -「カ」

から「コ」 -の直接変化もありうるのか。

つぎに「カソ」がとりあげられる。「カ」からの「カソ」は,もっともしぜ

んにできたものであろう。兵庫・和歌山・三重・京都の諸府県に「カソ」が兄

いだされる。

兵庫県下の,淡路洲本市では,

○コレ　カーソ。

"これかな?"

などの言いかたがなされている。 -女の人のことばであるという。

和歌山県下には,南部に「カソ」が聞かれがちか。
.-一　　一く

○イカソ　カソ。

行かない?

は,新宮市での一例である。

さきに,四国でも南部に「カソ」が見られた。紀南でのこの「カソ」分布は,
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彼我の相関を思わせる0 -両海道系脈とも言うべきものが認められるかO

その系脈的なものは,さらに東にたどることができる。すなわち三重県下の

紀州に「カソ」があり,南伊勢に「カソ」があり,志摩半島に「カソ」がある。

○京-　カソ。

そうかね。

は,伊勢市域での一例であるO

「カソ」の分布は,さらに東海道城にもたどられる。

今石元久氏は,京都府福知山市域での,

〇才~貢ソ　Tコ　カソ.

行かないでおこうかね。

○イキマヒョー　カ-ソ。

行きましょうかね。

を教示せられた。 - 「カソ」のやわらかな表現価がうかがわれる。近畿北域

にも,こうして「カソ」が兄いだされるのか。

※　　　※　　　※

近畿地方の「カ・カイ」に関する複合形の文末詞を見る。

兵庫県下では, 「ノカ・ノカイ」「ソカ・ソカイ」はもとよりのこと, 「ノソ

カ・ノソカイ」もよくおこなわれている。「デカ」もある。さきに,徳島県下

などでも「デカ」が見られたが,つづいて,淡路島にも「デカ」があり,

○キョ-ワ　=マイ　イク　ソデ-カ。

きょうは浜-行くのかね。

などと言われている。 「カナ・カイナ」の形もよくおこなわれている。注目す

べきものには, 「カレ」がある。 (「ソカレ」などとも言われている。) 「カレ」

は,淡路・播磨に見られる。 「カーレ」ともある。なお,壁谷真蔭氏の「神戸

方言『あんなにこんな』」 (『兵庫方言』 2)にも,

イッタルカレ- (行ってやるものか)

が見えている。播磨に「ワレ」もある。山田潤三氏の「赤穂方言の表現法」
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(『播州赤穂方言の研究　語法編』)には,
0　0　°

「ハヨ書カソカーレ」 (早く書かないか)
o o o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　° o o

「今書クワ-レ」 (今書くわい)ワイ---コL/以上云ウト,モウ書クカ-レ

(もう書くものか)」

というのが見える。壁谷氏の上記論文にも,

メソダルワレエ(こわしてやるからそう思え)

が見える。 「カレ」は, 「カ」に代名詞の「ワレ」の「レ」のそったものではな

かろうか。「ワレ」は,代名詞「ワレ」そのままのものというよりも, 「知らん

ヮ。」などという「ワ」に, 「ワレ」の「レ」がそわったものかもしれない。

大阪府下にも, 「ノカ」 「ソカ」 「ノソカ」などがよくおこなわれているo 「テ

カ・テカイ」もあり, 「モソカ」もある。

○イテル　テカ。

行ってるって?

は, 「テカ」の一例である。 「カイナ」のおこなわれることは,いちじるしいも

のがある。 「ケナ」 「ケヤ」もある。 「カレ」も見える。今東光氏の『闘鶏』に

は,

「どないも,こないも,あるかれ。」

などの言いかたが見える。

近畿弁に, 「どうどうシテソカ。」(どうどうしてくれない?どうどうして

くれません?)との,たのみの言いかたがある。この「′へ-一一ノテソカ」は, r-

てくれんか」というような言いかたのものであろうか。ところで,この「(一

テソカ」の言いかたが熟用されているので,人にはしばしば, 「′・--テソカ」

の「ソカ」がそえもののようにも見えがちか。そうなれば, 「ソカ」は,文末

詞ふうのものとも見られてくることになる。

和歌山県下にも, 「ノカ・ノカイ」 「ソカ・ソカイ」がよくおこなわれているo

県北に, 「ネ←カ・ネ-カイ」が見られるo高瀬軍治氏の「高野口町方言集」

(『方言』第三巻第二号)には,
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アノネエカィ。ワイネ,コナイダネ-カィ。

などとある。県南には, 「ワカイ」が見られる。 『和歌山県方言』には,

スルワカイ　　します

とある。これらの複合形に見られる「カ」 「カイ」は,上乗見てきた, 「カ」

「カイ」と等しいものなのかどうか。 「スルワカイ」などを見ていると, 「カイ」

は, 「これ」的なものかのようにも思われる。 「カレ」が,本県下にもよくおこ

なわれている。 「そんなことを言うたかて　知ル　カレ。」 (「知るもんか」 「知

ったことか」)などと言われている。 「カシ・カイシ」もある。 『和歌山県方言』

には,

サヨカシノ　　さやうですか

とある。 (北部の海草郡のものであるという。) -「カシ」の「シ」は, 「も

し」の「シ′」か。

三重県下にも, 「ノカ・ノカイ」, 「ソカ・ソカイ」がよくおこなわれている。
-メ

たのみの言いかたの, 「掃イテンカ。」などの「ソカ」ことばもよく見られる。

県南の紀州に,問題の「ヨカイ」「ヤカイ」や「ワカイ」のあることは,すで

に述べた(p.464)「ノ-カイ」もあり, 『全国方言資料』第4巻の「三重県北

牟婁郡海山町河内」の条には,

mマダ　オl)ヤ　　チョヅト　-ヤイト　オモテノ-カイ　オチッイトソサ

まだ　わたしは　ちょっと　早いと　　思ってねえ　　　落ち着いている

のさ。

などとある。「ノーカイ」の「カイ」も,単純な「カ・カイ」の「カイ」では

なさそうである。 - 「カイ」は「これ」的なものではないか。私が木本町で

聞いたことばには,

○テンナニ　スフナ　カイ。

そんなにするなよ。

というのがある。こういうのを見ていると, 「カイ」は,問いなどに用いる「カ・
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カイ」の「カイ」とはちがったものであることがよくわかるように思われる。

(「これ」から発した感動詞的なものではないかoそれが,文末詞にもなってい

るのかと思われる。) 「ワカイ」に対する「ワカ」もあり, 「ワカイ」にとどま

らない「ワカイノシ」もある。佐藤虎男氏の「愛知県・三重県海岸線の文末助

詞」 (『方言研究年報』第-巻)には,

○ユテ~テ首-ニ　ナル　すヵイブシ。

(もうそんなこと)いわないようになりますよねえ。　　(中男一一-

老男)　〔木本〕

の例が見える。福田学氏の「熊野方言における文末辞について」 (『三重県方

言』第8号)に,

-ヨ　イコラケ

-ヨ　イコラケヤ
熊野市飛鳥町,五郷町　　(早くいきましよう。)

とある「ラケ」は, 「ラ」文末詞に「ケ」文末詞がそわったものであろうか。

「ケ」は,いま問題にしてきている「カイ」からのものであろうと思われる。

本県紀州にも, 「カレ」が兄いだされる。

○京←

○ラ二

ノ

カレ。
ノ
iman

そうなの?

○すチ-　キテ　クレル　盲五二二。

うち-来てくれるかね。

などとある。志摩にも, 「カレ」が兄いだされるようである。

奈良県下に, 「-ノテンカ」の言いかたが,よくおこなわれているo 『全国方

言資料』第8巻の「奈良県吉野郡十浮川村小原」の条に見える,

mフナ　ジュ-エソ　ツリ　　　ヤルワカ

では10円　　　　つりを　あげますよ。

など,また,同巻「奈良県吉野郡下北山村上桑原」の条に見える,

子--・-　カイラシテ　モラ(ウ)ワカ
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帰らせて　　もらいますよ。

などは,問題の「ワカ」を見せている。 「ワカ」は,吉野郡下にいちじるしい

ものか。

京都府下にも, 「′一-一テンカ」がよく見られる。丹後北部には, 「ノカイ」に

相当する「ダカイ」が見られ, 「ダキャ-」などともあるo

滋賀県下にも, 「-テンカ」がよくおこなわれている。 「ノカ・ノカイ」な

どのよくおこなわれていることは言うまでもない。湖東に, 「トカイ」なども

見られる。 『全国方言辞典』には,

かし　厘I　希望の意を示す。 「早く来てカシ」滋賀県蒲生郡O

との記事が見える。 「カシ」ということばが注目される。

近畿地方に, 「カナ・カイナ」のよくおこなわれていることは,周知の事実

であろう。 「ほんま　カイナ。」などと,これらの文末詞の慣用されているとこ

ろに,近畿弁の情調はよくにじみ出ているとも言えようか。
-1　- I

六　中部地方の「カ・カイ」ほか

「カ」が,中部地方の全般によくおこなわれていることは,言うまでもない。

問いの「カ」,たのみの「カ」,意志表明の「カ」,受けひきの「カ」,納得の

「カ」,あるいは命令の「カ」などがよくおこなわれている。

以下,各県について, 「カ」常用の中での,注目すべき事例を見ていこう。

福井県下に関しては,佐藤茂氏の「ていねいさのずれ」 (『言語生活』第二十

九号)醍,

身近の敦賀市出身の方や敦賀市のことについて知っている方などにきいた

所を綜合するとヨロシカはヨロシイカよりもかえってヨロシイデスカに近
ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ

い程度のていねいさであるらしい。もちろん話し手と聞き手の相違によっ

ていくらかの違いはあるだろうが,少くも,一般の話し手は,そんな風に

思っている様子である。

との記述が見える。愛宕八郎康隆氏によれば,越前奥には,
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oナンカ　コ下盲　ワ首万フデ　テシ　カ.

=何か子どもがわかるのでもあるまいに。"　(老女間)

との言いかたがあるという. 「テシ」のあとにおかれた,むすびの「カ」が,

詠嘆の気分を出している。

『石川県方言免集』には,

おいか-　　ソウダ　　卑属二対スル詞ナ1)　鹿
_　　y J

との記事があるO石川県下にあっても, 「ソ-　カ.」 「ソ-　ケ。」はていねい

な言いかたであるという。愛宕氏教示の例であるが,奥能登に,

○-言-　イラッシ-　カ-O

早くお行きなさいな。　(母一一-子女)

などの言いかたがある。 「カ」が見えるが,これは,ただの「カ」ではあるま

い。おそらくは, 「これ」的なものであろうか。 -指示代名詞系の転成文末

詞ということになるか。

別に考えるところがありもする。北陸に, 「/-)コソ(コサ) --‥-カ」

という古態の慣用語法が兄いだされるO (いわゆる係結の認められるもの

である.)こういう言いかたでの「カ」が, 「-言-　イラッラー　カ-O」

というように,とり用いられることがあったかもしれない。 「イ盲㌻耳レ
ノ
カ。」 (行きな`~さいよ。)というのは,能登半島西岸で私が聞いたものである

が,この「カ」がつくと,親愛の情が出るという。 (老年層でのことか。)

この「カ」と「/--コソ(コサ) -・---カ」の「カ」とを,思いあわせて

見ることができなくもないか。

「富山県東砺波郡平村上梨」 (『全国方言資料』第8巻)には,

fソ-カイカー

そうですか。

との言いかたが見える。 「カ」のおもしろい用法である。 「(一コソ(コサ) -

--=カ」の言いかたは,いまなお,本県下にも,かなり見られるのか。

○コテL,-　カ。



第七章「カ・カイ」の属　　479

おいでなさい。

などの言いかたは,よくおこなわれている。 - 「カ」はどういう「カ」であ

ろう。文末詞「カ」が「ガ」とも発音されている。東北系発音の見られる富山

県下でのことである。

新潟県下には, 「何々ではないか。」の「ネ　カ」がよくおこなわれている。

『全国方言資料』第2巻の「新潟県岩船郡朝田寸高根」の条には,

fシカタ　ネ-　　　　　ド-ナ-ヤシカ

仕方が　ありません,　どうにもならないし。

という言いかたが見られる。

岐阜県美濃北部では, 「カ」の広範な用いかたを聞いたことがあるO　中学生
ノ

女生徒どうLも,会話で,よく, 「----ナイ　カ。」(何々じゃない?)の言い

かたをしていた。ぞんざいではない表現にも,ふつうに「カ」が用いられてい

たようである。 「飯台のところにありません?」というのも,
.メ. I

0-ソず了ブ　Tコニ　ナイ　カ-O

であった。 『北飛騨の方言』には,

アラスカ　　あるものか。A 「主に女」

が見える. 『飛騨のことば』にも, 「-あらすか」が見える。なお,

あるないか　(句)あるではないか。 (竹原) -あるなかい。

というのも見える。

愛知県下には, 「才一ジャ1./カ。」 (いいじゃないか。)など, r-ジャン

カ。」の言いかたがおこなわれており,巨、一ジャソ。」ともある。三河北部で

の,

○ホソテ~言タ　アテ-　カ。

<そんなことはあろうか。> "ありはしないことになるO"

は,反語の「カ」を示すものであるo「アラー　カ」とともに, 「アテ←ス　カ」

がある。愛知県下の,
ノ

○青テ　チョー　カ。
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来てくださいませんかO

では, 「ちょうだい」の「チョ-」を受けて, 「カ」がはたらいている。

静岡県下にも,たとえば,御前崎近くでの言いかた,

○イッテ~~テル　カーo

行ってくる? (相談のことば)　　(青女問)

など, 「カ」のはばびろい用途のさまが見られる。

長野県下にも,さきの三河などでと同様に, 「′--一ジャソ　カO」巨~、一ジャ

ン。」が見られる。

山梨県下,西部山地の奈良田方面には,
-　ノ　　M　　　　ノ
○ココノ　シュ。イテ(デ)　カ。

ここの衆。おいでですか。

との言いかたがあるという。清水茂夫氏の「奈良田ことばの語法」 (『奈良田の

方言』)には,

勧誘や希望を表わす言い方として,共通語で「行こうではないか。」 「こ

の絵をくれないか。」など反語的に表現する方法があるが,奈良田では「行

力王互。」 「コノ絵ヲ呉L/王旦。」などと言う。

との記述が見られる。

中部地方内の「カ」の用法に,一つ,特説すべきものがあるO　それは,永田

書太郎氏が, 「勧誘或は意向を表す形式」とされたものである。氏の「終助詞

私見,シを中心として-方言語法の問題(五) -」 (『方言』第四巻第十一

号　昭和9年11月)には,
1'''17

はゞ,静岡県の西部,長野県の一部から,富山・石山・岐阜・愛知・三重

などの諸県に亙る分布が認められる。

と,その分布の説明が見える。

以下に,県別で実例をあげてみよう。福井県下にも問題事例があって, 『福

井県方言集』には,
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-~三~言イ力　　行かうか

などの記事が見える。石川県下の『加賀ことば』 (方言絵はがき)には,

アソタ,ドッカ-,スズソニイツテ,コマイカ

あなた何処かへ涼みに行きませうか

との言いかたが見える。富山県下の一例は,

団子して食ふまいか。 (富山市近在)　　<永田氏上記論文による。>

である。つぎに,佐渡にも問題の事象が見られて,鈴木業三氏の「佐渡昔話」

(『昔話研究』第十六号　昭和11年8月)には,

「そんなら借りに行って来まいか」

とある。岐阜県下の一例は, 「-ヨー　イカマイカ(早く　行こうよ)」である。

(『郡上方言』)愛知県下の一例は,渥美半島の,
r+　　容!
Oイカマイ　カ-0

行きましょうか。
I

であるO (これについて,土地の人は, =「ィ高言ィ。」でもいいんだが, 'と言

った。)静岡県下でも, 「行カマイ　カ。」の言いかたがよく聞かれる。長野県

飯田市での例は,

○オ首-サマ　スヤク　首-ソ　タべマイ　カO

お母さん,早くごほんをたべましょう。

であるo　山梨県下には, 「--ノマイ　カ。」がない。

「カイ」もまた中部地方によくおこなわれており,問い・受けひき・意向表

明・抗議・反駁・勧誘・依頼・叱責・命令などの諸用法が見られる。

福井県下の例では,若狭の,
容!

oT二ソ　ソ二デ　ゴザソス　カイ.

まあそうでござんすか?

などがある。ていねい表現にも「カイ」が用いられている。 『福井県方言集』

には, 「イヤ-ワントキナンカィ。 (いやと言はずにおきなさいよ。)」というの
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がある。 (若狭遠敷郡のものであるという。)若狭で, 「カイ」が「カニ」に近

いものにもなっているか。

『石川県方言褒集』には,

しったかい　　シツタコトカ
立腹シタルトキニイフ「おれが
ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ

しったかい」トイフガ如シ

などとある。

おかんかいか　　オヨシナサイ　　鳳

ともある0 -「カイカ」の複合形が注目され去。能登での, 「イ有言シ　カ

ィ。」 (行きなさい。)などの言いかたに見られる「カイ」は,ただの「カイ」

ではあるまい。 (「これ」的な「カイ」ではないか。) 「カイネ」はよいことはづ

かいになるという。

富山県下では, 「カイ」が「ガイ」ともなっている。

○/ミ-　ナン　シ千万　ガイ.

‖ぉまえは何をしているか。"

などとある。 「カイ」が「カニ」に近くなったりしてもいるか。

新潟県下,西南辺の「ラ二　シ言イ　カィ.」は「そうしようo」 (賛成の意)

である(p. 480)押見虎三二氏教示の,県南秋山郷のことばには,

_「 ・ I
オチャ　ノマネ　カエ

先生,お茶を飲みませんか。

などというのがある。この「カニ」は, 「カ」に「-」がついたものなのか,

「カイ」的なものなのか。

岐阜県下の飛騨には, 「あらすかい(旬)あるものか。 (断定的) (輿,早)」

などの言いかたが見える。 (『飛騨のことば』)高山市で私が聞いた「カイ」例

は,

○何々　七三㌃一　斉チカン　ナェ　カイO

何々しなきゃ‖っまらんじゃないか"0

である。 『岐皐県方言集成』には,恵那郡の,
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そうかいん(さう)　〔句〕さうですか。

が見える。 「カイン」が注目される。 (あまり見られない形である。)

愛知県下,三河のことばで, 「オッ首-　マソ寺　夕石イ　カィ。」という

のは, 「母ちゃんごほんたべようよ。」である。三河奥の「ホソテトコイ　イ

首-ス　カイ。」は, 「そんな所へ"行かない"0 (強い否定)」との意のもので

ある。このほうで, 「カイ」は「カー」よりもていねいだと言われている。

『静岡県島田方言誌』には,

イカスカイ　いかないよ　　行かないよ

とある。

ソ-ダカイ　さようですか　　ほんとにソーダカイ

ともある。県下に, 「カニ」も見られる。 -「カイ」に近いものもあるか。

長野県下に, 「京二　ヵィ。」 (そうかい。)など,かざりけのない「カイ」が

よくおこなわれている。 「ナシ　カィ。」 (ないかい。)などの言いかたもあるの

か。 『全国方言資料』第2巻の「長野県西筑摩郡新開村黒川西洞」の条には,

mイタカイ

おいでですか。

とある。「イル　カィ。」ではなくて「イタ　カィ。」とあるのが,まず注目さ

れ,つぎに,これが, 「おいでですか。」とされているのが注目される。

山梨県下での,私の調査結果には,つぎのことがある。 「カイ」や「カ」は,

同等以下のものにつかわれる。目上には, 「カナ」がつかあれる。

「カイ」からの転靴形「キャ-」その他のおこなわれることは,およそつぎ

のとおりである。

福井県若狭に,

○テ一　丁←　キャー。

あ,そうかい。　(老男一一一老女)

など, 「キャ-」が見られるo
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石JH県下にも, 「キャ-」が見られる。単純な「カイ」の「キャ-」は,ど

ちらかというと能登によく聞かれるのか。

富山県下にも, 「ケァー」などが聞かれる。

○デフす　シモムラマデ　7才　青キャー.

あんたは下村まで行くのね?

などともある。

岐阜県下に「キャー」があり,飛騨で,

○アッテ二　ィク　アキャ-0

あっち-行くのかい。

などの言いかたがよく聞かれる。美濃・尾張にわたって,

○京二 キャ(ケァ) -.

そうかい。 ("そうですか。")

などの言いかたがよく聞かれる。 「カイ」に「もし」の「も」のついた「キャ

(ケァ) -モ」も,美濃・尾張のものである.「ラ二　キャ(ケァ) -モQ」(そ

うですか。)などとある。

静岡県下にも「キャ(ケァ) -,キャ」がある。

○ウ亨- ウチ-　キテ　クレル　キャ-.

わしのうち-来てくれるかい?

は,伊豆北部での一例である。
_ーノ

○-青　ラヵソ　有言-　シナェ　ケァ-O

もうバスの時間が釆やしないかい?　(老女--中男)

紘,伊豆南端での一例である。ついでに,熱海市初島の例をあげるならば,

○ウテ～　亨テ　クL,ル　ケァ-0

うちへ来てくれるかい?

がある。

「カイ」の転靴形に, 「ケ-」となったものもあるO転化しきった形の「ケ
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-」 「ケ」は,中部地方によくおこなわれている。

福井・石川・富山の諸県にこれがよく見られ,新潟県下にもこれがあり,岐

阜県下・愛知県下・長野県下にもこれがある。静岡県下・山梨県下でち,これ

がよく聞かれる。一般に, 「ケ-」とともに, 「ケ」もまたよくおこなわれてい

る。

中部地方で, 「キャ-」「ケァ-」のおこなわれる範囲にくらべて, 「ケ-」

「ケ」のおこなわれる範囲がより広いのは,注目される。 〔ai〕連母音の相互同

化では, 〔e:〕または〔e:〕のおちつきを見せることが,より自然で,よりあり

がちなのか。

福井県下では,若狭にも越前にも「ケー」がよくおこなわれている。越前の
ー___▼▼__一・・一/I

「あ,そうかい?」は, 「ア,ホ-ケ-。」である。越前に,短呼の「ケ」もよく

おこなわれている。越前に, 「ケイ」もある。

○ウチブ　ォ言バ　ミ蒜ナソダ　ケイネ一。

うちのおばばを見ませんでしたかね?

は,越前西岸での一例である。

石川県下で「ケ」 「ケ-」は,ややていねいにも用いられているか。

○カイスイヨクニ　ゴ亭テン　ケ-0

海水浴に行きなさらんかね?

は,能登西岸での一例である。短呼の「ケ」が,やはり本県下でも,よくおこ

なわれているか。加賀に「ケイ」もあるらしい。

奥能登の「テッイ　ブヶ-。」 (暑いですね。)などの言いかたに見られる「ノ

ケ-」の「ケ-」は, 「カイ」にかかわるものではあるまい0 -「これ」系

の文末詞だと思われる。

富山県下にも, 「ケ-Jrケ」のある中に, 「カイ」系ではない「ケ-」もあ

る。 「カイ」の「ケ-」が, 「ゲー」にもなってもいる。本県下に,やはり,短呼

の「ケ」もかなりよくおこなわれているか。 「~テ二　ヶ←。」 (目そうですかO")

は,富山弁での「ケ-」例であるo
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新潟県下で,佐渡にも越後にも,短呼ぎみの「ケ」が聞かれ,かつ, 「ケ-」

がおこなわれているO 「オ万　ヶ-.」 (おるかい?)紘,佐渡での,かんたん

な訪問辞である。越後新発田では,

○有言-　rF二ダィ。キテクレッ　カェイo

きょうどうだい?　来てくれるかい?

とも,

○亭~言-　キテ　クレン　ケ-o

きょう来てくれない?

とも言っている。

岐阜県美濃での一例は,
▼- I-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

0ノミ言ヌ喜-　ショ-　ケ～。ノミバヌキ-　セソ　貢ヤ。ミソテデ。

ばばぬきをしようじゃないの?ばばぬきをしない?みんなで。

である。 -子どもたちがこう言っているO

愛知県下では, 「ケ-」 「ケ」は,おもに三河に聞かれがちなのか。

○-チジュークずトカ　ニワレクガ,京ニ　ナラIi7ル　ケ.

八十九歳だとかおっしゃったけど,そんなにおなりなの?

は,三河西南部での一例である。 「ケ-」の「ケン」もあるか0 -定かでは

EBB

長野県下に, 「テ←　ケー(ケ)。」 (そうかいOそうですかO)などは,広く

聞かれようか。

静岡県下での, 「テニ　ラ-OシテフヶO」 (ああ,そう。 =知らなかった。=)

などの「ケ」は,過去追想の形態素「ケ」であって, 「カイ」の「ケ」ではない。

これとは別に, 「カイ」の「ケ-」「ケ」が聞かれる。 「丁-　ケ～.」 (そうか

紘)「ソニ　ヶ-O」(そうかい.)などとある.

山梨県下でも, 「そうかい.」の「京-　ケ- (ケ).」などが,よく聞かれる。
ノ

○言ソヤ　ウテニ　ァ貢音-　コソ　ケ。

今夜うちへあそびに来ない?
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は,県下西南部での勧誘の「ケ」である0 -人は, 「ケ」を,よいことばだ

と言っている。 =目上の知らぬ人に,あがめて言う。=などとも言っている。

「カイ」の「ケ」の変転と思われる「キ」がまた中部地方内にある。 -石

川県下に,これが兄いだされるようである。

石川県下は, 「ございます」も「ゴザイミス」と言っている所である。単純

な「カ」が,すぐに「キ」と言いかえられることもあったのかどうか。ともか

く, 「ございミス　キ?」などの言いかたがおこなわれている。

○ゴッ耳 -〔e〕ラン　キ-0

おちまつははいりませんか。 (もの売り声)

は,能登半島西岸での「キ-」ことばである。

「キョソ」というのが,愛知県下に兄いだされる。 『名古屋方言の語法』に

は,

「キョソ」「ヨソ」敬譲の名詞をつくる「ソン」とともに残る士族語の代

表的のものであるが,今は殆ど聞かれない。

ホー　キョソ　　　さうかえ

読メル　キョソ　　読めるかえ

とある。芥子期律治氏にも, 「キョソ」のご指摘がある。

「カイ」の「ケ-」「ケ」に関係のあるものか, 「コ」「コ」というのもで

きている。

福井県下に,これがいちじるしい。
-　ー・/メ

ついでは,石川県下に, 「アル　コ-。」 (あるかい?)などと, 「コー」「コ」

がよくおこなわれている。

富山県下にも「コー」がある。
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「カ」の「カソ」が,また,中部地方にも兄いだされる。

南海道・南東近畿を受けて,東海道に「カソ」がある。愛知県下は, 「カソ」

のよく聞かれる所である。

○キョ-ワ　了二フワ　ヤ丁貢　ヵソ。

きょうは,豆腐をつくるのはやめたかね。　(老男　豆腐屋へ電話)

は,渥美半島での一例である。

静岡県下にも, 「カソ」があるO

転じて,石川県下にも「カソ」が兄いだされる。 『全国方言資料』第8巻の

「石川県輪島市海士町」の条には,

′ウソ クテ　　ィキャ
4)

ド-アルカソ

うん,食べて　行ったら　どうなのですか。 4)遜語的には「食うて行き

やどうあるか」となる。

とある。

富山県下にも「カソ」があるらしいが,定かではない。新潟県下も同様であ

<o o

※　　※　　※

中部地方の, 「カ・カイ」に関する複合形の文末詞には,注意すべきものが多

い。

まず, 「カナ」など,その下部に他の要素をとるものを見るならば, 「カナ」

(「ダカナ」も) 「カイナ」 (「キャナ」「ケナ」も) 「カネ」「カイネ」 (「ガイネ」

「ガイネ」も) 「カノ」, 「カヤ」「カヨ」, 「カサ」, 「カシ」「カイシ」 (「ケシ」も)

「キャーモ」などがある。

『能登木郎方言考』には, 「食べた旦旦(食べたむ旦)」が見える。 -「カカ」

の重複が注目される。

岐阜県下に「ヤカ」がある。

富山県下に「ゾイカ」がある。

「ノカ」 (「ノソカ」も) 「ノカイ」「ソカ」などは,中部地方に広く見られる

ものである。 「ソコ」は,福井県下に兄いだされる。長野県下には「ソク」が
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兄いだされる。

「トカイ」が新潟県下に兄いだされる。

つぎに, 「ガカ」(「ガ-カ」「ガ-カ」も)「ガカ」 (「ガ-カ」も)が,石川

県下・富山県下に兄いだされる。 「ガンカ」が新潟県下にある。

「テカ」が,長野県下などに兄いだされるようである。

「ダカ」 (「ラカ」も)が,愛知県下・静岡県下・山梨県下・長野県下・新潟

県下などに兄いだされる。愛知県下・長野県下などに「ダカイ」もある。

「モノカ」「モソカ」「モソカイ」などは,広く兄いだされるものである。

奥能登方面の「ノカイ」「ノケ」などは,別にあつかうべきものであろうと

考え'5。

七　関東地方の「カ・カイ」ほか

関東地方にもまた, 「カ・カイ」はかがよくおこなわれている0 -変化形

のおこなわれることも,いちじるしいものがある。

「カ」よりも「カイ」のほうが,より一般的におこなわれているのであろう

か。 (民間日常の会話では, 「カイ」が出がちのことかと思われる。)

関東地方域の「カ・カイ」に関しては,大橋勝男氏の『関東地方域方言事象

分布地図』の第二巻「表現法篇」のMap24・Map25に,その概況を見るこ

とができる。 -これには,変化形「ケ-」「ケ」の分布相や, 「カ・カイ」に

関する複合形の分布相も見ることができる。

「カ」について見よう。全般に,これが,問い・受けひき・さそい・反駁な

どに用いられている。

神奈川県下の「相模ことば」 (日野資純氏『言語生活』第十八号)には,

例の「テ-ジャンカ」 (そうではないか)はかなり有名になったし,

とt-,」.
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「東京都八丈町大賀郷」 (『全国方言資料』第7巻)には,

m‥-　・.　ハジガマシク　ナカT=-カ

恥ずかしく　　なかったですか。

ど.*>*,

埼玉県下での「カ」の一例をあげるならば,

○アソソデべ-　イテ　ショ-ガナイジャ　ナイ　カ.

あそんでばかりいて,しょうがないじゃないか。

がある。これは叱責の「カ」である。

群馬県下での一例は,

○-ソ下ラ盲-o

H半日やすみ"かい?　(老女)

であ'to i

関東北部ともなれば, 「カ」も「ガ」となりがちである
_　　一ノ

○セドノ　ホ-イ　イッタソデ　ネー　ガ-0

せどのほうへ行ったのではないかい?

などと言まっれている。

「ヵィ」のおこなわれることは,全域にさかんなものがある。問いや受けひ

き,さそいなどに「カイ」がよく用いられている。 「カイ」がかくべつに上品

にも用いられるというようなことなどは,なさそうである。もっとも,朝日新

聞昭和53年2月13日の「コトノミの整理学」では,百目鬼恭三郎氏が,

また,群馬県の無敬語も有名で,以前は, 「そうか」の語尾にイをつけ

て, 「そうかい」というのが唯一の敬語だったといわれている。

と述べていられる。こう説かれてはいるが,この「そうかい」も,すこしくお

ちついて表現しようとする程度のものであろうか。

神奈川県下での,

○ア一,　ソ-　カィ。
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ああ,そうかい。

などは,まったく通常体の返事である。
-　　ノ

伊豆諸島内にも, 「カイ」がおこなわれているO新島の一例は, 「ソ-　カイO」

(そうかい。)である。 『全国方言資料』第7巻の「東京都八丈町中之郷」の条

には,あいさつことばの,
2)

mヤドロ-カイ

よく休みましたか0　　2)朝のあいさつのことばO

が見えるO伊豆諸島内で, 「カイ」が「カ-イ」とも言われているo

東京弁での「カイ」のことは,言うまでもなかろう。

千葉県下にもまた, 「カイ」がよくおこなわれているO老年者に聞かれる一

例は,つぎのものである。

○下-　イガッシャル　カィ。

どこ-お行きかい?

埼玉県下の西奥では,

○--ア,ソ-デ　ガンス　カイo

はあ,そうでござんすか。　(老女　-藤原)

などの言いかたが聞かれる。

群馬県下の一例は,つぎのものである。

○コ7　-7万　有ィ。

このへんがかい? (問いかえし)

茨城県下でなど,
■害うi

Oイル　カ-ィ.

いるかね。 (訪問辞)

のような「カ-イ」も聞かれるO

関東東北部内には, 「カイ」の「ガイ」も聞かれる。しかし, 「カ」の「ガ」

にくらべれば, 「カイ」の「ガイ」は,よりすくないのではなかろうか。
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変化形「ケ～」「ケ」のおこなわれることが,およそ,関東全域にさかんで

ある。 〔ai〕連母音の相互同化による〔e:〕または〔e:〕は,関東の地によく根づ

いているか。

神奈川県下の一例は,

○テ二　高二　ヶ-O

ああ,そうかい。

で畜'il。

『東京方言集』にも,

ソソナコトイツタケ-　　そんなこと言ったか

などというのが見える。

伊豆諸島内にも「ケ-」がある。

千葉県下では, 「ソ←　デーO」 「ソ←ッ　ケ。」(そうかい。そうですか。)が

よく聞かれる.浅野栄一郎氏の「千葉県長生郡一宮町方言」 (『方言誌』第十六

棉)にも,

さうですか

ソッケ
ヽ_.・ノ

ソッケー
ヽ

ソ-・ケー

が見える。

埼玉県以降の諸県にも, 「ソ-　ケーO」 (そうかいoそうですか。)の言いか

たが,よく見られるO 「ケ～」が,まれまれに「ケイ」になることもあるのか。

栃木県下では, 「ホー　デー。」 (そうかい。)なども聞かれる。

関東東北部では, 「ケ-」の「ゲ-」も開かれる。

○タ言責←　ゲ-0

たべないかい?
T　--/1

0イダ　ゲ-o

いるかい? (訪問辞)

などはその例である。
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「カイ」の変化形「キャ-」 「キャ」は,関東に通有のものではなさそうであ

る。主としては,群馬県下にこれの見られるのが注目される。

○テ-　キャーO
ヽ_

そうかい。

は,群馬県南での一例である。 -「ケヤ-」の言いかたも聞かれるか。 『佐
ヽ.メ

波方言之研究』には, 「ソ-キャ(-)」などが見える。 『村のことば』には,

「キヤア」についての,

カヤアと同じ。主として目下に使う。 「クウキヤア」食べますか。

との説明が見える。井口実氏の「上州言葉の『ノオ』と『ナア』」 (『言語生活』

第二十六号)には,つぎの記述が見られる。

「キヤア」は「-クキヤア」(行くかい)「キクキヤア」(聞くかい)とな

り,疑問の形に見られる。

関東域のうちに, 「カ」の「カソ」があるかどうか. -一般には,これが

おこなわれていないのではないか。

ところで, 『全国方言集』には,

ソーダカソ　　左様ですか　　群馬県

との記事が見える。今日は,群馬県で, 「カソ」はどのような状況であろうか。

※　　　※　　※

関東地方の, 「カ・カイ」に関する複合形の文末詞には, 「ノカ」「ノカイ」

「ノケ(ゲ) -」(「ノケ(ゲ)」も) 「テカ」「ダカイ」「モノカ」 (「モソカ」も)

などがある。

○-~㌻斉　才-ツ　テカ。

箱が"いいのか?"　　(中男　　老男)

は,神奈川県下での「テカ」の一例である。

○キョー　ド←イ〔冒〕　イク　ずヵイO

きょう,どこ-行くのかい?
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は,千葉県下での「ダカイ」の一例である。
__　　ー・- ′q

Oコテ二　ォ丁二万　ヤッタ　ダカィ.

これはあんたがやったのかね?

は,伊豆諸島の新島での「ダカイ」の一例である。

『全国方言資料』第2巻の「神奈川県愛甲郡官ケ瀬村」の条には,

mソ-ヨ　　クマルモソカナ-

そうさ,　たまるものかね。

とある。 -「モソカナ-」が見られる。

「カ」のもとに他の要素のきた複合形, 「カナ」「カヨ」などもおこなわれて

い'J。

大橋氏の,さきのMap24・25には, 「カナイ」「カネ」「カイネー」「カヤ」

「カイヨー」「ケーヨ」「カノソシ」「カシ」も見られる。

八　東北地方の「カ・カイ」ほか

東北地方にもまた, 「カ・カイ」がよくおこなわれている。 (「カ」は「ガ

(ガ)」ともある。)他地方人である私などには, 「カ」よりも「カイ」のほうが,

よく耳につくように思われる。

「カ・カイ」が,普通度の品位で用いられており(ぞんざいな言いかたにな

るものとはかぎらず), 「カイ」はかなり品よく用いられたりしてもいる。

「カ」が,問い・うたがい・さそい・受けひき・意向表明・反駁その他に用

いられている。

福島県下での例をあげるなら,西部の,

○オマガリ〔i〕　シ〔i〕タ　カ-

おじぎをしたか?

などがある。

宮城県下での一例は,
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-　_llll A

○シ〔i〕ッテッ　カ-o

知ってるか?　(小学生五女問)

である。

山形県下での一例は,
y

Oフソベ　ガ。

"降るだろうか。"

である。

秋田県下での一例は,
ー__　　　-- 4

0ヤ-,テデ　イタ　カ.

やあ,亭主はいるか?

で*>i。

岩手県下での一例は,

○ヨシ〔i〕スルlii〕チャソダック　カ。

好春ちゃんだったか。　(中男--助男)

である。 -これは,小さい坊やに対する,いたわりぶかい言いかたになって

いる。

青森県東部での一例は,
ノ

○イグ　ガ。

"帰るか?"

であり,同県西部での一例は,

〇才二シ〔i〕タ　ガ←。

いますか? (訪問辞)

("すこし他人行儀"だという。)

である。県東南部で,私は,女性が男性に,いわゆる無敬語の文表現をし,そ

れを「カ」でむすぶのをよく聞いた。この種のことが,ふつうの会話法のよう

である。県西部でも,いわゆる無敬語の,男女差なしのことばづかいがよく聞

かれ,そこに「カ」のむすびもよく出ている。 -「カ」のむすびが,多く,さ
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ほど下品ではない気分のものになっていよう。県西部で, 「"やりなさい。"」の

「ヶ〔弓〕-〔9〕ソ　ガ～。」など, 「カ」が「ガ」になっており,また, 「ガ」に

もなっている。

「カイ」が,問いや受けひきその他に,よく用いられている。 -かなりて

いねいなことばづかいになることもあるのが注意される。

福島県下に, 「カイ」はさかんである。私が県西北辺で聞いた例には,

○スポソジ〔i〕ナイ　ホー
I t　　　　-　L l-

イ-　カイ

敷ぶとんはスポンジでないほうがいいですか?

がある。これは民宿の主婦が大学生たちに聞いたことばであった。 「才~二　盲
ノ

イ」が注目される。福島市で,私が宿の人から言われたことばは,
.l1 I

○テー　カイ-。

そうですか?

である。

宮城県下でも「カイ」がよく聞かれ,

○アイ町　有イo

あいつかい。 (納得)　　(老男)

などとある。県南方面には, 「カイン」の言いかたがある。

○アンダ　コノ　ス〔ii〕シ〔i〕ク〔ti〕-　カイン。

あんたこのすLを食うかい? ("おとなのしたしい人に")

などと言われている。鼻音がともなえば,いちだんとしたしみぶかい言いかた

になIi。

山形県下での一例は,
______ _　　_-・・ 1

oホ-ゲソ　アル〔ii〕　モソダ　カイO

やはりここにも,方言があるんですか?　(中昇・一一藤原)

である。

秋田県北で聞いたものには,
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派言弓 オテンキ〔kci〕ダ　ネ　カィ。

いいお天気ですね。

がある。 -人はこれを"よいことば"だとしていた。県南で聞いた,
一ノ

○アキタ盲ワリ〔i〕デ　オカェイリ〔i]カイo

秋田まわりでお帰りですか?

紘,わかりやすい,よいことばづかいである。

「岩手県九戸郡種市町中野」 (『全国方言資料』第7巻)には,

mイッカソメカイ-

l貫匁かね。

とある。

青森県下での例をあげるなら,

○テ～　カィ。

そうかい。　　(中女-中男)
_ .1

0コソヤ　クlii〕万日日ニ〔i〕イ　ガイ。

今夜"来てくれるか"0

がある。

「カイ」の靴形も,なにほどか見られる。

ところで, 「キャ-」は,おもに秋田県下に兄いだされる程度かo

○オ丁ラ イガネ　キャー。

あんたたち,行かないかい?

などとある。

「カイ」の「ケ←」 (「ゲ-」)が,福島県下に見られる.

i 17　　リー

ああ,そうかい。

などとある。 『福島県方言辞典』には,

アッケイ　〔句〕あるかい　　浜北商会
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というのが見えるo宮城県下でも, 「ケ-」 (「ゲ-」)が聞かれる。 -「ケ」

(「ゲ」)の短呼もあるO山形県下にも「ケ～」があり,秋田県下にも「ケ-」

がある。
ノ

○何々　-ガッタ　ケ-0

何々はいいですかあ?

は,秋田県北での,野菜売りのことばである。県下で, 「ゲ-」もよく聞かれ

るO岩手県での好例を,今,私は持たないo青森県下での一例は,

○オTサン　○○寺デ　ナンテロ了ヵソ　カ貢ル〔ii〕ケ-.

お父さん, ○○までいく時間かかるかね?

である。津軽弁での,

○シャシ〔i〕ソ　デキ〔kgi〕す　ヶァ。

写真できたかい? (写真できましたか?)　(育男1--写場主中男)

など, 「ケァ」とあるのは, 「カイ」の「ケ」に文末訴え音「ァ」のそえられた

ものである。

_I-..I-A

福島県下に,「カ」の「カソ」がある。 「ソー　ガン。」(そうかね。)などと言

われている。大石初太郎氏は, 「悪いことば,いいことは」 (『言語生活』第百

四十号)で,

また,この地方(藤原注福島県安遥郡東和町針道)では,ソーダナ,コネ-カはぞ

んざいないい方,ソ-ダナィ,コネーカイはていねいないい方である0年

よりなどを大事にしていっそうていねいに話しかけるときほソーダナソ,

コネー晶ンとなる。ところが,近ごろのこどもたちは,親にむかってもソ

ーダナ,コネーカと平気でやる,とこぼしている母親もあった。

と述べていられる。県下の,東西に「カソ」があるらしい。 『全国方言資料』

第1巻の「福島県河沼郡勝常村」の条にも,

fアー　ソーカ./

ああ　そうですか。
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上糸~6。

※　　※　　※

東北地方での, 「カ・カイ」に関する複合形の文末詞には, 「ノカ」「ダカ」

「テカ」「テケ」, 「カナ」「カヤ」「カヨ」「カワ」「カシ」などがある。

「ノカ」の例は,
ノ

○ア丙-　ノガo

あわないのか?

などであるo

文政年間の『方言連用抄』 <仙台弁>には,

こふだか。　こふか-聖墓㌘か

上tf>る。

「テカ」は「テガ」ともある。 『野辺地方言集』には, 「テガ」についての,

「といふのか」の約。 「行ったテガ」は行ったのか。

との説明が見える。

宮城県下には, 「カワ」が目だっている。 『仙台の方言』には,

「おゆ-わりであらんすかわ」 (よなべでいらっしゃいますか)

などとある。

「カシ」は,福島県下・山形県下によく見られる。 (「カシ」の「シ」は「も

し」の「し」であろう。それゆえ, 「カシ」はよいことばになっている。) (『会

津方言集(増訂版)』には,別の「カセ」形が見える。)山形県下では, 「カシ」

が「-・.-・-　ガッス〔ii〕。」のようにもなっている。

「カイシ」の靴形なども,諸方に兄いだされるのか。

九　北海道地方の「カ・カイ」ほか

北海道にも, 「カ・カイ」がよくおこなわれている。

「カ」は, 「何々べ(推量の助動詞)　カO」などともある。
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『全国方言資料』第1巻の「北海道美唄市西美唄山形」の条には,

fソダカ-

そうかい。

などの例が見られる。

「カ」は「ガ」にもなっている。

「カイ」がよくおこなわれており, 「カ-イ」も聞かれる.

「カイ」で注目されるのは,これがやはり,ぞんざいではない青いかたにな

っていることである。私どもも,道内を旅行すると,方々で,たとえばタクシ

-の運転手から,敬語ぬきで「カイ」 (問い)と言われるo

Oシテラ　耳ソジョ-　カィ.

そしたら,三条かい?　(中男・一一一一私の友人)

は,東北海岸での一例である。土地っ子の,子どもがおやにも「カイ」をよく

言っている。車中で私が聞きとめた一例は,
=　　容ら

○ロテラITキロジャ　ナイ　カィ。

60キロではないかね? (母おやが,乗っている汽車のスピードについ

て, "いくらスピ-ドを出してるかしら?"と言ったのに対する,小

学生四女の返事である。)

である。無敬語での言いかたを「カイ」でむすぶのが,女性にもふつうなのを,

私どもは注目せざるを得ない。

「カイ」は,ときに「ガイ」ともあり, 「カイ」「ガイ」が道内に優勢のよう

である。

「カイ」の「キャー」もあるのか。 『北海道風土記　童戯と方言』には,

やたきや-やったか。与えたか

とある。



第七章「カ・カイ」の属　　501

「カイ」の「ケー」もある。 『北海道奥尻島方言の研究』には,

○す言-コチャソ　キテ亨ラノケo

りょう子ちゃん来てたのかい　　(40代′-30代′) <バス中にて>

などというのが見える。

※　　※　　※

北海道の「カ」に関する複合形の文末詞には, 「テカ」 「ダカ」 「ノケ」 「テケ」,

「カナ」「カネ」などがある。

十　おわりに

「カ・カイ」は,言語生活上,じつに有用の具である。これがにわかに除去

されたと考えてみるかO私どもの表現生活は,その時,どうなるかo

「カ・カイ」の頻用のうちに,また,その用法の展開もいちじるしいものが

あった。複合形の形式にも,自在さが見られるありさまである。

「カ」についても「カイ」についても,表現上でのその役ありに,かならず

Lも下品ではない表現をささえるはたらきが認められるのは,注目すべきこと

である。

「カイ」はともかく, 「カ」が,必須の具として,今後も人々に活用されて

いくことは,多く言うまでもなかろう。
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付　章　命令表現文での「ロ」と

禁止命令表現文での「ナ」と

-　はじめに

動詞の命令形に「受ケロ」などの「(一ロ」形がある。また,動詞を用いて

の言いかたに, 「受ケルナ」などの「-ナ」形がある。

私は, 「受ケロ」などを,このまま-活用形-命令形-として認める。

さらにはまた, 「受ケルナ」などの「′-＼-ノナ」形を,このまま動詞の-活用形,

禁止形と見る。

しかし, 「ロ」や「ナ」が,ときに終助詞ともされてきたであろうか。

いわゆる終助詞は,私の考える文末詞<文末助詞>である。私の,文末詞を

その全体にわたって問題にしようとする場では,終助詞ともされることのある

「ロ」や「ナ」についても,いくらかの考説をかかげておく必要がある。

二「ロ」について

「受ケロ」 「起キロ」など, 「(一ロ」を見せるのは,東国地方方面と九州内

とである。

九州内では,熊本県下・長崎県下・佐賀県下に,これが兄いだされる。念の

ために,実例をあげておこう。

○-言　シすす　セ盲ィ。

早くしたくをせい。

(「セ盲ニィ」となることもあるoこのはあいも,文末詞の問題になる

のは「イ」である。)
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は,熊本県天草下島で聞いた例である。

○ソ丁　すすシバ　イッチョ　クイドO

その菓子を一つくれろ。

(この例では, 「クイロ」が「クイド」になっている。)

は,長崎県西彼杵半島での一例である。 -佐世保市で聞いたことであるが,

「セ盲o」は,目下に言い,また同輩にしたしく言うとのことである。 =「シ盲」

とも言うが「セ盲」が多い。日とのことであったo

oナテ~㌻二。

"なげなさい。"
マダラ

は,佐賀県西南部での一例であるO山口麻太郎氏の「佐賀県馬渡島の方言」

(『方言』第二巻第十号)には, 「オイ本バドイカトツテクイロ。 (おい,本を,

どれか,とって呉れ。)」などの例が見える。

いずれにもせよ,九州内の「′-、一ロ」には,動詞命令形という-活用形の様

相の明らかなものが見られるO 「セ石工ィ」などの言いかたの成りたっている

ところには,そのことが,ことに明らかであろう。

天草での「盲~二　ォキ盲ィ。」などは,じっさいに, 「もう起きろよ。」

といった心もちに近いものであろう. 「オキロ-」からの琴展形「オキロ

イ」ができているところにも,よびかけ気分の「イ」が認められそうで,

それゆえ, 「オキロ」の動詞命令形定立が明らかである。

中国地方にも,たとえば周防大島の安下庄で,牛を操作することば, 「左-。」

の「テITセ。」とともに, 「右へo」の「曹ロ.」が聞かれるというO (国安功氏

の調査による。) 「画-」命令形を通常とする中国地方に「岳ロO」があるのは,

異数のことである。こういうさいには,とくに, 「ロ」文末詞をとりたてても

よいのかもしれない。

土居重俊氏の『土佐言葉』には,
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高知市近辺では,ロはつかぬ。ただし物部村旧上玉生村や大豊村旧豊永村

では,七十才以上の老人が,

モ-　オソイケン　ヤスメロ(もうおそいから休みなさい)

マ-　チャー　ノメロ(まあ茶を飲みなさい)

ネ-ヨ　マ-　クエロ(ねえさんまあ食べなさい)

ソレホド　イニタケリャ　カッテニ　イネロヤ(それほど帰りたけれ

ば勝手に帰れ)

のような言い方をする。主として目下に対して言う場合である。また中村

市や大方町の三,四十才台の男子で,受ケロ・下ゲロ・交ゼロ-・の言い方

をする者が若干ある。

との記述が見えるO　さきには, 「′-ノFZ」活用形分布の大勢を述べて,高知県

下のことにはふれなかった。しかし,今,土居氏によれば,以上のことが注意

される。 「イネロヤ」とあるのでは, 「ヤ」が明らかなよびかけことばであるだ

けに, 「イネロ」のまとまりがとらえやすかろうか。ところで, 「イネロ」の

「イネ」も,すでに命令形である。 「飲メロ」「食エロ」など,みな,「飲メ」「食

-」などの命令形のあとに「ロ」のついたものである。こういう点では,こと

によっては「ロ」文末詞を分別することができるかもしれない。 (とは言って

ち, 「飲メロ」の完結性が感得せられるo) -私見であるが, 「飲メロ」「食エ

ロ」などの「ロ」は, 「飲メ　レ」「食-　レ」など, 「ワレ」系の「レ」がそ

わって,やがてそれが「ロ」に転化したというものであるかもしれないと思う0

-その「レ」がそわったのだとしたら,それは文末詞「レ」が最初にはたら

いたと考えられるわけである。 (「レ」が「ロ」に転化しては,やがて活用語尾

ふうにもなったであろう。)

近畿地方の三重県下には,特別の残存,命令形の「′-、一ロ」があるO巌佐正

三氏は, 「平古に残る桑名武家ことば-アクセソト・語法について-」(『三

重県方言』第3号)で, 「命令形(一段,サ変動詞)にpが現われるO」として
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いられる。 - 「桑名市在住の旧士族」のはあいも同様のようである。

ついでに一般論を試みれば,転封によって,東国の藩主が西に移ったはあい,

そこに,言語島ができたりするのは当然であろう。したがって,そこには,

「(一ロ」ことばが温存されたりもしたことであろう。

私が十津川域で聞いたことばに,
_　　-　　7

0-ヨ　イケロ　ヨ。モッテ。

早く行けよ。持って。

というのがある。これの「イテロ」は,前出の,高知県下の「ヤスメロ」など

に等しいものであるO私は,ここの「行ケロ」に関して,早く, 「行i-　レ」

ではないかと思ってきたのだった。紀州方面は, 「ワレ」系の文末詞「レ」 「ラ」

のさかんな所である。関連する十津川域も,しぜんに, 「レ」 「ラ」を示して,

かつはそれが, 「ロ」に転化することにもなったかと考えられる。それはとも

かく,このはあいも, 「行テロ」が-完結形であることはたしかであろう. 「行
_　　ノ
ケロ　ヨ」とあるのからしては,もはや「ロ」文末詞はとりたてることができ

mm

中部地方のほぼ東半から,いわゆる東国的な「′.一＼一ロ」命令形が見えはじめ

5。

新潟県西南辺での言いかたには,

○シッ有り　ペソ寺言　シ盲　ヤ。

しっかり勉強しろよ。

などがある。 『全国方言資料』第2巻の「長野県西筑摩郡新開村黒川西洞」の

条柾も,

′マメデ　　イッテ　カワレロヤ-

「元気で　行って　飼ってもらいなさい」

というのが見える。こうした「ヤ」文末詞でのよびかけのセンテソスに「′・一、一

ロ」形があるので, 「ロ」は文末詞とすべきものでないことが明白である。
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関東地方にあっても,たとえば埼玉県秩父では,

○-蝣i9　オキIJ　ヨ一。

早く起きろよ。

などと言っており, 「ヨ」のよびかけが明らかで, 「起キロ」の,活用形として

の-完結形のありさまもまた受けとりやすいo茨城県下例にも,

○カッテ　キテ　クロ　ヨ-0

買ってきておくれよお。　(主婦・-・-夫)

などがある。

「クレロ」が「クソロイ」となっても,ものは,依然として命令形である。

上野勇氏の『ことばのスケッチ-利根のことば-』には,

来ナ-ロ,見ナ-ロというのが目についた。どれもイ段から,チ-ロと

つゞいて,命令の意を表わすという。

との記事が見える。これはどういう「ロ」なのであろうか。 (「来ならう」とい

ラ,一種の命令表現法のものかとも思われるが。)

東北地方一般に, 「′一-一ロ」命令形がおこなわれており, 「ロ」文末詞は受け

とられない。

「(一ロ　ヨ。」のような言いかたは,別によくおこなわれているO

私が津軽で聞いたことばに,
_ノ・ノ

○-ヤグ〔ti〕イゲロ-0

早く行ゲロ。
__... I

というのがある。この「イゲロー」はどういうことばなのか。聴取したさいの

私の気もちは, `「ロー」は「ト」のような?'というものであった。

以上,要するに,日本語諸方言上では,今日,明確な「ロ」文末詞は認迫ら

れないようである。文末に「ロ」のあらわれるはあいは,それが, `終助詞'で

はなくて,命令形語尾である。
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この解は,中等学校文法教科書の,動詞活用表にも見える。すなわちその命

令形表示の欄には, 「--ノよ」と「-ーノろ」との併記が見られる。文語動詞の

活用表にも,命令形の欄に, 「-よ」形があげられている。 「よ」を命令形に

こめて考えるのと同様に, 「ろ」が命令形にこめられているO

三「ナ」について

「ナ」もまた,ときに終助詞とされたりもしてきたであろうか。

私は, 「行クナ」 「起キルナ」などのそれぞれを,そのまま完結の禁止命令形

と見る。すでに, 「起キロ」などを,完結の命令形と見た以上,これとの対比

で, 「起キルナ」などを,完結の-活用形,禁止命令形と見ることが合理的で

.T*y。

_　　ノ

「行クナ　ヨ。」などと言われているのは, 「行クナ」の完結性をよく示すも

のである。

「そんなに　しナサンナ。」「もう,しなさいますな。」など,助動詞の活用

にも, 「(一ナ」禁止命令形が見られる。 「ナ十は,文末詞とはとれない。
ノ

「喜一　シナサイマスナ　ヨ。」などともあって, 「(一ナサイマスナ」の煩

は,特定の訴えことばをふくむものでないことが明らかである。

否定形要素の「ナ」にしても,単純命令形要素の「ロ」にしても,もともと

は,今日,見られるような低卑のはたらきを示すものではなかったのではない

か。それはさておき,現用の「(一ナ」や「-一一ノロ」は,文表現を,上品では

ない,きつい効果のものにすることが注目される。したがってと言おうか,こ

れらの言いかたをとるセソテソスをむすぶ文末詞の来着には,おのずから限ら

れたものがある。
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以下,下巻につづく。
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索　　引

〇二種の索引を設定する。

○語句排列は,アイウニオ順によらないところもある。

I　方言事象索引

〔a〕音

「あの　三一o十　　　　・一蝣101
「あの　ヨ-O 」式の言いかた一一一101

〔a〕母音一一・　　　　　　一・2,270

「イ」の

南島地方の

九州地方の

中国地方の

四国地方の

近畿地方の

中部地方の

関東地方の

東北地方の

「イ」ほか=　　-・-‥161

「イ」ほか-　　--164

「イ」ほか-・　--171

「イ」ほか一一-一一176

「イ」ほか-・　　-178

「イ」ほか一・・一一・一184

「イ」ほか--一一一日190

「イ」ほか一一・日--193

北海道地方について・・・一一--・196

「イ」文末詞=- 102,158,159,160,162,
165, 166, 171, 172, 178, 180, 181,

182, 183, 185, 190, 191, 195, 196,

197

イ=‥‥-159, 160, 161, 163, 164, 165, 167,

170, 171, 172, 174, 176, 177, 178,

180, 181, 182, 186, 189, 190, 191,

193, 194, 197

イイッサ

「イ」訴え音・・-・---　　　　　・-184

イェ一　一　　　　　　　　　　一103,152

〔i〕音-----一一一一一一一157,164

〔i〕音効果-----　　　　　　--161

〔j〕音効果---　　　　　　　　-3,4

〔ji〕音の文末詞--・-一・一-　　- 162

「イ」音尾一一4, 171, 172, 175, 176, 185,

188, 189, 195

「行コイ」式のもの対「イコー　イ」

式のもの---一一一・一・一・一167

イナ-- 168, 171, 173,175, 176, 177, 178,
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イナ-

イナ-

179, 180, 183, 185, 187, 188, 189,

193

イネ=- 173, 179, 184, 185, 186, 189, 193

イノ　ー-一一171,173,175,179,184,185

「イ」の訴えの効果---　　　---159
169, 173

「イ」の効果・一　　　　　　　一167

「イ」の待遇効果---　　　　　‥-167

「イ」の文末詞らしさ--　　一一・・一192

「イ」文末訴え音一一186, 187, 192, 193,

195, 197

「イ」文末詞化---　　　　　・-171
イヤー一一一168, 171, 173, 182, 185, 192

イヨ　一・一一・　一5,9,12,61,173,178

「イソ」形

〔ウ〕

受けひいての「-」--=一一一--・-113

受けひきの「-」・---------- - 109

しエ1

「ェ」の

南島地方の

九州地方の

中国地方の

四国地方の

近畿地方の

中部地方の

「ェ」ほか--・ ‥--103

「-」ほか一・一一一-103

「-」ほか・--一一-Ill

「ェ」ほか-　　　--115

「こ弓ほか・一一-・--119

「-」ほか-・-一一一132

関東地方の「-」ほか------・145

東北地方の「-」ほか-一一一・一148

北海道地方の「-」ほか-一・一-蝣156

「-」文末詞---=102, 124, 139, 197, 412
ェ　-一・一・　　　　一157, 160, 197,362

ェ--イ　一・一一・一一一-　　-・112,157

x.<蝣>

-7'

ユ一・一一一ウェ　　　　　　　　　--・蝣103

ェナ一・　　　　　・一122,137,189

「ユ」の分布

〔e〕母音=--　　　　　　- 124,242

ェソ--一一・一一---131,136,139,153

〔オ〕

〔oi〕連母音・一・・一一-　　・・-362,375

〔o〕母音

〔力〕・〔ガ・力つ

「カ・カイ」の属--一・一・-・一・一蝣409

南島地方の「カ

九州地方の「カ

中国地方の「カ

四国地方の「カ

近畿地方の「カ

中部地方の「カ

関東地方の「カ

東北地方の「カ

カイ」ほか一一415

カイ」ほか一一418

カイ」ほか-・-442

カイ」ほか一一447

カイ」ほか一一457

カイ」ほか--・477

カイ」ほか--蝣489

カイ」ほか一一494



北海道地方の「カ・カイ」ほか-499

カ・カイ一一409,411,412,418,434,440,

446, 473, 488, 489, 493, 494, 499,

501

カー一一409, 410, 412, 415, 416,418, 423,

426, 430, 435, 438, 441, 442, 447,

448, 458, 459, 461, 469, 489

「カ」に関する複合形----　日日-414

カ-ガ=　　一一・・日一一479,490,500

カ-ガ(ガ)一一・一--　　-・・-494

カ-コ

416, 417

カーイ　---　・一一-一・一435,491,500

J.l -J-

ガーカ

gafl u

カーナ

カーレ　-　　　　　　　　　-蝣473,474

カーソ-‥一一一・--437,440,472,473

カイ=日日159, 177, 196, 197,409,410,412,

416, 418, 419, 420, 426, 431, 435,

439, 441, 442, 443, 448, 449, 450,

452, 453, 454, 455, 461, 463, 464,

465, 481, 483, 489, 490, 500

カイI--カーイ　-----------424

カイ・一一一一ガイ　　　　　　　　　　　-491

「カイ」 「ガイ」-・　　　　・一一一500

カイ　-ガイ　‥　　　　　　　　　--482

カイI--クヮイ　-一　　　　　一一・432

カイ・-カェ　一　　　　　　　　　一112

カイサ　ー　　　　　　　　　一一221,225

カイシー一一一-一一一一・475,488,499

カイナ-415,422, 457, 473, 474,477,
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カイナヨ一・・一・　一一・一-・・-一一49

カイネ　----・・--　--・-422.482,488

カイネ　　　一一・--・..一日-・一一494

ガイネ

ガイネ

カイノ

カイヤ

488

488

415

415

カイヨ　-・ --5,12,15,53,55,59,72,415

カイヨ　　　---一一-一一・-・49,494

ガイヨ--ガイヨ一　　　一・.・-157

カイン　一　　　一・一一450,465,483,496

カウ--コウ　一一-‥-　一一-　蝣429

カエー・-104, 105, 107, 110, 113, 114, 116,

117, 118, 119, 121, 122, 123, 125,

127, 130, 131, 132, 133, 134, 136,

137, 140, 141, 143, 144, 145, 146,

147, 148, 149, 150, 441, 443, 444,

451, 452, 454, 462, 463, 465, 482,

483

カエ〔je〕

カェ(ガ-)-・・・-　----151,153,155

カニ-「カヨ」 「カヤ」一一　　日-118

ガユー-104,111, 118,119, 121, 123, 125,

127, 133

カユー　=-・一一---　　　　-蝣111,113

カエソ　--・・一一一--Ill,137,138,140

カオー-コ←　---一一-----一日421

カ語尾形容詞・一一一一一-----・279

カサ一一・一-219,224,225,231,236,488

カ(ガ)サ 249



カレー-415, 457, 473,474, 475, 476, 499

カソ一一412, 428,429,433, 436,437, 440,

445, 455, 472, 473, 488, 493, 498

カシ一　　　・一415,475,477,488,494

カツ-カセ・-・-一・・一日--I --499

カセ-カシェ　　　　　　　　=-237

ガゾ-一一-　　　‥----310,312,328

sassa -

カッチャヨ

ガトーゼ

カナ=-　415,416,457,473,477,483,488

494, 499, 501

カナエ一一・　　　　　・一-110,143

カナヨー

ガナヨ-

カネ　一一　　　　　日-415,488,494,501

415, 488

カヤ・一日415,416,417,418, 422, 457, 488,

494, 499

カヨ・一一蝣5,12,15,17,20,24,27,31,38,

41, 47, 53, 55, 57, 60, 62, 63, 67,

69, 72, 77, 80, 81, 84, 86, 88, 97,

415, 422, 488, 494, 499

カヨ(ガヨ) --・  ・----・92,94,95

ガヨ一一一5,12, 13,15,27,31,35,38,41,

43,47, 53, 55, 57, 62, 64, 75, 86,

310

ガヨ-ーガヨ一一・日-一一-一日一一・57

カソエ

'IBi玩

感声的文末詞「ダ」 -一・一339,400,403,

405, 406

間投詞「ダ(ソダ)」 --一日一一--402

関東性の「サ」 -関西性ないし西国

ふうの「サ」-・　　　--250

願望のはあいの「-」‥…------ 133

〔キ〕

キ・-・.ケ・-　　　　　　--蝣452,470, 487

辛--ケ　　　　-一・一一一・・・一470

キャ　-一一----427,428,433,439,493

キャ-一・一-427,433,435, 444, 450,454,

466, 483, 485, 493, 497, 500

キャ(ケァ) -　　　　-・一一一　・484

キャー・ケ　　　-・・・-・-　　-　・420

きゃ--け一　一　　　‥=日日　　蝣444

キャ-イ

キャーモ

キャ(ケァ) -モ・一・一日--一一484

キャナ

ーーV-ヤン

共通語の「よ」-一・日　目-‥一一一101

禁止命令表現文での「ナ」・・一一---502

〔ケ〕 ・ 〔ゲ〕

ケ一一-413, 420, 421, 424, 428, 433, 439,
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448, 450, 451, 452, 454, 455, 467,

469, 470, 485, 489, 492

ケI-→キ・・一・・日　　--一・　日目454,470

ケァ-　一一日・=一一　-=-・-=484,485

ケイ　= ・一一-一・・一-一一-485,492,497

ケ-　　・409,420, 421, 424, 428,433, 436,

439, 445, 450, 451, 452, 455, 467,

469, 470, 472, 484, 489, 492, 501

ケ--・・-ゲ-　--　--・・.-=　-・・・492

ケ　・-ゲ-　-一　一・一・一・・・一・485

ケ- (ゲ-)-　　　　　--・・497,498

ケ-I--ケイ　-・..一一　一-・.---453

ケ--コ-　一　　・一一一　・・・452

TBtt -
ケーヨ　ー一一一・一一一一日-62,63,494

474, 488

5, 41, 57, 84

〔コ〕

コ--- 409, 421, 422, 429, 448, 454, 469,

470, 471, 487

コ-コイ

「コ」 「コー」

コイ-カイ　一・　・一--・-‥-472

コ一一一421, 429, 453, 454, 470, 471, 472,

487

コ一一一一コ-ソ・・・一一・・・一- .・・-437

コテサ

コトエ

コトヨ　一・一-一一一一--・28,29,34,38

〔サ〕 ・ 〔ザ〕

サ行音ザ行音文末詞--一一----199

「サ」の属

「ザ」の属

「ゾ」の属

「ソ」について--一・・一一一一--359

「ゼ」の属目一　　　　　　一一一361

サ行音ザ行音文末詞・一一-200, 365, 398

サ行音系-ザ行音系-.・-　-・・・- 273

ザ行者文末詞----252, 256, 259, 261,
362, 397, 398, 399

ザ行音感声系文末詞---=-・一一364

サ行者・・---・・・-‥-一一一・・・一199,248

ザ行音---・--　-一・一‥・-199,270

「サ」音系
「サ」音系文末詞-一一一・-一一211,212

「サ」の属

南島地方の「サ」音形文末詞一日201

九州地方の「サ」ほか一・日--204

中国四国地方の「サ」ほか-- ・-212

近畿地方の「サ」ほか・.・一・・・一一215

中部地方の「サ」ほか-　--=-221

関東地方の「サ」ほか-一一・・一-230

東北地方の「サ」ほか-・一一一一236

北海道地方の「サ」ほか一一一一249

「サ」音形=一一一-一・一一一一203,204

「サ」音の文末詞一・一-=-一一・一一201

「サ」音形文末詞一日・一一一一・一-= 201

「サ」文末詞-一一　-211,214,230,250

サー日日‥76, 199, 200, 201, 202, 203, 204,

205, 206, 207, 212, 213, 214, 217,

221, 226, 229, 232, 270

サー　-・--一一一一-・・-・203,205,215

サ--サイ.・・-・・-一　　一一-158,238

サーーサェイ　--=一一・一一一・158,229

サ-コニ 220
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さ-た

「サ」の文末表現--　一・一日-・-一・一3

「サ」の用法

「サ」の機能

「サ」の関東性と関西性---…‥‖--251

「サ」の属-・「ザ」の属一・・・一・一・251

「ザ」の属

九州地方の「ザ」ほか---・---252

中国地方の「ザ」一・一--一一・一259

四国地方の「ザ」ほか-　--一日261

近畿地方の「ザ」ほか一一一--262

中部地方の「ザ」ほか　-.・-蝣・・・264

東国地方の「ザ」ほか-一・一--268

「ザ」文末詞

ザ一・・・一199, 251, 252, 263, 266, 269, 270

ザ一　一・ --251,255,264,266,268,269

ザ-ザイ　一一一一一・　　一一-158

ザ-ゾ

ザ…ダ

サーイ　- -一・・一一一・一一-・-209,216

ザーイ　---一一　-・一一255,256,258

サーソ-サソ　　　　　　一一　蝣蝣・蝣212

サイ一一170, 201, 202, 203, 205, 209, 212,

217. 218, 225, 228, 236, 240, 244,

246

サイI--セ-,セ.-　--　---・-211

サイ一一-セ　-一日・-一一一一・一236,363

サイI--セ,シェ-,せぁ　一日・・・-241

サイ-ークサイ　一一.・・-‥-・-一一・210

ザイ・--170, 199, 251, 252, 253, 254, 255,

256, 257, 258, 259, 261, 265, 269,

272, 288, 297

ザイ　　十-, -t"一,三:・Lェ-,ゾ-

一・一一・・一・・一-・257

ザイI--ゼ一一日一一-一一--・-363

ザイ　-ゾヨ・-一一---一日　--・-257

ザイ一一-ダイ　一一-一一一・‥　　=-266

サ-・一一一一-・- 127, 137, 141, 153, 155

「サ-」の「セ-」 --・・・一一---125

136, 151

268, 269

さそいや命令の「コニ」-・・-・-・---・-105

サヨ　--‥-　-一一5,55,57,75,87,97,99

サン-----一一　　一--208,224,228

ザソ一一251, 252, 254, 256, 261, 262, 263

「ザソ」 「ジャソ」・一一・一・一一一日254

〔シ〕e〔ジ〕

「シ′」文末詞…「セ」文末詞-　・248

シ〔l〕-≡・・・一　　一　一248

-→セァ一一・・一一・一・一一-248

373, 384, 389

シァ　-セァ　--・-　--一一一---248

ジェI--ヂェ　--・-・-=一一　日-‥396

シェ一　一-・・・---. .・-一一--208,238

ジェ～I--ジ一・・一日・一一・・日　目-391

ジェ～ (ジェソ)=-　　　--・--391

自己主張の「ドニ」-　-一一一一--116

指定断定助動詞「ジャ」一一-- 50,316

指定断定助動詞「ダ」一一・日-----406



助動詞「ダ」本源の「ダ」文末詞
‥‥‥‥.…--・406

指定断定助動詞「ヤ」 -一一一一50,218

ジョ　　ー.・-5, 44, 48, 272, 290, 293, 299,

303, 304, 321, 323, 327, 329, 333,

336, 339, 341, 345, 347, 356

ジョ-ヂョ　-I.-　　--・--285,325

ジ。一一-ジョイ・-　　-・・-・・・-一一326

ジョ-デヨ　---・・・一・一・314,319,326

ジョ-・ゾ--　　　　　　　　・320,323

〔セ〕 ・ 〔ゼ〕

セ　-　199,236,238,247,249,364,383,

385, 393

シ′ェ

「-ビ」 o

南島方言の中の「ゼ」-・=---一・一365

九州地方の「ゼ」ほか--一一--366

中国地方の「ゼ」ほか一一一一一370
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四国地方の「ゼ」ほか一・一-一一374

近畿地方の「ゼ」ほか---　　・378

中部地方の「ゼ」ほか一・一一-・-383

関東地方の「ゼ」ほか----一一390

東北地方の「ゼ」ほか・一一-　-・393

北海道地方について一一一-一一397

ゼ一日・-120, 199, 266, 267, 303, 362, 363,

371, 372, 374, 375, 378, 379, 380,

385, 387, 388, 392, 393, 395, 397

ゼ-ジェ,ゼィ,ゼソ,ジ-・ -364

ゼ-ジェ,ゼソ,ゼイ　一一・-一一377

ゼ-ジェ,ジ　　　　　　　　　蝣367

ゼ-ジェ,じい一　一-一・一・366

ゼ-ジー---一・　日-370,380,396

ゼ-ジ,ズィ　--・‥一一一-一日-373

・ti- -二I/-

ゼ　→じイ

ゼ-ゑI

ゼ(ジェ)一一366,370,372,376,394, 395

ぜ(じえー)・・--一一　一一--‥377

ゼ-ジェ　　　　　　=日日381, 383, 386

ゼ-ジェ- ・一　一-.・-・・・-・・368

ゼ　→ゼイ・一・一・・　　　　　　--382

ゼ　→セ　一・・・一.,・一・一-=　　一一364

ゼーデ

ぜ一一が

セァ　一一-　・-242,244,247,248, 249

セェァ一　一一一・ -‥---一・一一242

393, 395

ゼイナ

ESS閤

386

386

387

386

246

セ　　　→へエ　ー一　　一・・・一.・・-　・・241

ゼ-一一-ヂ-　=--・・・=--=-.・一一365

ゼ- (べ-) SSI
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ゼ--7-　-一・・・一一　　--一一372

ゼナー一一一ジェナ　　　　　-・・--　・387

ゼナ-シ

ゼモ一・・一・一ゼ-モ　-・  ・・一　　　一　・388

41, 374, 376

ゼヨ一一---- 5,38,41,57,73,81,374,

376

ゼヨ-ジヨ　　　　　=　　一一・一371

ゼソ日日　　　　　--376,386, 387, 388

ゼソ-セソ=一　　　　　　　・一383

〔ソ〕・〔ゾ〕

「ソ」音形

「ソ」について-=　一一・-・・--・-=-359

ソ　-I--一・一225,227,270,336,359,361

ソ-ソ-　--　　　　　　　　　　-360

-ヨソ　一日---　　　　　-=一日360

「ゾ」の属

南島地方について一一・一日一一一273

九州地方の「ゾ」ほか-　一日日日278

中国地方の「ゾ」ほか-‥一一一・298

四国地方の「ゾ」ほか日日-- --305

近畿地方の「ゾ」ほか一一一一一318

中部地方の「ゾ」ほか一一一--330

関東地方の「ゾ」ほか・-. =　蝣343

東北地方の「ゾ」ほか・--・----349

北海道地方の「ゾ」ほか--一一-358

ゾ--・5, 199, 200, 253, 264, 266, 270, 286,

287, 288, 291, 292, 294, 295, 296,

298, 299, 300, 301, 302, 304, 305,

306, 307, 310, 311, 313, 319, 322,

324, 325, 327, 328, 329, 330, 331,

332, 335, 337, 339, 341, 342, 343,

345, 346, 347, 348, 349, 350, 351,

354, 361, 364, 372, 378

ゾ一一-ド- ----316, 317,318, 319,409

ゾ(ド)--‥ --・--一一一355,356,358

ゾ　-l∴一一ロ・・- .・-=271,313,321

ゾ(ド) -1-ト　一一-‥-一一----352

ゾ一一一→ツ

ゾ-・・-ヅ(ズ)一　　　　　　　　一353

ゾ--バイ

ゾイ--・158, 170, 271, 272, 287, 299, 301,

303, 304, 307, 308, 311, 313, 314,

317, 319, 327, 329, 333, 334, 335,

337, 338, 340, 341, 346, 348, 351,

362, 389, 397

ゾイI--ゾェ　--　　　　　---- 314

ゾイ　-ソイ　一一一---一一-・・-・314

ゾイI--ゼ一一日--一　　日一日日日289

ゾイ　-ドイ　一一一日・=-312,322,325

ゾイ(ドイ)

・/f?1

ゾイシ

ゾイナ

ゾイヤ

ゾ(ド)イヨ　‥一　　　　　　　・一・5

ゾ---・110, 113, 116, 117, 118, 119, 120,

125, 127, 130, 132, 137, 143, 147,

149, 150, 151, 271, 272, 309, 312,

316, 349, 362

ゾェ←モ

ゾ--ド一　一　　一-　一一-・・・-286

ゾーカイ

ソ(ホ)カ
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ソキャー

ソ-ヒァ-

ゾナ一一271, 301, 309, 312, 316, 318, 320,

337

ゾネ　---　　　　　　-- 271,309,312

ゾヤ　ー一一-一一日一一一-271,309,312

ゾヨ　---27,29,31,36,38,40,44,47,55,

57, 59, 60, 61, 64, 67, 69, 73, 77,

271, 305, 309, 312, 316, 337

ゾヨ・-・→・ソヨ・一一一一一・・　　‥-蝣43

ゾヨ　-ゾイ　-一　　　　　　　日--272

ゾヨ>ゾイ>ザイ・一一一-一一252,259

rそれ」系の「ソ」文末詞一一一--359

ゾソ・--271. 272, 295, 307, 308, 311, 337,

338, 340, 350, 351, 352, 354, 456

ゾソ-ドン　-・・-一・・一・日・・ --蝣蝣290

ゾソ-じょん　-・　　　　　　　=-353

-ぢよん　　-=-I-・---蝣蝣354

-ヂ3ン・-　　　-一・・一日-・355

〔夕〕・〔ダ〕

rダ」文末詞　「ソダ」文末詞--=-401

「ダ」文末詞・--・　　-・・・一一403,405

399, 400

・*? --

SB壁

「タイ」文末詞--・　　　　-・一・一405

タイ・一一--201,202,203,232,255,259

タイエ-クエ　=-.・・一一一・・・-　　・106

ダイL--ダ- ・一　　　　　　　　日目-405

「ダイ」の「ダー」 -・・・--A.・=--207

ダイ-ダン　-　　　一・・一一・日・・・-159

クエ・・-一一一---一一一-105.106,107

ダニ　一一一一107, 115, 130, 140, 141, 144

@ESE

ダカ　-=・=・・---一一一・・一489,499, 501

ダカイ　=一一一日一一-446,477,489,493

「ダ」感声的文末詞・・--・・-・--401,406

「ダ」間投詞---　　　　　-----403
ョE3! -

ダヨ一一- - 72,75,77,80,84,86,92,97

ダヨ-エ

単純よびかけ性の「エ」・=二- ・一一140
単純よびかけ性の「アノ　ヨ-。」式

の「ヨ-」一　　一・86

単純よびかけ性の「ヨ」一一一80,83,87,

88, 89, 91, 92, 93, 94, 95, 96, 97, 99

i--よびかけ性の「ヨ」 ・ - 65,67,81

〔チ〕 ・ 〔チ〕



長呼を受けての「イ」=一一日--・--166

〔ツ〕・〔ヅ〕

105, 106

ッォ　-　　　　　　　--347,350,353

ツオ　ーゾォ　一日　　　　　　　-348

ツオイ

ツ　ナ　-

ツカ　-　　-・一日425,429,434,438,440

429, 438

ツカイ　-・-　　　-・--一一一429,446

ツカイ-ツカーイ　一日--　　--425

ヅカイ　-・　　　　　---I--429,438

ッカソ-　　　　　　　　　--429,434

ツキャー　-・　　　　　　-蝣429,434

ッキャ-　一　　　一-・--一一429,438

425, 440

429, 438

〔テ〕 ・ 〔デ〕

「デ」文末詞-・・　　　　　-124,402

デ・・- ・-301, 314, 327, 329, 331, 363, 364,
374, 378, 382

(Jて　オー七　一　　　　　一　　・375

--→′・＼ノトーセ　　　　　　　　-376

-(Jト-ゼ　　　　　　　--376

テカ　-・ --435,474,489,493,499,501

デカ・--　　　　　　--456,457,473

「′一)ですイ」式の言いかた　　　171

r-ですイ」巨--ますイ」
・一一171, 174, 175, 177

r-ですイ」や「/I-だイ」 ・・・ =-197
316, 324

ァヨ--　　　　　　--5,60,77,90, 100

デヨ=- --5,27,29,30,34,43,47,57,58,

60, 61, 67, 330

デヨ-ジョ　--　　　　　・・・-315

「デヨ」からのものかと思われる「ジョ」

‥‥-一一--=5



〔ト〕・〔ド〕

349, 414

ド-　--273, 275, 278, 279, 282, 286, 287,

288, 295, 299, 301, 302, 304, 319,

322, 324, 325, 327, 329, 330, 331,

332, 335, 337, 339, 341, 342, 343,

345, 346, 347, 348, 349, 350, 351,

354

ド-ドゥ　-　　　　　　　　　--・278

ド-ロ　ー　　　　　　　　　蝣279,283

ド-→デ

問いの「か」が,当方言では「ド」
・-356

ド(助)疑問のカに当る一・　一蝣357

ドイ-・-271, 272, 299, 301, 302, 307, 317,

319, 321, 327, 330, 331, 341

問いの「ユ」

問いの「ガ」

問いの「ヨ」 (問いの表現を完結させ

る効果の「ヨ」) -　　　　--101

ドイヤ・・・　　　　　　　　-・271,327

トイヨ

ドイヨ

ト-　　　　　　　　　　　蝣106, 123. 125

ドェ　　　　　　　　　　　116, 122, 271

ドコニノ

ドェヤ

ド　　　　　　　　　- 271, 274, 276, 277

トカ一・　　一13,425, 429, 434, 438, 440

トカ(「トガ」も)　　　　　　　-422

トカ(「トカイ」なども) ---・---414

某　　引　　519

トカイ　一・一-422,429,434,438,477,489

トカイ-トカーイ　　　--　　　・-425

トカイ　　→ツカイ　-　　　　　　　・-422

ドカイ-ゾカイ　--　　　　　---423

トカニ　一　　　　　　　　　　一104,111

トカソ--　　　---423,429,434,440

トキャー　　　　　　　　- 429,434,438
ノ

特定文末部の「イ」一　　　　　　一165

422, 440

トケ-ッケ　　　　　　　　　　　　425

トサ--蝣208, 209, 225, 227, 228, 231, 234,

239, 241

ト(ド)サ・-　--204,237,240,242,245

トザイ　　　　　　　　-　　　　・254, 258

トサナ

トジョ

「/~・、一ドス　-」-巨--ドッ　セ」

-・--129

369

368

210

241

トゾ　　　　　　　　　　　・290, 293, 296

トゾ-トジー　　　　　　　　　　　・291



520

トヨ一一一5,12,13,15,16,17,20,21,22,

24, 31, 62, 63, 67, 69, 77, 86, 87,

90, 282

トヨ・ヨ

トヨ一一トイ・・　　　　　　　　--272

トヨ>トイ>タイ　‥　　　　　---259

トヨ一一一タイ　一　　　　　　一--22,24

トヨ(ドヨ)-　　　　　　　　-=94,95

トヨ-ドヨ　-　　　　　　　　　--100

ドヨ--・13, 16,27,29,38,44,55,57,271,

327

ドン-　　　　　　　　--271,272,307

〔ナ〕

ナ行音文末詞一一一2, 157, 161, 200, 397,

398

2,6, 171, 199

ナ-エー　106, 107,110, 112, 113, 116,

119, 120, 123, 125, 127, 130, 131,

137, 143

ナ-エ-　一　　　　　一113,125,146

ナーヨ・- ・-12,27,47,55,57,59,75,77,

80, 84, 86, 89

ナイ　　　　　　　　　　・ 158,170,197

ナイエ

ーf-i 3

ナエー-110,112, 116,117, 119, 121, 123,

131, 132, 136, 137, 142, 143, 147,

149, 151

ナコニー

ナエソ

ナサ　ー-　　　　　　　--244,248,249

ナ~tf-...

ナスェエ

ナヨ一一- 5,26,47,51,55,56,59,64,67,

75, 77, 80, 84, 86, 89, 94

し二1

「ニ」文末詞一・　　　　　　　一161

「ニ-ヨ」の「ニョ」.　　　　-・・-5

ネ-ネイ

不一エ　　　　　　　　　　　　・137, 148

不一ヨ・・ --27,52,55,75,80,84,86,87

ネサ　ー　　　　-・208, 242, 243, 248, 249

不--ー・→ネサ・・・　　　　　　　-・243

「ね」や「よ」と言いかえてもよい「-」

-104

ネヨ・一日5, 19,52,55,60,61,69,80,84,86

〔ノ〕

2, 158, 199



ノイ　　　　　　　　　　　・158, 170, 181

ノイシ-ノイセ　　　　　　　　　・381

ノエー-105, 112, 113, 116, 123, 126, 143,

155, 425

ノーエー　・112,116,119,127,139,141

ノ-エ・・-・ノ-ヤ　一　　　　　・・日116

ノ-カイ

ノト-ケ・-

の-せ---ノ-シ　　　　　　　　　376

ノーヤヨイ　　　　　　　　　　　　　・37

ノ力…-425, 435, 440, 442, 446, 456, 473,

474, 475, 477, 488, 493, 499

ノカイ--・・-435,438,446,456,473,474,

475, 477, 488, 493

ノサ　ー--　---217,231,237,245,251

ノサ-ノッサー　　　　　　　--239

ノゾ-　　　　　　　　　-=309,318,328

ノヨ・---5,15,23,27,31,41,52,59,60,

72, 75, 77, 81, 84, 86, 88, 92, 94,

95, 99

ノ　ヨ・ン′ヨ

ノヨナ-

ノ　ヨノー・・

ノンカ　ー　　--414,446,473,474,488

累　　引　　521

ノソカイ　-　　　　　　　　--446,473

ノ(ソ)ド

〔バ〕

ノミイ　　　　　　　　　　　209, 255, 256

バイ-　　　　　　　　　　　　蝣105, 106

バイイェ　　　　　　　　　　　　一一・106

ノ、-　　　　　　　　　　　105, 106, 107

バソタ-バソ　-　　　　　　　--　蝣255

〔ヒ〕

〔ブ〕

文末訴え「ア」音--　　　=152,153

文末訴えイ音--・　　　　-166,171

文末訴え音の「イ」=・　-180,181,182

文末訴えかけ用の「イ」一　　　　一164

文末特定音としうる「イ」=一　　一187

「文末訴えイ音」の待遇効果一・　一167

文末「ダ」音--　　　　　　　-399

〔メ〕

命令表現文での「ロ」--　　　　--502

命令表現文での「ロ」と禁止命令表現

文での「ナ」と-・　-・・502

〔モ〕

225



522

「モシ」系の文末詞-・・　　　　--415
-t-　>ニー

モノカ　-・・　　　　　　-・--489,493

モンカ・一日-438,442,456,474,489,493

モソカイ　-　　　　　　--435,440,489

モソカナ一・日　　　　　　　　　　　　-蝣494

モソサ　ー　　　　　　　　　　=-204,209

〔ヤ〕

ヤ行音文末詞-- 2,3, 102, 161, 164, 197,
200, 398

ヤー- 2,3,4,6,39,66,76,131,165,171,

197, 199

ノ
ヤー

ヤイ

ヤコニ

158, 362

=-・147, 149, 151

〔∃〕

「ヨ」の属

南島地方の

九州地方の

中国地方の

四国地方の

近畿地方の

中部地方の

「ヨ」=--一日一　一日-・6

「ヨ」ほか--　　　--9

「ヨ」ほか-　　　　--24

「ヨ」ほか-・　　--36

「ヨ」ほか-一一・一・蝣44

「ヨ」ほか=　--・ -p59

関東地方の「ヨ」ほか-　　　--75

東北地方の「ヨ」ほか--　　--・90

北海道地方の「ヨ」ほか一一一・-・=97

「ヨ」の用法--　　　　　---4,10

よびかけの「ヨ」 -　　　　　　=・10

感嘆の「ヨ」 ・　　　　　　　・-10

推量の「ヨ」 ・　　　　　　　　-10

説明の「ヨ」 ・　　　　　　　　-=10

自己の意を言おうとする「ヨ」 --・10

命令の「ヨ」 ・　　　　　　　　-10

さそいの「ヨ」 -・　　　　　---10

問いの「ヨ」 -　　　　　　　　一一10

「ヨ」文末詞・-　　　　　　　　--4,5

≡--　2,3,6,66,100,101,157,167,197,

199, 271, 375

ヨ-ヨイ　--一　　　　　　　　　　日158

ヨイ-- --4,15,19,24,26,29,35,37,40,

55, 59, 61, 63, 66, 73, 80

ヨイ-一一一ヨ-　--　　　　　　　　-　　-5

「ヨ-」の文末表現-　　　　　　-・3

冒--オー・--　　　　　　　　　---84

ヨ-・ノ-

ヨ-　ヨ-o

「よ」と言いかえうる「イ」 I ----170

「よ」と言いかえてよいような「-」
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-105

ヨナ一　　　　一・5,18,38,46,65,87,99

よびかけ性の「ヨ」一　　　　一蝣65,81

よびかけ性の「テノ　盲-。」 -=-・67

よびかけの「-」-　　　　　　　-蝣110

ヨソ-・--5, 12,59,66,69,74,86,97, 139

〔ラ〕

124, 125

ラヨ一一-ヨヲヨ-.　　　　　---・蝣53

〔リ〕

リョ-デヨ--　　　　　　　　.・-30

リョよ-

レ-ラ

〔口〕

ロ----280, 291, 292, 296, 298, 300, 322,

331, 332, 335

283, 288

207, 216

ワイエー　　　　　　　　　123,133

ロイ蝣-" :-i

ワイヨ　　　　　　　　　　　　5,62,92

ワイヨ-

ワニ-・-105, 111, 117, 118, 124, 125, 127,

131, 133, 134, 136, 138, 145, 147,

149

ワカイ-ワカ　-　　　　　　・--476

ワカイノシ　ー　　　　　　　　　--476

ワサー・-217,219,220,225,227,230,251

ワシテヨ-

ワダヨ-ワラヨ----　　　　--‥55

ワダヨ-ダヨ--　　　　　　　-　蝣53

ワヨ-・ --5,41,43,47,53,55,57,67,72,

75, 81, 84, 88, 90, 92, 95

473, 474

「ワレ」形の文末詞「レ」 --　--415

「ワレ」系の文末詞「レ」 「ラ十・一・一505



524

ソ-　---118, 119, 121, 123, 126, 130, 144

ソカ・--440, 442, 446, 456, 473, 474, 475,

・188

ソカイ　-　--435,446,456,473,474,475

ソカニ　一　一110,111,116,117,121,122

33KSH

ソカヨ

".-'i L・

KZJ -

ソケ-　　　　　　　　　　　　　442, 446

ソサ一　　　　　・一217,219,225,236

ソジョ・　　　　　日日316,320,323,326

ソゼ--　　　　　　---378,379,392

ソゼ(ジェ)=・　　　　　　　　--377

ソゾ---301,309,316,320,326,328,339

ソゾ(ド)

ソゾイ　　　　　　　　　　309, 316, 320

ソゾ-　　　　　　　　　　　　118, 119

ソゾヤナ-　　　　　　　　　　　　　　309

ンド　一　　　　　　一309,320,322,323

ソドイ　-　　　　　　　　　　・・蝣320,323

ン′ナノコニ・

ン′ナノー

ン′ナノ・ン

116

123

123

123

ソニョ　　-ソヨ　　　　　　　　---42

ソヨ-・ --5,24,27,29,38,43,44,47,49,

67, 87
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Ⅲ　事項索引

〔7〕

〔ai〕連母音相互同化HHH 443,455,466,

467, 470, 485, 492

7クセント-　　　　　--・-・- 33,279

アクセント形式--　　　　　　　　--38

アクセント状況一一・・　　　　・一466

アクセントの高音-　　　　　　--249

〔イ〕

一体者・ -完結形・・・一一　　　　-蝣159

崩ョ」iM¥

〔ウ〕

訴え音---　　　　　　　　-157,270

訴え(訴えかけ)普--・　　・-399

訴え効果一一・　　　--160, 170,242

訴え効果の拡充一　　　　　　一244

〔オ〕

〔oi〕連母音の相互同化---一・一397

沖縄方言

男ことば

〔o〕母音の文末詞-一・　　　日--271

音韻

音靴-　　　　　　日日271,362,452,455

音形一　　　　　　・一5,204,252,269

音効果一　　　　　　　一161, 188,271

音声効果

音声特徴

音相-　　　　　　- 197,201,270,466

〔力〕

「カ・カイ」の存立と活動--・・・--蝣415

関西系

関西性

感声系の文末要素一・　　　　　・一53

感声系文末詞=一　　　　　　一-2,409

感声的なもの　-・・　　　- 199,200

感声的文末詞--=100, 198, 199, 200, 399,
407, 410

感声的な単純文末詞---　-102,161

感llfeii]

問投句

間投詞　--　　　　　　　　=-400,402

感動詞一一・-・・　　　・-I-164,476

感動表示

関東-it-

m刺lア

完了表現法



oLb

疑問表現

〔キ〕 ・〔ギ〕

九州弁=一・日一一一一-　・-232,405

九州方言---　　-169,170,173,297

九州方言域一　　　　　　・一一170

旧東京語

共時論的見地・--一・一　　　一一日199

共時論的処置=一一・5,159,364,252,261

共通語一一一一一101,210,215,247,279

共通語知識

京都ことば--・-・-一・一130,157,183

京都弁一　　　　　　　　　一114,128

近畿ことば---一一一　　　一--131

近畿四国弁・-　　　　　　　-一日119

近畿弁の情調-　　　　　　　　--477

禁止表現法

禁止命令形

〔ケ〕 ・ 〔ゲ〕

系脈-　　　　　　　-・- 132,261,270

言語機能=-・一・　　一-一一-272,411

言語行動

言語習慣

言語生活一一・　　・一一一- 100,501

言語表現

言語風俗

現実音体

原生単純形文末詞-一日　　　一日目410

原生的な感声文末詞日日一・・一一日日日199

原潜

現代語の共時面・--・-・一　　　一日251

現場での一体者としての存立-一・一159

〔コ〕・〔ゴ〕

157

157

314

160

古態の慣用語法一　　　　　一一-478

ことば調子一一　　　　　　一蝣31,57

ことばの男女差-・　-=一一一76,226

〔サ〕

サ行音ザ行音-　　　　　　‥--199

サ行者ザ行者文末詞一・一---一・一411

薩隅地方

産隅方言

指示作用

〔シ〕・〔ジ〕

200, 251

指示代名詞系の転成文末詞日日・一・一478

自然音言化

指定断定助動詞・--・・・-・93, 218, 250,400

「ジャ」 「ヤ」助動詞一一・一----406

準感声的文末詞一　　　　　一199,212

準感声的なもの-　　-一・一一--409

純粋感声音

助詞系の転成文末詞--一一-一・一414

女性系のことば一一一-・-- ・一一157



索　　引　　527

女性ことば・一一-・一一一一一蝣131,197

女性的な表現法-一一-　　　　--119

〔セ〕 ・ 〔ゼ〕

漸強摩擦音・一　　　　・・一一--=161

〔ソ〕

相互同化一一362, 375, 412, 466, 467, 470

尊敬法助動詞・一一　　　　　一・46, 281

〔夕〕 ・〔ダ〕

待遇効果・-　　　一・一一・135, 160, 167

待遇上の表現効果一・一一一・一一一197

待遇品位

対称代名詞

対人表現の訴え・・一一一-　　　=-398

対話の文表現---一・一一-・  ・-201

濁音の文末詞-一・・日　　　一一一-398

179, 215

単純感声的な文末詞-・--　一・一一272

単純感声的なもの一一一一199,201,272

単純よびかけ・一　　　　　日目蝣42,65

単純よびかけ性一一一・-‥一一・日- 100

〔チ〕

長形の文末詞一日一一一　　　日-123

長呼・-・---166, 167, 168, 169, 172,173

長呼習慣

〔チ〕

転靴形- - - -279, 409, 413, 415, 427, 428,
432, 435, 439, 483, 484

転成の助詞系文末詞-　　　　-=-414

転成文末詞一日--　--一一一-359,411

〔ト〕・〔ド〕

東京語一　　　　　日-41,70,210,212

東京ことば

東京弁-　　　　--210,231,232, 363

動詞未然形一一・　　　---261,262

動詞命令形---一一一一-一一161,503

動詞連用形・-　　　---・-=48,50,459

動詞連用形の敬意表現法-一　日一・・一39

動詞連用形用法-- ---・-一日・-23,42

動詞連用形利用一一　　　　　　--・69

動詞連用形利用の勧奨表現法-一・・一蝣87

特異な命令表現法--　　　　-=-244

特定音言化

特定文末部一一　　一160, 171,172, 191

独特の訴え形式--‥・一一--・・--242

〔ナ〕

ナ行者文末詞-・　-・一一410,411,415

南海道系脈-=-一一・-一一・一一-473

南島方言-　　-‥-164,204,273,415

両島方言状態と九州方言状態-　-- 274

巨、官



発音基底<音韻地盤> =------= 174

発音習慣

発音の強調形・一一-=一・一一一-- 191

発言ffi勅

反語法--一日一一一-=一日・-306,311

〔ヒ〕

比川方言

非感声化

非感声的な文末詞一一--　　=--200

表現効果一・　　　　　　・一197,271

表現生活・・一・一一一一一一--200,501

表現品位

〔フ〕・〔プ〕

複合形--・4, 168, 197, 271, 310, 343, 358,

429, 442, 456, 475, 501

複合形のアクセソト相一・・　　日蝣415

複合形文末詞--・12, 171, 173, 204, 219,

230, 309, 312, 316, 318, 320, 323,

326, 328, 333, 339, 340, 414, 415,

429, 434, 438, 440, 446, 473, 488,

493, 499

文アクセント　‥一・・一一一　　　--113

文表現=一一一一一一一--160,164,201

文表現末尾

文表現末尾での訴え(訴えかけ)普-399

文末訴えイ音一一‥・---一一-一一170

文末訴え音一一一160, 167, 168, 169, 170,

178, 181, 189, 190, 197, 247, 272,

395, 498

文末詞-・-2, 101, 157, 160, 179, 400, 402,
409, 412, 467, 476

文末詞<文末助詞> ------ --蝣502

文末詞に関する複合形-------158

文末の特定の訴えことば一一・一--・242

文末の特定の訴え要素一一・一185,400

文末の特定の話部-一・一一一一・一-173

〔ホ〕 ・ 〔ボ〕

母音効果

母音の広狭

方言事象の存立・-----=-=---269

万言上の風土差-・-一一一一-　--177

方言の風土一・一一--　　　　一一212

方言の「ヨ」に直結した共通語の「よ」
一一・-一日- 101

〔ミ〕

未然形---　　　　　　　‥-261,262

宮古西里方言=-一一・　　　・一203

未来化表現法--・-・　‥一日蝣19,66,69

未来表現化

〔ム〕

無敬意-敬態・・・-　　　　　　-281

〔メ〕

命令-勧奨 96.



命令・ト-ていねいな命令(勧奨)一日101

命令一禁止命令　　--・・----96, 101

命令形・-・-- 4,14, 19,39,161,179,292,

502, 506

命令表現--・-　--・161,293,305,372

命令表現法----=-一・一-一一・66,69

〔モ〕

〔ヤ〕

ヤ行音文末詞・一一・一一-一・・一411,415

〔ヨ〕

索　　引　　529

「ヨ・-」のよびかけの美しさ-・---101

よびかけ音

よびかけ性の「ヨ」一日一・日-一・・一一65

よびかけの効果・一一一-------162

「ヨ」文末詞利用--　--一一一一--101

〔レ〕

連用形-・一一一- 14,39,42,45,48,50,69

〔ワ〕

話者の意識----日日・=--一一---167

話者の意図------日一・一-・一・一167
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